
ま　え　が　き

　平成 16年度の国立大学法人化以降、お茶の水女子大学は、教育研究の活性

化に加え、業務運営に関しても理念を明確にし、社会的責任を果たすべく様々

な取り組みを行って参りました。

本学は、国によってわが国で最初に設立された女子高等教育機関として、近

年では、女性の社会的活躍を加速すべく、先進的な研究分野の開拓、高度な教

養教育、そして国際性の強化に力を注いでおります。学士課程においては「21

世紀型文理融合リベラルアーツ」教育を開始し、大学院には先端融合研究部門

を設置しました。さらに、女性研究者支援プログラムや国際的に高度な研究能

力をもつ自立的な若手研究者の育成プログラムを開始することによって、人材

育成システムのモデルを構築し、新たな社会システムを提案したいと考えてい

ます。

『Annual Report 2007』は、平成 19（2007）年度一年間の本学専任教員全

員の教育研究成果報告です。

教員の教育研究活動は本学のプログラムを推進する礎であり、また、大学に

おける教育研究の実績を公開することは、国立大学法人として、社会に対する

責務と考え、平成 17（2005）年度以降、毎年、専任教員全員による『Annual 

Report』を作成して参りました。

本報告書は、大学の教育研究情報データベースに搭載し、ホームページで公

開いたします。

　今後も教育研究の活性化にいっそう努めてまいる所存です。今後も引き続き

ご支援、ご教示を賜りますようお願い申し上げます。

2008 年 6月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
国立大学法人

　お茶の水女子大学長

　　　　　　　　郷　通子
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 郷　通子　（GO Mitiko）
 所属： 
 学位： 理学博士／ Ph.D.
 職名： 学長
 専門分野： 生命情報学、予測生物学、生物物理学
 E-mail： gakucho@cc.ocha.ac.jp

モジュール／分子進化／イントロンの起源／タンパク質立体構造と相互作用／トランスクリプトーム
Module ／ molecular evolution ／ origin of intron ／ protein conformation and inteaction ／ transcriptome

・Kazuki Shinoda, Ken-ichi Takahashi, Mitiko Go. Retention of Local Conformational Compactness in 
Unfolding of Barnase; Contribution of End-to-End Interactions within Quasi-Modules. BIOPHYSICS, 3, 1‒12 
(2007)

・Yamasaki C, Murakami K, Fujii Y, …..Go M,... , and Gojobori T. Genome Information Integration Project and 
H-Invitational 2  The H-Invitational Database (H-InvDB), a comprehensive annotation resource for human 
genes and transcripts. Nucleic Acids Research (Database Issue) 36:D793-9 (2008) Jan、Epub (2007）
Dec.18.

１）タンパク質がコンパクトな部品であるモジュー
ルから構成されていることを２０数年前に発見
（Go,M.,Nature (1981)）、その後、モジュールと
遺伝子構造の分断構造との相関を明らかにする
研究を行った。もう一つの課題、モジュールが
タンパク質のフォールディング過程の早い時期
に形成されるかどうかの設問に答えるため、タ
ンパク質のアン・フォルディング過程の長時間
の計算機実験を行って、モジュール構造が最後
まで保たれていることが、初めて明らかになっ
た。この結果は、モジュールがタンパク質フォー
ルディングの初期過程で形成されることを示唆
する。

２）ヒトゲノムの完全長 cDNAを網羅的に同定し、国
際チームにより生命情報学的な解析を行いアノ
テーション結果（H-Invitational Database_4.3.）
を公開した。34,699 のヒト遺伝子クラスターの
内 34,057 (98.1%) クラスターはタンパク質コー
ド遺伝子であった。我々は選択的スプライシン
グの解析と、タンパク質コード遺伝子上に観測
された選択的スプライシングの解析などを分担
した。

１）We performed computer simulation of unfolding 
processes of barnase and found that module 
structures were maintained until later stage 
of protein unfolding. This result suggests 
that modules contribute to stabilize protein 
conformation in early stage of protein folding. 

２）We reported the new features and improvements 
of our latest annotation for the H-Invitational 
Database (H-InvDB; http://www.h-invitational.
jp/), a comprehensive annotation resource 
of human genes and transcripts.  H-InvDB, 
originally developed as an integrated database 
of the human transcriptome based on extensive 
annotation of large sets of full-length cDNA 
(FLcDNA) clones, now provide annotation for 
175,537 human transcripts, 120,558 human 
mRNAs extracted from the public DNA databank 
in addition to 54,978 human FLcDNA, in our 
latest release H-InvDB_4.3.
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　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学士過程における 2007 年度の教育内容　
　「お茶の水女子大学論」の講義の一部を前期、後期
の 2回担当。本学の理念、歴史と特色、自らが歩ん
だ子育てと教育・研究の両立などを新入生に伝えた
い。

大学院における 2007 年度の教育内容
　「生命情報学を使いこなせる女性人材の育成」( 平
成 17、18 年度「魅力ある大学院教育イニシアティ
ブ」採択 ) 終了後、開発されたプログラムを大学院カ
リキュラムとして定着させ、その中の講義「総合生
命科学」（生命情報学分野の最近のトピックス、自身
の研究をふまえ、分野の位置づけと期待を概観）と「予
測生物学」（生命現象を階層性に基づいて分子レベル
のデータから予測する新研究を公開で講義。パソコ
ン実習あり、学外からも 10名受講）の一部を担当。
「女性リーダー育成プログラム」の講義を一部担当。
本学の出身者の活躍や自らが教育・研究者として克
服してきた事などを語り、女性に期待されるイノベー
ション創出とリーダーの育成に取り組んだ。

　I gave lectures in “Comprehensive Bio-science” and  
“Prediction Biology” as two of the courses of “Attractive 
graduate education program” on “Education program for 
women graduate students engaged in bioinformatics” .　
We started new lecture series for all graduate students to 
develop women leader ship and I gave a lecture on the women 
pioneers in science in Japan. They graduated from the former 
school of Ochanomizu University when Universities were not 
opened for girls.

　長浜バイオ大学、遺伝学研究所、理化学研究所などと、相互作用を含むタンパク質の機能予測法の開発、タ
ンパク質デザイン法など、種々の生命情報学の新研究開発に取り組んでいきたい。これらは名古屋大学理学研
究科、長浜バイオ大学バイオサイエンス学部に在籍した時期から続けている。具体的には、ゲノム情報がタ
ンパク質に翻訳されるまでの過程で、一旦 RNA に転写されることで起きるイベント（選択的スプライシング、
RNA 編集など）が、タンパク質構造の多様性や機能発現の制御、生物内のネットワークにどのように関わるか、
生物物理学的な手法を用いて非実験的に予測する事により、生物学的な意味を予見する分野を開拓することに
興味がある。さらに、生物システムのもつロバストネスの分子機構は、これまでの非生物の世界では見られな
い新規のメカニズムなのか、知りたいと思っている。

　科学技術における発明や発見だけがイノベーションではありません。社会のイノベーションを柔軟な発想と
豊かな感性、自己実現にむけての強い意志によって、もたらそうではありませんか？　ワークライフバランス
や地球の持続にむかって社会を変える、そのためにお茶大生の活躍を期待しています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 柴田　文明　（SHIBATA Fumiaki）
 所属： 
 学位： 理学博士（1971　東京教育大学）
 職名： 理事・副学長
 専門分野： 理論物理学（特に、非平衡統計力学、基礎的量子現象、量子通信理論等）
 E-mail： shibata.fumiaki@ocha.ac.jp

量子情報理論／量子非平衡系／緩和現象
quantum information theory ／ quantum non-equilibrium systems ／ relaxation phenomena

・S. Kitajima, M. Ban, T. Arimitsu and F. Shibata: 
Rigorous Quantum Treatment of Dynamical Coherence Recovery, Journal of Physics B 40, (2007) S239.

・M. Ban, S. Kitajima and F. Shibata: Quantum Master Equation Approach to Dynamical Suppression of 
Decoherence, J. Phys. B 40, (2007) 2641.

・Masashi Ban, Sachiko Kitajima, Kishiko Maruyama and Fumiaki Shibata: Quantum Mechanical Model for 
Two-state Jump Markovian Process, Phys. Lett. A372, Issue 4 (2008)351-355.

　研究テーマは理論物理学のうち， ○ 量子情報理論 ○ 非平衡量子系 ○ 量子緩和現象 であり、成果は 以下の
査読付論文に発表されている。
・M. Ban, S. Kitajima and F. Shibata: Quantum Master Equation Approach to Dynamical Suppression of 

Decoherence, J. Phys. B 40, (2007) 2641. 
・M. Ban, S. Kitajima and F. Shibata: Dynamical Suppression for Decoherence of Continuous Variable 

Quantum Information, Phys. Lett. A370, Issues 3-4(2007)222-227.
・Masashi Ban, Sachiko Kitajima and Fumiaki Shibata: Dynamical suppression of decoherence by phase 

kicks: Master　equation approach，Physical Review A 76(2007) 022307.
・Masashi Ban, Sachiko Kitajima, Kishiko Maruyama and Fumiaki Shibata: Quantum Mechanical Model for 

Two-state Jump Markovian Process, Phys. Lett. A372, Issue 4(2008)351-355.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 10 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部の教育： 
1.「量子力学Ⅰ」の講義。2 年生対象。
2.「特別研究」卒業研究。テーマは量子情報に関する研究。3 名卒業。

大学院の教育： 
1.「統計力学特論」博士前期課程 
2.「量子物理学特論演習」博士前期課程
3.「統計物理学」博士後期課程

役に立つとは何だろう

　水銀の電気抵抗がゼロとなる不思議な現象は、温度をひたすら下げることに情熱を燃やした研究者の発見で
した。今や、超伝導線材は強力な電磁石を作る上で必要不可欠な素材として製品化され、世界中で使われてい
ます。

　半導体メモリー、CPU チップなど、高度に集積された代表的工業製品として、アメリカや日本の産業を支え
ている半導体の発明は、ゲルマニウムという物質の表面状態の研究という、まことに地味な基礎研究の中から
生まれたのです。
　
　本学は昨年度から全学の大学院を全面的に改組しました。これにより、基礎的な研究を背景にした教育を一
層充実させることになります。また、同時進行的に新しい教養教育（２１世紀型リベラルアーツ）を展開して、
根源的な思考法を養うための作業に入っています。
　役に立とうが立つまいが、皆さんが自身の興味で学び、思索することを期待しています。私たちにも、多少
のお手伝いはできるでしょう。

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 三浦　徹　（MIURA Toru）
 所属： 
 学位： 文学修士（1986　東京大学）
 職名： 理事・副学長
 専門分野： 歴史学（特にアラブ・イスラム史）、都市研究、中東地域研究
 E-mail： miura.toru@ocha.ac.jp

都市／中東／比較／契約／寄進
city ／ Middle East ／ comparative study ／ contract ／ donation

・「『日本における中東・イスラーム研究文献目録』とデータベース」『アジ研ワールド・トレンド』第 150 号、
pp.28-31、2008 年 3 月

1. 人間文化研究機構プログラム「イスラーム地域研究」東洋文庫拠点「イスラーム地域研究史資料の収集・利
用の促進とイスラーム史資料学の開拓」の拠点代表者として、研究事業の総括を行った。

2. 科研費基盤研究「歴史的アーカイブズの多国間比較に関する研究」の分担者として、パリ国際シンポジウム
「アーカイブズ、権力、社会」（07 年 6 月）、および東京国際シンポジウム「近世アーカイブズの多国間比較」
において、総合討論の議長をつとめ、全体の集約を行った。

3. 国際教育協力イニシアティブ「開発途上国における女子教育

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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1. 文教育学部比較歴史学コースおよびグローバル文化学環の 3 － 4 年生を対象とする演習（ゼミ）において、
『イスラーム地域研究叢書』（東京大学出版会、全 8 巻）をテキストとして、3 年生 12 名の発表とその後の
討論を通して、「中東から現代世界をみる」をキャッチフレーズに、政治・経済・宗教・文化の諸問題にわ
たる越境的な理解が深まった。

2.「グローバル・ヒストリー」では、History of Worlds をテキストとし、古代から現代まで 12 本の論考を講
読した。毎回のテキストの理解の鍵となる「質問箱」を配付し、授業ではこれについての質疑を通じて、内
容を理解し議論する方式をとった。現代世界の成り立ちとその問題について、マクロな理解がえられた。

3.「文理融合リベラルアーツ」科目群の設計にあたり、教養教育における専門分野の接点について、調査研究
を行った。

　地域と歴史についての理解には、比較研究が必要であるが、個々の研究者個々人ができる範囲は限られてお
り、共同研究が必須となる。これまで、「都市」「契約・裁判」などをキーワードに共同研究を進めてきた。近
年は、史資料のあり方（書式・保存・管理）自体に当該地域の社会システムが映されているというアーカイブ
ズ学の比較研究の方法（外形的な比較）にも関心ももっている。また、アンケート調査などによる統計的社会
分析の方法や理論を歴史研究に応用することにより、横断的な歴史社会の比較ができないかと考えている。

　「お茶生は質が良い」と外部の講師の方がよく言います。内に秘めた力は、たしかに高いものがあります。
印象的なのは、毎回の授業終了時に提出する「コメント」です。限られた分量と時間にも関わらず、的確な質
問や感想や意見が書かれていて、誤字脱字の少なさとともに、その精度に舌をまきます。授業中でもドンドン
手があがるようになるといいのですが。伸び伸びと学べる場所にしたい、と念じています。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 内田　伸子　（UCHIDA Nobuko）
 所属： 
 学位： 学術博士
 職名： 理事・副学長
 専門分野： 発達心理学・認知心理学
 URL： http://www.hss.ocha.ac.jp/psych/devpsy/home.html
 E-mail： uchida.nobuko@ocha.ac.jp

言語と認識の諸問題／言語・認知発達／コミュニケーション力／幼児の安全教育

・大神優子・松尾香弥子・内田伸子・中井敏晴　(2007) 「道具を操作する手の構えの神経基盤」『日本磁気共
鳴医学会雑誌』　第 27 巻 1 号，　p.29-32.

・内田伸子 (2007)「子どもの調査技法－子どものウソ・発話プロトコルの分析法－」『ケース研究』292 号，
35-67.

・ 内田伸子（単著）（2008）『子育てに「もう遅い」はありません－心と脳の科学からわかる親が本当にすべ
きこと－』成美堂出版（全 223 頁）.

・内田伸子　（単著）（2008）『幼児心理学への招待［改訂版］－子どもの世界づくり－』サイエンス社（全 344 頁）
・内田伸子（編著）（2008）『よくわかる乳幼児心理学』ミネルヴァ書房（86 頁／全 204 頁中）.

　19 年度の主要テーマは以下の 3 点である。
(1) グローバル COE プログラム「格差センシティブ

な人間発達科学の創成誕」採択され、国際格差班
の事業推進者として幼児の読み書き能力の獲得と
学力（論述・論理力）の関係についての国際比較
研究（日・韓・越・中の国際比較研究）に着手した。

(2) リスク社会における子どものコミュニケーション
力の発達について実験研究を行った。

(3) 幼児の安全教育に関する社会文化的要因の影響を
解明するため、子どもの危機管理・安全教育をめ
ぐる問題を診断し、望ましい子育て方策や安全教
育の臨床支援プログラムを開発し、17-19 年の 3
年間の成果のとりまとめを行った。

★成果の検証：国際協力事業：16-18 年にかけて開
発した海外調査基盤 (B) 幼児教育途上国支援「お茶大
モデル」に基づき JICAの支援を受けて、1か月間の「中
西部アフリカ幼児教育研修会」を実施した。

(1)This year The Global COE Program　has started 
its first stages of research for the Global COE 
Program “Science of Human Development for 
Restructuring the ‘Gap-Widening Society’  I 
started the cross-cultural studies about the 
relationship between literacy acquisition and 
cognitive development among Japan, Korea, 
Vietnam and China.

(2)Experimental studies examining the development 
of communicative abilities of children raised in 
risk societies were conducted.

(3)Programs promoting safety education and ideal 
parenting skills were designed and implemented 
in order to elucidate how social and cultural 
factors affect safety education for children 
and il luminate the problems surrounding 
risk management and safety education.,and 
the results of the project was written up and 
reported.

　International Cooperation: 
I proposed “Ochanomizu University Model for 
Young Children’ s Education in developing 
c oun t r i e s ,  a nd  app l i e d  t h e  Mode l  t o 
International cooperation of the Middle-West 
countries of Africa.

　◆主要業績総数（ 19 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部教育：
「発達心理学概論」、「人間と情報」の講義では、内
容知識を伝えると共に、批判的思考力の育成をめ
ざした授業方法をとっている。授業終了前の 3 分
間作文を授業者の回答をつけて翌週にフィード
バックすることにより、受講者の省察に寄与する
と共に、一斉教育では双方向学習や学生同士の互
恵学習が起こりにくいという弱点を克服するのに
効果的であった。卒論指導した学生 1 名は大学院
前期課程に進学し、桜蔭会奨学金「優秀賞」を授
賞した。

大学院教育：
大学院前期・後期課程の院生の指導に力を入れた。
個人指導と論文指導ゼミを組み合わせ修士論文（主
査 1 名・副査 7 名）と博士論文の研究を指導（18 名）
した。主査 4 名、副査 3 名に博士号の学位を取得
させた。心理学コースの教員全員の共同指導ゼミ

「ランチトーク」では副主任指導院生に対する研究
指導とプレゼンテーション能力の育成に取り組ん
だ。

Undergraduate education:
 In the lecture-based classes of “Introduction to 
Developmental Psychology” and “Humans and 
Information,” there is a dual focus of training the 
students to understand the material, as well as 
fostering critical and analytical thinking skills. 
Lectures are scheduled to end 3 minutes, students 
are asked to record their comments, thoughts, 
and questions regarding the day’ s lecture on 
a sheet of B6-size paper. This was effective in 
overcoming the often unidirectional nature of 
lecture-based classroom education, and promoting 
a bidirectional flow in education by allowing 
the students to take part in their own learning 
process.

Graduate school education: 
Extra attention was given to graduate students 
just starting their research, as well as those 
finishing up their dissertations. In order to 
advance the graduate students’ research for 
their masters (including 1 principal investigators 
and 7 secondary investigators) and doctoral 
(18 students) theses, one-on-one training was 
combined with seminars on research methods and 
“lunch talks” on the techniques of giving effective 
presentations.  A total of 4 principal investigators 
and 3 secondary investigators earned their 
degrees.

【共同研究】
(1) ベネッセ：メディアミックス教材（子どもの創造的想像力の発達を促し、母子コミュニケーションを活性

化するためのメディアミックス教材）を開発し、幼児 2 人に 1 人が活用中。
(2) セガトイズ：ビデオゲームソフト「ビーナ」に引き続き、生活習慣の自立を促す教育ソフト「ミッフィー」

を開発し、モニター調査を踏まえて親子のコミュニケーションを活性化する演出技法を確立した。
(3) 講談社：幼児アニメ「ミッフィー」を開発と監修。NHK『おかあさんといっしょ』で放映中。

【将来の研究計画・研究の展望】
(1) ゲームやビデオへの接触が子どもの発達にどのような影響を与えるかについて行動学的アプローチと縦断

研究を組み合わせた研究を推進する。
(2) 子どもの危険認知の発達や危険回避方略、コミュニケーション能力の発達について脳科学と行動学的アプ

ローチにより解明する。
【共同研究可能テーマ・今後実用化したいテーマ】
(1) 子どものメディア環境のデザイン；子どもの発達に資するメディア環境のデザインについて提言。
(2) 幼児の安全教育についての総合的研究；子どもの危険認知の発達や危険回避方略の発達についての基礎的

知見を踏まえて、子ども自身が自律的に安全に配慮できるようにするために環境設定や大人の教育的働き
かけについて提言する。さらに 3 年間に渡る研究の成果を踏まえた研究集会と「命の教育」の講演会を開
催する。

　発達心理学は人が持つ能力のすべてを扱います。そしてそれらの力の萌芽は、乳幼児期に現れるため、乳幼
児を対象とする発達心理学の研究テーマには、無限の広がりがあるといっても過言ではありません。心理学だ
けでなく、生理学、生物学、言語学、社会学など幅広い学問と結びつきながら、今後も活発な研究が行われて
いくことでしょう。
　あなたは人の振る舞いをみて不思議だなって思ったことはありませんか？なぜそんなことをするのか、どう
してこんなことが起こったのか？答えをさがすときには、まず我が身をふりかえってください。最初の被験者
はあなた自身なのです。困ったときどうするか、どんな気持になったか、どのようにして解決策をみつけたか、
我が身をふりかえり、じっくりと自己内対話を交わしてみてください。「なぜ？」の答が自ずと見えてくるで
しょう。
　発達心理学は面白い。人の心の不思議を解き明かすのには「発達」や「進化」の視点をもつことが必要です。
自分の子ども時代を発見する旅、「発達心理学村」をいっしょに旅しませんか。わくわくするような「名所」
や美しい「景観」をご案内し、感動的な「見所」へと同行させていただきます。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 塩満　典子　（SHIOMITSU Noriko）
 所属： 
 学位： 公共政策学修士（平成 2 年 , ハーバード大学行政大学院）
  Master of Public Policy, Harvard John F. Kennedy School of Government (1990)
 職名： 教授
 E-mail： shiomitsu.noriko@ocha.ac.jp

科学技術政策／男女共同参画／イノベーション／安全規制／研究倫理
science & technology policy ／ gender equality ／ innovation ／ safety regulation ／ research ethics

・Women at the Forefront of the Time: Challenges toward Next Decades, The 1st Korea-China-Japan Women 
Leaders Forum for Science & Technology, 103-114 (2008)　(Seoul, Korea, Feb. 28-29, 2008)

・理系白書シンポジウム「イノベーションを育む風土とは」( 毎日新聞社等主催 , 2007 年 12 月 2 日 , 於大阪 ; 
12 月 9 日 , 於東京 ; 2008 年 1 月 4 日、東京朝刊  12-13 頁  特集面 )

・科学技術社会論学会発表「科学技術政策における女性研究者の活躍促進策の変化と課題」（2007年11月11日, 
於東京工業大学）

・第 5 回男女共同参画学協会連絡会・分科会報告「男女共同参画におけるポジティブ・アクション－科学技術
施策面から見て－」（2007 年 10 月 5 日 , 於名古屋大学）

・内閣府男女共同参画局パンフレット作成協力「女性研究者の活躍促進に向けて」(2008 年 6 月発行予定 )

(1) 科学技術分野における男女共同参画の現状と課題
国際的に見て我が国の女性研究者割合の少なさ、
上位職に就くことの困難性等は顕著であるため、
その要因分析・対応策の検討を行うとともに、
PISA調査に見られる学習到達度の性差及び女子の
理工系進路選択に係る態度・環境要因の分析等を
行い、国際的なWISE 活動との対比・充足度の検
討を行う。

その他、以下を対象にした研究を行う：
(2) 若手研究者の自立のための環境・制度と必要施策
(3) イノベーションに資するシステム改革と政府研究
費を中心にした資源配分

(4) 科学技術の安全規制とリスク・コミュニケーショ
ン

(5) 研究者・技術者等専門家集団の職業倫理

(1) Current status and future of gender equality in 
science and technology 
I t  is  internat ional ly wel l -known that  the 
percentage of female researchers of Japan is very 
low with comparison to those of EU and United 
States. It is also true that female researchers 
have difficulties to be promoted to professors 
or other leading positions. I study reasons for 
those and necessary countermeasures, and make 
the international comparative analyses on the 
differences in science and math literacy and 
motivation between girls and boys, and on-going 
WISE (women into science and engineering) 
activities.   

I also study the followings:
(2) Environment and system for the young scientists 
to conduct independent research to obtain tenure

(3) System reformation and resource allocation to 
enhance innovation

(4) Safety regulation and risk communication in 
science and technology 

(5) Professional ethics of scientists and engineers

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 7 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　これまでの文部科学省（科学技術行政）・内閣府（男
女共同参画行政）における職業経験等に基づき、キ
ャリアプランニングやジェンダーに係る授業等を通
じて、学生・院生の科学的思考力や表現力の向上を
図るとともに、社会的責任・社会貢献について考え、
実践する力を醸成する。
一例として、公務員の役割と仕事について文系・

理系の学生を対象にキャリアデザインの観点から演
習等を行い、職業イメージを形成するとともに、政
策の企画・立案・分析・評価能力とともに、アカデ
ミック、マスコミ、製造業等の他分野でも応用可能
なコミュニケーション力・実現力も高める。

Based on my experiences in Ministry of Education, 
Culture, Sports, Science and Technology (science 
and technology policy) and Cabinet Office (gender 
equality policy), I share the information with students 
on my career path, social responsibilities and images 
of public servants in government offices.  
I also encourage students to conduct case exercises 

with regard to policy plan, doing, check and action 
(PDCA) for enhancing abilities on scientific way of 
thinking, expression, communication, negotiation 
and social contribution which are effective in many 
professional areas not only in public administration 
but also in academic, mass media, manufacturing 
industries, etc.

　女性研究者の活躍促進は、国際的に共通の課題であるとともに、我が国と労働価値観・家族文化観・女性の
社会参画の現状等が類似している東アジア地域においては、特に国際協力や情報交流を通じて課題対応に取り
組むことが重要であると考えられる。今後は、科学技術振興調整費・女性研究者支援モデル育成事業を実施し
ている各機関のシステム改革効果、ワーク・ライフ・バランス等の働き方、子育て支援、リーダーシップ養成、
女子の理工系進路選択支援等の現状も踏まえ、国際共同研究を視野に入れて研究を進めていく。
　また、今後の日本社会において、新しい価値の創造（イノベーション）が重要であることから、特に、科学
技術分野でのイノベーションを育む環境・制度、基礎的思考力・創造力・意欲等の個人的資質、人材育成・流
動システム等について、日米の比較を中心に考察を深める。

　お茶の水女子大学には、社会・家庭・地域など様々な分野で活躍している女性の先輩（ロールモデル）が多
くいます。これからの日本では、女性が、国内でも国際的にも、いろいろな場面で、より多く意思決定に参加し、
現在や未来にとって大切なことを決めていくことが求められています。ぜひ、本学で学び、知識と思考力と実
現力を高めてください。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 羽入　佐和子　（HANYU Sawako）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 学術博士　／　Dr. of Philosophy
 職名： 教授
 専門分野： 哲学／ Philosophy
 E-mail： hanyu.sawako@ocha.ac.jp

比較思想／クリティカル・シンキング／生命／ヤスパース哲学／科学と技術
comparative thought ／ critical thinking ／ reason ／ Existenz ／ philosophy of Karl Jaspers

　科学研究費補助金による研究（「いのちの尊厳」教
育における生命科学の位置価値に関する教育課程の
国際比較研究）において、モラルサイエンスと死生
観に関する理論の分析を分担している。特に哲学の
視点から科学的思考方法の特性と問題点を分析し、
共同研究者との研究会において報告した。
　また、国際ヤスパース協会連盟理事として、2008
年 8 月に開催する国際ヤスパース会議の企画と開催
準備を行った。この会議では、The cross-cultural 
thought in Jaspers’ Philosophy のテーマで発表する。

　On my research, I have two themes. The one is to 
analyze human beings in the context of history of 
philosophy.  The other is to point out the difference 
of methods of thinking between philosophy and 
natural science.  In 2007, I investigated the way of 
thinking about human spirits, (soul or mind) and 
reason, with some researchers of different fields, 
such as education, medical science, and religion.  
This was under the theme of ‘A comparative study 
of educational programs about the dignity of human 
life and the meaning of life and death in comparison 
with life science’ , 
  Concerning Jaspers’ philosophy, I have prepared 
my paper; ‘The cross-cultural thought in Jaspers’ 
Philosophy’ , which will be presented in the 
International Jaspers Conference in 2008 in Seoul 
(Korea).

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部教育では、ヨーロッパ近現代における「理性」
「精神」「こころ」をテーマとし、デカルト以降の哲
学史の流れのなかで「理性」「精神」「こころ」がど
のように論じられてきたかをテキストの購読を通し
て解釈した。また、これらの概念と日本語の意義を
比較しながら論じた。その際に主としてデカルト『方
法序説』、カント『道徳形而上学原論』を参考とした。
　大学院教育では、フランス哲学、ヤスパース、ハ
イデガーの思想をテーマに研究している学生の論
文指導を行い、授業では、ライプニッツ『形而上
学 叙 説（Discours de metaphysique）』『 モ ナ ド ロ
ジー (Monadologie)』、アリストテレス『形而上学
Metaphyisics』をテキストとして、「存在の問題」を
テーマに議論した。

　The theme of the seminar in undergraduate 
course was inquiring concepts of ‘reason’ and 
‘spirit’ , ‘soul’ in human beings.  We discussed the 
meaning of these concepts in Japanese thought 
in comparison with European philosophy.  In the 
seminar we have read some texts of philosopher, 
e.g. “An Introduction to the Method” written by 
Descartes, and “Groundwork of the Metaphysics of 
Moral” by Kant, and have discussed their thoughts.  
　In graduate seminar we have investigated into 
the metaphysical thought of Leibniz and Aristotle, 
reading the following texts.  Leibniz; “Discourse on 
Metaphysics” and “Monadology” , and Aristotle; 
“Metaphysics” .

　「人間」を総体として考察する方法の研究をテーマとしている。これまで存在の分析や人間論の分析を哲学
の手法に基づいて行い、特に二つの視点を重視してきた。第一には、分析の方法に対象が相対的であること、
他は、文化的差異による特異性である。歴史を刻み日々を生きる人間を対象とするには、いかなる分析方法が
適切かを吟味するために、科学的方法論と比較しながら哲学の手法を用いて解明することが今後の研究の方向
である。

　本学の哲学コース、哲学専攻の特色はクリティカル・シンキングの手法を習得することにある。これは、論
理的思考を吟味し、議論し、緻密で説得力のある主張を可能にするための訓練でもある。哲学史はこのような
思考の吟味の歴史ともいえる。
　本学で哲学を専攻した卒業生の進路は、研究の道を進む者、教育関係や公務員、一般企業に就職する者など
多岐にわたるが、それぞれに大学で学んだ哲学の専門を生かしている。「哲学がこれほど役に立つとは思わな
かった」と研究室を訪ねて来る卒業生も多い。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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 氏名： 相川（小島）　京子　（KOJIMA-AIKAWA　Kyoko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（薬学）（1994　東京大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 生物化学
 E-mail： aikawa.kyoko@ocha.ac.jp

レクチン／アネキシン／生化学／糖鎖科学／分子認識
lectin ／ annexin ／ biochemistry ／ glycoscience ／ molecular recognition

・Nishioka S, Aikawa J, Ida M, Matsumoto I, Street M, Tsujimoto M and Kojima-Aikawa K.
Ligand-binding activity and expression profile of annexins in Caenorhabiditis elegans.
J. Biochem (Tokyo). 141(2007)837-848.

・Yuasa H, Honma H, Hashimoto H, Tsunooka M and Kojima-Aikawa K.
Pentamer is the minimum structure for oligomannosylpeptides to bind to concanavalin A.
Biorg. Med. Chem. Lett.　17(2007)5274-5278. 

・Abe H, Kondo Y, Jinmei H, Abe N, Furukawa K, Uchiyama A, Tsuneda S, Aikawa K, Matsumoto I and Ito Y.
Rapid DNA chemical ligation for amplification of RNA and DNA signal.
Bioconjug. Chems. 19(2007)327-333

1. レクチンの構造と機能に関する研究
①アネキシンレクチンの持つ血液凝固抑制作用と、レクチン活性との関連性を明らかにするために、アネキ

シン 5 の部位特的変異体を作成し、レクチン活性や抗凝固活性を比較解析した。その結果、アネキシン 5
のレクチンドメインが抗凝固活性発現に直接的に関わることが明らかになった。

②膵臓や腸管に特異的に発現している ZG16p レクチンについて、糖鎖結合特異性や細胞内局在部位を調べ
た。ZG16p は、ヘパリン／ヘパラン硫酸などのグリコサミノグリカンや、硫酸化糖脂質などの硫酸化糖
鎖に特異的に結合することが明らかになり、また、大腸がん由来培養細胞では、細胞内顆粒に糖鎖結合性
を介して局在していることがわかった。

2. 癌細胞表面糖鎖のレクチンおよび抗体を使ったプロファイリング
婦人科癌におけるバイオマーカーとしての糖鎖の可能性を検証するために、子宮内膜癌、卵巣がん細胞表面
の糖鎖の構造変化を、癌細胞の転移性などに注目して解析した。

　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部生に対し、構造生化学 I および分子生物化学を開講した。基礎ゼミ、化学特別ゼミを分担担当した。実
習は生物化学実験を分担担当した。大学院生に対しては機能生化学特論、機能生化学特論演習を開講した。ま
た特別研究として学部 4 年生 4 名、大学院前期課程学生を 4 名、大学院後期課程学生 1 名の指導を行った。

　レクチンをはじめとする糖鎖認識タンパク質について、個々の糖鎖認識機構を分子レベルで解析し、タンパ
ク質－糖鎖間相互作用に見られる共通性や普遍性、あるいは他の生体分子間相互作用とは異なる特徴を見つけ
ることを目的としています。特に、生体内での硫酸化糖鎖のシグナルとしての役割を解明したいと考えていま
す。また、細胞表面に局在する糖鎖は、細胞機能を反映して構造が変化することが知られています。癌細胞に
特徴的な性質と、糖鎖構造変化との間の関連性を明らかにするために、レクチンや抗体を使った細胞表面糖鎖
のプロファイリングを行っています。これらの成果の創薬や医療への応用も目指します。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 會川　義寛　（AIKAWA　Yoshihiro）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 工学博士（1977　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 感覚工学・生活物理・中医学
 URL： http://kankak.eng.ocha.ac.jp/
 E-mail： aikawa.yoshihiro@ocha.ac.jp

電気化学／生理学／針灸学
Electrochemistry ／ Physiology ／ Zhenjiuology

・S. Uchida, H. Hotta, T. Hanada, Y. Okuno, Y. Aikawa
Effects of thermal stimulation, applied to the hindpaw via a hot water bath upon ovarian blood flow in 
anesthetized nonpregnant rats
J Physiol. Sci., 57, No.4, 227-233 (2007).

1. 眼底血流に対する針刺激の効果
（1）右天柱・右風池（後頸部）および右肩井・右

曲垣（肩背部）へ電針刺激（f = 1 Hz、Δ t = 
250 μ sec、T = 15 min）を行なった（11 名
22 眼）。

（2）電針刺激により、右眼・脈絡膜血流が有意に
増加した（刺激開始後 20 分で約 3％増加）。
しかし、左（非刺激側）眼・脈絡膜血流は変
化しなかった。

（3）また、眼圧および血圧はいづれも変化しなかっ
た。

2.NiTi 合金電極の表面酸化膜と表面準位
電極表面酸化膜に基づく表面準位を検討した。
NiTi 合金電極の表面酸化膜層には、酸化チタン
TiO2、チタン酸ニッケル NiTiO3、Ni(OH)2 らが存
在する。このうち、Ni(OH)2 中の Ni3+/2+ 準位の
みが、0.530 V vs.SCE のエネルギー位置に準位密
度 5.2 × 1015 cm2 の Tamm 準位を形成すること
を明らかにした。糖の酸化はこの表面準位を介し
て行なうもので、電極電位そのものには直接には
依存しない。
この表面準位密度より、表面薄膜の膜厚が 1.8 nm
であることを示した。この値は他の研究者等によ
る値と一致した。

1. Effect of acupuncture on ocular fundus circulation
(1) Electroacupuncture stimulation (f = 1 Hz, Δ t = 

250 μ sec，T = 15 min) was applied between 
Tianzhu and Fengchi on the right neck and 
between
Jianjing and Quyuan on the right shoulder (6 
males and 5 felames).

(2) The choroidal blood f low in the right 
(stimulated side) was increased significantly by 
the electroacupuncture stimulation, whereas 
that in the left (unstimulated side) showed no 
change.

(3) Both of the intraocular and blood pressures 
also showed no change by the stimulation.

2. Surface oxide layer and surface states on Ni-Ti 
alloy electrode
(1) Surface states in the oxide layer on Ni-Ti alloy 

electrodes were studied.
(2) The oxide layers on Ni-Ti alloy electrodes 

have TiO2, NiTiO3, and Ni(OH)2 as their 
constituents.

(3) It was shown that only the Ni3+/2+ level in 
Ni(OH)2 forms the Tamm states, whose level 
0.530 V vs.SCE and density 5.2 × 1015 cm2, 
through which the oxidation of saccharides 
takes place.

(4) The thickness of the surface oxide layer on the 
electrode was estimated as 1.8 nm, which is in 
good agreement with the values obtained by 
other researchers.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits



19

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

（1）數學・物理學分野
學部の 1、2 年生には微分・積分、級数展開、線
型代数、ベクトル解析、質点の力学、剛体の力
学を教えた。3 年生には、環境物理學を教えた。
4 年生には、材料力學を教えた。
大學院學生には、フーリエ解析（アラマノヴィ
ッチ「数理物理学入門」東京図書）、拡散方程式
の解法（J. Crank, The Mathematics of Diffusion, 
Clarendon Press）などを教えた。

（2）化學・生物學分野
學部 2 年生に生化學の基礎を教えた（Voet）。
大學院學生には、組織学（Gartner & Hiatt）と、
生理學（Berne & Levy）と、分子生物學の基礎

（” Molecular Biology of THE CELL” , Garland 
Science）を教えた。

（3）英語分野
學部 3 年生に科學英語を教えた。特に、数量の
表現（富井篤「技術英語数量表現辞典」三省堂）、
冠詞の使用に関して教えた。

（4）大學院博士後期課程學生の研究指導
現象のモデル作製、ならびに式による表現を指
導した。また、英文論文作成を指導した。

1. Mathematics and physics
(1) For the first and second year students in 

undergraduate school: differentiation and 
integration, series expansion, linear algebra, 
vector analysis, mass point and rigid body 
mechanics 

(2) For the third year students in undergraduate 
school: Environmental physics

(3) For the fourth year students in undergraduate 
school: Material mechanics

(4) For the students in graduate school: Fourier 
analysis (Aramanovich, “Introduction of 
Mathematical Physics” , Tokyo Tosho), 
solution for diffusion equation (J. Crank, The 
Mathematics of Diffusion, Clarendon Press)

2. Chemistry and biochemistry
(1) For the second year students in undergraduate 

s choo l :  B io chemis t ry  ( Voe t  &  Pra t t , 
“Fundamentals of Biochemistry” , JW & S) 

(2)  For  the students  in  graduate school : 
Histology (Gartner & Hiatt, “Color Textbook 
of Histology” ), Physiology (Berne & Levy, 
“Principles of Physiology” ), introduction of 
molecular biology (” Molecular Biology of 
THE CELL” , Garland Science)

3. Language
(1) For the third year students in undergraduate 

schoo l :  Techn ica l  Eng l i sh  (A .  Tomi i , 
“Dictionary of Numerical Expressions in 
Technical English” , Sanseido)

1. 金属表面には必ず薄い酸化膜が表面に形成されているが、その形成機構ならびにその電子移動過程における
役割を解明する。

2. 麺類を茹でるとその表面から水が浸透し、これが麺の相轉移を促し、その結果、麺内における水の拡散定数
が大きく変化する。これらの条件を取り入れた麺の茹で方のモデルと理論を作ろうとしている。

3. 生体の示す各種生理信号（血圧、脈拍數、血流量、脈波波形、呼吸など）の周波数成分は、相互に関係を有
するとともに、自律神経の活動を反映する可能性がある。これらを検討している。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 青木　紀久代　（AOKI　Kikuyo）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 心理学（博士）
 職名： 准教授
 専門分野： 臨床心理学、発達心理学、精神分析学
 URL： http://www.develop.ocha.ac.jp/aoki.html
 E-mail： aoki.kikuyo@ocha.ac.jp

子育て支援／学校メンタルヘルス／コミュニティアプローチ
child-care support ／ school mental health ／ community approach

・青木紀久代　2008　親－乳幼児心理療法における精神分析的発達理論と愛着理論―インターフェイスとし
ての間主観的観察―　精神分析研究　52(1), 41-53.

・谷田征子・青木紀久代　2007　乳幼児をもつ妻からみた夫婦間の相互性―夫婦間の相互性のタイプと不公
平感との関連―　心理臨床学研究　25(4), 408-418.

・酒井朗・青木紀久代・菅原ますみ（編著）　2007　子供の発達危機の理解と支援―漂流する子ども―　お茶
の水女子大学 21 世紀 COE プログラム　誕生から死までの人間発達科学第 3 巻　金子書房

・青木紀久代（編著）　2007　発達心理学―子どもの発達と子育て支援―　( 株 ) みらい
・青木紀久代（代表）　2007　学校場面における非行・メンタルヘルスの包括的アセスメントツールの開発と

臨床活用　平成 16 年度－平成 18 年度科学研究費補助金（基盤 B）　研究成果報告書

　臨床心理学の蓄積を一個人心理療法からコミュニ
ティへのメンタルヘルス支援・心理教育へと発展的
に活用するためのシステムを構築することを目指し
た実践研究を行っている。例えば、対象となるコミュ
ニティ独自の問題を把握するためのアセスメント
ツールの開発・アセスメントに基づく処方箋の適用・
一定の実践及び事後評価を一貫して展開する。
　研究は、保育園協会、学校、教育委員会、あるい
は就学援助を行うＮＧＯなど、問題解決のニーズの
ある団体との協働となる。このようなスタイルで、
2007 年度に行った主な研究プロジェクトは、次の
4 つである。①学校力に着目した心の健康と発達支
援②フィリピン・セブシティスラム地区の就学前児
童におけるＥＣＣＤ（幼児の早期ケア発達支援）縦
断研究、③子育て支援者の専門研修プログラム開発、
④子育て支援現場に適合する愛着形成不全問題への
心理臨床的介入技法の開発

　　I am preceding practical studies with the 
aim of constructing systems in which we can 
progressively apply the accumulated findings 
in the field of clinical psychology and individual 
psychotherapy to mental-health support or 
psycho-education in community.  For example, 
I continuously conduct a study to develop an 
assessment tool for grasping the problems 
uniquely exist in the targeted community, to 
apply the remedies based on the assessment 
and to evaluate the specific practices. Studies 
are collaborated with groups, such as nursery 
school association, schools, school board or 
NGOs, where problem solution is needed. 
In this way, four main research projects 
preceded in 2007 are as follows: 1.Promoting 
children’ s mental health by focusing on the 
school power.2.A longitudinal study for early 
childhood care and development (ECCD) in a 
slum area in Cebu, Philippines, 3.Development 
of professional training programs for parenting 
suppor ters ,  4 .Deve lopment  o f  c l in i ca l 
intervention techniques for tackling problems 
in the formation of attachment which are 
appropriate for parenting support services.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（  46 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　生涯発達上に起こるさまざまな心理的不適応の問
題の理解と対応を、実践知と実証知の双方から学ぶ
ことをテーマにしている。学部では、発達臨床心理
学、心理臨床学、臨床心理学基礎実習、等の授業を
担当した。大学院では、カウンセリング特論・発達
臨床心理学特論などを担当し、心理療法の個人指導
及び実践研究を主とした修士論文指導を行った。博
士後期課程では、在籍学生の全てが臨床心理士資格
を有し、児童相談所、子育て支援センター、学校、
クリニックなどでの専門職としての臨床経験を活か
しながら、臨床研究に取り組んでいる。全ての学生が、
学会発表と論文の執筆を行った。又、2 名の学生が、
常勤の研究職に就き卒業した。

　The main theme to study is to understand and 
correspond to various psychological maladjustments 
during life-course development from clinical 
practices and empirical knowledge. For under-
graduate programs, I was in charge of Development 
and Clinical Psychology, Clinical Psychology, 
Fundamental trainings of clinical psychology and 
so on. For graduate programs, I was in charge of 
Counseling theories, Developmental and Clinical 
Psychology and so on, and supervised individual 
counseling cases and master’ s theses. In the 
doctoral programs, students all acquired the 
certified clinical psychologist, and are working on 
their studies while making use of their specialized 
work experiences at clinical settings, such as child 
counseling centers, parenting support centers, 
schools, and mental clinics. All students presented 
their researches at conferences and submitted 
papers. And two of them graduated and became full-
time scholars at institutes.

　現在 4 つのプロジェクトは、それぞれの成果をふまえ、発展している。例えば、学校メンタルヘルス関連の
プロジェクトは、2008 年度より、韓国との共同研究を行う。子育て支援プロジェクトは、子ども虐待への対
応を含んだ臨床研究として、研究助成を受け、乳児院での家族再統合の研究に着手する予定である。

　臨床心理学の中でも発達臨床心理学の発想は、治療的アプローチを用いながらも、もっと発達促進的で、育
ち合う関係作りを重視します。カウンセリングルームに自ら訪れ、自分の悩みをじっくりと語ることができ、
心の内面を癒し、自己成長できる人というのは、ある意味では、恵まれた支援環境にある人だとも言えます。
世の中には、援助の必要な人は沢山いますが、全ての人を救うことはできないし、また支援者自身も、実は、
沢山の援助を必要とします。ありもしない「万能な支援者」という錯覚に陥ることなく、学部時代は、「心の援助」
の基本を、広く学び、また他者に助けられながら育っている私たち自身を自覚しながら、卒業後、様々な生活
シーンに役立つものをつかんで下さい。大学院に入って、臨床心理士を目指す人達、あるいは、すでに専門家
の人達には、在学中に、是非自分たちの心理臨床活動のイメージの幅を広げ、創造的な援助スタイルを見いだ
して頂きたいと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 赤松　利恵　（AKAMATU Rie）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（社会健康医学）　／　Doctor of Public Health
 職名： 准教授
 専門分野： 健康教育（栄養教育）、公衆衛生学、健康心理学
 URL： http://www.food.ocha.ac.jp/publichealth/Nutrition%20Education/NEindex.html
 E-mail： akamatsu.rie@ocha.ac.jp

健康教育／栄養教育／行動変容／健康心理学／公衆衛生学
health education ／ nutrition education ／ behavior change ／ health psychology ／ public health

・赤松利恵、武見ゆかり , トランスセオレティカルモデルの栄養教育への適用 , 日本健康教育学会誌（2007）
15(1),3-17.

・Akamatsu R, The Japanese Interpretat ion of “Eating a Balanced Diet” through Contents 
Analysis,Psychological report（2007）100,727-730.

・赤松　利恵，中学生の間食選択に関する食態度の検討－「間食選択動機」調査票の作成－日本公衆衛生雑誌
（2007）54（2）,89-97.
・井土ひろみ、赤松利恵 , 中学生におけるお菓子の過食行動に関する心理社会学的要因の検討 , 日本健康教育
学会誌（2007）15(2),89-99.

・三谷規子、赤松利恵 , 小学生の給食時間における質的研究：刺激と反応学習説からの考察 , ウエルネスジャー
ナル（2007）3(1),34-36.

　より良い食習慣の獲得を目指し、個人の食行動お
よび社会環境の整備の以下のような研究を現在行っ
ている。
1. 食行動の変容に関する研究
（例：減量に関するセルフ・エフィカシーの研究）

2. 栄養教育の効果の検討
（例：農業体験活動の教育的効果の検討）

3. マス・メディアにおける健康・栄養情報の検討
（例：新聞における健康食品の広告の検討）

4. 食品の安全教育に関する研究
（例：食に関するリスクコミュニケーションの研究）

5. 子どもの食行動の変容について保護者を対象とし
た研究

（例：子どもに対する母親の食態度の検討、子ども
の食欲と間食に関する検討）

　The knowledge and skills through “Nutrition 
Education” is essential for those who are interested 
in promoting good health. Our role as the dietitians 
is to support people find their most preferable 
healthy diet and how they achieve them.This 
laboratory conducts survey in schools, medical 
clinics, communities, and even the mass media.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 10 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

2007 年度学部授業：
栄養教育論Ⅰ、栄養教育論Ⅱ、栄養カウンセリン
グ論、栄養カウンセリング論実習（専門科目）、食
物学概論（共通科目）、食物科学輪講（専門科目）

2007 年度大学院授業：栄養教育学特論

Classes in Undergraduate school,2007:
 Nutrition education 1, Nutrition education 
2,Nutrition counseling, Practice in counseling for 
health education,  Seminar for food and nutrition 
science(special subjects),Introduction to Food 
Science

Classes in Graduate school,2007: 
Seminar Nutrition Education

　行動科学を用いたより科学的な栄養教育の方法論の提案を目指し研究を進めている。子どもの食育が注目さ
れているが、子どもに限らず、生活習慣病予防のための栄養教育に貢献できる研究も今後取り組んで行きたい。
また、人の食行動に大きく影響する食環境整備の観点から、特にメディアの食情報を検討し、新しい教育方法
を今後提案したいと考えている。

　経験や勘で行われてきた栄養教育から、科学的視点で取り組む栄養教育に変えることを目指し研究を進めて
います。そのためには、栄養教育の基礎的な研究が必要だと考えています。人を対象とする研究は、限界も多い
のですが、日本ではまだたくさんの栄養教育の研究課題が残されており、やりがいのある分野です。このよう
な栄養教育学分野に興味もたれた方と一緒に、お茶大から新しい栄養教育を発信していきたいと思っています。 

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 秋山　光文　（AKIYAMA Terufumi）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士 (1974)、M.A.(Art HIstory)
 職名： 教授
 専門分野： 東洋美術史（とりわけ南アジアを中心とした仏教美術史）
  History of Asian Art、(esp. History of South Asian Buddhist Art)
 E-mail： akiyama.terufumi@ocha.ac.jp

インド美術／仏教美術史／仏教説話図
Indian Art ／ History of Buddhist art ／ Buddhist Narrtive art

・「東京国立博物館所蔵のインド彫刻について」科学研究費補助金『美術に即した文化的・国家的自己同一性
の追求・形成の研究－－全アジアから全世界へ』( 研究代表者：小川裕充）平成 19 年度報告書

　古代インドにおける仏教美術の展開を、仏塔（ストゥーパ）の荘厳という観点から捉え、地域的・歴史的
展開を仏教史上における興隆期（仏教文化の誕生・大乗仏教の成立・密教文化の成立）ごとに概観し、それ
ぞれの特質について考察することを試みている。今年度は、大学院のゼミで取り扱った G.H.R. Tillotson (ed.), 
“Paradigms of Indian Architecture” , Curzon Press, London, 1998. について、院生と共にインドにおけるス
トゥーパの形態とその機能について討議を重ねている。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　インドに始まる仏教美術の流れを、仏教文化の伝播とともに概観しながら、わが国の仏教文化との比較を試
みる。そのために、学部の「図像分析学特殊講義」に於いては、インドにおける仏教美術について、その発生
のプロセスと特質を論じた。「形象分析学演習」においては、大江親通『七大寺巡礼私記』を底本とし、平安
前期の記録と現在の奈良諸寺における伽藍・尊像について、学生と共に検証を進めている。大学院の「仏教美
術史特論」では、インドにおける仏教説話図について、テキストと図像との創刊を検証した。「仏教美術史演習」
では、G.H.R. Tillotson (ed.), “Paradigms of Indian Architecture” , Curzon Press, London, 1998. を底本に、院
生と共にインドにおけるストゥーパの形態とその機能について討議を重ねた。

　インドを淵源とする仏教美術は、広くアジア各地で受容されそれぞれの地域で独自の展開を遂げていく。異
文化として取り込まれた仏教美術が、各地の民族性のなかで如何に変容を遂げていくのかを比較研究し、「イ
ンド的」な要素がどこまで異文化として昇華されていくのかを確認していきたい。現在研究協力者として参加
している科学研究費補助金「美術に即した文化的・国家的自己同一性の追求・形成の研究－－全アジアから全
世界へ」( 研究代表者：小川裕充 ) は、そうした文脈の中で研究協力をしている。

　これからの世界を生きる者にとって、最も大事なことは、あらゆる事象を他から与えられる情報のみによっ
て判断するのではなく、自ら確認することにより実証する姿勢を貫くことであろうと信じている。溢れるばか
りの情報に取り巻かれて生活する現代の我々にとって、真実とは何か、真理とはなにかということを常に問い
かけてほしい。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 淺井　健一　（ASAI　Kenichi）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）（1997 東京大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 計算機科学（特にプログラミング言語）
 URL： http://pllab.is.ocha.ac.jp/ ～ asai
 E-mail： asai.kenichi@ocha.ac.jp

部分継続／部分評価／自己反映言語
delimited continuation ／ partial evaluation ／ reflective language

・Asai, K. and Y. Kameyama　"Polymorphic Delimited Continuations"
In Z. Shao editor, 5th Asian Symposium on Programming Languages and Systems (APLAS 2007), LNCS 
4807, pp. 239-254 (November 2007).

・阪上紗里、浅井健一「対称λ計算の基礎理論」
第 10 回プログラミングおよびプログラミング言語ワークショップ論文集 (PPL 2008)、pp. 111-125 (March 
2008).

　プログラミング言語に置ける部分継続の基礎理論
の確立とその応用の開拓を行うと同時に、型の入っ
た効率的な処理系の作成を目指す。具体的には、基
礎理論として (1) 型システムの基本的な性質の確立、
および (2) 継続計算の処理系作成のための基礎技術の
確立を目指す。また、継続計算用型システムの応用
として (3) 例外解析の定式化を行う。さらに (4) これ
らの知見をあわせ処理系の実装を行う。

　The current  research  i s  focused  on  the 
foundation of delimited continuations in functional 
programming languages.  As its application, 
an eff ic ient  compiler  for a typed language 
with delimited continuation constructs will be 
implemented.  To be more specific, the research 
aims at (1) establishing basic properties on the type 
system for delimited conituations, (2) establishing 
the basic techniques for implementing efficient 
compiler for delimited continuations, and (3) 
formalizing exception analyses as the application of 
delimited conituations.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　「データ構造とアルゴリズム」でデータ構造の初歩
を、「関数型言語」でプログラムの基本的な考え方を、

「言語理論とオートマトン」で言語処理系の基礎を、
「コンパイラ構成論」でコンパイラの中身について学
ぶ。

　” Data structures and algorithms” for data 
s t ructures ,  “Funct iona l  Language”  for  the 
fundamental concepts in programming, “Formal 
language and automaton” for the basics of language 
processors, and “Compiler construction” for the 
internals of compilers.

　継続理論の確立を通して、これまで正面から取り扱われて来なかった例外処理の定式化と、その効率的な実
装を目指す。

　情報科学の基礎理論の分野で確かな一歩を一緒に踏み出しましょう。

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 浅川　陽子　（ASAKAWA　Yoko）
 所属： 子ども発達教育研究センター
 学位： 教育学士（1979　お茶の水女子大学）、人文科学修士（2007　お茶の水女子大学大学院）
 職名： 講師
 専門分野： 初等教育学（幼稚園や小学校の教育内容や方法全般、特に、ことば領域）
  及び教員養成や現職研修に関する分野
 E-mail： asakawa.yoko@ocha.ac.jp

幼小中連携型一貫カリキュラムの作成／教師の協働的な学び／授業研究
A formation of consecutive school curriculum ／ 2.Teachers’ cooperative learning from each other ／
A study of lesson plans

・お茶の水女子大学附属幼稚園・小学校・中学校・子ども発達教育研究センター（共著）『「接続期」をつくる
～幼・小・中をつなぐ教師と子どもの協働～』東洋館出版社

・（共著）「幼・小・中 12 年間の学びの連続性・適時性を考えた連携型一貫カリキュラムの開発～協働して学
ぶ子どもを育てる～」平成 19 年度：文部科学省研究開発学校（第 3 年次）報告書及び自己評価書

・浦安市立舞浜幼稚園　園内研修会講師及び講演
・世田谷区立松が丘幼稚園・小学校　公開研究会　記念講演
・平塚市立吉沢小学校　校内授業研究会　講師

①附属幼・小・中における連携型一貫カリキュラム
作成の研究開発（文部科学省より委嘱）の 3 年次
として実践研究をまとめた。

②異校種連携による授業研究の改善を、教師の学び
の視点でまとめた。

③公立幼稚園や小学校における校内研究会の講師と
して普段の保育や授業の観察と分析を行い、教師
の力量形成について実践研究を行った。

　In order  to  deve lop  consecut ive  schoo l 
curriculum from kindergarten to junior high 
school, I promoted and implemented joint research 
project commissioned by the Education Ministry 
from 2005 to 2007 as a project supervisor.  As 
a visiting lecturer, I was invited to workshops 
and video conferences held by public schools 
and kindergartens.  I also had a class of teaching 
course during the fal l  term at Ochanomizu 
University.  In this students guidance class, I adopt 
a cooperative learning style using a cell phone. 

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　教職に関する科目「生徒指導の研究」（後期）を担当し、児童生徒に関わる実践的な指導課題について講義
や討論を行った。教育方法の工夫として携帯電話を利用した C-Learnig を取り入れ、双方向の授業作りを目指
した。

　子どもが学び育つ「ことばのカリキュラム」実践研究、そして教師が協働で学びあう学校づくり（校内研究
の改善）を目指したいと考えています。各種 NPO 組織や大学の先生と連携して、実践的な教育研究を深め、
成果を発信していきたいと考えています。

　お茶の水女子大学はキャンパス内に 5 附属が隣接しています。大学と附属が協働して「教育について探究で
きる」すばらしい環境です。

　◆研究計画

　◆メッセージ



30

　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 浅田　徹　（ASADA Toru）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士
 職名： 准教授
 専門分野： 日本中世文学、特に和歌・連歌
 E-mail： asada.toru@ocha.ac.jp

和歌／歌学史／国語学史／日本中世文学／連歌

・蔵山集（版本）　翻刻と解題（上方文藝研究会『上方文藝研究』4 号、2007・5）
・藤原為家の毎日一首について（上）―その伝存と原態―（お茶の水女子大学国語国文学会『国文』108 号、

2007・12、p12 ～ p26）
・旋頭歌その後―失われた調べ―（久保木哲夫編『古筆と和歌』、2008・1、笠間書院刊、p230 ～ p246）
・表層の秘義―入木道伝書を読む試み―（早稲田大学国文学会『国文学研究』153・154 合併号、2008・3）
・翻刻　尊経閣文庫蔵『古今集中本歌証歌』（尭恵著）　（『お茶の水女子大学人文科学研究』4 巻、2008・3、

p29 ～ p40）

　以下のようなテーマの論文を刊行した。
　百人一首の享受史、上代から中古にかけての音数律の変容の一側面、古今和歌集の享受史、藤原定家の歌集
書写の書記論的研究、藤原為家の毎日人知れず詠み続けた膨大な数の和歌について、冷泉家所蔵の鎌倉後期歌
人の家集類（重要文化財）の写真版に対する解題、室町期古今伝授史の重要人物である尭恵の著作の活字翻刻、
書道の家の者が和歌を書く際の故実について、江戸時代後期上方における堂上系歌人たちの動向を知る資料の
活字翻刻、本学国際日本学シンポジウムでの「〈日本〉表象の交差―ジャポニスムの文学と音楽」のコーディ
ネイトと、フランスで明治期に刊行された仏訳和歌集の分析。
　また、江戸時代に出版された、源氏物語研究書『源氏作例秘訣』の活字本刊行のための作業を行った（刊行
そのものは翌年度）。また、2006 年に物故した研究者川平ひとし氏の遺稿をまとめて刊行するに際しての解題
を執筆した（刊行は翌年度）。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 12 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

【学部】
「日本文学概説」においては、「どのように書かれているか」「事実と虚構」などというテーマで講義した。「日
本古典文学論基礎演習」では、古典文学を研究するための諸方法について実習を指導した。「日本古典文学
史論」では中世文学の諸相について、「日本古典文学論特殊研究」では中世文学の中から一見すると奇妙な
形態に見える諸作品について講義した。「日本古典文学論演習」では『新撰莵玖波集』の宗祇の句を輪読した。

【大学院】
「西行物語」を素材に、前期・後期に分けて有名人の業績が説話化されていく過程、また度重なる増益によ
る諸本の多様化について考察した。

【高大連携】
附属高校での国語の講義を 3回行った。また、「選択基礎」の授業を担当した。

　この年度は科学研究費を得た最初の年だったので、国内諸機関に蔵される写本類の調査と複写物の収集、関
連文献の購入を重点的に行ったが、それらの読解・分析をこれから行う予定である。日本語アクセント史に関
する文献はかなり購入したので、論文・口頭発表などを絡めつつ、その理論と実際について修得していきたい。
2008 年度には国語学関係の研究会での口頭発表、尭恵関係資料の翻刻、尭恵歌学に関する分析の論文、また
江戸時代後期の上方における歌壇動向に関する資料の翻刻を予定している。
　同時に、アクセント史から派生する問題として、催馬楽や早歌などの、譜本が残っている歌謡文学について、
譜から詞章の内容分析への新たな方法を立てられないかどうかを検討したい。音韻論との関わりも当然出てく
るので、それに関する文献も収集する必要がある。また、幕末・明治期の和歌に関する資料収集は継続してい
るので、これに関する共同研究などは考えられるかもしれない。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 浅本　紀子　（ASAMOTO Noriko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（工学）（1998　信州大学）
 職名： 教授
 専門分野： 離散数学、計算機援用論
 E-mail： asamoto@is.ocha.ac.jp

計算機支援学習／遠隔 TT ／情報教育
Computer Supported Cooperative Learning ／ Team-Teaching at a Distance ／ Media Literacy

・吉田美穂子，鈴木理子，浅本紀子．中学校情報教育における習熟度評価．PC カンファレンス．鹿児島，
2003 年 8 月，pp.425-426．

・小黒史子，浅本紀子．中学校数学教育におけるノート式CAIシステム．PCカンファレンス．東京，2002年8月．
・清水彩世，浅本紀子．グループウェアを核にしたCSCLの試み―中学生と大学生のコミュニティースペース―．
PC カンファレンス．東京，2002 年 8 月．

　計算機支援学習、特に協調学習支援、人と人との
活動への情報技術を活用した支援をテーマにしてい
る。

　I am researching on computer-aided education.
　One of the main themes is CSCL (Computer 
Supported Collaborative Learning), and it is support 
which utilized IT for people’ s activity.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

【学部】
1. 離散数学

代数学とよばれる分野のうち、群、環、体の初歩。
数学的な問題を抽象化して体系化していく科学の
基本的な手法を確認し、そこでの成果が情報技術
の分野でも道具として応用されることを紹介する。

2. 計算機代数演習
今まで学習してきた数学や科学のいくつかの問題
について計算機を使ったアプローチをおこなう。
数学を計算機で扱う統合環境として Mathematica
を利用し、毎回の授業で実際に計算機を使った計
算機実験や可視化をおこなう。題材：アニメーシ
ョン、サウンド、Taylor 展開、ベクトル、行列、
数列、ランダムウォーク、Newton 法、線形変換、
フラクタル、グラフ理論、組合せ論など。

【大学院】
1. 数式処理特論

離散的な状態を持ち離散的な時間の流れで次の状
態が局所的に定まる格子上の力学系であるセルオ
ートマトンを使って、自然現象や社会現象の単純
なモデル化をおこなう。

2. 数式処理特論演習
数式処理特論の演習として、Mathematica を使い
実際のプログラミングをおこなう。

[Under graduate course]
1. Discrete Mathematics
2. Exercises in Computer Algebra

[Graduate course]
1. Advanced Formula Manipulation
2. Seminar on Advanced Formula Manipulation
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 芦原　坦　（ASHIHARA　Hiroshi）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1975　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 植物生化学（代謝制御）
 E-mail： ashihara.hiroshi@ocha.ac.jp

植物科学／生化学・分子生物学／代謝／生合成／バイオテクノロジー
Plant Science ／ Biochemistry and Molecular Biology ／ Metabolism ／ Biosynthesis ／ Biotechnology

・Yin Y, Shimano F, Ashihara H (2007) Involvement of rapid nucleotide synthesis in recovery from 
phosphate starvation of Catharanthus roseus cells. Journal of Experimental Botany 58: 1025-1033

・Matsui A, Yin Y, Yamanaka K, Iwasaki M, Ashihara H (2007) Metabolic fate of nicotinamide in higher 
plants. Physiologia Plantarum 131: 191-200

・Koshiro Y, Jackson MC, Katahira R, Wang M, Nagai C, Ashihara H (2007) Biosynthesis of chlorogenic acids 
in growing and ripening fruits of Coffea arabica and Coffea canephora plants. Zeitschrift für Naturforschung-
Section C, Journal of Biosciences 62: 731-742

・Ashihara H, Sano H, Crozier A (2008) Caffeine and related purine alkaloids: Biosynthesis, catabolism, 
function and genetic engineering. Phytochemistry 69: 841-856

・Sato Y, Ashihara H (2008) Pyrimidine salvage and catabolism in leaves of mangrove species. Plant Science 
174: 140-148

　2007 年度前期の、サバティカル期間中に、カナダ
のカルガリー大学とマニトバ大学、英国のグラスゴー
大学、米国のハワイ大学とハワイ農業研究センター
に滞在し、植物の代謝生物学に関する共同研究を遂
行した。マニトバ大学の Stasolla 博士と、Canola の
小胞子の胚形成時のヌクレオチド代謝について、グ
ラスゴー大学の Crozier 教授とハワイ農業研究セン
ターの Nagai 博士とは、コーヒー果実の育種とカフェ
インおよびクロロゲン酸の生合成経路の遺伝子発現、
代謝中間産物の機器分析を行った。また、共著の総
説も執筆した。このほか、本研究室独自のテーマで
ある植物のピリジンヌクレオチド代謝、マングロー
ブ植物の耐塩性にかかわる研究も行った。

　As part of our studies on the metabolism of 
nucleotide-related compounds in plants, research on 
the following topics was performed.
[1] Biosynthesis of chlorogenic acids in growing 

and ripening fruits of Coffea arabica and Coffea 
canephora plants. 

[2] Metabolic fate of nicotinamide in higher plants. 
[3] Comparative studies on pyrimidine metabolism 

in excised cotyledons of Pinus radiata  during 
shoot formation in vitro. 

[4] Involvement of rapid nucleotide synthesis 
in recovery from phosphate starvation of 
Catharanthus roseus cells.

[5] Metabolism of nicotinamide, adenine and inosine 
in developing microspore-derived canola (Brassica 
napus) embryos.  

[6 ]  Caf fe ine  and re la ted  pur ine  a lka lo ids : 
Biosynthesis, catabolism, function and genetic 
engineering. 

[7] Nicotinate riboside salvage in plants: Presence 
of nicotinate riboside kinase in mungbean 
seedlings. 

[8] Production of a new low-caffeine hybrid coffee 
and the biochemical mechanism of low caffeine 
accumulation. 

[9] Pyrimidine salvage and catabolism in leaves of 
mangrove species. 

[10] Biosynthesis of trigonelline from nicotinate 
mononucleotide in mungbean seedlings. 

[11] Expression of caffeine biosynthesis genes in 
different parts of tea (Camellia sinensis) seedlings.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 10 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits



35

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　サバティカルの主目的は、各大学の大学院制度を調査して本学の制度の参考にすることと、植物の代謝に関
する共同研究を行うことであった。大学院制度に関しては、報告者の専門分野である植物科学に焦点を絞り一
般的ではなく実際の制度の実情をさぐることを目的とした。詳細は、報告書に記載したが、日本の制度は、ハ
ワイ大学のシステムに近いが、英国やカナダの大学院とは大きく異なること。たとえば、グラスゴー大学では、
大学院ではまったく授業はなく研究のみであること、カルガリー大学では、指導教官の研究費によりとれる学
生数が決まること、学生は自費では入学できないことなど興味深かった。これら植物科学系の院生は、ほとん
どが博士を取得し、ポスドクになるものが 90% 以上であった。

講義：学部の現代生物学、基礎生物学 A、大学院の代謝生化学特論、植物分子生物学を担当した。
研究指導：博士前期課程 2 名、博士後期課程 1 名、外国人国費研究生 1 名の指導を行った。

　植物の解糖系、ペントースリン酸経路、ピリミジン、プリンヌクレオチドと研究を進めてきた。プリンの二
次代謝経路であるカフェインの合成まで到達したが、これから、進行中のピリジンヌクレオチドと関連アルカ
ロイドの研究を 3 年計画で進める予定である。

【現在進行中の共同研究】
1）英国、グラスゴー大学、カナダ、カルガリー大学、マニトバ大学との植物のヌクレオチド関連代謝に関す

る基礎研究
2）米国、ハワイ農業研究センター、マダガスカル国立研究所とのコーヒーの育種と二次代謝経路に関する共

同研究
3）富山県立大学、横浜国立大学、琉球大学との、チャ、マングローブの代謝に関する共同研究

植物の解糖系、ペントースリン酸経路、ピリミジン、プリンヌクレオチドと研究を進めてきた。プリンの
二次代謝経路であるカフェインの合成まで到達したが、これから、進行中のピリジンヌクレオチドと関連
アルカロイドの研究を 3 年計画で進める予定である。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 足立　眞理子　（ADACHI Mariko）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 経済学修士（東京大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 経済学、国際経済学、ジェンダー分析、
 E-mail： adachi.mariko@ocha.ac.jp

グローバル化／ケアの国際移転／再生産／世帯保持／ジェンダー

・足立眞理子「再生産領域のグローバル化と世帯保持 householding」
伊藤るり・足立眞理子編著『国際移動と＜連鎖するジェンダー＞－再生産領域のグローバル化』作品社
224 － 262 頁　2008 年 3 月

・足立眞理子「不況と女性」足立眞理子・伊田久美子・木村涼子・熊安貴美江編著
『フェミニスト・ポリティクスの新展開－労働・ケア・グローバリゼーション』明石書店　17 － 54 頁、
2007 年 9 月

・足立眞理子「ケアのグローバル化―ケア労働の国際移転と日本的状況」
足立眞理子・伊田久美子・木村涼子・熊安貴美江編著『フェミニスト・ポリティクスの新
展開－労働・ケア・グローバリゼーション』明石書店　159 － 176 頁、2007 年 9 月

・足立眞理子「雇用と失業の間」足立眞理子・伊田久美子・木村涼子・熊安貴美江編著
『フェミニスト・ポリティクスの新展開－労働・ケア・グローバリゼーション』明石書店
336 － 354 頁、2007 年 9 月

・S. カレンバーグ他著「経済学と知：ポスト / モダン・合理性・フェミニズム・贈与」
監訳長原豊（足立眞理子第Ⅲ、Ⅳ部監訳）　御茶の水書房　2007 年

　現代における最重要問題の一つにグローバル化の進展があげられる。
　グローバリゼーション研究は、法、政治、経済、文化の各専門分野にわたるが、主流の学問方法は国際貿易、
金融・情報・生産の国際配置といった生産領域にのみ焦点を当てている。しかしながら、現在グローバル化の
深部で進行しているのは、生命、身体、身体部位、生殖、出生行動、世帯、高齢化、介護といった再生産領域
全般にわたって展開しているグローバル化、たとえば国際結婚の増大、代理懐胎や臓器などの身体部位の国際
取引、介護・看護労働者の国際移動、国際送金を含む女性の貨幣収入の増大と世帯内部の関係などである。こ
れらの諸問題を、＜再生産領域のグローバル化＞として把握し、アジアを中心に現状分析をおこなうとともに、
現在の主流派経済学におけるモデルにおいては不充分にしか扱えていない事象に対する、新たな理論的考察を
おこなっている。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 8 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　開発経済学および国際経済学の基礎理論を学ぶとともに、「ジェンダー論」の社会科学的な基礎知識の習得
をめざしている。大学院前期課程においては、昨年度は「現代の貧困」をテーマに取り上げ、「絶対的貧困」「相
対的貧困」「貧困指標」など基礎概念を学習するとともに、「貧困」論の内部でも、焦点の当たっていない領域
とは何か、その領域とのジェンダーの関わり方などについて検討した。本年度は引き続いて貧困とジェンダー
の関係について「居住」をキー・ワードとして学んでいく。博士後期課程では、ケアの国際移転の実証分析に
よって明らかになってきた、アジアにおける世帯保持（国際的に拡張する世帯組織）について、1980 年代の
Reviews 誌掲載論文から現代の論争までを取り上げて検討する。

　現在取り組んでいるのは、＜再生産領域のグローバル化＞論を、さらに発展させていくために、身体部位の
国際取引、とりわけ代理懐胎・代理「母」問題における市場取引についての経済理論の検証である。そのため、
代理懐胎における市場取引、特に「正当化される価格付け」に関する現状分析と倫理的・道徳的禁止およびそ
の（意図せざる）効果などの問題を、制度比較をとおして検討している。この理論および現状分析から、どの
ような条件（初期条件および構築された制度）において、再生産領域のグローバル化が進展するのか（あるい
はしないのか）を明確化することを目的としている。したがって、共同研究としては、生命・身体部位などの
グローバルな取引関係を法制度・慣習・社会慣行を含めて考察する学際的研究が可能である。

　グローバリゼーションの時代といわれる現代社会において、国際的な経済関係の動きは日々の生活の中にど
のように浸透してくるのでしょうか。「貧困」という問題も、国家・地域、ジェンダー、世代などによって、
きわめて多様な様相をもっています。これらの問題について、独自の想像力をもって関心を持ち、考えていっ
てほしいと思っています。

　◆研究計画

　◆メッセージ



38

　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 天野　知香　（AMANO　Chika）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（文学）
 職名： 准教授
 専門分野： 西洋近代美術史
 E-mail： amano.chika@ocha.ac.jp

アンリ・マティス／装飾芸術／フェミニズム美術史／ 19 － 20 世紀美術／現代美術
Henri Matisse ／ Decorative Art ／ Feminism art history ／ 19-20th Century art history ／ Contemporary art

・学術単行図書所収論文 1，天野知香「マティス研究の現在から　二，三の批判的考察」、永井隆則編、『フラ
ンス近代美術史の現在』、三元社、2007 年、pp.275-316。

・学術単行図書所収論文 2，天野知香「視覚『芸術』における身体－フェミニズムによる美術史の再検討」、
竹村和子編、『シリーズ　ジェンダー研究のフロンティア第五巻　欲望・暴力のレジーム－揺らぐ表象／格
闘する理論』、作品社、2008 年、pp.23-44。

・学術発表 1, 天野知香（研究発表）「女たちのフェアリー・テール　－現代美術における人形・少女・老婆－」
お茶の水女子大学 21 世紀 COE プログラムジェンダー研究のフロンティア、プロジェクト D 企画、日韓国
際シンポジウム「文化表象の政治学－日韓女性誌の再解釈」、お茶の水女子大学、2007 年 8 月 29 日。お茶
の水女子大学 21 世紀 COE プログラムジェンダー研究のフロンティア、プロジェクト D 編、『日韓国際シン
ポジウム「文化表象の政治学－日韓女性誌の再解釈」発表記録』、お茶の水女子大学、2007 年、pp.69 －
80。

　美術史学における近年の方法論的な最新の成果を検討し、新たな提言を行った。具体的には論文 1 において
アンリ・マティス研究の国際的な現状を批判的に検討した上で、特に 1920 年代のマティスの作品について、
今日において有効な研究姿勢と視点を踏まえた新たなマティス研究の方向を提示した。また論文 2 および学術
発表において、本学 COE「ジェンダー研究のフロンティア」の 5 年間のジェンダー研究における蓄積を踏まえ、
フェミニズム美術史の観点から特に身体表象を中心とした近代の視覚表象の諸問題を、具体的な作例を通して
理論的に検討すると同時に、西欧の 20 世紀および現代の日本における女性作家による少女、人形、老婆のテー
マをとりあげ、フェミニズムの視点による表象分析を試みた。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　講義においては「近代西欧美術と空間」をテーマに多面的な視点から具体的な作品解釈の可能性を提示する
ことで、美術史の学問的な枠組みを再検討し、具体的な作品解釈と研究方法の姿勢を養った。またゼミにおい
ては学生の研究指導に加え、英文、仏文文献の講読によって、理論的方法論的な美術史研究のための力を養う
ことを目指した。

　現在の美術史の学問的な枠組みと作品解釈をめぐる理論的な考察をさらに推し進めると同時に、今春アメリ
カでの資料調査を踏まえたアンリ・マティス研究の継続と、1920 年代における装飾芸術や女性芸術家をめぐ
る問題の実証的な調査をさらに展開させてゆきたい。

　メディアにあふれている「美術」についての固定的な観念からまず自由になってほしい。そして自分がこれ
まで生きてきた中でどのような考えを持ち、どのような感性を養ってきたのかを自ら確かめながら、直接視覚
的なイメージと向き合ってほしい。「美術」について感じることは知的な検討を放棄することではない。その
時自覚される感性や考え方、知識は、あなた個人のものであると同時にあなたの生きてきた歴史や社会と密接
に結びついているものである。「美術」であれ、私たちの日常を取り巻くイメージであれ、それらを見、また
生産することは私たちが日々過ごしてる現実の社会や生活と密接に結びついた体験であり、視覚表象の意味や
あり方はそれが生産され受容される歴史や社会と切り離せない。美術史とはそのような視覚表象の意味生産の
プロセスやあり方を実証的論理的に研究する学問です。視覚的なイメージと論理的実証的に対話することを通
じて、これまでの「私」を揺るがし、時代や社会との関わりを見据え、捉え直してみて欲しい。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 新井　由紀夫　（ARAI Yukio）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士（1985　東京大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 西洋史学、イギリス中世後期史
 URL： http://www.li.ocha.ac.jp/hum/arai.htm
 E-mail： arai.yukio@ocha.ac.jp

中世イギリス史／史料論／ジェントリ／社会的結びつき／家系文書史料群
medieval history of England ／ sources and documents ／ gentry ／ social relationships ／
archive of gentry family

・その他（事典項目執筆など）
新井由紀夫「シモン・ド・モンフォールの議会（13 世紀半ば）」「バラ戦争（15 世紀半ば）」歴史学研究会編『世
界史史料　第 5 巻　 ヨーロッパ世界の成立と膨張 　17 世紀まで』　岩波書店　2007 年、76-77,77-79 頁。

・その他（報告書）
新井由紀夫「教育プログラム 1　比較社会史」「院生参加プロジェクト 4a 歴史的多文化・多民族社会におけ
るリスクとコミュニケーションの研究」『平成 18 年度　成果報告集　特別教育研究経費事業　コミュニケー
ション・システムの開発によるリスク社会への対応　（リーダー　平岡公一）』お茶の水女子大学　2007 年、
9-20、49-52 頁。

・イギリス史研究会報告
新井由紀夫「中世後期イングランドにおける贖宥状と社会」、イギリス史研究会第 10 回例会、
2008/03/08、於明治大学。

　贖宥状（いわゆる免罪符）とそれをもらったジェントリ階層の事情について、15 世紀イングランドを中心
に検討しています。特に、国王ヘンリ 4 世およびヘンリ 5 世の宮廷官僚として活躍した、ジェントリのサー・
ジョン・ペラムと、北部貴族のサー・ヘンリ・フィッツヒューが、1412 年、国王ヘンリ 4 世の病気が進行す
るなかで受け取ったそれぞれの贖宥状を比較しつつ、中央政界の動きと、贖宥状に見られる宗教社会的ネット
ワークを関連させつつ考察しました。今年度は、これまでの研究を発展させつつ、史料論という、よりひろい
観点から研究報告をおこないました。（イギリス史研究会報告、新井由紀夫「中世後期イングランドにおける
贖宥状と社会」、イギリス史研究会第 10 回例会、2008/03/08、於明治大学）。また、ジェントリの家系文書
史料群を分析しています。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　講義では、昨年に引き続き 15 世紀のジェントリ家政会計簿を紹介しつつ、そこから何が読み取れるのかを
議論しました。
　ゼミでは、最近の雑誌英語論文を、一年に 7 ～ 8 本、担当者による発表形式で読んでいます。各自が分担して、
要約・コメントし、それをうけて皆で議論するというやり方です。2007 年度の論文テーマは「14・15 世紀
の社会的身分」「日本における西洋文明の需要と内国博覧会」「18 世紀仏の地方における出版検閲官」「イング
ランドにおけるロマネスクとドイツの関係」「古代ローマの剣闘士」「中世スウェーデンにおけるキリスト教の
受容とルーン碑文」「13 世紀初期における騎士階層の変容」などです。テーマがあちこちに飛びますが、研究
の新しい波にふれる充実感が味わえます。

　キャサリン・ラングレィというロンドン豪商出身でジェントリに嫁ぎ未亡人になった女性とラングレィ家に
関する史料を集めて、ぼちぼち読み始めています。彼女の遺言書や彼女のもらった贖宥状、それにラングレィ
家の会計記録などを読んでいます。これらをもとに、キャサリンの生涯と社会との関係を再構築してみること
を計画しています。また、ジェントリの家系文書史料群（データは全部で 2000 件程度）を整理分析すること
を試みています。

　共同研究は、
1. 中世ヨーロッパの史資料に関する研究（科研）
2. 歴史的多文化・多民族社会におけるリスクとコミュニケーションの研究（平成 18 年度特別教育研究経費事

業「コミュニケーションシステムの開発によるリスク社会への対応」プロジェクト

　なにごとにも好奇心を持ち、どんなことでもどん欲に楽しむという姿勢は、歴史学をやる上であんがい欠か
せない要素だと思います。遊びや楽しみのなかから学問のヒントを得ることもあります。学生さん達との学科
旅行での宴席で、比較社会史という授業のテーマ「ホモセクシュアルの比較社会史」が決まったのですが、やっ
てみると奥が深く、史学の先生達との共同研究テーマにまで発展してしまったほどです。
　歴史学で扱えないようなテーマはない、何でもありだと最近よく思います。歴史学をやる上でこうしなけれ
ばだめだということもありません。われこそは、という皆さん、是非、お茶大比較歴史学コースにいらして下
さい。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 荒木　美奈子　（ARAKI Minako）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： Ph.D.（開発研究）
 職名： 准教授
 専門分野： 開発研究、アフリカ地域研究
 E-mail： araki.minako@ocha.ac.jp

開発／アフリカ、タンザニア／住民組織
development ／ Africa, Tanzania ／ people''s organzation, groups

・荒木美奈子「アフリカを通して「国際協力」に関わる－実践と研究をつなぐ視点」, 加納弘勝編『次世代
への国際協力レポート－現地と世界をつなぐ私たちの仕事』津田塾大学オープン・リサーチ・センター、
pp.38-46.2008 年 3 月

1.「開発」プロジェクトと住民とのインターラクションに注目し、研究を行っている。JICA 専門家として携
わったタンザニア・ソコイネ農業大学地域開発センター (SCSRD) プロジェクトの対象地であったタンザニア
南西部ムビンガ県において、2007 年 8 月に引き続きフィールド調査を行った。従来の評価方法では、グルー
プの数や活動が継続しているか否かという点で評価される傾向にあるが、「持続性」や「エンパワーメント」
を考えるにあたり、蓄積された力がどのような形で発現されるかという点に焦点をあて、プロセスの記述を
行っている。

2.「国際協力」に関する研究や実践活動の経験を次世代や一般の人びとに伝えていくために、シンポジウムや
報告会での講演を行った。

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1. 学部：「国際協力学」では、国際協力の基本的な概念・仕組みを概説した。「地域開発論Ｉ」では、主にタ
ンザニアの事例を考察し、多様な地域での地域固有の発展や協力のあり方を講義した。「国際協力方法論Ｉ」
では、身近なテーマをもとに批判的に「開発」や国際協力を学んだ。「グロ文総論 1」では、グローバル化
する社会における国際協力の課題と可能性について3コマ講義した。「国際開発論」では、国際協力機構（JICA）
の職員や専門家を講師としてお招きし、様々な課題や具体的事例について講義をしてもらった。実習科目と
しては、2007 年 3 月のタイ実習参加者に対して「民際協力特論」を開講した。次の実習参加者に対して「国
際協力実習 1」（事前勉強・準備）を行い、2008 年 3 月に「国際協力実習 2」（タイ実習）を実施した。

2. 大学院：「開発実践研究論」では、The Women, Gender and Development Reader, Zed Books, 1997 をテキ
ストとし、輪読、討論を行った。「開発実践研究演習」では、2008 年 3 月のＡＩＴワークショップの事前準備・
勉強を行った。

　1999 年よりタンザニアにて、JICA プロジェクトと科研を通して開発実践と研究に携わってきた。これまで
の経験を総括しつつ、政策や実践へのフィードバックも行っていきたいと考えている。

　「開発」実践と研究の双方からアフリカ（特にザンビア、タンザニア）に関わってきました。実践と研究を
つなぐ視点やアフリカのポジティブな側面とネガティブな側面の双方を、伝えていきたいと考えています。ス
ライドやビデオを使用したり、第一線で活躍するゲスト講師をお呼びすることにより、国際協力・開発の現
場をより身近なものと感じ、かつ批判的な視点をもちながら学んでほしいと願っています。さらに、私たちの
日々の生活がいかに他の地域につながっているかを、「食」「水」「バイオ燃料」など身近なものから考えながら、
グローバル化する社会のなかで市民による国際協力がどのような形でありえるのかをともに考えていきたいと
思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 池田　広子　（IKEDA Hiroko）
 所属： 人間文化創成科学研究科
 学位： 博士（人文科学）　お茶の水女子大学
 職名： リサーチフェロー
 専門分野： 日本語教育、教師教育、第二言語教育
 E-mail： ikeda@fc5.so-net.ne.jp

日本語教師教育／教員養成／教育実習／省察／成人学習

・池田広子『日本語教師教育の方法－生涯発達を支えるデザイン』鳳書房 ,2007
・池田広子・ナイダン　バヤルマ，劉那「協働型実習の準備期間における教師の成長－協働活動による社会面

の意識変容－」『共生日本語教育学－多言語多文化共生社会のために―』岡崎眸監修 , 雄松堂出版 ,41-64,2007
・池田広子・朱桂栄「批判的ふり返りにおける聴き手の役割－日本語教師の意識変容の学習を目指して」『お

茶の水女子大学　生涯学習実践研究』第 5 号 ,124-137,2007
・池田広子 ,「批判的ふり返りによる聴き手の学び－日本語教師の協働的ふり返りの可能性－」『言語文化と日

本語教育』第 34 号 , 47-50,2007
・池田広子「批判的ふり返りに寄る教師の自己能力開発の試み－意識変容の学習理論の観点から」『言語文化

と日本語教育』第 33 号 , 105-108, 2007

・日本語教師が自己の実践を徹底してふり返り、実践を語ったり、聴くことによってどのような学びの可能性
が得られるのか、成人学習の観点から明らかにする。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 6 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1.「日本語教育学特論」（大学院生対象）：日本語教師教育に関する理論や省察（内省）に関する知見について、
講義を行った。

2. 様々な日本語教育実習に対するタイプを紹介し、そこでの教師の学びや特徴についてグループ活動を取り入
れて議論し、理解が深まるように支援した。

ビジネススクールにおいて、日本語ビジネスコミュニケーションを受講する院生留学生と社会人の日本人院生
の認識をとりあげ、どのような授業デザインが必要かについて探る。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 池田　まさみ　（IKEDA Masami）
 所属： 教育事業部 ( グローバル COE)
 学位： 博士（学術）（2001 お茶の水女子大学）
 職名： 特任准教授
 専門分野： 実験心理学、認知科学、科学教育
 E-mail： ikeda.masami@ocha.ac.jp

視覚認知／実験心理学／コミュニケーション／クリティカルシンキング／科学教育
visual cognition ／ experimental psychology ／ communication ／ critical thinking ／ science education

・池田まさみ　2007　エイジングにともなうコミュニケーションの変化 . 認知感性科学年報 , Vol.3, 22‐29. 
・石口彰・池田まさみ・田中美帆・薬師神玲子　2007　エイジングと認知機能．平成 18 年度 21 世紀 COE プ

ログラム研究報告書『基礎的心理発達過程の解明と教育的支援』，1-16．
・諸田裕子・池田まさみ・内田伸子　2007　私たちは「安全な社会」を手に入れることができるのか－昭和

40 年～ 60 年代及び平成 16 年～ 18 年の社会意識調査を読み解く．財団法人セコム科学技術振興財団研究
助成平成 18 年度研究成果報告書『幼児の安全教育に関する総合的研究』，391‐415.

1. 視覚系における情報処理メカニズムの検討：
パターン認知やオブジェクト認知など、高次視覚
における情報のサンプリング特性を実験的に検討

2. エイジングとコミュニケーション：
認知的加齢がコミュニケーションに及ぼす影響を
実験的に検討

3. 子ども向け「こころの科学」教育：
科学的思考力を育成するための知覚・認知体験型
学習ツールの開発

4. 教育評価ツールの開発
5. 子どもの安全教育に関する研究

1. Examination of the information processing in 
the human visual system:Experimental study of 
the sampling properties of visual information in 
pattern and object recognition.

2 .  Invest igat ion of  the ef fects  of  ag ing on 
communication.

3. Science education of the “Brain and Mind” for 
junior high school students: Development of the 
educational materials (visual illusion experiment 
kits and application software) to foster the ability 
of thinking logically.

4. Development of the educational assessment tools.
5. Study of the safety education and training for 

children.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 6 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

【学部】
・人間科学方法論／心理統計法

統計の基礎知識と統計的な思考方法について学ぶ。
・認知心理学概論

人間の認知情報処理過程に関して、神経生理学、
計算理論、行動科学的側面から平易に解説する。

・心理学基礎演習（応用）
心理学書の講読を通して、専門書の読み方、レジュ
メの書き方、問題の発見法、プレゼンテーション
やゼミでの討論の仕方を学ぶ。

・サイエンス・ディベート
論理的思考法の学習を通じて、情報分析能力を養
う。

【大学院】
・遺伝カウンセリング研究方法論

実際の研究例を基に、ディスカッションを通して、
研究デザインや解析手法に対する理解を深める。

・心理臨床基礎論
臨床心理学の対象、歴史、方法に関する基礎的知
識を整理する。また、社会的視点から、臨床心理
学の専門性や他の専門領域・隣接領域との連携の
在り方を示し、総合的に臨床心理学を理解するこ
とを目指す。

・グローバルＣＯＥ人間発達科学演習Ⅰ・Ⅱ
「格差とは何か」をテーマに、各領域の研究担当教
員による講義を開催する。

【Undergraduate Course】
・Statistics for psychology and education
・Introduction to cognitive psychology
・Introductory seminar in psychology
・Science debate 

【Graduate Course】
・Methodology of study of genetic counseling
・Foundation of clinical psychology
・Seminar of human developmental science Ⅰ , Ⅱ

・視覚機能を中心とした人間の認知メカニズムの実験的検討
・科学的思考力・創造的思考力を育成するための教材開発および教育プログラム、教育システムの開発研究

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 池本　真二　（IKEMOTO Shinji）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（栄養学）／　　Ph.D.（Nutrition）
 職名： 准教授
 専門分野： 栄養学（特に、栄養生理学、分子栄養学、臨床栄養学）
 URL： http://nutrition.food.ocha.ac.jp/home/Ikemoto.html
 E-mail： ikemoto.shinji@ocha.ac.jp

生活習慣病予防／インスリン抵抗性／高脂肪食／魚油／パームオイル
Prevention of lifestyle-related diseases ／ Insulin resistance ／ High-fat diet ／ Fish oil ／ Palm oil

・「新規トコトリエノール安定化体によるメタボリックシンドロームリスク軽減の可能性の検討」厚生労働科
学研究費補助金政策創薬総合研究事業報告書

・「脊髄損傷者における腕時計型行動識別計を用いた日常の生活活動量の評価に関する研究」厚生労働科学研
究費補助金障害保健福祉総合研究事業報告書　p138-154

・「学校給食における食事摂取基準等について（報告）」学校給食における児童生徒の食事摂取基準策定に関す
る調査研究協力者会議（平成 20 年 3 月）

1. 脂質栄養に関する研究：主として、肥満・メタボリッ
クシンドロームの発生機序ならびにその予防法に
関する分子栄養学的研究を行っている。本年度は、
主として発芽玄米、魚油、パーム油、トコトリエ
ノールのインスリン分泌能、インスリン抵抗性に
及ぼす影響について検討した。魚油の耐糖能改善
メカニズムとして、水添魚油を用いて検討を行っ
た結果、その脂肪酸の構造による影響と、脂質の
酸化防止の目的で添加されている抗酸化物質の影
響の両方が複雑に寄与していることが分かってき
た。また、パーム油の耐糖能改善メカニズムとして、
パーム油中に含まれる抗酸化物質であるトコトリ
エノールによる筋肉での糖質の取込能の改善が寄
与していることが明らかになり詳細な検討を続け
ている。

2. 脊髄損傷者の運動処方・生活指導に関する研究：
身障者の食事摂取基準を作成することを目的に本
年は、腕時計型行動識別計（一軸の加速度センサ
ーに加え角速度を感知するジャイロ機能を搭載し
た行動識別計）を用いて、日常の生活活動量の評
価を行った。

3. 小児栄養に関する研究：保育園の教職員を対象に、 
“栄養・食生活及び健康・アレルギー” に関する情
報発信とその有効性について検討した。

　Our laboratory carries out research into analysis 
of lifestyle-related diseases, such as obesity, diabetes 
mellitus and hyperlipidemia with the use of molecular 
biological procedures. Furthermore, we research 
nutritional methods of preventing and treating such 
illnesses using individuals, with consideration given 
to their genetic background.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits



49

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部では、2年次の科目である「臨床栄養アセス
メント学」で、ベッドサイドにおける個人の身体測
定値や身体組成、血液性状、栄養素摂取状況、食習
慣などの情報を基に、栄養必要量、栄養状態を科学
的に評価する理論的背景や方法を解説するとともに、
傷病者の病態や治癒の経過に伴い変化する栄養状態
の動的な評価の方法について解説した。3年次の科目
である「臨床栄養療法学」並びに「食事療法学」で
は、海外の登録栄養士養成のテキストブックである
「Food, Nutrition, & Diet Therapy」を用い、新しい概
念体系である「医学栄養療法」を基本線として指導し、
その実践能力の習得を目指して、学内実習である「臨
床栄養アセスメント学実習」を行っている。さらに 4
年時には、臨地実習として 12の医療施設に 3週間の
実務研修行った。
大学院では、「臨床栄養学特論」において、医療

現場における栄養管理システムのあり方について解
説した。なお、個人（患者）の栄養管理をしっかり
と実施するには、その病態を知らなければならない。
それ故、病態から学ぶと題して、様々な症例の病態
解析を行うことによって生体の病態生理並びに病態
生化学を学ぶ機会とした。
学内に「栄養ケア・ステーション」を設け、附属

学校生の栄養・健康相談に応じる場を提供するとと
もに、大学院生並びに学部学生の現場体験の一助と
なるような配慮を行っている。
学部４年生（３名）、大学院生（D3: １名、M2: ２名、

M1: ３名）に対し、テーマの選定、実験計画と進め方、
データのまとめ方、並びに学会発表等について指導
した。

　The dietitian in medical nutrition therapy applies 
the science of nutrition to the care of people through 
health promotion and disease prevention; and 
uses medical nutrition therapy in the treatment of 
disease. As a member of the patient-care team, the 
dietitian is responsible for assessing, implementing, 
and monitoring the nutritional care of patients. In 
addition, the dietitian may serve professionally as 
a nutrition practitioner in health care; a teacher in 
an educational institution; a research dietitian; or a 
nutrition consultant-educator.

　脂質摂取によって発症するインスリン抵抗性の発症メカニズムの解明ならびにその予防法の開発を目標に、
広く生活習慣病（メタボリックシンドローム）の予防に生かすことのできる成果を挙げたいと考えている。イ
ンスリン抵抗性は、筋肉の脂肪の蓄積によって生じるものと考えられているが、詳細なメカニズムはまだ明ら
かになっていない。肥満を呈すれば、インスリン抵抗性を生じるものと考えられがちであるが、抗酸化物質が
これを防御していること、さらには、脂肪酸の種類、中性脂肪の構造の違いによってもインスリン抵抗性の発
症レベルが異なることが分かってきた。肥満と耐糖能、インスリン抵抗性、インスリン分泌能等の関連を詳細
に検討するとともに、生活習慣病の予防に有効な食品並びに食品成分、さらには食事の取り方について明らか
にしたいと考えている。
　現在、様々な食品・食品成分（魚油、パーム油、発芽玄米、茶カテキン、トコトリエノール、トコフェロー
ルなど）とインスリン抵抗性の関連についての共同研究を行っている。

　「管理栄養士が行う研究とは何か？」を常に意識しながら研究を行っていきたいと考えている。栄養問題を
抱えた患者さんあるいは対象者の方が目の前にいらっしゃって、その問題を如何に改善するかが究極の課題で
ある。私は、蛋白質・エネルギー必要量に関する研究から取り組み、現在は脂質栄養学の領域で、脂質摂取過
剰によって生じる慢性代謝異常、いわゆるメタボリックシンドロームの予防に関する研究を行っている。平成
20年度からスタートした特定健診・特定保健指導は、まさにこの予防を国の施策として具現化したものである。
諸先生・諸先輩方がその様に導いてくれたものと感謝している。受験生の皆さんも、皆さん自身の興味・関心
のある事柄について深く研究してみませんか？　「Just do it!」の精神で。きっと夢は叶います。真摯に取り組
めば。それを私に実感させてくれたのは、ノーベル賞学者の研究室への米国留学だったかも知れません。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 猪崎　弥生　（IZAKI Yayoi）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士／ M.A.
  博士（学術）（2005 神戸大学）／ Ph.D.
 職名： 教授
 専門分野： 舞踊学・舞踊芸術学
 E-mail： izaki.yayoi@ocha.ac.jp

舞踊／身体／運動／表現／評価
dance ／ body ／ movement ／ expression ／ evaluation

・猪崎弥生・水村（久埜）真由美，
バレエと日本舞踊における熟練者の身体表現－手の動きと足の運びを中心に，
表現文化研究 7(2),99-106,2007

・The Moving Space 2007,Yayoi Izaki Modern Dance Group, 知立市文化会館パティオ池鯉鮒，
2007(12.26and27)

　舞踊運動の持つダイナミックで有機的な表現性に
着目し、その表現性の評価について研究を継続して
いる。平成 16 年度から 3 年の交付期間での科研費を
採択された研究「表現運動（舞踊）の指導力を向上
させるために有効な指導言語と評価との関係につい
て」において、舞踊運動の評価とは、現れ出てくる
表現性を含めた舞踊運動そのものの特性をつかみと
ることと捉え、舞踊指導における評価と指導言語と
の関係を明らかにしようとした。そこでは、舞踊運
動の評価が舞踊経験に基づく身体性（身体言語）に
関与することが示唆された。現在進行中の平成 19 年
度から 2 年の交付期間で科研費を採択された萌芽研
究「身体表現から考えるジェンダー－舞踊動作に見
られる女らしさと男らしさ－」においては、日本舞
踊における舞踊動作の印象評価研究を進めている。

　I investigate Dance Study from the viewpoint of 
dynamic expressiveness through dance movement.
　The relationship between an effective guidance 
language and the evaluation in the dance class, is 
connected to the dance teacher’ s dance experience.
　I continue to study a comparison of aesthetic 
expressiveness between a Ballet Dancer and a 
Traditional Japanese Dance Performer：The role of 
the movement in upper limbs and lower limbs.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部教育：
「舞踊芸術学」では舞踊の文化的概観、舞踊の領域、
運動と表現、形式と内容、形式と構造という観点
から「舞踊とは何か」を考える授業を展開している。

「舞踊芸術学実験演習」では学生各自が舞踊学の論
文のレジュメを作成し、発表を行い、論文の内容
に関して議論する。モダンダンステクニック初級
では「身体を知る」ためにフロアーエクササイズ、
ステップを含む移動、フレーズを踊ることを行っ
ている、舞踊創作法では作品を上演できるまでの
創作のプロセスを理解し構成・演出を考えること
をねらいとしている。

大学院教育：
「舞踊芸術学特論」では美学的見地からの理論、舞
踊の作品分析を中心に講義した。論文指導では、
前期課程 1 名の修士論文指導を行った。

Undergraduate course:
Dance and the Arts

(dance history, dance education, form, and 
content)

Modern Dance Techinique
(floor exercies, locomotion, and phrase) 

Dance Creation
(improvisation, choreograph, and composition)

Graduate course:
Dance Theory

(dance phenominology, dance aesthetics, dance 
analysis, and Laban method) 

Dissertation

・身体表現から考えるジェンダー－舞踊動作にみられる女らしさと男らしさ（萌芽研究 H.19 ～ 20）
・もうひとつのダンスを探る－コミュニティダンスを基点とする舞踊実践研究－
・子どもの身体表現における評価システムの開発－身体表現指導者の指導力向上を目指して－

　舞踊教育学コースを志望する受験生の皆さんは、誰よりも踊ることが大好きであると思います。踊るという
身体を通した舞踊の経験から得られるさまざまな感覚、湧き起こる内なる感情の働きを十分に感じて下さい。
舞踊の「こころ」と「からだ」がつながり合う有機的でダイナミックな全体性は、踊る体験を豊かな営みにす
ると思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 石井　クンツ　昌子　（ISHII-KUNTZ Masako）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 社会学博士（家族社会学　ジェンダー社会学専攻）
 職名： 教授
 専門分野： 家族社会学、ジェンダー社会学、統計学
 URL： http://www.soc.ocha.ac.jp/Site/Teacher_Ishii.html
 E-mail： ishii.kuntz.masako@ocha.ac.jp

ワーク・ライフ・バランス／家庭内性別役割分業／父親の育児・子育て参加／
IT 社会の子育てと育児満足度／アジアアメリカ系家族
Work and Life Balance ／ Gendered Division of Household Labor ／ Fathers' participation in child care ／
Parenting satisfaction in IT society ／ Asian American families

・石井クンツ昌子　「父親と青少年期の子どもの発達：父親は子どもの社会性にどのような影響を与えている
のか」　耳塚寛明・牧野カツコ（編）『閉ざされた大人への道―学力とトランジションの危機』　金子書房、
125 － 142 頁、2007 年

・石井クンツ昌子「ワーク・ファミリー（ライフ）・バランス：日米の研究から」『家族関係学』
（家族関係セミナー）第 26 号、29 － 42 頁、2007 年

・石井クンツ昌子「日本における家族社会学研究の国際化に向けて～研究論文を英語で発表するために～」
『家族社会学研究』、第 18 巻第 3 号、42 － 54 頁、2007 年

・石井クンツ昌子「大学教育の日米比較：日本人社会学者が見たアメリカの大学教育事情」
『生活社会科学研究』第 14 号、81 － 92 頁、2007 年

・石井クンツ昌子　「日本の社会・人口動態的変化と家庭内性別役割分担の関係」『日伊女性会議報告書』

　社会学の視点から家庭内のジェンダーダイナミク
スに焦点をあてて研究している。特に、家庭内性別
役割分担、男性の育児・家事参加に関してその規定
要因を量的データにより実証したり、質的データに
より詳述してきた。またワーク・ライフ・バランス
の実現に向けての政策提言につながる研究も続けて
いる。最近は IT 社会における育児の実態や親の育児
満足度についての研究も開始している。

　From sociological perspectives, my research 
focuses on gendered dynamics within families. 
In particular, I examine gendered division of 
housework, fathers’ participation in child care and 
household labor using quantitative data. I also 
study the contexts of paternal involvement using 
qualitative data. I continue to conduct policy-
oriented research to promote work-life-balance 
in Japanese families. My recent work examines 
how child rearing and parenting satisfaction are 
influenced by the use of IT technology.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 7 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　社会学視点から家族関係や役割を理解することを
目的として学部では「家族社会学総論」「家族社会学
演習」、修士レベルでは「家族関係論」、博士レベル
では「家族論」を担当している。これらのクラスで
は日米の家族社会学研究文献を読み、ディスカッショ
ンなどを行っている。

　Viewing family relationships and roles from 
sociological perspectives, I teach “Family Sociology” 
and “Family Sociology Seminar” at undergraduate 
level, “Family Relations” at Master’ s level, and 
“Family Theory and Methods” at the Doctoral level. 
In these courses, students read family sociology 
literature in Japan and the U.S.  for in-class 
discussions.

　IT 社会における育児期の親の実態と子育て満足度についての日米比較研究を平成 19 年度より開始した。イ
ンターネットや携帯メールを頻繁に使う若い親たちが多くなってきているが、このような媒体を使用した育児
サポートがどのように役に立っているのか、またこのインフォーマルサポートが育児期の父親・母親にどのよ
うな影響を与えているのかを研究する。昨年は質的データを収集したが、本年度（H20）は量的データを日米
で収集する予定である。

　大学は「考えること」の多様性を学ぶ場だと思います。例えば家族に関しても様々な研究領域がありますが、
多くの文献を読み、家族についての考え方の多様性を学んでいって欲しいです。丸暗記の勉強法ではなく、学
んだこと、読んだことなどを常に Critical に分析する力を養うのが大学だと思います。自分の興味のある研究
について積極的にアプローチしていくモチベーションの高い学生、院生を歓迎します。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 石口　彰　（ISHIGUCHI Akira）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 文学博士（1989　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 認知科学、人間情報科学
 URL： http://www.hss.ocha.ac.jp/akira1
 E-mail： ishiguchi.akira@ocha.ac.jp

視覚／学習／熟達化／感性／ベイズ推論
vision ／ learning ／ expertise ／ kansei ／ Bayesian Inference

・Ikeda, M., Tanaka, M. & Ishiguchi, A. (2007)
Science education of the "Brain and Mind" for junior high school students: The experiential cognition and 
development of e-learning program.
Annual Report of Cognitive & Kansei Science, Vol.4, 1-4

・Tokita, M. & Ishiguchi, A. (2007) 
Effects of Continuous variables on numerosity discrimination. Annual Report of Cognitive & Kansei 
Science, Vol.4, 22-27

・Yakushijin, R. & Ishiguchi, A. (2007)
Ideal observer analysis in dual attention task.
48th Annual Meeting of the Psychonomic Society

1. 視覚パターン認知の統計的特性の検討
2. 異種感覚情報の統合問題 
3. リスク情報の処理メカニズム
4. 数量判断の認知過程と熟達化

身のまわりにあるリスク信号（リスクイベントに
対する先行信号）の処理メカニズムに関して、実
験的に検討する。基礎的な研究だけでなく、こど
ものリスク回避行動への応用研究へと発展させる。

1. Statistical properties of visual pattern cognition
2. Integration problem of many kinds of information 

from perceptual systems
We have studied the cross modal perceptual 
systems. In particular, we have focused on the 
problem about the effects of the visual output on 
auditory or tactile perception.

4. Cognitive process of mathematical judgment and 
expertise.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 15 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆研究計画

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

【学部】
1. 認知心理学概論

人間の認知情報処理過程（パターン認知、学習・
記憶、知識表現、推論と問題解決等）に関して、
神経生理学、計算理論、行動科学的側面からの解
説を通して、認知心理学の概要を理解する。

2. 認知心理学演習（基礎）
人間の認知機能、特にパター認知、推論機能につ
いて、英語テキストの講読を通して、認知心理学
の基礎を習得する。

3. 認知心理学演習（理論）
人間の視覚に関する理論的文献を購読し、内容に
ついて、プレゼン形式で発表する。さらに、視覚
機能に関する簡単なデモンストレーションを参加
者自ら工夫することで、理論と実際との関係を体
験する。

4. 認知心理学研究法
認知心理学の研究方法を修得し、自ら研究する能
力を身につける。

【大学院】
認知システム論・同演習

生体の認知機能や運動機能、その障害に関して、
脳を中心とした神経的基盤を学ぶ。学生は、基本
的な英文テキストの内容をコンピュータ・プレゼ
ン形式で紹介するとともに、各自の研究領域に関
する脳機能の説明を行う。演習では、主として、
ニューラルネットのモデリング実習を行う。

【Under-Graduate Course】
Introduction to Cognitive Psychology:

I survey fundamental properties of the cognitive 
information processes in pattern cognition, 
internal representation, learning, memory, 
reasoning and problem solving.

【Graduate Course】
Cognitive System:

We survey and discuss the neural principles of 
the cognitive system. Registrated students are 
required to show the contents with computer 
presentation, and to explain their research themes 
related to brain functions.

　現在は、人間の認知機能の基礎メカニズムを研究しているが、リスク情報処理やエイジングあるいは教育工
学的応用等、社会的ニーズに適応した研究の比重を増やしていく所存である。

【現在進行中の共同研究】
知覚学習のベイズネットアプローチ

　青山学院大学薬師神玲子准教授との共同研究

　認知心理学研究室では、人間の認知に関する幅広い領域を扱っているので、学生の関心領域に沿った教育・
研究指導が可能である。

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 石塚　道子　（ISHIZUKA Michiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： M.A.(History)、文学修士、博士（地理学）
 職名： 教授
 専門分野： 文化地理学、カリブ海地域研究
 E-mail： ishizuka.michiko@ocha.ac、jp

文化地理学／カリブ海地域研究
Cultural Geography ／ Caribbean Studies

・共編著：石塚道子･田沼幸子･富山一郎『ポストとユートピアの人類学」、2008、人文書院
・論文：「小アンティル諸島ー様々な記憶の交差する場」、2007、坂井正人他編『ラテンアメリカ」（朝倉世界

地理講座　大地と人間の物語　14 巻）
朝倉書店、242 － 249 頁

・論文：「カリブ海地域ににおける小規模農業とジェンダー :「内部市場売買システム」再考ー」、2008、Ｆ－
ＧＥＮＳジャーナル　10 号、192 － 197 頁

・論文：「「世帯」のモビリティと集合性ーカリブ海地域の世帯集合「ヤード」、「ラクー」の事例からー」
2008、伊藤るり･足立真理子編『国際移動と＜連鎖するジェンダー＞　再生産領域のグローバル化』、作品社、
199 － 223 頁

・論文：「クレオール文化空間の脱植民地戦略ーマルティニクにおける相反的な空間認識をめぐってー」、
2008、文化人類学、72 巻 4 号、485 － 503 頁

　カリブ海地域は近代において奴隷制プランテー
ション植民地地域として形成され、実際に世界のあ
らゆるエスニック集団が混交、連鎖する地域であり、
文字通り多様な文化の坩堝であり、慣習や制度のみ
ならず陣し・エスニシティのレベルにおける混交は
比類のない新たな文化、カリブ海クレオール、クレ
オール化の動態過程としてとらえられる。私の研究
は文化･社会空間として文化生成過程明らかにしよう
とするものである。

　The Car ibbean i s  a  unique  and complex 
concaternation of virtually every ethnic group 
in the world. Each group brought paticular traits 
to the Caribbean. The reogion has truly been a 
crucible of various cultures.This blending, not only 
of institutions but also of ethnicity has produced the 
uniquely Caribbean creoles, creolization.In my study 
I would like to make clear the process of creation 
of culture and creolization from viewpoint of social 
and cultural space.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部教育ではグローバル文化学環、地理学コース
において、グローバルリぜーションのもとでの文化
変容の動態分析のための文化研究理論、カリブ海地
域を中心として広く欧米地域の移民社会･文化につい
ての具体的な事例を通して「クレオール化」、「クレ
オール社会･文化」を考察する授業を行った。また大
学院前期課程では開発にかかわる多様な言説分析研
究の購読を通して開発をめぐるポリティクス分析能
力を養成し、後期課程では博士学位論文作成のため
の理論構築指導をおこなった。

　I took charge two subjects for undergraduate 
students of the course of Global Studies and 
Geography ;study of Cultural Theories to make 
them understand tranformation of culture under 
globalization, study of Creole Societies to make them 
consider on diversity in multi-ethnic socities in the 
Caribbean,U.S.A. and Europe.
In master course of graduate school,I took charge 
semiar in developmet discouse to make students 
consider on politics of development policy and I 
taught how to write master thesis.
In doctral course,I taught how to construct own 
theory for dissertation.

　カリブ海地域はヨーロッパの植民地支配による近代最初の大規模人口移動で形成された地域であり、経済的
周辺性により今日でも人口移動が激しい。このような移動が状態である地域特性において、住民たちはどのよ
うな生存戦略をもって地域、世帯を維持してきたのかを階級・エスニシティ、ジェンダー視点から照射する。

　身近な日常現象のなかにグローバリゼーションのもとでの文化混交、変容が見出せます。一緒にその発見に
つとめ、考えていきたいと思っています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 市古　夏生　（ICHIKO Natsuo）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（文学）（早稲田大学 1998）
 職名： 教授
 専門分野： 日本近世文学　出版文化学　書誌学
 E-mail： ichiko.natsuo@ocha.ac.jp

近世文学／仮名草子／浮世草子／出版文化／原稿料

・林羅山と仮名草子（『文学』第 8 巻 3 号、94-98）
・日本文学関係和古書目録ーお茶の水女子大学附属図書館蔵ー（『国文』108、99-112）

　日本近世文学の中で 17 世紀を中心に研究を行っているが、ここ 2、3 年江戸時代初期の小説･随筆類の中で、
写本で流通している書物を精査し、版本との相違や独自性、特色などを考察しつつある。そうした中で、林羅
山の著述が仮名草子に影響を与えたことを論じたのが「林羅山と仮名草子」である。
　また近世文学は出版文化の開花した時代であり、文学環境の 1 つとして出版に関する究明が必要である。元
禄時代に刊行されている「書籍目録」の諸本調査と収載書籍の基準などについて研究を進めており、『増益書
籍目録大全』諸本調査に関して完成しつつある。
書誌学を駆使して蔵書目録を編むことも心がけており、大学院生と共同で本学図書館所蔵の「日本文学関係和
古書目録」を作成した。
　出版文化が開花してから起る現象として、作者・著者の権利、すなわち著作権の問題がある。著者への報酬（原
稿料・印税）がどのように推移し、どの程度の収入があるのか、文学者の経済的な基盤が確立する時期などに
関する究明を行うため、科研費でプロジェクトを組んでいる。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　日本近世文学に関して教育を行っている。文教育学部では、「日本古典文学史論」で近世小説の展開を作品
を紹介しつつ、講義をしている。「日本古典文学論演習」では、語句や背景となる風俗を調査させて、近世小
説の読み方を習得させる。19 年度は西鶴の浮世草子「懐硯」巻 1 と西鶴の門人北条団水の浮世草子『一夜船』
を対象とした。大学院では「日本近世文学特論」では、西鶴の『本朝二十不孝』巻 1 ～ 2 の挿絵と本文との関
係、挿絵に描かれているものなどを読み解いた。「日本言語文化特論」では古典の版本書誌学に関して、実習
を交えつつ講義を行った。

① 18 年度より 3 年間科学研究費補助金で「出版機構の進化と原稿料についての総合的研究」を 6 名の研究者
とともに推進しており、近世から現代に至る作家の経済的自立に関する推移をまとめる。

②近世前期の出版物の目録である「書籍目録」の諸本調査と、出版者別に出版書をリストにし、文学関係出版
者の特色、文学書の位置づけなどを考察する。

③それに合わせて近世前期の出版書年表を作成する。
④写本と版本の混在する仮名草子に関して、メディアの視点から分析を進める。
⑤仮名草子から浮世草子にかけて、女性に対する表現を分析する。

　現代から一番近い時代の古典文学、これが近世文学です。文体、語句なども近代以降に繋がるものなので、
読み慣れると理解しやすいと思います。
　井原西鶴、曲亭馬琴などの書いた小説、松尾芭蕉の俳諧･奥の細道などはよく知られていますが、それ以外
にも面白い怪異小説、遊里文学などがたくさん残されています。
　また文学作品を出版し始めたのが江戸時代です。出版に関わる規制、作者と出版者との関係など興味は尽き
ません。
　近世文学の世界をぜひとも知っていただきたいと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 伊藤　亜矢子　（ITO　Ayako）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 博士（教育学）
 職名： 准教授
 専門分野： 学校臨床心理学、コミュニティ心理学
 URL： http://www.develop.ocha.ac.jp/itoa.html
 E-mail： ito.ayako@ocha.ac.jp

コミュニティ・アプローチ／学級風土／スクールカウンセリング／実践研究／コンサルテーション
community action ／ classroom climate ／ school counseling ／ collaborative action research ／ consultation

・伊藤　亜矢子 （編著）2007　学校臨床心理学－学校という場を生かした支援－　北樹出版 ( 東京 ).
・伊藤　亜矢子　2007　スクールカウンセリングと学級風土－ニーズ・効果査定の観点から－コミュニティ

心理学研究 , 11(1), 5-13.
・伊藤　亜矢子・浅井　沙央里・石田　素子・葉　秀玲　2007　台湾における児童生徒への心理的支援：小

中学校スクールカウンセラーの先進的取組の紹介　お茶の水女子大学臨床相談センター紀要，9,　63-70.

不登校予防システムの構築に関する学校支援実践研
究
国際比較に基づくスクールカウンセラーによる教師
支援方法の開発
学級風土質問紙（Classroom　Climate　Inventory）
の開発とそれを応用した学校支援。
①教師個人レベルでは、CCI 結果を媒体とした教師コ
ンサルテーション、②学級レベルでは、CCI 活用シー
トを利用した学級と個人の双方に焦点をあてたコン
サルテーション、③学区・学校レベルでは、CCI を用
いた教師教育、等の実践研究を行っている。
校内連携を推進する情報共有・連携システムの構築
小中連携を推進する情報共有・連携システムの構築

　Development teacher & student support programs 
for mental health problem by international 
comparison.
　Development and application of Classroom 
Climate Inventory（CCI）for school support.
1) At individual (teacher) level; consultation with CCI 
for homeroom teacher.
2) At classroom level; consultation with sheet type 
CCI results to intervene in a student’ s and whole 
class problem.
3)At school and district level; teacher in-service 
training with CCI.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 25 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　伊藤研究室では、子ども・学校・地域・コミュニ
ティをキーワードに、各人のテーマに応じて、実践
研究を行っています。
　臨床心理学・コミュニティ心理学・教育心理学・
学校心理学の知見を元に、学校内外での、子ども支
援を促進する方法の開発やシステムづくりをめざし
た実践研究です。
　例えば、小学校・中学校・高等学校で、一教室あ
るいは、ＴＴ枠などを提供してもらい、相談室を創
設し相談システムづくりを実践的に検討するなどを、
大学院生と学部学生が協力して行っています。
　大学院生の多くは、心理臨床センターに所属し、
相談事例について、伊藤のスーパーバイズを受けま
す。伊藤が母親面接、大学院生が子ども面接を担当
する場合も多くなっています。そのほか、大学院生
は興味に応じて外部実習に行っています。

　In our laboratory,  students do the act ion 
researches cooperated with each other focusing on 
their own topics in schools & communities. Their 
key words are prevention, mental health, children, 
youth, school, community. 
　Research methods are based on community 
psychology, clinical psychology, school psychology 
& educational psychology.
　Many of graduate students also belong to the 
clinical psychology center in our university, do some 
clinical practices (counseling with children, parent, 
teacher) with supervisions by Dr.Ito.

　現在行っている実践研究を継続し、学校内外の子ども支援システムづくりについて、実践的な知見を提供す
る。特に、スクールカウンセラー実践の効果的な方法や、教師による子ども支援や学級づくりを臨床心理学の
知見から支援する研究成果の蓄積が大きな目標である。06 年度には学級風土質問紙（CCI）のマークシート化
ができ、現在は国立教育政策研究所および日立アイシーシーとの共同で、PC 入力による即時入力分析システ
ムの開発を行っている。コミュニティアプローチによる学校臨床のテキストも 07 年春に出版できた。これら
実用化を進めてきた CCI によるコンサルテーション・システムの完成と出版公開、それらを含む学校全体の支
援に向けたパッケージツールの作成（H20 ～ 22 年科学研究費基盤 (C）20530623）が今後の課題である。

　自分なりのテーマ関心を持ち、実践の場で創造的な実践研究ができる人材を求めています。
　それぞれが自分の意見・センスを生かしながら、お互いに協働することで、学校という場や地域で、その場
所の専門家である現職教員の先生方等と協働し、子ども支援を展開することは、やりがいのある実践研究活動
です。スクールカウンセラーに重要なのは work with　すなわち他業種も含めた協働。それに環境要因や発達
的要因も含めた適切な問題理解の力ではないでしょうか。
　助け合い切磋琢磨しながら、創造的な臨床心理士・実践的研究者として成長していける研究室をめざしてい
ます。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 伊藤　貴之　（ITO Takayuki）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（工学）
 職名： 准教授
 専門分野： コンピュータ・グラフィックス ビジュアリゼーション
 URL： http://www.is.ocha.ac.jp/~itot/   http://ito.is.ocha.ac.jp/
 E-mail： itot@is.ocha.ac.jp

コンピュータグラフィックス／コンピュータ画像処理／コンピュータ音楽処理／コンピュータ可視化
Computer Graphics ／ Computer Image Processing ／ Computer Music Processing ／ Computer Visualization

・Yamashita F., Hara H., Itoh T., Hashida M., Novel Hierarchical Classification and Visualization Method for 
Multiobjective Optimization of Drug Properties: Application to Structure-Activity Relationship Analysis of 
Cytochrome P450 Metabolism, Journal of Ch

・西山 , 伊藤 , 「平安京ビュー」を用いた階層型遺伝子ネットワークの可視化 , 芸術科学会論文誌 , Vol. 6, No. 3, 
pp. 106-116, 2007.

・五味 , 伊藤 , 代表色領域の位置関係に着目した大容量画像からの類似部分画像の高速抽出 , 芸術科学会論文誌 , 
Vol. 6, No. 3, pp. 117-125, 2007.

・大山 , 伊藤 , DIVA：画像の印象に合わせた音楽自動アレンジの一手法の提案 , 芸術科学会論文誌 , Vol. 6, No. 3, 
pp. 126-135, 2007.

・Ohyama K., Itoh T., DIVA: An Automatic Music Arrangement Technique Based on Impressions of Images, 
Lecture Notes in Computer Science, Vol. 4569 (Smart Graphics 2007), pp. 178-181, 2007.

　身の回りの情報をコンピュータ上で可視化する
「情報可視化」という研究に最も力を注いでいます。
2007 年度は文部科学省からの委託事業で、原子力シ
ステムの計測情報の可視化に取り組みました。また
製薬企業からの委託研究で、薬物実験データの可視
化にも取り組みました。また金融関係のITソフトウェ
ア企業からの委託研究で、クレジットカードの不正
利用履歴の可視化にも取り組みました。また計算機
セキュリティ関係の団体からの委託研究で、計算機
ネットワーク不正侵入情報の可視化にも取り組みま
した。その他、物理や医療などのシミュレーション
結果の可視化、生命情報の可視化などに取り組んで
います。
　また、音楽や映像に関する各種の研究を進めてい
ます。具体的には、実写画像と CG による人工画像
の合成、顔撮影画像からの表情などの認識、印象の
合う音楽と映像のマッチング、などを試みています。
科研費に関わる研究として、大量画像、新聞記事、
コンピュータアニメーションキャラクター、などの
一覧表示を試みました。

　I focus on information visualization, which 
represnets our daily information on computers. I 
had funded research on visualization of atomic plant 
measurement data, drug experiments data, credit 
card fraud data, and computer network intrusion 
detection data.
　I also studied on visualizat ion of various 
information, including physics/medical simulation 
results, and bioinformatics.
　I also focus on various studies on music and 
image.
　My study includes synthesis of real photograph 
and CG images, recognition of expression of facial 
images, retrieval of partial images, matching of 
similarly impressed music and image, and so on.
　My projects funded by JSPS focused on all-in-
one display of large number of images, newspaper 
articles, and computer animation characters.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 46 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　講義ではマルチメディア、画像処理、コンピュー
タグラフィックスなどの科目を担当しています。単
に講義をするだけでなく、コンピュータ上でのプロ
グラミングの自由課題を与えることを主な方針とし
ています。具体的には、ホームページ制作、デジカ
メ撮影画像の加工、3 次元コンピュータグラフィック
ス制作、などの自由作品を提出させることで、単に「与
えられた問題を解く」だけでなく、自由な発想で技
術を使いこなせる学生の育成を目指しています。
　授業評価アンケートでも概ね好評だったため、ウェ
ブ上で授業のノウハウ等を語る FD エッセイの執筆者
にも選ばれました。
　研究室では合計 15 人の学生を指導しました。特に
学会発表指導に力を注いでおり、2007 年度は学生に
よる学会発表を英語だけで 18 件、日本語を合わせる
と 40 件以上実現しました。

　I had classes of multimedia, computer vision, and 
computer graphics. I focused on not only lecture but 
also free creation on computers, including Web page 
creation, photograph retouch, and 3D computer 
graphics scene creation. These experiments should 
be very useful for students, so that they can freely 
master computer technology, not only solving given 
tasks.
　Questionnaire results of my classes were totally 
good, and therefore I was selected as a writer of “FD 
essay” , which introduces know-how of classes on 
the Web.
　My laboratory had 15 students.  We focused 
on presentations at academic conferences.  I led 
18 “English” presentations, over 40 “English and 
Japanese” presentations, by students in 2007.

　コンピュータに蓄積された各種の情報を画面に一覧非表示する「情報可視化」という研究分野にて、既に多
くの共同研究を実現しています。具体的には、原子力研究所、製薬会社、金融系 IT 企業、ネットワークセキュ
リティ関係団体、などが所有する大規模なデータを表示する目的での共同研究を実現しています。
　今後も引き続き、さまざまな業界に蓄積される大量の情報を理解するための手段として、「情報可視化」の
研究に取り組み、多くの共同研究を実現したいと願っています。

　皆さんの日常生活に欠かせない映像や音楽を、もっと使いやすく、もっと面白く、またもっと世の中の役に
立つように、といった観点から新しい技術を研究しています。受験生の皆様と一緒に勉強ができる日を楽しみ
にしています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 伊藤　美重子　（ITO Mieko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（人文科学）
 職名： 准教授
 専門分野： 中国古典文学・中国古典語学
 E-mail： ito.mieko@.ocha.ac.jp

敦煌／文学／漢字
Dunhuang ／ literature ／ Chinese character

・「敦煌の通俗詩「学郎詩」について」『お茶の水女子大学中国文学会報』26 号、2007 年 4 月
・「敦煌文書と日本のかかわりー敦煌写本「孔子項託相問書と『今昔物語集』」2008 年 2 月 20 日（台湾大学

に於ける報告）

　敦煌文献を資料として、唐末五代の生活文化の継続している。2007 年度は、敦煌文献における学校資料と
して重要な「学郎題記」の調査の一環として、「学郎題記」に付記された学生の書写による詩、所謂「学郎詩」
を収集調査して 9、10 世紀と当時の敦煌地区における学生生活をまとめ、「敦煌の通俗詩「学郎詩」について」
というタイトルで一文を発表した。
　また、大学院教育改革支援プログラムの一環として、台湾大学との共同ゼミに参加し、敦煌写本「孔子項託
相問書」と『今昔物語集』に収録される説話との関連について報告した。『今昔物語集』震旦部の説話には、
敦煌文献でしか知りえないような説話が残されており、今後の課題とするものである。　 2007年度は所属コー
スの教員が一名不足している中、更に一名が学部長に選出され、コース関連の雑務の処理のため、多大な時間
が費やされていまい、研究にあまり時間がとれない状況であった。これから研究の時間を確保するかが問題で
ある。

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部では、（1）コア科目の中国語初級を週 3 コマ、（2）古典文献の講読を週 1 コマ、（3）『説文解字注』の
講読を週 1 コマを担当した。
　大学院の授業では、敦煌文献の講義講読を週 1 コマ担当している。
　このほかに、卒業論文、修士論文、博士論文の指導をおこなった。

　中国は文字の国である。甲骨文から現在中国で用いられている簡体字にいたるまで、脈々と文字文化を伝え
てきた国である。漢字文化は中国のみにとどまらず、周辺各国にも影響を与え、日本もその例にもれない。漢
字や漢字によって書かれた文章を読むことは、同じ漢字文化圏に属するものとして、みずからを発見するよい
機会となる。中国文化を学ぶことで、いろいろな発見をしてほしい。

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 井原　成男　（IHARA　Nario）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士（心理学）／ Master of Arts
 職名： 教授
 専門分野： 発達臨床心理学
 URL： http://www.develop.ocha.ac.jp/ihara.html
 E-mail： nihara@nifty.com

臨床心理学／発達心理学／移行対象／アタッチメント／摂食障害
clinical psychology ／ developmental psychology ／ transitional object ／ attachment ／ eating disorder

・心理年齢　幼少年から青年･成人　衛藤隆･他編：からだの年齢事典．12-17，朝倉書店，2008.
・子どものこころと健康 , こころの誕生，親子とこころ , 社会性とこころ , 思春期とこころ , こころの時代．新
世紀の小児保健（改訂第 3版）．日本小児医事出版社 ,85-102，2008．

・2006 年　私の 5冊．　　臨床心理学 18（1），321-322，2007．
・排泄，その豊かな世界．　幼児の教育，106（12），14-18， 2007．
・育児相談場面のプロセス分析による治療・相談プログラムの開発―その２、　家庭・学校・地域における発
達危機の診断と臨床支援，お茶の水女子大学２１世紀ＣＯＥプログラム「誕生から死までの人間発達科学」
第Ⅱプロジェクト最終報告書 ,11-20,2007．

　発達臨床心理学コースの中で、特に病院臨床（小
児科心理臨床）的な研究をしている。医師でないも
のが患者に関わるメリットを生かすために、臨床心
理学を、発達心理学的に基礎付け、将来的には、ま
やかしものでない発達臨床心理学という独自の分野
を確立することを目指している。具体的には、摂食
障害の症例の、長いものでは１０年以上に及ぶ治療
的かかわりや、フォーローアップをもとにして、発
達心理学的にどのように理解し、治療していったら
よいかの、空理空論に走らぬ研究を心がけている。
また、その研究成果を臨床現場や本コースで学ぶ、
臨床心理士志望の院生にどのように還元するかの教
育実践的な研究を行っている。
　さらに子どもの母子関係という観点から、愛着に
関する現代的なトピックについて、アタッチメント
からの離脱という観点も含めた、移行対象の研究に
取り組んでいる。

・Developmental and clinical study of Eating 
Disorders

・Deve lopmenta l  s tudy  o f  a t tachment  and 
transitional object 

・Integrative study of psychotherapy

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 10 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　大学院においては、現在も継続している病院臨床
現場の仕事を、学的体系の中に位置付けることを目
指している。相手の心理の追求には自分自身の探求
が何よりも大切であることに力点を置いた教育を
行っている。そうした自分自身を振り返る観点が抜
けると、必ず、患者やクライエントを自己の利益の
ために利用する堕落した臨床や研究になるからであ
る。具体的に教えているのは、臨床心理実習（ケー
ス検討）、カウンセリング特論（実践）、心理療法特
論などである。

・Practical study on psychotherapy (seminar)
・Practical study on counseling from the viewpoint 
of Psychoanalysis(seminar)

・Practical study on sand play technique from the 
viewpoint of Jungian theory (advanced seminar)

1. これまでに積み上げてきた臨床心理学的な知見と経験を、発達心理学的な視点の中に位置づける。
2. また、認知行動療法的な視点、精神分析学的な視点、分析心理学的な視点を統合した、総合的な心理療法的
視点と技術を開発する。これは、セミナー等を通じて、実践的に研究を進めつつある。

3. アタッチメント研究の新視点と、新しいインタビュー法の開発。これは研究会等を立ち上げ、開発を進めて
いく予定である。また、病院臨床の会を作り、真に役立つ臨床研究の研究会を立ち上げる予定である。

学部生
　単に学問的な開発を目指すのみでなく、自らの周りに起こっていることを、単に心理学的な興味のみでなく、
社会的･政治的視点をも含めて、総合的に見ていける、しなやかで自由な観点を持っている人を求めます。つ
まり、視野の広い人ということです。

大学院生
　対象化した病理（つまり、他者の病理）を見るのみでなくのみでなく、オノレ自身を振り返る能力と、そう
した人格形成をいとわない人を求めます。共有という名の強要、支援という名のソフトな支配ではなく、真に
自分自身と対峙することのできる、しなやかで、genuine な感性を持つ学生を求めます。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 今井　正幸　（IMAI Masayuki）
 所属： 人間文化創成科学研究科先端融合系
 学位： 博士（工学）／ Dr. Eng.
 職名： 教授
 専門分野： ソフトマター物理
 URL： http://www.phys.ocha.ac.jp/imailab/index.html
 E-mail： imai@phys.ocha.ac.jp

ソフトマター物理／メソ構造／相転移前駆現象／ソフトマター複合系／生体膜
Soft Matter Physics ／ Mesoscopic Structure ／ Pre-Transition Phenomena ／
Complex Systems of Soft Matter ／ Biomembrane

・Shape Deformation of Vesicle Coupled with Phase Separation  
M. Yanagisawa, M. Imai, and T. Taniguchi
AIP Conf. Proc. 982, 667 (2008) .

・Dynamics of Nano-Meter-Sized Domains on a Vesicle  
Y. Sakuma, N. Urakami, Y. Ogata, M. Nagao, S. Komura, and M. Imai 
AIP Conf. Proc. 982, 717 (2008)

・Shape deformation of ternary vesicles coupled with phase separation
M. Yanagisawa, M. Imai, and T. Taniguchi
Phys. Rev. Lett, 100, 148102 (2008)

・Adhesion of Binary Giant Vesicles Containing Negative Spontaneous Curvature Lipids 
Induced by Phase Separation
Y. Sakuma, M. Imai, M. Yanagisawa, S. Komura 
European Physical Journal E, 25, 403, (2008).

・ソフトマターの秩序形成
今井正幸
シュプリンガー・ジャパン 東京　399 pages (2007).

　ソフトマターの構造形成について散乱法および顕
微鏡観察法により研究している。
　特に両親媒性分子の秩序構造転移、ソフトマター
複合系の秩序形成、モデル生体膜の分野に力を入れ
ている。

　We have been investigating structure formations 
of soft matter using scattering and real space 
observation techniques.   Especially we are now 
focusing on ordering of amphiphilic molecules, 
ordering of complex systems of soft matter and 
model bio-membranes,

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

相転移物理、物理学実験、ソフトマター物理学、ソ
フトマター研究

Physics of Phase Transition, Experiments in Physics, 
Soft matter Physics, and Research in Soft Matter 
Physics
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 岩壁　茂　（IWAKABE Shigeru）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： Ph.D
 職名： 准教授
 専門分野： 臨床心理学（特に心理療法研究）
 URL： http://www.develop.ocha.ac.jp/iwakabe.html
 E-mail： iwakabe.shigeru@ocha.ac.jp

プロセス研究／治療的失敗／臨床家の職業的成長と訓練／心理療法における感情／早期離職の要因
psychotherapy process research ／ therapeutic failures ／ Development and training of psychotherapists ／
Emotions in psychotherapy ／ Factors associated with early turnovers

・岩壁茂 (2007). 心理療法・失敗例の臨床的研究．金剛出版 .
・エレン・ワクテル. （2007）．こどもと家族を援助する　ー　統合的心理療法のアプローチ.　星和書店．（翻訳）．
・岩壁茂．カウンセラー・セラピストに求められる資質．金沢吉展（編著）．（2007）．心理療法・カウンセリ

ングの基礎．p.44-51. 有斐閣．
・岩壁茂．スーパービジョン．金沢吉展（編著）．（2007）．心理療法・カウンセリングの基礎．p.60-68. 有斐閣．
・岩壁茂．カウンセリング・心理療法の過程．金沢吉展（編著）．（2007）．心理療法・カウンセリングの基礎．

p.121-159. 有斐閣．

　2 つの領域における研究を進めた。一つは、臨床家
の成長と訓練に関する調査であり、インタビュー調
査を行い、臨床家としての成長とかかわる体験につ
いて質的方法を使って検討した。また、これまで 20
カ国においてデータが集められている「心理臨床家
の成長」の調査票を用いて日本の臨床家からデータ
を集めた。次に、心理療法における治療的失敗の研
究である。臨床家に対するインタビュー調査を中心
に行った。

　During the school year between 2007 and 2008, I 
have conducted research in the two areas. The first 
area of focus was on professional development and 
training of psychotherapists. Therapists’ subjective 
experience of professional and personal “growth” 
were examined through interviews with therapists 
of differing levels of clinical experience. The second 
research focus was on therapeutic failures and 
therapeutic impasses. I have conducted open-ended 
interviews with clinicians. 

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 8 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部の授業は、6 科目を担当した。「カウンセリン
グ論」では理論的な知識が実際の臨床場面において
どのように使われているのかということを受講生が
よりはっきりとつかめるように、カウンセリングの
ビデオ視聴を取り入れ、一つ一つの介入やクライエ
ントの変化についての解説を加えた。また、授業の
感想や質問をメールで受け付けて授業で扱い教員と
学生の理解のズレが起こらないように気をつけた。
　大学院では、「臨床心理学特論（実践）」「臨床心
理学基礎実習（前期）」「発達臨床心理学研究法」を
担当した。「臨床心理学基礎実習」では臨床家として
の職業的成長の視点をとりいれ、自己洞察、内省を
深めながら、技法の修得を促進することを強調した。
継続的なロールプレイとビデオを使ったグループス
ーパービジョンを取り入れることによって介入プロ
セスに関する細かな指導を行うように心がけた。「発
達臨床心理学研究法」では具体的な研究事例をとり
あげ、グループディスカッションを行うことによっ
て学生が積極的な取り組みができるよう心がけた。

　I taught 6 undergraduate courses and 3 graduate 
courses in this school year. In undergraduate 
course of “Theories and practice of counseling and 
psychotherapy,” I have used videotaped counselling 
sessions to illustrate how clinical concepts are used 
and applied in actual clinical situations. I have also 
accepted e-mail questions from students, which 
were addressed in the following class to review the 
materials and encourage open dialogue between 
students and the instructor.
　In graduate courses, I encouraged students to 
view their learning process as a part of professional 
and personal growth by engaging them in activities 
that facilitate self-reflection. In “Research methods in 
clinical psychology,” I have presented with specific 
research questions and asked students to design 
studies defining the sampling method, the sample 
size, instruments, and procedures. Group discussions 
comparing and contrasting pros and cons of 
different research designs were included to facilitate 
active participation and conceptual exercise of 
students who were clinically oriented with limited 
interest and knowledge of conducting psychological 
research.

　臨床家の成長と訓練および治療的失敗の二つの研究を進めるうちに、セラピストの恥と自己愛の傷つきをど
のように扱うかということにテーマが浮かび上がった。治療的失敗の主要な原因の一つでもある共感の失敗や
ズレ、負の相互作用などにおいて、セラピストが内的な恥の体験を回避することが関係していることが関係し
ていると示唆された。また、臨床家の成長の契機には、失敗や恥の体験をどのようにして扱い、自己理解を深
めるのかということに関わっていた。本年度は、恥を中心にさらにこの二つの領域の研究を進めていきたい。

　私の研究のテーマは、「人はどのように変わるのか」「どうやってそのプロセスを促進できるのか」というこ
とです。カウンセリングで人は自分の問題を解決したり、心理的に「成長」を感じたりします。そのような瞬
間がどのようにして起こるのか、様々な方法を使って研究していきます。また、そのようなプロセスを促進す
るための援助のあり方について学びます。
　カウンセリング心理学では、知識や技法を正確に学ぶだけでなく、それらを使って自分について振り返り、
自分の中に統合していくというプロセスが大切になります。そのために、授業はいろいろな考えや感じ方など
を試す実験の場にもなります。
　このようなテーマについて学生の皆さんと一緒に探求していきたいと願っております。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 上野　未央　（UENO Mio）
 所属： 教育事業部（コミュニケーション・システムの開発によるリスク社会への対応）
 学位： 博士（人文科学）お茶の水女子大学／ Ph. D (History) Ochanomizu University
 職名： アソシエイトフェロー
 専門分野： イギリス史
 E-mail： ueno.mio@ocha.ac.jp

西欧中世史／ロンドン史／音楽家／世俗文化
Medieval European History ／ History of London ／Musicians ／ Popular culture

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

・口頭報告（英語）‘Minstrels in 15th to 16th century London’ , 国際中世学会議（International Medieval 
Congress）、リーズ大学（University of Leeds, UK）、2008 年 7月。

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　2007 年度は、中世後期から近世初期ロンドンで
世俗向け音楽に携わった芸人・音楽家であるミンス
トレルと呼ばれる人々についてのケース・スタディ
を、遺言書を史料として行った。その成果の一部を、
2007 年 7月に開かれたリーズ国際中世学会議で英語
で口頭報告した。
　また、王権や都市権力が、音楽やエンターテイン
メントをどのように利用したのかということについ
ても考察しており、2008 年 2月にはイギリスで史料
収集および、イギリス人研究者との情報交換を行っ
た。

　My work during the academic year 2007 focused 
on the changes in the roles of music and musicians 
in 15th to 16th century England. To this end, I 
presented my paper on London minstrels in July 
2007 at the International Medieval Congress that 
was hosted at
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部学生を対象に「英語でよむ歴史」という授業
を担当した。歴史を専攻する学生だけでなく、他の
専攻の学生で、英語を勉強したいという学生も参加
した。比較的易しい英語で書かれた歴史の入門書の
一部を読み、歴史を研究するときの注意点や、最近
利用されるようになった新たな史料について学んだ。

　The ''History in English'' undergraduate class that 
I taught involved students from other courses, in 
addition to the History course, and explored arising 
themes and issues in greater detail.

　◆研究計画

　中世後期から近世への移行期における音楽家についての研究を引き続き行っていく。音楽家を切り口に、王
権と都市との関係性についても考察を進めていきたい。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 牛江　ゆき子　（USHIE Yukiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士（1982　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 英語学、特に意味論と語用論
 E-mail： ushie.yukiko@ocha.ac.jp

字幕翻訳／英語教育
subtitle translation ／ English education

・牛江ゆき子・西尾道子「映画の字幕表現の具体性に関する一考察」『翻訳研究への招待　2』日本通訳学会翻
訳研究分科会編　pp.75 － 91

・松藤薫子・絹谷弘子・牛江ゆき子「自律協働型語学学習環境の構築を目指して」外国語教育メディア学会　
第 47 回（2007 年度）全国研究大会

（1）映画の字幕翻訳の研究
　映画の字幕翻訳において起点言語のせりふの
表現と着点言語の字幕の表現とで具体性の度合
いにずれがある場合があることに注目し、1）具
体化と一般化の際のせりふと字幕の意味的な等
価性の有無、2）具体化と一般化が生じる理由と
その効果について考察を行った。具体化と一般
化のどちらの場合においても、せりふと字幕と
であらわされる意味内容や両者の機能はほぼ等
価であること、受け手の処理労力を軽減する効
果を持つことを明らかにした。

（2）英語の自律的学習支援の研究（学内共同研究）
　学生の英語の自律的学習の実態と支援につい
ての希望を調査するアンケートを実施した。教
材についての情報提供が望まれているという結
果に基づき、自律的学習用の教材をレベル・ス
キル・学習形態別に分類し、その情報と利用者
の感想をデータベース化し、学生が閲覧・検索
できるようにした。

（1）Ushie and Nishio (2008) studied a strategy 
employed during the translation of movie 
subtitles: change in the degree of specificity 
of expressions in the original lines and the 
translated subtitiles. We explored 1) whether 
the original meaning is retained when the 
degree of specificity increases or decreases 
in the subtitles; 2) the role the change in the 
degree of specificity plays in the understanding 
of viewers; and 3) what kind of original 
expressions are likely to be candidates for the 
change in the degree of specificity. We argued 
that both increasing and decreasing the degree 
of specificity serve to reduce the processing 
cost of the viewers while retaining “dynamic 
equivalence” as defined by Nida (1964) 
between the original lines and the subtitles.

（2）Ushie et al. aimed at establishing a learner 
environment promoting autonomous language 
study. We found a great variation in the needs 
of students concerning materials. We analyzed 
the materials according to difficulty, focus of 
learning skills and various types of media. Then 
a database was made for students to enable 
them to choose appropriate materials.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　本学の英語教育では、英語で知的にコミュニケー
ションが取れる国際人の育成をめざし、英語の文章
の構造や論理の展開の仕方を理解させ、論理的な思
考力を身につけさせることを重視している。したが
って、担当する基礎英語・中級英語の授業では、英
語の論理的な文章を読んだり、レクチャーを聞いた
りして、論点と、論点がどのようにサポートされて
いるかを把握する訓練を行った。また、授業時間は
限られているため、課題として、読書レポートや、
トランスクリプション（書き取り）、自分でリスニン
グ等の課題を選んで学習する自由選択課題等を課し、
英語力養成を図った。
　英語圏の専門科目「英文法」では、英語の文法の
基本的概念の体系的な理解と論理的な文章の正確な
読む力の養成をめざして授業を行った。「対照表現学
Ⅰ」では、英語で意見を述べる文章の書き方を教えた。

　Core English classes at Ochanomizu University 
aim to develop students’ skills in communicating 
in English by developing both English skills, and 
logical and critical thinking skills. Therefore, in 
Basic English and Intermediate English classes, 
focus was on improving skills in comprehending 
expository reading and listening materials. Students 
were taught the logical organization of English 
paragraphs and essays and how they differ from 
those in Japanese. They were trained to grasp the 
main points of expository essays and lectures and 
to understand how these main points are supported. 
Students were also given various assignments 
(transcription, reading report, etc.) to improve their 
English skills.
　In English Grammar, focus was on teaching basic 
concepts and principles in scientific analysis of 
the grammar of English and improving skills in 
reading expository writing accurately. In Contrastive 
Expository Writing I, argumentative essay writing 
was taught.

　映画の字幕翻訳の研究を継続し、日英の映画の字幕翻訳においてポライトネスが維持されるかどうかについ
て研究を行う予定である。

　今、英語について「文法は間違っていても、通じさえすればよい」という考え方が主流になりつつあり、文
法が軽視されがちです。しかし、文法がしっかりと身についていないと、あるレベル以上の英語を正確に理解
し、伝えたいことを正確に伝えられるようになりません。文法を習得するためには、文法の概念を理解するほか、
たくさんの英語を読んだり、聞いたり、音読をしたりといった地道な努力が必要です。
　さらに、日本語でも英語でも同じですが、コミュニケーションを行うには、論理的な思考力が不可欠です。
論理的な思考力も簡単に身につくものではありません。
　大学の 4 年間では、見かけだけの流暢さを追うのではなく、地道な努力をして、たとえつたなくとも、本当
に実のあるコミュニケーションが英語で行えるようにしましょう。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 内田　正子　（UCHIDA Masako）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 英文学修士 (1973 東京大学 )
 職名： 教授
 専門分野： 英文学、特に小説を中心とする散文研究と 18 － 19 世紀イギリス研究
 E-mail： uchida.masako@ocha.ac.jp

イギリス／文学／ 19 世紀／小説
English ／ literature ／ 19th centure ／ novel

　” Sallow Prisoner’ s Contempt” および Dickens の
Dunciad 理解についての論文を完成、審査待ち。
　19 世紀英文学、特にファンタジーや sensation 
novel における心理学、美学的要素の働きにつき、基
礎的読書を続ける。

　Finished and dispatched papers “Sallow Prisoner’
s Contempt” and “Dunciad and Bleak House.” 
Waiting to be accepted.
　Continued basic readings on psychological and 
aesthetic elements working in 19th-century English 
Literature.

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部授業では、コア基礎英語 3 クラスのほか、専
門科目では、2、3 年生を中心として研究方法と基礎
知識を涵養する演習、講義科目を担当した。英語圏
テキスト講読では Postmodern 解説を読んだが、2 年
生には理解が十分でない者もあった。英文学史Ⅱは
ロマン派以後を重点を絞って講義した。英米文学演
習（中級）は、Hardy の問題作 Jude the Obscure を
読んだが、受講者はかなりの理解を示した。英文学
特殊講義では、19 世紀英文学における「無意識」の
認識の展開を扱い、今後の研究の糸口を作った。
　博士前期は、Emily Bronte のの詩を読み、後期は
Ruskin の Modern Painters の一部を講読した。とも
に英文学研究の基礎となるテクストだが、いずれも
十分な英語読解力とコンテクストの理解が必要であ
ることを痛感した。

　Besides the three Core-English classes, took 
several crucial seminars and lectures in English 
Literature for second and third year English majors. 
With the 2nd year students read an introductory 
account of the Postmodern, which some found 
rather difficult. The English Literary History class 
and the 3rd-year seminar were hopefully more 
effective.  The lecture on
the 19th century understanding of the nconscious 
may provide a basis for further study.
　With the Master students read the Poetry of 
Emilly Bronte. With Doctoral students, part of 
Ruskin’ s Modern Painters. More basic training and 
contextual understanding necessary for the students 
to build upon this year’ s reading.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 海野　るみ　（UMINO Rumi）
 所属： 国際教育センター
 学位： 文学修士（教育学 ) ／ M.A.
 職名： 講師
 専門分野： 文化人類学、アフリカ研究、民族音楽学
 E-mail： umino.rumi@ocha.ac.jp

文化人類学／南部アフリカ／先住民／知の多様性
cultural anthropology ／ southern Africa ／ indigenous people ／ diversity of knowledge

・「〈歴史〉を営む―南アフリカのグリクワ独立教会における〈歴史〉の共有」、阿部年晴、小田亮、近藤英俊編『呪
術化するモダニティ―現代アフリカの宗教的実践から』（風響社、2007 年）

・「コイコイ―変化と多様性を生き抜く」、綾部恒雄監修、福井勝義、竹沢尚一郎、宮脇幸生編『講座世界の先
住民族　ファースト・ピープルズの現在 05 サハラ以南アフリカ』（明石書店、2007 年）

現代社会で流通する知（や技法）は多様な様態を
表に見せながら、どれもがそれぞれの合理性（また
は説明可能性）を内包している。南部アフリカの先
住民を事例とし、彼らの知の様態の個別性と、知の
内包する合理性／説明可能性を追究する。

　Knowledge circulated in the modern world has 
various facets, and each facet subsumes rationality 
to explain its own logic.  In the study of indigenous 
people in southern Africa, I attempt to reveal the 
particularity of and rationality of their knowledge.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

本学の国際交流教育活動のうち、主に海外の大学
との学生交流支援、ならびに大学間協定の策定、新
規プログラム開発を行っている。

　My missions are (i) operation and supports for 
student exchange in any extent, (ii) development, 
promotion and operation of partnership with 
overseas  ins t i tu t ions ,  and ( i i i )  programme 
development for internationalisation of Ochanomizu 
University.

　今後も、人類学的な方法論から知の多様性についての研究を進めていく。これまで取り上げてきた南部アフ
リカの先住民の事例のほかに、フィールドワークの範囲を広げ、「歴史」や「地域」などの諸概念についての
検討を行う。同時に複数の事例をもとに、多様な知のあいだに見られる共通性も追究していきたい。

　お茶大「育ち」の研究者として、お茶大の良さを言うとすれば「大きくないこと」だと思います。このキャ
ンパスを足場にして、国内の他大学や研究機関、さらには海外にまで、新たな刺激を求めにいくことが大いに
許される環境です。沢山の「他流試合」をしながら、その成果を持ち帰り静かに研究し仲間と議論する―そう
いう大学を一緒に作ってみませんか？

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 梅原　利宏　（UMEHARA　Toshihiro）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）（1992　東海大学）
 職名： 助教
 専門分野： 物性実験（特に生体および生体高分子のまわりの水に関して）
 URL： http://www.sci.ocha.ac.jp/
 E-mail： umehara@phys.ocha.ac.jp

誘電緩和／ＮＭＲ／結合水／水の構造／生体高分子
Dielectric relaxation ／ＮＭＲ／ Bound Water ／ Water Structure ／ Biopolymer

　核酸、タンパク質、多糖などの生体高分子は生命活動にとって重要な物質であり、生体内ではで水和した状
態で存在する。このため、生体高分子の機能や三次元構造の決定には、この水和に関わる水分子の役割が非常
に重要であると考えられ、現在、生体高分子と水和した水を中心に研究を進めている。
　一般に、トレハロースの生体組織への乾燥・凍結耐性の向上作用が、他の糖に比べて高いことは知られてい
るが、その作用機構は不明な点が多い。現在、トレハロースの耐性向上作用を水和の面から解明するため、誘
電緩和と NMR による糖水溶液の測定を行っている。
　その結果、トレハロース水溶液の誘電緩和強度が、他の糖に比べて大きいことが示され、トレハロースと水
が作る構造が、他の糖と異なることがわかってきた。また、NMR による温度依存性の測定でも、T2 緩和時間
に他の糖との違いが観測されている。現在、OH プロトンの交換速度の測定を行い、トレハロースの特殊性を
検討している。

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

＠物理学実験
　担当テーマ：プランク定数、誘電体

【プランク定数】
ミリカンが実験により検証した方法を用いて、プランク定数を測定する。また、グレーティングを用いた分
光について解説する。

【誘電体】
複素誘電率の測定法に関して解説する。また、チタン酸バリウムの誘電率の温度変化を、相転移温度を含む
温度で測定し、相転移の様子を観測する。

＠物理学基礎実験
　力学、ボルダの振り子、減衰振動、熱電対の 4 つのテーマを担当

　生体において水和水は非常に重要で、その役割としては、生体高分子の三次元構造を決定する要因の一つで
あり、それにともなう生体高分子の機能の発現、凍結・乾燥などの外的な刺激からの保護などがあげられる。
　DNA の構造転移の研究では、結合水をはぎ取るとその構造は変化し、水分子との相互作用によってその構
造が決定されることが示されている。このことは、生体における生体高分子の機能の発現メカニズムを知るた
めには、生体高分子レベルの立体構造、それらの複合体の分子認識など、水和水と生体高分子や組織との相互
作用を考えていくことが、生命現象を考える上で、非常に重要であることを示している。
また、トレハロースなどの凍結・乾燥耐性を向上させる物質と水和水の相互作用を調べることは、食品や組織
などを長期間、安定して保存することを考えたとき、非常に重要である。
　これらのことをふまえ、現在までのところ、共同研究として、

・イースト菌の水和に対するトレハロースの影響
・ＮＭＲによる糖水溶液の測定

を、行っている。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 榎本　陽子　（ENOMOTO　Yoko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 学術博士
 職名： 教授
 専門分野： 代数学（有限群のモジュラー表現）
 E-mail： enomoto.yoko@ocha.ac.jp

ブルエ予想／ドノバン予想／有限群のモジュラー表現

　p を素数とする。二つの有限群 G と Hが同じシロー p- 部分群 Pを持ち、Pの p- 部分群たちの共役の様子が
Gと Hでおなじならば Gと Hは p-local 構造を共有するという。そのときには Gと Hでは主 p- ブロックどう
しの加群のカテゴリーが似てくるのではないかと考えられる。つまり p-local 構造を共有する有限群の主 p- ブ
ロックたちを導来同値類別したものは有限個ではないかという予想がある。
　とくに Pが可換群のときはブルエ予想　( の主ブロック版）と呼ばれる。
　Pが非可換群のときは知られた例が少ない。
　小さい非可換 p- 群の例として位数が 27の extra-special group とよばれるような 3- 群をシロー 3- 部分群 P
とするような単純群は以前リストアップしてあった。しかもそのなかで、3-local 構造がおなじかどうかで分
類したものもリストアップしてあったので、そのような例として G2型シュバリエ群 G2(q)　( ｑがmod 9 で
4と 7に合同なものたちについて特に小さいｑについて）を考えた。つまり主 3- ブロックどうしについて（導
来同値より強い）森田 - 同値がいえないか模索した。

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　ブルエ予想に関して、q が mod 9 で 4 または 7に合同な時のシュバリエ群 G2(q) の主 3- ブロック達につい
ての森田同値の予想を当面追及したい。
これはブルエ予想ばかりでなく、森田同値類の有限性に関するドノバン予想も関わってくる問題である。
この他 G2型より大きい 3D4型のシュバリエ群の考察も行いたい。

　高校時代にいろいろな本をよく読んでください。
　著者が何を主張しているのか、考える経験を多くつんでください。それに対して自分はどう考えるか、考え
込むことも、やってみてください。
　数学の授業でも証明をいやがらないでください。
　ポイントをおさえて、いいたいことを人にわかりやすく伝える努力も数学の中だけでなく大事と思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 太田　裕治　（OHTA　Yuji）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（工学）（1992 年、東京大学工学系研究科）
 職名： 准教授
 専門分野： 人間工学、医用工学、福祉工学
 URL： http://www.eng.ocha.ac.jp/biomedeng/index.html
 E-mail： ohta.yuji@ocha.ac.jp

神経リハビリテーション／遠隔医療／生体電気インピーダンス／バイオメカニクス／組織工学
neuro-rehabilitation ／ tele-medicine ／ bioelectric impedance ／ biomechanics ／ tissue engineering

・Takano C, Ohta Y. Heart rate measurement based on a time-lapse image.Medical Engineering & Physics, 
2007, 29(8):853-7.

・Ohta Y, Yano H, Suzuki R, Yoshida M, Kawashima N, Nakazawa K. A 2-DOF motor-powered gait orthosis for 
spinal cord injury patients. Journal of Engineering in Medicine: Proceedings of the Institution of
Mechanical Engineers Part H.  221(6): 629-639, 2007

・Uchiyama T, Ishigame S, Ohta Y, Niitsuma J. Measurement of skin rubor by using
Bioelectric impedance method: detection of initial pressure ulcer.
EPSMC ABEC 2007 Conference Engineering and Physical Sciences in Medicine and The Australian 
Biomedical Engi

・Tanaka M Ohta Y, Matsumiya K, Masamune K, Dohi T, Iimura A, Matsuse M, Kobayashi Y. An evacuation 
drill system using virtual reality technology for children with mental retardation. EPSMC ABEC 2007 
Conference Engineering and Physical Sciences in Medicine

・Saito M, Ruijia Z, Ohta Y, Takano C, Sugimoto C, Ezoe R, Sasaki K, Hosaka H, Ifukube T, Ino S, Yamashita K. 
A wireless device for foot pressure measurement: prevention of fall for the elderly. EPSMC ABEC
2007 Conference Engineering and Physical Sciences

　高齢社会に入ったわが国においては、医療経済の
観点から , また、Quality of Life の向上をはかりつつ、
ユーザに優しい低侵襲機器システムやデバイスが求
められる。以下の医療福祉システム・デバイスを開
発するとともに、試作機を実際の医療・福祉現場に
持ち込み評価を行っている。

（1）高齢者支援の為の工学技術
高齢者が健康で自立した家庭生活を営むことが
できるよう、社会参加・自立生活のための支援
機器開発を行っている。動画像を利用した遠隔
健康管理システム、初期褥瘡の無侵襲検出デバ
イス、転倒予防のためのバイオメカニクス計測
などを行っている。

（2）バイオメカニクスとニューロリハビリテーション
脊髄損傷者が立位歩行を行うための歩行補助装
具の研究開発を行っている。麻痺神経の再活性
化が可能な歩行機器開発を主眼とする。さら
に家庭で簡便に利用が可能な車いす型リハビリ
テーションデバイスの開発を進めている。

（3）その他、バーチャルリアリティ技術を用いた養
護学校生徒のための避難訓練支援システム等の
研究開発を行っている。

　Current research themes are listed below.
(1)Development of an assisting device for the walk of spinal 

cord injury patients. With a motor-powered prototype 
gait device, the effects of assistance by external actuators 
on the orthotic gait of spinal cord injury patients have 
been investigated.

(2)Novel home-based care device for prevention of the 
secondary disease in paraplegic persons. An alternative 
rehabilitation device for individuals with motor disorders 
has been developed. Its aim is to prevent the secondary 
disease by stretching the ankle joints passively.

(3)Evacuation procedures and drills in case of disasters for 
disabled children at schools. The goal of this research 
is to develop the evacuation procedures and drills in 
case of disasters for disabled children at schools, and to 
verify their effectiveness through trainings. A handy drill 
system using VR technologies has been developed.

(4)Heart rate measurement based on a time-lapse image. 
Using the time-lapse image acquired from a CCD camera, 
we have developed a non-contact and non-invasive 
device which could measure both the respiratory and 
pulse rate simultaneously.

(5)An image analysis algorithm for kinematics and 
morphology measurement of cells for the evaluation 
of tissue construction. Aiming at evaluation of tissue 
construction or reconstruction process, we developed 
a new image processing algorithm which could analyze 
the properties of huge number of cells in a tissue.

(6)Pressure ulcer measurement. To detect rubor (initial 
pressure sore) at an earlier stage, which was curable in a 
short term, we examined the detection method by using 
bioelectrical impedance analysis (BIA).

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 12 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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数学物理学演習 1,2,3,4, 物理化学英語Ⅰ , 人体解剖学
人間工学 , 環境物理学（お茶の水女子大学）
電子工学（池見東京医療専門学校）
医用精密工学（中央大学理工学部精密機械工学科）
生体力学論（千葉大学工学部）
医用電子工学 1（東京理科大学）

Exercise in math and physics 1-4,  Physical 
chemistry, Human anatomy, Biomedical engineering, 
Environmental physics（Ochanomizu University）
Electrical Engineering（Ikemi Gakuen）
Medical Engineering（Chuo University）
An Introduction to Biomechanics（Chiba University）
Medical Electronics 1(Tokyo University of Science)

　少子高齢社会を支援する工学技術の研究開発が強く求められており、科学技術の社会還元の観点からも今後
も積極的に下記技術開発を進める。

（1）高齢者支援の為の工学技術として、初期褥瘡の無侵襲検出、ならびに歩行中の転倒予防デバイスの開発を
行う。

（2）下肢機能の向上を目指した車いす型在宅リハビリテーションデバイス
（3）画像計測技術を応用した低侵襲生体計測デバイスの開発ならびに、それを実験住宅にインストールするこ

とで遠隔健康管理システムの開発研究を行う。
（4）画像処理技術を利用した組織工学に関する研究（セルトラッキングアルゴリズムの開発）

　当研究室は 2000 年 4 月に生活工学講座（現：人間・環境科学科）に開設された研究室です。専門は人間工
学・福祉工学（Biomedical Engineering）という新しい分野の学問で、具体的には医療や福祉の現場で役立つ
機器やシステムの開発を行っています。
　日本は高齢社会のピークを迎えつつありますが、Quality of Life の向上をはかりつつ、人に優しい（低侵襲な）
機器システムが求められています。そのような機器を開発するには、医学・生物学と工学（物理化学）の基本
的知識が必須となるだけではなく、試作したシステムを現場・臨床に持ち込んで、医師、患者、ユーザ , パラ
メディカルスタッフらと評価する必要があります。
　高齢化社会、医療技術の高度化に伴って、さまざまな大学で医療や福祉分野の研究を手がける研究室が増え
つつあります。当研究室は医療・福祉分野への工学的な応用研究を専門に進める数少ない研究室です。若い皆
さんの頭脳と力をこの分野に是非生かしてください。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 大瀧　雅寛　（OTAKI　Masahiro）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 工学博士（1995　東京大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 環境工学（特に水環境工学および水処理工学）
 URL： http://www.eng.ocha.ac.jp/enveng/index.html
 E-mail： otaki.masahiro@ocha.ac.jp

オゾン消毒／二酸化塩素消毒／水需要予測／コンポスト型トイレ／エアロゾル中の病原微生物
Ozone disinfection ／ Chlorine dioxide disinfection ／ Prediction of water demand ／
Composting toilet ／ pathogenic microorganisms in aerosol

・Otaki Y., Sakura O. and Otaki M., “Water systems and urban sanitation: A historical comparison of Tokyo 
and Singapore” , J. of Water and Health , Vol.5, No.2, pp.259-265

・花崎直太、内海信幸、山田智子、沈彦俊、Magnus Bengtsson、大瀧雅寛、鼎信次郎、沖大幹「温暖化時の
水資源影響評価のための全球統合水資源モデルの開発」水工学論文集、第 51 巻、pp229-234

　2007 年度の研究内容は主に以下の 5 つに分けられ
る。
1. おが屑を用いたコンポスト型トイレにおける病原

ウイルスの指標微生物として糞便性連鎖球菌を提
案し、諸条件下での類似性を調べるとともに、病
原ウイルスの抑制手法として石灰投入法の効果を
定量的に検討した。

2. UV 消毒の生物線量計として、一般細菌、大腸菌群
などの一般指標の適用性を調べ、下水処理水を対
象として検討した結果、限定した範囲ではあるが、
その適用性が見いだせた。

3. オゾン消毒および二酸化塩素におる細菌への損傷
ダメージを検討した結果、オゾン曝気水では、pH
によらず、オゾンによる殺菌が主な機構であるこ
とや、二酸化塩素は膜損傷よりも細胞内部への損
傷を与えやすいことなどが明らかとなった。

4. エアロゾル中の微生物の移動特性を検討した結果、
微生物はサイズによらず一定比率で気相へ移動す
ることがわかった。

5. 生活用水および工業用水の水需要予測モデルの構
築を検討し、そのための基礎データとなる途上国
における統計データの集積をすすめた。

　The researches conducted in  2007 were 
categorized to 5 parts. 
　The f i rs t  one  was  the  opt imal  ind icator 
for pathogenic viruses in composting toilet. 
Consequently, fecal streptcoccus was found to be 
good indicator in various conditions and introducing 
lime was investigated for enhancement of viral 
disinfection. 
　The second was the availability of total coliform, 
bacteriophage etc. for UV dosimetry in wastewater 
treatment. Consequently, they could be applied in 
UV flow reactor in limited condition.
　The third was the development of investigating 
damage level of bacteria suffered from Ozone or 
Chlorine dioxide water. It was found that pH didn’
t influence the damage level on E. coli in ozonized 
water and chlorine dioxide gave a damage on 
intracellular site other than cell wall.
　The forth was the characteristics of movement 
of microorganisms in aerosol. It was found that 
organisms size didn’ t influence the ratio of their 
movement to air from water phase.
　The fifth was the establishment of predicting 
urban water demand in global scale. In order 
to accumulate the fundamental data, stats of 
developing countries were mainly collected.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部教育では、基礎教育 4 科目を担当した。物理
数学に関連科目を 3 つ、移動現象論を通して物理現
象の数学的解明方法に関する講義を行った。環境化
学では地球上の諸現象の基本メカニズムに関する講
義を行った。また専門教育 5 科目の講義・演習を担
当した。環境衛生学では、生活環境における有害性
に関して講義した。環境物理学では、諸現象を数学
的に記述する方法論に関する講義を行った。水環境
工学および人間・環境科学実験実習では、水環境の
評価方法および改善技術の講義を行った。環境有機
化学では、有機化合物の環境中挙動や、生活影響に
関する講義を行った。卒業論文指導は 3 名を担当し
た。
　大学院教育では、前期課程は専門科目 2 科目を担
当し、後期課程は1科目担当した。環境工学特論では、
水環境に関する世界的動向に関する講義を行った。
環境生活工学演習では、論文作成方法の指導を行っ
た。博士後期課程での指導は 2 名、博士前期課程で
の指導は、2年生2名および1年生1名の計5名であっ
た。博士号取得者 2 名、修士号取得者 2 名であった。

　In undergraduate education, I had 4 classes in 
fundamental science field and 4 classes in applied 
science filed. In 3 classes of “mathematical physics” 
and “transfer phenomenon” , the mathematical 
methods describing physical phenomenon was 
lectured. In “Environmental chemistry” , the basic 
mechanisms of global phenomenon were lectured. 
In “Environmental sanitation” , the qualitative 
and quantitative assessment of toxic substances 
and phenomenon was lectured. In “Environmental 
physics” , the mathematical methods simulating 
several phenomenon was lectured. In “Water　
Environmental engineering” and its “laboratory”
, the assessment and improving technology of 
water environment was lectured and practiced. In 
“Environmental organic chemistry” , the fate of 
organic chemistry in environment and its effect on 
human life were lectured. In “Graduation Thesis” , 4 
students conducted their researches.
　In graduate education, I had 1 class in Doctoral 
program and 2 classes in Master program. In 
“Special lecture of Environmental engineering” , 
English papers were read and the statistical method 
for environmental engineering was introduced. In 
“Practice of Human Environmental Engineering” , 
making paper was practiced. 2 students in doctoral 
program and 3 students in master program 
conducted their researches. 2 students got Doctor 
degree and 2 students got Master degree.

　コンポスト型トイレに関しては、ウイルス感染リスクを管理制御するための方法を検討し、より安全な運転
方法の技術開発を行う。オゾンおよび二酸化塩素による細菌の損傷レベルの検討では、分子生物学的手法を用
いながら、機構と損傷レベルの相関性について検討する。紫外線装置の評価方法としては、微生物と類似の反
応を示す化合物を線量計として利用する手法を検討する。都市用水の予測モデルは、過去データを収集し、特
に工業用水について過去に遡って予測モデルが適用できるかを調べることによってモデルの信頼性を検証して
いく。

　本研究室は環境問題の中で水をキーワードに扱っています。水は人が環境中で生活を営む上で欠かせない因
子です。水を通じて環境問題を考えれば、より具体的な問題認識、その解決法の提案といったことにたどり着
きやすいでしょう。本研究室は環境工学という名称ですが、この工学の意味とは、主に「様々な現象や事象を
定性・定量的に扱い、その解決方法を具体的に提案していく」ということです。
　定量的に扱うことが以下に大事かということを例えて言うならば、食塩の取りすぎは高血圧を招きますが、
かといって「食塩を有害物質（定性的評価）」と言うのは短絡的すぎます。ここには「食塩を一日◯◯ g 以上
摂取すると、高血圧が原因で死亡する確率は◯◯ % 上昇する（定量的評価）」といった考えが欠如しているか
らです。
　本研究室は、以上のような観点を持ち、環境に対して定量的に評価し、具体的な解決法の提案を行っていき
ます。現在は主に病原微生物の制御や、水使用量の将来的動向に関する研究などを行っています。このような
研究に興味がある方を歓迎します。

　◆メッセージ

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 大塚　常樹　（OTSUKA　Tsuneki）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士
 職名： 教授
 専門分野： 日本近現代詩歌、20 世紀前半の文学、文学理論
 E-mail： otsuka.tsuneki@ocha.ac.jp

近代詩／宮沢賢治／文学理論

・現代詩大事典（三省堂、08 年 2 月 20 日）
1 編集（企画・項目選択・執筆者選択と依頼・校正）
2 項目執筆　

詩学用語（アイロニ・メタファー・詩の音楽性・詩の視覚性・比喩と象徴など）、詩人と雑誌（嵯峨信之・
感情など）、コラム（富士山と現代詩・詩人の職業）

・論文（単著）
「展望　谷川俊太郎」（『展望　現代の詩歌』第 4 巻　明治書院　2007 年 8 月　1 頁ー 24 頁）

・指導書
「梶井基次郎「Ｋの昇天」」（『国語現代文　指導書』第一学習社　2008 年 3 月）

1 日本近代詩、現代詩
　特に萩原朔太郎、草野心平、金子光晴、谷川俊太郎など
2 宮沢賢治
　科学、仏教、植物、音楽、絵画などとの関連
3 文学理論
　修辞学と物語論、読者戦略論
4 昭和文学
　梶井基次郎、太宰治などの構造分析

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1 日本近代文学史
2 日本現代文学演習
3 広く日本近代文学
4 文学理論、特に物語論と修辞論、読者戦略論
5 日本近代詩歌史
6 卒業論文指導

　文学を理論で読むことを目指しています。主に次の 2 点からです。
1 対読者戦略論として
理論といっても題名、人名の効果や、語り手の設定、出来事の再現性など、情報伝達のもつ戦略性に主たる
焦点を当てています。今後はこの視点から文学テクストを読者と作者の戦略的なコミュニケーションの場と
して、その方法論を研究して行くつもりです。

2 対言語戦略論として
言語機能の前衛を目指す現代詩の方法について、文字、視覚、音楽、イメージ、コノテーションなどに視座
をおいて、言語戦略論として追究していきたいと思っています。

　私は、ここ数年は現代詩大事典の編集に関わってきました。高校の国語教科書の編集にも長く携わってきま
した。また、角川文庫の宮沢賢治の童話集の注釈などでも皆さんと関わりをもってきました。
　大学の授業では、文学を理論で読む方法から、これまで皆さんが読んできた文学作品を分析します。私の一
番の自慢の授業は「文学理論」です。ここでは題名や登場人物の名前のもつ効果から入りますし、比喩や象徴
のもつ想像力拡大機能や、語り手や設定、過去の再現の仕方など、情報コントロールという観点から、文学作
品を分析します。文学作品も、コマーシャルや政治的パフォーマンス、マーケティングと大きな違いはない、
ということに皆さんは気がつくでしょう。
　詩の授業では、言語の持つ究極の前衛機能について学びます。詩は実は視覚芸術だったり音楽だったりする
のです。また宮沢賢治の授業では、仏教やキリスト教、天文学、地質学、植物学、民俗学などを縦横に織り交
ぜて、ありとあらゆる世界認識にふれることを目指しています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 大塚　讓　（OTSUKA　Yuzuru）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 農学博士（1977　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 栄養生化学
 URL： http://pea.ieshl.ocha.ac.jp/otsuka/default.htm
 E-mail： otsuka.yuzuru@ocha.ac.jp

食品機能／遺伝子発現／食品機能／酸化ストレス
Food function ／ Gene expression ／ microarray ／ Oxydative stress

・"Expression, purification and characterization of yeast protein disulfide isomerase produced by
 a recombinant baculovirus-mediated silkworm, Bombyx mori, pupae expression system."
Biotechnol Lett. 2008 Apr;30(4):625-30. Epub 2007 Nov 6.

・DNA マイクロアレイ解析による食品添加物の評価 FFI ジャーナル 印刷中

1.DNA マイクロアレイを用いて食品成分の細胞の遺
伝子発現にに及ぼす影響を調べた。

2. 活性酸素の遺伝子発現にに及ぼす影響を調べた。
3. 遺伝子組替えにより酵素を作った。

1.The effect of the food constituents on the gene 
expression of the cells was analyzed by DNA 
microarray.

2.The effect of ROS on the gene expression of the 
cells was analyzed.

3.The genetically modified enzyme was produced by 
insect cell.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部では細胞生化学の授業を行った。
　大学院でニュウートリゲノミクスなどの授業を行
うとともに以下の研究指導を行った。
1.DNA マイクロアレイを用いて食品成分の細胞の遺
伝子発現にに及ぼす影響を調べる。

2. 活性酸素の遺伝子発現にに及ぼす影響を調べる。
またバイオインフォーマティクスの実習を行った。

　For undergraduate students, I taught “Cell 
biochemistry” .For graduate students, I taught 
“Molecular biology and food” , and as a scientific 
advisor, I advised to the students. The graduate 
student’ s themes in my laboratory are “Study on the 
food constituents on the cell using DNA microarray” 
and “Studies on the reactive oxygen species on the 
cell function” .

　食品の機能を様々な方法で明らかにし、新しい高機能食品を作る。

　食品の機能分析を通じて安全安心で長生きのできる食品を研究したい人を歓迎します。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 大戸　美也子　（OHTO Miyako）
 所属： 教育事業部（アップリカ寄附講座）
 学位： 1965　家政学修士、1975　Ｍ . ｅｄ .
 職名： 教授
 専門分野： 幼児教育実践研究、比較幼児教育史、比較保育学
 E-mail： oto.miyako@ocha.ac.jp

比較保育／親参加活動／保育ドキュメント
Comparative Study of Early Childhood Care ＆ Ed. ／ Parent Involvement Activities ／
Documents in the Activities of Child Care & Ed.

・子どもの健全育成における児童福祉施設の役割に関する調査研究 - 総合施設における取り組みの動向と今後
の課題（財団法人こども未来財団　平成 18 年度児童関連サービス調査研究等事業報告書　平成 19 年 4 月
発行、分担研究員として東日本地区を担当）

・2 歳児の発達と学び‐排泄行為の自立形成期における支援の指標を探る（日本保育学会第 60 回大会発表論
文集 ,pp.684 － 689）

・2 歳児の発達と学び（「幼児の教育」第 106 巻第 9 号）
・親参加型子育て支援活動の実態調査と担当者の専門性に関する研究（財団法人こども未来財団　平成 19 年

度児童関連サービス調査研究等事業報告書　平成 20 年 2 月発行、主任研究員として研究を統括するととも
に 2 つのドキュメントを作成）

　2007 年度、3 つの課題について研究をすすめた。
（1）乳幼児の保育･教育に関する 3 種類〈幼稚園･保育所･センター）の施設において、親の養育力を高める活

動実践を国内から 13 事例を取り上げ、活動事例集を作成。併せて、親の養育力をエンパワーする活動を
展開する担当者の専門性についても分析する。

（2）0 － 5 歳児の発達を見通したカリキュラム研究の一環として、保育所 1 歳児クラスの幼児を対象にオムツ
からパンツの移行過程について実態を調査し、排泄行為の自立形成の支援に関する指標を明らかにする。

（3）ドイツにおける 0 － 5 歳児の発達を見通したカリキュラムの基本概念である Bildung に基づく保育の実
態を明らかにするために、10 月と 3 月の 2 度 Muchich 市及び Frankfurt 市の保育現場 10 ヶ所を訪れ調
査を実施。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　2007 年度、3 科目について以下の教育活動を行った。
「保育臨床演習Ⅰ」では、東京都8区及び周辺2市における『子育て支援活動』の実態調査を行い、サービスの種類、
特に力を入れている行政サービスを検討しサービスの量と質について比較検討した。
　「保育実践研究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ」では、写真、映画等の映像による幼児及び保育のさまざまなタイプのドキュメ
ントを観賞し、その後に履修生の勤務先の園の構造、登園時の様子、園庭での遊び等について写真を活用して
ドキュメント作りを実施した。また、後期は各自テーマ（「活動への取り組みに時差の生じる子ども」、「保護
者のサークル活動」）を設定して、ドキュメントを作成した。
　「比較保育学」では、イタリアのリッジョ･エミリア市とピストイア市、ドイツのミュンヘン市とハール市、
フィンランドのヘルシンキ市とタンペレ市の幼児保育の実践に焦点をあて、最新の映像及び最新の情報を持つ
専門家をゲストとして招き特別講義も交えて、変わりつつある乳幼児保育の実際の理解を深めた。

　2008 年度は、以下の課題について更に研究をすすめる方針である。
（1）「親の養育力」を向上させる保育者の専門性について、2007 年度の実態調査の資料源を掘り下げ、多様

な親との保育者の対応の在り方を探る。
（2）ドイツにおける幼年期の教育概念 Bildung 及び Buildungsnetzwerk について理解を深め、わが国の 0 －

5 歳の発達を見通したカリキュラム作りに生かす。

　「チャイルドケア　アンド　エデュケイション講座～子どもの幸せ学探求」は、現職保育者をはじめ乳幼児
保育に関心を持つ社会人や学生を対象としています。今年度は、10 年ぶりに幼稚園教育要領や保育所保育指
針が改定され、その周知の年です。幼稚園と保育所、あるいは幼児教育と学校教育の間にあった壁を見直し限
りなく低くしようとする方向、また保護者との新たな関係性を作ろうという保育現場の動向等々、新しい時代
の保育の専門性の開発が問われています。新しい知見に学び保育の可能性を拓こうという意欲を持った方々を
応援します。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 大場　清　（OHBA Kiyoshi）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士／ Ph.D.
 職名： 准教授
 専門分野： 位相幾何学
 E-mail： ohba@math.ocha.ac.jp

位相幾何学／リーマン面／モジュライ空間／アーベル微分／高次元結び目
topology ／ Riemann surface ／ moduli space ／ abelian differential ／ high dimension knot

　リーマン面のモジュライ空間について研究を進め
ている。リーマン面のモジュライ空間は、代数幾何学、
関数論、微分位相幾何学、理論物理学など、いろい
ろな分野と深く関わりを持つ対象であるが、我々は、
特に微分位相幾何的な視点から研究している。2007 
年度は、Miller-Morita-Mumford 類と呼ばれるリーマ
ン面のモジュライ空間のホモロジー類を中心に研究
を進めた。

　We study the moduli space of Riemann surfaces. 
The moduli space is deeply related to various areas 
such as algebraic geometry, complex analysis, 
differential topology, theoretical physics, and so on. 
We investigate the moduli space from the viewpoint 
of differential topology. In 2007 we mainly worked 
on the Miller-Morita-Mumford classes, which are 
homology classes of the moduli space of Riemann 
surfaces.

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　2007 年度には、学部4年生5人と修士1年生3人、
修士 2 年生 1 人の計 9 人の研究指導を行った。また、
学部向け授業として、3 年生向けの代数学の講義とそ
の演習 , 2 年生向けの位相空間論とその演習、1 年生
向けの数学輪講 I の授業を担当し、院生向けに位相的 
K 理論の講義をした。また、東京理科大学で非常勤
講師として 4 年生と院生向けの講義を行った。

　Nine students belonged to my laboratory in 
this academic year: four master students and five 
undergraduate students. Besides supervising the 
nine students on their graduate reports or master 
thesis, I gave five two-credit undergraduate courses 
and one two-credit graduate course. I also gave 
graduate/undergraduate courses at Tokyo University 
of Science.

1. リーマン面のモジュライ空間に関するファーバー予想へのアプローチ
2. コバノフのホモロジー理論を使った 4 次元多様体のエキゾチック構造の探求。
3. 高次元の結び目に於ける PL- カテゴリーと Diff- カテゴリーの差異を具体的かつ初等的に理解する。　等

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 大森　正博　（OMORI　Masahiro）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 経済学修士（東京大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 公共経済学、医療経済学、産業組織
 URL： http://www.soc.ocha.ac.jp/omori/ohmori.htm
 E-mail： omori.masahiro@ocha.ac.jp

医療／経済学／医療制度／国際比較
Health Care ／ Economics ／ Health Care System ／ Comparative Analysis

・大森正博　『医療経済論』　岩波書店　2008 年 3 月
・大森正博　大森正博　「Ⅲ　諸外国の社会保障の現状と課題　8　オランダ」　健康保険組合連合会編　『社会

保障年鑑 2007 年版』　2007 年　　pp.346-354
・大森正博　「我が国の社会保障制度の特徴と課題」　『月刊福祉』　2007 年 5 月　pp.26-31
・大森正博　「オランダの医療費と医療財源」　『けんぽれん海外情報』No.76　2007 年 11 月　pp.11-15
・大森正博　「予防の経済学の系譜とレセプト情報を用いた医療経済評価研究」　小林廉毅編著　『医療保険者

の保健事業推進に向けたレセプト分析の方策に関する研究』（厚生労働科学研究費補助金　政策科学総合研
究事業（政策科学推進研究事業）平成 19 年度総括・分担研究報告書　pp.18-29　2008 年 3 月

　日本をはじめとして世界中の国々が医療にかかわ
る問題に直面している。これらの問題の大部分は、
医療制度の設計の仕方に起因するものが大部分であ
り、それがゆえに各国で医療制度改革が行われてい
る。私は、医療制度を経済学の視点から分析し、医
療にかかわる問題の発生メカニズムを探ることを研
究課題としている。

　Most of the countries all over the world are 
confronted with Health Care Problem. Most of the 
problem are themselves from mechanism of health 
care system. That is the reason why most of the 
countries try to reform their health care system.
The focus of my research is to analyze health care 
system using economics and find the  mechanism 
which generates health care problem.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部教育
　学生が経済学の基礎から応用まで身につけること
ができることを目標に経済学教育を行っている。学
生が社会に出て、経済学ないし経済学的思考が必要
になったときにすぐに実践的な勉強ができる程度に
基礎を固めることを目標にしている。経済学部卒業
生に負けない程度の基礎力応用力を付けることを目
指している。

大学院教育
　学生が、経済学を基礎的な分析手法をしっかりと
身につけ、さらに周辺領域の社会学、法学、政治学
の手法にも関心を持ちながら、社会問題を分析する
力を身につけることを目標にしている。

Education for Undergraduate students
　I teach undergraduate students basic and 
intermediate micro and macro economics and some 
applied economics including industrial organzation 
and public economics. The aim of my education 
activity is to make students to improve their basic 
knowledge of economics and to solve economic and 
social issues by using economics.

Education for graduate students
　I teach economics especially Health Economics 
and Public Economics to graduate students to 
improve their research by introducing analytical 
tool of economics. I also try to stimulate students to 
pursue their issues not only by using economics but 
also by taking into account sociology,legal studies 
and political science.

　医療制度における望ましい規制の在り方を考える。現在は、特に供給サイドに関心を持っている。医療は、
人が行うサービスの側面が強いが、医師等の供給者の行動、さらに医療機関という組織における供給者のコー
ディネーションに関心がある。また、医療と介護はサービスとして連続的な関係にあるが、そのコーディネー
ションにも関心がある。将来的には、望ましい医療制度の設計についての学術的な知見をまとめる。

お茶の水女子大学受験生の方へ
　私は、お茶の水女子大学で経済学を担当しています。同僚と協力し、経済学の基礎から上級レベルの経済学
までマスターできるように講義を組んでいます。
皆さんと一緒に学べる日が来ることを楽しみにしています。

お茶の水女子大学大学院受験生の方へ
　私は、お茶の水女子大学大学院で生活政策学コースで教えています。生活にかかわる身近な問題を経済学、
社会学、法学・政治学を駆使して解明する力を養うことが当コースの目的ですが、私は大学院の講義の中では
医療経済学を中心として講義・演習を行っています。医療・介護がテーマですが、広く経済学で分析する力を
養うことを目標に日々の教育をしています。近いうちに、皆さんと一緒に学べることを楽しみにしています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 大森　美香　（OMORI Mika）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： Ph.D. Indiana University　2001 年 8 月
  修士（心理学）　筑波大学　1993 年 3 月
 職名： 准教授
 専門分野： 臨床心理学、健康心理学
 E-mail： omori.mika@ocha.ac.jp

健康行動／ストレス／感情能力
health behaviors ／ stress ／ emotional intelligence

・Omori, M. (2007). Japanese college students'' attitudes toward professional psychological services: The 
role of cultural self-construal and self-concealment. Psychological Reports, 100, 387-399.

・大森美香　2007「ヘルスリスク予防のためのコミュニケーション」（内田伸子・坂元章　編著）『リスク社
会を生き抜くコミュニケーション力』（9 章）
金子書房

・大森美香　2007　「第 9 章　健康増進・予防」（金沢吉展　編）『心理療法・カウンセリングの基礎：カウン
セラー・セラピストを目指す人のために』p.215-237.　有斐閣

・Omori, M., & Saito, M.
The effect of emotional intelligence on the occupational stress and health behaviors among Japanese 
workers.
Paper presented at the 28th Stress & Anxiety Research Conference
B&aacute;varo, The Dominican Republic. July 19-22, 2007

・佐々木研一・櫻井満優美・横井真人・野口昭彦・渡辺徹・大森美香・豊田秀樹
4 領域を有するオリジナルな EQ 尺度作成の試み
日本テスト学会　2007 年 8 月 25 日　東京

（1）科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）の研究プロジェ
クトとして、ヘルスリスク行動と感情調節能力
およびストレスの関連を明らかにする調査研究
を行った。

（2）本学、特別教育経費「リスク社会のためのコミュ
ニケーションの開発」における院生参加型プロ
ジェクトとして、「ヘルスコミュニケーション」
に関するプロジ一般成人の食信念に関する調査
研究を行った。

（3）本学グローバル COE プログラム・国際格差領域
のプロジェクトとして、健康リタラシーに関す
る研究を開始した。

(1) With a grant-in-aid from JSPS, I initiated a 
research project entitled as “The Development 
of Health-Promoting Program - Application of 
Emotional Intelligence.”  Research activities 
during the year 2006 include literature review, 
establishment of collaborative relationship with 
EI Resaerch, and the development of a measure 
for Emotional Intelligence.

(2) Participating in a project entitled as “The 
Communication Development for Risky Society,” 
I conducted a project with graduate student.  
We developed a scale to measure beliefs about 
eating among general population.

(3) As a program member of the Global COE 
program at Ochanomizu University, I initiated 
a project concerning health literacy in order to 
explore international disparities in health from 
a psychological perspective.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 6 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　臨床心理学および健康心理学に関する授業・研究
指導を行った。大学院においては「健康心理学特論」

「健康心理学特論演習」「メンタルヘルス論」を担当し、
成人期の心理的問題の実践や科学的研究の動向につ
いて授業をすすめてきた。学部レベルでは「臨床心
理学演習（基礎）」「臨床心理学演習（応用）」を主と
して担当した。
　研究指導は、卒業論文 4 件、修士論文 2 件、博士
論文審査（副査）を 2 件つとめた。

　I taught classes related to clinical psychology.  
Graduate courses that I taught were Health 
Psychology, Seminar in Health Psychology, and 
Seminars in Mental Health.  I put more emphasis on 
research than on particular intervention techniques 
in these classes.  Undergraduate courses involved 
two seminar in Clinical psychology.
　The theses that I chaired during 2007 involved 
four senior theses and two master’ s theses.  I also 
sat on two dissertation committees.

　感情能力と行動制御の観点からヘルスリスク行動を明らかにし、予防に有効な介入方法の検討を行っていき
たい。
　2008 年度に向けて、感情能力テストの有用性および感情能力のアウトカムに関する研究を計画している。
それにあたり、人材開発を主たる業務とする企業と共同研究を行う予定である。

　臨床心理学は、心理的な問題の成り立ちや治療の方法に関わる領域ですが、広範な心理学の基礎知識のうえ
に成り立っています。臨床の場所では、個人の問題を理解し、どの方法がよいのか仮説をたて、治療法が効果
的なものかどうか検証できることが求められます。こうしたことは、科学的な心理学研究法を学ばずには獲得
できることではありません。
　基礎的な心理学の知識と科学的な心理学の研究法をしっかり勉強していただきたいと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 岡﨑　眸　（OKAZAKI Hitomi）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： Ph.D（1986 年 ミシガン大学）
 職名： 教授
 専門分野： 日本語教育学
 E-mail： okazaki.hitomi@ocha.ac.jp

共生日本語教育／年少者日本語教育／日本語教員養成
Education for asymbiotic Jpanese ／ Japanese Language education for chidlren ／ JSL Teacher development

・「第二部　共生日本語教育学の構築に向けて」『共生日本語教育学』岡崎眸監修　2007 年 10 月　
pp.273-308　雄松堂

・岡崎眸編著『母語を活用した教科学習の過程と結果の分析－日本語を母語としない児童生徒の場合－』萌芽
科研研究報告書（平成 17 年度－平成 19 年度　課題番号 17652049）2008 年 3 月　pp.1-209

・「学習者の主体性と教師の主導性－ 21 世紀の日本語教育の課題－」『北京日本学センター 2007 年国際シン
ポジウム「二十一世紀における北東アジアの日本研究」予稿集』 2007 年 9 月　pp.98-103.

・『共生日本語教育の教員養成に関する研究』お茶の水女子大学多言語多文化共生研究室　2008 年 3 月　
pp.1-97

　主に二つの研究課題で研究を行った。
（１）多言語・多文化共生社会を切り開く日本語教育

と教員養成のあり方を探ることを研究課題とし
て、01年から継続してきた基盤 B（２）( 研究
代表者 ) の最終年度に当たる 05 年度には、そ
れまでの研究成果を総括する研究に展開し、成
果報告書を作成した。具体的には、第一に、日
本語母語話者と非母語話者が参加し、互いが共
生するための言語的手段の獲得を目標とする共
生日本語教育の特徴を提示したこと、第二に、
共生日本語教育実習を受講した実習生の学びを
質的･量的に明らかにしたこと、第三に、内省
モデルに基づく実習プログラムの特徴を提示し
たことが挙げられる。

（２）言語少数派年少者の教科学習支援のあり方を探
る萌芽研究 ( 研究代表者 ) の開始年度にあたり、
横浜市鶴見中学の協力を得て、母語を活用し、
母語の育成と統合した教科学習支援を二人の生
徒を対象として行い、その特徴を観察した。結
果、教育課程の中で母語を活用した授業の可能
性が示唆され、次年度の取り組みに向けた基盤
がつくられた。

　The major research agendas were the following:
　(1) establishing methodologies for Japanese 
language education and teacher-development 
which aimed at facilitating to develop multilingual/
multicultural society; (2) developing a system which 
was designed to support school subjects learning of 
linguistic minority children. 
　The agenda(1) was conducted as the final step of a 
five year  research project B(2) funded by JSPS, and 
the final research report was published..
　The agenda(2) was processed as the first step of 
a three year pioneer research project, also funded 
by JSPS. The project was done going the full scale 
cooperation of Tsurumi junior high school in 
Yokohama city.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

（１）日本語教育コースで開講している「日本語教育
実習」を科研費研究の一環とすることで、受講
生だけでなく、後期課程国際日本学に所属する
院生も含めて研究チームを作り、研究を進める
態勢を作った。実習生間の話し合い、実習生の
内省レポート、教壇実習における実習生の教授
行動、参加者の談話などを収集し分析し、研究
会で口頭発表を行い、論文にまとめる作業を行
った。この態勢により、①自分たちの実践を対
象とすることで、実践と研究の相互交流を体験
できること、②グループによる研究とすること
で、研究手法が先輩から後輩に伝授され、共有
されること、③修士 1年次にも小さい論文を１
本仕上げられること、などの点で、日本語教育
研究者を養成することを目標とする本コースに
とって教育的意義があると考える。この研究へ
の参加を通して、修士論文、博士論文へと研究
課題を育てていく院生もいる。

（２）鶴見中学における教科学習支援に院生を参加さ
せることで、学校現場を知り、現場に直接影響
力を与えることのできる研究のあり方について
考える場を与えた。

　The educational persuie should be characterized as 
the following: 
(1) education pro gram for Japanese language 
teacher practicum was put through by being 
carefully designed to be integrated to a research 
project funded by JSPS .; 

(2) establishing a system in which graduate students 
participate in the school subjects learning  
support system for linguistic minority children 
in Tsurumi junior high school designed for the 
graduate students participants to shape the field 
where the had the opportunity to identify what 
would be the appropriate research manner that 
could be responsive to and therefore influential 
to educational practice.

　Each of  the attendants above had chances of the 
following experiences: 1. interactions between their 
teaching practice and research conducts; 2. research 
methodologies and fine techniques,.

　昨年度から始まった基盤研究 B（一般）『多文化共生社会におけるビジネス共生日本語の構築と教員養成に
関する研究』（H19-H22）で、昨年度収集したバンコクと上海における質問紙調査とインタビュー調査による
資料の分析を進める。特に、グローバル企業としての日系企業が現地でどのような企業活動をしているのか、
また、現地に派遣されている日本人駐在員及び現地労働者はどのように働き、それをどのように捉えているの
かを、働く人々の目線にたって明らかにすることを目指す。この研究には修了生（留学生も含めて）が多くが
関わっていることから、内外の修了生のネットワークを強化する点にも意味を持たせたい。

　グローバル化に伴う社会の多言語化･多文化化の動きの中で、特にその社会で言語少数派に属する人々の言
語権（母語を使う、母語を保持・育成する権利とその社会の共通言語を学び使う権利）は軽視され蹂躙される
という問題が深刻化しています。そこで、国内の言語少数派の人々（例えば就労目的で来日する日系人や日本
人との結婚により来日するアジアからの花嫁など）を対象として、この社会の共通言語である日本語教育を支
援する第二言語としての日本語教育のあり方が問われることになります。現状では、日本語の習得だけが強調
されることによって、日本への同化要請の道具として機能するという傾向が見られます。彼らの母語・母文化
の尊重の実現と統合される形の日本語教育のあり方が追求されなければならないと考えます。日本語教育コー
スで開講している「共生日本語教育実習」を中心にして、言語話者としての人々の全人格・生活全般を見渡す
日本語教育のあり方学生のみなさんと一緒に追求していきたいと考えています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 小川　温子　（OGAWA haruko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士
 職名： 教授
 専門分野： 生物化学
 URL： http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/index.html
  http://www.ocha.ac.jp/tousa/file/Page335.htm
 E-mail： ogawa.haruko@ocha.ac.jp

糖鎖情報／生体分子認識／細胞間マトリックス／レクチン／シュードプロテオグリカン
glycan information ／ biomolecular recognition ／ extracellular matrix ／ lectin ／ pseudoproteoglycan

・Sano, K.,  Asanuma-Date, K., Arisaka, F., Hattori, S., and Ogawa, H.
Changes in glycosylation of vitronectin modulates multimerization and collagen binding during liver 
regeneration.  
Glycobiology, 17(7),784-794,2007

・Ogawa H., and Nakagawa K.
Development of neoglycocoonjugate probes and detection of lectins.
Experimental Glycoscience, Taniguchi N.ed., Elsevier Science Publishers, (2008) in press

・Sano K., Asahi M., Yanagibashi M., Hashii N., Itoh S., Kawasaki N., Ogawa H.,
 Glycosylation and ligand-binding activities of rat plasma fibronectin during liver regeneration after partial 
hepatectomy. 
Carbohyd. Res., in press.

・Sano K., Asanuma-Date K., Arisaka F., Ito S., Hashii N., Kawasaki N., Yasukawa Z., Sato C., Kitajima K., 
Hattori S., Ogawa H.
How Glycosylation Activates Vitronectin and Modulates Tissue Remodeling during Liver Reganeration. 
Glycoconj. J.,(2007) 24

・佐野琴音　小川温子 . 
ビトロネクチンのコラーゲンおよび線溶系因子との相互作用 . 
生体の科学　(2008)vol 59, No. 2,118-122.

1）マトリックス多機能分子ビトロネクチン分子 (VN) を取り上げ、部位特異的グリコシル化を詳細に解明した。
また、ラット肝再生初期の VN ではオリゴシアル酸糖鎖の減少が起こり、この変化が VN の多量体化、コラー
ゲン結合性と組織溶解リガンドを増強し、細胞接着伸展活性を減弱した。フィブロネクチンでは VN とは
時空間的に異なる糖鎖調節がはたらくことを見出した。肝再生時の糖鎖による機能調節を構造変化と併せ
て詳細に解明したのは初めてである。

2）我々が創成したシュードプロテオグリカン ( シュード PG) は、天然の PG の分子構造を模倣して、直鎖高
分子に複数のグリコサミノグリカン（GAG）などの糖鎖を共有結合させた人工複合体分子である . シュード
PG の顕著な結合特性に着眼し、HIV-1 の初期感染機構をブロックする感染阻害剤を探索した結果、単独で
は活性を示さない材料を用いて顕著な抗 HIV 活性を示す新しいシュード PG を見出した。今後は有効性を
見出したプローブの活性向上に向け構造の改良を検討する一方、感染抑制機序の解明を進めていく予定で
ある。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 6 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部では化学を基礎にもつ学生を対象に、基本的
な生体分子の構造と機能、相互作用の基本を講義し
ています。「基礎生化学」では糖質と核酸を中心に、

「生体分子反応学」では主要な代謝反応の流れと原理
をわかり易く解説します。学部 3 年次の「生物化学
学生実験」では、生体分子を扱う際の基礎的な実験
技術と考え方を習得することを目標に、少人数教育
を生かした懇切な指導を行っています。内容：レク
チンタンパク質と糖類の精製、化学分析、活性測定、
酵素反応解析、組み換え DNA 実験の基礎など。卒業
研究と大学院教育では、講義、ゼミ、研究を通じて、
糖質科学の理解と研究方法、関連する医学・工学分
野も含めた世界の状況を、議論と輪読を通じて教え
ています。｢ 総合生命科学」では、糖質科学研究と生
命情報学の接点であるデータベースの現状と活用状
況を紹介しました。卒研･修論テーマ例：レコンビナ
ントヒト膵臓リパーゼの調製とその性質、血液凝固
因子とそのフラグメントの糖結合生の解析、ブタ膵
臓α - アミラーゼに対する腸内糖鎖レセプターの同
定、等。

　For undergraduates, I taught the 2nd and 3rd-year 
students who has chemistry basis to understand the 
structures and functions of biological molecules. 
“Basic biochemistry” course included carbohydrates 
and nucleic acids. The “Bioenergetics” course 
included principal  metabolic react ions and 
theories. “Biochemical laboratory” course included 
purification of lectins and trehalose, chemical 
analyses, activity measurements, analyses of enzyme 
reaction, and basic recombinant DNA techniques. 
We guided the students carefully to obtain the basic 
experimental techniques and a way of thinking 
to treat biological molecules (shared by three 
instructors). For graduates, I delivered lectures and 
book-readings in the class on the current research 
issues in chemistry and biology of carbohydrates 
and their research methods including related 
glycotechnology and glycomedicine. In “General 
bioscience” , databases in the glycoscience were 
introduced. The titles of undergraduate and graduate 
theses were; “The carbohydrate-binding activities 
found for coagulating factors” , “Preparation and 
characterization of recombinant human lipase”, “The 
carbohydrate-binding activities of blood coagulation 
factors and their fragments” , “Identification and 
the biological significance of the glycoreceptors for 
pancreatic alpha-amylase” , etc.

・膵消化酵素に見出した糖鎖結合性を利用した、酵素の活性調節。その医療および産業的利用。
・血液凝固因子、血清蛋白質等に見出した糖鎖結合性の機能解明とその応用。
・細胞外マトリックス分子の機能は糖鎖調節される。その分子機構と生物学的意義のビジュアル解析。成果の

医療活用。
・われわれが創製したシュードプロテオグリカン等の糖鎖プローブによる生命現象の解明と生物機能調節への

利用。

　私は学生時代に化学を勉強しましたが、生命科学の研究には、化学や生物の知識が活かせます。受験にあたっ
ては、あなたの持っている力を信じて、5 年先、10 年先の自分をイメージして下さい。目標をしっかりもっ
た前向きな姿勢と毎日の努力が、自信になり、必ず結果を生むと思います。ぎりぎりまであきらめない、受験
勉強も学問研究も、その点では同じです。がんばってください。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 荻原　千鶴　（OGIHARA Chiduru）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（人文科学）（1996　お茶の水女子大学）
 職名： 教授
 専門分野： 日本文学、特に日本上代文学
 E-mail： iwasaki.ogihara.chizuru@ocha.ac.jp

古事記／風土記／万葉集

・『日本書紀』の天照大神と素戔嗚尊
『歴史読本』第 52 巻 12 号（新人物往来社）　218 ～ 225 頁、平成 19 年 11 月

・『万葉集』の「見る」歌―初期挽歌を中心に―
『2007 年台大日本語文創新国際学術検討会論文集』　13 ～ 23 頁、平成 19 年 11 月 

・『日本女性史大辞典』（吉川弘文館）項目執筆　
『万葉集』・衣通郎姫など８項目、平成 19 年 12 月

　『古事記』の天照大御神と須佐之男命については、ウケヒ・天孫降臨をめぐる論考を既に発表しているが、
2007 年度は『日本書紀』の天照大神と素戔嗚尊を研究対象とした。『日本書紀』における名称や出生・昇天・
ウケヒのあり方を分析し、天照大神が世界を分節する者として登場し、『古事記』において完遂されるプロセ
スを解明した。『日本書紀』が『古事記』に比して天照大神の絶対性が不徹底であるように見受けられるのは、『日
本書紀』の意図した結果であり、むしろ至高性の曖昧な天照大神像を積極的に形象化しているものであること
を考究した論考を発表した。
　また一方、『万葉集』における「見る」歌を研究対象とし、「見る」ことをうたう歌が、雑歌や相聞において
はもとより、挽歌においても魂の交流に関わる重い意味をもつことを解明した。そうした観点から考察すると、
倭大后による天智天皇挽歌が、従来の説とは異なる新たな解釈を生ずることを究明し、それらの考察を論文と
して発表した。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  総数（ 3 ）件 

　◆研究内容　／　Research Pursuits



105

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部では、日本古典文学史論（上代）・日本古典文学論特殊研究（上代）・日本古典文学論基礎演習Ⅰ・日本
古典文学論演習（上代）・日本文学研究指導・基礎ゼミⅠの授業を担当した。このうち文学史は、記紀・風土
記を中心に文学の史的展開について講じた。特殊研究では万葉集各期の代表的な歌を取り上げ、時期を追って
の変容のあり方や歌人の特性を考察する教育を行った。基礎演習では日本文学を研究するにあたっての基礎的
トレーニングを、演習では日本上代文学を研究するにあたってのトレーニングを指導した。日本文学研究指導
では、学生の卒業論文作成のための指導を行った。基礎ゼミⅠでは、日本霊異記を素材として、調査・考察・
発表資料作成・発表・レポート作成等の具体的指導を行った。
　大学院博士前期課程では、日本上代文学表現史論・日本上代文学特論の授業を担当した。日本上代文学表現
史論では初期万葉歌の仮託説をめぐる先行論文の講読を行った。日本上代文学特論では記紀の海宮遊行の諸異
伝の分析考察についての指導を行った。

　『風土記』の実況記事の分析を進める。それを通して『出雲国風土記』にとっての説話の意味についての研
究を深め、また西海道風土記の甲類・乙類の関係性の研究に進展させる。

　『古事記』『風土記』『万葉集』など日本上代の文学は、1300 年も前に書かれたものです。古代の人々の、現
代とは大きく異なるものの考え方・感じ方がうかがえますが、それだけにかえって、現代の私たちの中に埋没
してしまっているものを、はっと気づかせてくれたりするのです。古典を学び研究することは、現代を考える
ことにつながると、私は思っています。上代の作品にも、ぜひ目を向けてみてください。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 小口　正人　（OGUCHI　Masato）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（工学）／ Dr. Eng.
 職名： 教授
 専門分野： ネットワークコンピューティング・ミドルウェア
 URL： http://www.is.ocha.ac.jp/~oguchi/
  http://ogl.is.ocha.ac.jp/
 E-mail： oguchi@computer.org

ネットワークコンピューティング／ミドルウェア／ IP-SAN ／
モバイルアドホックネットワーク／ネットワークセキュリティ
Network Computing ／ Middleware ／ IP-SAN ／ Mobile Ad-hoc Network ／ Network Security

・小口正人「コンピュータネットワーク入門～ TCP/IP プロトコル群とセキュリティ ～」
サイエンス社，2007 年 4 月．

・Kikuko Kamisaka, Saneyasu Yamaguchi, and Masato Oguchi :
"Implementation and Evaluation of Secure and Optimized IP-SAN Mechanism,"
In Proc. 14th IEEE International Conference On Telecommunications (ICT2007),
No.228, Penang, Malaysia, May 2007.

・武田裕子，小口正人「VPN 上の iSCSI 環境における複数経路アクセス適応制御手法の提案と評価」
日本データベース学会 Letters，Vol.6，No.1，pp.129-132，2007 年 6 月．

・千島望 , 山口実靖 , 小口正人「VPN 複数経路接続時における iSCSI ストレージアクセスの特性解析」
マルチメディア , 分散 , 協調とモバイル (DICOMO 2006) シンポジウム，2007 年 7 月．（優秀論文賞）

・Aiko Matsui, Kikuko Kamisaka, Saneyasu Yamaguchi, and Masato Oguchi :
"A Framework for Advanced Data Processing in a Multi-Hop Network Environment,"
In Proc. IASTED EuroIMSA2008, pp.150-155, Innsbruck, Austria, March 2008.

　インターネットを中心とする大規模ネットワーク
により、種々のコンピュータや情報機器類が接続さ
れ、互いに連携しながら高度なネットワークコン
ピューティングが行われるようになってきました。
私の研究室では、このような新しいネットワーク環
境において、コンピュータやその他の資源を効率良
く快適に利用する、さらにはセキュリティに配慮し
暗号化や認証を導入して安全に利用する、といった
手法を研究しています。具体的な研究テーマとして
は、高性能な PC クラスタシステムに IP ベースの
SAN を統合した IP-SAN 統合型 PC クラスタ、仮想プ
ライベートネットワーク VPN 上における高性能・高
信頼性 SAN 環境の構築、モバイル環境における認証
や暗号化の実現手法、TCP パラメータの動的な解析
や制御などが挙げられます。環境と目的に応じてそ
れぞれに適したネットワークプロトコルや概念モデ
ルを提案し、ミドルウェアを構築することによりそ
れを実現しています。

　Recently, advanced network computing systems 
have been realized as various sorts of computers 
and resources are connected with each other, owing 
to prosperity of large-scale networks represented 
by Internet. In our laboratory, several innovative 
methods are proposed for such an environment in 
order to make the best use of computer resources 
comfortably and securely.  They include IP-
SAN Consolidated PC Cluster, High Performance 
Dependable SAN over Virtual Private Network (VPN), 
Authentication and Cryptography on Wireless LAN, 
and TCP Parameter Analysis and Control. Network 
protocols and concept models suitable for each 
environment are proposed.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 17 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

情報科学：
情報科学とは何であるか、自然科学分野における
位置付けおよびその技術的な応用について学ぶ。
近年急速な発展が見られる情報技術を基礎として
支えているのが情報科学であるが、その内容は幅
広く奥も深い学問である。本講義は、情報科学や
その関連分野に携わる者が知っておくべき基礎知
識について述べ、主要トピックを取り上げて議論
し、受講者にこの分野の概要を理解してもらうこ
とを目標とする。

コンピュータネットワーク I：
インターネットに代表されるコンピュータネット
ワークは、情報関係の様々な分野の基盤となる技
術であり、この知識を身に付けることは実用的に
も有効である。本講義では TCP/IP を中心とした
ネットワークプロトコルの基礎並びに応用技術に
関して理解することを目標とする。

コンピュータネットワーク II：
コンピュータネットワークは大学、企業、家庭等
あらゆる場面において今や不可欠な存在となり、
その知識や技術の習得を求める社会的要求も高い。
本講義では、インターネットを中心としたコン
ピュータネットワークを実際に構築し運用するた
めに必要な知識を総括する。

コンピュータ基礎演習：
UNIX およびプログラミング言語 C の基礎を習得す
る。情報科学分野の学習・研究を進めるためには、
コンピュータを用いて数値計算やデータ処理など
を行う能力を身に付けることが重要である。本演
習では UNIX ベースのコンピュータの使い方を覚
え、基本的なプログラムを作成する技術を習得す
ることが目標である。

分散処理特論：
ネットワーク技術の進歩により、コンピュータを
単に接続し通信を行うだけでなく、この上で分散
処理を行うことが可能となった。本講義では分散
システムがどのような構成を持つべきであるか解
説し、分散処理を行う際に考慮しなければならな
い同期、一貫性、セキュリティなどの主要課題を
議論する。

Informat ion Sciences、Computer Networks 
I、Computer Networks II、Exercises in Basic 
Programming、Distributed Computing

　本研究室ではネットワークコンピューティング・ミドルウェアをテーマとして掲げ、これに含まれるいくつ
かの種類の研究を手掛けている。この分野は大学のみで研究が行われている訳ではなく、企業も積極的に手を
伸ばしている領域であり厳しい競争が行われている。そのような状況の中で、大学の研究室の機動性を活かし
て、IP-SAN や MANET など常に最も先端的なシステムを取り上げ、解析や実装を行い、実際に動かしてみせ
ることにより説得力のある研究を行ってきており、今後もその形で成果を出して行きたい。

　現在、世の中の非常に多くの人が、携帯電話やパソコンその他を通して、コンピュータネットワークのお世
話になっていると思います。それではコンピュータやネットワークは、一体どんな仕組みで動いているかご存
知でしょうか。情報科学科で私が教えている講義は、その疑問に答えるものです。またコンピュータネットワー
クは、将来どのように発展していくでしょうか。私の研究室においては、これを探る研究を行っています。
　コンピュータやネットワークは、進歩のペースが物凄く速いものです。ただ利用しているだけだと中がどう
なっているのか見えませんが、この中身を勉強し、研究で未来を切り開いていく作業は、大変刺激的で面白い
ものです。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 奥村　剛　（OKUMURA　Ko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1995　慶応義塾大学）
 職名： 教授
 専門分野： 理論物理学（特に化学物理、ソフトマター、場の理論、統計力学周辺）
 URL： http://www.phys.ocha.ac.jp/okumuralab/
 E-mail： okumura@phys.ocha.ac.jp

ソフトマター物理学／ Soft matter physics

・Ayako ERI and Ko OKUMURA, Lifetime of a two-dimensional air bubble, Phys. Rev. E 76 (2007) 060601 
(Rapid Communications). 

・Nao SATO and Ko OKUMURA, An inversion method based on the Legendre transformation applied to 
discontinuous phase transitions J. Phys. Soc. Jpn. 76 (2007) 114008-1 -- 114008-5.

・Satoko NAKAGAWA and Ko OKUMURA, Crack-tip stress concentration and mesh size in networks, J. Phys. 
Soc. Jpn. 76 (2007) 114801-1 -- 114801-4.

・Chieko Ishino, Mathilde Reyssat, Etienne Reyssat, Ko Okumura and David Quere, Wicking in a forest of 
micro-pillars, Europhys. Lett. 79 (2007) 56005.

・K. Kawai and K. Okumura, Single molecular statistics of an optically tweezed polymer: a theoretical 
consideration, Chem. Phys. Lett. 439 (2007) 369-373.
この他、チューリッヒ、岡山にて国際学会招待講演 2 件など。（国際学会発表 8 件、国内学会発表 21 件）

本年度は、下記の研究を行った（指導学生の研究テーマ）。

D3A：テクスチャー表面での濡れ転移の理論
D3B：液晶薄膜の相転移理論
D2A：流体のシミュレーション、ネットワーク構造における応力集中
D2A：スピンコーティング、サフマン・テーラー不安定性
M2A：2 次元バブルの動力学
M2B：フォーム固体の破壊
M2C：層状構造体の亀裂解析解
B4A：2 次元バブルの破裂の動力学
B4B：フォームの破壊の動的性質
B4C：2 次元液滴の融合の動力学

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 36 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

2007 年度授業担当：
（学部）物理数学 I（2 単位）必修、物理数学 II（2 単位）必修、数理物理学（2 単位）必修、

物理学特別講義 V（2 単位）選択＊＊、特別研究（12 単位）必修＊＊。
（修士）液体の物理学演習〔2 単位〕、液体の物理学〔2 単位〕、特別研究〔14 単位〕＊＊。
＊は他の教官と 2 人で担当。＊＊は複数教員で担当。

　濡れ、表面張力、破壊、複合材料、ゲル、液晶、高分子などのテーマをソフトマター物理学の立場から研究
していく。これまでの理論に加え、実験研究も行っていく。

　ソフトマター物理学は、物理学の手法を、液晶ディスプレイ、ペットボトル、洗剤、化粧品、真珠などの身
の回りの工業製品・現象等、また、高分子、コロイド、石鹸、DNA、たんぱく質など高校の科目でいえば化学
や生物などで扱われている対象に適用し、注目を集めています。なかでも、私は、あたかもフランス印象派画
家たちのように自然を理解しようとする「印象派物理学の手法」に注目しています。皆さんも私と一緒に、印
象派画家になったつもりで、自然の本質をえぐりだしてみませんか？

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 織田　友恵　（ODA Tomoe）
 所属： 教育事業部（文理融合 21 世紀リベラルアーツ）
 学位： 博士 ( 理学 )
 職名： 講師
 専門分野： 数値流体力学、分子動力学
 URL： http://www.cf.ocha.ac.jp/panda/
 E-mail： oda.tomoe@ocha.ac.jp

圧縮性流体力学／数値流体力学／流体 - 構造練成解析／ IT 教育
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　21 世紀型リベラルアーツ情報教育推進事業（仮称）に基づき、学部 1年生全員にノートパソコンを貸与し
ました。さらに初級情報教育として、以下の講習会を開講しました。
1.「初級講習会 Vol.1」　コンピュータのセキュリティアップデートおよび学内認証ネットワークへの接続方法
2.「初級講習会 Vol.2」　インターネット利用時のセキュリティについて、インターネットブラウザのユーザ設
定など

3.「学内利用講習会」　オープンソースソフトウェアのインストール、プリンタドライバのインストールおよ
び学内オンデマンドプリンタの設定

4.「バックアップ講習会」　データのバックアップの取得方法
5.「リカバリ講習会」　コンピュータのリカバリ、ローカルディスクの構成について

　また、後期にはコア科目「プログラミング演習 E」および「プログラミング演習 F」を担当し、ノートパソ
コン活用のための講義、HTML言語によるWeb ページ作成について演習を行いました。

　本学では 21 世紀型リベラルアーツ情報教育推進事業（仮称）として、学部 1 年生全員にノートパソコンを
貸与しています。これは、みなさん本人が管理者権限を持つコンピュータを管理し、自分の目的に応じた環境
設定やソフトウェアのインストールを行う基礎力を培うためです。貸与される１年間には少人数制の講習会を
受講することができ、コンピュータの初期設定をし、環境を構築し、活用し、手放すまでの一通りの経験を積
むことができます。この一通りの経験が、この先の教育や社会で経験を積む過程において、皆さんの助けにな
ればと思います。

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 戒能　民江　（KAINO　Tamie）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 法学修士
 職名： 教授
 専門分野： 法律学（家族法学、フェミニスト法学）、ジェンダー研究
 URL： http://www.soc.ocha.ac.jp/kaino/
 E-mail： kaino.tamie@ocha.ac.jp

ジェンダー／女性の人権／法の生成／政策／女性運動
gender ／ women's human rights ／ formation of law ／ public policy ／ women's movement

・戒能民江編著（2008）『ジェンダー研究のフロンティア第 1 巻国家／ファミリーの再構築：人権・政策・私
的領域』作品社、総頁 281

・戒能民江（2008）「東アジアにおけるジェンダー・ポリティクスの一断面ー DV 政策を中心に」戒能編著『国
家／ファミリーの再構築』所収、pp.250 ～ 275

・戒能民江（2008）「性差別禁止法制の変容」法律時報増刊『改憲・改革と法』日本評論社、pp.241 ～ 247
・戒能民江（2007）「女性への暴力と支援サービス」岡本民夫ほか編『エンサイクロペディア社会福祉学』中

央法規、pp.974 ～ 977
・戒能民江（2007）「DV・子ども虐待」ジュリスト増刊『民法の争点』pp.342~343

　女性に対する暴力と法を主要研究テーマとするが、近年はドメスティック・バイオレンス ( 以下、DV）に焦
点化して、DV 法の立法過程、DV 法制度の比較研究、DV を中心としたジェンダー政策研究を中心に展開して
いる。19 年度は、21 世紀 COE プログラムの最終年度に当たり、拠点リーダーとして、拠点形成事業におけ
る共同研究のまとめと成果発信に力を尽くした。21 世紀 COE プログラムの成果は『ジェンダー研究のフロン
ティア』として 5 巻本にまとめて刊行した。また、科学研究費補助金と COE 研究の連携を行い、「東アジアに
おける DV 被害者の生活再建支援政策の比較研究」をおこない、19 年度は台湾調査および国内調査を実施す
るとともに、研究のまとめとして国際シンポジウムを主催して韓国、台湾、日本の DV 法・DV 政策の比較検
討を試みた。共同研究の成果は報告書にまとめた。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部では家族法Ⅰ・Ⅱおよび家族法演習を担当し、家族法では婚姻法および親子法をとりあげ、演習では法
とジェンダーをテーマに判例研究を行っている。大学院では、法女性学演習のほかに、男女共同参画副専攻の

「ジェンダー立法過程論 ｣ を担当し、ジェンダー政策、立法過程論、DV 法制定過程におけるエージェンシーの
機能、韓国との比較など、オムニバス方式で各領域の専門家や行政・立法の担当者、国会議員、NGO 関係な
ど多彩な講義をコーディネートした。本学学生は法学専門ではないので、法学の基礎知識を織り込みながら授
業を行い、できるだけ判例や事件を素材に現代的課題を取り上げ、リーガルマインドの養成に努めている。大
学院においては、ジェンダー研究の視点から、ジェンダー理論と法学理論の交差に努めている。大学院博士後
期課程においては、5 名の学生の指導にあたった。

　DV 研究の成果を発展させ、性暴力一般についての法理論の構築作業へと研究を進めていく。また、ジェン
ダー法学方法論について、アジアから発信する理論構築をめざす。

　ジェンダーおよび女性や子どもの人権について関心を持ち、社会のなかで生きにくさを感じている人びとに
こころを寄せる学生さんとともに学んでいきたいと願っています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 加賀美　常美代　（KAGAMI　Tomiyo）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学博士（東北大学 )　／　PhD in Psychology
 職名： 准教授
 専門分野： 異文化間心理学　／　Intercultural Psychology
 URL： http://jsl.li.ocha.ac.jp/kagami.htm
 E-mail： kagami.tomiyo@ocha.ac.jp

異文化間コンフリクト／教育価値観／多文化間カウンセリング／コミュニティアプローチ
intercultural conflict ／ educational value ／ multicultural counseling ／ Community　approach

・加賀美常美代　コミュニティ心理学ハンドブック　 コミュニティ心理学会編　7 章 7 節　異文化間問題　
(2)「外国人留学生の異文化適応」762-768,　(3)「外国人留学生の支援体制と連携」769-774,(4)「留学生支
援としての予防的･教育的アプローチ」2007.6　775-781,

・加賀美常美代　留学生のメンタルへルスと包括的支援体制　2007.10　留学交流 19（10）,2-5．
・加賀美常美代　日韓の女子大学生の国際交流意識とキャリア形成の比較：お茶の水女子大学の国際意識調査

から　2008.3　人文科学研究　4 号　109-125
・加賀美常美代･守谷智美・岩井朝乃･朴志仙・沈貞美　2007.6　「韓国における日本イメージの形成過程：描

画による分析から」　第 28 回異文化間教育学会大会発表抄録集　188-189
・加賀美常美代･朴志仙・守谷智美・岩井朝乃・沈貞美 2008「韓国における小･中･高・大学生の日本イメージ

の形成過程―質問紙調査の分析から」韓国日本学会第 76 回大会論文集　95-97

1. アジア諸国の日本イメージの形成過程と規定要因
CSD の異文化間コミュニケーション・プロジェ
クトで、韓国、台湾の調査を行った。小学生から
大学生までの日本イメージを描画の内容分析を行
なった。関連要因の統計的分析を行なった。

2. コミュニティアプローチによる留学生支援
コミュニティ心理学会編による『コミュニティ心
理学ハンドブック』の異文化間関連を担当した。
留学生の危機と介入、予防的教育的アプローチ、
連携についての実践成果とコミュニティアプロー
チによる理論的枠組みを示した。

3. 日韓の新入女子大学生の国際交流意識調査
日韓の新入女子大学生の国際意識調査からグロー
バル社会における国際交流態度、多文化理解態度、
キャリア意識を比較し検討した。

1.Perceptions of Japan in Asia：an analysis of 
images.
The objective of this study is to investigate how 
Korean and Taiwanese children form their images 
of Japan by using qualitative and quantitative 
research on Intercultural Project of CSD.

2. Support for foreign students by community 
approach
“The Handbook of Community Psychology” 
(University　of　Tokyo　Press) was published. 
In this book, I showed the methods of our 
intervention in foreign students’ crisis, preventive 
and educational approach, and cooperation in the 
community approach. In addition, I also explained 
the theoretical framework of them.

3.Research of freshperson’ s consciousness of 
international exchange in Japan and Korea
I conducted the research of freshperson’ s 
consciousness of international exchange and 
investigated the effects of global education, 
multicultural attitudes and career consciousnessin 
Ochanomizu University and in four women 
universities in Korea.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 7 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部の「多文化間交流論」は、参加型授業、協働
的グループ活動を行った。留学生と日本人学生の交
流、コミュニケーション・スキルの向上を目指した。

「多文化共生論」は、4 名のゲストスピーカーを招き
多文化共生社会の理解とグループ討論を行なった。

「文化と人間関係Ⅰ」では、文化行動と心理学的理論
をゼミナール形式で行った。

「学校カウンセリング ( 教職 )」では、コミュニティア
プローチによる心理教育的援助の講義のほか、スクー
ルカウンセラー、組織カウンセラー、帰国生担当教員、
養護教員をゲストスピーカーとして招聘した。
　大学院の「多文化間心理教育学特論」では、文化
と心理学の理論と研究方法について文献講読を通し
て講義を進めた。「多文化間心理教育学演習」では、
多文化間カウンセリング、積極的傾聴、予防的支援
活動の方法のスキル向上を目指した。

　I  d e l i v e r e d  l e c t u r e s  o f  “Mu l t i c u l t u r a l 
communications and exchange” and “Coexistence
　in Multicultural society” for undergraduates. In 
these lectures, I adopted the methods of cooperative 
group work. I aimed at their improving of foreign 
and Japanese students’ communication skill 
in the former, and, in the latter, I invited guest 
speakers in order for them to improve multicultural 
understanding and diversity. In “Culture and Human 
relationship I” for undergraduates, I delivered 
lectures on cultural behavior and social psychology.
　In “School Counseling” for undergraduates, in 
addition to my lecture on psychological support by 
community approach, I invited school counselor, 
organization counselor, teacher of returnee students 
and nurse-teacher as guest speakers.
　For graduates, I taught “Intercultural Psychology 
and Education” . In this lecture, I put emphasis 
on methodology of intercultural communication 
research. In “Seminar in Intercultural Psychology 
and Education” , I aimed at their improving skill 
of multicultural counseling, active listening and 
preventive support activity.

・多文化間の教育に関わる人々、多様な国籍の人々を対象に、葛藤解決方略と教育価値観、一般的価値観の関
連を比較検討するとともに、教育価値観尺度の有効性について検討していきたい。

・アジア諸国の対日イメージ形成過程とコンフリクト解決プログラムの開発を検討していきたい。

　多様な文化的背景をもつ人々は、日常生活で遭遇する異文化体験から様々な葛藤やストレスを抱えています。
そのような時、周囲にいる人々は彼らをどのように理解し、関わっていったらよいでしょうか。
　コミュニティにおける多様性の意味や隣人として共に生きることはどのようなことか、一緒に考えていきた
いと思います。

　◆メッセージ

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 垣内　康孝　（KAKIUCHI Yasutaka）
 所属： 教育事業部（特設遺伝カウンセリングコース）
 学位： 博士（学術）／ Ph. D
 職名： 特任講師
 専門分野： 細胞生物学、生物物理学
 E-mail： kakiuchi.yasutaka@ocha.ac.jp

細胞運動／細胞分化 ／三次元培養 ／生物リズム ／粘菌
cell motility ／ cell differentiation ／ three-dimentional cell culture ／ biological rhythm ／ slime mold

学術論文
・Modulation of the venation pattern of cotyledons of tobacco transgenic for the tumorigenic 6b gene of 

Agrobacterium tumefaciens AKE10. Yasutaka Kakiuchi, Sachiko Takahashi and Hiroetsu Wabiko (2007)
Journal of Plant Research 120: 259-268.

・STAT3 and PKC differentially regulate telomerase activity during megakaryocytic differentiation of K562 
cells. Mayuka Nakatake, Yasutaka Kakiuchi, Narie Sasaki, Kimiko Murakami-murofushi, and Osamu 
Yamada (2007). Cell Cycle 6: 1496-501.

学術単行書籍
・バイオサイエンス　バイオサイエンス研究会編　オーム社（2007）

三次元環境におけるヒト細胞の細胞運動や運動性の
分化などに注目し、新規に開発された培養基質を用
いた解析をおこなっている。運動性の分化について
二次元培養とは異なる性質が明らかになりつつある。

My current research aims to elucidate the properties 
of the cell, especially cell movement, locomotion 
and differentiation,  within three-dimensional 
culture environment. Several properties on cell 
differentiation have shown to be different between 
2-D and 3-D culture.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　特設遺伝カウンセリングコースで遺伝学の講義や
実習を担当している。講義では基礎生物学や分子生
物学および分子遺伝学的技術の解説に、実習では基
礎技術の原理的な理解に重点を置き、これらに適し
た教育カリキュラムおよび実習コンテンツの開発を
おこなってきた。今後、改良を重ねて全国の遺伝カ
ウンセリングコースの標準カリキュラムとなるよう
目指している。

　I have a lecture of ‘Basic Genetics’ for master 
student, in which basic biology, genetics, molecular 
genetics and genetic technology are discussed, 
with emphasis on the understanding of principle 
of clinical gene analysis. Also I have two practical 
training courses ‘Practical Training of Genetics’ and 
‘Practical Training of Genetics (advanced)’ in which 
basic molecular biological techniques are directed.

将来の研究計画
•三次元環境における細胞分化とその制御機構の解析／制御法の開発
•三次元環境における細胞運動の特性と分子機構
•三次元培養基質の改良

共同研究の可能性
三次元培養に関連した研究（培養法・観察法）

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 香西　みどり　（KASAI　Midori）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士 ( 学術）（1995　お茶の水女子大学）／ Ph.D
 職名： 教授
 専門分野： 調理科学（特に調理過程における食品の品質変化の制御）
 URL： http://www.food.ocha.ac.jp/chori/cook.htm
 E-mail： kasai.midori@ocha.ac.jp

野菜／硬化／米／加熱条件／シミュレーション
Vegetable ／ hardening ／ rice ／ cooking condition ／ simulation

・ミャンマー産インディカ米と日本産ジャポニカ米の調理特性の比較
・炊飯の温度履歴が米飯の化学成分に及ぼす影響
・Quantitative NMR imaging study of the cooking of Japanese and Indica rice, Effect of freezing 

pretreatment on the preparation of fruit liquer, 
・Effects of acetic acid on the rice gelatinization and pasting properties of rice starch during cooking,

　米の吸水過程に関する新しい研究手法として MRI を取り入れ、ジャポニカ米とインディカ米の吸水特性の
違いを視覚的・定量的に明らかにした。特にインディカ米については吸水が遅いことが特徴とされていたが、
ジャポニカ米とアミロース含量の等しい品種についてはむしろ吸水が速いことが MRI により確認され手法の
特徴が生かされた。インディカ米とジャポニカ米の調理特性についても種々の物理化学的測定によりその違い
を比較し、インディカ米のほうがジャポニカ米より多様であることを調理科学的視点より明らかにした。ジャ
ポニカ米を用いて炊飯の温度履歴が米飯の化学成分に及ぼす影響を明らかにし、水温上昇速度が遅いほど還元
糖やグルコースの生成量が多いこと、水温上昇期に 60℃を 15min 保つと飯の糖量が有意に増えることなどが
わかった。また野菜の加熱による硬化・軟化過程を予測するプログラムと調味料が拡散により浸透する過程を
予測するプログラムを組み合わせて、根菜類の煮物における調理過程を予測する方法を検討した。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 7 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部の授業では調理科学として調理における非加熱操作および加熱操作の原理を説明し、実際の操作上の要
点を整理するとともに、基礎的な物理化学的知識をあわせて整理し、調理における様々な現象を理解した上で
調理ができるように講義した。食嗜好評価学として食物の嗜好に関わる要因、種々の食品の嗜好および調理特
性について詳細に講義し、調理をする上で必要な食品の性質を嗜好性の観点を取り入れた説明した。さらに食
品の嗜好評価方法についても講義した。基礎調理学実習として調理の基礎的操作および食品についての基礎的
な調理特性を講義しつつ、その実践として調理実習を行った。その際、調理による変化の数量的把握のため重
量変化等の基礎的計測も含めて行った。調理科学実験では調理科学の知識を基礎として種々の条件における食
品の物性や成分の変化を測定し、現象の把握、原因の考察を行った。研究室においては卒論、修論、D 論の学
生と毎週ゼミを行い、外国文献の講読、討論、研究の進捗状況の報告および討議などを行った。

　米に関する基礎的な研究として、物性、化学成分、吸水過程など様々な視点からのテーマを取り入れて行い、
最適な炊飯条件の設定における基礎的データを構築する。加熱調理に関する基礎的研究として調理過程を予測
しつつ、最適な加熱条件を組みこんだ調理機器の開発を考え、企業との共同研究の可能性を広げる。

　“調理のコツといわれるものが真実ならば、そこには科学があるはずである “という先人の信念が調理学とい
う新しい学問の基礎を築き、その志に共鳴する多くの人たちが研究を通してこの分野の発展に大なり小なり関
わってきました。調理は日常的に行われ、生きる喜びにもつながるものです。何気なく調理するのと、科学的
視点でひとつひとつの調理操作やおいしさを考えるのとでは、調理の仕上がりや調理技術の進歩に大きな違い
が生じます。調理学は理論と技術の両輪で発展するものであり、誰もが興味・関心をもて、取り組むべき課題
の多い学問分野です。体系だった勉強をして研究の土台を作り、その上にたって新しい、そしておもしろい課
題に取り組んでみませんか？

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 粕川　正充　（KASUKAWA Masaatsu）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 1993 年 7 月東京工業大学博士 ( 理学 ) 取得
 職名： 准教授
 専門分野： ユーザインタフェース、コンピュータアーキテクチャ
 URL： http://www.is.ocha.ac.jp/~kasukawa/
 E-mail： kasukawa@is.ocha.ac.jp

ユーザインタフェース／オンライン手書き文字通信／ USB 機器インタフェース
User Interface ／ Online Handwriting Character Communication ／ USB Device Interface

・ポスター発表 : 粕川 正充 「コンピュータ制御されたモニタをオブジェクトとした万華鏡の製作」、第 49 回プ
ログラミングシンポジウム、
第 49 回プログラミングシンポジウム報告集 167-170p、2008 年 1 月発行

　人間を中心としたコンピュータと人間の共棲を目
指す。
　現在のコンピュータのありかたは酷くいびつであ
る。コンピュータをありうるべき姿で捉えなおし、
人間にとって自然なパートナーであるように研究を
している。
　また、暗号やステガノグラフィ、コンピュータアー
キテクチャなどについても研究を行っている。

　Toward the Symbiosis of man and Computer, I 
study the interfaces between human and  computer.
　The development of computers stepped intothe 
croocked way.
　I hope to justify the way to the right one.
　Also I carry on research about Cryptography,  
Steganography, Computer Architecture.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部講義としてコンピュータアーキテクチャ I、コンピュータアーキテクチャ II、情報倫理、基礎ゼミを担
当した。
　コンピュータアーキテクチャIはコンピュータのハードウェア面を主として授業を行った。コンピュータアー
キテクチャ II はコンピュータのソフトウェア面を主としてオペレーティングシステムの授業を行った。
　情報倫理はコンピュータセキュリティを管理者の立場で学ばせた。異常事態はなぜ発生するのか、また対策
はどのように行うのか、再発防止はどうすればよいのか、また各段階で発生するコストはどの程度になるのか
などを講義し、レポートを課した。　基礎ゼミは他学科 1 年生向けの情報科学科ではどのような内容を学ぶの
かを紹介する講義であり、授業時間の最初の 30 分は情報関係の様々なトピックを解説し、残り 1 時間で電子
回路の市販キットや PIC-BASIC 基板の組み立てやプログラムの作成を行い、最後にレポートを課した。

　一昨年の研究として、手書き文の作成と手書きのメール送信プログラム、手書きメールの受信再生プログラ
ムがあるが、諸事情によりこの論文の投稿がまだであるので、継続研究と絡めてこの論文を投稿する予定であ
る。
　また、長年投稿を続けた「Icon を投げる」研究を共同研究者と共にさらに深く掘り下げたい。
　学生の病気で思ったように進展していないが、USB 接続の音響検知装置を作成し、ドアやテーブルのタッチ
パネル化を行って論文を作成する予定である。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 堅尾　和夫　（KATAO Kazuo）
 所属： ライフワールド・ウオッチセンター
 学位： 工学士
 職名： 特任教授
 専門分野： リスク管理、バイオ政策
 E-mail： katao.kazuo@ocha.ac.jp

ナノ材料／リスク管理／バイオ政策

・K,Katao．Application of the present Chemical Risk Management System to Nano-materials. 2006.7.6-7. 
The Risk　Governance of Nanotechnology: Recommendations for Managing a Global Issue. Zurich（Swiss 
Re　Centre for Global Dialogue, IRGC）

・K,Katao．Bilateral Academia Collaboration Session, Ａ joint Royal Society ‒ Science Council of Japan 
Workshop on the potential health, environmental and societal impacts of nanotechnology.
東京（東京ビッグサイト）2006 年 2 月 23 日

・K,Katao．Application of the present Chemicals Risk management System to Nano-materials． Ａ joint 
Royal Society ‒Science Council of Japan Workshop on the potential health.environmental and societal 
impacts of nanotechnology．London (Royal Society)，2005.7.

・K,Katao．Nanomaterials may call for a reconsideration of the present Japanese chemical regulatory
system. (2006.11). Clean Technologies and Environmental Policy. Vol.8. No.4. p251-259
Katao et al, Conference Report “The Risk Governance of Nanotechnology: Recommendations for Managing 
a Global Issue” , Swiss Re Centre for Global Dialogue, 6-7 July 2006

　現在の化学物質規制制度は、既存化学物質の扱
い、試験法の不備、限定的規制対象などの点で新
たに開発されつつあるナノ材料のリスク評価に対
応できないとの懸念がある。
　これらの問題点について、世界各国の研究状況、
議論を調査研究し、今後の日本のリスク管理の制
度的課題を明らかにする。

　There are several concerns along with the rapid 
development of nanotechnology that the present 
chemical regulation system might not be able to be 
applied to the risk appraisal of the nanomaterials, 
because of the unclear treatment of the existing 
chemical substance, defectiveness of the testing 
methods and the limited area of regulatory objects. 
And I have conducted the survey of research and 
argument situation of nanomaterials safety in 
the world, investigated future institutional topic 
concerning above mentioned points.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　2004 年度から 2006 年度まで科学技術振興調
整費の助成を受け、社会人向け公開講座「化学・
生物総合管理の再教育講座」にカリキュラム企画、
講義科目立案、講師選定等の運営に携わった。
　2007 年 4 月から、サイエンス＆エデュケーショ
ンセンターにおいて中学高等学校における理科教
育の強化、リスクコミュニケーション教育を通じ
た科学技術理解の増進に取り組む。

　I ‘d  engaged in planning and managing the Extension 
Course of the integrated management of chemical substance 
and Bio-Science for the people in the society member during 
2004-2006 fiscal year. supported by  Ministry of  Education, 
Culture, Sports, Science and Technology (MECSST) 
From April in 2007, I have transferred to Science & Education 
Center to strengthen the Science Education in Primary School 
and promoting the acceptability of science and technology 
through the education of risk communication.

　ナノ材料のリスク評価の課題について調査研究、とりわけ現行化学物質規制制度上の課題に焦点を当て研究
を進める。また、新技術の登場に対して社会の知的インフラとしての学会等の役割、そのあり方について、調
査研究を進める。
　また、2007 年度は、新たにＪＳＴの独創的技術シーズ展開事業（大学発ベンチャー創出支援）に鎮痛剤開発・
実用化の提案（室伏理学部教授との共同提案）が採択された。
　2007 年度予算 37 百万円（3 ヵ年総額　114 百万円）（直接経費）
　基礎的なシーズを実用化にまで結びつける開発で、社会的なニーズも非常に大きい。共同研究機関の方々と
力を合わせ成功させたいと考えている。

【共同研究】
2007 年 12 月から稲わら等を原料としてエタノールを製造するバイオエタノールプロジェクト（平成19 年
度～ 23 年度；農林水産省技術実証委託事業）の実施について指導、助言に当たっている。

【今後実用化したいテーマ】
　2007 年度に採択された新規鎮痛剤開発・実用化のプロジェクト着実な実施を目指している。

　◆研究計画

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 加藤　敬子　（KATOU Keiko）
 所属： 教育事業部（文理融合 21 世紀リベラルアーツ）
 学位： 教育学修士
 職名： 講師
 専門分野： 教育学、女性学
 E-mail： kato.keiko@ocha.ac.jp

AO 入試／大学入試／高大接続入試／女性メディア／生涯教育
International Education ／ multi-cultural education ／ Scholastic Aptitude Test ／
American College Test ／ liberal education

・「お茶の水女子大学入試報告書」
・「AO 入試の開始」Ochadai Gazette215 号

　これからの多様化しグローバル化する社会におい
てのリーダーとなる女性の育成を目的にして、女子
大学のあり方や教育について研究しています。特に、
その入口となる大学入試について、従来の学力テス
トを中心とする一般選抜だけでは評価できなかった
コミュニケーション能力、創造力、応用力、将来へ
のビジョンなどを評価する必要があると思われます。
そして、様々な能力を持った人材を確保し、キャン
パスの中で互いに刺激しあって、多様化する社会に
対応していかなければならないと考えています。そ
のためには様々な入試形態が取り入れられるべきで、
平成 19 年から実施された本学 AO 入試はその試験方
法においても、文理双方の関心を持ち、国際的なコ
ミュニケーション能力を持つ人材選抜として全国の
中でも高く評価されると思われます。個性を尊重し
様々な能力を見出す選抜方法を研究課題としていま
す。

　I study　about women’ s universities and 
their curricula to develop future leaders in our 
increasingly diversified and globalized society. For 
this development program, I believe communication 
skills, creativity, application skills and visionary 
capability should be evaluated at the admission 
of university courses, where selection has been 
conventionally made through achievement tests. In 
our future society, we need to pick up various talents 
and have them stimulating each other in a campus 
to find out social solutions for a more diversified 
society. For this direction, admission selection itself 
should be diversified and Ochanomizu University 
has made a step ahead with innovative AO selection 
in 2007, where potential talents having various 
interests with global communication skills were 
successfully selected. As a member of this innovative 
AO selection team, I am proud that our selection 
method is highly appraised among education 
professionals. I would like to further study selection 
methods to pick up talents of versatile skills, 
respecting their personalities.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　AO入試合格者を対象として、入学前教育を行った。
　入学前教育は大学へのスムーズな準備教育を目的
としており、その内容は①合格者研修会の開催
 ②各自興味あるテーマについてのレポート作成、③
英語学習　④大学教育、大学生活についての
質問、相談などである。
　合格者研修会では、AO生への励ましと入学前教育
の目的を説明した。
　レポート作成においては、調査方法や注・引用文
献の記載法などレポート・論文の書き方について説
明し、レポートを添削し返却した。アンケートを実
施したり、様々な資料を駆使した素晴らしいレポー
トであった。英語学習ではミシガン大学で開発され
た New Michigan method Action English のカセット
テープを聞きワークをし、好評であった。また、パ
ソコンを使っての様々な英語学習プログラムを学習
する機会を提供した。
　さらに、高校の学習と高校生活を最後まで全うさ
せるため、大学入試センター試験を受けることを必
修とした。

　Inviting all the successful AO applicants, I provided 
them with preparatory education.
　This education is for them to prepare for 
admission to the university, covering (1) seminar for 
the applicants, (2) report on individual interests, (3) 
English study, (4) consulting to university courses, 
student life, etc. At the seminar I encouraged them to 
study and explained the purpose of this preparatory 
program. For the reporting I showed research 
methods and how to write good papers with effective 
use of notes and references. Then I corrected their 
reports for their understanding. We were impressed 
very much by their reporting capability to conduct 
survey and use references. For English study we 
used a cassette tape, “New Michigan method Action 
English” for their listening and work assignment, 
which was well accepted. We also gave them an 
opportunity to use PC for various English study 
programs. Finally we urged them to take the 
nationwide university admission center tests for 
them to complete their high school curriculum and 
student life in the same manner as other students do.

　これからの社会における女性リーダー育成のための人材確保と大学教育の多様性について調査研究していき
たいと思っています。そのためには、入学後の追跡調査、卒業後の追跡調査、大学生の意識調査、大学生活の
満足度調査、高校生の意識調査など高校、大学、社会生活を対象とした長期的な視野で総合的に研究していか
なければならないと考えています。また、高校生に大学選びのための情報をどのように伝達するのが効果的か、
大学教育への期待を入試後・入学後も如何に持続させるか、高校生の学習要求をどのように把握し大学教育に
結びつけるか、などについても具体的に研究していく予定です。そして、大学が個々人の生涯にわたっての学
習や活動の基盤となり、さらに、世界の様々な研究の拠点となるための制度を構築していきたいと思います。

　お茶の水女子大学は、学習、就職、相談など様々な視点から女性をサポートしていくシステムが充実してい
ると痛感しています。この恵まれた環境の中で、自己の才能を発見し開花させていってほしいと願っています。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

 氏名： 加藤　毅　（KATOU Tsuyoshi）
 所属： 教育事業部 ( 女性リーダー育成プログラム )
 職名： 准教授
 E-mail： kato.tsuyoshi@ocha.ac.jp

生命情報学／機械学習
bioinformatics ／ machine learning

・Tsuyoshi Kato, Hisashi Kashima, Masashi Sugiyama, Kiyoshi Asai:
Multi-task learning via conic programming,
Twenty-First Annual Conference on Neural Information Processing Systems (NIPS2007).

・Tsuyoshi Kato, Hisashi Kashima, and Masashi Sugiyama:
Probabilistic label propagation on multiple networks,
IBIS2007, pp.43--48.

・Wataru Fujibuchi* and Tsuyoshi Kato*:
Classification of Heterogeneous Microarray Data by Maximum Entropy Kernel,
BMC Bioinformatics, 8:267, July 2007, (*These authors contributed equally.)

・Tsuyoshi Kato, Kiyoshi Asai, Paul B. Horton, Koji Tsuda, Wataru Fujibuchi: Drug resistance prediction from 
microarray data via network-based noise reduction, CBRC2006.

・加藤毅，マイクロアレイデータのための機械学習技術，東工大 国際交流会館，平成 19 年 12 月 13 日（木）

　現在の研究の興味は生命情報学における新しい機
械学習の方法を開発することです。とくに、その応
用は、マイクロアレイ遺伝子発現データの解析、非
一様データの統合、生物学的ネットワークの推定を
含んでいます。最先端の機械学習算法はカーネル法
に拡張されています。私はマイクロアレイデータの
ためのカーネル法を開発します。非一様データの統
合には、カーネルかネットワークを使います。生体
ネットワークの推定には、凸問題を使います。

　My current research interests are in developing 
new machine learning methods for bioinformatics. 
Specially, the applications include analysis of 
microarray gene expression data, integration of 
heterogeneous data, biological network inference. 
One of modern machine learning algorithms is 
the kernel methods. I develop kernel methods for 
microarray data. For integration of heterogeneous 
data, I devise a new method for a kernel or a 
network. For biological network inference, my 
algorithm I am developing is formulated as a convex 
mathematical programming which is guaranteed to 
obtain the global solution. 

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件
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　これまでに開発してきたさまざまな機械学習の方法や獲得してきた知見を医学や生物学の実データに応用す
る予定です。実際に、産業技術総合研究所との共同研究が進んでおり、機械学習における最新技術を駆使して、
酵素反応の予測法の開発を取り組んできます。

　大学院では生命情報学を習得するための仕組みが整いつつあり、有意義な学生生活が送れるはずです。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 加藤　美砂子　（KATOU Misako）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学
 学位： 理学博士（1988　東京大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 植物生理学
 E-mail： kato.misako@ocha.ac.jp

藻類／テルペノイド合成／炭化水素／植物／二次代謝
algae ／ terpenoid biosynthesis ／ hydrocarbon ／ plant ／ secondary metabolism

・石田麻里子・小池里紗・宮地茉莉江・水野幸一・谷川奈津・加藤美砂子
ツバキ属植物のテオブロミンシンターゼ遺伝子の構造と機能
日本植物学会第 71 回大会（2007 年 9 月、野田）

（1）植物のカフェイン生合成に関与する N- メチルト
ランスフェラーゼ (NMT) に関する研究を行って
いる。カフェイン生合成系を制御する NMT 遺伝
子を単離し、その発現調節機構を調べるととも
に、植物における NMT 遺伝子の多様性から二次
代謝に関与する NMT の機能と進化を研究してい
る。また、カフェインは細胞の中の液胞に蓄積
されるので、カフェインの細胞内輸送メカニズ
ムの研究も行っている。

（2）炭化水素を蓄積する微細藻類の炭化水素生合成
調節機構を研究している。炭化水素生合成に関
する基礎的な知見を得るだけではなく、炭化水
素生産まで視野に入れた研究を行っている。

（3）藻類の有用テルペノイド化合物の生合成経路の
解明を目的とした研究を行っている。

(1)We investigates the structure and function 
of N-methyltransferase involved in caffeine 
biosynthesis.  The regulation in the expression 
of NMT genes isolated by our laboratory and 
the diversity of NMT genes are examined to 
clarify the contribution of NMT on the secondary 
metabolism in plants.  Moreover, we investigate 
the subcellular transport of caffeine into vacuole.   

(2)Our laboratory investigates the biochemical 
pathways involved in  the product ion of 
hydrocarbon , the enzymes that catalyze them, 
and the genes that encode these enzymes.  
Genetic engineering of algae with such genes can 
result in the useful production of hydrocarbon.

(3)There are a lot of useful terpenoids in limited 
species of algae.  We investigate biosynthetic 
pathway of some terpenoids with anti-oxidant 
acticity.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　カリキュラム改正のため、代謝生物学 II を新規に
担当した。植物の代謝調節の基礎的な事項を解説し
た。3 年生対象の選択科目である植物生理工学ではさ
らに進んで植物生理学の最新の知見と共に実用化を
めざした応用研究の現状を解説している。学部向け
には、この他、代謝生物学実習を担当し、植物を材
料とした代謝生物学実験の指導を行なった。
　博士前期課程向けには、植物相関生理学ならびに
同演習を担当し、植物生理学と化学生態学の観点か
ら考察した植物の環境応答に関する講義と演習を行
なった。

　The aim of the undergraduate program in 
metabolic biology II is to understand the basic 
mechanism of plants. In addition, I lecture on the 
hot results and the application in the field of plant 
bioscience in plant physiological engineering.
　The chief aims of the master’ s program in 
ecological plant physiology are to understand the 
plant responses to environmental condition from the 
point of chemical ecology and plant physiology.

　高等植物の二次代謝におけるメチルトランスフェラーゼの多様性に関して多方面からの研究を進める。
　藻類特有のテルペノイド化合物の代謝系の制御と分化について研究を進める。

　地球のすべての生命は、生産者である植物に依存しています。植物の秘密を解き明かすことは、地球の未来
を考えることにもつながっていきます。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 加藤　美帆　（KATOU Miho）
 所属： 教育事業部
 学位： 教育学修士
 職名： アソシエイトフェロー
 専門分野： 教育社会学、教育学

教育社会学／ sociology of education

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

・加藤美帆　「第 7章　いじめ・不登校―構築主義アプローチ」『知識伝達の構造―教育社会学の展開』天童睦
子編、世界思想社、117-133 頁

・加藤美帆 「課題研究報告 格差社会のなかの家族－家族支援の課題」『教育社会学研究』第 80号、371-373 頁
・加藤美帆 「課題研究報告３　いま、大学の危機とは何か」『日本教育社会学会会報　Bulletin』No.144、5頁

　◆研究内容　／　Research Pursuits

不登校など逸脱現象を構築主義理論で検討するうえでの課題と可能性の検討
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 氏名： 金子　晃　（KANEKO　Akira）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1973　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 偏微分方程式と逆問題、ＣＴを中心とする画像処理の数理、
  暗号・符号などの情報代数や数式処理の応用など
 E-mail： kaneko.akira@ocha.ac.jp

　二方向データのトモグラフィについて、スイッチンググラフの性質の研究を進め、ハミルトングラフになる
ことを突き止めた。この知見をもとに、与えられた頂点数を持つスイッチンググラフの数え上げのための元図
形の探索範囲のサイズを限定できたので、実際に数え上げに取り掛かり、スイッチンググラフの完全な特徴づ
けに向けて一歩前進した。

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　数理基礎論、線形代数学 III、符号理論、数理逍遥 VII( 数値計算入門 )、大気海洋科学概論、人工知能論、数
値解析特論 ( 最適制御理論入門 )、応用幾何学特論 ( 線形計画法と二次計画法の解説 ) の諸講義をこなした。ス
タッフが減っているためやむを得ずいろんな分野を一人で講義しているが、こんなことは誰にも真似ができな
いであろう。小生が定年で居なくなった後が心配である。

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 金子　聡子　（KANEKO Satoko）
 所属： 教育事業部 ( 統合データベース )
 学位： 博士（理学）
 職名： 特任助教
 専門分野： 分子進化学
 E-mail： kaneko.satoko@ocha.ac.jp

分子進化／集団遺伝
Molecular Evolution ／ Population Genetics

・Masuya H, Sezutsu H, Sakuraba Y, Sagai T, Hosoya M, Kaneda H, Miura I, Kobayashi K, Sumiyama K, 
Shimizu A, Nagano J, Yokoyama H, Kaneko S, Sakurai N, Okagaki Y, Noda T, Wakana S, Gondo Y, Shiroishi 
T. A series of ENU-induced single-base substitutions in a long-range cis-element altering Sonic hedgehog 
expression in the developing mouse limb bud. Genomics. 2007 Feb;89(2):207-214.

・Iwase M*, Kaneko S*, Kim H, Satta Y, Takahata N.
Evolutionary history of sex-linked mammalian amelogenin genes
Cells Tissues Organs 2007;186(1):49-59.
* M. I. and S. K. contributed equally to this work.

　Makorin 遺伝子群は zinc finger モチーフを持つ
タンパク質をコードし、多種間で高度に保存された
配列を持つ。様々な生物で複数の偽遺伝子の存在が
報告されており、マウスでは転写活性を持つ偽遺伝
子 Makorin1-p1 が機能遺伝子 Makorin1 の発現調
節に関与することが確認されている。偽遺伝子が持
つ発現制御機構の進化的な背景の解明を目指し、自
然集団由来のマウス 6 系統を用いて Makorin 遺伝
子群の配列解析を行った。その結果、Makorin1-p1
は進化的に新しい偽遺伝子であり、その出現以前に
は、別の偽遺伝子が同様の発現制御を担っていた可
能性が示唆された。ラットや霊長類まで解析範囲を
広げた結果、Makorin1 遺伝子の mRNA の安定性は
Makorin1-p1 に限らず、他の転写される Makorin1
由来 processed pseudogene によっても制御されてい
る可能性があることが分かった。そして、その配列
の進化は、出現頻度が高いときには全ての塩基置換
は自然選択に対して中立であり、低いときには負の
自然選択を受けていることが示唆された。

　The  t ransc r ibed  processed  pseudogene 
Makorin1-p1 in mice is shown to stabilize Makorin1 
mRNAs. We examined the presence or absence 
of Makorin1-derived processed pseudogenes in 
mice, rats, primates and some other mammals. 
Makorin1-p1 is specific to subgenus Mus and 
emerged 4.5mya. In Mus caroli, both Makorin1-p1 
and another older Makorin1-derived processed 
pseudogene are transcribed, demostrating the 
rapid generation and turnover. In Catarrhini, we 
found two processed pseudogenes, MKRN4 and 
MKRNP1, which possess the conserved “functional” 
the B region. These pseudogenes are transcribed in 
humans. For MKRN4, conservation of the B region 
is limited in the comparison between humans 
and chimpanzees. For MKRNP1, the B region is 
commonly conserved among primates. We concluded 
that the evolutionary dynamics of Makorin1-derived 
processed pseudogenes in other mammals depends 
on how frequently processed pseudogenes occurred. 
When they frequently occurred as in rodents, 
even the region responsible for stability evolved 
in a neutral fashion. On the other hand, when they 
rarely occurred as in primates, they are subjected to 
negative selection, suggesting the functional role.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　生物の個別性の理解に向けた一つの試みとして、ヒトのゲノム情報を利用して急激な環境の変化に適応した
領域および要因を解明することを目的としている。ヒトゲノムにおいて遺伝子をコードする領域が全体の約
2% に過ぎないことを考えると、遺伝子をコードする領域以外にも注目する必要がある。そこで、遺伝子座も
含む数 10kb 以上の大規模な重複領域について分子進化学および集団遺伝的な解析を行うことにより、ヒトが
数万年の間に受けた環境の変化に対応した領域を特定することを目指す。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 亀山　俊朗　（KAMEYAMA Toshiro）
 所属： 教育事業部
  （コミュニケーション・システムの開発によるリスク社会への対応）
 学位： 博士（人間科学）／ Dr.(Human Sciences)
 職名： 講師
 専門分野： 社会学／ Sociology
 E-mail： kameyama.toshiro@ocha.ac.jp

社会理論／社会政策／シティズンシップ／ベーシック・インカム
social theory ／ social policy ／ citizenship ／ basic income

・亀山俊朗 , 2007, 「シティズンシップと社会的排除」福原宏幸編
『社会的排除／包摂と社会政策』法律文化社 , 74-100.

・亀山俊朗 , 2008, 「シティズンシップの変容――グローバル化における衰退と再構成」
大阪大学大学院人間科学研究科博士学位論文．

・亀山俊朗 , 2007,「若年者の労働観とキャリア教育政策」
『社会情報』（札幌学院大学社会情報学部紀要）,17(1)．

　国民国家を基盤とする近代的シティズンシップは、18 世紀にその市民的要素が、19 世紀に政治的要素が、
20 世紀に社会的要素が順次発達したとされる。しかし 20 世紀の福祉国家的なシティズンシップは、現代のグ
ローバル化やポストモダン化のもと変容を迫られている。近代的シティズンシップの成立と衰退を歴史的に分
析し、近年の社会理論や社会政策の中でシティズンシップがどのように再構成されようとしているかを明らか
にすることにより、ポスト福祉国家の社会像を考察している。そうした視点にもとづき、フリーター・ワーキ
ングプアなどの昨今の社会問題の調査研究や、ベーシックインカムなどの新しい社会政策の検討を行っている。

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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1. シティズンシップとグローバル化に関する理論研究。大阪大学「シティズンシップ研究会」による書籍『シ
ティズンシップと現代（仮）』の発刊。

2. 近代日本のシティズンシップに関する歴史研究。
3. 社会政策構想、とくにベーシックインカム構想のシティズンシップ概念にもとづく評価。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 河村　哲也　（KAWAMURA　Tetuya）
 所属： 人間文化創成科学研究科先端融合系
 学位： 工学博士（1984　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 数値流体力学、環境科学、シミュレーション科学
 E-mail： kawamura@is.ocha.ac.jp

数値シミュレーション／数値流体力学／環境科学／非線形偏微分方程式の数値解法
Numerical Simulation ／ Computational Fluid Dynamics ／ Environmental Science ／
Numerical Methods for Non-linear PDE

・Anna Kuwana, Yuko Sato and Tetuya Kawamura,"Numerical simulation of the modified 
Savonius rotors for the purpose of pumping water",CFD Journal vol.15 no.4 pp.632-637,2007

・Yoko Mizukami, Yuko Sato and Tetuya Kawamura,"Numerical analysis for steady and unsteady 
aerodynamics characteristics of SW-VAWT" ,CFD Journal vol.15 no.4 pp.638-644,2007

・T.Kawamura and K. Miyashita," A Numerical Method for Calculations of Flow in Long Region with Branch", 
Natural Science Report of the Ochanomizu University Vol.58(1) pp.45-55,2007

・T.Hayashi,I.-S.Kang,Y.Hara and T.Kawamura,"Transient Response of a Straight-Bladed Vertical Axis Wind 
Turbine to Step Wind　（直線翼鉛直軸風車のステップ風に対する過渡応答について）", 日本機械学会論文集

（B 編）74 巻 738 号 ,pp.406-413,2008.2
・河村哲也（分担執筆）：乾燥地化学シリーズ 3「乾燥地の土地劣化とその対策」、古今書院、総ページ 262（分

担 pp.56-78）、2008.3、ISBN978-4-7722-3107-7

　19 年度は、垂直軸風車（直線翼風車、サボニウス
風車）の数値シミュレーションによる研究、血管・
河川など細長い領域における非圧縮性流れ解析に適
した新しい数値解法の研究、SPH 法による天体シミュ
レーション、回転円板まわりの流れ、渦の伸張のシ
ミュレーション、風による砂丘地形の形成などの研
究を行った。

　In 2007, we studied about following topics and 
published several papers:
(1) Numerical study of the flow around the vertical 

wind turbines such as SW-VAWT(straight-wing 
vertical-axis-wind-turbine) and Savonius turbine.

(2) Development of new numerical method suitable 
for the computation of the flow in very long 
region.

(3) Astromonical simulation based on SPH method 
(4) Flow around rotating disk
(5) Simulation of elongation of vortex
(6) Formation of typical sand dune by the wind

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 16 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　2007 年度は授業としては、学部：物理学概論Ａ、
環境情報論、博士前期課程では数値流体力学特論、
数値流体力学特論演習、博士後期課程では環境情報
論を受け持った。また、他大学では、数理手法Ⅱ（東
京大学工学部）、数値計算の理論と実際（千葉大学工
学部）、計算数学および計算空気力学（日本大学理工
学研究科）の講義を行った。研究室における指導と
しては、博士後期課程（複合領域科学専攻）1 名の研
究指導、博士前期課程（数理・情報科学専攻）2 年次
生 7 名の修士論文の指導を行い、また 1 年次生 4 人
の研究指導を行った。情報科学科 4 年生 6 名、物理
学科 2 名の卒業研究指導も行った。さらに、教育的
な専門書籍（サイエンス社刊、ナビゲーション数学
シリーズ：(3) ナビゲーション微分方程式（189 ペー
ジ ),ISBN4-7819-1177-9, (5) ナビゲーション微分積
分 (185 ページ ),ISBN4-7819-1172-4 を執筆した。

　Lectures given in Ochanomizu University during 
2006.4-2007.3 are as follows: Under graduate 
course: 1. Introduction to physics, 3. Computer 
science for enviromental science. Graduate course: 
1. Advanced computational fluid dynamics, 2. 
Advanced computer sciences for environmental 
sciences. Also following lectures are given in other 
universities: 1. Mathematical and computational 
method I I ( Tokyo Univers i ty )  2 .  Numer ica l 
Analysis(Chiba University) 3. Computational 
Mathematics (Nihon University) 4. Computational 
Aerodynamics(Nihon University) Twelve graduate 
students (two are doctoral course and eight are 
master course) and eight under graduate students 
are perform their researches under the supervision 
of Prof. Kawamura. Educational text books about 
mathematics are written that are concerned with (a) 
Calculus (b) Ordinal differential equations.

　現在の研究の発展として、風による砂丘の移動問題に関しては乱流モデルの検討などモデルの精密化や現実
の砂丘・砂漠への適用など、風車関連では開発した計算法の種々の風車への適用や計算結果から風車の改良法
の提案、雲の発生では、笠雲や吊るし雲だけでなく典型的な雲の再現、そして温帯低気圧や台風における雲に
ついても調べたい。また細長い領域での効率的な計算法では流線座標の導入を検討している。さらに、上記の
ことに必ずしもとらわれず、数値シミュレーションを理学・工学の諸問題へ幅広く応用したい。

　近年のコンピュータの長足の進歩により、数値シミュレーションは、理論と実験に並ぶ第 3 の研究方法とし
て限りない可能性を我々にもたらしている。数値シミュレーションは現象をなるべく正確に表す計算モデルを
つくり、コンピュータで計算して結果を解析する。したがって、最大の利点としてどんな環境でも（コンピュー
タの中で）つくり出せることがあげられる。たとえば、スケールでいえば小は原子や分子など量子力学的な現
象から大は天体など宇宙規模の現象も再現でき、また超高温、超高圧の現象や逆に超低温、超低圧の現象も解
析できる。当研究室では、主に流体（気体と液体の総称）の力学現象について、理学・工学に現われる諸問題
に対し、数値シミュレーションを用いた解析を行っている。さらに、現在は環境問題が切実になってきている
ため、数値シミュレーションの環境科学や生活科学への応用にも関心をもって研究している。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 河村　聖子　（SEIKO OHIRA-KAWAMURA）
 所属： 教育事業部 ( 女性研究者支援モデル育成プログラム )
 学位： 博士（理学）
 職名： リサーチフェロー
 専門分野： 強相関電子系の実験的研究
 E-mail： kawamura.seiko@ocha.ac.jp

強相関電子系／磁性と超伝導／中性子散乱
strongly correlated electron systems ／ magnetism and superconductivity ／ neutron scattering

・Competition between unconventional superconductivity and incommensurate antiferromagnetic order in 
CeRh1-xCoxIn5
S. Ohira-Kawamura, H. Shishido, A. Yoshida, R. Okazaki, H. Kawano-Furukawa, T. Shibauchi, H. Harima and Y. 
Matsuda
Phys. Rev. B 76, 132507 (

・Anomalous flux line lattice in CeCoIn5
S. Ohira-Kawamura, H. Shishido, H. Kawano-Furukawa, B. Lake, A. Wiedenmann, K. Kiefer, T. Shibauchi and 
Y. Matsuda
J. Phys. Soc. Jpn. 77, 023702 (2008)

　古川研究室（物理学科）において、重い電子系を
はじめとする強相関系物質における磁性と超伝導に
ついて、中性子散乱法を用いて研究している。2007
年度はとくに、重い電子系超伝導体 CeCoIn5（転移
温度 Tc=2.3K、H//c での上部臨界磁場 Hc2=5T）に
おける磁束状態に対し中性子小角散乱実験をおこ
なった。中性子小角散乱法による磁束状態の研究か
らは、非局在電子構造の対称性、磁束コア内部の電
子状態を知ることができる。CeCoIn5 では、0.6T 付
近で磁束格子構造が三角から四角へ相転移すること
がすでに報告されている。今回、1T より高磁場での
磁束格子構造の磁場依存性を調べたところ、4T 以上
で再び三角格子へ向かって構造が変化することが明
らかになった。さらに、外部磁場を印加することに
より磁束コア中の内部磁場が誘起されるような、異
常なふるまいが観測された。この原因として、強い
パウリ常磁性の効果、あるいは、高磁場領域では磁
場誘起の量子臨界点に近づいていることが挙げられ
る。

　We have studied magnetism and superconductivity 
in strongly correlated electron systems by using 
neutron scattering technique. This year, small-angle 
neutron scattering (SANS) measurements have been 
carried out on a vortex state of a heavy fermion 
superconductor CeCoIn5, which has the transition 
temperature Tc=2.3K and the upper critical field 
Hc2=5T for H//c. The SANS measurement on the 
vortex states is useful to investigate the symmetry of 
nonlocal electronic structure and the electronic state 
inside the vortex cores. In CeCoIn5, it has already 
been reported that the system undergoes a flux line 
lattice (FLL) phase transition from triangular to 
square at 0.6T.
　In our SANS measurements ,  we observed 
reorientation to the triangular FLL above 4T. 
Furthermore, anomalous behavior that the contrast 
of the internal field increases with magnetic 
field was observed. As the reasons, strong Pauli 
paramagnetic effects and/or the existence of a 
field-tuned quantum critical point near Hc2 are 
conceivable.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　CeCoIn5 の磁束状態について、2008 年度以降も、中性子小角散乱法を用いてさらなる研究をおこなってい
く。最近、CeCoIn5 は、極低温・高磁場下において「FFLO 状態」と呼ばれる磁束状態が実現している可能性
が示唆されている。この FFLO 状態とは、パウリ常磁性の大きい系で起こることが期待される現象であり、磁
束方向に沿って一定間隔ごとに、超伝導が破れている「平面ノード」が発現するという特徴をもつ。理論的に
は 40 年以上前から提唱されているにも関わらず、実在する物質ではいまだにその存在は実証されていない。
そこで、中性子小角散乱実験によって、この平面ノードに起因する周期的な磁場の変調を観測し、FFLO 状態
の発現を実証することを目標とする。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 菅　聡子　（KAN Satoko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（人文科学） (2000　お茶の水女子大学 ) 
 職名： 教授
 専門分野： 近代日本文学、とくに明治小説、女性作家
 E-mail： kan.satoko@ocha.ac.jp

日本近現代文学／女性表現／ジェンダー／メディア研究／表象分析
Modern　Japanese　Literature ／ Woman　Writing ／ Gender ／
Media　Studies ／ Analysis　on　Representation

・太宰治『女神』論―帝国の亡霊は消滅したか（『太宰治研究』15、和泉書院、平成 19 年 6 月、pp57-69）
・〈暴力〉の表象／〈表象〉の暴力―欲望の再生産とメディア（竹村和子編『欲望・暴力のレジーム　揺らぐ

表象／格闘する理論』作品社、平成 20 年 3 月、pp154-168）
・〈淫婦〉の恋―『にごりえ』と『河内屋』の交錯と乖離―（「文学」第 8 巻第 5 号、平成 19 年 9・10 月、

pp142-151）
・国家と女学生―東京女子高等師範学校を事例として―（お茶の水女子大学「人文科学研究」第4巻（2007年版）、

平成 20 年 3 月、pp41-51）
・〈よろめき〉と女性読者（「文学」第 9 巻第 2 号、平成 20 年 3・4 月、pp54-68）

　女性読者とメディアの連関、ならびに戦後状況とのかかわりを中心化し、とくに昭和 30 年代における女性
読者の様相を分析・考察した。また、同じく現在のメディア状況ならびにサブカルチャーの交錯・葛藤・共犯
関係を明確にすべく、少女の表象と暴力の連関について論じた。
　女性と国民化の問題意識からは、明治期に「国民」たることから排除された女性たち、とくに「娼妓」たち
と国家の連関について、さらに、彼女たちとは対極に存在した本学前身の東京女子高等師範学校の学生たちを
比較対象しつつ、皇后との関係性を分析軸として、女性がどのように「国民」として教育されたのか、分析・
考察を行った。いずれも、研究業績として発表した。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 9 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部の授業においては、日本近現代におけるキャノンの批判的再検討の見地から、明治以降、現在にいたる
までの男性表現を時系列的に考察する講義をもった。また、サブカルチャーと現代日本社会の問題を前景化す
べく、とくにメディア・リテラシーの獲得を目してジェンダーの観点から全学対象の講義をもった。
　大学院においては、女性読者とベストセラー小説の連関、またメディアの成立のプロセスをみる見地から、
菊地寛『真珠夫人』を分析対象として、演習と講義をミックスさせた形式の授業を行った。さらに「悪女」表
象について分析した。
　また、主査として担当する大学院生（含・留学生）に対しては、個々の研究の進展を促すべく、論文指導を
中心に、指導をおこなった。また、国内外での口頭発表を慫慂した。主査として担当する院生のうち、2 名が
学位を取得した。

　女性作家の国民国家への参与を分析・考察するにあたり、その「文学的感傷」性を視座として、女性読者と
の連帯も視野に入れつつ、分析・考察を続ける予定。
また、女性の国民化において、古典文学がどのような役割を果たしたのかについても考察。

　文学研究は、ともすれば現実社会とコミットしていないと考えられがちだが、それは誤りである。私たちは、
つねに「物語」のなかを生き、ときに、より「大きな物語」による抑圧を受ける。そのような抑圧にあらがう
ために、私たちは「物語」自身のみならず、その「物語」を発信・受容するシステムや、「物語」のコンテク
ストを読み解く力を持たなければならない。そのような広い意味でのリテラシーを得ることができるのは、文
学研究の分野である。そもそも、現在の私たちをとりまき脅かす「大きな物語」の原型は、すべて過去にすで
に語られたものなのだ。そのようなアクチュアルな学問の形として、文学研究はある。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 神田　由築　（KANDA  Yutsuki）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（文学）（1998、東京大学大学院人文社会系研究科）
 職名： 准教授
 専門分野： 日本近世史
 E-mail： kanda.yutsuki@ocha.ac.jp

芸能／興行／近世／歴史／文化
performing arts ／ entrepreneurship ／ early modern ／ history ／ culture

・「小豆島農村歌舞伎の映像を制作して」『総合展示リニューアル（近世）に向けてⅢ　ひとともののながれ・
村からみえる「近代」』（国立歴史民俗博物館）

　2007 年度の活動は、大きく 3 つに分けられる。第一に、2005 年度以来取り組んでいる農村歌舞伎の研究
を著書に取りまとめるべく、その準備と考察を行った。とくに、これまであつかったことのない明治期の新聞
小説について調査する必要が生じ、研究の対象時代を大幅に広げることとなった。年度内に著書を刊行するこ
とはできなかったが、次年度の課題として引き続き取り組む予定である。第二に、国立歴史民俗博物館の常設
展示リニューアルの最終年度にあたって、調査および展示用のキャプションの作成をおこなった。また、10
月には 2008 年 3 月のリニューアルオープンに向けてのフォーラム（第 61 回歴博フォーラム「ひととものの
ながれ・村からみえる「近代」」において、2004 年度から着手した香川県小豆島中山歌舞伎の調査の報告と、
その過程で制作した映像記録の成果と課題について報告した。第三に、これまでの研究活動をもとに、文京学
院大学において一般市民向けの講座で講義を行い、研究成果の普及に努めた。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部では以下の 6 つの授業を担当した。「日本近世史料演習Ⅰ」「同Ⅱ」では『群馬県史』をテキストとして、
日本近世史を研究するのに必要な基礎的な史料読解に関する演習を行った。「日本史研究法」では『シリーズ
身分的周縁と近世社会』をテキストに、日本史を研究していくために必要な、文献や資料の読み方について授
業を行った。「日本近世近代社会経済史」では、あらゆるモノが「商品化」される近世という時代の特質を探
るために、男色を取り上げた。「日本文化史概論」では小風教員と分担で前半を担当し、日本史のなかにおける「都
市」をテーマに、17 世紀以降の歴史について通観した。「歩いて学ぶ比較歴史Ⅱ」では比較歴史学講座の各教
員が提供する、各地の遺物（展示物を含む）や遺跡見学のフィールドワーク形式の授業の取りまとめを行った。
大学院では、院生が研究成果を発表する「日本文化史演習」「日本文化史特論」と、歌舞伎・文楽などの知識
を養うための演習「伝統芸能文化論演習」の 3 つの授業を担当した。

　農村歌舞伎に関する著書を刊行することと、2006 年度に試論的に取り組んだ歌舞伎・浄瑠璃の戯曲構造か
ら当時の歴史的・社会的環境を明らかにするという、歴史学と文学を融合する研究をさらに進めることができ
ればと考えている。
　共同研究の可能性としては、文学との共同研究や、祭礼における社会のありかたなどを通して民俗学との共
同研究、あるいは芸能をテーマにした音楽学・服飾史などとの共同研究が考えられる。

　とにかく「実物」に接することを大切にしてください。「実物」の古文書に触れ、「実物」の文化的遺物を観て、
歴史や文化について考えること。もちろん、なかには長い年月のあいだに姿を変えたものもあるでしょうから、
そこから直接、歴史的事実が読みとれるとはかぎりません。けれども、「実物」は私たちに訴える何か不思議
な力を秘めています。それから、古文書を読んだりモノを観たりするだけでなく、その古文書やモノが作成あ
るいは伝承された「現場」に行ってみること。やはり「現場」に立つことで、机の上では見えないものが見え
たり、そこでしか得られない貴重な情報を入手することができます。まずは自分の目で確かめ、考える。そこ
から、現代社会を生き抜くに必要な批判能力が生まれると思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 菅野　健　（KANNO Ken）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士 (1975　東京大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 独文学、特にトーマス・マンを中心とする 20 世紀独文学
 E-mail： kanno.ken@ocha.ac.jp

ドイツ語／ドイツ文学／トーマス・マン／教養小説／精神史

　コア科目としてのドイツ語を、全学部の学生を対象として、いかに丁寧にかつ効率的に教えるか、というこ
とが、専門のドイツ文学のコースがないお茶の水女子大学においては（ドイツ語の専任は一人）、常に一方の
研究課題にならざるをえません。お茶大生のために、長年の研究成果として『改訂・ドイツ語の文法』（2002 年、
第三書房刊）を作成した後は、どこをどうすればさらによくなるかを考え続けています。
　ドイツ文学の研究対象としては、ゲーテ , シラー、ショーペンハウアー、ヴァーグナー、ニーチェなどの影
響を多大に受けた、20 世紀最大の作家の一人トーマス・マン（1875 － 1955）を主たる対象として考察を続
けています。時代の精神状況がどこからどこへ、どのようにして流れて行くのか、それを偉大な精神がどのよ
うにとらえて表現しようとするのか、ということを思索の出発点にしています。

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　基礎ゼミ・教職総合演習では、ヘルマン・ヘッセの『車輪の下』について考察しました。 
 ドイツ語初級では、文教育学部の文 B というクラスと理学部全体のクラスのそれぞれ「文法」と「演習」を
ペアで2コマ、計4コマ担当しました。週2回リレー形式での授業なので、相当な実力がつき、その教育成果は、
多数の独検合格者が出るという形でも現れました。
　中級の 2 コマの一方のクラスでは『こんにちは！　ドイツです』というテキストを用いて、ドイツ語を丁寧
に読みながら、ドイツの現在のさまざまな事情を学びました。もう一方のクラスでは『ドイツ・ことばと文化
ーやさしく読めるドイツ文化史ー』を精読しつつ、ドイツの文化の流れを学び、ドイツ語の読解力を高めました。
　上級、「独文学演習」（大学院は「近代独文学論」「近代独文学演習」）では、ヴァイツゼッカーの『ヨーロッ
パの未来と日独関係』という論文を一字一句おろそかにしないで読みつつ、ドイツ語の力を伸ばし、ヨーロッ
パにおけるドイツの役割と日独関係のあり方について、考察を深めました。

　お茶大生のために長年の授業経験を生かして作成した教科書『改訂・ドイツ語の文法』を、さらによりよき
ものにしていきたいと考えています。
　ドイツ文学の分野では、精神史の大きな流れ、ルター、レッシング、ゲーテ、シラー、ショーペンハウアー、
ヴァーグナー、ニーチェ、そしてトーマス・マン（1875 － 1955）に至る時代の背後に潜む精神状況を考察
の対象にしています。人間の精神は、それぞれの時代に、どこから来てどこへ行こうとしていたのか。そして今、
我々はどこに向かっているのか。

　残念ながら専門のコースはないのですが、ドイツ語・ドイツ文学を、広く豊かな世界観・人生観を得るべく
学びたい人にこそ、ぜひ入学してもらいたいと思っています。
　ドイツ語の論理的構造をしっかり学んで行くことは、どのような分野を専攻するにせよ、その専攻分野の認
識を深めることに役立って行く作業なのです。ドイツ語の基本構造を理解・分析する能力を高めて行くことは、
それぞれの専門分野をより深く理解・分析する能力を高めることと同時並行的に起こって行くことでしょう。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 菊地知子　（KIKUCHI Tomoko）
 所属： 教育事業部 ( 幼・保の発達を見通したカリキュラム開発 )
 学位： 家政学修士／ Master
 職名： 講師
 専門分野： 保育学
 E-mail： kikuchi.tomoko@ocha.ac.jp

人と人とのつながり／自己の変容／対話性と創造性／保育実践研究
human communication ／ dynamic change of self ／ dialogicity and creativity ／ action study of childcare

・保育を「見る」目を育てる―お茶の水女子大学「幼保プロジェクト」による保育現場と大学との協働的カリキュ
ラム開発研究報告（２）―浜口順子・佐治由美子・塩崎美穂・菊地知子

・お茶の水女子大学人文科学研究　第 4巻（2007 年）お茶の水女子大学「幼・保・大」連携保育研究の試み（15）
TURKISH DELIGHT(1) ―トルコ視察・印象編―　菊地知子『幼児の教育』第 107 巻第 3号　（2008 年 3月）

　保育とは何か、人が人を理解するとはどのような
ことか、他分野との相互性や互恵性、人の育ち（子
ども・学生）を支えるということ、等について、内
外視察を通して、あるいは身近な現場（附属幼稚園・
ナーサリー）の協力を得ながら、さらには非技術論
的言語に助けを得ながら総合的に考えている。

　My main interests are ；to understand others 
・what hoiku is,・mutuality or reciprocity with 
other studies, ・to support development of children  
students, or adults． 
So-called ‘fields’ of hoiku , facijities or places for 
hoiku both domestic and overseas, and many kinds 
of picturebooks and poems help me to see wholly 
these things.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits



149

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

・発達臨床基礎論Ⅱ・発達臨床基礎演習Ⅱ　保育学的、
人間教育学的子ども理解についての講義やワーク
ショップ（体験と振り返り）、初歩のエソロジー風
観察、愛育養護学校での一日実習とそれにともな
う記録検討や講義

・保育臨床実習　附属幼稚園、ナーサリー、文京区
立幼稚園での保育観察、学生と授業者との話し合
い、記録の共有

　Basis of developmental clinical study Ⅱ /  Basic　
seminar of developmental clinical study Ⅱ ；We try 
to make students feel ,think and act by themselves 
and be able to  understand pedagogically and 
somehow ehologically.  
　Clinical study for obserbation and reflection；
exercising the way of looking, reflecting, making 
documentations.

　「こたえがほしい」「こたえじゃわからん」「問いがほしい」「問いじゃわからん」「相談しましょ」「そうしま
しょ」……大学での学びとは、自らの中に知らず知らずに築いてきた価値観を問い直し、自ら思考すること（新
たな問いを立て、答えのない問いに向き合う）による自己の変容ではないか。教員も学生も、一人ひとり変容
の過程、成長の過程にある者どうしとして、学びを楽しめたらいいと思う。

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 北島　佐知子　（KITAJIMA Sachiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科先端融合系
 学位： 博士（理学）
 職名： 准教授
 専門分野： 量子情報理論、非平衡統計力学
 E-mail： kitajima.sachiko@ocha.ac.jp

量子情報理論／ディコヒーレンス／量子通信理論
quantum information theory ／ decoherence ／ quantum communication

・ Sachiko Kitajima，Masashi Ban, Toshihico Arimitsu and Fumiaki Shibata：Rigorous quantum treatment of 
dynamical coherence recovery, J. Phys. B, 40 (2007) S239.

・ Yasushi Kondo, Mikio Nakahara, Shogo Tanimura, Sachiko Kitajima, Chikako Uchiyama
and Fumiaki Shibata: Generation and Suppression of Decoherence in Artificial Environment for Qubit 
System, J. Phys. Soc. Jpn. 76, (2007) 074002.

・ Sachiko Kitajima, Masashi Ban and Fumiaki Shibata: Exactly Solvable Model of Suppression of Quantum 
Decoherence, Phys. Lett. A, 370 Issues 3-4 (2007) 228-233.

　量子情報分野において重要な課題の 1 つである量
子系のコヒーレンス消失過程に関する諸問題を、非
平衡統計物理学の視点から取り組んでいる。2007 年
度は、以前から継続していたコヒーレンス消失過程
の研究を基礎にして、この特徴的な性質を抑制する
機構についての研究を進展させた。具体的には、厳
密に解ける理論模型および量子論的マスター方程式
の方法によるコヒーレンス消失過程を解明した後、
さらに、パルス照射による方法を取り上げ、その抑
制効果を明らかにした。厳密に解ける理論模型を用
いることにより、コヒーレンス消失に寄与する環境
と注目系との相互作用が、パルス照射によって実質
的に相殺されるメカニズムを明確に示した。この効
果の本質に関わる実験検証がなされ、論文として公
刊されている（主要業績 2）。

　Decoherence phenomenon is one of the most 
important problems in non-equilibrium statistical 
physics and in quantum information systems. 
With the use of exactly solvable quantum theoretical 
models and by the methods of quantum master 
equation, we study the dynamical processes of 
decoherence and the mechanism for suppression of 
decoherence with the application of pi pulses. 
In the exactly solvable models, we showed that 
quantum decoherence is dynamically suppressed 
by changing the nature of the interaction potential 
between the system and the environment. 
　E s s e n t i a l  f e a t u r e s  o f  o u r  s t u d i e s  a r e 
experimentally verified and the results are published 
in ref.2 above. 

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 8 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部：電磁気学演習を担当。
大学院：博士後期課程の学生 1 名、博士前期課程の学生 2 名が参加するゼミ（量子情報理論の基礎、個々の研

究テーマ）を行った。

　量子系のコヒーレンス消失、およびその抑制に関する研究は現在進行中である。具体的な計画としては、
（1）人工的な揺動磁場を環境にもつ物理系を取り上げた主要業績 2 に関連して、人工的揺動磁場の環境による

コヒーレンス消失過程に関する具体的な提案を行うこと、さらには、そのディコヒーレンス抑制メカニズ
ムに関する新たな提案を行うこと

（2）いくつかの理論模型を取り上げ、環境と注目系との相互作用とディコヒーレンス抑制過程についての新し
い提案を行うこと

などが挙げられる。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 刑部　育子　（GYOBU Ikuko）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 修士（教育学）
 職名： 准教授
 専門分野： 発達心理学・保育臨床学
 E-mail： gyobu.ikuko@ocha.ac.jp

幼稚園におけるフィールドワーク／アートを通した学習論／参加型デザイン
Field Study in Kindergarten ／ Learning theory through Art ／ Participatory Design

・刑部育子（2007） 「いずみナーサリーMessage Book」制作への取組. 幼児の教育, Vol. 106 (11), フレーベル館, 
pp. 51-57.

・刑部育子 (2007) ナーサリーパンフレットのデザインプロセスを通した協働的学び．日本保育学会第 60 回
大会発表論文集 , pp. 348-349.

・Makoto Okamoto, Hidehiro Komatu ＆ Ikuko Gyobu (2007) “　Participatory Design using Scenarios in 
different cultures” Proc. of International Conference on Human Computer Interaction (HCI2007), pp. 
223-231.

・Masashi Toda, Akiko Saito, Ikuko Gyobu, Jun-ichi Nakakoji, Junichi Akita, &　Kunio Iwata (2007) “Design 
and Construction of Dynamic Picture Book Using Conductive Fabric", Proc.of World Conference on 
Educational Multimedia, Hypermedia and Telecommunications (ED-MEDIA2007), pp.3790-3794

・刑部育子 (2008) 図画工作・美術科授業の可能性―幼児教育・学習論の立場から．美術科教育学会第 30 回
研究発表概要集 , p. 12.

（1）参加型デザイン手法の応用としての作品「ナーサリー Message Book」（いずみナーサリーパンフレット）
の制作プロセスを分析した研究発表を行いました。

（2）その一部のシナリオ手法については、国際学会 HCI において発表を行いました。
（3）また、幼児の玩具開発として布にコンピュータを埋め込み、インタラクション性を発揮する布絵本を工学

分野の研究者と共同開発した成果を国内外で発表しました。
（4）科学研究費（萌芽研究）による教育実践フィールドに有効な観察調査ツール開発に着手し、試作を始めま

した。
（5）附属小学校の授業「アート」との連携研究から美術科教育に関する学習論を展開しました。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 7 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　平成 19 年度学部授業として、「保育臨床学」、「人間関係学」、「保育臨床講義購読」、「保育臨床実習」、「発達
臨床特別演習Ⅰ・Ⅱ」ほか、を行いました。とくに、平成 18 年度より特別教育研究経費「幼・保の発達を見
通したカリキュラム開発」（代表：浜口順子）が開始されており、大学と附属幼稚園と附属保育所とが連携し
た教育カリキュラム改革を推進中です。具体的な改革として、従来 3 年次で実施していた「保育臨床実習」を
初めて 2 年次で実施し、3 年次の専門教育インターンシップ「発達臨床特別演習Ⅰ・Ⅱ」との連続性をもたせ
たカリキュラムとなりました。「保育臨床実習」では内容も充実させ、学外の公立幼稚園にもご協力いただき
ました。大学院の授業では「保育実践論特論」、「保育臨床学特論」、「乳幼児臨床学演習」を行いました。平成
19 年度に私の研究室から提出された卒業論文・修士論文として「1・2 歳児の社会的かかわり」、「幼稚園に入
園した子ども達の「つながり」のはじまり」、「共振的かかわりにみる保育者の応答性」があります。

　アトリエ的環境における学びの実践について附属小学校との連携研究
　保育実践観察記録ツールの開発

　お茶の水女子大学敷地内には、日本で最も歴史ある附属幼稚園があります。また、国立大学の中で附属校と
して初めての保育所、いずみナーサリーが大学と同じ敷地内に設置されました。乳幼児期の教育プログラムを
開発するため、大学と幼稚園・保育所が連携した研究プロジェクトが進行中です。このような学習環境が備わ
る中で実践的にそして専門的な保育・子ども理解・発達を学ぶことができます。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 清田　淳子　（KIYOTA Junko）
 所属： 人間文化創成科学研究科
 学位： 応用言語学博士
 職名： リサーチフェロー
 専門分野： 年少者日本語教育、帰国子女教育、国語科教育
 E-mail： kb5j-kyt@asahi-net.or.jp

年少者日本語教育／学習支援／内容重視のアプローチ／母語活用／教員養成

・『言語少数派生徒を対象とした教科学習支援における指導ストラテジーの分析』平成 18 ～ 19 年度科学研究
費補助金（若手研究スタートアップ）研究成果報告書（研究代表者 清田淳子）

・「「支援の授業」と「在籍級の授業」との学習内容の連続性」『多言語・多文化研究』第 13 巻、全国語学教育
学会バイリンガリズム研究部会　44-61.

・「言語少数派生徒同士の学び合いを活かした学習支援の可能性の探求」平成17～19年度科学研究費補助金（萌
芽研究）研究成果報告書『母語を活用した教科学習の過程と結果の分析―日本語を母語としない児童生徒の
場合―』（研究代表者 岡崎眸）　131-157.

・「学習支援としての日本語指導を研究するために」『母語・継承語・バイリンガル教育研究会紀要』第 4 号、母語・
継承語・バイリンガル教育研究会　48-67.

(1) 言語少数派生徒の取り出し指導を担当する教師が、どのような指導ストラテジーを用いて「国語」学習支
援を行っているか、対象とする子どもの発達段階や日本語力の違い、教師の属性の違いをふまえて明らか
にする。

(2)「日本語非母語話者年少者教育学」を受講する学生の認識の変容
に着目し、教職をめざす学生が、日本語を母語としない子どもの教育について基本的な理解や問題意識を
もつためにはどのような働きかけが必要かを探る。

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1、「非母語話者年少者教育学特論」（前期：学部／大学院）子どもの第二言語習得や母語保持をめぐる諸理論など、
年少者日本語教育に関わる知見について、グループ討議を交えながら講義を行った。

2、「非母語話者年少者教育学演習」（後期：学部／大学院）日本語非母語話者年少者に対する教科学習支援の
実践的モデルについて、具体的な教育技術上の工夫を演習形式で学べるようにし、また、実践者をゲスト
として招くなど現場の声を採り入れながら授業を展開した。

　前／後期いずれの授業においても、学部生、院生、研究生、科目等履修生（現職の日本語教師等を含む）な
ど多様な背景を持つ受講生の参加を得て、年少者日本語教育に関わる理論と教授法について、「問い」を学ぶ
ことを目指しながら講義や演習を行った。

・在籍級の教科学習場面における、言語少数派生徒と日本人生徒との協同学習の可能性を追求する。
・国際学級担当者が教科取り出し指導で用いるストラテジーと、在籍級の教科担当者の指導ストラテジーとの

比較分析を通して、在籍級の授業のどこに言語少数派の子どもは困難を感じているのかを、指導ストラテジ
ーの相違の観点から探る。

　日本語を母語としない外国から来た子どもたちを対象とする教育では、教科学習を視野に入れた日本語教育
のあり方が模索されています。「日本語非母語話者年少者教育学特論」「日本語非母語話者年少者教育学演習」
の授業では、非母語話者年少者の第二言語発達や教科指導、母語保持、さらには教科学習支援の実践的モデル
について学びます。
　子どもの発達は「待ったがない」と言われます。たとえ言語や文化的背景が異なっても子どもたちの学びや
発達を保障していくことはその社会の大人たちの責任です。教職に就くことを考えている人も、日本語教師と
して既に活躍されている人も、留学生の方も、さらには自分自身が帰国生である人も、言語少数派の子どもた
ちとどのように関わっていけばよいのか、一緒に考えていきたいと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 清本　正人　（KIYOMOTO　Masato）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）（1992　岡山大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 発生生物学
 URL： http://marine.bio.ocha.ac.jp/
 E-mail： kiyomoto.masato@ocha.ac.jp

棘皮動物／細胞分化／バイオミネラリゼーション／重力環境／化学物質における形態異常
Echinoderm ／ cell differentiation ／ biomineralization ／ gravity ／ chemical effect for morphogenesis

・Kiyomoto M, Zito F, Costa C, Poma V, Sciarrino S, and Matranga V (2007)
Skeletogenesis by transfated secondary mesenchyme cells is dependent on extracellular matrix －
ectoderm interactions in Paracentrotus lividus sea urchin embryos. 
Dev Growth Differ. 4

・Yajima M, Kiyomoto M, Akasaka K (2007) 
Ars insulator protects transgenes from long-term silencing in sea urchin larvae. 
Dev. Genes Evol. 217, 331 － 336.

・Kiyomoto M, Izumi-Kurotani A, Eguchi H and Yamaguchi M (2007)
The effect of hypergravity on the spicule formation in the sea urchin development.   
Space Utilization Research 23:332-334.

　ウニの発生や生殖について調べています。ウニの
卵にはもともと方向性があり、骨や筋肉、消化管な
どを作る細胞はその片側（植物極側）から作られます。
このうち、幼生の骨を作る細胞は、最も早くその発
生運命が決定され事が知られており、取り出して培
養しても骨を作る細胞になります。単離培養によっ
て明らかになるそれぞれの部分の自律的な発生の能
力を調べたところ、筋肉や消化管などになる部分も、
小さな部分に分けて培養するとすべて骨を作る能力
があることがわかりました。胚の中ではその能力が
抑制され、本来の発生運命へ調節されていることに
なり、これまで知られていた以上に調節能力が高い

（多分化能がある）ことを明らかにしました。
　金属イオンや化学物質の中には、形態形成や配偶
子形成に影響を与えるものがります。エストロゲン
やリチウムイオン等の影響を調べています。

　I am s tudy ing  on  the  deve lopment  and 
reproduction of echinoids. The sea urchin egg has 
a polarity, many kind of cells forming skeleton, 
muscle and digestive tract appear from the one 
side of egg (vegetal pole). It is well known that the 
cell line of skeletogenesis is a first group whose 
cell fate is decided at first. We have examined the 
developmental potential of each part in vegetal 
side and shown that most of all vegetal side has 
a potential of skeletogenesis in the culture after 
a separation to a small volume. It is considered 
that the skeletogenic potential is suppressed and 
each part is regulated to the normal cell fate in 
embryogenesis. 
　Some of metal ions and chemicals have an effect 
on the morphogenesis of digestive tract. Exogastrula 
induced by Estrogen or Li, in which the digestive 
tract project to the outside, is examined. The roles 
of steroid hormones, such as estrogens, are also 
examined on the yolk protein production and 
gametogenesis. 

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　動物系統学、動物発生学についての授業、実習を
担当しています。動物の系統学の授業では、地球上
に存在する主な動物門の特徴を解説し、体制の特徴
を系統進化の順にたどります。動物の発生の授業で
は、一個の細胞である受精卵から、動物の体が出来
上がるまでの形態の変化と、それを引き起こすメカ
ニズムを、組織や細胞の相互作用や、シグナルを伝
達する分子や遺伝子発現まで、現在までに明らかに
されていることを解説します。実習は、臨海実験所（湾
岸生物教育研究センター、千葉県館山市）で行って
います。動物の系統学の実習では、潮間帯での磯採
集やプランクトン採集により、自分で集めた材料を
調べ、無脊椎動物の多様性の実際を理解します。動
物の発生の実習では、棘皮動物の受精、初期発生に
ついて、胚操作や免疫組織染色等の実験を行います。
さらに、水中での生物の観察調査を可能にするダイ
ビングの実習も担当しています。

　I teach the lectures and the experimental courses 
on the systematic zoology and developmental 
biology. In the lecture of systematic zoology, 
the characters of body plan of each phylum are 
expounded in the order of phylogeny. In the lecture 
of developmental biology, the morphological 
changes from a fertilized egg to the complete animal 
body are explained and the controlling mechanism 
by a interaction between tissues and cells and a 
signaling pathway of molecules and genes are 
expounded. Each laboratory courses are in marine 
laboratory (Marine and Coastal Research Center, 
Tateyama). In the laboratory course of systematic 
zoology, students go to sea shore to collect animals 
and take a boat to collect marine plankton by 
net. They understand the real animal diversity by 
examining animals collected by themselves. In 
the laboratory course of developmental biology, 
embryo manipulation and immunostaining on the 
fertilization and early development are performed. 
I also teach a laboratory course of diving for the 
observation and research of marine animals.

　ウニの胚細胞を単離培養することで、各部分の自律的な発生能力を調べている。現在明らかにされつつある、
各組織の分化のための gene regulation network から、高い自律的な分化能力をどのように説明できるのかを
調べていきたい。そこからは、祖先のもっていた発生のプロセスと類似したものが残っていることが近年示唆
されており、発生のプロセスの変化として形態形成の進化を説明する手がかりが得られることが期待される。
また、このようなウニ胚の細胞分化の技術を使って、化学物質や重力などが、どのステップにどのような影響
を与えるかを明らかにし、それら環境要因の生物への作用を調べる生物検定の実験系にウニを利用できるよう
にしたい。さらに、棘皮動物等の生殖を調節する仕組みを明らかにして、実験材料として安定に供給すること
を可能にしたい。

　生命の生まれた海には、今でも地上にくらべてとても多くの生物のグループが生息しています。本学の臨海
実験所（湾岸生物教育研究センター、千葉県館山市）では、海のフィールドに飛び出して、無脊椎動物の多様
な姿を見て触れられるカリキュラムが用意されています。もし、あなたに意欲があれば、水の中の世界までも
……。海辺の施設で、動物の体の作り（ボディープラン）やその形成の過程（個体発生）を調べて、何億年分
の進化に思いをめぐらすのはいかがですか？

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 工藤　和恵　（KUDO Kazue）
 所属： 教育事業部（アカデミック・プロダクション）
 学位： 
 職名： 特任助教
 専門分野： 統計物理
 URL： http://www.cf.ocha.ac.jp/acpro/kudo/
 E-mail： kudo.kazue@ocha.ac.jp

物理学／非線形・非平衡／量子スピン系／ソフトマター
Physics ／ nonlinear science ／ quantum spin systems ／ soft matter

　◆研究内容　／　Research Pursuits

量子スピン系における非平衡ダイナミクス 
1次元量子スピン系におけるエネルギー拡散や生き
残り確率を主に数値的に研究する。実空間上での
確率分布の時間発展と、対応する古典相空間の特
徴との関係を明らかにする。

パターン形成
強磁性薄膜の磁区パターンを、主に数値シミュレー
ションなどを用いて理論的に研究する。

Nonlinear dynamics in quantum spin chains
I study energy diffusion and survival probabily 
in one-dimensional quantum spin systems. I also 
study relationship between time evolution of the 
quantum spin distribution in a spin chain and the 
corresponding classical phase space.

Pattern formation
I  t heo r t i c a l l y  s tudy  doma in  pa t t e rns  i n 
ferromagnetic thin films by numerical simulations.
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　量子スピン系のダイナミクスの研究を発展させる。同時に、ソフトマターの理論的研究も立ち上げる。ソフ
トマターの研究に関しては、実験グループとの共同研究を行いたい。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 久保田　紀久枝　（KUBOTA Kikue）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 学術博士（1981　お茶の水女子大学）
 職名： 教授
 専門分野： 食品化学（特に食品の香気及び機能性成分の化学）
 URL： http://www.food.ocha.ac.jp/syokuhin/foodchem.htm
 E-mail： kubota.kikue@ocha.ac.jp

食品香気／化学分析／おいしさ
Food flavor ／ chemical analysis ／ palatability

・The formation mechanism by yeast of 4-hydroxy-2(or 5)-ethyl-5(or 2)-methyl-3(2H)-furanone in miso
Motoko Ohata, Keiko Kohama, Yasujiro Morimitsu, Kikue Kubota, and Etsuko Sugawara, Biosci. Biotechnol. 
Biochem., 71 (2), 407-413 (2007). 

・Effects of the amino-carbonyl reaction of ribose and glycine on the formation of the 2(or 5)-ethyl-5(or 
2)-methyl-4-hydroxy-3(2H)-furanone aroma component specific to miso by halo-tolerant yeast
Etsuko Sugawara, Motoko Ohata, toshinari Kanazawa, Kikue Kubota, and, Yonekichi Sakurai, Biosci. 
Biotechnol. Biochem., 71 (7), 1761-1763 (2007).

・Similarity of odor qualities and similarility of molecules  -Examples of molecules that contain a cis-type 
carbon-carbon double bond or a thioether moiety-
Fumiko Yoshii, Saho Ayabe-Kanamura, isahiro Hagiwara, oshiaki Yamada, Kikue Kubota and Keiko Takan

・食べ物の美味しさ－香り
久保田紀久枝，　FFI Journal, 212 (11), 909-910 (2007)

・Flavor enhancement of chicken broth from boiled celery constituents.
Yoshiko Kurobayashi, Yuko Katsumi, Akira Fujita, Yasujiro morimitsu, and Kikue Kubota, J Agric. Food 
Chem., 56 (2) 512-516 (2008)

　食品のおいしさを左右する食品の香気成分を解明
することを目的に有機化学的手法と官能評価を併用
し、研究を展開している。
　香味野菜のひとつであるセロリの香気成分の中に、
チキンブロスの風味を増強する効果を持つ物質を見
つけ、論文をアメリカ化学会誌に投稿した。におい
で味、とくにこくや厚みなどを増強する成分の報告
は初めてであったことより、新しい呈味エンハンサー
ということで、その週のトピックスとしてアメリカ
化学会のニュース誌に取り上げられた。
　その外、近年、食生活の変化に合わせ、新しい特
性を持った農産物が開発され、関心が集まっている。
米や果物について新品種の風味特性について調べ、
よりよい品種開発に向けての基礎データを集積した。

　Spice is estimeted an essential material in 
preparation of processed food because of the 
efficacies of enhancing pleasant flavour and tastes of 
thepreparations. Volatile constituents of fresh and 
boiled celery was investigated to identify the potent 
odorants that contribute to both celery aroma itself 
and the effects of celery as a flavor/taste enhancer.
The paper of this study was published in a journal of 
American Chemical Sociey and it was noticed as one 
of the topics of the Journals.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部生に対しては、食品化学関連の講義や実験科
目を担当した。また、4 年次の学生 3 人について卒
業研究の指導を行った。
　院生については、博士前期や後期課程の学生のた
めの講義･演習を行い、さらに学位取得のための研究
指導を行った。院生には少なくとも年 1 回の学会参
加と発表を促している。
生活におけるさまざまな現象を科学的に解析する姿
勢を身につけ、自立して問題解決のできる基礎学力、
研究力を備えた人材育成を目指して講義や実験･実習
の内容を組み立てることを心がけている。

　I give lectures and seminars in Food chemistry 
for undergraduate and Food flavor chemistry for 
graduates.
I  a l s o  supe rv i s e  a  g r adua t i on  t he s i s  f o r 
undergraduate and a dissertation for master- and 
doctor-course students by co-investigating new 
research projects of food flavor. 
Graduate students are required to attend a meeting 
and present a paper once a year at least. 
　I wish to produce excellent human resouces 
with fundermental knowlege and ability to become 
independent.

　食物のもつヒトの健康維持に寄与する生理機能が注目されているが、十分量を持続的に食べなければその効
果は期待できない。食べ物はおいしくなくては食べ続けることは難しい。化学成分の刺激によって感じるにお
いや味に関与する成分について、その化学的分析及び風味に対する作用機作の研究を通して、おいしさとは何
かを科学的に解明したいと考えている。味覚や嗅覚の仕組みが受容体の研究から急速に解明されつつあること
より、受容体刺激物質である香気成分の化学的研究は、生理学的研究と関連付けることにより更なる発展が期
待できる分野である。

　ヒトは五感を働かせて安全で快適な生活を確保しています。五感の中でとくに味覚、嗅覚は化学物質が直接
受容体を刺激することにより知覚する感覚です。食べ物には、この味覚、嗅覚を刺激するさまざまな物質がい
ろいろな形で含まれており、加工・調理などにより変化します。これらの物質は有機化合物であり、その存在、
生成、変化には多くの場合有機化学的反応が関与します。科学は生活のさまざまな場面に存在します。生活科
学の分野にも目を向けてみませんか。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 熊谷　圭知　（KUMAGAI Keichi）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 社会学修士／ Master(Social Science)
 職名： 教授
 専門分野： 社会文化地理学    オセアニア（パプアニューギニア）地域研究
 E-mail： kumagai.keichi@ocha.ac.jp

地域／文化／開発／ジェンダー／パプアニューギニア
Region ／ Culture ／ Development ／ Gender ／ Papua New Guinea

【著書】
・Kumagai, Keichi et al eds.(2008) Beyond the Difference: Repositioning Gender and Development in 

Asian and the Pacific Context, (Proceedings of International Workshop for Junior Scholars), Ochanomizu 
University, Tokyo, 243p.

【論文】
・熊谷圭知（2008）「ジェンダーと開発における男性の位置･再考」、戒能民江編『国家／ファミリーの再構築

――人権・私的領域・政策』（ジェンダー研究のフロンティア１）作品社、pp.207-229.
・熊谷圭知（2008）「差異を越えて――ローカル・センシティヴな開発とジェンダーの行方」、Ｆ－ＧＥＮＳジャー

ナル第 10 号 ,pp.34-40.

1. ローカル・センシティヴな「開発とジェンダー」研究の構築
21世紀 COE「ジェンダー研究のフロンティア」の研究プロジェクトと熊谷が代表者となる科研費の双方の
活動を並行して行ない、次の成果を得た。
1）英文プロシーディングスの刊行（2008 年 3月）
2007 年 1月に実施した国際シンポジウムのプロシーディングスに掲載する若手研究者の論文を査読・編
集し、刊行した。

2）シンポジウム・学会発表（主なもの）
① 10 月 13 － 14 日　コメント（国際開発学会「社会開発とジェンダー研究部会」、お茶の水女子大学
COE プログラム共催、「開発とジェンダー」シンポジウム）（国立民族学博物館）

② 10月 20 日「差異を越えて――ローカル・センシティヴな開発とジェンダーの行方」（「ジェンダー研
究のフロンティア」全体シンポジウム（お茶の水女子大学）

③ 11月 17 日「ローカル・センシティヴな『ジェンダーと開発』はジェンダー・センシティヴか？」人
文地理学会大会（関西学院大学）

2. フィールドワーク
① 6月 16日～ 23日　パプアニューギニア、首都特別州、総選挙の選挙活動取材
③ 7月 28日～ 8月 18日　パプアニューギニア、東セピック州ほか、開発と住民行動

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部：フィールドワーク方法論、地域研究方法論、オセアニア社会文化論Ⅱ、人間と空間などを担当した。内
容については、2007 年度のシラバスを参照していただきたい。授業は、講義と演習（学生の報告）を組み合
わせた形で行ない、学生に多数の文献を読み、考えてもらうよう工夫した。このほか、2007 年度は教室外の
実習も積極的に行なった。地域研究実習Ⅰでは、「多文化共生の街づくりとその課題」と題し、NGO からの聞
き取り、大久保の街歩きを行なった。人間と空間の授業でも、学生を引率してお茶大周辺を歩き、台地と谷・
坂が複雑に入り組んだ地形と江戸・東京の都市計画の跡をたどり、景観を味わった。

（1）ローカル・センシティヴな「開発とジェンダー」研究
科研費研究会は、本年度で最終年度を迎える。今年度は、JICA や NGOなど開発実務に携わる人々との共
同研究会を開催することを予定しているほか、最終報告書の作成に向けた活動を行なう。この活動の成果
は、さらに、単行本等の形で、一般社会に還元するとともに、開発実践に携わる人々にも貢献するものと
したい。英文プロシーディングスの刊行によって、海外の研究者とのネットワークも構築できると期待し
ている。

（2）パプアニューギニアの開発と住民行動
これまで 20年来続けてきた東セピック州の村落調査を、自然科学系の研究者と共同調査の形で行ない、
資源と人口の均衡の問題、水環境の問題などを総合的に考察することを計画している。

　グローバル化の中で、私たちの地理的想像力と他者を思いやる力は、むしろ貧困化しているように思えます。
地域研究を旨とする地理学の目的は、地域に生きる人々の現実と構造を記述し、共感をともなう理解を作り出
すことにあると考えます。
　私がパプアニューギニアと付き合い始めて、もう 29年になります。都市移住者の掘立小屋集落や、奥地の
村をフィールドワークしながら、人々との付き合いを重ねるうちに、地域研究と開発実践の二つの領域を往還
するようになりました。第三世界を対象とする調査研究には、冷静な頭脳と熱い心、理解と共感の双方が必要
です。西欧中心的な概念や理論に基づいて、研究対象を他者として捉え、分析するだけでは、先進国が途上国
を支配する力が強まるだけで、相互の距離や格差は縮まらないでしょう。お互いの間に横たわる差異をきちん
と見据えた上で、そこにとどまらない相互作用や協働の可能性を探ろうとする、そんな学生を育てたいと思い
ます。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 栗原　尚子　（KURHIHARA　Hisako）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 文学修士（1977  法政大学）
 職名： 教授
 専門分野： 地理学（社会地理学）
 E-mail： Kurihara@cc.ocha.ac.jp

社会地理学／スペイン地中海地域／近代の都市計画／国際的労働力移動／近代地理学の形成
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部では、人間と空間、社会地理学演習の授業を担当した。
大学院では、社会環境論の授業を担当した。

【共同研究例】
一橋大学地中海研究会において、地中海の地域研究を共同で行っている。

【共同研究可能テーマ】
ヨーロッパ地中海世界の地域研究

【将来の研究計画・研究の展望】
スペイン地中海世界の地域研究
バルセロナ市における移民労働力の問題

学部：何事に対しても積極的に取組み意欲に満ちた学生さんに期待します。
文教育学部は、多様な研究テーマに取組む研究者に恵まれているので、学生さんの関心に対応できると思い
ます。個人的には、地域研究に関心をもってくれることを希望します。世界は多様です。自らの価値観にと
らわれずに、多角的な視点を涵養するのにも地域研究は役立つと思います。

大学院：それぞれの学界で通用するようなレベルの研究を期待します。
大学院は、それぞれのライフスタイルにあわせて、長い目で自ら研究することを見つける道と考えます。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 桒田　和正　（KUWADA Kazumasa）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 京都大学博士 ( 情報学 ) (2004)
 職名： 講師
 専門分野： 確率論／ probability theory
 E-mail： kuwada.kazumasa@ocha.ac.jp

確率解析／大偏差原理／カップリング／リーマン多様体／距離空間
Stochastic analysis ／ Large deviation principle ／ coupling ／ Riemannian manifold ／ Metric space

・K. Kuwada, 
"On uniqueness of maximal coupling for diffusion processes with a reflection" 
Journal of Theoretical Probability Vol. 20 (2007) 935-957

・K. Kuwada,  K.-Th. Sturm,
"A counterexample for the optimality of Kendall-Cranston coupling" 
Electronic Communications in Probability Vol.12 (2007) 66-72 

・K. Kuwada, 
"Intrinsic coupling under lower Ricci curvature bounds" 
研究集会 "Stochastic calculus on manifolds, graphs and random structures"(Hausdorff research institute 
for mathematics, University of Bonn, Germany) での研究発表

・S. Kusuoka, K. Kuwada, Y. Tamura,
"Large deviation for stochastic line integrals as L^p-currents" 
研究集会 "Dirichlet Forms, Stochastic Analysis and Interacting Systems"(TU Berlin, Gemany) での研究発表

・K. Kuwada, 
"Characterizationof maximal Markovian couplings for diffusion processes"
関西確率論セミナーでの講演

　Brown 運動は、熱の伝播をランダムな粒子の運動
として記述する確率モデルである。故に、曲がった
空間での Brown 運動の挙動はその空間の幾何学的性
質と深い相関を持つ。
　コンパクト Riemann 多様体上での Brown 運動の
経路の長時間漸近挙動を調べてきた。滑らかな曲線
の位相的な ( ホモロジー／ホモトピー的な ) 性質は、
微分 1- 形式の経路に沿った ( 反復 ) 積分から調べる
ことができる。確率論的な対応物として Brown 運動
の経路に沿って微分 1- 形式を ( 反復 ) 確率線積分を
考え、大偏差原理やその精密化などの極限定理を研
究している。
　また、曲がった空間上でのカップリングも研究し
ている。ここで、「カップリング」とは、相互作用を
持つ 2 粒子であって、個々は Brown 運動として振る
舞うものを指す。もし” 良い” 性質を持つカップリン
グが構成できれば、そこから空間の様々な解析的／
幾何学的性質を導くことができる。カップリング法
を用い、通常の微積分による解析の困難な特異空間
での解析的性質と幾何的性質の相関を研究している。

　Behavior of Brownian motion describes the 
propagation of heats and therefore its behavior on 
curved spaces is closely related to  the geometry of 
the underlying space. 
　I have studied long time asymptotic behavior of 
Brownian paths on a compact Riemannian manifold. 
When we consider smooth curves,  we can extract a 
topological (homological or homotopic) information 
of it from (iterated) line integrals of differential 
1-form along the curve. As an stochastic analogue 
of them, I am investigating limit  theorems for 
(iterated) stochastic line integrals, including the 
large deviation principle and its precision. 
　I have worked also on couplings on curved spaces. 
Here “coupling” means to consider two interacting 
particles each of which moves as Brownian motion. 
If we can construct a “good” coupling, several  
analytic / geometric properties of the underlying 
space follow from it.  By using coupling methods, I 
am investigating the connection between analytic 
properties and geometric properties on singular 
spaces on which usual differential calculus cannot 
work well.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits



167

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部配当として、関数論、関数論演習、数学演習
XV、数学講話、確率論の各講義を担当した ( 数学講
話は複数人で担当 )。
　大学院配当として、理学総論、確率過程特論の各
講義を担当した ( 理学総論は複数人で担当 )。
　関連して、主にそれらの授業内容に関連した質問
をいくつか対応した。
　また、4 年生配当の数学講究で確率論と関数解析に
関する輪読を担当した。

　I gave lectures on Function theory, exercises 
in function theory, exercises in mathematics XV, 
discourses in mathematics and probability theory for 
undergraduate students (the lecture of discourses in 
mathematics is  shared with some  other teachers). 
　For graduate students,  I  gave lectures on 
generalities on sciences and stochastic processes. 
　We also gave some tutorial to students who asked 
me mathematical question(s), many of which are 
related to my lecture. 
　In addition, we took charge of two seminars 
on elementary  probability theory and functional 
analysis for 4th grade undergraduate students.

　最適輸送の言葉で定義された「曲率が下に有界」な測度つき距離空間上でカップリング法を適用し、それら
の空間での各種関数不等式と曲率条件との相関を解明する。
また、最適輸送に基づく曲率条件を自己相似集合等の多様体とは全く異なる熱の伝播現象を持つ空間へと一般
化し、各種関数不等式と曲率条件との相関を普遍的に統合する理論を確立したい。

　数学においては、公式をひたすら覚えそれらを組み合わせて事に当たるのではなく、問題の意味をよく考え
ながら勉強しましょう。
　計算の意味が分かっていれば、公式の覚え間違いなどで計算結果がおかしくなっても、常識で判断して間違
いを修正できることが、しばしばあります。
　物事を深く考える力を身につけることは、数学に限らず、一生の宝となります。
　もちろん、大学でより進んだ数学を学ぶ場合も然り、です。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 桑名　杏奈　（KUWANA Anna）
 所属： 教育事業部（文理融合 21 世紀リベラルアーツ）
 学位： 修士（理学）
 職名： アソシエイトフェロー
 専門分野： 数値シミュレーション
 E-mail： kuwana.anna@ocha.ac.jp

数値流体力学／ Computational fluid dynamics

　◆主要業績

・Anna Kuwana, Yuko Sato, Tetuya Kawamura "Numerical Simulation of the Performance of Modified 
Savonius Rotors for the Purpose of Pumping Water" CFD Journal Vol.15, No.4 (2007.1), pp.632-637

・桑名杏奈、佐藤祐子、河村哲也「ステップ風に対する S 字型風車の数値シミュレーション (Numerical 
Simulation for S-Shaped Wind Turbine in Wind of Large Speed Change)」日本流体力学会 年会2007 (2007.8, 
東京 )

・桑名杏奈、佐藤祐子、河村哲也「風速変化に対するサボニウス風車の数値シミュレーション (Numerical 
Simulation for the Savonius Rotor in Wind of Large Speed Change)」第 21 回数値流体力学シンポジウム 
(2007.12, 東京 )

　揚水・換気に用いられるサボニウス風車の周りの流れ・性能を、数値シミュレーションを用いて研究している。
現在は、風車のブレードを変形して改良することを考えている。ブレードをねじったり、ねじったものを二つ
重ねたりすることによって、回転がしやすくなることがわかった。今後は、より回転しやすいブレードの形を
研究するとともに、風速が急に変わった場合など、現実に近い条件で研究を行っていく予定である。

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 小風　秀雅　（KOKAZE　Hidemasa）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学博士（1995　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 日本史学（日本近代経済史、経済政策史、交通史）、国際日本学
 E-mail： kokaze.hidemasa@ocha.ac.jp

近代世界システム／不平等条約／産業遺産／企業史料／

・編著「東京女子高等師範学校卒業生を対象としたオーラル・ヒストリー」（『お茶の水史学』51）
・単著「明治憲法の制定と勤皇史観の成立」（亜東関係協会『台日学術交流国際会議論文集』）
・単著「産業遺産の価値とはなにか」（「足尾における産業遺産の保全と活用に関する研究」）
・共著『近代日本の転機』上下（吉川弘文館）

1.19 世紀における東アジアの近代化のなかで、日本が国家アイデンティティを確立する契機となった明治憲
法の制定とそれにともなう勤皇史観の成立について、海外で報告し、比較史的な交流を展開した。

2. 世界遺産の選定にかかわる特別委員会の委員として、また経済産業省の地域活性化に資する近代化産業遺産
の活用委員会の委員として、日本各地に残る産業遺産の保存と活用について、現地調査と遺産としての評価
に関する指導を行った。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 11 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　国際化の進む現代社会において、日本の社会・文化的メッセージを発信することのできる学生を育成するた
め、講義、演習を通じて、日本を世界の支店からどのように見ることが必要かを、学生に伝えてきた。
　また、IT 革命の進展のなかで、歴史研究の方法が大きく変化しているなかで、大学生として、また若手研究
者として、歴史を学ぶ必須の基礎とは何か、について、演習などを通じて伝えてきた。

　世界遺産を契機とした産業遺産の再評価が進み始めており、これと連動した歴史学の学際的展開と文化財保
護に関係する諸研究分野の研究者との共同研究の可能性が現実味を帯びてきた。自治体や関係大学、研究者と
のシンポジウムも何度か行われており、今後共同研究グループを組織して、世界に日本の歴史遺産をアピール
することを展望している。

　世界のなかで、より活動的かつ人間的に生きていくためには、ひとつの立場にとらわれないで、世界を多面
的かつ全体的にみることのできる教養と広い視野をもつことが絶対に必要です。
　さまざまな文化や歴史、社会をとらわれない目で見、理解し、行動するためには、歴史学の複眼的視点はと
ても役に立ちます。
　大学という自由で活気に満ちた環境のなかで、21 世紀を切り開く人材へと自己成長するためにも、ぜひ大
学で、新しい歴史学に触れ、感動してほしいと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 小坂　圭太　（KOSAKA Keita）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 音楽修士 (1987、東京芸術大学 )
 職名： 准教授
 専門分野： ピアノ演奏学
 E-mail： kosaka.keita@ocha.ac.jp

ピアニズムの発展／ pianism

・東京オペラシティー「コンポージアム 2007」西村朗個展「2 台のピアノとオーケストラのヘテロフォニー」
ソリスト（第 2 ピアノ）　2007．5

・湘南台トワイライトシリーズ　シューベルト作曲ピアノ五重奏曲「鱒」共演：クアルテット・エクセルシオ
他　主催：藤沢市藝術文化振興財団　2007．11

・アール・レスピラン定期演奏会　マーラー作曲ピアノ四重奏曲断章　他　紀尾井ホール　2007．11

　今年度も、ベートーヴェンと近代の作品を中心に演奏活動を行った。

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　研究内容を踏まえ、腕・手首・指先の分担を意識しながら演奏する習慣を定着させるべく、様々な試みを行っ
た。演習形式の授業として、数年次に亘る予定で、ピアノエチュードの歴史を編年体で実際に音を出しながら
検証した。
　又 2006 年度に、不世出の大ピアニスト、コルトーの著したフランス音楽の本を参考書に、近代フランスの
隠れたピアノ曲の鉱脈を探ると同時に、演奏家の書く含みやほのめかしの多い文章から何を読み取るかの実例
の検証を行った。それを踏まえ、2007 年度はドビュッシーを取り上げた。
　恒例のピアノアンサンブルは、ヴァイオリンを取り上げ山田百子氏を迎えて行った。

・前述の諸テーマの継続・展開
・今後ますますフラット化（客観化・相対化）してゆくであろう学問と、あくまでも西洋近代の或る時代の思

考と美意識の反映を引きずるピアノという楽器によって身体感覚として擦り込まれた真実との、矛盾や齟齬
を縫い合わせる試み

・J.S. バッハ以前の鍵盤作品とその受容史

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 小谷　眞男　（KOTANI　Masao）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 学術修士（1989 東京大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 基礎法学（イタリア法）
 URL： http://www.soc.ocha.ac.jp
 E-mail： kotani.masao@ocha.ac.jp

イタリア／法文化／名誉・恥／法と文学／社会福祉
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　法学は、"sense of justice ／ sense of fairness" の練習問題帳、さまざまなストーリーのお花畑である。そこ
では、他の人たちと justice ／ fairness をめぐるさまざまなストーリーをやり取りする。それについて意見を
述べたり批判したり反論したりする。ときには誤解や混乱もする。そんなふうに try and error を積み重ねる
ことなしには、自分たちの sense of justice ／ sense of fairness を試し、そして価値判断の力を相互に耕し合っ
ていくことはできない。蛇行的かもしれないが、しかし justice ／ fairness をめぐる開かれたコミュニケーショ
ンの経験それじたいが、これからの市民的教養の不可欠の一環をなすと信じて、日頃の教育・研究活動をおこ
なっている。「ストーリーの花をたくさん咲かせよう」（J.Bruner）

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 小玉　重夫　（KODAMA Shigeo）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 博士（教育学）（1997 年度、東京大学）
  Ph.D. in Educational Theory（The University of Tokyo）
 職名： 教授
 専門分野： 教育思想 /Educational Thought
 URL： http://www.li.ocha.ac.jp/hss/edusci/kodama/

公教育思想／ハンナ・アレント／再生産理論／シティズンシップ教育／
Philosophy of Public　Education ／ Hannah Arendt ／ Reproduction Theory ／ Citizenship Education

・小玉重夫「学校選択と政治概念の転換」『教育の理論のために－理論的応答』、pp.39-58、田原宏人・大田直
子編、全 256 頁、世織書房、2007 年 5 月

・小玉重夫「大人への回路を開く－ペダゴジーの再構築へ向けて」『学力とトランジッションの危機－閉ざさ
れた大人への道』pp.183-199、耳塚寛明・牧野カツコ編、全 206 頁、2007 年 12 月

・小玉重夫「書評・宮寺晃夫著『教育の分配論－公正な能力開発とは何か』」『教育哲学研究』第 95 号、
pp.124-129、2007.5.

・小玉重夫「教育基本法第 14 条　政治教育」浪本勝年・三上昭彦編『「改正」教育基本法を考える』北樹出版、
pp.89-92、2007.7.

・小玉重夫編『報告書　教育研究の「失敗」』独立行政法人日本学術振興会人文・社会科学振興プロジェクト
研究領域Ⅰ－②「失われた 10 年」の克服－日本の社会システムの再構築プロジェクト研究「日本の教育シ
ステム」研究グループ：教育研究の「失敗」サブグループ報告書、全 168 頁 ,2007.10.

　現代の教育思想を中心に研究している。私たちが
ふだん自明のものとしてうけいれられている「教育」
や「学校」を、歴史的・構造的な視点から問い直し、
そのうえで、教育改革の筋道を、特に公共性の視点
から追及していくことを研究課題としている。当面
は、基礎的研究として、教育の公共性について思想
史的な視点から解明することに取り組み、また、応
用的、実践的研究として、新しい市民を育てるシティ
ズンシップ教育の課題に取り組んでいる。

　My research field is educational thought, and I 
am mainly concerned about the obviousness of the 
“education” and the “school” , which I try to
deconstruct from a historical and structural 
viewpoint.
　 In order to do this, I set two research strategies, 
one is basic and the other is applied and practical.
The basic research theme is about the publicness 
of education focusing on the historical context of 
educational thought. The applied and practical　
research theme is about the citizenship education 
for bringing up a new citizen.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 9 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部教育：
文教育学部教育科学コースで、教育思想に関する
専門科目を担当している。2007 年度の演習（ゼ
ミ）では、国家と教育の関係をテーマとした文献や、
シティズンシップ教育に関する文献などを取り上
げた。また、卒論では、ヴィゴツキーの思想を扱っ
た論文、教師の専門職性の問題を取り上げた論文
等が提出された。学部教育ではこのほか、教職課
程を担当した。

大学院教育：
博士前期および後期課程で、教育思想に関する授
業を担当している。2007 年度の演習（ゼミ）では、
教育における政治と権力の問題を、ミクロとマク
ロの視点から複眼的に検討することを課題とし、
特に公共性やシティズンシップ（市民性）をめぐ
る最近の研究動向を取り上げ、ジョルジョ・アガ
ンベン、ハンナ・アレント等を検討した。

Faculty education: As the exercise in the 2007 
fiscal year (seminar), we discussed by　taking up 
the literature on the theme of the relation between 
nation state and the literature about citizenship 
education, etc. In faculty education, I am also 
concerned with the education and the management 
of the teacher-training course.
Graduate-school education: As the exercise in 
the 2007 fiscal year (seminar), we examined the 
problem of the politics and power in education from 
the various points of view, taking up the theory of 
Giorgio Agamben and Hannah Arendt.

　教育の公共性に関する基礎的な研究として、戦後にアメリカで活躍したハンナ・アレント（1906-1975）の
思想を教育問題との関係で位置づけ直す作業を行っており、将来的にはそれをまとめていきたいと考えている。
また、教育の公共性に関する思想研究と、シティズンシップ教育に関する実践研究とをつなぐために、主要業
績に記したような研究成果をもとに、学力問題を切り口として、大人と子どもの関係を再構築する視点を提起
する著作を準備中である。
　共同研究としては、・日本学術振興会人文・社会科学振興プロジェクト研究、お茶の水女子大学附属幼・小・
中学校（文部科学省開発指定校研究）、お茶の水女子大学グローバル COE「格差センシティブな人間発達科学
の創成」などに参加した。

　教育の諸問題を幅広い視野から理論的にとらえ直すことが、教育思想のおもしろさだと思います。とかく自
明なものとして受け入れられがちな「教育」＝「善きもの」というとらえ方を、いったんは相対化したうえで、
教育実践の困難性と可能性を過不足なく追究していくことを、当面の研究課題としています。
　大学という空間が持っている知的な「遊び」の可能性に、ぜひ期待して欲しいと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 後藤　真里　（GOTOH Mari）
 所属： 教育事業部（サイエンス＆エデュケーションセンター）
 職名： リサーチフェロー
 E-mail： goto.mari@ocha.ac.jp

脂質／ lipid

　リゾホスファチジン酸 (lysophosphatidic acid: LPA) は、がん細胞の生存、増殖、移動などを亢進させる脂質
メディエーターである。近年、生体内で脂質からリゾホスファチジン酸を産生する酵素としてオートタキシン
が同定された。その後、オートタキシンががん細胞の転移に深く関与することや、悪性度の高いがん細胞では
オートタキシンが高発現していることなども報告された。そこで本研究ではオートタキシンが新たな抗がん剤
のターゲットとなりうるのではないかと考え、2 方向からのアプローチ ( ①オートタキシン発現抑制細胞株の
がん転移能について、②オートタキシン活性抑制剤のがん転移への影響について ) でオートタキシンのがん細
胞転移における役割を調べることを目的とし、実験を行っている。

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 小林　一郎　（KOBAYASHI　Ichiro）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（工学）（1995　東京工業大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 言語情報処理、知能情報処理
 E-mail： kobayashi.ichiro@ocha.ac.jp

知能情報処理／言語情報処理／ウェッブインテリジェンス／知的インタフェース／情報検索
intelligent information processing ／ language information processing ／
Web intelligence ／ intelligent interface ／ information retrieval

・Ichiro KOBAYASHI, Chiaki WATANABE, and Naoko OKUMURA: Intelligent Information Presentation Based 
on Collaboration between 2D Chart and Text -- With an Example of Nikkei Stock Average Text and Its 2D 
Charts Presentation, Special Issue on Interaction Techno

・Ichiro KOBAYASHI and Mai SAITO: A Study on an Information Recommendation System that Provides 
Topical Information Related to User''s Inquiry for Information Retrieval, New Generation Computing" 
Journal - Special Issue on Intelligent Web Interaction -, Vol. 26, No. 1, pp. 39-48, 2008.

・Chiaki WATANABE and Ichiro KOBAYASHI: Intelligent Information Presentation Corresponding to User 
Request Based on Collaboration Between Text and 2D Charts, Journal of Advanced Computational 
Intelligence and Intelligent Informatics,Vol.12,No.1,pp. 10-15, 2

・Ichiro Kobayashi, Michio Sugeno, Toru Sugimoto,Shino Iwashita, Michiaki Iwazume, and Yusuke Takahashi: 
  Everyday Language Computing Project Overview, Journal of Advanced Computational Intelligence
  and Intelligent Informatics, Vol. 10 No
・Akira Takagi, Hideki Asoh, Yukihiro Ito, Makoto Kondo, and Ichiro Kobayashi: Semantic Representation for 

Understanding Meaning Based on Correspondence between Meanings, Journal of Advanced Computational 
Intelligence and Intelligen

　人工知能や言語情報処理の技術を使って対象とな
るシステムをより知的に、かつより親しみのあるも
のにすることに興味を持って研究を進めています。
近年では、住居環境そのものを知的にするための研
究を進めており、実際の日常生活を支援する基礎的
な技術やアプリケーションの開発を行っています。
また、ウェッブインテリジェンスという情報検索技
術や自然言語処理、データベース技術が融合された
技術の研究を進めており、実際の生活空間とウェッ
ブのサイバー空間を融合し、日常生活をより快適に
する研究も進めています。

　We are interested in anything that makes systems 
more intelligent and user  friendly using artificial 
intelligence and language information processing 
technologies. Our university, Ochanomizu University, 
is going to build an experiment house equipped 
with many ubiquitous applications. We are now 
interested in making the house itself intelligent 
and providing several intelligent applications 
which can be used in actual everyday lives. We 
are also in charge of developing Web intelligence. 
So, we are also interested in integrating the real 
life environment, i.e., human everyday lives at 
residences, and the cyber environment, i.e, Web 
space, evaluating our developed technologies at the 
real residential environment.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 33 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆研究計画

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部
　1年生の前期に数理基礎論および情報処理演習をお
こなった。数理基礎論については、講義に合わせて
演習問題をたくさん準備し、その回答もすべて配布
し、予習・復習ができるように努めた。情報処理演
習においても毎回、配布資料を用意し、課題を出し
て、基礎的な情報処理技術の習得が行えるよう努め
た。3 年生の後期に人工知能論および英文講読を行っ
た。人工知能論については、毎回、配布資料を準備
し、授業中に演習問題を出し、講義内容の深い理解
に努めた。英文講読については、英文法だけではなく、
取り上げた人工知能理論の内容について学生が深く
理解できるよう努めた。

大学院
　言語情報特論では、自然言語処理の基礎技術から
応用システムまでを幅広く取り上げ、講義を行った。
　言語メディア特論では、現在、注目を浴びている
Web 上での情報技術の枠組みであるセマンティック
ウェッブを取り上げ、輪講形式で講義を行った。

Undergraduate:
　At the first year of undergraduate course, I taught 
an introduction of sets and proposition theory and 
an introduction of information processing. As for the 
former subject, I prepared for lots of material for the 
students to blush up and prepare for the subject. As 
for the latter subject, I burdened the students with 
some tasks that they have to do by themselves so 
that they can acquire the basic skill of information 
processing. At the third year of undergraduate 
course, I taught artificial intelligence theory and 
English training. As for the former subject, at every 
lecture I gave all slides that I used in my lecture to 
the students and gave them problems to exercise so 
that they understand deeply about the content of 
the lecture. As for the latter subject, I did not only 
taught English grammar, but also what artificial 
intelligence is, which was the subject we studied 
through the readings.
Graduate:
　I gave a lecture about advanced language 
information processing. I  took up the basic 
technologies of natural language processing and 
advanced systems using the technologies as the 
subjects of the lecture. I also taught advanced theory 
of language media. In the subject, we took “Semantic 
Web” that is a remarkable technology on the Web. 
We hold a colloquium in the lecture.

【将来の研究計画】
　知能情報処理技術や言語情報処理技術を用いて、日常生活の基盤となる住居環境をより知的化、ユーザに親
しみある空間にすることを目標としている。それにより、我々の日常生活をより快適なものにし、豊な生活を
送れるようにする。そのために、日常生活において観測される生活のログから日常生活における知識（オント
ロジー）を構築し、住居環境の基盤知識とする。得られた知識は、人が日常生活において様々なサービスを効
果的に受けるためのシステムやロボットが持つべき知識として蓄えられる。

【研究の展望】
　住居に住んでいる人は、PC や車の所有者よりも多いにもかかわらず、住居環境を快適にする情報化の取り
組みは遅れていると言える。今後、高齢化社会の到来により、住居における情報化はより重要な課題となる。

【共同研究の可能性】
　住居環境および日常生活のオントロジーモデルの構築に基づく、家電やセンサーの制御、さらにオントロジー
を介在したサービスの連携などにおいて共同研究が可能である。

　すでに世界の垣根はなくなり、現在は、世界で活躍する時代となっています。日本国内のことだけではなく、
常に世界を意識して一緒に頑張りましょう。

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 小林　功佳　（KOBAYASHI　Katsuyoshi）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）（1994　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 物性理論、固体物理、表面物理
 URL： http://www.phys.ocha.ac.jp/kobayashilab/home.html
 E-mail： sakura@phys.ocha.ac.jp

ナノスケールの物理／表面物理／計算物理／メタ物質
nanoscale physics ／ surface physics ／ computational physics ／ metamaterial

・「表面ステップの電気抵抗」小林功佳、固体物理 42 巻 (2007) 847-853.
・"Electron-phonon interaction and localization of surface-state carriers in a metallic monolayer" Iwao 

Matsuda, Canhua Liu, Toru Hirahara, Masashi Ueno, Takehiro Tanikawa, Taizo Kanagawa, Rei Hobara, 
Shiro Yamazaki, Shuji Hasegawa and Katsuyoshi Kobayashi, Physical Review Letters 99 (2007) 146805.

　平成 19 年度は、平成 18 年度に引き続き、電子の
相補媒質について理論的研究を行った。相補媒質は、
電磁波に導入された概念であり、媒質と相補媒質の
界面では負の屈折が生ずる。また、相補媒質を用い
ると、エバネッセント波を増幅し回折限界を超える
解像度をもつスーパーレンズを作成することができ
る [1]。18 年度までは、相補媒質の概念を電子に拡
張し、その静的性質の研究 [2]、および動的性質の研
究を行った。19 年度は、電子の相補媒質系が実現す
る可能性のある現実的な系である、半導体へテロ接
合系の電子波の透過の研究を行った。その結果、相
補媒質では、波束の回復・擬似的な時間反転が起こ
ることがわかった。
[1] J. B. Pendry: Phys. Rev. Lett. 85 (2000) 3966.
[2] K. Kobayashi: J. Phys. Condens. Matter 18 (2006) 
3703.

　In 2006 I continued the theoretical study on 
complementary media of electrons. Complementary 
med ium i s  a  concep t  f i r s t  i n t roduced  t o 
electromagnetic waves. Negative refraction occurs 
at interfaces of media and complementary media. 
Using complementary media it is possible to make 
superlenses that amplify evanescent waves and 
have high resolution beyond the diffraction limit 
[1]. In the past years I extended the concept of 
complementary media to electronics waves, and 
studied the static properties of complementary 
media [2] and the dynamical properties. This year 
I studied transmission of electron waves through 
semiconductor heterojunctions that are expected 
to be realistic complementary systems of electrons. 
I found that revival or quasi-time reversal of wave 
packets occur in the complementary media. 

[1] J. B. Pendry: Phys. Rev. Lett. 85 (2000) 3966.
[2] K. Kobayashi: J. Phys. Condens. Matter 18 (2006) 
3703.
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　平成 19 年度は学部卒研生 3 名、大学院修士学生 1
名の研究指導を行った。卒業研究の題目は「半導体
副格子交換系の電子状態」、「スピンホール効果の数
値シミュレーション」および「表面状態のフリーデ
ル振動」である。担当した授業は、学部で「計算物
理講義・演習」、「量子力学 II」、「固体電子論」、大学
院では「表面物理特論」である。この他、学部の「物
理学基礎研究」では 1 名の学生が配属し、文献等を
読み、卒業研究の予備的な演習を行った。

　In 2007 I have three undergraduate students 
and one graduate student in master course. The 
titles of the graduation researches are “Electronic 
states of semiconductor sublattice-exchange 
systems” , “Numerical simulation of spin Hall 
effects” and “Friedel oscillation of surface states” . I 
have teaching classes of “Computational Physics” , 
“Quantum Mechanics II” and “Solid State Physics” 
for undergraduate students, and “Advanced Surface 
Physics” for graduate students in master course . 
In addition I have one undergraduate student in 
“Elementary research in physics” where we read 
several papers and textbooks as a preliminary 
exercise for graduation researches.

　今後も、表面物理・ナノスケール物理に関する研究を行う。特に平成 19 年度までに行ってきた電子の相補
媒質についての研究を継続し、その現実の系での実現をめざした研究を行う。また、中間サイズ・ナノワイヤー
の非一様伝導についての研究も行う計画である。共同研究として可能なテーマは、原子スケールでの表面電気
伝導に関する研究、相補媒質の物理に関する研究、中間サイズ・ナノワイヤーの伝導現象に関する研究、走査
プローブ顕微鏡に関する研究などである。

　最近は負の屈折に関連した研究を行っています。負の屈折については、http://sofia.phys.ocha.ac.jp/
kobayashilab/home.html　に少し詳しく書きましたが、要するに「あべこべ」な現象の一つです。研究をして
いて面白いと思うのは、予想もしなかった、もしくは、予想に反する結果が得られた時でしょう。従来は知ら
れていなかった新たな現象を発見すること、従来知られていることとは反対の現象を見つけることは、研究を
する大きな目的の一つです。物理学は、自然現象を最も基本的な原理から出発してから説明し理解しようとす
る学問です。このためには、数学や物理の基礎から一歩一歩積み上げて習得する必要があります。物理を使い
こなせるようになるには、ある程度の努力・忍耐が必要であり、少し時間がかかると思います。しかし、物理
学の考え方を理解し、それを研究に使えるようになれば、研究する楽しみが実感できると思います。そのよう
なことのできる人材は、今の便利であるがやや表面的である世の中に必要だと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 小林　哲幸　（KOBAYASHI　Tetsuyuki）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 薬学博士（1984　東京大学）
  Ph.D. in Pharmaceutical Science (1984、 The Univ. of Tokyo)
 職名： 教授
 専門分野： 脂質生化学、細胞生化学、脂質栄養学
  Lipid Biochemistry、 Cell Biochemistry、 Lipid Nutrition
 E-mail： kobayashi.tetsuyuki@ocha.ac.jp

生理活性脂質／ソフトイオン化型質量分析／メタボローム解析／がん細胞の浸潤／必須脂肪酸
bioactive lipids ／ soft-ionization mass spectrometry ／ metabolome analysis ／
tumor cell invasion ／ essential fatty acids

・Yoko Nagasako-Akazome, Tomomasa Kanda, Yasuyuki Ohtake, Hiroyuki Shimasaki and Tetsuyuki 
Kobayashi. 

　Apple Polyphenols Have an Influence on Fat Metabolism in Healthy Subjects with Relatively High Body 
Mass Index.　Journal of Oleo Science, 56 (8): 417-428, 2007

・相星淳一、小池薫、小林哲幸、大友康裕、山本保博 . 
　出血性ショックに続発する多臓器不全のメカニズム－腸間膜リンパ液に対する保存血および代用血液の影響
－日本腹部救急医学会雑誌、27 (1): 51-57, 2007

・小林哲幸ほか共著、室伏きみ子編、「バイオサイエンス」、Ｉ．基礎編、第 2 章　生体分子とその代謝、オー
ム社、2007 年 5 月

・小林哲幸ほか共著、今堀和友、山川民夫監修、生化学辞典　第 4 版、東京化学同人　2007 年 12 月 10 日
・小林哲幸（招待講演）第 2 回メタボロームシンポジウム
　「動物界におけるスフィンゴミエリン発現の系統発生学的解析」
　東京大学本郷キャンパス医学部研究教育棟　鉄門記念講堂　2007 年 9 月 5-6 日

　我々の研究室では、「脂質分子から細胞機能・病態
を探る」をメインテーマとして、細胞生化学的手法
や分子生物学的手法、さらには質量分析を駆使して、
以下のテーマを研究している。研究姿勢としては、
流行を追うというよりは独創的な研究を目指してい
る。
1）生理活性脂質の代謝と機能；生理活性リン脂質で

ある環状ホスファチジン酸（cPA）やリゾホスファ
チジン酸（LPA）の生物活性を解析すると共に、
これら脂質分子の生体内濃度バランスを制御する
機構について解析している。

2）脂質メタボローム解析；いち早く最新の質量分析
技術を駆使した脂質分子の系統的・網羅的解析手
法の確立に努め、リン脂質分子やステロイド関連
化合物について新知見の発見を目指している。

3）細胞のストレス応答に関与するステリルグルコシ
ドの合成誘導と機能の解析。

4）必須脂肪酸バランスと生活習慣病（脂質栄養学）；
オメガ 3 系列脂肪酸の生理作用；DHA に代表さ
れるオメガ 3 系列脂肪酸について最新の知見を整
理し、予防医学的観点から研究成果を社会へ還元
することに努めている。

　We have investigated cellular functions of lipid 
molecules using the techniques in biochemistry, 
molecular cell biology and mass spectrometry. 
Original research themes rather than fashionable 
topics are conducted in our laboratory. Our main 
research interests are as follows. 1) Metabolism 
and functions of bioactive lipids: Biological 
activities including of an inhibitory activity toward 
cancer cell invasion and neurotrophic effects on 
cultured embryonic hippocampal neurons by cyclic 
phosphatidic acid (cPA) and lysophosphatidic 
acid (LPA) have been studied as well as their 
metabolism. 2) Lipid metabolome analysis based on 
mass spectrometry. Investigations of phospholipid 
and steroid molecules using soft-ionization mass 
spectrometry are performed. 3) Lipid mediators 
invo lved  in  ce l lu lar  s t ress  responses .  We 
demonstrated the rapid induction of sterylglucoside

（CG）by heat shock in human cultured fibroblasts 
to suggest that CG may act as a lipid mediator in an 
early stage of the stress signal transduction system. 
4) Biological activities of omega-3 fatty acids. I have 
reviewed the recent research papers concerned with 
omega-3 fatty acids to return the results of research 
to society at large from the lipid nutritional point of 
view.
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　学部生に対しては、生化学関連の各種講義や実習
を担当し、卒業研究の指導を行っている。また、院
生に対しては、脂質生化学に関する新しい研究課題
を基盤において、博士前期や後期課程の院生の講義・
演習や学位取得のための研究指導を行っている。教
育目的として、問題解決能力の高い、知的基礎体力
のある人材を社会に供給することを目指している。
そのための教育理念として、単に知識や技術を教え
るのではなく、知識をどうやって得るか、また、ど
のように適用するか、そのための「知恵」を授ける
ことを念頭において教育を行っている。自主性を重
んじ、面白いデータが得られたときの感動を知って
もらいたい。これは大学院での研究に限らず、学部
の講義や実習にもあてはまる。質の高い高等教育を
行うためには、ハイレベルな研究がその基盤になく
てはならない。したがって、私は脂質生化学に関す
る最新の研究課題に取り組みながら、独創的な研究
を展開することを心がけている。

　I del iver  lectures  about  b iochemistry  to 
undergraduate students and supervise their 
graduation thesis. I also supervise a dissertation 
for master- and doctor-course students by co-
investigating new research projects of l ipid 
biochemistry. My educational goal is to produce 
excellent human resources with remarkable 
problem-solv ing abi l i t ies  and fundamental 
knowledge. Knowledge is not enough, we must 
apply. Willing is not enough, we must do. With this 
point in mind I make much account of teaching 
how to get knowledge, and how to apply it. I regard 
individual initiative as important. I want them to 
know new-found excitement during studying in 
the undergraduate classes or graduate course. 
Higher education of good quality should be built 
on highly advanced research. Therefore, I attempt 
to develop original research by investigating 
new research project of my research field, lipid 
biochemistry. I also promote and implement joint 
research with collaborators outside the University. 
This collaboration contributes substantially to our 
educational activities.

　以前は、生体膜の単なる構成成分としてしか考えられていなかった脂質は、近年、様々な生理機能への関与
が明らかにされ、ホットな研究領域の一つとなっている。生理活性脂質としての cPA や CG に関する我々の研
究は、世界的にみても独創的かつ重要な研究となっている。また時代は今、新たなポストゲノム研究に入り、
脂質生化学の分野でも代謝産物の構造と機能を網羅的に解析するメタボローム解析が可能となった。新しい質
量分析装置を駆使して脂質の構造解析と定量の技術にさらに磨きをかけ、脂質分子の新機能を見出して行きた
い。
　共同研究が可能なテーマとして、以下の項目がある。
1）生理活性リン脂質の機能（アレルギー・炎症・がん）解析と代謝制御の解明
2）質量分析による脂質メタボローム解析のための基盤技術の構築とその適用
3）DHA をはじめとするオメガ 3 系列脂肪酸の生理機能

　生物には美しいほどの見事な原理や論理性が潜んでいます。私の専門は、脂質生化学という研究分野で、細
胞膜などの生体膜やそれを構成する主要な脂質分子の構造や機能を研究対象にしています。細胞膜は単なる仕
切ではなく、ダイナミックに変動する脂質分子の変換工場です。脂質分子からは生理活性分子が作られ、その
バランスが崩れるとアレルギーやがん等の病気になることが分かってきました。さらに、神経機能にも関わっ
ています。生命維持や健康において果たす脂質分子の重要な役割について、いっしょに学んで解明してみませ
んか？

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 小林　誠　（KOBAYASHI Makoto）
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国際関係／グローバリゼーション／国家権力／暴力／非国家アクター
international relations ／ globalization ／ state power ／ violence ／ non-state actors

・「ハードな戦争とソフトな戦争――グローバリゼーションの中の日本外交――」、進藤榮一・水戸孝道編『戦
後日本政治と平和外交』法律文化社、160-168 頁、2007 年

・「グローバリゼーションと国際政治（1）――権力の領域化と脱領域化」、大久保史郎編『グローバリゼーショ
ンと人間の安全保障』日本評論社、55-72 頁、2007 年

　国際関係の基本構造は、グローバリゼーションの
もとで大きな変動を遂げている。とはいえ、ウェス
トファリア以来、時間をかけて形成されてきたそう
いった基本構造がことごとく推移したわけではなく、
重大な慣性を残したまま新たな変容を付加している
と見るべきだろう。
　以上の問題点を、国家権力の脱領域的再編、国家
アクターと非国家アクターの権力水準の多層化、国
際規範の形成と暴力の新形態といった観点から分析
し、これをグローバル・ポリティの萌芽的形成に結
びつけて論じることが研究の内容である。

　The fundamental structure of international 
relations has experienced a profound transformation 
in the era of globalization. We can not say, however, 
all the structure has vanished and that a new one 
has appeared. The former structure has a strong 
inertia and the new and the old dimenstions has 
constituted a global actual figure of today, mixturing 
with each other.
　We need to anlyze this point from the perspectives 
for (1) de-territorialization of state power, (2) the 
emerging internatinal ethics, (3) new mode of global 
violence, (4) the competition and collaboration 
among state actors and non-state actors etc.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　社会科学的なセンスに弱く、そのために公共的な
るものへの参与意識が薄弱であることが、本学学生
の共通の性格の一つである。この公共性が、今日の
グローバリゼーションによって国境を抜けて世界的
に広がり、再編されていることが、現代的文脈では
重要である。したがって、国家と国際関係の基本編成、
暴力を抑制するための平和構築の試みを重点的に教
えることで、本学学生にとって重要な学習の筋力を
つけることに意をそそいだ。

　Generally speaking, the students of our university 
have a common characteristics that they lack a 
sense of social science and that they have a negative 
attitude towaird the “public.” We should, on the 
hand, pay attention to the fact that the “public” 
has opened itself to the globe beyond national 
borders today. Accordingly, I am trying to make the 
students train themselves from the vewpoints of the 
fundamental structure of state and international 
relations, peace and violence and so on to open up 
the students’ mind open to the global public sphere.

　2007 年度から 3 年間予定の科学研究費補助金基盤研究（C）を得ており、 権力の脱領域化を軍事力行使の新
たな形態から分析する作業を引き続き進める。外交空間の変容に関わる理論・実証研究をとりまとめて外交政
策についての著書にする作業は、以上の作業の一部として行う。またこのほか、成蹊大学基盤の共同研究で公
正な世界秩序の構想について理論・実証研究を進める。

　世界の中に私たちは立ちすくんでいるということをきちんと意識したい。海の向こうの出来事は、日常の生
活ともはや別々のものではなく、平和や暴力の問題も国境を超えて生起するものなのだ。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords
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衝撃圧縮洗浄／粘土鉱物／ポリ（αーヒドロキシアクリル酸ナトリウム）／天然色素
washing by impact force compression ／ clay minerals ／ poly(sodium alfa-hydoxy acrylate) ／ natural color

・元木加世，駒城素子，長谷川富市，衝撃圧縮洗浄における布と水流の動き，繊維学会予稿集 2007，
62(1),p241(2007)

・都甲由紀子，駒城素子，大坪奏恵，ラック染料による綿の染色，繊維学会予稿集 2007, 62(3),p189(2007)
・諸田百合子、駒城素子，ポリ ( α - ヒドロキシアクリル酸ナトリウム ) の土壌による消失，第 39 回洗浄に関

するシンポジウム，p43（2007）
・駒城素子，環境負荷を抑えた洗濯方式の基礎研究，平成 17 年度～ 19 年度科学研究費補助金研究成果報告書，

2008
・駒城素子，洗浄剤，特開 JP 2008-50520 A

1. 超臨界および亜臨界二酸化炭素による洗浄
　循環式洗浄装置により、食塩汚れに対する亜臨界
二酸化炭素による洗浄性を調べた結果、二鎖型ア
ニオン界面活性剤併用は有効でない。

2. 洗浄における機械作用と摩擦力の解明
　布に衝撃力を加えることで汚れは積層布の中間層
へ移動する。その際間に白布があると、除去され
た汚れの受容体となる。

3. ポリ（α - ヒドロキシアクリル酸ナトリウム）の
生分解性

　カルボン酸塩系水溶性高分子は、大学土壌により
約 80 日で分子量 300 以下まで分解される。

4. 産地別ラック色素の特徴
　HPLC で抽出色素の成分分析を行った結果、共通
して存在する成分 2 種を確認した。

5. ラッカイン酸とカルミン酸のアルミニウムとの相
互作用

　吸収スペクトル変化および平衡定数から論じた。
6. ペルーの地衣類パペリージョからの抽出色素
　羊毛、アルパカともに優れた染色性を示した。

1. Effect of anionic detergent “Aerozol OT” on 
detergency for salt on fabric with  liquid carbon 
dioxide were examined by circulating the carbon-
dioxide. It was found that the detergent was little 
effecton removing salt from fabric. 

2. The soil in stacked fabrics move to middle layer 
by impact force.  The white fabrics between soiled 
swatch receive the detached soil .

3. The water-soluble carboxylate polymer is 
degraded to the molecule less than 300 for ca.80 
days by the treatment with soils in Otuka campus 
of Ochanomizu University . 

4. The  colorant extractis from stick-lac made in 
several areas weresimilar in two components. 

5. The interaction of laccaic acid and/or carmic acid 
with aluminium ion was studied by absorption 
spectra and equilibrium constants.

6. The  colorant extract from Papelillo made in Peru 
proved excellent dyeing for  wool and alpaca.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1. 被服学分野（学部）
衣服の材料の入手方法の歴史、性質や取り扱いの
概要について被服学概論（学部共通）、さらに繊維
製品の染色加工、洗濯などの取り扱いについて被
服科学（学部共通）、を講義した。

2. 洗浄科学・染色化学分野（学部）
ケイ酸塩鉱物の化学について環境化学（2 年次専門
必修）、コロイド化学の基礎、吸着など洗浄科学（3
年次専門選択）、さらに人間・環境科学実験（3 年
次専門選択），人間・環境科学演習（3 年次専門選択）
を担当した。

3. 学部専門教育
卒論研究に関係する外国語文献の購読・発表につ
いて人間・環境科学輪講（4 年次専門必修）を 指
導した。

4. 大学院専門教育
応用界面科学特論、環境生活工学演習において物
質吸着の物理化学、解析方法について解説し、外
国語文献の講読について指導した

5. 特別研究指導
学部 4 年次生（5 名）、博士課程院生（M2: 4 名　
M1: 4 名、D1: 2 名）に対しテーマの選定、実験計
画と進め方、データのまとめ方、学会発表等につ
いて指導した。

6. 外国人留学生（博士課程院生）2 人を論文指導した。

1. Clothing Science (undergraduate students)
Introduction to clothing of the history of the 
getting way of clothing materials, its quality and 
treatments.  Clothing Science for the treatment of 
textile materials with dyeing, and finishing and 
washing.

2. Detergency science and dyeing chemistry 
(undergraduate students)
Environmental chemistry on the chemistry of clay-
minerals and its weathering.  Interfacial chemistry 
of detergency on the basic and application of the 
colloids and adsorption phenomena.  Experimental 
of interfacial chemistry of lives 

3. Specialty for undergraduate students 
Readings of Journals on each research theme in 
foreign language. 

4. Specialty for the students in graduate school
Special courses on the physical chemistry and 
analysis of adsorption.

5. Research guidance
De te rmina t ion  o f  each  re search  theme , 
experimental planning, Discussion of the results 
obtained to undergraduate students and also the 
presentation in the congress to the students in 
graduate school.

6. Guidance for two foreign students

1. 環境負荷を抑制できる処理剤として粘土鉱物を、染色廃水処理、ドライクリーニングにおける汚れの回収処
理など染色や洗浄の分野で利用できるよう、その構造と機能との関係を研究する。

2. 洗濯の基本原理として、機械力の役割を解明し、少ない洗剤、水による洗浄系の確立と、新たな洗濯装置の
開発を目指す。

3. 未利用の天然色素の有効利用を計る。
4. 洗浄における衝撃圧縮力の利用について共同研究可能

　洗濯のように簡単にみえる行為にも “何故汚れが落ちるのか、布をもんだり水を動かしたりといった機械作
用は何故必要なのか？洗剤の働きは？” など必ずしも十分に解明されているとはいえない問題があり、科学の
対象世界となる。しかも些細な日常的行為もいまや環境問題に密接に繋がってくる。
　身近な諸現象に興味を持つ好奇心と、よりよい生活空間を作ろうという意欲の両方を携えて勉強すること、
すなわち興味・関心をもったテーマを研究し、世の中に役に立てることは楽しくやりがいのあることである。
そのためには基礎となる科目もしっかり勉強し、かつ広い教養も培うことが必要で、これからの若い人に大い
に期待している。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 近藤　和雄　（KONDO　Kazuo）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 医学博士（1986　東京慈恵会医科大学）
 職名： 教授
 専門分野： 医学（内科学）、脂質代謝学、臨床栄養学
 URL： http://pea.ieshl.ocha.ac.jp/kondo/default.htm
 E-mail： kondo.kazuo@ocha.ac.jp

動脈硬化／脂質異常症／活性酸素／抗酸化作用／ポリフェノール
atherosclerosis ／ dyslipidemia ／ free radical ／ antioxidation ／ polyphenol

・Harumi Uto-Kondo, Chikako Kiyose, Reiko Ohmori, Hisako Saito, Chie Taguchi, Yoshimi Kishimoto, Naoko 
Machida, Maiko Hasegawa, Eri Yoshioka, Emi Saita, Yumiko Hirata, Osamu Igarashi and Kazuo Kondo: The 
coantioxidative effects of carboxyethyl-6-hydroxychro

・Toshio Iwata, Takeshi Kamegai, Yoshie Yamaguchi-Sato, Akiko Ogawa, Michio Kasai, Toshiaki Aoyama and 
Kazuo Kondo: Safety of Dietary Conjugated Linoleic Acid (CLA) in a 12-weeks Trial in Healthy overweight 
Japanese Male Volunteers. Journal of Oleo Science. 56(10): 517-525, 2007

・Mariko Tani, Akio Kawakami, Miyuzu Nagai, Kentari Shimokado, Kazuo Kondo, Masayuki Yoshida: 
Sphingosine 1-phosphate (S1P) inhibits monocyte-endotheliak cell interaction by trgulating of PhoA 
activity. FEBS Letters. 581: 4621-4626, 2007

・Harumi Uto-Kondo, Mariko Tani, Chikako Kiyose, Mika Usuda, Chie Taguchi, Maiko Hasegawa, Naoko 
Machida, Yoshimi Kishimoto, Hisako Saito, Tadahiko Ueda, Osamu Igarashi and Kazuo Kondo: r-Tocopherol 
Accelerated Sodium Excretion in a Dose-Dependent Manner in

・Hiroyuki Takeuchi, Chika Sakurai, Ryuuji Noda, Seiji Sekine, Yoshihiro Murano, Kou Wanaka, Michio 
Kasai, Shinji Watanabe, Toshiaki Aoyama and Kondo Kazuo: Antihypertensive Effect and Safety of Dietary 
a-Linolenic Acid in Subjects with High-Normal Blood Pr

　食物と人体の関わりをテーマに、心筋梗塞、脳梗塞をおこす動脈硬化の予防を念頭において、応用研究を主
体とした研究活動を行なっている。
　これまで、生体内のLDL酸化抑制作用ならびに食後高脂血症改善作用を有する赤ワイン、緑茶などのポリフェ
ノールを含有する食物の存在を明らかにしてきた。
　2007 年度は、にがりの脂肪細胞分化促進作用、紅こうじやレモンなどの柑橘類の MMP 活性抑制・単球接
着抑制作用、シソ、南米原産植物 Matico、バルサミコ酢の抗酸化作用などを明らかにして、これらの成果を、
日本栄養･食糧学会、日本動脈硬化学会などで発表している。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 13 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部では、生活科学部食物栄養学科で、病態栄養学、医学概論を担当し、動脈硬化を引き起こす高脂血症、肥満、
糖尿病、高血圧、メタボリックシンドロームなどの生活習慣病における診断、治療について食物との関わりを
中心に講義している。
　大学院では、学部の講義を一歩すすめて、動脈硬化症の成り立ち、老化の問題を、リポ蛋白代謝を中心に、
活性酸素と活性酸素に対抗する食物に含まれる抗酸化物の関わりを、生体防御、この防御システムの観点から
講義している。

　様々な疾病の予防に、食物に含まれるポリフェノールを中心とした抗酸化物の関与が明らかになっている。
ポリフェノールは、LDL の酸化抑制をはじめ、動脈硬化の進展抑制にあらゆる課程で関わっている。ポリフェ
ノールなどの動脈硬化抑制の役割を明らかにするとともに、病気の発症を予防する食環境を探求し、生活習慣
病を発症させない食生活を構築する。

【共同研究の可能性】
・抗動脈硬化作用を有する食品の研究
・ヒトを対象とした食品の機能性に関する研究
・遺伝子多型を基にしたテーラーメード食事療法に関する研究

　食物と人体の関係の研究に興味のある学生諸君の来訪を待っています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 近藤　讓　（KONDO Jo）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 学士 ( 音楽 )(1972 東京芸術大学 )
 職名： 教授
 専門分野： 作曲、音楽理論
 E-mail： kondo.jyo@ocha.ac.jp

作曲／音楽理論／音楽美学／音楽史／現代音楽
compositon ／ music theory ／ music asthetics ／ music history ／ contemporary music

・Ensemble Bois 2007 年度定期公演
2008 年 3 月 27 日：東京オペラシティコンサートホール

「ダンデリオン・クロック・ワーク」（委嘱作品）
・“Jo Kondo: Mulberry, In the Woods, In Summer, Under the Umbrella” (CD:CP2[USA], CP2-123)
・"Canons + Hoquets"（CD：QB[ カナダ ] CQB 0704）
《ヒプソトニー》 Hypsotony、《｢ 羊歯》 Fern､《ブルームフィールド氏の間化》 Mr. Bloomfield, His Spacing

・書評『日本戦後音楽史』
・NHK － FM：ベスト・オブ･クラシック（海外現代音楽祭特集）出演

　作曲の実践的研究。及び、現代の芸術音楽の美学的、
理論的研究。

　Composition, and aesthetic and theorical studies 
of contemporary art music.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 10 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　作曲の指導。音楽理論及び音楽実践の基礎的な能
力開発のためのトレーニング。音楽形式、及び、そ
の美学的背景を音楽史な視点から論じる。

　Composition. Basic training in music theory and 
solfage. Lecture on musical form and its aesthetic 
background in historical context.

　音楽の実技だけでなく、理論的･思想的な観点から音楽学習を深めることができます。

　◆メッセージ



194

　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 近藤　敏啓　（KONDO  Toshihiro）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 工学（博士）（1993、東京工業大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 電気化学、界面物理化学、自己組織化
 URL： http://ana4.chem.ocha.ac.jp/ ～ kondo/
 E-mail： kondo.toshihiro@ocha.ac.jp

自己組織化／ナノ界面／放射光利用表面Ｘ線散乱／電気化学／単結晶電極
Self-Assembly ／ Nano-interface ／ Surface X-ray Scattering Using SR Light ／
Electrochemistry ／ Single Crystal Electrode

・T. Kondo, J. Morita, K. Hanaoka, S. Takakusagi, K. Tamura, M. Takahasi, J. Mizuki, and K. Uosaki, "Structure 
of Au(111) and Au(100) Single Crystal Electrode Surfaces at Various Potentials in Sulfuric Acid Solution 
Determined by In situ Surface X-ray Scatt

・T. Kondo, S. Sato, and W. Maeda, "Construction of Highly Ordered Self-Assembled Monolayer of Alkylthiol 
with Ferrocene on Gold (111) Using Underpotentially Deposited Lead Submonolayer as a Template", Chem. 
Lett., 36(10), 1216-1217 (2007).

・K. Hara, S. Tayama, H. Kano, T. Masuda, S. Takakusagi, T. Kondo, K. Uosaki, and M. Sawamura, 
"Functionalization of silicon surfaces with catalytically active Pd complexes and application to the aerobic 
oxidation of benzylic alcohols", Chem. Commun., 4280-

・Toshihiro Kondo and Kohei Uosaki, "Self-Assembled Monolayers (SAMs) with Photo-Functionalities", J. 
Photochem. Photobio. C, Photochem. Rev., 8(1), 1-17 (2007).

・近藤敏啓 , " 放射光を利用したＸ線技術による電極／溶液界面のその場構造追跡 ", 表面技術 , 58(9), 517-521 
(2007).

　電極／溶液界面における電子移動反応は、厳密に
基礎的に理解し、燃料電池やバイオセンサといった
次世代ナノテクノロジーに応用していくためには、
電気化学活性界面を高い空間分解能／時間分解能で
知る必要がある。シンクロトロン放射光利用表面Ｘ
線散乱（Surface X-ray Scattering; SXS）法を利用して、
0.01 nm オーダーという非常に高い空間分解能で電
気化学活性界面の三次元構造をその場決定する事に
加え、時間分解能が低いというこれまでの SXS 法
の欠点を、装置（光源、入射波長の選択）や電気化
学セルの工夫によって克服し、電気化学活性界面の
構造ダイナミクスを高い時間分解能で測定／解析す
る事を目的としている。平成 19 年度は、Au(111)、
Au(100) 表面に形成した酸化膜二重構造を高精度に
決定し、ダイナミクスに挑戦した。
　また、ジチオール分子の自己組織化単分子層（Self-
Assembled Monolayers; SAMs）を、Pb を UPD させ
た Au(111) 基板上に構築することで、高度に配向す
ることを見いだし、ジスルフィド結合を介した構造
制御多分子層構築法を提案した（Fig. 1）。

　It is very important to study the electrochemical 
reaction not only for the fundamental surface 
science but also for the applications related to 
nanotechnology. Surface X-ray scattering (SXS) 
technique using synchrotron radiation is one 
of the most promising methods to investigate 
the interfacial structure with ultra-high spatial 
resolutions in situ. In this year, we determined the 
static structure and discussed dynamics of surface 
structure change of Au(111) and Au(100) single 
crystal electrodes during oxidation/reduction 
reaction cycle measured in a sulfuric acid electrolyte 
solution using a specially designed electrochemical 
cell. In this year, in situ structural study on Au(111) 
and Au(100) single crystal electrodes was carried 
out. At both single crystal electrodes, bilayer of 
surface oxide formed and structure of the interface 
was determined in details.
　On the other hand, self-assembled monolayers 
(SAMs) of dithiol derivatives constructed on the Pb 
UPD layer prepared on Au(111) and it was proved 
that this SAM is highly oriented at a molecular level 
(Fig. 1). This result should lead to a novel method 
to construct self-assembled multilayers on the solid 
surface in order.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 6 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

機器測定法（学部 3 年）：
化学の分野で一般的に用いられる機器分析法を理
解し、これらに共通して必要な基礎事項、測定機
器使用時のマナー、化学反応や物理現象からセン
サにより得られる信号の取り扱いなどを、主に発
表／討論形式で行った。

電気化学（学部 4 年（卒論生））：
当研究室において必須の電気化学について、基礎
的な事項から機器の取り扱い／実験操作まで完璧
に理解するよう指導した。また、電極表面修飾剤
としてアルキルチオール類の合成、自己組織化単
分子層の形成／脱離、及び機能評価についても指
導した。

Methods of Instrumental Measurements (B3): In 
order to understand the methods of instrumental 
measurements in the chemistry field, general 
fundamentals for instrumental measurements 
and operation of the signals from the sensor were 
discussed. This lecture was carried out in a seminar 
style.
Electrochemistry (B4): Electrochemical methods 
were completely explained and electrochemical 
experiments were carried out for the bachelor thesis.
Seminar in Interfacial Chemistry (M1, M2): This 
lecture was carried out in a seminar style. Today’ s 
topics for interfacial chemistry were discussed.

　電気化学活性界面（電子移動を伴う電極／溶液界面）を厳密に理解し、燃料電池やバイオセンサといった次
世代のナノテクノロジーへと応用していくためには、構造が原子／分子レベルで制御された界面で電子移動反
応を行い、反応が起こっているその場で高い空間分解能／時間分解能で界面構造を知る必要がある。この指針
を元に、「自己組織化を利用した界面ナノ構造制御」と「界面ナノ構造その場追跡法の開発」について推進し
ていく。

　我々の生活の中では、燃料電池、バイオセンサ、化粧品／繊維など、すでにいろいろなところでナノテクノ
ロジーの技術が使われています。より豊かな社会生活にするため、そして次のノーベル化学賞を目指して、一
緒に環境にやさしいナノテクノロジーの研究をするために、ぜひ、お茶の水女子大学に来てください。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 近藤　恵　（KONDO　Megumi）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士 ( 理学 ) ／ Ph.D.
 職名： 助教
 専門分野： 自然人類学、人類年代学
 E-mail： kondo.megumi@ocha.ac.jp

人類進化／自然人類学／年代測定／化石骨／ジャワ原人
Human evolution ／ Physical anthropology ／ Dating ／ Fossil bone ／ The Java man

1. 化石骨の年代測定学・年代判定学：化石骨試料に
含有される少量・微量元素を調べることにより、
それらの年代測定または間接的な相対年代判定を
行う。

2. ジャワ原人の編年および変遷史：インドネシアの
ジャワ原人に関する遺跡の地質学的調査を行い、
各種試料の年代分析をすることにより、化石骨の
編年を行う。またそれにより、人類進化の様相を
考察する。

3. 日本の旧石器時代の人類の編年および変遷史：日
本の旧石器時代の人類とされる化石骨について、
年代測定または年代判定を行い、それらの編年を
行うことにより、日本列島の人類の由来について
考察する。

4. 放射性炭素年代測定における分析試料の前処理：
化石骨試料の化学的処理について再検討し、高精
度な分析を目指す。

1.Dating of fossil bones；Measure contents of minor 
or trace elements contained in fossil bones to 
determine the absolute age or discriminate the 
fossil bearing layers.
2.Chronology and palaeoanthropology of the 
Indonesian fossil hominids；Examine the history 
of the Java man by geological survey of the site 
and chronological analyses of several kinds of 
specimen.
3.Chronology and palaeoanthropology of the 
Japanese Palaeolithic hominids；Determine the 
age of the Japanese “Palaeolithic” hominids by 
absolute or relative dating to examine the origin of 
hominids of the Japanese archipelago.
4.Improvement of the pretreatment of fossil bone 
samples for carbon 14 dating；Aim for much 
higher accuracy of dating.

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　ジャワ原人関連の資料について年代分析を進めることにより、アジアに留まらず、人類進化の様相がより明
確になっていくと期待される。また、特に日本の資料については、従来よりも精度の高い分析が可能になって
きたことにより、試料の処理方法がより重要になっていることから、当研究室で進めている前処理法の研究が
さらに重要視されつつある。より精密な年代分析を必要とする資料を取り扱っている研究者と共同研究ができ
れば、当研究室での成果が生かせると考える。

　自然界において「ヒト」という生物はどのように形成されてきたのか、そしてどのような特性を持つに至っ
たか、など、科学的に考えてみたい方々に、興味深い研究分野です。自分自身がどのような生物であるか、理
解を深めてみませんか。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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 氏名： 近藤　るみ　（KONDO　Rumi）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）（1993　総合研究大学院大学）
 職名： 講師
 専門分野： 分子進化学、実験集団遺伝学
 E-mail： kondo.rumi@ocha.ac.jp

適応進化／嗅覚・味覚／多様性／ショウジョウバエ／ゲノム解析
adaptive evolution ／ olfaction・taste ／ polymorphism ／Drosophila ／ genome analyses

・A new test for detecting ongoing selection.  Genetica DOI 10.1007/s10709-007-9216-8
・Evolutionary analysis of olfactory receptor gene family in Drosophila species.  Genes & Genetic Systems 

(2007) 82:535
・Natural variants of a pigmentation-controlling gene that affects mate preference in Drosophila melanogaster.  

Genes & Genetic Systems (2007) 82:542
・セイシェルショウジョウバエにおける宿主特性の獲得と嗅覚受容体遺伝子の進化
　日本進化学会第 9 回　2007 年 8 月 31 日～ 9 月 2 日　京都大学
・ショウジョウバエ味覚遺伝子群の進化
　第 30 回日本分子生物学会　2007 年 12 月 11 日～ 15 日　パシフィコ横浜

ショウジョウバエ 12 種の嗅覚受容体遺伝子群の進化
学的解析
　外界の多種多様な匂い分子を受容する嗅覚受容体
は、G タンパク質共役型の受容体 (GPCR) であり、大
きな多重遺伝子族を形成している。匂い分子と嗅覚
受容体は一対一対応ではなく、異なる匂いの受容に
は異なる複数の受容体が関与している。このような
嗅覚受容体の進化的な特徴を明らかにするために、
ショウジョウバエの嗅覚受容体遺伝子全 59 個につ
いて、ショウジョウバエ 12 種の配列データを用いた
分子進化学的な解析を行った。特に、近縁 5 種につ
いて、嗅覚受容体の遺伝子間の進化速度を比較した
結果、その進化速度は他の GPCR より、有意に速く、
遺伝子間でも大きく異なっていることを示した。ま
た、タンパク質の 2 次構造に着目した領域間の相対
的な進化速度の比較解析においても、他の GPCR と
は異なる、嗅覚受容体がもつ特徴を明らかにした。

Evolutionary analysis of olfactory receptor gene 
family in Drosophila species.
　The olfactory receptor (OR) gene families encode 
a diverse group of 7 transmembrane proteins, G 
protein coupled of receptors (GPCRs), that bind 
diverse volatile chemicals from the environment. 
OR is activated by a specific set of odors and each 
odor activates a combination of ORs, a process 
known as combinational coding.  To study the 
evolution of such OR genes, we conducted a 
molecular evolutionary analysis on all 59 OR genes 
from 12 Drosophila  species. We found that the 
rate of evolution varies extensively among ORs. 
Characteristics of evolutionary rates for different 
domains (transmembrane domains, extracellular 
domains and cytoplasmic domains) also differed 
from other GPCRs.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 6 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆研究キーワード　／　Keywords



199

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1. 学部 :
生物学科必修科目の基礎遺伝学、生物学実習 I を
分担で担当。基礎遺伝学では集団遺伝学や量的形
質の遺伝学を取り上げた。選択科目の進化遺伝学、
基礎遺伝学実習、生物学演習を担当。進化遺伝学
では、講義の他、DNA やアミノ酸配列の進化の特
徴や、分子系統学的手法を学ぶコンピューター解
析の演習を行った。　　

2. 大学院 :
集団遺伝学、集団遺伝学特論では、Fundamentals 
of Molecular Evolution の輪読と最新の論文の講
読を行った。遺伝カウンセリングコースの特設集
団遺伝学では、Genetics in Medicine (7th Ed) の
8,9,10,20 章の講読及び、関連分野の講義と問題演
習を行った。分子進化学では、DNA やアミノ酸配
列解析の基本的手法について、講義と演習を行っ
た。女性リーダー育成プログラムにおいて「生命
情報学を使いこなせる女性人材の育成」の運営に
関わり、国内外の研究者による公開セミナー「バ
イオインフォマティクスへの招待」を企画・開催
した。

1.Undergraduate course：
For “Basic Genetics” , I lectured on the basic issues 
on Population Genetics and Genetics bases of 
complex inheritance.  For “Evolutionary Genetics” I 
lectured the basic issues on Evolutionary Genetics, 
especially focusing on the phylogenetics approach 
of studying evolutionary genetics. Also, I used the 
computer class room to teach the basic issues on 
molecular evolution hands on.  Two laboratory 
courses were taught: “Biology lab. I” , “Basic 
Genetic lab.”    

2.Graduate course:
Recent research articles concerning each student’
s interest were discussed in 2 classes, “Population 
Genetics” and “Advanced course in Population 
Genetics” .  In “Population Genetics for Genetic 
Counseling” , we read Chapter 8,9,10,20 of 
Genetics in Medicine (7th Ed.) and discussed 
about the related topics.  In “Molecular Evolution”
, the methods for molecular evolutionary analyses 
were taught hands on.  I also took part in the 
“Bioinformatics Program” and organized the open 
seminar series “Invitation to Bioinformatics” .

　嗅覚・味覚の化学受容体遺伝子群がどのような進化の力をうけ、タンパク質の発現や機能の変化を生じてい
るのかを明らかにしたい。この研究により、嗅覚・味覚の適応的進化がどのようなタンパク質の変化によって
生じているのかを具体的に明らかにし、また、受容する匂い物質の種類を増やす方向に進化しているのか、種
類を減らす特異性や感受性を高める方向に進化しているのかというような議論が初めて可能となる。また、昆
虫のみならず、ヒトを始めとする哺乳類の嗅覚・味覚系の適応進化についても新たな知見をもたらすことが期
待される。共同研究のテーマとしては、感覚系遺伝子とその発現量の多様性と進化及びミトコンドリアＤＮＡ
の遺伝様式と分子進化等が挙げられる。

　いろいろな分野でますます生物学を学んだ人材が求められています。皆さんが、本学で学んだことを活かし、
21 世紀の担い手になることを願っています。一緒に学び、考え、感動を共有していきましょう。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 今野　美智子　（KONNO　Michiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1974　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 物理化学、構造分子科学、構造生物学
 E-mail： konno.michiko@ocha.ac.jp

タンパク質の立体構造／アミノアシル -tRNA 合成酵素／
RNA とタンパク質の結合機構／タンパク質の反応機構／サイクロフィリン
three dimensional structures of proteins ／ aminoacyl-tRNA synthetase ／
binding mechanism between RNA and protein ／ catalytic mechanism of protein ／ cyclophiline

・学術月報　特集：我が国における学術研究の動向について I
ー日本学術振興会学術システム研究センター報告書ー
化学の研究動向　2007 年 7 月号

　これまでタンパク質の立体構造に基づいて、1）水
溶液中のタンパク質が、特異的に基質を選択し、基
質を遷移状態に移行させる酵素反応の本質を明らか
にすること 2）タンパク質と核酸 RNA の結合機構に
ついて明らかにすることを目的として研究を行って
きた。20 種あるアミノアシル -tRNA 合成酵素のな
かで、生体内におけるアミノ酸濃度では、アルギニ
ル -、グルタミニル - とグルタミル -tRNA 合成酵素
のみ、tRNA の触媒機構を使って ATP-PPi 交換反応
が起こる。また、Arg-AMP 形成反応の逆反応であ
る pyrophosphorolysis 反応も tRNA の触媒効果を利
用する。この tRNA の触媒効果の詳細な反応過程を
示すことを目的として、4 年間に渡り X 線構造解析
により決めた Pyrococcus holikoshii 由来アルギニ
ル -tRNA 合成酵素、tRNA(CCU) と ATP の複合体の立
体構造を基に、本年度は、この複合体で観測された
ATP 分子を基に、アルギニン分子、tRNA の Ade76
の分子モデルを作成し、tRNA の触媒機構についてほ
ぼ説明が可能と成った。その結果を踏まえて、現在
論文を作成中である。

　The objects of my research are on the basis of 
structures of proteins, 1) to figure out essence 
of catalytic reaction that in the solution, the 
protein selects the substrate and transfers it to 
transitional state 2) to explain binding mechanism 
between protein and RNA in the light of chemical 
interaction. In special, the aminoacylation reaction 
is characteristic reaction on point of view that 
three molecules of the amino acid, tRNA and ATP 
and Mg2+ ion are contained on active site of 
aminoacyl-tRNA synthetases on the same time. In 
arginyl-tRNA synthetases (ArgRS), glutaminyl-tRNA 
synthetases (GlnRS) and glutamyl-tRNA synthetase 
(GluRS), the ATP-pyrophosphate (ATP-PPi) exchange 
reaction occurs by help of the cognate tRNA in the 
concentration of amino acid in the living cell. The 
reverse reaction, pyrophosphorolyisis reaction 
also proceeds by catalytic function of tRNA. 
We have tried an analysis of a crystal structure 
of a complex of arginyl-tRNA synthetase from 
Pyrococcus horikoshii, tRNAArgCCU and ATP analog 
for four years. Using newly obtained structural 
information about position of ATP, we constructed 
model of arginine, Ade76 of tRNA on the protein 
and understood the catalytic function of tRNA in 
ATP-pyrophosphate exchange reaction at low pH. 
Moreover, we have investigated mechanisms of 
isomerization reaction from trans- to cis-proline 
of unfolded proteins by cyclophilin in vitro and 
cleavage reaction by the mutant protein of Ala91Ser, 
Phe104His and Asm106Asp in comparison with 
catalytic mechanism of cleavage of polypeptide by 
serine proteases.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　毎年、コア科目で理学系のための化学の授業「化
学 II」、専門課程の授業として、3 年生を対象に、「物
理化学実験」、「物性物理化学」を担当した。今年度は、
1 年生対象に「化学特別ゼミ II」において、宇宙と生
命の起源について話した。また、「化学特別 I」で研
究の紹介をおこなった。大学院の授業は、「分子構造
化学特論」、「演習」およびゼミを担当した。博士課
程の院生、修士課程院生の特別研究の指導、及び卒
業研究の指導を行った。3 年間の学術システム研究セ
ンターにおいての活動を通して、日本学術振興会が
日本の科学政策のなかでどのような位置づけである
かを理解した。日本の科学政策の大枠を説明し、そ
の中における日本学術振興会の位置づけを理解でき
た範囲内で名古屋大学において第 43 回「社会と科学」
で「日本学術振興会について」の題目で講演をした。

　I had a lecture of General Chemistry II for students 
of science, and lectures of ‘physical chemistry 
of solid state’ and ‘the experiment for physical 
chemistry’ for third-yeas students. This year I had a 
lecture ‘special chemistry seminal II’ about subject 
of cosmic and an origin of life. I had a lecture 
‘chemistry of molecular structure’ for students of 
master course. I gave advises of ‘special research’ 
to students in a doctoral course and master course. 
Through experience for three years in Research 
Center for Science System in JSPS (Japan Society 
for promotion of Science), I understood the position 
and duty of JSPS in the frame of National Policy for 
Science. Then I explained the outline of National 
Policy for Science and talked about position and 
duty of JSPS to the best of my understanding at 
a lecture titled ‘about the target to which JSPS is 
directed’ in 43th ‘Social and Science’ held in Nagoya 
University.

　生体内での基礎にある現象を化学反応の機構として解明する。アミノアシル -tRNA 合成酵素上のアミノアシ
ル化反応についても、反応遷移状態をつくる過程において反応種であるアミノ酸と tRNA と ATP の構造と電子
状態の変化として総合的に捉える。その過程で触媒として働く Mg2 ＋イオンの機能も化学的視野から説明す
る。

　生体内の酵素反応は、化学反応である。21 世紀の解くべき問題、生命がどのようにして地球上に生まれた
かを共に考えよう。又、環境問題にも関心を持とう。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 翟　宇華　（Zhai Yuhua）
 所属： 教育事業部 ( 特設遺伝カウンセリングコース )
 学位： 博士（2007 年・お茶の水女子大学）／ PhD. in Psychology
 職名： リサーチフェロー
 E-mail： zhai.yuhua@ocha.ac.jp

中学生／学校忌避感／対人関係／友人への適応／教師への適応
junior high school students ／ unwillingness to attend school ／ interpersonal relationships ／
adjustment to friends ／ adjustment to teachers．

・「中国における中学生の学校生活満足度とスクール・モラールとの関連および学校生活に対する認識」，翟　
宇華，『カウンセリング研究』，40，17-25，2007.

　日本では「不登校」は教育の問題を超えて、一つ
の社会問題として広く注目されている。一方、日本
の状況と対照的に、中国では、厭学、逃学、輟学、
失学のような言い方はあるが、日本で言われる「不
登校」の概念に符合するものはない。中国で今まで
子どもたちが心理的な原因で学校に行けないことが
問題として取り上げられたことはなく、学校に対す
るネガティブな感情に関する研究もほとんど行われ
ていない。中国の中学生の学校適応の現状を把握す
るために、都市部の中学生を対象に調査を行なった。
その結果、都市部では不登校に陥った生徒がいない
と報告されたものの、何らかの程度で学校を欠席し
たい生徒が半数以上存在していることが示された。
また、中学生の学校忌避感を抑制する要因に関して
日中比較を行った結果、日本の中学生では「友人へ
の適応」、中国の中学生では「教師への適応」がそれ
ぞれ最大な要因として確認され、学校忌避感の抑制
要因が異なっていることが明らかとなった。

　School non-attendance (Futoko) is one of the 
most prevalent student-related problems in Japan. 
Compared with the elementary school students, 
junior high school students' school non-attendance 
problem is much more serious. In China, there 
are some words expressing the situations about 
students stop going to school(such as, tao-xue, yan-
xue, chuo-xue, shi-xue), but there is not a concept 
just fit Futoko. School non-attendance has not been 
reported officially as a problem in China.The purpose 
of the present study was to investigate students' 
wish to be absent from school and factors related 
to the unwillingness to attend school among junior 
high school students in China. The major results 
were as follows : More than half the students wanted 
to be absent from school, although none of them 
had officially been reported as non‐attending.　
Adjustment to teachers was reported to be a more 
important determinant than adjustment to peers 
in inhibiting the students' unwillingness to attend 
school. In inhibiting the students' unwillingness to 
attend school between Japanese and Chinese junior 
high school students, adjustment to teachers was 
reported to be the more important determinant 
among Chinese junior high school students, 
compared with adjustment to peers was found as the 
most important factor among Japanese junior high 
school students.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　中国で学校忌避感情に関して行った調査をもとに、日中双方の中学生を対象に、不登校をめぐる項目（学校
忌避感や欠席状況について）および学校生活に関する内容ついてより詳しく調べる予定である。生徒たちの学
校や教師に対する考え方（「学校観」：学校はどんなところなのか、自分にとって学校は何を意味するか、自分
は学校に何を求めているか、登校する理由、学歴への志向の仕方など、「教師観」：教師はどのような存在、教
師への畏敬の念の有無など）、またそれぞれの学校文化がどのような構造を持ち、それらは子どもたちに対し
どのような影響力をもっているか。さらには価値観（学校や学歴，生き方に関する価値）や将来展望尺度も調
査項目として加えたい。さらに、広く文化的・社会的要因にも考察を深めるため、子どもたちを取り巻く学校
環境だけではなく、家庭環境、社会環境の影響についても考慮にいれるつもりである。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 齊藤　直子　（SAITOH Naoko）
 所属： 理学部情報科学科情報数理講座
 学位： 博士（理学）　（2002　お茶の水女子大学）
 職名： アソシエイトフェロー
 専門分野： 作用素環論
 E-mail： saitoh@is.ocha.ac.jp

非可換確率空間／ noncommutative probability space
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

微分積分学演習Ⅰ
微分積分学演習Ⅱ
関数論演習　の講義担当

Education of Exercises in Calculus I, Exercises in 
Calculus II and Exercises in Complex Analysis

　◆研究計画

非可換確率論の研究をさらに進める。

　◆メッセージ

　本大学の情報科学科は理学部の中に属していることがほかの大学とは違った大きな特徴だと思います。
　数学、物理、化学、生物などの理学的な本質がきちんとわかって、さらに情報処理や解析ができる女性研究
者育成を目指しています。
　入学して数学の授業の多さに驚くかもしれませんが、基礎作りのためです。頑張ってください。



206

　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 榊原　洋一　（SAKAKIHARA Yoichi）
 所属： 人間発達教育研究センター
 学位： 医学博士　／　Medical Doctor
 職名： 教授
 専門分野： 小児科学、小児神経学、脳イメージング、
  発達障害、育児学、国際医療協力
 URL： http://www.cf.ocha.ac.jp/ccae/index.html
 E-mail： yoichi1215@aol.com

小児科学／小児神経学／発達障害／育児学／乳児発達
pediatrics ／ pediatric neurology ／ developmental disabilities ／ child care ／ infant development

・榊原洋一：脳科学と発達障害　188 頁　（中央法規出版、東京）　2007
・汐見稔幸、小西行郎、榊原洋一、乳児保育の基本、（フレーベル館、東京）2007
・榊原洋一、自閉症児の言葉、日本音響学会誌：63:365-369,2007
・Saito M, Sakakihara Y, Mizuguchi M, Ito M, Takashima S, Iwamori M, Kamoshita S, Igarashi T,  Increase 

of ceramide monohexoside and dipalmitoyl glycerophospholipids in the brain of Zellweger syndrome. 
Neurosci Lett, 417:165-170,2007

・榊原洋一、三つ子の魂と三歳児神話：教育と医学　647:13-21,2007

　発達障害の臨床的研究と、乳児行動発達の基礎的
研究が、現在の主要研究テーマである。
　発達障害では、自閉症、注意欠陥多動性障害への
行動療法、環境変容法、そして薬物療法の臨床的研
究を行っている。具体的には、注意欠陥多動性障害
に対するメチルフェニデート療法の効果と副作用、
環境変容法特に食育の影響を研究した。食育が注意
欠陥多動行動を抑制する効果を持つことを見出して
いる（付図参照）。
　乳児行動発達に基礎研究では、科学技術振興機構
のグループリーダーとして、乳児の神経行動、特に
低緊張と協調運動障害が、社会認知行動と相関する
ことを、コホートの追跡調査で明らかにした。

　The current projects of our department are 1) 
clinical research on the care and treatments for 
developmental disabilities and 2) research on the 
neurobehavioral substrate of social cognition in 
infants.
　In the former, effects of food education (Shokuiku) 
on hyperactive behaviors in early childhood have 
been investigated. A significant correlation was 
found between the application of food education and 
reduction of hyperactivities (see the figure below).
In the latter, it was found that muscle hypotonia 
in infancy could predict the later social cognitive 
functions of infants.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 26 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits

食育による保育園児の多動行動の有意な減少が確認された。縦軸は子どもの多動スコア。
食育による介入を行ったモデル園で、有意に多動スコアが低下していることが分かる。
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　本講座は、3 つのコースを学部生と社会人に向けて
開講している。
　常設授業（科目等履修）では、保育、発達心理、
小児科学、障害児教育などの最新の知識を、社会人
と学部生に提供している。それぞれ約 80 人（計 170
名）が受講している。
　幼稚園教諭認定講習は、幼稚園教諭二種免許を持
ち、一定の幼稚園教諭の経験者に対して開講され、
単位取得によって幼稚園教諭一種免許の取得ができ
る。
土曜保育フォーラムでは、保育に関する最新のトピ
ックについて、第一線の講師による講義を広く一般
に向けて公開している。毎年延べ数百名の受講者が
ある。

　We are providing 3 main courses to the students 
and kindergarten and nursery teachers.
　In the year round course (Kamoku tou rishuu), 
currents  developments in chi ld care ,  chi ld 
development, pediatrics and special education for 
handicapped children have been taught.
　Those kindergarten teachers with the second class 
teaching certificate could up-grade their certificate 
to the first class by completing the Ninte- Koshu 
course.
　Doyou(Satureday) Child Care Forum has been 
open to public and is providing the most
up-dated information and skills by the first class 
specialists in the relevant fields.

　グローバルＣＯＥ（格差社会）の事業推進者として、タイ、マレーシア、ベトナムの研究者と共同研究（子
どもの生育環境の格差）を開始したところである。

　発達障害の臨床研究では、病院、保健所における自閉症児の観察を開始しており、希望者は外来での観察、
患児の観察や、面接を行うことも可能です。
社会的関心と需要の高い、発達障害についての実践的な知識、技術を補うことのできる講義を開講しています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 坂元　章　（SAKAMOTO Akira）
 所属： 人間文化創成科学研究科先端融合系
 学位： 博士（社会学）（1992　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： メディア心理学、社会心理学、教育工学
 URL： http://www.hss.ocha.ac.jp/psych/socpsy/sakamoto/
 E-mail： sakamoto.akira@ocha.ac.jp

メディア／心理学／テレビ／テレビゲーム／インターネット
Media ／ Psychology ／ Television ／ Video games ／ The Intenet

・村田光二・坂元 章・小口孝司 (2008, 3)（編著）社会心理学の基礎と応用 放送大学教育振興会 全 218 ペー
ジ

・内田伸子・坂元 章（編著）(2007, 4) リスク社会を生き抜くコミュニケーション力 金子書房 全 196 ページ
・坂元 章・黒上晴夫・吉田広毅・今城徹・梅津靖子・近江玲・田島祥 (2008, 3) 評価部会報告  平成 19 年度

文部科学省委託「地上デジタルテレビ放送の教育活用促進事業」報告書  Pp 99-114.
・Takahira, M., Ando, R., & Sakamoto, A. (2007) Effect of Internet use on development of information 

literacy: A panel study with Japanese elementary school children.  Computers in the Schools, 24(3/4), 
65-82.

・坂元 章（監修）(2007, 6) [ 冊子 ] あんぜん・あんしんケータイライフ ―携帯電話のルールとマナー― 東京
法令出版

　従来、「メディアと人との関わり」を研究課題とし
ているが、2007 年度もそうした研究を進めるとと
もに、その成果を、論文、報告書、学会発表などに
よって報告した。また、2 冊の本を編集した。2007
年度における主要な仕事としては、文部科学省の「地
上デジタルテレビ放送の教育活用促進事業」がある。
これは、3 年間にわたるものであるが、2007 年度
は最終年度であった。私は、この事業の評価部会長
として、地上デジタルテレビの教育活用の効果につ
いて評価結果を取りまとめた。また、科学技術融合
振興財団から 2 年間にわたって助成を受けた「テレ
ビゲームと脳活動」に関する研究の結果も取りまと
めた。この他にも、情報リテラシーやメディア・リ
テラシー教育の教材の開発に協力するなどの仕事を
行った。

　My research interests are in relationships between 
media and people, and in the fiscal year of 2007, I 
have still conducted some studies on this issue and 
presented articles and books where their findings 
are reported with my coresearchers.  I have also 
edited two books.  My important work of fiscal year 
of 2007 was the project of “digital television and 
education” of MEXT.  We had conducted it for three 
years, and the fiscal year of 2007 was the last year.  
I was a leader of evaluation team of this project, and 
with the team members, I made a final report on 
the evaluation results of effects of digital television 
use in education.  I have also performed the two-
year project of research on “video games and brain 
activity” aided by Foundation for the Fusion of 
Science and Technology.  In addition, I contributed 
to the development of some teaching materials of 
information literacy and media literacy.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 57 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　従来、学部および大学院において、社会心理学に
関する授業を担当しており、その領域の研究、理論、
方法などの指導を行っている。卒業論文、修士論文、
博士論文の研究においては、メディアに関するテー
マを持つ学生が多く、その分野の指導を行っている。
例えば、2007 年度の卒業論文、修士論文のテーマを
挙げると、「テレビゲームにおける暴力描写の内容分
析研究」「社会的育成におけるオンラインゲームの影
響の検討」であった。また、2006 年度、ハワイ大学
教授で消費者心理学を専攻するニコラオス・シノディ
ノス先生を招聘し、授業を担当していただいたが、
2007 年度も引き続き、その手配を行った。さらに、
博士前期課程における新しい副専攻的プログラムで
ある「社会コミュニケーション・プログラム」の設
置と運営に尽力した。

　I have some classes on the field of social 
psychology for graduate and undergraduate school 
students, and I have been teaching them its research, 
theories, methods, etc.  In addition, most students 
belonging to my laboratory study issues on media to 
make their bachelor's, master's, and doctoral theses, 
and therefore I have been engaging in the guidance 
of the field.  For example, as to the fiscal year of 
2007, the titles of bachelor's thesis and master's 
thesis were "Contents analysis on violence scenes in 
video games," and "The influence of online games 
on the development of sociality."  In the fiscal year 
of 2006, Professor Nicholaos Synodinos, who taught 
consumer psychology at University of Hawaii, was 
invited to Ochanomizu University to have courses, 
and I managed this project in the fiscal year of 2007 
as well as 2006.  In addition, I also contributed 
to the establishment and management of “Social 
communication program” , which is a new submajor 
program of master's course.

　現在、メディアの心理学的研究について、いくつかのテーマに関する研究を進めているが、今後は、それぞ
れの研究を充実させるとともに、この分野の研究の活性化や、その「メディア心理学」という一つの研究領域
としての確立に尽力したい。
　その一方で、メディアに関する現実的な問題に取り組むためには、他の分野や専門との連携が重要であり、
それゆえ、共同研究にも意欲的に取り組みたいと考えている。

　「メディアと人間の関わり」について知りたい方は、「メディアと人間の発達」（学文社、坂元 章編、2003 年）
をご参照ください。とくにテレビゲームについては、「テレビゲームと子どもの心」（メタモル出版、坂元 章、
2004 年）をご覧ください。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 坂本　佳鶴恵　（SAKAMOTO Kazue）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 社会学修士（1984　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 社会学、特に社会意識・文化論および家族・女性に関する研究
 E-mail： sakamoto.kazue@ocha.ac.jp

コミュニケーション／社会意識／メディア／家族・ジェンダー

・「ファッションの社会的機能とメディアの役割――大学生調査の計量的分析から」『人文科学研究』第 4 巻 
p.139-149

・『社会学のエッセンス（新版）』（友枝敏雄、竹沢尚一郎、正村俊之、坂本佳鶴恵著）有斐閣　p.298
・「スティグマ分析」　北澤毅編著『リーディングス・日本の教育と社会 9 非行・少年犯罪』日本図書センター 

p.110-128
・“From Identity Theory to Identification Theory: A Critical Reading of Erikson, Althusser and Butler” COE 英

文モノグラフ
・『日本女性史大辞典』吉川弘文館　（ホームドラマ、岸辺のアルバム、三益愛子、君の名は、金曜日の妻たちへ、

久松貴世子）

1. 構築主義について、広義の構築主義のアプローチから社会問題の構築主義までの理論をまとめ、紹介する論
文を執筆、出版した。 

2. 以前おこなった大学生調査を、ファッションの社会的機能というテーマで、再分析をおこない、階層、下位
集団文化、アイデンティティ、ジェンダーとの関連を、実証的に明らかにし、論文とした。

3. アイデンティティと権力との関係について、これまでの考察を吟味しつつ、英語論文にした。
4. 家族とホームドラマ研究の関係で依頼のあった、ホームドラマや母もの関連の諸項目を調査し、辞書の一部

として執筆した。
5. 女性雑誌、ファッション、ジェンダーの関係について論文を執筆し、投稿した。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部のゼミでは、各自のテーマ発表と、前期は身近な社会事象の分析、後期は質的社会調査分析および言説
研究を学ぶことを目的とした。E. ホックシールド『セカンド・シフト』、ケン・プラマー『セクシュアル・ス
トーリーの時代』を読み、議論をおこなった。現代生活論では、社会階層と少子化の問題を中心に、現代日本
における格差社会をめぐる議論を紹介、議論した。ＮＰＯインターンシップでは、全体の運営、広告・宣伝の
ＮＰＯ団体への学生派遣を担当した。
　大学院では、各自のテーマ発表のほか、院生と話し合って個別に決めたテキスト（グランデッド・セオリー・
アプローチなど）を議論した。
　このほか、卒論の個人指導・共同指導、修士論文個人指導・共同指導、博士論文審査を担当した。この年は、
15 本の卒業論文審査、5 本の修士論文審査（うち 3 本が実質主査）をしたほか、博士論文では、副指導とし
て審査を 2 本担当し、主指導として、2 本の論文の指導・審査をおこなった。

1. ファッションなど外見と格差についての社会調査をおこない、その結果を報告書にまとめる。
2. メディアと文化現象の分析をめぐる諸理論について、そのアプローチ、利点と問題、自分の立場をまとめる。
3. 女性雑誌の研究について、成果をまとめる。

　現代社会では、さまざまな情報が氾濫しています。いかに情報を集め、その良否を確かめ、自分で考え、自
分の言葉で語っていくか。私の授業が、そうしたことを、学んでいける場になればと思っています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

 氏名： 作田　正明　（SAKUTA　Masaaki）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1986　東北大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 植物生理学（特に二次代謝、環境応答）
 URL： http://www012.upp.so-net.ne.jp/sakuta-lab/
 E-mail： sakuta.masaaki@ocha.ac.jp

二次代謝／フラボノイド／アントシアニン／色素／転写
Secondary metabolism ／ Flavonoid ／ Anthocyanin ／ Pigment ／ Transcription

・Yoshida, K., Wakamatsu, S. and Sakuta, M.
　Characterization of SBZ1, a soybean bZIP protein that binds to the chalcone synthase gene promoter  
Plant Biotechnology 25: 131-140 (2008)

・Yoshida, K., Iwasaka, R., Kaneko, T., Sato, S., Tabata S. and Sakuta, M.
　Functional differentiation of Lotus japonicus TT2s, R2R3-Myb transcription factors comprising a 
multigene family  Plant Cell Physiol. 49: 157-169 (2008)

・Shimada, S., Otsuki, H. and Sakuta, M.
　Transcriptional control of anthocyanin biosynthetic genes in the Caryophyllales  J Exp Bot. 58: 957-967. 
(2007)

・Takahashi, K., Zhang, Q., Metha, M., Sakuta, M., Dean, R. and Goldsbrough, P.
　Manipulating the expression of glutathione S-transferases to modify herbicide tolerance  Plant Biology 
2007 (2007)

　植物ゲノムの特徴の一つとして、遺伝子の多重性
が挙げられる。マメ科植物ではフラボノイド合成に
関与する酵素群は多重遺伝子族を形成しており、そ
の背景には種々の要因に応答する複雑な転写制御
ネットワークの存在が推察される。近年、種々の植
物において、フラボノイド合成に関与する転写調節
因子 (MYB、bHLH、WD40 タンパク質 ) が単離され、
特性解析がなされている。当研究室では、これまで
にマメ科モデル植物であるミヤコグサより、プロア
ントシアニジン合成に関与するとされるシロイヌナ
ズナの MYB 型転写因子 TT2 のホモログ LjTT2-a、
-b、-c を単離し、これらがゲノム上でタンデムに配
列し多重遺伝子族を形成することを見出した。3 つ
の LjTT2 はすべて、TT2 と同様にシロイヌナズナの
BANYULS (BAN)、dihydroflavonol 4-reductase (DFR) 
のプロモーターを活性化するものの、器官の違いや
ストレスの負荷に応じた発現パターン、TT8、TTG1
との相互作用において三者の間で違いが見られるこ
とから 3 つの LjTT2 はそれぞれ機能分化している可
能性を示唆した。

　Leguminous plants have many paralogous 
genes encoding enzymes in flavonoid biosynthetic 
pathway. Duplicated genes are predicted to 
contribute to production of various flavonoid 
compounds and creation of diversity of legumes. 
Here we identified the gene duplication occurred 
in transcription factors regulating flavonoid 
biosynthesis in the model legume Lotus japonicus. 
Three copies of homologues of Arabidopsis thaliana 
TT2, a MYB transcription factor that regulates the 
proanthocyanidin biosynthesis, were present in L. 
japonicus genome. Organ specificities and stress 
responsibilities differed among three L. japonicus 
TT2s, and correlat ions of proanthocyanidin 
accumulation and expression levels of all LjTT2s 
was observed during seedling development. 
Moreover, three LjTT2s functionally complemented 
AtTT2 in transient expression experiments in A. 
thaliana leaf cells. The different reporter activity 
caused by LjTT2a was consistent with the branching 
pattern of phylogenetic tree. These results suggest 
that LjTT2 factors diversify functions in their 
expressing tissues, and in particular, LjTT2a is 
predicted to evolve flexibility of interacting property 
to other transcrption regulators in order to resist 
environmental stresses. 

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 13 ）件
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　2007 年度は、大学院および学部において、それ
ぞれ 4 つの授業を行った。授業の内容としては、植
物生理学、植物生化学といった基礎生物学から代謝
工学、遺伝子組換え植物といった応用生物学までの
広い範囲を扱った。特に植物バイオテクノロジーに
関しては、その背景となる基礎研究を解説し、理解
させることにより、学生に基礎生物学研究の重要性
を認識してもらうように努めた。授業では、学生に
わかりやすく、受講者全員が授業内容を理解できる
よう心がけた。また研究室では、博士課程後期 4 名、
博士課程前期 3 名、学部 2 名の学生の研究指導を行っ
た。

　In 2007, I conducted four classes each in 
undergraduate and graduate courses. The course 
contents include both basic biology such as plant 
physiology or plant biochemistry and applied 
biology for instance metabolic engineering, GMO 
(gene modified organisms). I have tried to make 
classroom coursework easier to understand and get 
my teaching across to all students attending. Four 
Ph.D., three master and two undergraduate students 
have worked in lab under my supervision.

　高等植物の特徴の一つに多様な二次代謝の存在が挙げられる。我々は、この二次代謝を指標として、植物の
環境や分化に応答した遺伝子発現の制御機構、さらには植物の進化を遺伝子レベルで解析することを試みてい
る。環境や分化に応答した二次代謝系遺伝子の発現の背景には、複雑かつ正確な転写ネットワークの存在が予
測される。こういった種々の要因に応答した複雑な遺伝子発現ネットワークの実態を解明することは、生体の
統合・制御機構を理解するうえで極めて重要であると考えられる。さらに応用面では、この研究は、遺伝子組
換え植物の作出において、目的遺伝子を、好きな時に、好きな状況下で、好きな場所に発現させるための基礎
技術に直結するものである。

　私たちは、「花の色」を指標として、植物の分化や環境に応答した遺伝子発現の制御機構、さらには植物の
進化を遺伝子レベルで解析するという研究を行っています。「花の色」に代表される植物色素は、紫外線や温
度（低温による紅葉の誘導）により合成が促進され、生合成系の遺伝子群が誘導されることから、植物の環境
応答の有効なモデル系です。また、深紅の花でも色素が合成・蓄積されるのは表皮の細胞一層のみで内部は白
色（リンゴやサツマイモの切り口と一緒です。）であることから分化の指標として優れています。さらに、花
の色は受粉を助ける昆虫や種を運ぶ鳥たちと共に進化してきたといわれており、花色の合成系の遺伝子解析に
より、植物の進化をうかがい知ることができます。このように、私たちの研究は、生物学のきわめて基礎的な
部分に着目したものですが、見方を少し変えると最近話題の「青いバラ」に象徴される、植物バイオテクノロ
ジーの基盤技術でもあります。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 酒向　治子　（SAKO Haruko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（人文科学）
 職名： 助教
 専門分野： 舞踊学、身体表象文化研究
 E-mail： sako.haruko@ocha.ac.jp

ダンスとジェンダー／創作ダンス教育法／ダンスの言語
Dance and Gender ／ Teaching Methods of Creative Dance ／ Language of Dance

・著書　分担執筆「ダンスにおける裸体の表象」『世界の鏡としての身体―シェイクスピアからアニメーショ
ンまで』学習院大学大学院人文科学研究科身体表象文化学プロジェクト編　2008 年 pp.129-147

・論文　共著「ダンスの言語がダンスを変える」『体育科教科』2008 年 3 月号 pp.50-53.
・論文  共著 「小学校体育学習における表現運動『学習支援デジタル教材』の開発と評価―動画遅延再生装

置を利用したソフト（おやつをつくろう）の活用について―」『鳴門教育大学研究紀要』第 23 巻 2008 年 
pp.336-349.

　本年度は、2005 年度から 3 年間にわたり関わった学習院大学の表象文化学プロジェクトの研究テーマの区
切りとして、米国ニューヨークを拠点に活動し、裸体作品で高い評価を受けている日本人ダンス・アーティス
トのエイコ＆コマ（Eiko & Koma）の裸体アプローチに関する論考を発表した。
　また、2005 年度より取り組んでいる創作ダンスの指導法についての二つの研究を引き続き行った。（1）
LOD（Language of Dance）を用いた創作ダンス教育法の開発を目指し、基本言語の整備と実験授業を行った。
その一方で、（2）鳴門教育大学教員との共同研究による、小学校低学年の表現運動の授業を想定した、学習支
援デジタル教材開発の取り組みを行った。この研究成果は二つの論文にて発表を行っている。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　授業としては、コア科目である「スポーツ健康実習」、「生涯スポーツ（ダンス）」を担当。
それ以外では、舞踊教育学講座のパフォーマンス行事（毎年春に開催される創作舞踊公演等）の指導補佐とし
て実技の指導に関わった。

　舞踊をジェンダーの視点から研究する「ダンスとジェンダー」は、欧米の舞踊学においてはなくてはならな
い研究領域となっています。一方日本では未開拓の状態にあるため、今後も引き続きジェンダーの視点による
ダンス研究を続け、日本における「ダンスとジェンダー」という研究領域の発展に寄与できればと考えています。
また、本年度は科学研究費の補助の下平成 17 年度から取り組んでいるＬＯＤを取り入れた創作ダンスの教育
法の研究を引き続き進める予定である。

　お茶の水女子大学の文教育学部芸術・表現行動学科舞踊教育学講座は、舞踊やスポーツを実技・研究の両面
から深くアプローチすることが可能です。少人数制で一人一人の個性に合わせた指導が行われるので、現段階
で大学入学後にどのように研究（あるいは実技）を行うか迷っている人でも、全く問題ありません！舞踊やス
ポーツが好きであれば、可能性は多方向に開かれていると思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 佐々木　泰子　（SASAKI　Yasuko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士（1978　お茶の水女子大学）
  人文科学修士（1993　お茶の水女子大学）
 職名： 教授
 専門分野： 日本語教育、日本語学
 URL： http://jsl2.li.ocha.ac.jp/kyookanHP/sasa.html
 E-mail： sasaki.yasuko@ocha.ac.jp

コミュニケーション／談話分析／会話分析／ナラティブ／多人数会話
communication ／ discourse　analysis ／ conversation analysis ／ narrative ／ multi-party conversation

・『ベーシック日本語教育』（編著書）ひつじ書房
・「グループ討論における沈黙の分析」（共）『国際行動学研究』第 2 巻　国際行動学会　pp.27-38
・Japanese Conversation in the Contact Situation （単）Fifteenth Biennial Conference of The Japanese Studies 
Association of Australia (The Australian National University, Canberra) 2007 年 7 月 4 日

　私達は学校や職場、あるいは家庭で日常的に他者
と会話をしている。そして、その中には複数の人々
の間で考えや意見をまとめるという行為がある。だ
が、そのプロセスについては、普段、あまり意識す
ることはない。しかし、例えば、異なる文化圏の出
身者がその会話に含まれていたらどうだろう。同文
化間の参加者だけの会話の時とは合意あるいは不合
意にいたるプロセスが異なることが予想されよう。
そのような問題意識のもとに複数の参加者間のディ
スカッションの分析を談話分析の手法を用いて行っ
た。
　その際、コミュニケーションを話し手から聞き手
への意味の伝達という一方向的なモデルとして捉え
るのではなく、話し手・聞き手の相互行為によって
意味が作り上げられていく過程と捉え、会話に現れ
る談話標識、沈黙、役割意識などを手がかりに分析
を試みた。
 その結果、私達は、談話標識や沈黙などの言語、非
言語を用いてディスカッションにおける自分の役割
を果たしつつ、意味の生成に貢献していることが明
らかになった。

　My current research is primarily concerned with 
the disciplines of discourse analysis.  I am concerned 
to explain the characteristics of the Japanese written 
and spoken discourses.
　In the academic year 2005, the main focus of 
attention of my research was set on the interaction 
of individuals in the experimental multi-participants’ 
discussion situations in order to analyze how they 
negotiate and reach an agreement.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

【学部】
　留学生を対象とした授業では、書くという行為に必要とされる日本語を学ぶ。テーマに関するブレーンストー
ミング、作文の推敲過程に参加者同士のディスカッションなど協働的学習を取り入れた。また日本語日本文化
研修留学生を対象とするクラスでは、1 年間の研修のまとめとして修了レポートを書くという課題をプロジェ
クトワークを通して達成する。
日本語教育基礎コースの授業では、将来日本語教師を目指す学生を対象に、日本語を母語とする人と日本語を
母語としない人のより良いコミュニケーション場面をデザインする方法について実践を通して学ぶ。

【大学院】
　大学院生を対象としたクラスでは、談話分析・会話分析について実際にデータの収集・記述を通して学びつつ、
文献講読を通して談話分析・会話分析への理解を深める。指導学生のテーマは例えば、チャットの会話の研究
や会話における話題転換の中日比較研究など。

　同一文化内のコミュニケーションだけでなく異文化間のコミュニケーションの実態を明らかにすることを通
して、多文化共生社会に資するコミュニケーションのあり方についての考察を行う。対象を 2 者間の会話のみ
でなく今後ますます社会的要請が期待される多人数による会話において合意の形成がどのように行われるのか
について、同文化間、異文化間、それぞれの特徴を明らかにし、その成果を幼児から大学生までのコミュニケー
ション能力の発達モデルの開発、大学での学習を支える日本語表現能力育成カリキュラムの開発に反映するこ
とを目指す。

　日本社会の多文化化に伴い、私達はコミュニケーションスタイルの異なる人たちとコミュニケーションをす
る機会が今後ますます増えていくことが予想されます。そのような社会にあって言語の果たす役割はこれまで
以上に重要になると言えるでしょう。
　また私たちのコミュニケーションには対面の会話だけではなく、電話による会話、携帯メールやインターネッ
トを媒介としたチャットなど様々な手段が考えられます。皆さん自身や周りの人たちの言語行動を分析するこ
とを通して、言語を用いて私たちはどのようにコミュニケーションを成し遂げているのか、それらは文化背景
の違いによって異なるのかなどについて一緒に考えてみませんか。

　◆研究計画

　◆メッセージ



218

　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 佐々貴　義式　【通称：佐々木　嘉則】　（SASAKI　Yoshinori）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： MA in English as a Second Language (applied linguistics) (1986 ハワイ大学 )、
  PhD in Education (educational psychology) (1992 イリノイ大学 )
 職名： 准教授
 専門分野： 認知言語心理学、第二言語習得論、言語教育
 URL： http://jsl2.li.ocha.ac.jp/kyookanHP/yoshi/index.html
  http://sa_yoshi.at.infoseek.co.jp/ocha/
 E-mail： sa_yoshi@cc.ocha.ac.jp

心理言語学／外国語教育学／第二言語習得論

・お茶の水女子大学日本言語文化学研究会『言語文化と日本語教育』増刊特集号編集委員会（編集責任者　佐々
木嘉則）(2007)『第二言語習得・教育の研究最前線 2007 年版』

私の研究目標と実践
目標 1：第二言語習得･教授研究の最新の成果を総括

した論集を継続発行する。
実践：（1）言語習得･教授に関する総括論文集を編

集発行した。
（2）総括論文の執筆を目指す若手研究者の

ためのワークショップを開催し、特に
テーマ選択･参照文献および対象範囲の
設定と切り口･章構成を中心に指導助言
を与えた。

目標 2：言語処理および習得に関する研究を進める。
実践：実験心理言語学に関する英語総括論文を執

筆した（共著論文の筆頭著者）。この論文を
収めたハンドブックは、2006 年にケンブ
リッジ大学出版会から出版された。

目標 3：若手研究者の研究能力を伸ばすノウハウを蓄
積する。

実践：出版社の依頼を受け、上記テーマに関する
書籍を執筆中である。

My research goals and practices:
Goal 1: 

Compiling state-of-the-art reviews on second 
language acquisition and instruction.
Practices:

(1) I edited and published anthologies of review 
articles on language acquistion and instruction. 

(2) Also, I organized workshops for prospective 
contributors of such articles, with an emphasis 
on theme choice, reference, scope setting and 
reference selection, perspective taking, and 
chapter organization.

Goal 2: 
Pursuing mechanism of language processing and 
acquisition.

Practices: 
I  co-authored an art ic le  on experimental 
psycholinguistics,and contributed to a handbook 
to be published in 2006 (Cambridge University 
Press).

Goal 3: 
Accumuting know-how on developing students’ 
research skills.

Practice: 
 I am writing a book on researcher training.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

私の教育目標と実践
目標 1：学士課程新入生のアカデミックリテラシース

キルを伸ばす。
実践：「アカデミックリテラシー入門」と題する基

礎ゼミ授業を開講し、アイデアの視覚表現、
アウトライン作り、段落構成、パワーポイ
ントによるプレゼンテーション、発表資料
作成を中心に実習を行った。

目標 2：第二言語習得論および心理言語学に関する専
門知識と研究の能力の養成

実践：次の授業科目を開講した。
（1）学士課程における、第二言語習得論講義･演習
（2）修士課程における、心理言語学講義・演習･実習
（3）博士後期課程における、第二言語習得論演習

次の大学院生向け勉強会を主宰･支援した。
（1）言語習得理論に関する輪読会
（2）認知学習に関する輪読会

目標 3：学生の研究･論文執筆能力および研究者とし
ての自覚を高める。

実践：
（1）修士課程在学者のための応用言語学研究法実習

を開講した。
（2）修士課程在学者および博士後期課程在学者の

ためにそれぞれ、総括論文執筆のためのワーク
ショップを開いた。

My educational goals and practices:
Goal 1: Developing newly-enrolled undergraduate 
students’ academic literacy skills.
Practices: I taught a freshman seminar including 
practicums on mind map, outlining, paragraph 
writing, PowerPoint presentation, and resume 
preparation.

Goal 2: Developing students’ expertise in second 
language acquisition and psycholinguistics.
Practices: 
I taught (1) undergraduate lecture/seminar in 
second language acquisition, (2) Masters’ lecture/
seminar/practicum in psycholinguistics, and (3) 
Doctoral seminar in second language acquisition.
Also, I organized study groups for postgraduate 
students in (1) language acquisition theories (2) 
cognitive learning theories.

Goal 3: Developing students’ academic writing/
research skills and awareness as researcher.
Practices: I taught (1) Masters’ research practicum 
in applied linguistics, and (2) organized a review-
article-writing workshop for Masters’ and doctoral 
students.

（1）科研費の助成を受けた総括論文の集成事業を今後とも継続する。さらに長期的な展望としては、論集掲載
論文の著者達の共著による、日本語習得論の本格的な概説書を編集し出版したい。

（2）研究室の実験環境を整え、実験心理言語学の手法による習得研究を継続したい。
（3）リサーチクエスチョンの設定指針を軸にした、若手研究者向けの研究ガイドを出版したい。

●学士課程進学希望の方へ：
（1）本学には今のところ日本語教育を主専攻とする学士課程プログラムはありませんが、「日本語教育基礎コー

ス」の所定科目を履修することにより、卒業時に課程修了証を取得することができます。
　　http://jsl2.li.ocha.ac.jp/kiso.html

（2）卒業後、日本語教育コースの博士前期課程への進学の道も開かれています。大学院への進学を希望する方
は、大学在学中に外国語・言語学・発達／認知心理学など、将来の研究の基礎となる学問やスキルをしっ
かり身につけておくことをお勧めします。

（3）日本語教師という職業に拘らず、諸言語の働きと仕組みやその学習／習得に関する科目を広く本学で受講
することもできます。

（4）教育学、社会学、地理学、心理学など、さまざまな分野で日本語学習者や日本語教師を対象とした研究が
増えています。

●博士前期（修士）課程進学希望の方へ：
　次のページを参照してください。
　　http://jsl2.li.ocha.ac.jp/index.html#nyuushi
　　http://jsl2.li.ocha.ac.jp/QA/index.html
●博士後期課程進学希望の方へ：
　日本語・英語をはじめとする言語の習得やその処理過程に興味のある方をお待ちしています。日英語の習得
過程の比較対象など言語比較的な研究や、認知科学的な視点に興味のある方を特に歓迎します。私自身も、修
士課程は英語教育専攻、博士課程は認知教授心理学専攻で修論と博論は日英語の比較習得研究、そして日本語
教師歴 20 年というハイブリッド型研究者＆実践家です。
　　http://sa_yoshi.at.infoseek.co.jp/ocha/D-kiboo.html

　◆メッセージ

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 佐治　由美子　（SAJI Yumiko）
 所属： 教育事業部 ( 幼・保の発達を見通したカリキュラム開発 )
 学位： 修士 ( 家政学、お茶の水女子大学、1982)
 職名： 講師
 専門分野： 保育学
 E-mail： saji.yumiko@ocha.ac.jp

育つということ／実践研究／保育者養成
Growth in Infancy and Adult ／ Study in the Field of Child Care and Education ／
Students Training for Child Care and Education

・浜口順子・佐治由美子・塩崎美穂・菊地知子
保育を「見る」目を育てる―お茶の水女子大学「幼保プロジェクト」による保育現場と大学との協働的カリ
キュラム開発研究報告 (2) ―
お茶の水女子大学 人文科学研究第 4 巻、pp.169-181

・佐治由美子・浜口順子・刑部育子（2007）　保育者の資質向上をめざした保育現場と大学の共同研究 (2) ―
実習レポートの分析を通して学生の子ども・保育理解を探る―
日本保育学会第 60 回大会発表論文集、pp.792-793

・佐治由美子（2007）お茶の水女子大学「幼・保・大」連携研究の試み (10)
『記録を読む会』リポート―保育所と大学の協働の場として―　幼児の教育 vol.107(10)、フレーベル館、
pp.58-63

・佐治由美子（2008）　子どもに寄り添うということ　児童教育 vol.18、お茶の水女子大学附属小学校・NPO
法人お茶の水児童教育研究会、pp.19-20

　2007 年度は、「幼保の発達を見通したカリキュラム開発 ( 幼保プロジェクト )」の二年次 ( 特別教育研究経
費研究として 4 ヵ年計画 ) であった。
・大学と附属幼稚園・附属保育所 ( いずみナーサリー ) の協働によるカリキュラム開発研究として、学部の授

業「保育臨床実習」における成果を明らかにした。
・附属保育所 ( いずみナーサリー ) の保育主任を兼任として務め、大学と保育所が安定的に繋がる道を実践的

に探究した。

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　お茶の水女子大学には、その敷地内に、日本最古の幼稚園といわれる「附属幼稚園」と、国立大学で初めて
の附属校としての保育所「いずみナーサリー」が並んで設置されています。大学キャンパスに、0歳代～ 60
歳代までの人たちが日々学び生活する場が保障されているのです。若い皆さんの学びが生涯発達のこの大きな
流れの中に位置付いていることを目の当たりにし、また、そのフィールドを研究の場として生かし用いていく
ことが赦されていることは、大変に恵まれていることなのです。学生が少数であるからこそ与えられるきめ細
かな指導の下で、本学だからこそ可能な研究を是非展開していただきたいと思います。

　◆メッセージ



222

　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 貞許　礼子　（SADAMOTO Reiko）
 所属： 教育事業部 ( アカデミック・プロダクション )
 職名： 特任助教
 専門分野： 超分子化学
 URL： http://www.cf.ocha.ac.jp/acpro/sadamoto/
 E-mail： sadamoto.reiko@ocha.ac.jp

ケミカルバイオロジー／生体関連化学／細胞表層工学
chemical biology ／ biomimetic chemistry ／ cell-surface engineering

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　化学的手法を応用して、バクテリアなどがもつ
多様な生体機能を活かした機能性材料の開発研究を
行っています。たとえば、バクテリアの表面に糖鎖
を化学結合させることで、表面の接着性をコントロー
ルすることができます。遺伝子組み換えによるバク
テリア改変とは違った化学的な手法により、バクテ
リアの機能を活かしたままデバイス化できるような、
化学と生物の新たな融合技術を目指します。

　My recent research has focused on the chemical 
modification of the bacterial cell wall via the 
biosynthetic route with possible applications to the 
development of functional bacteria; for example, 
bacteria that can be modified chemically to display 
artificial sugar moieties on the surface, thus 
affording unique adhesion properties. Based on this 
chemical approach, which differs from simple genetic 
modification, new technological innovations can be 
expected.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 佐藤　祐子　（SATO Yuko）
 所属： 総合情報処理センター
 学位： 修士（理学）／ Master of Science
 職名： 講師
 専門分野： 数値流体力学／ CFD
 E-mail： sato.yuko@ocha.ac.jp

数値シミュレーション／数値流体力学／風力エネルギー
Numerical Simulation ／ CFD ／ Wind Energy

・佐藤祐子，河村哲也，" 数値シミュレーションによる回転翼の空力特性 "，日本流体力学会年会 2007 講演ア
ブストラクト集，p331, 2007.8

・佐藤祐子，河村哲也，" 数値シミュレーションを用いた直線翼垂直軸風車のトルク性能に関する研究 "，日本
風力エネルギー利用シンポジウム予稿集，p301, 2007.11

　2007 年度は、クロスフロー風車や直線翼垂直軸風
車まわりの流れ場の数値的研究を行った。これらの
研究は、国内外の学会において報告を行った。

　In 2007, I have studied about a cross-flow wind 
turbine and a straight-wing vertical axis wind turbine 
by using numerical simulation. I gave presentations 
of these studies in domestic conferences.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　授業としては、学部のコア科目として以下のもの
を行った。
1. 情報処理演習

総合情報処理センターが用意しているネットワー
クに接続されたパソコンを用いて 基礎的な情報処
理の実際を学習する。すなわち、ネットワークの
利用、情報の収集、文書の作成など、勉学・研究
支援ツールとしてパソコンを利用するための技術
を習得する。

2. プログラミング演習 C
Fortran 言語を用いて、数値計算の基礎である、連
立一次方程式、補間と数値積分、常微分方程式等
のプログラミングを学ぶ。併せて、UNIX の基本操
作やグラフソフトの操作を習得することを目標と
する。

3. プログラミング演習 D
初級システムアドミニストレータの資格取得に必
要な基礎知識を実践的な問題を通して学ぶ。この
資格は、ビジネスの現場で EUC（エンド・ユーザー・
コンピューティング）を支える人材となることを
目指すもので、幅広い知識の習得が必要となる。

　また、学習院女子大学において「情報処理」、学習
院大学において「初等情報処理」の授業を行った。

Lectures given in Ochanomizu University are as 
follows:
1. Exercises in Data Processing
2. Exercises in Computer Programming C
3. Exercises in Computer Programming D

　Also following lectures are given in Gakushuin 
University and Gakushuin Women’ s College:
1. Information Processing

　種々の風車周りの流れの数値解析や風車騒音問題について取り組んでいく予定。
特に環境問題に関する応用に重点をおきたいと考えているが、それだけに限らず、数値シミュレーションを理
学・工学の諸問題へ幅広く応用していきたい。

　コンピュータの活用をすることにより、情報の収集・発信の幅が大きく広がります。皆さんの多くは、既に
電子メールやウェブページを活用し、ワープロソフトや表計算ソフトを利用することができるでしょう。大学
においては更にそのスキルを向上し、また、情報化社会を支えるコンピュータやネットワーク技術の基礎知識
を学び、今後次々と出てくる新しい情報技術にも柔軟に対応できるようになってほしいと思います。
また、コンピュータシミュレーションは、理学や工学において理論や実験と並ぶ重要な研究方法となっていま
す。コンピュータで計算された結果から、革新的な発見が得られるかもしれません。大学では研究することの
楽しさ、知ることの素晴らしさを是非学んでほしいと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 佐野　浩子　（SANO Hiroko）
 所属： 教育事業部 ( アカデミック・プロダクション )
 学位： 
 職名： 特任助教
 専門分野： 超分子化学
 E-mail： sano.hiroko@ocha.ac.jp

発生遺伝学／ショウジョウバエ／器官形成／生殖巣／ニッチ
Developmental Genetics ／ Drosophila melanogaster ／ Organ formation ／ Gonad ／ Niche

　◆主要業績

・Sano, H., Ricardo, S. and Lehmann, R.
Tumbling, an interactive way to move forward.
Science STKE, 412, 63-65 (2007).

・Sano, H., Renault, A. D., and Lehmann, R.
Control of lateral migration and germ cell elimination by the Drosophila melanogaster lipid phosphate 
phosphatases Wunen and Wunen 2.
The Journal of Cell Biology, 171, 675-683 (2005).

・Sano, H., Nakamura, A., and Kobayashi, S.
Identification of a transcriptional regulatory region for germline-specific expression of vasa gene in 
Drosophila melanogaster.
Mech. Dev. 112, 129-139 (2002).

・Sano, H., Mukai, M., and Kobayashi, S.
Maternal Nanos and Pumilio regulates zygotic vasa expression autonomously in the germ-line progenitors 
of Drosophila melanogaster embryos.
Develop. Growth & Differ. 43, 545-552 (2001).

・Asaoka, M., Sano, H., Obara, Y., and Kobayashi, S.
Maternal Nanos regulates zygotic gene expression in germline progenitors of Drosophila melanogaster.
Mech. Dev. 78, 153-158 (1998).

　ショウジョウバエの生殖巣をモデルとして、生殖
幹細胞を制御する微小環境 ( ニッチ ) 形成の分子基盤
の解明を目指します。第一に、将来ニッチを形成す
る体細胞性生殖巣原基がどのように分化するのかを
明らかにします。第二に、体細胞性生殖巣原基がニッ
チを形成するための分子メカニズムを明らかにしま
す。ショウジョウバエの優れた遺伝学と、最新の生
命情報学を駆使することにより、迅速かつ網羅的な
研究を展開します。

　In order to understand mechanisms of stem cell 
control, I will study gonad formation in fruit fly, 
Drosophila. With sophisticated fly genetics and 
bioinformatics, I will uncover molecular mechanisms 
of how somatic gonadal cells are specified and are 
diffe

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 椎尾　一郎　（SIIO Itiro）
 所属： 人間文化創成科学研究科先端融合系
 学位： 工学博士／ Ph. D.
 職名： 教授
 専門分野： ヒューマンインタフェース
 URL： http://www.siio.jp/
 E-mail： siio@acm.org

ヒューマンコンピュータインタラクション／ヒューマンインタフェース／ユビキタスコンピューティング／
日用品としてのコンピュータ／ユーザインタフェース
Human Computer Interaction ／ Human Interface ／ Ubiquitous Computing ／ Everyday Computing ／
User Interface

・沖 真帆 , 塚田 浩二 , 栗原 一貴 , 椎尾 一郎 , イルゴール：家庭を奏でるオルゴール , インタラクション 2008
論文集 , 情報処理学会シンポジウムシリーズ , ISSN 1344-0640, Vol. 2008, No. 4, pp.177--178, 2008.3.3-4. 

・岩渕 絵里子 , 椎尾 一郎 , 電脳化粧鏡：メイクアップを効果的に支援するための電子的な鏡台 , インタラクシ
ョン 2008 論文集 , 情報処理学会シンポジウムシリーズ , ISSN 1344-0640, Vol. 2008, No. 4, pp.191--192, 
2008.3.3-4. 

・森 麻紀 , 栗原 一貴 , 塚田 浩二 , 椎尾 一郎 , いろどりん : 食卓の彩り支援システム , 電子情報通信学会技術研
究報告 , IEICE Technical Report, MVE2007-79 (2008-01), ISSN 0913-5685, Vol. 107, No. 454, pp. 69-72, 
2008.1.25. 

・Itiro Siio and Reiko Hamada and Noyuri Mima, Kitchen of the Future and Applications, HCI International 
2007, LNCS4551, pp. 946--955, 22-27 July 2007, Beijing, P. R. China. 

・Hitomi Tsujita, Koji Tsukada, Itiro Siio, SyncDecor: Appliances for Sharing Mutual Awareness between 
Lovers Separated by Distance, CHI 2007 Conference Proceedings and Extended Abstracts, Conference on 
Human Factors in Computing Systems, pp.2699--2704, April 30- May 3, 2007, (San Jose, USA)

　コンピュータが小型、安価になることで、日用品
としてのコンピュータ利用が今後ますます進展する
と予想されています。このようなコンピュータ利用
形態をユビキタスコンピューティングと呼んでいま
す。近未来においては、ユビキタスコンピューティ
ングの実現により、家庭でのコンピュータ利用がま
すます進展すると考えられます。そこで家庭におい
て、一般の生活者が必要とするコンピュータの実現
をめざし、以下の研究課題に取り組んでいます。こ
の結果を実装し、実験する目的で、お茶の水女子大
学小石川職員住宅跡地に、最新の実験住宅を建設し
ています． 
(1) ユビキタスコンピューティングのアプリケーショ
ンの提案（例えば、キッチンやリビングや家具／
日用品などに組み込まれたコンピュータにより、
調理支援、探し物支援などの生活支援、遠隔地と
のコミュニケーション支援などを実現します） 

(2) 情報家電や日用品に組込まれたコンピュータ利用
のための新しいインタフェース手法の提案 

(3) 生活者の行動分析とこれに基づくアプリケーショ
ンの提案 

(4) 家庭における高齢者支援やリハビリテーション支
援 

(5) コンピュータやネットワークの進化に対応する新
しい住宅の提案 

(6) 自然と共生する機能をもつ IT 住宅 

　In the near future, we will be using many single 
purpose information appliances equipped with 
ubiquitous, invisible computers. At that time, house 
will be the most important place for computer 
developers to deploy ubiquitous computers. We 
are building an experimental house for ubiquitous 
computing. The house is designed to live in symbiosis 
with computers, sensors, and networks. We are 
developing computer-augmented furniture, decors, 
and house fixture to realize ubiquitous computing 
applications at home.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 20 ）件／特許（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　人と人工物とのインタラクションを考え、使い
やすいコンピュータを実現するための考え方を学ぶ
ヒューマンコンピュータインタラクションの授業と、
使いやすいコンピュータアプリケーションを開発す
るためのマルチメディアプログラミングの授業を担
当しています。また、卒業研究と大学院では、生活
の中で使われるユビキタスコンピューティングアプ
リケーションを実装し評価する研究を指導していま
す。

I am teaching human computer interactions 
and multimedia programming development. In 
the laboratory, students are developing various 
ubiquitous computing applications for everyday life 
of the future.

　家電製品のみならず、家具、日用品、建具、家、建材など、いままでコンピュータとは無縁だったありとあ
らゆる身の回りの物に、コンピュータ、センサー、ネットワークが入ることで、今までにない新しいコンピュー
タアプリケーションが実現されると考えています。コンピュータメーカ、通信サービス、家電メーカのみならず、
日用品、家具、建材、ハウスメーカなど、さまざまな分野のパートナーと共同研究が可能であると考えています。

　ユビキタスコンピューティングの分野では、生活に密着したアプリケーションが主体になります。そこで、
女性の視点に基づいたユニークな発想が求められています。情報科学分野の中でも女性の活躍がもっとも期待
されている分野であると言えます。情報科学と生活科学の両方を得意とする本学は、この分野の女性研究者、
女性技術者の育成を積極的に進めていきます。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： SCHAEFER EDWARD JAY　（Schaefer Edward Jay）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： MA.1 修士 TESOL1982 カルフォルニア大学ロサンジェルス校
  Ed.D 博士 2004 テンプル大学ジャパン
 職名： 教授
 専門分野： 英語教授法
 E-mail： shaefer.edward@ocha.ac.jp

Second Language Acquisition ／ Rasch analysis ／ Second Language Writing

・“Rater bias patterns in an ESL writing assessment” . In press, to appear in the journal Language Testing 
October 2008.

・Response to "Rasch and Quality Control:Controlling Data, Forgetting Quality?" In T. Newfields, I. Glendall, 
P. Wanner, & M. Kawate-Mierzejewska (Eds.). Second Language Acquisition--Theory and Pedagogy: 
Proceedings of the 6th Annual JALT Pan-SIG Conference. May 12-13, 2007. Sendai, Japan. At http://jalt.
org/pansig2007/HTML/Schakum.htm.

　I have been researching the use of many-facet Rasch analysis in the use of language performance testing, 
specifically, in second language writing assessment. I am particularly interested in uncovering rater bias 
patterns in writing assessment. Rasch analysis can aid in the development of fairer and more accurate 
testing and assessment instruments. With my doctoral student I have also become interested in corpus 
linguistics, and the application of corpus linguistics towards language teaching, especially second language 
writing instruction.
　I am also on a committee to organize the Pacific Rim Objective Measurement Symposium (PROMS), an 
international symposium on Rasch measurement, to be held at Ochanomizu University from July 31, 2007 
through August 3, 2007.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　I hope to help students develop their English language skills in all areas, including speaking and writing. 
More than that, my aim is to instill in students the attitude that they have the ability to accomplish their own 
goals, and to become self-directed learners.

　I would like to continue the use of Rasch analysis in the development of rating scales and rater behavior 
in second language writing assessment. I would also like to work towards the development of a more valid 
and appropriate placement test to be used in the English program at this university. I am also interested 
in exploring the possibility of establishing a writing center, as a service to all students and faculty of the 
university who wish to receive assistance in their English academic writing needs and projects.

It’ s all right if you don’ t know exactly what you want to do when you first enter university. Keep your 
mind open and try to be interested in a variety of things, and eventually you will find the area or field that 
you want to pursue. Your university life is an opportunity to explore many fields of knowledge, both in your 
major and in other subjects that you might be interested in.

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 塩崎　美穂　（SHIOZAKI Miho）
 所属： 教育事業部 ( 幼・保の発達を見通したカリキュラム開発 )
 学位： 教育学修士／ Master of Padagogy
 職名： 講師
 専門分野： 教育学・保育学・保育思想史
 E-mail： smiho@baci330.to

保育思想史／子育ての公共性／公的保育制度／幼保一元化／近代家族の脱構築

・共著 教育学を拓く――汐見稔幸教授とともに――，東京大学大学院教育学研究科 
教育学研究室紀要　第 33号，2007.6

・書評 橋本宏子著『戦後保育所づくり運動史』, 幼児教育史研究　第 2号 , 2007.11
・お茶の水女子大学「幼・保・大」連携保育研究の試み（6）
「総合的保育者」の養成にむけて，『幼児の教育　第 106 巻第 6号』フレーベル館 2007.6
・お茶の水女子大学「幼・保・大」連携保育研究の試み（7）
バオバブ保育園訪問記―いずみナーサリーの保育実践へつなぐ，
『幼児の教育　第 106 巻第 7号』フレーベル館，2007.7
・お茶の水女子大学「幼・保・大」連携保育研究の試み（12）
「保育」政策の世界的潮流，『幼児の教育　第 106 巻第 12号』フレーベル館，2007.12

　日本では、「福祉」と「教育」が、厚生労働省（厚生省）と文部科学省（文部省）という管轄の違いによって、
保育・教育の実践や法制度、また学問領域において異なるものとして取り扱われてきた。しかし今や、実際上
の幼保一体化が進み、「保育」や「教育」の境界やその意味内容については、早急に再考される必要がでてき
ている。大きく分けて、保育所と幼稚園という二つの保育資源をもつ日本において、これらの資源が有効に生
かされることを考えながらも、今後は、既存のインフラに縛られ過ぎない「保育」や「教育」を構想していく
ことが必要となる。海外の保育政策動向や歴史的な保育政策を参照しながら、これからの保育制度について考
察を深めていく。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 6 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　「保育」はその営みの複雑さや重要さに比べ、たい
へん低い社会的地位しか与えられてこなかったとい
える。けれども、家族の危機を中心とした人間存在
の不安定さが如実に現れている今のような時代にこ
そ、高等教育機関では「保育」の講座を保持する必
要があると考えられる。保育労働市場の変容にあわ
せ、幼稚園教諭と保育士資格の両免取得に向かう傾
向が保育者養成では顕著だが、しかし、労働市場に
即応するだけでは、人間観、子ども観、保育観とい
う本来必要な学びをせばめてしまう面があるのでは
ないだろか。これからの保育者に本当に必要な学び
が何であり、その学びに応える保育者養成カリキュ
ラムとはどのようなものなのかを考えながら、多角
的な視点をもって「保育」を外側から眺め、自らの
実践やものの見方を省察する知にひらかれた学びを
深めたい。

　The child caring role has traditionally been given 
a low status in society despite its complexity and 
importance. We think it is important to maintain 
‘Childcare’ courses in higher education, especially 
in this modern world where instability of human 
relationship based around family crisis is so 
apparent. In order to bring up carers who can look 
at ‘childcaring’ outside the box with a wider scope as 
well as being full of intelligence with ability to reflect 
their own practice and views, we are now focusing 
on class activity reform.

　おもしろく魅力的な知は、多くの人のネットワークのなかにあります。ぜひ、知のネットワークのなかへ足
を踏み入れてみてください。学びによって拓かれる視界の広がりや深まりが、これから世界に参加しながら、
新しい世界を構成する際の糧になるでしょう。

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 篠塚　英子　（SHINOTSUKA　Eiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 商学博士／ Doctor of Commerce
 職名： 教授
 専門分野： 労働経済学、女性学、金融政策
 E-mail： eikoshino@muc.biglobe.ne.jp

労働経済学／ジェンダー論／金融政策／外国人労働／労働政策
Labor Economics ／ Gender Study ／Monetary Policy ／ Foreign Labor ／ Employment Policy

・『少子化とエコノミーーパネル調査で描く東アジア』（永瀬伸子と共偏著）作品社 ,2008 年 3月
・『新テーマスタディ　家庭科』（篠塚英子編著）　東京書籍　2007 年 11 月
・「女子学生のキャリア志向とグローバル社会への適応」「お茶の水女子大学人文科学研究」No.4
pp．127-140、2008 年 3月

・「ダイアン・エルソン「新自由主義的なグローバル化とジェンダー平等」をめぐって」お茶の水女子大学 21
世紀プログラム：『お茶の水女子大学 F-GENS ジャーナル』No.10
pp.237-242、2008 年 3月

・「古典を読み、今を照らすーポラニーの視点から眺めた日本の社会経済ー」『ECO-FORUM』創立 60 周年記
念特別号　Vol.25 No.3,4　（財団法人）統計研究会、pp.6 － 15、2007 年 6月

　新自由主義下で進行する日本経済の抱える諸問題のうち、労働問題やジェンダー論、さらに金融問題に焦点
をあてて政策的対応のあり方、どのような運動展開が必要かなどを実証的に分析した。またＣＯＥジェンダー
研究のフロンティアの最終年度にあたり成果発表のための出版物編集執筆などが本年度の主要な研究であっ
た。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 11 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　平成 19 年度で定年退職をするが、継続研究としてはＣＯＥジェンダー研究のフロンティアで分析し調査
実施によりデータ入手をしている下記について、分析が不十分なものがあり研究を継続する。①「労働組合
とジェンダー研」（標本数約 2000）、②「家族・家計・仕事における国際比較研究」北京調査データ（標本約
2000）、③同ソウル調査データ（標本約 1200）の事後分析。なお①については（財）連合総合開発研究所と
共同研究ワークショップを 20 年度 6 月より開始し、関係者全員が参加している。

　本学はジェンダー研究を大学院課程で開設している稀少な大学です。少子化問題、高齢化社会への対応、環
境問題、格差社会問題などジェンダーの視点からの研究対応が期待されております。是非本学の研究科のジェ
ンダー学際研究専攻をのぞいてみてください。また学部レベルでは文教育学部にグローバル文化学環コースが
開かれており、このコースから修士課程のジェンダー社会科学専攻への研究への道もあります。

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 柴坂　寿子　（SHIBASAKA　Hisako）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 理学博士（1988　京都大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 人間行動学、子ども行動学（幼稚園・保育園での子どもの行動観察研究）
 URL： http://www.develop.ocha.ac.jp/
 E-mail： shibasaka.hisako@ocha.ac.jp

幼稚園児／仲間集団／仲間関係／仲間文化／縦断観察
preschoolers ／ peer group ／ peer relationships ／ peer culture ／ longitudinal observation

・大戸美也子・柴坂寿子・狩野理惠・佐藤嘉代子・武居裕子（2007）
2 歳児の発達と学び（その 2）ー排泄行為の自立形成期における支援の指標を探るー
日本保育学会第 60 回大会発表論文集 , pp.684-685.

・倉持清美・柴坂寿子（2007）
仲間入りのリテュアルな表現ー各地域調査より
日本保育学会第 60 回大会発表論文集 , pp.746-747.

　幼稚園クラス集団の弁当時のルーティンが縦断的にどのように形成されどのような変化を取るのか、入園時
からのビデオ資料、フィールドノート等を元に分析し、再構成した。この研究を学術論文としてまとめた。
　第一に、ある公立幼稚園のクラス集団を入園から卒園まで 2 年間縦断調査したフィールドワーク資料（収集
済み）の分析を行った。
　第二に、公立幼稚園において、2006 年度入園のクラス集団のフィールドワークを引き続き行い、観察記録、
保育者との話し合い記録を収集した。
　第三に、特別教育研究経費「幼・保の発達を見通したカリキュラム開発」（代表：浜口順子助教授）により、
子ども教育発達センター大戸美也子教授他と共同で、保育園 2 歳児の排泄行動について観察研究を行った。結
果は第 60 回日本保育学会で共同発表した。
　第四に、科学研究費「次世代育成コミュニティとしての大学における乳児保育施設の意義と可能性」（代表：
浜口順子助教授）による研究を行った。
　第五に、幼稚園児の仲間入りの決まり文句について、東京学芸大学・倉持清美准教授と共同研究を行い、第
60 回日本保育学会で共同発表した。
　第六に、特別教育研究経費「幼・保の発達を見通したカリキュラム開発」（代表：浜口順子助教授）により、
発達臨床心理学講座専攻科目「発達臨床基礎演習Ⅱ」の授業研究を、菊地知子講師・塩崎美穂講師と共同で行っ
た。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　第一に、生活科学部 1・2 年生の学部共通科目の教育を行った。「児童学概論」、「人間関係学」で子どもを理
解する基本的視点を講義した。
　第二に、生活科学部・発達心理学講座の学生の専門教育を行った。「発達臨床基礎演習Ⅱ」において、子ど
も理解につながるエソロジー的観点について講義した。「発達臨床観察法」では観察法の基礎実習を行った。「発
達社会文化論」では、園における子どもの行動について具体的事例を挙げながら講義した。「発達臨床論文演
習Ⅰ・Ⅱ」で卒論の進捗状況報告や先行研究論文紹介を行わせ助言するとともに、卒業論文執筆及び口頭発表
を指導・助言した。
　第三に、全学の留学生特別科目「日本事情演習Ⅳ A」を担当し、自然科学系科目を学ぶ上での背景知識を講
義した。
　第四に、全学教職科目の「教職総合演習」を担当した。
　第五に、人間文化研究科ライフサイエンス専攻では「比較行動学特論演習」で人間行動観察について基礎文
献の講読・実習・演習を行った。また修論審査会で修論審査を行った。
　第六に、人間文化創成科学研究科前期課程、保育・教育支援コースでは以下の科目を担当した。「子ども行
動観察法演習」で現場の子ども行動の観察について講義・演習・実習を行った。また。「外書講読」（分担）を
担当した。「人間発達科学論」で修論の中間報告に対して示唆を行った。
　第七に、人間文化創成科学研究科後期課程人間発達科学専攻では、博論中間発表において示唆を行うと共に、
後期課程入試における審査に携わった。
　第八に、生活科学部・発達臨床心理学講座が中心に行った家庭科教員研修（文科省産業・情報技術等指導者
養成研修：高等学校（家庭科））において講師のひとりを務めた。
　第九に、葛飾区男女平等推進センター主催の人材育成講座「子育てと子育て支援」にて講師のひとりを務めた。

　第一に、幼稚園・保育園などにおける観察と分析を継続し、これらの集積から、幼児集団における仲間関係・
仲間文化とその変容について考察を深める。第二に、特別教育研究経費「幼・保の発達を見通したカリキュラ
ム開発」（代表：浜口順子助教授）における研究を、付属幼稚園、付属保育所の保育者及び本学保育系教員と
協力し進める。第三に、科学研究費「次世代育成コミュニティとしての大学における乳児保育施設の意義と可
能性」」（代表：浜口順子助教授）における研究を進める。

　幼稚園、保育園など、子どもたちの生活の場における行動を観察・記述・分析している。子どもたちが園で
体験することの豊さにいつも驚き、それを研究を通して伝えていければと思っている

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 柴　眞理子　（SHIBA Mariko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（学術）（お茶の水女子大学 1996）/Ph.D
 職名： 教授
 専門分野： 舞踊学・舞踊教育学 / Dance Research and Dance Education
 E-mail： shiba.mariko@ocha.ac.jp

舞踊運動の感情価／体感（体性感覚）／場／コミュニケーション
Feeling Value of Dance Movements ／ Body Awareness ／ Ba ／ Communication

・舞踊運動の体感研究と身体心理学　人体科学 Vol.16, No.1 p.66-75.2007.7.
・“Modern Dance in Japan: The　Dance　Style　of　Fujii Koh “表現文化研究　第 7 巻第 2 号　2007 年度　

神戸大学表現文化研究会　pp.169-183. 2008.3.
・3 次元空中描画システムのダンスセラピーへの活用：信学技報 Vol.107 No.552 pp.21-24 電子情報通信学会

ヒューマンコミュニケーション基礎研究会　　2008.3.
 （川瀬新司・大崎章弘・金子哲治・三輪敬之・柴眞理子・田中朱美）
・舞踊━人間の自己理解の呈示　｢ 地球人 ｣ 第 6 巻 1 号　p.52-57. 2008.2.

　2006 年度の Modern Dance in Japan: The Influence of the Western Culture and What Japan Created on its 
Own に続き、2007 年度は “Modern Dance in Japan: The　Dance　Style　of　Fujii Koh” で日本のモダンダ
ンスのダンススタイルを取り上げた。この論文は「劇場舞踊論」の講義内容の一部となった。“
　最近の研究の主要テーマは、舞踊の体感（body awareness of dance）をめぐってである。2007 年度には、
舞踊における体感の意味について春木豊の身体心理学と対照しながら、それを中村雄二郎の共通感覚論に依拠
して考察した。
　また、早稲田大学の理工学部と共同で、精神病院入院中の患者さんに実践してきた 3 次元空中描画システム
について共同研究者が学会で発表した。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部教育：
「劇場舞踊論」「劇場舞踊論実験演習　」では、劇
場舞踊がそれぞれの時代の社会事象を背景として
他の芸術とどのような関わりを持ち、その中で舞
踊は何を発信し、どのように受け止められてきた
かを解説した。その上で、現代に生きる学生自身が、
時代状況を把握し、人間と舞踊の関わりを多角的
に捉え、様々な方法で舞踊にアプローチすること
が可能になるように、演習では、舞踊をめぐるキー
ワード（身体・感性・イメージ・創造性・コミュ
ニケーションなど）を取り上げた。また「舞踊教
育法実習中等教育」では、創作ダンスの指導力と
は何かを理解し、指導力を身につけるために、数
人のグループに分かれて言葉かけの実習に力を入
れた。また毎時間の授業記録を求めた。その結果、
授業記録から、自らが創って踊る力を指導にどの
ように生かしていけばよいのかを考える態度が養
われていることがうかがわれた。

大学院教育：
大学院前期課程1名、後期課程2名の院生を指導し、
修士論文の指導を担当した。

Undergraduate Teaching.
　Initially, I taught two classes: “Study of Theater 
Dance” and “Seminar. Study of Theater Dance.” 
The students were presented a general overview 
concerning the prehistory and history of Theater 
Dance. My teachings explained how theater dance 
had been related to other arts, pointing to the 
background of social phenomena in each period, 
what messages dance had conveyed, and how they 
had been taken in relation to the other arts. In my 
seminar I gave lectures based on the following 
key words: body, Kansei, image, creativity, and 
communication.  This was done in order for 
students to better grasp their current situation, 
to study the relation between humans and dance 
from all angles, and to be able to view dance from 
a variety of perspectives.
　Additionally, I taught the class “Teaching 
Method in Dance Education.”  Here I placed 
emphasis on the practice of how to address 
dividing a few students into groups, so that 
students could understand what leadership is like, 
and how they can acquire leadership qualities.  I 
required students to record all my classes. and 
as a result, I could see the students develop a 
stronger attitude by trying to make use of their 
own creative dancing ability.

Graduate Teaching.
　I taught 3 graduate students (one belongs to 
master course, two belong to doctoral course.  My 
only involvement consisted of teaching one master 
thesis.

1. 舞踊の記憶に焦点をあて、エスノグラフィーを用いて舞踊による感性教育の意義と指導方法に関する研究を
進める。

2. 自己理解・他者理解としての舞踊の特質を、体感・鏡像・場といった概念によって考察し、そこから舞踊教
育、ダンスセラピーなどの指導における臨床的な舞　踊の場づくりを実践的に研究する。

3. 脳科学者と共同で舞踊と脳科学に関する研究に着手した。
4. 工学者と共同で、舞踊における共創に関する実験プランを構想しており、2008 年度中には、実験を開始す

る予定である。

　本学の舞踊教育学コースは、日本の国立大学法人で舞踊教育学を専門に学ぶことのできる唯一のコースです。
舞踊に関する様々な知識と舞踊実技をバランスよく学びます。舞踊に対する知識が、舞踊創作や鑑賞の力を養
い、また自らの舞踊経験が、舞踊に対する学問的なまなざしを拓きます。
　受験生はきっと「上手くなりたい」という強い思いをもっていると思います。しかし、上手くなるには創る
技術・踊る技術だけを追うのではなく、「なぜ、上手くなりたいのか」「上手くなるとはどういうことなのか」
という疑問を持つことが大切です。そのことを考えていくプロセスは、自分自身の向上のみならず、将来、指
導者として指導する際の手がかりを得ていく過程でもあります。
　創り・踊りつつ、自分の舞踊活動に問いを立てそのこたえを探求する、そして、その探求が次の創作への力
となる、このダイナミックな循環、この醍醐味を体感しませんか。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 清水　徹郎　（SHIMIZU Tetsuro）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士
 職名： 准教授
 専門分野： 英語・英文学・演劇
 E-mail： shimizu.tetsuro@ocha.ac.jp

演劇／詩／英国初期近代／西洋古典文学受容

・清水徹郎，「比ぶるものなき女王よ－表象不可能というレトリックとシェイクスピアのポエティックス」，
『言葉と文化のシェイクスピア』冬木ひろみ編（早稲田大学出版部，2007 年４月）83 － 112 頁

　英国初期近代における西洋古典文学受容。とくに 1580 年代と 1590 年代の英国においてエロティック文学
と異教趣味が流行したことの問題について、歴史的・文献学的・演劇学的方法を応用しつつ考察している。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　英語教育については、英語の基本的運用能力の涵養に加え、専門研究の基礎となる正確な読解力と表現力の
涵養を目指して、読解・作文を中心に英語の４技能に関わる授業を行っている。専門教育においては、文献調
査法・歴史的英語の読解・実証主義的研究方法・現代批評理論の応用などを含めて、多様な角度からの英文学
研究法を教える。

　2008 年度は Christopher Marlowe 他英国詩人におけるヘレニズム文学受容の問題を調査する。また 2008
年７月上旬に英国ケント大学で開催される国際マーロウ学会において、Marlowe、Musaeus、Theocritus 以上
３詩人の関係についての研究成果を口頭発表する計画。また科学研究費基盤研究（B）「イギリス初期近代にお
ける宗教と演劇文化の歴史的研究」の研究代表者として、前年度に引き続きこのテーマの共同研究を進めてい
く。

　文学研究には、正確な語学力を身につけ研究の基礎的方法論をしっかり学ぶとともに、つねにオリジナルな
発想で問題を考えていく柔軟さと情熱を持つこともとても大切だと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： Laure Schwartz-Arenales　（Laure Schwartz-Arenales）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士位／ Doctor　（PhD）
 職名： 准教授
 E-mail： schwartz@cc.ocha.ac.jp

日本美術史／仏教／美術館／欧米における日本研究／極東美術コレクション
Japanese Art History ／ buddhism ／ museum ／ western japanology ／ eastern art collection

・「ガストン・ミジョン (1861-1930), ルーブル美術館極東美術コレクション初代学芸員 &#8211; 日本滞在百
周年にあたりその業績を振り返る－」
日仏美術学会 25 年周年記念シンポジウム「美術史におけるフランスと日本」発表論文日仏会館、2006 年
1 月 8 日．
お茶の水女子大学比較日本学研究センター研究年報 2007 年

・「『応徳涅槃図』試論　― 陰陽道と星辰信仰をめぐる二重のイメージ ―」、『鹿島美術研究』（年報 23 号別冊）、
p458-469 鹿島美術財団、2006 年 11 月
口頭発表 :2007 年 05 月 11 日鹿島美術財団賞 ( 受賞）

　2007 年度は、比較日本学研究センターでの教育、
研究活動等と平行し、ヨーロッパにおける日本美術
への関心や日本美術研究史を追究してきた。フラン
スでの日本の美術品の発見というものを、この地に
おける日本美術への評価、分析の発端となった様々
な文化的背景（東洋学研究の伝統、ジャポニズム、
比較研究、百科事典的精神、最初の極東美術館の誕
生など）の中に捉えなおしながら、ルーブル美術館
初の日本コレクションの学芸員であったガストン・
ミジョンの果たした役割について研究の焦点を当て
た。
　また、博士論文でテーマにした平安時代の傑作「応
徳涅槃図」（高野山霊宝館所蔵）の研究を続け、星辰
信仰や陰陽道信仰と密接に関わった当時の風潮とこ
の仏教絵画との関係性を明らかにするための解釈を
深めた。

　Parallel to my my activities within the Center of 
Japanese Comparative Studies, I have concentrated 
my research on the history of the studies relative to 
Japanese Art in Europe. By situating in particular  
the discover of Japanese art in France within the 
different contexts and cultural circumstances having 
influenced their appreciation and analyze (orientalist 
tradit ion,  Japonism, methods comparat ists , 
encylopedic approach, apparition of the first 
extreme-oriental art museums),  I insisted on the 
role of Gaston Migeon, First Curator of Japanese Art 
collection at Louvre Museum.
　Besides, in continuation with my research on 
the &Ocirc;toku nehan zu, masterpiece of the 
Heian Period preserved at the Reih&ocirc;kan 
Museum (Mount K&ocirc;ya), I tried to develop my 
interpretation intending to show how this Buddhist 
Painting could have been connected with the 
Onmy&ocirc;-d&ocirc; and astrological beliefs.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　著名な美術品蒐集家であり日本美術愛好家であっ
たミジョンは、今から 100 年前の 1906 年に任務で
訪れた日本の建造物、美術館、名所、庭園、寺といっ
た様々な場所について、本著で詳しく解説しており、
取り上げられているテーマの多様性、その批判的ア
プローチ、そして著者ミジョン自身、当時の最も著
名な日本美術愛好家と親交があったということから
も、日本でほとんど知られていないこの本は、セミ
ナーのテーマにとっても意義深いものである。
　そして、本書の独創性を浮き彫りにするために、
ルイ･ゴンズ、ウィリアム･アンダーソンといった日
本美術史の偉大な先駆者の仕事にも着目する。

　Devoted to the presentation of the history of 
Japanese Studies Overseas my teaching intend to 
introduce and analyze the birth and the development 
of Japanese Art history over the world, specially in 
Europe and America.
　During the previous years, our courses focalized 
on the study of the Book [In Japan. Pilgrimages to 
the Shrines of Art] published in Paris in 1908. His 
author, Gaston Migeon (1861-1930), Curator in 
the Department of Decorative Arts of the Louvre 
Museum, was the first to introduce in 1893, Far 
Eastern Art collections within this prestigious 
institution. By describing in detail, with a critical 
approach many historical places like museums, 
gardens and temples, this book almost unknown in 
Japan allows us to examine how, just one hundred 
years ago, Western people, in particular in Europe, 
considered and interpreted Japanese culture. 
Finally, in order to stress the originality of this book, 
we have also studied important works written by 
pioneers in the field of Japanese Art History, as 
Louis Gonse or William Anderson.

【将来の研究計画】
　ヨーロッパにおける日本美術史の誕生についての研究では、ガストン・ミジョンが 1893 年にルーブル美術
館へ初めて日本美術コレクションを導入した目的とその段階を明らかにしていく。今日ではほとんど知られて
いないが、日本美術研究史の中で中心的な役割を果たしたこの人物の功績に着目し、日仏文化交流における重
要な局面を明らかにしていく。また、「応徳涅槃図」に関する研究を発展させ、その現段階を発表し、この作
品を占星術と陰陽道に結びついた新しい見方の下に捉えなおしていく。

【共同研究の可能性】
* お茶の水女子大学比較日本学研究センター　(2008-2009)　/ INALCO　
フランス国立図書館 コレージュ･ド･フランスなど
プロジェクト名：欧米における日本学　――日本美術研究を中心に――

* お茶の水女子大学 / パリ第 7 大学／フランス国立高等研究院 (2008-2009)
日本学の旅 - 日仏交流の強化と充実化 -

　2004 年 6 月にお茶の水女子大学比較日本学研究センター助教授に着任して以来、フランス人研究者として
の日本美術史に対する考察を伝え、大学や美術館での研究・勤務経験を生かして、お茶の水女子大学の国際学
術交流に貢献できることは大変光栄である。講義や、比較日本学研究センターが主催する国内外での様々な活
動（講演会、セミナー、シンポジウム、出版）を通して、海外で力強く発展し続ける日本学に接し、学生が研
究テーマを発見し、これを深めていけるように促していきたい。日本美術に関する海外の文献の紹介と解説、
海外の主要な日本学研究施設の訪問、講義や比較日本学研究センター主催の国際セミナー等は、我々の目的と
するところであり、関心のある学生と共に追究していきたいと願っている。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 菅本　晶夫　（SUGAMOTO　Akio）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1978　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 素粒子論、高エネルギー物理学
 E-mail： sugamoto@phys.ocha.ac.jp

素粒子論

・Baryogenesis by Quantum Gravity. _Ken-ji Hamada (KEK) , Azusa Minamizaki, Akio Sugamoto (Ochanomizu 
U.) , Mod.Phys.Lett.A23:237-244,2008.

・Can the Baryon Number Density and the Cosmological Constant be interrelated?_Azusa Minamizaki, Akio 
Sugamoto (Ochanomizu U.) , Phys.Lett.B659:656-660,2008.

・An Exotic Approach to Hadron Physics._Masako Bando (Aichi U.) , Yoko Fukase (Ochanomizu U.) , Jonathan 
Shock (Beijing, Inst. Theor. Phys.) , Akio Sugamoto, Sachiko Terunuma (Ochanomizu U.), Prog.Theor.Phys.
Suppl.168:223-230,2007.

　2007 年度に菅本は、院生南崎梓（D1）と共に、2
つの小さな数である宇宙のバリオン数と宇宙定数は、
互いに関係し同時に導出できるべきだと考えて、一
つの模型を構成した。また南崎及び高エネルギー加
速器研究機構助教浜田賢二とともに、宇宙初期では
共形対称性をもつ重力理論が相転移によって対称性
が破れて現在のアインシュタイン重力になる模型を
用いて、宇宙のバリオン数を説明する模型を構築し
た。
　昨年度に引き続き、院生照沼幸子 (D3) とは弦理論
を用いたハドロンの記述にスピンを導入する研究を
行い、院生深瀬陽子（D1）とは、弦の場の理論を用
いてハドロンの質量と崩壊確率を評価する研究を更
に発展させ、院生垣内まどか (M2) とは、両端に量子
数を付与した弦理論を用いて、有効理論としての非
可換ゲージ理論を自然に導出する方法を開発した。
国立天文台において重力波検出装置の開発研究を
行っている、川添史子 (D3)、阪田紫帆里 (D3)、苔山
圭以子（D2）、西田恵理奈（M1）の研究を引き続き
支援した。

　In 2007, Sugamoto constructed a model, having 
the opinion that two small numbers, the baryon 
number of the universe and the cosmological 
constant, are interrelated and should be predicted 
at the same time. He constructed another model 
of predicting the baryon number of the universe. 
The model is based on the phase transition from 
the conformally invariant cosmology to the usual 
Einstein gravity.
　He continued to work with Sachiko Terunuma(D3) 
on the introduct ion of  spin into the str ing 
description of hadrons, developed with Yoko 
Fukase(D1) the field theory of string in order to 
derive the mass and the decay width of hadrons, 
and proposed a new method to derive naturally the 
effective non-Abelian gauge theory from the string 
model in which the quantum numbers are attached 
to the both ends of string.
　He continuously supported Fumiko Kawazoe(D3), 
Shihori Sakata(D3), Keiko Kokeyama(D2) and Erina 
Nishida(M1) on their research and development 
of gravitat ional wave detectors at Nat ional 
Astronomical Observatory.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　2007 年度に菅本は、4 年生出雲沙里、安江由佳、
米山京子による卒業研究を指導した。研究テーマは

「超高エネルギーγ線望遠鏡 MAGIC」に関するもので
あった。垣内まどかの修士論文「Bars-Hanson 弦模
型と非可換 Born-Infeld 作用」を指導した。
　また照沼幸子の博士論文「ストリング模型を用
いたハドロン物理の研究」、川添史子の博士論文

「Experimental Demonstration of a Control Scheme 
for a Tuned RSE Interferometer for Next-Generation 
Gravitational-wave Detectors」及び阪田紫帆里の博
士論文「重力波検出器におけるポンデロモーティブ
スクィージングを利用した輻射圧雑音除去の研究」
を指導した。

　In 2007, Sugamoto supervised the undergraduate 
thesis on “Ultra High Energy γ ray telescope 
MAGIC” by Sari Izumo, Yuka Yasue and Kyoko 
Yoneyama.  He supervesed the master thesis “Bars-
Hanson String Model and Non-Abelian Born Infeld 
Action” by Madoka Kakiuchi.
　He also supervised the Doctor theses “Hadron 
Physics in String Theory” by Sachiko Terunuma, 
“Experimental Demonstration of a Control Scheme 
for a Tuned RSE Interferometer for Next-Generation 
Gravitational-wave Detectors” by Fumiko Kawazoe, 
and “A Study of Radiation Pressure Noise using 
Ponderomotive Squeezing in Gravitaional Wave 
Detectors” by Shihori Sakata.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 菅原　ますみ　（SUGAWARA　Masumi）
 所属： 人間文化創成科学研究科先端融合系
 学位： 1990 年 7 月文学博士（東京都立大学大学院人文科学研究科・心理学）
  Ph.D
 職名： 教授
 専門分野： 発達心理学、発達精神病理学
  Developmental Psychology、 Developmental Psychopathology
 E-mail： sugawara.masumi@ocha.ac.jp

発達心理学／発達精神病理学／パーソナリティ心理学
Developmental psychology ／ Developmental psychopathology ／ Psychology of personality

・「誕生から死までの人間発達科学　第 3 巻、子どもの発達危機の理解と支援―漂流する子ども―」, 酒井朗・
青木紀久代・菅原ますみ , 金子書房 , 1-20.

・改訂・自己知覚尺度日本語版の作成－児童版・青年版・大学生版を対象として－ . 眞榮城和美・菅原ますみ・
酒井厚・菅原健介 , 心理学研究 , 78(2),　182-188.

・児童期・青年期前期における学校での反社会的行動と自己志向性 . 酒井厚・菅原ますみ・木島伸彦・菅原健介・
眞榮城和美・詫摩武俊・天羽幸子 , パーソナリティ研究 , 16(1), 66-79.

・成人期女性のワーク・ファミリー・コンフリクトと精神的健康の関連－パーソナリティの調節効果の観点か
ら－ . 松浦素子・菅原ますみ・酒井厚・眞榮城和美・田中麻未・天羽幸子・詫摩武俊 , パーソナリティ研究 , 
16(2), 149-158.

・「Ⅱ子どもは変わる・大人も変わる―人間発達の可塑性、5. 子どもの問題行動はどのようにして生じるのか、
6. 子どもの発達を支える夫婦の絆・家族の和」, 内田伸子編 , 『よくわかる乳幼児心理学』, ミネルヴァ書房 , 
30-33.

　2007 年度には以下研究を実施した：
1）子どもの発達と家族の精神保健に関する長期縦断

研究・・・青年期までの解析を進めるとともに、
第 14 回目の成人前期調査（22 歳時点）の準備を
開始した。

2）ツインプロジェクト・・・双生児の家庭を対象と
した縦断研究で、2007 年度 5 回目調査を完了し、
600 家庭から回答を得た。

3）Child Care Quality に関する就学前の縦断調査・・
家庭および保育施設での養育の質が子どもの心身
の発達に及ぼす影響についての 2007 年度 4 回目
の追跡調査を完了した。

4）メディアと子どもの発達・・・ＮＨＫとの共同研
究で 6 回目の 5 歳時点調査を完了した。

5）児童虐待スクリーニングに関する子どもとその家
族のためのアセスメント開発をおこなった（こど
も未来財団助成金）。

6）妊娠・出産・子育てに関する追跡調査をベネッセ
コーポレーションとともに実施した。

7）セキスイハイムとの共同研究（子育てを配慮した
住宅デザイン）を完了した。

　The following longitudinal research projects were 
conducted in 2007.
1）Longitudinal study of child development and 

family mental health: This longitudinal research 
project aims to investigate the effect of family 
environment on children’ s psychological 
development and adjustment from pregnancy to 
adulthood. In 2007, by using the data collected 
from the birth to 18 years of age, the longitudinal 
causal correlations between parental mental 
health and child developmentwere examined.

2）Twin Project: This longitudinal study of twins 
and their families investigates the role of 
environment and genes on child development. 
In 2007, the fifth follow-up survey has been 
finished. 

3）Study on Child Care Quality: The purpose of this 
study is to find out the effects of the quality of 
care provided at home and child care centers 
on children’ s physical and psychological 
development by observational assessment 
from infancy. The third follow-up survey was 
completed.

4）Child development and media:  This is  a 
collaborative research with NHK. The effect of 
electronic media on children of age 0 through 
12 has been examined by longitudinal study. 
The follow-up project at 5 years of age was 
conducted.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 23 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部教育：
1 年次基礎演習（理論）で臨床領域を担当した。2
年次・3 年次の心理学基礎教育では、実験・演習を
通じて発達心理学および臨床心理学の基礎的技法
の修得をめざした。4 年次では卒論ゼミでは、子
ども期の心理的適応と環境要因との関連に関する
様々心理学的アプローチの実際について研究指導
をおこなった。

大学院教育：
人格発達その生物学的基礎に関する基本文献を購
読するとともに、演習および個別の研究指導によ
って具体的研究方法論の指導をおこなった。修士
論文・博士論文の指導では、家族関係と子どもの
発達に関する広範囲な発達精神病理学的研究の実
際について指導をおこなっている。

Undergraduate students: 
In “Kiso-zemi” for freshman, the major theme 
was “family” . Studies on family from various 
academic fields such as psychology, sociology, 
education, behavioral genetics, and comparative 
ethology were discussed during the class, and 
each student did a presentation on summary of 
their own ideas. Basic education of psychology for 
sophomore and junior year, basic methodology of 
developmental psychology and clinical psychology 
was introduced by experiments and exercises. For 
seniors, thesis advices were given by discussion 
on current issues of various psychological 
approaches for psychological adjustment and 
environmental factors during childhood.

Graduate students: 
The theoretical backgrounds of developmental 
psychopathology, a new interdisciplinary of 
psychology, clinical psychology, and psychiatry, 
were discussed. Practical advices for conducting 
psychological research were given during class 
and individual meeting. For those who writing 
master’ s and doctor’ s thesis, thesis advices were 
given by discussion on current research topics on 
family relationship and children’ s development 
in the field of developmental psychopathology.

　上記 6 つのプロジェクトを発展させ、また各プロジェクトにおける知見に基づいた研究発表を充実していき
たいと考えている。

　子どもの健やかな心身の発達には遺伝子から家庭環境、学校での体験、社会的制度に至るまで広範囲な要因
が影響を及ぼします。これらの諸要因がどのようなメカニズムとプロセスを経て子どもの心身の発達や健康に
関わってくるのかを明らかにすることが私たちの研究室の目標です。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 杉田　孝夫　（SUGITA　Takao）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
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西洋政治思想史／ドイツ啓蒙とドイツ観念論／カント・フィヒテ・ヘーゲル／家族と市民社会／自由と自律
History of Political Thought ／ German Enlightenment and German Idealism ／
Kant, Fichte, Hegel ／ Familiy and Civil Society ／ Freedom and Autonomy

・（論文）「政治思想としての精神現象学」『理想』第 679 号、理想社、2007 年 8 月 , 62 頁 -72 頁 .
・（書評）「フレデリック・C・ビーザー著『ヘーゲル』（ルートレッジ、二○○五年）」『ヘーゲル哲学研究』（日

本ヘーゲル学会）第 13 号 , こぶし書房 ,2007 年 12 月 .207 頁 -212 頁 .
・（コラム）「ヤコービの経済学」『哲学の歴史　第7巻　理性の劇場』中央公論新社, 2007年7月 ,258頁 -259頁 .
・（口頭発表）「カント家族論の構成原理」カント研究会第 217 回例会、大東文化大学信濃町校舎、2007 年

12 月 23 日

ドイツ啓蒙とドイツ観念論の政治思想史研究
（1）とくにカント、フィヒテ、ヘーゲルの政治思想

の諸問題をかれらの共通枠組みである「自由と
共同性」の位相を同時代的文脈の中で再検討し、
その歴史的固有性を明らかにする作業を行って
いる。

（2）第二の主題として、カント、フィヒテ、ヘーゲ
ルの家族観を、ドイツにおける「近代家族」の
形成過程を示すテキストと捉えて、家族の構成
と機能を分析し、同時代の社会構造の転換とど
のように構造的に連関するものであるかを明ら
かにする作業をおこなっている。この作業は必
然的に家長のもとの近代家族と家長を主体とす
る近代社会の構造的秘密を明らかにするもので
あり、近代におけるジェンダーの思想的作為性
と歴史性を明らかにする作業でもある。

（3）以上の二つの側面からの研究によって現代社会
における自由と共同性をめぐる問題状況を克服
する理論的展望を得ることを目指している。と
くに政治思想史の立場から個の生成と家族と市
民社会の構造的連関を研究している。

　I am chiefly interested in the intellectual history 
of modern Europe , and with this area I specialize 
in two related fields. One is the political thought of 
Modern Germany, especially German Enlightenment 
and German Idealism. The other is the genesis of 
Modern Family concept in Germany.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　基礎講義「政治学入門」では、市民のための政治
学という観点から、新入生を対象に、現実の政治過
程を事例に取り上げて、それを手掛かりに政治の意
味、メカニズム、機能をできるだけ分かりやすく、
講義した。
　「生活政治学 I]「生活政治学 II」では第 2 学年を対
象に、現代デモクラシーの主体である生活者市民に
とって必要な政治学の基礎理論を講義した。
　「生活社会科学演習」では第 2 学年を対象に、ガル
ブレイス『ゆたかな社会』をテキストにして、演習
形式で輪読した。パワーポイントとプロジェクター
を用いた報告形式を試みた。
　「政治とジェンダー」は 3 年次を対象に、カント『人
倫の形而上学』法論の部の「家社会の権利」をテキ
ストにカントの家族論の構成原理とジェンダーにつ
いて講義した。
　「生活政治学演習 I」「生活政治学演習 II」ではギデ
ンズ、ウォルツァーの著作を読みながら、最近の「市
民社会論」の論点を検討した。
　大学院「生活政治論」「生活政治論演習」では、キ
ムリッカ『現代政治理論』および関口すみ子『国民
道徳とジェンダー』を輪読した。

　I lecture on Scope and Theory of Political Science, 
and on the foundation of Modern Civil Society and 
Family., and run two seminar. One is for the Theory 
of Civil Society( in undergraduate senior course) 
and another for intellectual history of Europe( in 
postgraduate course).
　I have supervised Intellectual History in Modern 
Europe as well as in Modern  Japan. I am also 
interested in the questions of the public and the 
private and gender、which are new perspectives in 
politics.

(1)「フィヒテの政治思想」および「ドイツ観念論の家族観ードイツにおける近代家族概念の成立ー」をそれぞ
れ一冊にまとめることができればと考えている。

(2) ドイツ啓蒙の思想家のうち、ヤコービとフンボルトの政治思想、およびフンボルトのジェンダー論につい
ては、18 世紀ドイツ思想を理解するうえで重要な対象であるにもかかわらず日本ではまったく手つかずの
状態にある。ドイツ観念論の政治思想史研究に一区切りついたならば、ヤコービとフンボルトの研究を行
いたい。

【共同研究の可能性】
家族と市民社会
市民社会の比較思想史研究
近代ドイツ政治思想史
ドイツ観念論の政治学

　政治学は古来教養の学として長い伝統を築いてきました。近代以前においては統治者の教養の学あるいは統
治の技術でした。政治学は役人や政治家になるための学問であるという見解が生まれた原因はそのような伝統
に起因します。しかし統治者＝被治者の時代であるデモクラシーの現代においては、政治学はまず第一にすべ
ての市民の教養の学でなければなりません。
　政治の世界は、人間が生きている間は絶えず試され、問い続けなければならない実践知の世界です。そのよ
うに考えると私たちはいつでもどこでもなんらかの政治のただ中にいることに気づきます。人生は、そこで得
られる疑問や経験を手掛かりにして「善く生きる」ための知の探求の旅です。政治学はそのような旅の指南書
の一つと言えます。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 杉野　勇　（SUGINO Isamu）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 社会学修士 (1992、 東京大学 )
 職名： 講師
 専門分野： 理論社会学、法社会学、社会調査
 E-mail： sugino.isamu@ocha.ac.jp

民事紛争／ワーク・ファミリー・フィット／社会調査／社会階層
civil dispute ／ work family fit ／ social survey ／ social stratification

・杉野勇 , 2007, 「就労上のトラブルにおける相談行動と接触行動――民事紛争全国調査データから」, 日本社
会学会第 80 回大会（於：関東学院大学）, 2007 年 11 月 17 日 , 『第 80 回日本社会学会大会報告要旨集』 p. 
38.

　日本法社会学会初の大規模標本調査プロジェクトである民事紛争処理実態調査研究に携わり、司法について
の当事者ニーズ研究の一環として新たにウェブ調査も実施した。小田原パネル調査におけるワーク・ファミ
リー・フィット研究や「社会階層と社会移動全国調査プロジェクト」(SSM2005) における女性のライフコース・
ライフスタイル研究に引き続き従事し、SSM2005 の最終報告書の 1 分冊の編者として研究をまとめた。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部の社会学の入門的講義では、コミュニティにおける規範、評判、インフォーマル・サンクション、社会
資本といった基本的な社会学的視角、弱い紐帯の理論、予言の自己成就や準拠集団論、社会的ジレンマなどの
代表的な社会学説・社会学理論を解説した。社会調査についてのメディア・リテラシーについても例示した。
演習においては、不平等と経済学的メカニズム、比較研究の方法論的考察、民事訴訟法の経済分析などをテー
マとして、経済学や法学など隣接諸科学との接点を重視しつつ学習を行った。社会調査法の授業では、調査票
の作成からデータ収集と計量分析までの全プロセスを年間を通じて実施した。大学院の演習では、Case Study 
Research を重点的なテーマとして取り上げ、アメリカの標準的なテキストの精読及び日本における応用研究
の検討などを行った。

1) 民事紛争処理についての実態調査の分析・研究（紛争の発生メカニズム、雇用問題）、
2) ワーク・ファミリーフィット研究のパネルデータ分析と共に縦断的分析を行う。
3)「第 6 回社会階層と社会移動全国調査」のデータ分析、
4) 少子高齢化に関する大規模全国調査の企画（現在申請中）

　私たちは、しつけや教育などの「社会化」を経なければ、きちんとした「社会人」になれません。その意味
で「規範」や「常識」を内化することはとても重要です。しかし同時に、そうした規範や常識を対象化してよ
く考えてみることも極めて重要です。自分達の手が直接届く範囲の割合はますます小さくなり、メディアなど
による情報や疑似体験に否が応にも巻込まれざるを得ない。その中で、経験的・実証的な証拠や事実に基づいて、
かつ論理的・分析的に思考をするということの重要性は強調し過ぎることはありません。他方で、規範や常識、
趣味嗜好の社会的定式は、自分のアイデンティティと呼ばれるものを形成する要因でもあります。社会の理解
と自己の理解が不即不離であることの淋しさと面白さを共に実感することが大切です。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 杉山　進　（SUGIYAMA Susumu）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 体育学修士（東京教育大学 )
 職名： 教授
 専門分野： 体育学、特にスポーツ哲学とスポーツ社会学
 E-mail： sugiyama@cc.ocha.ac.jp

大学体育／スポーツ教育／身体知／運動技能／スポーツ哲学
Physical Education in University ／ Sport Education ／Wisdom of Body ／Motor Skill ／ Sport Philosophy

　大学体育における本格的な体育授業研究はまだ始まったばかりといってよい。機関誌の発刊はま
だ 5 巻で、その領域においても、授業研究ばかりで課外活動に対する研究は未開拓の状況である。 
　今年度は、私自身の授業担当から、コアのスポーツ健康実習及び専門科目のスキー実習等、実技授業の担当
の割合が多いことから、実技授業の教育方法の改善のために基礎資料を得るため、実践研究に努めた。特に前
期のスポーツ健康実習のフィットネス授業に関しては、一クラスあたりの学生数が 45名を超える曜限があり、
収容施設との兼合いから授業の工夫が要求された。授業内容においても、学生の知的関心に適した内容の工夫
と、同時に、自主的参加を促す指導方法の工夫等検討を行った。また、生涯スポーツ（卓球）の授業においては、
運動技能の習得を目指した授業展開を試みて、授業内容を工夫しながらその成果を検討した。

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　コアのスポーツ健康実習の授業を 5コマ（前 2、後 3）、専門科目を 6コマ（前 3、後 3）、大学院前期授業
を 2コマ、学部ゼミ（卒論指導）と院ゼミ（修論指導）を担当した。卒論指導学生は卒業し就職を果たしたが、
修論指導学生は途中で論文内容の大幅の変更をしたことから修論作成が間に合わず、Ｈ 20年度卒業を目指す
こととした。
　スポーツ健康実習等の実技授業の内容と指導方法の改善に努めた。今後はさらに用具、教材を工夫し学生の
授業への積極的参加を促してゆく。
　学内の FD活動として、生涯スポーツの授業を公開した。生涯スポーツ受講生の数がいくぶん減少気味であ
ることから、学生の要望内容を探る目的で、従来の授業内容の工夫に努めた。今後も履修生の増加をはかるべく、
提供種目を含めて検討を重ねてゆく。
　専門科目では、体育教師への関心を深めるべく、保健体育科教育法 I に関連して、附属中高校に 3年前から
授業参観を依頼し、成果を挙げている。

　今年度は、コアのスポーツ健康実習の授業研究をまとめて「大学体育学」に投稿予定である。学生の体力回
復に、授業でどれほどの影響を与えられるかについて、今までも多くの研究報告がされてきたが、体力低下を
叫ばれた学生（授業時間数が以前より減少した現行学習指導要領による教育課程を受けてきた）を対象とした
研究報告として、大変意義のあるものである。また、今後は首都圏の女子大と共同でこうした大学体育の改善
に向けた研究を促進してゆくことが必要だと考えている。
　また同時に舞踊教育学コースの担当授業科目であるコアのスポーツ健康科目の第三者評価として、（社）全
国大学体育連合の「大学体育 FD推進校」に応募する予定である。大綱化以降何度となく改革してきた本学の
スポーツ健康実習へ第三者的立場から評価してもらうことは、大変意義のあるものと考える。

　お茶の水女子大学は、女子高等師範学校としての伝統から、今でも女性の教師を輩出してきています。舞踊
教育学コースにおいても、女性の体育教師の養成機関としては日本で最も長い歴史をもっており、多くの優れ
た卒業生が体育界で活躍しています。
　舞踊教育学コースの名称から、すぐには体育教育と結びつかないかもしれませんが、体育の中で最も女性の
資質が活かされる領域に特化したコースが、この舞踊教育学コースです。
　日本の教育現場は改革続きです。学校だけでなく、教師、生徒、親、行政と問題は山積みのようですが、舞
踊やスポーツを通じて、大きく社会貢献のできる分野です。本学は教育関連の広い分野に渡って勉学ができま
す。舞踊はもちろんですが、運動好きで、女子生徒が憧れる女性体育教師を目指す女性に期待します。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 鈴木　恵美子　（SUZUKI　Emiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 農学博士 /Doctor of Agriculture（1989　東京大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 栄養学／ Nutrition、生化学／ Biochemistry
 URL： http://www.food.ocha.ac.jp/
 E-mail： suzuki.emiko@ocha.ac.jp

アスコルビン酸／酸化ストレス／ジカルボニル化合物／糖尿病
Ascorbic　acid ／ Oxidative stress ／ Dicarbonyl compound ／ Diabetes

・Saito K, Sone H, Kawai K, Tanaka S, Kodama S, Shu M, Suzuki E, Kondo K, Yamamoto S, Shimano H, Ohashi Y, 
Yamada N, Risk imparted by various parameters of smoking in Japanese men with type 2diabetes on their 
development of microalbuminuria: analysis from t

・Kodama S, Tanaka S, Saito K, Shu A, sone Y, Onitake F, Suzuki E, Shimano H, Yamamoto S, Kondo K, Ohashi 
Y, Yamada N,Sone  H, Effect of aerobic exercise taraining on serum levels of high-density lipprotein 
cholesterol,

　Arch,Intern Med., 167(10):999-1008(2007)
・Sanceda N, Ueda K,Ibanez J, Suzuki E, Kasai M, Hatae K, Some fine aspects and historical background of 

"Balut"and "Penoy",boiled incubated fertilized and unfertilized duck eggs,
　J.cookery Sci.Japan, 40(4),231-238(2007)
・三宅紀子，酒井清子，五十嵐歩，鈴木恵美子，倉田忠男 ,　ゆで加熱条件下におけるエダマメ中の呈味成分

およびビタミン C 含量の変動 , 日本調理科学会誌 , 40(3),189-192(2007)
・三宅紀子，五十嵐歩，酒井清子，鈴木恵美子，倉田忠男 , 新潟県産トウナ（苔菜）類のビタミンＣおよびポリフェ

ノール含量について ,　日本調理科学会誌 , 40(3),173-178(2007)

　ビタミン C（アスコルビン酸）は生体内の有効な
抗酸化剤で、酸化ストレスを低減化させると考えら
れる。その体内動態を明らかにすることは、アスコ
ルビン酸の効力を評価するために必要と考え研究を
行っている。アスコルビン酸の体内動態に関する詳
細な研究は少ない。本年度は特に、アスコルビン酸
の輸送担体発現に対する酸化ストレスの影響を調べ
た。

　Vitamin C (ascorbic  acid)  is  an effect ive 
antioxidant in the body, and it is considered to 
reduce the oxidative stress.  The bioavailability 
of AsA is related closely to the behavior and 
distribution mechanism of AsA in vivo. It is 
necessary to get more information on the behavior 
and distribution mechanism of AsA in vivo, in order 
to know the bioavailability of AsA.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部で担当した主な授業科目としては「生化学」
「一般化学実験」「ライフスタイル栄養学」「応用栄養
学実習」である。このうち基礎的なものは「生化学」

「一般化学実験」で、より専門的な領域のものは「ラ
イフスタイル栄養学」「応用栄養学実習」である。「生
化学」では、人体の構造や機能を理解する上で必要
な基礎的な知識を習得させることを目的に行ってい
る。「一般化学実験」では、実験の基礎となる基本操
作法を習得させ、安全で正しい実験が行えるように
なることを目的としている。「ライフスタイル栄養学」
では、人を取り巻く環境因子や生活習慣の違いが身
体に及ぼす影響を理解し、その栄養状態の変化を理
解することを目的にしている。　「応用栄養学実習」
は基本的な身体計測や栄養状態を評価するための生
理・生化学的検査を行っている。
　大学院の講義「生体制御学」では環境変化に適応
して体内の恒常性を維持する調節機構を中心に取り
上げてより生体の機能が理解できるようにしている。

　“Biochemistry” and   “Chemistry,  General 
Experiments ” are basic subjects. “Human nutrition 
in the life style” and “Practice in advanced nutrition” 
are special ones. 
　In “Biochemistry” , the structures and functions 
of carbohydrates, proteins, lipids, and nucleic acids 
are taught.  In “Chemistry, General Experiments ” , 
the general use of laboratory instruments, such as 
pipette and burette, is explained,  and preparation of 
reagent solutions and the like, is also taught. 
　In “Human nutrition in the life style” ,  the effects 
of  several environmental factors and the difference 
of life style on the body and the proper nutrient 
intake are taught.  
　In “Practice in advanced nutrition” , physical 
measurement and the blood and urine tests are 
done.
　The regulation mechanisms that maintain the 
homeostasis are taught in  “Biological regulation” 
subject in graduate school.

　超高齢化社会では高年齢者の健康を考えることは重要である。抗酸化物質により老化の進行抑制等がはから
れる可能性が考えられために抗酸化物質の適切な摂取について明らかにする。この結果により、高齢者の QOL
の改善が期待されるものと考えている。
　また、食品の加工・調理・貯蔵中では多くのジカルボニル化合物が生成されるが、これらの安全性に関して
の詳細な検討は少なく、ジカルボニル化合物の生体への影響を明らかにすることによりヒトの健康の維持増進
に寄与できると考えている。

　人の健康や食物のことについて興味をもって学び、将来、人の健康の維持・増進に寄与したいと考えている
人を歓迎します。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 鈴木　禎宏　（SUZUKI　Sadahiro）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士号（学術）(2002 年　東京大学 )
 職名： 准教授
 専門分野： 比較日本文化論、比較文学比較文化、生活造形論
 URL： http://hikaku.aesthe.ocha.ac.jp/ ～ hp/
 E-mail： suzuki.sadahiro@ocha.ac.jp

生活造形論／比較文化論／民藝運動と対抗産業革命／ 20 世紀イギリスのスタジオ・クラフト運動
Theory of Arts and Crafts ／ Comparative Literature & Culture ／
Mingei Movement as counter-Indurstiral Revolution ／ British Studio Crafts Movement

・「情報化革命と工芸の将来　民藝運動を手がかりとして」
稲賀繁美編『伝統工藝再考　京のうちそと』（思文閣出版社、2007 年）521-548 頁。

・「バーナード･リーチ 生活をつくる眼と手」
『生誕 120 年　バーナード・リーチ　生活をつくる眼と手』( 松下電工汐留ミュージアム、2007 年 )12-16 頁。

・（解説）「エドモンド・ドゥ・ヴァール氏の『バーナード･リーチ』について」、エドモンド・ドゥ・ヴァール著、
金子賢治監訳・解説、鈴木禎宏解説、北村仁美・外舘和子訳『バーナード･リーチ再考　スタジオ・ポタリー
と陶芸の現代』思文閣出版、2007 年、149-158 頁。

・「コメント」、稲賀繁美、パトリシア・フィスター編『国際シンポジウム　日本の伝統工藝再考　外からみた
工藝の将来とその可能性　平成17年 11月 8-12日』国際シンポジウム第27集、国際日本文化研究センター、
2007 年 9 月、228-229、299-301 頁。

所属学会等：
日本比較文学会　美術史学会　ジャポニスム学会
　東大比較文学会　文化資源学会　デザイン史
フォーラム　民族藝術学会　意匠学会

専門分野：
比較日本文化論 / 比較文学比較文化、生活造形論

主な研究課題：
1　二〇世紀イギリスの工芸

（Studio Pottery を中心に） 
2　近現代日本の工芸（民芸運動ほか） 
3　その他日本とヨーロッパを軸とする比較文化論

（例えば、昭和初期の日本における「世界」観など）

　My research subjects so far are as follows: (1) 
Aspects of “Art for Life’ s Sake” in Modern and 
Contemporary Japanese Cultural Scenes; (2) The 
History of the British Studio Craft Movement (mainly 
in the field of ceramics); and (3) A Mental Map of 
Modern Japan: A History of World Views Conceived 
by Modern Japan in the Period between 1905 and 
1945.

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　主に世界の諸地域における文化（特に生活造形）
の諸相と、それを支える精神構造・価値観の解明を
研究課題とします。特に近代以降の西ヨーロッパと
日本を中心として、諸文化・文明間の接触がもたら
す文化の継承・変容を論じます。
　その際には、日本を比較の基点とする比較文化論
的アプローチを用います。これは、「日本」という文
化を知ることで異文化を知り、また異文化を知るこ
とで自己の由来する文化のあり方をふりかえるとい
う、複眼的思考のことです。( 何かと何かを比べて、
その優劣を定めることではありません。)　
　現代では国際的な文化交流がますます速まってお
り、儀礼や習慣を支える根底の意識も変容をきたし
ております。
　こうした変化の流れの中に身をおきながら、今一
度「生活」というものの在り方を考え直したいと考
えております。

主な担当授業科目
（学　部）

比較生活文化論、比較生活文化論演習、比較生活
文化史 I、生活造形論ほか 

（大学院）
比較文化論、比較生活文化特論、生活造形特論、
生活芸術論

　学部 4 年間を通じ、「自分で問題をみつけ、その問
題に自分で答えをみつけることのでき る人材」の育
成を目指しております。
　この目的のためには、(1) 基礎技能を高めていくこ
とと、(2) 専門性を高めていくことと いう、二つの事
柄が重要です。
　すなわち、(1) 語学などの基礎学力、問題設定能力、
情報収集能力、分析・思考能力、発表能力などを高
めていくことと、(2) 比較文化論という方法論を身に
つけ、 異文化理解能力と異文化への発信能力を高める
ことです。
　こうした観点から各学年の授業を組み立て、学部 4
年間で一通りの能力が身に付くように努力しており
ます。

　Comparative Studies of Japanese Culture (Hikaku-
Nihon-Bunka-Ron) is an approach to understanding 
Japanese culture and history in the context of world 
cultural traditions and world history. Our way of 
thinking is culturally and historically conditioned. 
The theory of Comparative Culture suggests first 
challenging these conventional modes of thinking 
by making reference to the possibility of other 
frameworks or cultural values, and, secondly, 
rediscovering the significance of the culture to 
which he or she thinks they belong.

生活造形論の理論化
いわゆる「情報技術革命」が文化のあり方に及ぼす影響の分析
平成 19-21 年度　科学研究費補助金　基盤研究 B「欧州・朝鮮・南洋航路を中心とする戦間期日本における旅
行記の比較文化的研究」研究分担者 (19320049)

　日本語の「ハンカチ」と英語の” handkerchief” は似て非なるものですが、その違いをみなさんは御存知で
しょうか。

「ハンカチ」とは「小型・方形の手ふき布」(『広辞苑』) であるのに対し、 “handkerchief” は” a small piece 
of material or paper that you use for blowing your nose, etc.”（鼻をかむさいなどに用いる、一切れのものま
たは 紙）（Oxford 英英辞典）です。「ハンカチ」も” handkerchief” も一切れの布であることにかわりはあり
ませんが、それらが現実の生活において果たす役割は、文化によって異なることになります。
　このような生活造形などを手がかりとして、文化の接触と変容の 問題等に取り組んでおります。こうした問
題を考える際には、(1)「異文化」を「自文化」に対して説明すること、 および (2)「自文化」を「異文化」に
対して説明すること、の 2 点を常に意識することになります。
　文化と文化の接触の現場に興味があり、外国語の習得に意欲のある方を、歓迎いたします。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 瀬々　潤　（SESE Jun）
 所属： 人間文化創成科学研究科先端融合系
 学位： 博士（科学）
 職名： 准教授
 専門分野： データマイニング、バイオインフォマティクス
 E-mail： sesejun@is.ocha.ac.jp

データマイニング／バイオインフォマティクス
Data Mining ／ bioinformatics

・瀬々 潤 , 池村淑道 : ライフサイエンスにおけるデータベース構築のための人材育成 ( 蛋白質核酸酵素 , 
2008/1)

・瀬々 潤 ( 増永良文編 ): 遺伝子間の関連を洗い出すバイオデータマイニング (DB マガジン , 2007/7)
・Masashi Sugiyama, Tsuyoshi Ide, Shinichi Nakajima, Jun Sese: Semi-Supervised Local Fisher Discriminant 

Analysis for Dimensionality Reduction (IBIS2007)
・Mio Seki and Jun Sese: Computational exploration of activated pathways by cell stimulation from 

expression profiles. Asia Pacific Bioinformatics Conference 2008, Kyoto, Jan. 2008
・Eriko Mizutani and Jun Sese: GOMA: web-based interpretable Gene Ontology visualization for gene set. 

Asia Pacific Bioinformatics Conference 2008, Kyoto, Jan. 2008

　次の項目について研究を行った
・マイクロアレイや形態情報など生体の定量的データから、遺伝子のネットワークを推定する技術開発
・近年増加している、生命情報のグラフ情報（酵母 two-hybrid により取得された関係、遺伝子間のホモログ、

生体化合物の化学式）のデータマイニング。
・MRI などの脳機能活動画像から、位置と形状の補正及び、活動部位を特定する技術作成

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部においては、情報科学的側面に重きを置いたバイオインフォマティクス教育を行った。大学院において
は、計算機を利用したバイオインフォマティクス教育を、4 コマ（8 単位分）行った。4 単位分は、主に情報
科学的側面を重要視した内容であり、生物学的データの解析を Information Retrieval などと絡めた内容であっ
た。残り 4 コマは主に生命科学系の卒業生に対する、バイオインフォマティクス教育であり、インターネット
を通じて、プログラムを用いてデータを解析する教育を行った。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 曽根　博仁　（SONE Hirohito）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士 ( 医学 )（筑波大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 生活習慣病医科学、内科学、糖尿病学、
  代謝内分泌学、動脈硬化学、臨床疫学
 URL： http://www.food.ocha.ac.jp/eiyoseiri/index.html
 E-mail： sone.hirohito@ocha.ac.jp

生活習慣病医科学／代謝内分泌内科学、動脈硬化学／肥満、糖尿病、高脂血症、メタボリックシンドローム／
科学的エビデンスに基づく医療（ＥＢＭ）と健康施策／大規模臨床疫学・介入研究
Lifestyle Medicine ／ endocrinology, atherosclerosis, diabetes ／
obesity, dyslipidemia, metabolic syndrome ／ evidence-based medicine ／ clinical epidemiology

・Kodama S, Tanaka S, Saito K, Shu M, Sone S, Onitake F, Suzuki E, Shimano H, Yamamoto S, Kondo K, Ohashi 
Y,  Sone H. Meta-analysis: Effect of Aerobic Exercise Training on Serum Levels of High Density Lipoprotein 
Cholesterol. Arch Intern Med 167: 999-1008, 2007

・Saito K, Sone H, Kawai K, Tanaka S, Kodama S, Shu M, Suzuki Emiko, Kondo K, Yamamoto S, Shimano 
H, Ohashi Y, Yamada N. Risk imparted by various parameters of smoking in Japanese men with type 2 
diabetes on their development of microalbuminuria: Analysis from the Tsukuba Kawai Diabetes Registry. 
Diabetes Care 30: 1286-1288, 2007

・Matsuzaka T, Shimano H, Yahagi N, Kato T, Atsumi A, Yamamoto T, Inoue N, Ishikawa M, Okada S, Ishigaki 
N, Iwasaki H, Iwasaki Y, Karasawa T, Kumadaki S, Matsui T, Sekiya M, Ohashi K, Hasty AH, Nakagawa Y, 
Takahashi A, Suzuki H, Yatoh S, Sone H, Toyoshima H. Crucial role of a long-chain fatty acid elongase, 
Elovl6, in obesity-induced insulin resistance. Nat Med. 13:1193-1202, 2007.

・Yamamoto T, Shimano H, Inoue N, Nakagawa Y, Matsuzaka T, Takahashi A, Yahagi N, Sone H, Suzuki H, 
Toyoshima H, Yamada N.　Protein Kinase A suppresses SREBP-1c expression via phosphorylation of LXR 
in the liver.　J Biol Chem　282:11687-95, 2007

・Sone H, Yoshimura Y, Tanaka S, Iimuro S, Ohashi Y, Ito H, Seino H, Ishibashi S, Akanuma Y, Yamada N; for 
the Japan Diabetes Complications Study (JDCS) Group.  Cross-sectional association between BMI, glycemic 
control and energy intake in Japanese patients. Diabetes Res Clin Pract 77 Suppl1: S23-29, 2007.

　肥満、糖尿病、高脂血症、メタボリックシンドロー
ムなどは典型的な生活習慣病であり、その発病と進
行には遺伝的背景と生活習慣（＝食生活・身体活動・
喫煙・飲酒など）の両者が関与する。
　これらの生活習慣病は、動脈硬化を進行させ、や
がて脳卒中や心臓病などの致命的な病気を起こさせ
る。日本人の死因の 3 分の 1、寝たきりの原因の半
分を占める動脈硬化疾患を減らすことは、高齢社会
で人々が健やかに長寿を全うする（健康寿命の延伸）
ために必須であり、生活習慣病対策はその柱である。
　さらにその対策は、大規模臨床研究のデータによ
る科学的エビデンスに基づく必要があるが、このエ
ビデンスはまだ不十分であるのが現状である。
　主に臨床疫学・健康情報科学的手法を駆使した、
生活習慣病の予防・治療法開発をテーマとし、多数
の患者さんを追跡する大規模臨床研究や、健診デー
タベースを活用した発病予測、メタアナリシス（統
合データ解析）による科学的エビデンスの確立など
に取り組んでいる。
(Lifestyle medicine/Clinical epidemiology)

　Development and progression of metabolic diseases 
such as obesity, diabetes mellitus, dyslipidemia 
or metabolic syndrome are highly dependent on 
lifestyle including diet and exercise as well as genetic 
backgrounds. Sufficient control of these risk factors 
is essential for prevention of fatal cardiovascular 
diseases. Significance and control of these lifestyle-
related risk factors are investigated through 
epidemiological and other techniques for efficinent 
primary and secondary prevention of these disorders.
　Especially, characteristics of these metabolic 
diseases in East Asians have been poorly investigated 
to date compared with those in Caucasians. To deepen 
our understanding regarding the pathophysiology 
of metabolic diseases among East Asians and to 
promote their care specific to ethnic group, we have 
been investigating differences in characteristics and 
clinical parameters between Japanese patients and 
Caucasian patients with type 2 diabetes.
　We reported many profound differences that 
demonstrate the necessity of obtaining clinical 
evidence based on large-scale studies of East Asian 
patients in order to provide management and care 
specific to the East Asian population.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 40 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　最新の研究内容を講義・実習に反映させ、専門外の学生も含めて、医学、生活習慣病学と健康科学に関する
理解と洞察を深めるように工夫した。管理栄養士課程「解剖生理学」では、人体の構造や生理機能を、病気や
臨床との関連のもとに、知識が医療現場でどのように活かされているか興味を持たせ、疾患に関する理解を深
められるように配慮した。「解剖生理学実験」では、マウスの取り扱い、注射・解剖法などを詳しく体験した。
さらに企業の善意により貸与された、実際に病院で使用される医療機器を活用した。たとえば、超音波診断装
置により、体内臓器をリアルタイムでその動きと共に観察させたり、血圧測定や経口糖負荷試験などの医療検
査を体験できるようにした。さらに他学から中古顕微鏡を導入し、ミクロ解剖学実習の大幅な充実も行った。
また、AED による心肺蘇生訓練も行った。これらにより、解剖生理学の理解を深め、将来、管理栄養士として
指導的立場で活躍する際に備え、附属病院のない本学でも現場の雰囲気を感じられるように工夫した。

　科学的エビデンス確立を目指した生活習慣病研究を志す院生志望者が学内外から増加しており、研究室体制
を早急に整備・拡大しつつ、複数の新プロジェクトを開始・推進している。
　特に本研究室で進めている健康関連の情報データベースを活用した解析研究は、比較的、時間や場所の制約
を受けずに進めることができるので、遠隔地在住の大学院生、家庭や仕事を持つ大学院生希望者が増加してお
り、このような大学院生に対する指導体制を強化していく予定である。
　食事・運動を含む、生活習慣病（糖尿病、メタボリックシンドローム、動脈硬化など）の予防・治療に関わ
るあらゆる臨床研究・疫学研究に関して、大学・企業を問わず、共同研究、専門医の見地からのアドバイス、
講演が可能である。たとえば、臨床研究のプロトコール立案指導、すでに得られたデータに関する統計解析、
論文作成指導、医学関連学会発表指導なども行っている。

大学：我々がめざす管理栄養士は、単なる食事療法のプロフェッショナルであるだけでなく、生活習慣 ( 病）
全体に対する深い理解が必要です。そのため忙しい 4 年間になりますが、同時に大変充実した大学生
活が送れるでしょう。

大学院：生活習慣病関連の臨床研究、疫学研究に興味を持つ博士課程後期の学生を特に募集しています。医療
現場で活躍された後、大学院でもう一度研究に取り組んでみたいと思った方、他大学で既に修士を取
られた方なども大歓迎です。自分で取り組んでみたいと思うテーマがある方、すでにデータを持って
いるが、どのようにまとめたらよいかわからない方などでも結構です。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 高﨑　みどり　（TAKASAKI Midori）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士／ Master of Arts
 職名： 教授
 専門分野： 日本語（現代語の文章・文体）
  Japanese Linguistics（Discourse Analysis and Stylistics on Modern Japanese)
 E-mail： takasaki.midori@ocha.ac.jp

日本語文章論／日本語会話分析／日本語の文章・文体／ことばとジェンダー
Text analysis ／ Conversation analysis ／ Discourse and style ／ Japanese language and gender

・「分野別名著案内　小林英夫『文体論の建設』」『日本語学 4 月臨時増刊号』26(4)（明治書院）　pp.131-133
・「『女ことば』はこうして作られる　書評」『言語』36（12）( 大修館書店）p167
・「ジェンダー表象としての日本語―ことばの“女性性”の中味について」21 世紀ＣＯＥプログラム　ジェンダー

研究のフロンティア　成果報告『文化表象を読む―ジェンダー研究の現在―』（お茶の水女子大学 21 世紀Ｃ
ＯＥプログラム　ジェンダー研究のフロンティア）pp.124-136

　平成 19・20・21 年度の科学研究費補助金交付（研
究代表者）を受けた研究「言語行動としての広義引
用表現の研究」について、談話収録、データベース
の構築を行った。
　また、日本語とジェンダーに関し、歴史的な日本
語の諸現象がその捉え方において、ジェンダーに深
く彩られていることについて考察を行った。
　加えて、これまでの研究成果を授業に生かすべく、
大学用の教科書（文章・談話研究）の編集作業を行っ
た。2008年 4月 24日にひつじ書房より刊行された。

　I made the sample collect ion of Japanese 
conversation to study the expression of variety of 
the quotations in the conversation under the support 
of Grant-in-Aid for Scientific Research for JFY 2007, 
2008 and 2009 as the Principal Investigator.
　I studied old Japanese language from the view 
point of the gender. I found the Japanese language 
was deeply influenced by gender.
　I edited a textbook on the study of Japanese 
discourse analysis.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

【学部教育】
　日本語構造論概論、日本語構造論特殊研究、日本
語構造論演習、基礎ゼミ、コア日本語論の授業を行
った。また日本語学をテーマとする卒業論文作成の
指導を 4 名のゼミ生に対して行った。

【大学院教育】
　日本語表現分析論および演習を修士課程および博
士課程の学生に対して行った。日本語学を研究テー
マとする修士論文作成の指導を 1 名、博士論文の副
査を 3 名に対して行った。また、指導にあたってい
る留学生の出身国は 4 カ国（タイ・台湾・韓国・ロ
シア）におよび、それぞれ日本語と母語との対照言
語学的な研究を行っている。
　なお、指導中の博士課程の学生 1 名は、財団法人
博報児童教育振興会より、第 2 回「博報『ことばと
文化・教育』研究助成」を受けた。

【その他】
　附属高校の連携授業において「小説の文体」につ
いて講義を行った。

【Under graduate Course】
・Introduction to studies in Japanese language
・Introductory seminar
・Seminar of Japanese text/discourse analysis
・Lecture on Japanese idiolect and l iterary 

pragmatics

【Graduate Course】
・Methodology of study of text/discourse analysis
・Seminar of theory of text/discourse analysis

【将来の研究計画・研究の展望】
　科学研究費による研究「言語行動としての広義引用表現の研究」について分析を深める。また、学部生向け
の文章・談話の教科書の作成に引き続き、卒論学生・大学院生向けにより専門的な事項を取り上げ詳説したガ
イドブックを作成中。

【共同研究可能テーマ】
・テーマ…メディア間のインターテクスチュアリティ（inter textuality) について
・研究例

①絵画・音楽・映画・文学等のテクスト間相互参照性について
②日本語教育の教材における日本語文学作品の引用およびその扱い方について
③日本語漫画の翻訳における日本語原語の保存と翻訳、外国語文脈における日本語漫画について
④引用と著作権について

　日本語のなりたちや、日常会話の分析的研究、文章・談話・文体に興味のある方は、是非受験をなさってく
ださい。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 高島　元洋　（TAKASHIMA　Motohiro）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（文学）（1993　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 日本倫理思想史・倫理学
 E-mail： takashima.motohiro@ocha.ac.jp

倫理学／日本倫理思想史／道徳教育／感情／普遍性と特殊性

・Buddha［ 仏 butu：existence］(The perceptible world)・Buddha-nature［ 仏 性 bussho:essence］
(The imperceptible world) and Buddha in sitting meditation［ 仏 向 上 bukkojo」( さ と り satori:The 
enlightenment) － On the spiritual constitution of Dogen － ,『倫理学年報』57,pp．8 ー 9

　日本思想を極東の特殊な思想として理解するのではなく、これを手掛かりとして人間の普遍的な倫理そのも
のを考察する ｡主とする専門領域は、江戸時代の思想・文化、特に儒教であるが、古代（神道）・中世（仏教）
をも視野に入れながら日本思想全体を概観して研究する。また現代の倫理の問題（人倫＝人間関係）に関しても、
特に超越的な存在（神・仏・天など）や他界の観点を考慮しつつ、心（理性）に対する身体（感情）の問題と
して再考する。
　A個別研究（モノグラフ）としては、１儒教関係（この研究の一部は「比較日本学研究センター」のプロジェ
クトである）、２儒教以外の研究（仏教・武士道・演劇など）、３道徳教育関係があり、また B方法論の分野の
研究もある。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学生に対する教育内容は、主として「講義」と「ゼミ」である。「講義」は教員が中心となる授業であり、「ゼ
ミ」においては学生が中心となってレポートをする。教育の意図は、学生の主体的な問題意識を育成するとい
うことであるが、「講義」の現状においてその趣旨はよく理解されており、「ゼミ」においても活溌な議論がな
されていることから、期待どおりに機能していると判断している。

　日本思想は、インド・中国など外来思想の強い影響を受け、独自なものは少ないと思われているが、実際は
きわめて洗練された多様な内容を含み、西洋思想にも匹敵する普遍性を持っている。今日海外との文化交流は、
能・歌舞伎・茶道だけではなく文学・演劇・美術など高度に専門的な学問分野においても活発である。今後重
要な研究の方向として、「比較日本学研究センター」の研究プロジェクトなどを通して海外の研究者との共同
研究を進めながら、日本思想が特殊であるとする誤解を是正し、正確な思想・文化を発信する必要がある。

　授業においては、テキスト（資料）を正確に読みとる訓練と相互の討論をとおして、資料の意味、著者が何
を考えていたかを時間をかけて考えたいと思います。今日さまざまな政治問題・社会問題が日々の TV、新聞
等マスメディアによって伝えられていますが、重要なことは結局、自分自身がどのようにこれらの情報を受け
とめるかということです。膨大な情報の中から、正確なものを選択し、自身の行為に結び付けていく必要があ
ります。テキスト（資料・情報）を正確に判断する責任は個々人にあります。そのように判断する訓練をします。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 鷹野　景子　（TAKANO　Keiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1988　大阪市立大学）／ PhD in Science
 職名： 教授
 専門分野： 理論化学、量子化学、計算化学
 URL： http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/keiko.htm
 E-mail： takano.keiko@ocha.ac.jp

量子化学／コンピュータシミュレーション／反応機構／分子間相互作用／糖鎖科学
quantum chemisry ／ computer simulation ／ reaction mechanism ／ molecular interaction ／ glycoscience

・Zh. Zhu, K. Takano, A. Furuhama, S. Ogawa, and S. Tsuchiya 
Bull. Chem. Soc. Jpn., 80, 686-693 (2007). Theoretical Study of Geometries and Electronic Transition of 
Color-switching Molecules: Tetra-aza Macrocycle and Its Zinc Complexes

・F. Yoshii, S. Ayabe-Kanamura, H. Hagiwara, Y. Yamada, K. Kubota, and K. Takano 
Nat. Sci. Rept. Ochanomizu Univ., 58, 57-69 (2007).
Similarity of Odor Qualities and Similarity of Molecules - Examples of Molecules That Contain a cis-Type 
Carbon-Carbon Double Bond or a Thioether Moiety -

・鷹野景子 , 土田敦子
化学工業 , 58, 148-153 (2007)

「ホスフェニウム配位子をもつモリブデン錯体の構造に関する量子化学計算」
・鷹野景子

日本化学会ディビジョンレポート「化学レポート : 現状と将来」(2007)
「03 理論化学・情報化学・計算化学 , 3. 計算化学 ,3-1. シミュレーション , 3-1-9. 糖鎖」

　量子化学的手法をベースに、分子や化学反応のシ
ミュレーション計算を行っている。実験科学に対す
る相補的情報の提供と実験結果の理解や解釈に加え
て、新しい分子の設計や現象の予測を目指している。
対象とする分子のサイズは大小様々で、無機分子・
有機分子・生体系の認識部位など多岐に渡る。ここ
では、一例として、糖鎖科学分野への計算化学から
のアプローチについて述べる。
　細胞の分化シグナルの発生と制御に関与する新し
いタイプのマイクロドメイン糖脂質の立体配座解析
を行い、糖のある特定の水酸基の配向が糖脂質糖鎖
全体の向きを決めるのに重要な因子であることを明
らかにした。また、糖脂質による酵素阻害に対して、
フロンティア分子軌道と阻害効果の大きさとの相関
を見出し、マンノース結合タンパク質の糖結合性に
関して、受容体と基質における静電ポテンシャルの
相補性と糖結合性との相関を明らかにした。酵素と
基質の相互作用を解析するために、ドッキングシミュ
レーション計算も行っている。

　Our ultimate goal is to understand and predict 
properties of molecules, characteristics of chemical 
bonding, and mechanisms of chemical reactions. 
From the viewpoint of quantum chemistry, we are 
studying properties of chemical bonds in molecules 
and reaction mechanisms. There are many kinds 
of complicated intermolecular and intramolecular 
interactions in materials. We hope to understand 
and clarify origin and/or features of the interactions.
　One of the research projects is related to 
glycoscience. Systematic conformational analysis of 
the sugar-part in phosphatidylmonosaccharide was 
carried out to examine the preferable conformation 
of sugars. Preliminary calculations suggested 
that hydrogen bonds and gauche conformation 
contributed to the stability of the conformers. 
Starting from the initial geometries having gauche 
conformations and/or hydrogen bonds, geometries 
of the sugar-part were optimized. Finally, conformers 
were grouped into three types. It was found that 
ratios of the types depended on the orientation 
of the OH group. We also found a relationship 
between the frontier molecular orbitals and the 
inhibitory effect for the inhibition of the glycolipids 
in the enzyme reaction.  In addition, we found the 
correspondence between electrostatic potentials and 
binding property of the enzyme to the substrate.  
We are running docking simulation to analyze the 
interaction between enzymes and their substrates.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits



267

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　理学部化学科における教育活動に従事した。
「化学特別ゼミ I」

コンピュータケミストリの入門として、水分子や
アンモニア分子の量子化学計算の実習。

「構造物理化学」量子化学の基礎的内容。
「量子化学」量子化学計算の実践的講義（計算機実習）。
「物理化学実験」

物理化学の重要概念を修得させることを意図した
実験。

「特別研究」
卒業研究生（2007 年度は 1 名）の研究指導。

大学院前期課程理学専攻における教育活動に従事し
た。

「計算化学特論」
分子軌道計算の実習と学術論文を読むための専門
用語の解説。

「理論化学特論」
量子化学の理論の解説。本学客員研究員 Dr. Mike 
Shmidt の英語の授業内容の補足的講義。

「理論化学特論演習」
量子化学の専門書の輪読と問題演習により、理論
的基礎を養う。

　大学院生（博士前期課程物質科学専攻 2 名、博士
前期課程理学専攻 1 名、博士後期課程複合領域科学
専攻 4 名）の研究・論文指導。修士論文審査におい
ては、主査 1 件、副査 2 件を務めた。

　” Advanced Computational Chemistry,” “Advanced 
Theorerical Chemistry,” and “Exercise in Theoretical 
Chemistry.”
　I supervised a undergraduate students, three 
master’ s course students, and four PhD students.

　量子化学的手法を主な研究手段として、分子およびその集合体を対象とするコンピュータシミュレーション
を行う。実験科学に対する相補的な情報の提供および、化学現象の先見的な理解および予測を目指す。生命科
学に重要な役割をもつ糖鎖科学への計算化学からのアプローチは先導的な研究と位置づけられ、重要テーマの
一つとして推進していく。金属錯体の構造と反応、分子の励起状態と分光学、など実験精度に匹敵する計算研
究を推進する。
　現在実施している共同研究テーマとして下記のものがある。

（1）マイクロドメイン糖脂質糖鎖の立体構造解析
（2）ホスフェニウム錯体の構造と反応機構の解明
（3）大環状化合物の幾何学構造と分光学的性質
（4）酵素と基質の相互作用の解析
（5）量子化学文献データベースの開発

　今後の共同研究の可能性としては、以下のものがある。
（1）モデルコアポテンシャルを用いたポリハロゲンの構造に関する研究
（2）気相分子の分光学定数の高精度予測

　コンピュータケミストリ （計算化学）」をご存知ですか？
　高校の化学には登場しない、みなさんにとって新しい分野です。化学の長い歴史とは対照的に、20 世紀に
なってからスタートした若い学問・研究分野です。計算化学は、化学のあらゆる分野の研究に、現在では必須
の役割を果たしています。化学は実験の学問として長い歴史を持ちますが、結合の性質や化学反応の過程や機
構をコンピュータシミュレーションによって調べることができるようになりました。しかも、現象を説明する
だけでなく、予測も夢ではありません。
　お茶の水女子大学理学部化学科では、1 年次の基礎化学の一部で量子化学の導入を行い、2 年次の構造物理
化学 ( 必修 ) で量子化学の基礎をみっちり学びます。4 年次の計算化学および大学院 ( 博士前期課程 ) の計算化
学特論において、コンピュータケミストリの講義実習を受講できます。
　コンピュータケミストリを学び、化学の新しい領域を共に開拓していきましょう。

　◆研究計画

　◆メッセージ



268

　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 鷹野　光行　（TAKANO Mitsuyuki）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士（1974 年　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 考古学・博物館学
 E-mail： takano.mitsuyuki@ocha.ac.jp

考古学／博物館学
archaeology ／ museology

・『「わが国の火山噴火罹災地における生活・文化環境の復元」研究・予報－鹿児島県指宿市敷領遺跡の調査－』
人間発達研究　第 30 号　pp.1-12　2008 年 3 月 ( 新田栄治と共著 )

・『鹿児島県指宿市敷領遺跡 ( 楠田地点 ) の調査』
・「学校博物館の現状と今後の可能性 ( 予察 ) －学芸教諭の誕生に向けて－」全博協研究紀要第 10 号　

pp.7-24　2008 年 3 月　全国大学博物館学講座協議会 ( 青木豊・浜田弘明・松崎相・下湯直樹　と共著 )

　2004 年度から交付を受けている文部科学省科学研
究費補助金（特定領域研究）による「わが国の火山
噴火罹災地における生活・文化環境の復元」の研究
をすすめた。平成 18 年度までの研究成果に基づき、
今年度は敷領遺跡内の別地点についての発掘調査を
行い、874 年の開聞岳の噴火によって埋もれた当該
地域の土地利用及び生活環境の復元に関するデータ
の収集を行った。発掘調査地点は小字名をとって楠
田地点とし、検出した遺構は 9 世紀後半の噴火によ
る降灰で埋没した畠で、調査区の壁面、畠の畝の上
の部分には土層の乱れが見られる。この乱れからこ
の畠には火山灰が降り注いでいるときに、何らかの
植物が生えていたことが想定された。また、関連す
る調査として、東京都三宅島のココマ遺跡の発掘調
査を、鷹野を団長とする調査団を編成して実施した。
　また関連資料収集のため、フランス・アイスラン
ドに赴いた。
　学芸員養成のために必要な科目の構成や内容の検
討も行っており、学校博物館の調査は昨年度から継
続している。

　I pushed forward a study of “the reconstruction 
of life and the cultural environment in the volcanic 
eruption affliction place of our country” . I performed 
the excavation about the another spot at Shikiryo 
site this year and, based on results of research until 
2006, collected data about the land use of the area 
buried by eruption of Mt. Kaimon of 874 concerned 
and the reconstruction of the living environment. 
As for the remains of an ancient structure which I 
detected, the disorder of the earth layer is seen in 
the wall surface of the investigation ward, a part 
on the furrow of the field in a field buried by a fall 
of ash by the eruption in the latter half in the ninth 
century. When volcanic ashes poured in this field, 
that some kind of plants grew was assumed by this 
disorder. In addition, I organized the investigating 
group which assumed Takano the head and, as 
related investigation, carried out the excavation of 
the KOkoma site  of Tokyo Miyake-jima Island. 
　In addition, for allied document collection, I 
proceeded to France Iceland. 
　I perform the constitution of a necessary subject 
and the examination of contents for the curator 
training, and the investigation of the school Museum 
continues from last year.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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[ 学部 ]
1. 博物館実習 : 実習履習者 21 名について、学内実習、

実務実習、見学実習を実施。
2. 博物館活動特殊講義 : 博物館の教育活動、経営上の

諸問題、情報の蓄積・発信機関としての博物館な
どについての講義である。

3. 博物館資料特殊講義 : 博物館活動の根幹をなす資料
の取り扱いについての講義。

4. 考古学通論 1/2: 考古学の定義、研究法、など縄紋
時代を題材として講義した。

5.社会教育特講3:文化財の保護について、歴史、制度、
外国の状況、埋蔵文化財の諸問題を講義した。

[ 大学院 ]
1. 博物館経営論 : 博物館の教育活動の実態について、

館報などを題材として実情の調査／報告による
ディスカッションを演習形式でおこなった。

[A department]
1. Museum training: About 21 students, I carry out 

training . 
2. A museum activity special lecture: It is the lecture 

about the instructional activity of the museum, 
many problems in the management, the museum 
as the accumulation / dispatch organization of the 
information. 

3. A museum materials special lecture: A lecture 
about the handling of many materials forming the 
basis of the museum activity. 

4. Archeology : I lectured as a subject by an 
archeological definition, an organon, about Jomon 
periods. 

5. Lecture about Adult Education 3: I lectured on the 
protection of cultural properties by the history, a 
system, the foreign situation, the many problems 
of deposit cultural properties. 

[A graduate school]
1. Museum management theory: About the actual 

situation of the instructional activity of the 
museum, I performed a discussion by the report of 
the fact in a practice form as a subject by annual 
reports of museums.

　科学研究費の特定領域研究があと 2 年で終了するので、ここ数年、その研究結果をきちんとまとめることが
必要である。
　また、学芸員の養成の在り方が変わろうとしているのでそれへの対応を考えなければならない。

　大学では高校までにはなかったさまざまの分野の研究／教育がおこなわれます。また学芸員をはじめとして
各種の資格／免許が大学の学修によって得られます。新しい分野に好奇心を持って、チャレンジしていって欲
しい。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 高橋　真央　（TAKAHASHI Mao）
 所属： 開発途上国女子教育協力センター
 学位： 学士（文学）、修士（人間科学）、博士（人間科学）
 職名： 講師
 専門分野： 国際教育協力（女子教育）、国際協力におけるボランティア
  市民社会における国際協力
 E-mail： takahashi.mao@ocha.ac.jp

国際協力／女子教育／ボランティア／市民社会
international collaboration ／ girl''s education ／ volunteer ／ civil society

・＜国際会議発表＞
"Girls' Education in Japan and Activities to Assist Girls'' Education to the Developing Countries"
(Regional Expert''s Meeting to Support Gender in Education Network in Asia: UNESCO Bangkok, Thailand, 
6 July 2007)

・＜国際会議発表＞
"Girs' Education: From the Experience of Girls'' Education in Japan" (GENIA Technical Workshop on 
Strengthening Research-Policy linkages to Support Policy-making for Gender Equality in Education: at 
Ochanomizu University, Tokyo, Japan, 7 December 2007)

・＜学会発表＞
「市民参加における国際協力について」
（第 9 回国際ボランティア学会　於：JICA 沖縄）　
2008 年 2 月 24 日

　開発途上国における女子教育の必要性および支援
の状況について研究を進めています。どのような国
においても女性が一人の人間として自分の意志で選
択し、生きていける世界となるために何が必要なの
かという視点から研究を行っています。
　また、2007 年度からはユネスコバンコク事務
所と連携しながらアジア地域における Gender in 
Education に関する問題について取組み、日本の教育
協力関係の研究者の方々とのネットワーク構築にも
努めています。
　さらに、「国際協力ボランティア」にも関心を持っ
ています。現在、世界中で様々な NGO が立ち上がり、
たくさんのボランティアが途上国に出かけたり、日
本国内でも、多くの NGO が積極的に活動に取り組ん
でいます。そのボランティアを対象として国際協力
活動や市イン社会の動きに注目し、研究を進めてい
ます。

　I am studying the conditions of women and girls 
in developing countries. I am promoting research 
activities aimed at improving the education and 
status of women in developing nations for the 
purpose of creating a world where every woman 
is free to make her own decisions. Women’ s 
empowerment is affected by many different issues 
in developing nations, including health, education, 
population, economics and labor prblems. I am 
trying to research about these problems and 
promoting support activities from the perspective of 
education.
　In addition, I am also intersted in NGO activities 
and the volunteers who deal with international 
collaboration activities. Now the volunteers are 
so active thath they can go to the developing 
countries and support the people, or that they can 
make efforts to assist the international volunteers. 
I focus on the people’ s activities in the field of 
international collaboration and try to reseach the 
system of civil society in its field.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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ボランティア
国際教育協力
開発途上国における女子教育の問題

　女性の視点から「世界を見る」そして「世界を知ること」－この大学にはそのための様々なチャンスがあり
ます。その機会を得ながら、いつかは世界の平和や貧困にどのような形でもよいから関われる女性を育成しよ
うという夢と期待がここにはあります。みなさんも共に、それぞれの視点から世界の様々な女性について、そ
の状況について考えてみませんか。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 高濱　裕子　（TAKAHAMA Yuko）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 博士（人文科学）（2000 お茶の水女子大学）
 職名： 教授
 専門分野： 発達心理学・保育学
 E-mail： takahama@kodomo.ocha.ac.jp

親行動発達支援／幼児の反抗・自己主張／環境移行／社会化と文化化／縦断研究

・学会発表
高濱裕子　2008　

「3 歳から就学期までの環境移行と社会化プロセス：研究の構想」
日本発達心理学会第 19 回大会　大阪国際会議場

・学会発表
坂上裕子・高濱裕子・高辻千恵・野澤祥子　2008　

「子どもの反抗への母親の適応過程：縦断データによる検討」
日本発達心理学会第 19 回大会　大阪国際会議場

「葛藤処理方略の文化差の発生過程についての比較文化的研究」
　第一次反抗期以降、家庭での社会化や就学前施設（保育所・幼稚園）および小学校での文化化の結果として
すると予想される処理方略の文化差を検討する。発達過程に焦点化した比較文化的研究は、おそらく本研究が
世界で初めてのものである。この研究結果にもとづき、旧来の社会化プログラムや教育プログラムを再検討す
ることが可能になると考えられる。

「3 歳から就学期までの環境移行における社会化・文化化についての追跡的研究」
　われわれは、すでに 4 年間にわたって「歩行開始期の子どもをもつ親に対する養育支援」を検討してきた。
この研究結果にもとづき、3 歳以降の対人調整力を追跡的に検討し、わが国の乳幼児の自律性の変化や家庭に
おける社会化の実情を把握することが目的である。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　大学院前期専攻では、「保育者養成論演習」および「幼児教育課程論特論」「幼児教育課程論演習」を担当した。
　「保育者養成論演習」では保育者（幼稚園教諭や保育所保育士）の養成や、その専門性や専門性を支えるさ
まざまな資源について、内外の文献講読を通して検討した。また受講生が関心をもつテーマを研究の俎上にの
せるために、いくつかの論文を取りあげて、方法論的にも検討した。
　「幼児教育課程論（特論・演習）」では、幼児教育の特徴である環境を通した教育についての考え方、カリキュ
ラムについての考え方などに関して、文献の講読や受講生の実践をもとに検討した。また幼稚園の 3 歳児を 3
年間にわたって追跡したビデオを教材に、幼稚園の教師の役割について、幼児の発達との関係から検討した。
最終的には、受講生の研究テーマに即して指導案を立案し、パワーポイントを用いて発表した。また発表をも
とに全員で討論した。後期は Bruner の『教育と文化』をテキストとして、教育と文化の関係について洞察を
深めた。

　歩行開始期の親子システムについてのわれわれの研究結果（平成 16 年度～平成 17 年度科研Ｃ）が、新た
な国際比較研究へと結びついた。日本、中国、韓国そしてアメリカの幼児から小学生までを対象とした「対人
葛藤処理方略の文化差の発生過程についての比較文化的研究がスタートした。日本と韓国の横断データは、今
年度中に収集を完了し、分析を始めている。

　親や保育者などの成人発達のメカニズムには、まだよくわからないことがあります。家庭や幼稚園・保育所
などのフィールドに関与しつつ、それらを丁寧に追跡して解明したいと思っています。また、現職の保育者（幼
稚園教諭・保育所保育士）が抱えるさまざまな課題を、発達心理学的な視点から検討したいと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 篁　倫子　（TAKAMURA Tomoko）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 1980 年 8 月　ＭＡ文学修士（米国インディアナ州立ボール大学大学院）
  1994 年 3 月　医学博士（東京女子医科大学）
 職名： 教授
 専門分野： 臨床心理学、発達障害臨床、特別支援教育
 E-mail： takamura.tomoko@ocha.ac.jp

発達障害／極低出生体重児／小児がんとターミナルケア／国際比較
Developmental Disorders ／ Very Low Birthweight Infants ／
Child Cancer and Terminal Care ／ International  Comparison

・篁倫子（編著）学校で活かせるアセスメント、明治図書、東京、2007
・篁倫子（分担）発達障害と特別支援教育、学校臨床のヒント（村山正治編）、pp.206-208、金剛出版、東京、

2007
・Yumi Kono, Jun Mishina, Tomoko Takamura et.al,

Impact of being small-for-gestational age on survival and long-term outcome of extremely premature 
infants born at 23-27 weeks'' gestation, J. Perinatal Med. 35:447-454, 2007

・篁倫子、『シーラという子』にみる被虐待児と教育者、幼児の教育、106（8）：20-23、2007

極低出生体重児の長期予後

小児がんの子どもの心理教育的支援：
2006 年より、小児がんの子どものターミナルケア・
教育についての国際比較研究

発達障害の子どものアセスメント：
子どもたちが抱える困難を学習や行動上のつまず
きからいかに気づいていくか、支援につながる心
理教育的アセスメントの手法を教員が身につけて
いくか。子どもに関わる人々の目を養う方法を提
案していく

 Long-term Outcome of Very Low Birthweight 
Infants
　International Comparative Study on Terminal 
Care and Education for Children with Cancer　
Pyshoeducatinoal Assessment for Children with 
Developmental Disorders applied in School

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

＜学部教育＞
1）発達臨床診断法：乳幼児期の発達と心理学的アセスメントの考え方・手法を視聴覚教材や実際の検査法を

使い概説する。
2）障害臨床学：「障害とは」を現代の障害概念を説き、同時に、自分自身にひきつけて考えていくよう導く。

障害と教育、発達障害等について概説
3）学校心理研究演習：病気や障害の子どもおよび家族の理解と心理教育的支援について、議論しながら検討

する。
4）心理臨床実習：心理臨床の基礎的知識と技法の習得に向けた実習
5）卒業論文指導
＜大学院＞
1）障害臨床学特論：知的障害、広汎性発達障害、LD、ADHD 等の発達障害についてその概念を正しく理解し、

心理、教育、医学の領域における研究テーマおよび臨床の実際を学ぶ。
2）臨床心理査定演習：知能・認知機能検査の理論の理解、実施技法の習得、解釈技法の習得、臨床的活用の

習得を目指す。
3）人間発達科学論：教育学、心理学、発達科学とその臨床についての研究テーマ、研究方法論を学び、学際

的研究の基礎を学ぶ。
4）臨床心理実習：心理実習とその事例検討を通して、臨床心理技法を習得する。
5）心理面接法演習

　2007年度はGCOE研究推進の中で、1）発達障害の教育・医療および養育についての国際比較研究を開始する。
オーストラリアのシドニー小児病院教育研究センター長との共同調査を進める予定

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 滝澤　公子　（TAKIZAWA Kimiko）
 所属： 教育事業部（特設遺伝カウンセリングコース）
 学位： 歯学博士 (1982)
 職名： 講師
 専門分野： 細胞生物学
 E-mail： takizawa.kimiko@ocha.ac.jp

人類遺伝学／サイエンスコミュニケーション／初等中等教育／遺伝カウンセリング
Human genetics ／ Science communication ／
Elementary and secondary education in science ／ Genetic counseling

・共著：バイオサイエンス　応用編 9 章「遺伝子診断･治療と DNA 鑑定」、バイオサイエンス研究会編、、オー
ム社、p295-304、2007

・共著：出生前診断に対する看護及び歯科衛生士専門学校生の意識調査、日本保健科学学会誌、10（3）
150-159、2007

・共著：アウトリーチにおけるサイエンスコミュニケーション、科学教育研究、31（4）、2007
・ 単 著 ( ダ リ 語 版 ）：Foods and Nutrition, Ochanomizu University International Exchange and Research 

Secretariat,　2007

・初等中等教育における遺伝学理解のための教材研
究：
遺伝リテラシーの向上や、遺伝に関する事柄の理
解を考えるサイエンスコミュニケーションの立場
から、中学校における DNA 学習を研究。生命科学
の先端的内容の理解導入のために、簡便な操作に
よる DNA 抽出実験、大腸菌の形質転換実験等の開
発を実施。中学校の理科教員の指導を助け、生徒
のよりよい理解を図るための、モデル授業開発を
行っている。さらに先端的生命科学に現れた倫理
的問題を理解し、判断する力を養うために、ES 細胞・
iPS 細胞の理解とクローニングを考えるモデル授業
についても開発を行っている。

・出生前診断に対する看護及び歯科衛生士専門学校
生の意識調査：
看護専門学校生と歯科衛生士専門学校生を対象と
して、出生前診断についてどの程度の知識と関心
を持っているか、自分自身の問題として、出生前
診断について詳しい内容説明を必要としているか
などについて調査研究を行っている。看護学校生
は出生前診断に対しい関心も高く、歯科衛生士学
校生とは知識量に大きな隔たりがあるが、どちら
も出生前診断に対する解説に高い需要を示してお
り、知識の理解が判断に繋がらないこの問題の難
しさが現れている。生殖医療や出生前診断は、倫
理的に難しい判断を必要とし、その実施前後に、
正確で心理的サポートに充分配慮した解説とカウ
ンセリングが必須である。

・Deve lopment  o f  t each ing  ma te r i a l s  f o r 
understanding of genetics on elementary and 
secondary education

・Investigation of attitude to prenatal diagnosis of 
students at nursing school and dental hygienist 
school

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　大学院人間文化創成科学研究科において基礎人類
遺伝学特論、遺伝学実習（基礎）、遺伝学実習（応用）
を担当。

Introduction of Human Genetics,
Cytogenetics,
Genetics Laboratory,
Advanced Genetics Laboratory

・初等中等教育において、遺伝を理解することにつながる教材研究を継続し、ゲノム医学や遺伝子研究に関心
と理解を持つ生徒・学生の育成をはかる。

・一般社会の遺伝子研究・治療の許容と関心について、調査研究をすすめ、東アジアにおける遺伝カウンセリ
ング構築のために、欧米との比較などのデータ解析を継続する。

　遺伝子研究やゲノム医学の発達に伴って、ヒトの遺伝情報の取り扱いにとくに配慮が必要となっています。
高度な専門知識をわかりやすく解説し、心理社会的支援を行う必要性からも、遺伝カウンセリングの重要性が
大きくクローズアップされています。日本にまだ新しいこの分野を切り拓こうとする人たちに期待しています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 瀧田　修一　（TAKITA Shuichi）
 所属： 教育事業部 ( グローバル COE)
 学位： 博士（経済学）／ Doctor of Economics
 職名： リサーチフェロー
 専門分野： 国際開発政策（教育開発、社会開発）
  International Development Studies(Education Development、 Social Development)
 E-mail： takita.shuichi@ocha.ac.jp

教育開発／社会開発／国際協力
Education Development ／ Social Development ／ International Cooperation

　開発途上国における教育開発 　Education Development in Developing Countries

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　開発途上国における教育開発と貧困削減に関する実証研究、特に東南アジア、メコン地域。また、それに関
する国際協力に向けての研究。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 竹尾　富貴子　（TAKEO　Fukiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士／ Doctor of Science
 職名： 教授
 専門分野： 応用数学、関数解析学
 E-mail： takeo.fukiko@ocha.ac.jp

力学系／フラクタル／カオス／セルオートマトン／作用素半群
Dynamical system ／ Fractal ／ Chaos ／ Cellular automata ／ Operator semi-group

・“Fractal Tilings and developments of doubly-covered squares”,  Nat. Sci. Rep. Ochanomizu Univ., 59　(2008), 
to appear. (with Nobue Negishi and Nao Kamio)

　力学系におけるカオスのメカニズムを、関数空間
上の作用素からなる半群に対して、偏微分方程式の
性質や、カオスや混合性、エルゴード性を引き起こ
す条件などを検討しながら研究している。また、フ
ラクタル図形は、自然界のいろんなところに現れる
と同時に数学的にも興味ある問題である。実数に於
ける p- 進数を、平面に拡張して考え、pの代わりに
行列を対応させると、実数に於ける [0,1] 区間が平面
においてはフラクタル図形を境界としたコンパクト
図形が現れることがある。さらに、この図形をタイ
ル張りの問題と対応させて、行列の性質から種々の
結果が得られる。さらに、多面体の展開図とフラク
タル図形、タイル張りの問題を考えると、これらの
相互関係からも種々の問題がでてくる。コンピュー
タを使って図形を描きながら、証明を加えて、興味
ある結果を得ている。

　We investigate mechanisms of chaos in dynamical 
systems by examining the property of semi-groups 
of operators in functional spaces and the property 
of partial differential equations. Fractal is not only 
often observed in nature but also is interesting 
in mathematics. If p-adic number in real lines is 
extended to planes, matrix is used instead of p. The 
unit interval in real lines often corresponds to a 
compact set with fractal boundary. This compact set 
has sometimes relation with tiling problems and also 
the development of polygon. By using the computer 
graphics and using the property of matrix, some 
interesting results are obtained.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部生に対しては、「微分積分学」、「位相空間論」「情
報解析学」の講義をしている。
微分積分学では、高校で学んできたことの発展とし
て、基本的な微分、積分、級数について例を多く挙
げながら、ときにはコンピュータの作図を使って講
義した。
　位相空間論では、位相の基本的な概念を数学的な
証明は少なくして、例を多く用いることにより、イ
メージをできるだけ把握し、応用に使えるように講
義した。
　情報解析学では、フラクタルやカオスについて、
いろいろなコンピュータによる作図をプロジェク
ターで見せて実演しながら、基本的な概念を講義し
た。
　大学院生に対しては、「応用解析学特論」の講義を
した。1次元や 2次元セルオートマトンの時空間パ
ターンの規則による分類、オートマトンによる時間
の変化を作用素として眺め、セルオートマトン上の
力学系に関するカオスになる条件などの最近の話題
について講義をした。

　For undergraduate students, the lectures “Real 
analysis” , “topology” and “information analysis” 
are given. As for real analysis, I teach differential, 
integral, numerical series and differential equations 
as an extension of learning in senior high school 
days. Sometimes I showed the picture drawn by 
computer graphics and let students understand 
easily.
　As for topology, I teach fundamental properties 
of topology by showing many examples instead of 
proving in detail. I try to show image of the meaning 
in theorem and let students to apply the theorems.
As for information analysis ,  I  explained the 
fundamental property of fractal and chaos by 
showing the pictures drawn by computer graphics.
　For graduate students, the lecture “topics in 
applied analysis” is given. In this lecture, I explained 
and proved the recent cellular automata theory 
concerning dynamical systems on cellular automata.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 武部　尚志　（TAKEBE　Takashi）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士 ( 数理科学 ) ／ Ph.D.
 職名： 准教授
 専門分野： 数理物理学 ( 可積分系）
 URL： http://www.math.ocha.ac.jp/~takebe/
 E-mail： takebe@math.ocha.ac.jp

数理物理／可積分系／無分散系／ SLE ／共形場理論
mathematical physics ／ integrable systems ／ disperionless hierarchies ／ SLE ／ conformal field theory

・Kanehisa Takasaki and Takashi Takebe
Universal Whitham hierarchy, dispersionless Hirota equations and multi-component KP hierarchy, Physica 
D235, no. 1-2 (2007), 109-125

　Stochastic Loewner 方程式 (SLE) についての文献
調査を行った。ゲージ対称性を持つ場合について
Wiegmann 氏と議論を行いつつある。SU(2) の場合の
彼らの結果を他の Lie 環に拡張しようとしている。

　I learned and studied stochastic Loewner 
evolution with gauge symmetries, discussing with 
Wiegmann.We are trying to extend their results on 
SU(2) symmetry.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

基礎微分積分学（全学講義、一年生）
初等解析学Ⅱ（全学講義、二年生）
線形代数学Ⅰおよびその演習（数学科、一年生）
可積分系特論（大学院講義）

basic calculus
 (for first year students of all faculties)
elementary calculus Ⅱ
 (for second year students of all faculties)

liner algebra Ⅰ and its problem session 
(for first year students of math department)
integrable systems (for graduate course)

　一般の Lie 環のゲージ対称性を持つ SLE を構成する。Wiegmann 氏と共同研究中。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 竹村　和子　（TAKEMURA　Kazuko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 人文科学博士（2003 お茶の水女子大学）
  文学修士 （1980 お茶の水女子大学 )
 職名： 教授
 専門分野： 英語圏文学、批評理論、フェミニズム、ジェンダー研究
 E-mail： takemura.kazuko@ocha.ac.jp

表象／批評理論／暴力／ジェンダー／英語圏
representation ／ critical theory ／ violence ／ gender ／ English

・『欲望・暴力のレジーム――揺れる表象／格闘する理論』（編著）
作品社、2008 年、262 頁

・"Human/Unhuman: Death and Life in Biopolitics." 
_F-GENS Journal_ 10 (2008): 52-57.

・「デリダの贈与――脱構築／ポリティックス／ポスト性的差異」
『環』13 号（デリダ特集号）2007 年 12 月、342-53 頁

・「スクリーンからの手紙はどこに届くのか――日韓米の戦争映画とジェンダー言説」
『文化表象の政治学――日韓女性史の再解釈』2007 年 8 月、124 ～ 34 頁
韓国語訳 ､ 同 304 ～ 16 頁

・"Politics, Translation, and Vulnerability"  Invited Speech
Session 3 "The Critic and the Worldliness of Comparativism"
ICLS 2008 Annual Conference, "Comparing, Editing Translating."   (at Columbia Univ. New York, USA, on 
March 27, 2008 )

　「暴力」の形態の変容について、性規範と表象の面
から、理論的・実証的に分析・考察した。具体的に
は、①暴力と生政治の関係；②デリダの文脈でのポ
スト性的差異の考察；③近年の映画表象に見る性規
範と証言の(不 )可能性；④文学および精神分析とジェ
ンダーの関係；⑤ジェンダー平等の理念的考察；⑥
コロンビア大学での比較性と政治の関係の招聘発表；
⑦スピヴァク・コロキュウムでの応答発表；⑧日本
英文学会での単性生殖的表象の発表；⑨日本音楽学
会でのオペラとジェンダーの応答などである。

　Reexamination of the intimate/public spheres in 
terms of feminist theory and of representations of 
violence.　The following are the topics I dealt with 
during the 2006 academic year.
1. Relationship between violence and biopolitics.
2. Post-sexual difference in Derridian terms.
3 .  Sexual  norms and the ( im)possibi l i ty  of 

testimonies in recent war films in Japan, Korea, 
and the US.

4. Relations of literature and psychoanalysis to 
gender issues.

5. Theoretical approach to gender equality.
6 .  I nv i t e d  s p e e ch  on  t h e  wo r l d l i n e s s  o f 

comparativism at Columbia Univerity.
7. Response at the Spivak Colloquium.
8. Presentation on monogenic representations at the 

2007 ELSJ conference。
9. Response at the “Opera and Gender” symposium 

at the 2007 MSJ conference, etc.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 17 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

「英文学特殊講義 2」
20 世紀の米国文化・米文学を、暴力とセクシュア
リティの面から考察。

「特別演習 ( 英米文学研究方法論 1)」
「英文学特殊講義（批評理論）」

文学分析の方法論を身につけるために、いくつか
の批評理論を取り上げ作品の分析への応用を習得。

「特別演習（作品分析）」
Toni Morrison の _Sula_ を精読して、人種とセク
シュアリティの結節点の表象を分析。

「英米文学演習 ( 初級 )」
Henry James の” The Beast in the Jungle” を精読。
ホモセクシャル・パニックに言及。

「卒論指導」：卒論の指導。
コア英語を担当。

[ 大学院 ]
「米文学特論（批評研究）」

アカデミズムにおける「難解な」著作の意味を考察。
_Just Being Difficult?_ 等を検討。

「米文学演習（作家研究）」
Spivak と Butler の対談を検討し、受講生の論文執
筆の方向性を検討。

　Teaching undergraduates American literature, 
crit ical theory, and feminist studies and, to 
graduates, significances of the “difficulty” of current 
theoretical writings.
1. Lecture on English Literature: Reexamination 

of 20th-century American culture in terms of 
violence and sexuality.

2. Seminar 1 & Lecture (Literary Theory): Training 
critical thinking to be required for writing 
dissertations. Lectures, presentations by students, 
and discussion.

3. Seminar: Reading Toni Morrison’ s _Sula_, 
focusing on race issues and sexuality described 
there.

4. Seminar: Reading Henry James’ s “The Beast in 
the Jungle” , focusing on homosexual panic.

5. Supervision for dissertations.
6. English Classes for language training.
7. [to Graduates] Advanced Seminar and Lecture: 

Examination of the “difficulty” of current academic 
writings, including those by Spivak and Butler, 
and roundtable discussion on researches by the 
students.

　以下の二つのテーマを追求する。
1. 近年顕著に見られる暴力について、これを近代的自己形成の変容（ポスト近代的自己の出現）と捉え、暴力

の再布置の理論化を推し進めて、領域横断的なポスト人文学の可能性をさぐる。
2. グローバル化する英語圏文学（ハリウッド映像やニュース報道も含む）の位置づけ、および近代日本文学と

の交差の再定位。

　いつも人は、「前例のない時代」を生きています。今まで「当たり前」だった事柄が、当たり前ではなくな
るのです。けれども現代は、とくに世界全体が大きく様変わりしようとしているときです。国境を超えて人や
モノやマネーや情報が動き、人の身体のパーツも徐々に変換可能・変更可能になっていき、わたしたちが得る
情報も電子テクノロジーを介して一挙に拡大・変質していますね。このような、歴史の転換期にこそ、人が本
当に自由に、平等に、幸福に生きていけるような知恵を養うことが必要です。
　世界では教育を受けられない人たちが、残念ながらたくさんいます。高等教育はなおさらです。ぜひみなさ
んが、〈深い思考〉と〈十全なアカデミックな訓練〉と〈広く公正な視野〉を、大学時代に身につけることを
心から望んでいます。社会に世界に発信する女性になってもらいたい、と思って教育に携わっています。
　大学院を志す人は、『研究する意味』（東京図書）に文章を書きましたので、それを参考にしてください。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 舘　かおる　（TACHI　Kaoru）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 文学修士　／　Master of Literature
 職名： 教授
 専門分野： 女性学・ジェンダー研究
 URL： http://www.igs.ocha.ac.jp/
 E-mail： tachi.kaoru@ocha.ac.jp

ジェンダー／規範と制度／東アジア／ウェブ世界／教育
Gender ／ Norm and System ／ East　Asia ／ World Wide Web ／ Education

・舘かおる編著『ジェンダー研究のフロンティア第 4 巻　テクノ / バイオ・ポリティクス－
科学・医療・技術のいま』作品社、2008 年 3 月　　総頁 294 頁

・舘かおる・中村真由美「国内の女性学・ジェンダー研究ネットワーク形成にむけて－調査報告概要」
『F-GENS ジャーナル』11 号　2008 年 3 月　178 － 185 頁

・舘かおる「女性学・ジェンダー研究と教育の制度化」目黒依子編
『ジェンダー学と出会う』勁草書房　2007 年 6 月　105 － 142 頁

・舘かおる「近代天皇制国家と性別二分化―女性の役割表象と対抗形態」棚沢直子・中嶋公子編
『フランスからみた日本ジェンダー史―権力と女性表象の日仏比較』新曜社　2007 年 5 月　135-166 頁

1.21 世紀 COE プログラムのプロジェクト C リーダーとして、研究成果を『テクノ／バイオ・ポリティクスー
科学・医療・技術のいま』にまとめた。コロニアル・サイエンス、科学言説、テクノサイエンス、ウェブ世界、
科学技術研究におけるジェンダー平等政策、生殖技術、遺伝子検査、医療機器開発、再生医療研究などをテー
マとする論考は、「科学・医療・技術」領域のジェンダー研究という新領野の開拓を示すものである。

2.21 世紀 COE プログラム統括研究のサブリーダーとして、国内の大学で女性学・ジェンダー研究の授業を担
当する教員にアンケート調査を行った。調査結果からは、国内の高等教育機関におけるジェンダー研究の「教
育ネットワーク」の形成が強く望まれていることが明らかになった。また、関連する研究として日本の「女
性学・ジェンダー研究と教育の制度化」の歴史的展開過程に関する論考をまとめた。

3.「東アジアの植民地的近代とジェンダー」の研究テーマは、「モダンガール」を分析ツールとした科学研究
費プロジェクトから発展させ取り組んでいる。フランスとの国際比較研究では、日本近代天皇制国家におけ
るジェンダーの構築を論じた。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1．＜ジェンダー研究センター＞の事業として、次にあげるセミナーを主催した。
菅野琴（元駐ネパールユネスコ代表）「教育におけるジェンダー平等－ネパール EFA 第 5 目標達成の経験か
ら－」、Li-Ling Tsai（國立高雄師範大學准教授・性別教育研究所所長）「Gendered Participation in Physics 
in Taiwan」及び Ling-fang Cheng( 高雄医科大学准教授・ジェンダー研究センター所長）「In a Men's World: 
Women in the Medical Profession in Taiwan:1950-1995」、多和田葉子（作家）「多和田葉子とエクソフォ
ニーをめぐる旅」、Ester B. Ogena（フィリピン科学技術省科学教育研究所長）「フィリピンの科学技術分野
における女性」。
なお、ジェンダー研究センターが女性自然科学者のパイオニアの資料整理と科学史研究への礎を培ってきた
蓄積を生かし、国立科学博物館主催「なでしこたちの挑戦―日本の女性科学者技術者」展（2008 年 3 月―
5 月開催）の企画、カタログの執筆・監修において、学術協力した。

2．＜授業、論文研究指導＞は、（学部）コアクラスター・ジェンダー「知の生成論」、( 大学院前期課程 )「ジェ
ンダー基礎論」「同演習」「開発・ジェンダー論特論」、（博士後期課程）「ジェンダー史論Ⅰ」「同演習Ⅱ」を
担当した。主指導院生の修士論文には「ヘテロノーマティヴな『身体』の攪乱」、「化学物質のリスク管理と『リ
プロダクティブ・ヘルス / ライツ』」、「『軍産複合』にみる『男性性』の位相―日本における自衛隊と民間企
業の関係を事例として」など、魅力的なジェンダー研究に取り組むものも多い。博士論文の審査では「外見
の問題経験をめぐる社会学的考察―顔にあざのある女性のライフストーリーから」と「日本近現代文学にお
ける〈老女〉表象―ジェンダー／エイジング批評の視座から」の副査を務めた。

　第 1 に、大きな視野に立てば、21 世紀 COE で開拓した「科学・医療・技術」領域のジェンダー研究という
新領野をさらに拓くことを展望している。個人的には、当面、ウェブ世界の「ジェンダー」の様相を解明する
研究方法論の開拓に務め、ウェブ世界の現出が、人間の「知」の生成過程を変容させる、新たな要因を把握す
ることに挑む予定である。
　第 2 に、東アジアの女性学・ジェンダー研究ネットワークの形成を図り、研究と教育の双方において、ジェ
ンダー研究を推進することを計画している。それは、アジアの文脈におけるジェンダー研究の課題をより明確
にし、共同研究の具体化をもたらすものとなる。
　第 3 に、当面の研究課題の一つは、上記の 2 つの視点をリンクさせつつ、「満洲」というフィールドにおいて、
コロニアル・モダニティやコロニアル・サイエンスのジェンダー分析を試みる予定である。

　ジェンダー研究は、女性学の成立から数えても、まだ 40 年の歴史にも満たない新しい学問研究です。しかし、
ジェンダー研究は、これからの世界が、20 世紀システムでは立ち行かなくなったからことから生まれてきま
した。お茶の水女子大学には、日本の大学で初めて設立された、ジェンダー研究センターという場もあります。
21 世紀の世界で生きるあなたたちが、ジェンダー研究を学び、まだ誰も知らない新しい世界を拓いて行くこ
とを期待しています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 棚谷　綾　（TANATANI Aya）
 所属： 人間文化創成科学研究科先端融合系
 学位： 博士（薬学）
 職名： 准教授
 専門分野： 超分子化学、創薬化学、構造有機化学
 URL： http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/tanataniHP/index.html
 E-mail： tanatani.aya@ocha.ac.jp

機能性分子／芳香族アミド／核内受容体
Functional Molecules ／ Aromatic Amides ／ Nuclear Receptor

・Okamoto, I.; Yamasaki, R.; Sawamura, M.; Kato, T.; Nagayama, N.; Takeya, T.; Tamura, O.; Masu, H.; Azumaya, I.; 
Yamaguchi, K.; Kagechika, H.; Tanatani, A.  Redox-Induced Conformational Alteration of N, N-Diaryamides.  
Org. Lett. 2007, 9, 5545-5547.

・棚谷　綾、影近弘之「有機化合物でつくる機能性らせん分子」化学と教育 2007 (55), 406-409.
・棚谷　綾「核内受容体の構造制御と機能」化学工業社 2007 (5), 360-365.
・棚谷　綾「核内受容体活性制御仮説に基づく特異的リガンドの創製研究」（薬学会奨励賞記念）薬学雑誌 

2007 (2), 341-351.

1）機能性芳香族分子の創製研究：本研究では、N- メ
チル化芳香族アミドのシス型優先性という立体特
性を基盤として、ユニークな構造および立体挙動
を有する分子を創製することを目的としている。
本年度は、らせん構造を有する芳香族層状ウレア
の分子不斉に関して興味深い知見を得た。また、
環状構造を有するアミドの分子認識能について新
しい知見を得た。

2）核内受容体リガンド研究：核内受容体の活性化機
構に基づき、アンドロゲンおよびプロゲステロン
の核内受容体に対する新規アンタゴニストを開発
し、その生物活性を明らかとした。

　Based on our finding about conformational 
property of aromatic amides, we develop functional 
molecules with unique three-dimensional structure 
or dynamic behaviors. Further, we develop novel 
nuclear receptor ligands and elucidate their 
biological functions.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部
「有機化学実験」
「一般化学実験」

大学院
「超分子化学特論」

　分子の三次元構造とその動的挙動の制御は、その分子の物性や機能を発揮する上で重要な要素の 1 つであり、
機能性分子の設計には立体構造や動的な立体挙動を制御した分子構築が必須である。本研究者は芳香族アミド
のユニークな立体特性を見いだしており、その立体特性を基盤として、芳香族多層構造やらせん構造などの芳
香族フォルダマー類の構築とその動的制御を行うことにより、機能性芳香族分子を開発する。また、核内受容
体研究については、新規リガンドの探索を継続し、医薬リード化合物の開発を目指す。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 棚橋　訓　（TANAHASHI Satoshi）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 博士（社会人類学）（2002 年 2 月、東京都立大学）
  Ph.D. in Social Anthropology、 Tokyo Metropolitan University、 2002.
 職名： 教授
 専門分野： 文化人類学、社会人類学、歴史人類学、
  オセアニア地域研究、ジェンダー・セクシュアリティ研究
  Socio-Cultural Anthropology、 Historical Anthropology、
  Oceanic Ethnography、 Gender and Sexuality Studies
 E-mail： tanahashi.satoshi@ocha.ac.jp

文化人類学／歴史人類学／オセアニア地域研究／ジェンダー・セクシュアリティ研究／文化景観
Cultural Anthropology ／ Historical Anthropology ／ Oceanic Ethnography ／
Gender and Sexuality Studies ／ Cultural Landscape

・『人類の歴史・地球の現在―文化人類学へのいざない』（本多俊和・三尾裕子との共編著）, 東京：放送大学
教育振興会（日本放送出版協会）,227p.,2007 年 4 月 .

・「歴史考古学と文化人類学」, 鈴木公雄ゼミナール（編）『近世・近現代考古学入門―「新しい時代の考古学」
の方法と実践』, 東京：慶應義塾大学出版会 , pp.281-283.,2007 年 10 月 .

・「地図の力―レナード・メイソンの『ローラ・レポート』を読む」, 塩田光喜（編）『オセアニアの知と権力』,
千葉：日本貿易振興機構アジア経済研究所 , pp.169-186.,2008 年 3 月 .

・『「男性同性愛者」のセクシャリティから「男性」ジェンダーを見る―アジアにおける HIV/AIDS 問題の視点
から（F-GENS Publication Series No.33）』（新ヶ江章友との共編著）, 東京：お茶の水女子大学 21 世紀 COE
プログラム「ジェンダー研究のフロンティア」, 103p.,2008 年 3 月 .

・“Historicizing Landscape: The Trajectory of Japanese Colonial Development on Laura, Majuro Atoll, 
Marshall Islands” (Satoshi Tanahashi et al.), The 21st Pacific Science Congress Abstracts: Session 4-2 Land-
Human Interaction in Oceanic Atoll Islands, p.206

　2007 年度は科学研究費補助金の研究分担者として
（1）「オセアニア環境景観の考古学的・歴史人類学的
綜合研究とその現在的活用策の検討」(基盤 (B) 海外 )、
(2)「ローカル・センシティヴな「開発とジェンダー」
研究の構築をめざして」( 基盤 (B))、(3)「トランスナ
ショナリズムと「ストリート現象」の人類学的研究」

（基盤 (A) 海外）の 3 件、環境省地球環境研究総合推
進費 ( 地球の温暖化 ) の研究協力者として「環礁州島
からなる島嶼国の持続可能な国土の維持に関する研
究」の 1 件の資金による臨地調査研究をミクロネシ
アのマーシャル諸島、同ポーンペイ、ポリネシアの
クック諸島、同ニュージーランドにおいて実施した。
また、東京外国語大学アジアアフリカ言語文化研究
所、日本貿易振興機構アジア経済研究所、国立民族
学博物館、成城大学民俗学研究所の各機関の共同研
究員として 6 件の共同研究に携わり、10 件の学会研
究発表等を実施した ( うち、国際学会発表 5 件、英
語による招待講演 1 件 )。

　During the scholastic year 2007, I conducted field 
researches in Marshall Islands, Cook Islands and NZ 
with four grants of JSPS Grant-in-Aid for Scientific 
Research and Japanese Ministry of Environment 
Global Environment Research Fund. Research topics 
under the grants were as follows: (1) Archaeological 
and Historico-anthropological Studies on Oceanic 
Atoll Landscape Formations, (2)Construction of 
Locally-sensitive Gender and Development Studies, 
(3)Anthropological Studies on Transnationalism and 
Street-phenomena, and (4)Research on Sustainable 
Land Management in Atoll Island Countries. I was 
also appointed as the affiliated/visiting researcher 
of the following institutions: Tokyo University 
of Foreign Studies ILCAA, JETRO IDC, National 
Museum of Ethnology, and Seijo Univerisity Institute 
of Folklore Studies.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 12 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits



291

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部において「文化人類学 ( 基礎講義 )」「人間と
発達」「教育科学研究指導」「文化人類学概論」「文
化人類学演習」等の授業を、大学院において「開発
人類学」「開発人類学演習」「開発・ジェンダー論特
論」「比較文化ジェンダー論」等の授業と研究論文
指導を実施した。併せて大学院博士後期ジェンダー
学際研究専攻院生を対象に実践スキル開拓のための

「Professional Clinic」を自主講座として実施した。ま
た、放送大学客員教授、東京大学・慶應義塾大学・
成城大学・聖心女子大学・和洋女子大学の非常勤講
師として文化人類学分野の教育と研究指導を実施し
た。

　For the scolastic year of 2007, I gave the 
lectures, seminars, directed-reading courses for 
both undergraduate and graduate programs at 
Ochanomizu University. List of the courses I offered 
were as follows: Cultural Anthropology, Introduction 
to Cultural Anthropology, Seminars on Cultural 
Anthropology, Introduction to Educational Sciences, 
Develpment Anthropology, Special Studies on 
Development Anthropology, Comparative Studies in 
Gender and Culture. As a visiting professor of the 
University of the Air, I produced an introductory 
TV lecture series of cultural anthropology which 
has been on the air since April, 2007. I also gave 
undergraduate-level lecture series on different 
topics of cultural anthropology for the universities 
of Tokyo, Keio, Seijo, Sacred Heart, and Wayo.

　2007 年度から、サンゴ礁学、自然地理学、地形学、考古学、形質人類学、海洋生態学、海洋工学、リモー
トセンシングの各分野の研究者との共同によるオセアニア環礁の地球温暖化適応策の総合的研究を開始した。
今後は、文化人類学の立場から、オセアニア島嶼諸国の地球温暖化対策と国土保全の分野での実戦的な適応策
をめぐる政策提言を視野に入れた、地球貢献型の研究を一層推進していく計画である。また、ジェンダー・セ
クシュアリティ研究においては、公衆衛生学、疫学、社会学の各専門分野の研究者たちと HIV/AIDS の予防医
学的な総合研究の始動を企画しており、文化人類学の新たな実戦的貢献の可能性を切り拓きたいと考えている。

　私は文化人類学の視点と方法から現代世界の様々な問題群を実証的に分析・理解して、その成果を現代社会
に還元することを目指して研究を続けています。フィールドワーク（現地での実態調査）によって人間の多様
性をこまやかに捉えつつ、その背後にある普遍的課題に目を向けていくのが文化人類学という分野の特徴です。
文化人類学では「多様性に向き合う眼」と世界をつなぐ「外向と共生の思考」を核に、研究を進めていきます。
多くの受験生のかたがたにとって、文化人類学は、あまり耳にしたことのない未知の分野だと思いますが、お
茶大に入学の際には、是非ともこの未知の分野に積極的に分け入り、現代世界を見る新たな眼（芽）を手に入
れて頂きたいと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 田宮　兵衛　（TAMIYA Hyoe）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 理学博士 （1975  東京教育大学）
 職名： 教授
 専門分野： 自然地理学（特に気候学）
 URL： http://www.li.ocha.ac.jp/index.html
 E-mail： tamiya.hyoe@ocha.ac.jp

自然地理学／気候学／気象学／環境－人間関係論

・地理学の諸相　お茶の水地理，No.48，2008 年 3 月

・地理学的方法論
地理学を学問体系中に位置づけ得る論理的可能性
を仮定した上で、その今日的存在理由が、初等・
中等教育における教科の存在にのみ存する学問分
野が包含する可能性および限界に関して、その歴
史的な発生および展開から崩壊に至る過程の必然
性について考察した。

・Geographical Methodology
The possibility to place Geography in the system of 
sciences are assumed. Its raison d’ être in recent 
days could only be the compulsory education.
Under those conditions the capability and the 
limits of geography are discussed.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部：
基礎ゼミ；環境関係判例研究
自然と人間；地形・気候等の自然環境について、地

学的に説明した上で、人間社会との関
わりを論ずる。

環境地理学；自然地理学的情報を環境地理学として
提供。

環境地理学基礎演習；基本的な気温・風・湿度の観
測と観測データ処理。

環境地理学演習；「気象と昆虫」購読。
社会地理学演習；社会地理学文献購読。
卒論演習；満州国自然環境情報。

江東区人口急増現象。
自治体振興芸術依拠。
集合商業施設名所化。

博士前期課程：
自然環境論演習；「一般気象学第２版（小倉義光著）」

を教科書として、大気大循環関連
事項を中心に講義。

博士後期課程：
地理情報論演習Ⅰ；
地理情報論演習Ⅱ；

Education of compulsory knowledge for physical geography.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 千葉　和義　（CHIBA　Kazuyoshi）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1990　東京工業大学）／ Doctor of Science
 職名： 教授
 専門分野： 発生生物学、細胞生物学、理科教育
  Developmental biology、 cell biology、 and science education
 URL： http://bios.cc.ocha.ac.jp/lab/chiba/index.html
 E-mail： kchiba@cc.ocha.ac.jp

卵成熟／受精／細胞周期／アポトーシス／減数分裂
oocyte maturation ／ fertilization ／ cell cycle ／ apoptosis ／ meiosis

・Otsuki, J., Nagai, Y., and Chiba, K. Peroxidation of mineral oil used in droplet culture is detrimental to 
fertilization and embryo development. Fertil. Steril. 88, 741-743.(2007)

・Otsuki, J., Nagai, Y., and Chiba, K., 2007. Lipofuscin bodies in human oocytes as an indicator of oocyte 
quality. J Assist Reprod Genet. 24, 263-270.(2007)

・「バイオサイエンス」編者：室伏きみ子・甲斐広文・熊倉鴻之助・千葉和義・服田昌之　366 ページ　オー
ム社 2007 年 5 月発行

　卵と精子の形成では、減数分裂が起り、染色体数
は半減する。一方、受精に引き続く精子核と卵核の
合体によって、染色体数はもとにもどる。従って減
数分裂と受精は、生物学的な意味において、独立し
た別々の事象である。しかしほとんどの動物におい
て、受精は卵減数分裂の途中で成立する。そのタイ
ミングは種によって厳密に制御されており、減数分
裂が適切な段階まで進行しなければ受精は正常に起
らないし、受精しなければ卵減数分裂が完了しない
ことが知られている。本研究では、減数分裂と受精
がどのように干渉しあい、生命の連続性を成り立た
しているのかを明らかにすることを目標とする。具
体的にはヒトデ、ヒト、マウス等を研究対象として、
1）どのように減数分裂が休止して受精を待つのか、
2）未受精卵がアポトーシスで死んでしまうのはどの
ような機構によるのか、について研究を進めている。

　During oogenesis and spermatogenesis, meiosis 
occurs and the number of chromosomes decreases. 
Also, an increase of the number of chromosomes 
is induced by fertilization. Thus, meiosis and 
fertilization are biologically different events. 
However, in many animals, fertilization occurs 
during meiotic division of oocytes. The timing of 
fertilization is definitely restricted; fertilization does 
not occur until meiosis proceeds to an appropriate 
stage and meiosis reinitiation is induced by 
fertilization. I am interested in the fact that meiosis 
and fertilization proceed interactively, and would 
like to find molecular mechanisms of the interaction 
using starfish, human and mouse oocytes.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

- 学部 -
発生生物学：

卵と精子の形成から受精を経て、細胞分裂が始
まり、発生・分化が進行していく各過程を取り
上げて、それらの分子メカニズムについて解説
する。

内分泌学：
個体や細胞は、外部環境からどのようなシグナ
ルを受け取り、どのような機構で対応するのか
について、研究の経緯やトピックスを交えなが
ら、解説する。

発生生物学実習：
ヒトデ、カエル、ニワトリ等を用いて減数分裂
と受精、そして発生を観察する。また、減数分
裂や受精を制御している生理活性物質を単離し
て、その働きについて探究的な実験を行う。

海洋環境学ダイビング実習：
ダイビング技術、水中観察・記録技術の習得と
ダイビングライセンスの取得を行い、海洋生物
の観察を行う。科学コミュニケーションや教員
養成（理科教育論）に関しても担当している。

- 大学院修士過程 -
発生生物学特論：

発生を制御している分子機構を、英文教科書を
用いて理解する。

発生生物学演習：
発生生物学特論で取り上げたトピックスについ
て、最新の研究状況を理解するために、当該分
野の国際誌から原著論文を選び、その内容につ
いて理解する。 

科学教育企画特論：
近年、授業で用いる実験教材費等は外部予算と
して獲得してくる流れがある。予算を獲得する
ためには、実験の企画や必要性を述べる等、申
請書を作成するスキルが必要となる。このスキ
ルを獲得できるように講義する。

プレゼンテーション法研究：
博物館等において演示実験を行い、科学コミュ
ニケーションの手法について学ぶ。

Developmental Biology :
 The molecular mechanisms of fertilization, 
cleavage, cell division, and organogenesis are 
covered in this class. 

Endocrinology:
 It will be discussed how extracellular signals such 
as hormones affect whole body and cells. Also, the 
current important issues will be covered in this 
class. 

Laboratory course of developmental biology: 
Using eggs or oocytes from starfish and frog, 
meiosis reinitiation, fertilization and cell division 
are observed.

Molecular Developmental Biology: 
Graduate level lecture and literature discussion 
in this class covers the molecular mechanisms of 
development.

Other Classes: 
Scuba Diving course, Science education for science 
communicator.

　減数分裂中期休止機構と、未受精卵におけるアポトーシス機構を解明し、初期発生を分子レベルで理解した
い。

　大学で授業を受けてみれば、いままでにない新しい世界が広がっていることが感じられると思います。その
世界は、あなた自らが歩み出すことで、より深く遠くまで、見えてくるものです。また研究とは、これまで誰
も手にしたことがない、全く新しい価値の創造であり、興奮と感動に満ちた自己実現を伴います。 あなたが来
るのを楽しみにしています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 千代　豪昭　（CHIYO Hideaki）
 所属： 教育事業部 ( 特設遺伝カウンセリングコース )
 学位： 医学博士／ doctor of medicine
 職名： 教授
 URL： http://www.dc.ocha.ac.jp/lifescience/GC/profile/chiyo.html
 E-mail： chiyo.hideaki@ocha.ac.jp

人類遺伝学／臨床遺伝学／遺伝カウンセリング／生命倫理
Human Genetics ／ Medical Genetics ／ Genetic Counseling ／ Bioethics

・千代豪昭：クライエント中心型の遺伝カウンセリング。オーム社、2008 年 3 月
・千代豪昭；眼科医のための遺伝カウンセリング。臨床眼科、2007 年 4 月～ 2007 年 12 月（毎月連載）
・千代豪昭：遺伝医療への対応。眼科臨床医報　101（5）、32-37、2007

1）わが国における遺伝医療システムの構築を目標に、
そのマンパワーとなる専門医療従事者の養成シス
テムと資格認定制度の研究

2）遺伝カウンセラー養成のための教育カリキュラム
の構築（本学においては文部科学省の人材養成資
金の援助を受け、特設遺伝カウンセラーコースを
設置して教育研究を行なっている。

3）わが国の風土にあった遺伝カウンセリング学の構
築。わが国は単一民族であり、文化的にも欧米諸
国とは異り、また国民皆保険制度にもとずくわが
国独自の医療制度がある。このためにわが国の風
土にあった遺伝カウンセリングの方法論を構築す
る必要がある。

1) Promote the public recognition of Genetic 
Counseling/Counselor and get employments of 
Genetic Counselors in medical units
(Authorize the service of genetic counseling 
in Health Insurence System, Authorize the 
qualification of genetic counselor to the National 
Lisence)

2) Inprovement of the Curricurums and educational 
enviroments of students ( Cooperation between 
each graduate schools such as exchanging system 
of instructors/students,  joint lectures, etc)

3) Make up the the genetic counseling style which is 
suitable for the cultural climate of Japan

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 15 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　遺伝カウンセラーを養成するために、基礎人類遺
伝学、臨床遺伝学、ゲノム医科学など基礎となる知
識教育と、遺伝カウンセリング技術の総論と演習な
どの技術教育、さらに医療概論、生命倫理学（講義・
演習）などの態度レベルの講義を担当している。ま
た認定遺伝カウンセラー制度による資格取得に向け
ての指導や、遺伝カウンセリング学構築をめざした
博士論文指導を行なっている。

　Specialized technical knowledge of life sciences, 
genetics, medical sciences, psychology, training 
in counseling, ethics and enough experiences in 
clinical settings are all inevitably needed for genetic 
counselors.

　遺伝カウンセリング学の構築と認定遺伝カウンセラーの社会的認知をどう進めていくかが大きな課題であ
る。わが国独自の文化や医療制度が背景にあるが、海外の遺伝カウンセラー養成施設と連携しながら研究や情
報交換を行なうことも重要と考えている。

　遺伝カウンセラーの現状や本学の遺伝カウンセリングコースの教育については、ホームページに詳細に公開
されているので参照して欲しい。
 　URL：http://www.dc.ocha.ac.jp/lifescience/GC/

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 曺　基哲　（CHO　Gi-Chol）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）　／　Ph.D in physics
 職名： 准教授
 専門分野： 素粒子物理学（特に高エネルギー素粒子散乱過程における現象論）
 E-mail： cho@phys.ocha.ac.jp

素粒子物理学／標準模型／超対称性理論／電弱精密測定／コライダー物理
Particle Physics ／ Standard Model ／ Supersymmetric theory ／
Electroweak precision measurements ／ Collider physics

・Decay of Charged Higgs boson in TeV scale supersymmetric seesaw model.
Gi-Chol Cho, Satoru Kaneko, Aya Omote. Published in Phys.Lett.B652:325-330,2007.

　ニュートリノ質量の生成機構を超対称性の破れの
メカニズムに関連付け、ニュートリノ振動実験から
示唆される微小なニュートリノ質量を説明し、同時
に TeV スケールにゲージシングレットのニュートリ
ノ（およびその超対称パートナー）が現れる模型に
ついて、現象論的な研究を行った。このような模型
では、荷電ヒッグスが荷電レプトン対に壊れる崩壊
率が標準模型の予言とは大きく異なり、線形電子陽
電子コライダー等、将来実験において検証可能であ
る、ということを指摘した。

　We have studied a model of neutrino mass 
generation which is inspired by a supersymmetry 
break ing  scenar io .  We po inted  out  that  a 
phenoemenological consequence of this class of 
models can be found in decay of charged Higgs 
boson. The leptonic decay mode of charged Higgs 
boson is significantly enhanced in this model as 
compared to the other models. Testability of this 
model at future collider experiments such as LHC or 
ILC is discussed.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　H19年度は大学院博士後期課程1名、前期課程3名を研究指導。大学院修士課程対象に、「現象論的素粒子論」
を開講した。学部生対象としては、物理学科 3 年次必修「素粒子物理学」、同 1 年次必修「古典力学」、同選択
科目「力学演習」を担当した。他学部向けには、コア科目（基礎講義）「物理学入門」を担当した。

　素粒子標準模型を越える新しい素粒子理論と期待される超対称性理論に対して、既存の精密実験データとの
間の整合性を調べ、将来のコライダー実験である LHC や ILC 実験での検証可能性について研究している。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 塚田　和美　（TSUKADA　Kazumi）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士 (1983 東京都立大学 )
 職名： 教授
 専門分野： 微分幾何学
 E-mail： tsukada@math.ocha.ac.jp

リーマン部分多様体／等質空間／曲率テンソル
Riemannian submanifolds ／ homogeneous spaces ／ curvature tensors

・Fundamental theorem for totally complex submanifolds, Hokkaido Math. J.,36(2007),641--668
・Classification of symmetric submanifolds of symmetric spaces, Sugaku expositions, AMS., 20(2007), 

December,149--168,With H.Naitoh

（1）四元数射影空間の全複素部分多様体 : 四元数射影
空間の半分次元全複素部分多様体について、リー
マン計量によらず四元数構造のみに依存した部
分多様体論を構築することが目標で、Ferus らに
よる四元数正則曲面の理論の高次元化を目指し
ている。四元数微分幾何学と複素微分幾何学が
相互作用する興味深い幾何学が展開されること
が期待される。まだ研究の緒についたばかりで、
初歩的な成果しか得られていない。

（2）共形平坦等質ローレンツ多様体の構成及び分類：
リッチ作用素の形に着目し、共形平坦等質ロー
レンツ多様体の構造を調べ、そのようなものの
構成及び分類問題に取り組んでいる。リッチ作
用素の形のいくつかのタイプについては、構成
分類問題を解決することができた。

（3）双曲空間のホロ円曲面に現れる特異点の分類：
双曲空間のホロ円曲面について、光錐内の曲線
論の立場から論じた。特に、曲線の不変量（曲
率など）を用いた特異点の分類定理を示した（修
士の学生との共同研究）。

(1)Totally complex submanifolds of the quaternion 
projective space: for half-dimensional totally 
complex submanifolds of  the quaternion 
projective space , we want to make a theory 
which  depends on the quaternionic structures not 
on the Riemannian metrics and aim to generalize 
the theory of quaternionic holomorphic surfaces 
by Ferus et al to higher dimensions. We expect 
the development of the interesting geometry in 
which the quaternionic differential geometry 
and the  complex differential geometry interplay  
Now we begin our research and obtain only 
preliminary results. 

(2)The construction and the classification of the 
conformally flat homogeneous Lorentzian 
manifolds: we investigate the structure of the 
conformally flat homogeneous Lorentzian 
manifolds according to the form of the Ricci 
operators and study the construction and the 
classification of such manifolds. For some 
types of the Ricci operators, we have solved the 
construction and the classification problem. 

(3)Singularities of horocyclic surfaces in hyperbolic 
3-spaces: we study the horocyclic surfaces in 
hyperbolic 3-spaces using the theory of curves 
in the light cones . Especially we have shown 
the classification theorem of singularities by the 
invariants ( curvatures etc) of curves (joint work 
with a graduate student in the master course).

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

基礎微分積分学：
数学科、情報科学科以外の学生を対象にした 1 変数微分積分学の基礎に関する講義。

ベクトル解析：
数学科 2 年生向け。ユークリッド空間上の関数、ベクトル場、微分形式などの解析学、幾何学を論じた。

多様体構造特論：
大学院生向け。「アインシュタインの相対論」を微分幾何学の立場から論じ、あわせて（擬）リーマン多様
体の基礎的事項の解説を行った。

数学講究（数学科 4 年生）：
A.Gray, “ Modern differential geometry of curves and surfaces　with MATHEMATICA ” をテキストにセミ
ナーを行い、曲線を中心とした微分幾何学の学習の指導をした。

数学講究（数学コース修士 1 年生）：
多様体上の微分形式に関する基礎理論、及び具体例を通じた Lie 群、等質空間の基礎的事項に関する学習の
指導をした。

数学講究（数学コース修士 2 年生）：
特異点論の曲線論、曲面論への応用に関する学習の指導をし、「双曲空間のホロ円曲面に現れる特異点」を
テーマとする修士論文作成にむけた研究指導を行った。

　取り組みたいと考えている課題は、次の 2 つである。
（1）四元数ケーラー多様体の全複素部分多様体論の発展：四元数微分幾何学と複素微分幾何学が相互作用する

興味深い幾何学が展開されることが期待される。当面の課題として、Ferus らによる四元数正則曲面の理
論の高次元化を目指す。

（2）Singer による無限小等質空間の理論を基礎とした（擬）リーマン多様体の等質性と曲率テンソルとの関
わりの解明 及びその理論の等質擬リーマン多様体に関わる諸問題への応用：　当面の課題として、擬リー
マン多様体に対する無限小等質空間の理論を整備する。擬リーマン多様体の場合は　リーマン多様体の場
合に比べて状況が込み入っており、より複雑な現象が起こり、理論の構築が難しい。また、曲率テンソルは、
扱いが難しく幾何学的意味を理解するのも困難であることから、” Monster” とよばれることもある。上記
の課題を追求する中で、曲率テンソルのより深い理解に貢献できればと考えている。

　インゲンマメのつる、閉じた枠に張られる石けん膜、シャボン玉、から宇宙までいろいろな「形」を主題に
数学も挑むことができます。様々な問題に様々なアプローチ、そして応用。興味をもったら、始めて下さい。
応援します。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 土屋　賢二　（TSUCHIYA Kenji）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士（1970　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 哲学（特にギリシャ哲学と分析哲学）
 E-mail： tsuchiya.kenji@ocha.ac.jp

哲学／ギリシア哲学／ウィトゲンシュタイン
Philosophy ／ Greek Philosophy ／ Wittgenstein

・『もしもソクラテスに口説かれたら　――　愛について・自己について』岩波書店

ウィトゲンシュタインの言語哲学
アリストテレスの行為論
倫理学の諸問題

Wittgenstein’ s Philosophy of Language
Aristotle’ s Philosophy of Action
Problems of Ethics

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

概論講義：哲学とは何か
講義：現象学からクリプキまで
ゼミ：基礎ゼミ　プラトンからデカルトまで
ゼミ：Wittgenstein, Blue and Brown Books
ゼミ：倫理学の諸問題
ゼミ：懐疑論について

Introductory Lecture: What Is Philosophy?
Lecture: From Phenomenology to Kripke
Seminar: Introduction to Philosophy; From Plato to 

Descartes
Seminar：Problems of Ethics
Seminar：Wittgenstein, Blue and Brown Books
Seminar: Scepticism

　心の構造（理性、信念、意志、欲求、意図など）の研究。また、「べきである」という倫理的命令の文法的
解明により、「べきである」がどういう意味で可能かを明らかにしたい。

　哲学は厳密に考えて答えを見つける学問です。使う道具は自分の頭だけです。ところが、人間の頭は厳密に
考えるのが苦手です。歴史上、天才的な人でも間違いを犯してきました。普通の頭のわれわれが厳密に、先入
観なしに、緻密にものを考えるには、大きい努力を払わなくてはなりません。入学直後は、さまざまな偏見や
誤った信念をもっています。学部の 4 年間で、少しでも緻密に考える力をつけてもらうことを目指しています。

　◆研究計画

　◆メッセージ



304

　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 出口　哲生　（DEGUCHI　Tetsuo）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学（博士）(1992　東京大学 )
 職名： 教授
 専門分野： 数理物理学、物性基礎論、統計物理学
 E-mail： deguchi@phys.ocha.ac.jp

スピン 1/2 量子 XXXZ 鎖／ループ代数／環状高分子／数理物理／高分子物理学
the spin-1/2 quantum XXZ chain ／ loop algebra ／ ring polymers ／
mathematical physics ／ polymer physics

・Tetsuo Deguchi, Regular XXZ Bethe states at roots of unity as highest weight vectors of the sl2 loop 
algebra, J. Phys. A: Math. Theor. Vol. 40 (2007) 7473--7508

・Tetsuo Deguchi, Irreducibility criterion for a finite-dimensional highest weight representation of the sl2 
loop algebra and the dimensions of reducible representations, 
J. Stat. Mech. (2007) P05007

・Naoko Kanaeda and Tetsuo Deguchi, 
Diffusion of a ring polymer in good solution via the Brownian dynamics with no bond crossing,  J. Phys. A: 
Math. Theor. Vol. 41 (2008) 145004 (11pp)

　量子 XXZ 鎖は可解量子スピン鎖の代表的存在であ
る。その XXZ 異方性変数Δ＝ (q+1/q)/2 において、
ｑが 1 の N 乗根（あるいは 2N 乗根）の場合に XXZ
鎖の対称性が拡大し、ループ代数を対称性としても
つようになる。
全スピン角運動量のｚ成分の値が N で割り切れるセ
クターにおいて、ベーテ固有状態が最高ウェイトベ
クトルとなることを数学的に厳密に証明した。
希薄溶液中を拡散する結び目 K の環状高分子のダイ
ナミクスを調べた。その結果、線形鎖と環状鎖の拡
散定数の比は、重合度に依存性せずほぼ一定である
ことが分かった。この結果は高分子実験において重
要であろう。

　The spin-1/2 quantum XXZ chain is one of the 
most fundamental models in integrable quantum 
spin chains. Let us put Δ =(q+1/q)/2. When q 
is a primitive Nth root of unity, then the XXZ 
Hamiltonian commutes with the sl(2) loop algebra. 
We have shown that every regular Bethe vector in 
the Sz=0 (mod N) is a highest weight vector of the 
sl(2) loop algebra. 
　In a dilute solution of ring polymers, we have 
investigated the diffusion constant of a ring polymer 
of a given knot K. We have found that the ratio of 
the diffusion constant of a linear polymer to that of 
a knotted ring polymer is approximately constant 
with repsect to the number of monomers.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部の卒業研究
　2 名の学生が別々に研究課題に取り組んだ。一人は
高分子のシミュレーションに取り組むべく、基礎的
なプログラミング技法を勉強し、もう一人は力学系
を題材とする楕円関数の入門書を勉強した。

　Two senior undergradutate students studied 
independent researches, respectively. One student 
studied basic  techniques of  computat ional 
programs so that she can perform simulation 
studies of polymer physics. Another student read an 
introductory textbook on elliptic functions where 
their applications in mchanics are discussed.

（1）数理物理学分野
量子 XXZ 鎖のループ代数の対称性を応用して相関関数の計算を行う。特に 1 のべき根における量子 XXZ
鎖の相関関数の対称性を明らかにして、そのことを用いて相関関数が満たす微分方程式などを導く。

（2）高分子物理学
環状高分子におけるトポロジー的絡み合い効果の研究を手がかりにして、ゴムやゲルなどの高分子ネット
ワークにおけるトポロジーの効果を解明する。

　理論物理の研究を行うことは、決して難しいことではありません。実は研究は勉強と異なるのです。もちろん、
これまでに人類が蓄積した様々な物理学上の知識を相当量学ぶことは、これまた決して容易なことではありま
せん。大学で物理学の基礎知識をじっくり学んで深く理解することはもちろん重要ですが、一方、研究という
のは今までに知られていない事柄を見つけることが目的なので、極論すると多くの基礎知識がなくても出来る
ことなのです。もしも必要な知識を例えば指導教員に聞いて理解できるならば、研究の初期段階ではそれで済
んでしまうこともあるのです。新発見をした後で、何を自分が見つけてしまったのかを確認するのも、人生の
楽しい経験の一つになるのではないでしょうか。
　出口研究室では、数理物理と高分子物理の 2 分野で、世界最先端のテーマを数多く研究しています。特に、
外国の人と一緒に議論や研究をしてみたい人にはうってつけです。ぜひ参加して一緒に研究を楽しみましょう。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 徳井　淑子　（TOKUI　Yoshiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（学術　2003)
 職名： 教授
 専門分野： 西洋服飾史、中世と近代を中心とするフランス文化史
 URL： http://www.aesthe.ocha.ac.jp/fukshok%20histry/
 E-mail： tokui.yoshiko@ocha.ac.jp

服飾／色彩／紋章／中世フランス
fashion ／ colour ／ device ／ mediaeval France

・「解題：Philippe Perrot, Le Luxe, une richesse entre faste et confort, XVIIIe-XIXe siecle」『ドレスタディ』
vol.51　京都服飾文化研究財団　2007 年 4 月　pp.22-26

・「アンリ = ルネ・ダルマーニュの軌跡」Henry-Rene d''Allemagne, Les Accessoires du costume et du 
mobilier(1928) の復刻版解説と目次翻訳　アティーナ・プレス　2007 年 5 月　12p.

・「カロ『ロレーヌの貴族』」『文化学園図書館便り』no.145 pp.3-4 2008 年 1 月

1　色彩文化史をジェンダーの視点から考察。色彩を
女性性と結びつけるヨーロッパの心性について、
中世から現代までの服飾の色のシンボリズムを通
して分析、特に近代社会の倫理観と家族観に由来
することを考察。

2　『色彩の紋章』の書誌的調査。1528 年版のテクス
ト校訂と注釈、および日本語訳の作成。

3　紋章・文様の意想研究として、中世末期の「心」
の文様の文学起源について考察。

1 Study of color and gender in European history, 
especially in the modern society through the 
fashion color.

2 Bibliographical research of the “Blason des 
Couleurs” , edition of the text in 1528 and 
translation to Japanese.

3 Study of literary source of the motif “heart” , a 
device in the late mediaeval France.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　服飾の歴史を通してヨーロッパの人々の感性を知
るには、どのようなアプローチがあり、どのように
資料を使えばよいのか、西洋服飾史を概説するとと
もに、服飾史の調査の方法と資料を解説、合わせて
服飾文化論を学ぶための基礎を講義した。　
　またフランス中世服飾に関する論文の講読と、
18・19 世紀の図像・文学資料の分析によって、服飾
史と周辺の生活文化史に関する論文を作成するため
の基礎演習を行い、ヨーロッパの生活文化論に関す
る卒業論文の指導へと繋げた。

　Lecture and seminar on cultural and historical 
studies of clothes, especially through the literary 
and iconographic sources in order to clarify the 
sensibility of Eurpeans.

　色彩文化史研究は始まったばかりであり、展開が可能な多くの領域を含んでいる。ジェンダーの視点はその
一つであり、色彩論の著作の体系的な調査も課題として残されている。一方、文様史については、中世の紋章
やドゥヴィーズの意想について未だ研究はほとんどない。私たちに馴染みのハートの形象は、中世以来の西洋
文明の精神性を宗教と世俗の両面でもっており、興味深い対象である。服飾の色彩と文様を切り口として、ヨー
ロッパの心性についてさらに考察したい。

　日頃、何気なく使っている色や文様に深い歴史が隠されていることがあります。ファッションは生活のなか
から歴史を見直してみる良いきっかけになります。多くの方にファッションの歴史研究に参加してほしいと思
います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 戸田　正人　（TODA　Masahito）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 数理科学博士（1996　東京大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 幾何学周辺
 E-mail： toda@math.ocha.ac.jp

リッチ流／ Ricci flow

・著書：戸田正人
3 次元トポロジーの新展開 －リッチフローとポアンカレ予想 ( サイエンス社）

　リッチ流、とくに特異性の解析に重点をおいて、
研究を行っている。3 次元以外では特異性に関する基
本的なこともまだ知られていないことのほうが多い。
　例えば、適切な初期条件下で特異時刻でのスケー
リング極限がリッチ平坦になることは起こらないは
ずだが、具体的どのような条件を与えればよいかは
知られていない。

　The main research interest is the analysis of 
the Ricci flow, in particular the analysis of the 
singularity. Even the fundamental property of the 
singularity of the Ricci flow is not yet known except 
for the 3 dimensional case.
　For example, it is clearly expected that the scaling 
limit at the singular time cannot be Ricci-flat under a 
suitable assumption of the initial metric, but nobody 
has ever succeeded to describe the condition on the 
initial metric.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

2007 年の担当講義は
微分積分 III および演習（2 年生）
多様体論および演習（3 年生）
微分幾何（4 年、院）
であった。他に 4 年生 2 名のゼミを通年で担当した。

The lectures:
Calculus III and its exercise,
Elementary course of manifolds,
Differential geometry(both for the undergraduates 
and the graduates) 
 besides above, I  ran a seminar for the two 
undergraduate students.

　リッチ流の特異性がリッチ平坦にならないための初期値一般的条件を見つける。この結論自身はごく基本的
だが、自明でない系を持つし、特異性について今後期待される多くの結論はその条件に依存するものと思われ
る。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 外舘　良衛　（TODATE Yoshiei）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（東北大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 固体物性、磁性体物理
 URL： http://www.phys.ocha.ac.jp
 E-mail： todate@phys.ocha.ac.jp

固体物性／磁性体物理／構造と磁性の協力現象／機能性酸化物／Ｘ線・中性子線・ミューオン
Condensed matter physics ／ Magnetic materials ／ Magneto-structural cooperative phenomena ／
Functional oxides ／ X-ray diffraction, neutron diffraction, μ SR

・二次元希釈反強磁性体に生ずる磁気的不均一性の特徴：
外舘良衛、日本物理学会第 62 回年会、2007 年 9 月、北海道大学

・均一化希釈反強磁性体における幾何学的配置相関と伝導現象：
外舘良衛、日本物理学会第 63 回年会、2008 年 3 月、近畿大学

　化合物磁性体において、構造・磁性・伝導特性が
相互に関連している現象に関して現在なおまだ完全
とは言えない理解を、新たな視点から明らかにする
こと目標として、主に酸化物磁性体の合成・構造解
析等を行っている。現在は主に、反強磁性体におけ
る幾何学的環境効果による特異磁気応答の発現の可
能性を、モデル系の解析を通して、探求している。

　We study magnetic materials with the aim 
of obtaining essential understanding of the 
interrelation between structural, magnetic and 
transport properties. Investigations are now 
in progress on the emergence of  the novel 
magnetic response due to the geometrical effect in 
antiferromagnetic materials.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1. 2007 年度に担当した講義（学部）：
「基礎エレクトロニクス」
「物理学実験」

2. 講義（大学院）：
「応用磁性物理学特論」

3. 学部 4 年次生 1 名の卒業研究の指導を行った。
4. 大学院生とのセミナーにおいて「Principles of 

condensed matter physics」を講読した。

Summary of educational activities in 2007:
1. lectures for undergraduate course: 

“Elementary Electronics” 
“Physics experiments” .

2. lecture for graduate course:
“Applied magnetism” .

3. instructed an undergraduate student. 
4. Seminars for postgraduate students: read 

textbooks; “principles of condensed matter 
physics” .

　引き続き” 幾何学的自由度を結合させた反強磁性体” を発展させる。我々が新たに提案するモデルにもとづ
いた実際の研究が他大学のグループから報告され、この研究の意義が確認された。きわめて一般的かつ重要な
概念と思われるので、その重要性を強調したい。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

 氏名： 戸谷　陽子　（TOTANI Yoko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士（M.A.in English Literature）／ M.F.A.in Theatre Arts（芸術学修士）
 職名： 准教授
 専門分野： 舞台芸術論、パフォーマンス研究、アメリカ演劇、
  アメリカ文学、文化政策、比較演劇
  Theatre Theory、 Performance Studies、 American Theatre、
  American Literature、 Cultural Politics、 Comparative Drama
 E-mail： totani@cc.ocha.ac.jp

舞台芸術論／パフォーマンス研究／アメリカ演劇／文化政策／比較演劇論
Perfoming Arts Theory ／ Performance Studies ／ American Theatre ／
Cultural Politics ／ Comparative Drama Studies

・「冷戦期の演劇：ミラー、ウィリアムズの描くセクシュアリティの奇妙なねじれ」アメリカ文学会東京支部
シンポジウム『冷戦下の表象文化空間再考―国家・ジェンダー・イデオロギー』司会および講師（2007 年
6 月 31 日慶應義塾大学）

・Dogugaeshi: Basil Twist’ s Experiments with the Traditional Japanese Puppet Theatre Technique (2008 
Comparative Drama Coference at Radison Hotel Westside in Los Angeles, CA, USA, March 26, 2008)

・（翻訳）「不可能なることに正義を」アン・キュビリエ著
『国家 / ファミリーの再構築 人権・私的領域・政策 』( ジェンダー研究のフロンティア 第 1 巻）所収 
pp.55-68

・二十世紀末以降アメリカ舞台芸術の理論と実践における文化ポリティクスとグローバル化（科研費報告書）
総頁数 107

・「久保文明・有賀夏紀編著『シリーズ・アメリカ研究の越境　第 4 巻　個人と国家のあいだ〈家族・団体・運動〉』」
（アメリカ学会会報第 15 号 p.6）

1. 科学研究費助成の初年度研究「アメリカ演劇の理
論と実践におけるリベラリズムと民主主義の問題：
冷戦以降の再検討」に着手、戦後アメリカの文化
政策とセクシュアリティの配備という観点から調
査・研究を進めた。また、日本アメリカ文学会東
京支部シンポジウム『冷戦下の表象文化空間再考
―国家・ジェンダー・イデオロギー』を企画、司
会および講師として「冷戦期の演劇：ミラー、ウィ
リアムズの描くセクシュアリティの奇妙なねじれ」
を発表。

2. 長年の研究課題インターカルチュラリズムの演
劇についての考察を Dogugaeshi: Basil Twist’ s 
Experiments with the Traditional Japanese Puppet 
Theatre Technique に ま と め 学 会 発 表。（2008 
Comparative Drama Coference）

3. さらに本学 COE ジェンダー研究のフロンティア学
内研究員として、プロジェクト D の企画・運営を
含む研究活動に携わり、多くの研究者と専門分野
を超えて学際的な交流をはかった。

Topics of  research conducted and t i t les  of 
conference papers are:
1 . (Pane l  Cha i r  and  Pane l i s t )  Sympos ium : 

Reconsidering Representation during the Cold 
War Era: Nation, Gender, and Ideology (Tokyo 
American Literature Society, June 2007, at Keio 
Gijuku University)

2.(Conference Paper)Dogugaeshi: Basil Twist’ s 
Experiments with the Traditional Japanese 
Puppet Theatre Technique (2008 Comparative 
Drama Coference, March 2008, at Radison Holel 
Westside in Los Angeles, CA, USA)

3.(Translation) Doing Justice to the Impossible: 
Gender, Testimony and Human Rights by Anne 
Cubilie, in Nation States/Reconstructing Family: 
Human Rights, Private Sphere, and Politics, ed. 
Tamie Kaino(Fronteers of Gender)

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1. 学部教育：全学部対象コア科目英語、基礎ゼミ、
英語圏言語文化コース学生対象の専門科目（英語
圏テキスト講読、英米文学演習）を担当、パワー
ポイントなどを使用して視聴覚教材を作成し、立
体的な授業を心がけている。このほか卒論指導と
して 3 名の学部学生の個人指導を担当。

2. 大学院教育：アメリカ演劇関連の科目（米文学演習）
を担当、また修士論文の個人指導および博士後期
課程学生の個人指導。

3. その他、語学センター委員として、全学部の英語
科目のオリエンテーション、クラス編成、とくに
履修相談・指導に膨大な時間と労力をかけている。

4. 言語文化学科英語圏言語文化コース 3 年生担任と
して、コースの教務連絡、留学生の履修や学生生
活に関する相談・指導。

Conducted lectures and classes in the 07-08 
academic year include: 
1 .  In termediate  Eng l i sh  for  f reshmen and 

sophomores.
2.Hamlet Project(a seminar course for freshmen).
3.English and American Literature Seminars for 

undergraduate English major students.
4.Seminars for graduate students to study American 

theatre and its theory.

In addition to teaching, the following contributions 
were made: 
1.Supervising B.A. and M.A. theses.
2.Consulting and advising undergraduate students 

taking Core Curriculum English classes.
3.Coordinating Core Curriculum English Program 

and carrying out orientation programs for 
freshmen as well as senior students.

4.Supervising junior English major students as their 
homeroom teacher.

　本年度より 4 年間、科研費助成により「アメリカ演劇の理論と実践におけるリベラリズムと民主主義の問題：
冷戦以降の再検討」と題する研究を行う。本年度は戦後アメリカの文化政策とセクシュアリティの配備という
観点から調査・研究を進めており、今後は「政治的リベラリズムの演劇：マッカーシイズムとアメリカニズム」

「文化的リベラリズムの芸術家たち：前衛演劇とマイノリティ演劇」「民主主義と共同体の演劇：グローバルと
ローカル」をテーマに 1 年ごとに調査・研究を行い、冷戦期以降のアメリカ舞台芸術における意識の分布図の
変化を考察、総括する。さらにこの研究を発展させ、グローバル化の進む表象文化空間における表象のポリティ
クスを舞台芸術を対象に行う予定。
　共同研究の可能性としては、「文化芸術助成財団・研究機関等と舞台芸術と文化政策の実践的共同研究」「各
国演劇研究者等と舞台芸術の国際コラボレーションに関する実践的共同研究」といった、実践および文化政策
等社会的に還元しうる研究を目指したい。

　今日 IT 化、グローバル化の時代にあって、知や情報を手にすることは容易に可能になりました。したがって、
大学でそれ自体を学ぶことは、以前と比べるとさして重要な価値ではなくなったといえるかもしれません。み
なさんには、インターネットで検索して得られる知や情報ではなく、知の集積する大学という空間で、それを
いかに有効に活用するか、そしていかに発信するか、実際の技術的な訓練はもちろん、そのための深い思考力
と想像力を鍛錬してほしいと願っています。グローバル化の時代、さまざまな立場や価値観が拮抗する社会に
あって、わたくしたちが知識や情報のみでは解決できない複雑な問題に直面する時に、この思考力と想像力が、
そしてそれを備えたみなさんのような人材が必要とされていると思うからです。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 殿井　貴之　（TONOI Takayuki）
 所属： 教育事業部 ( 女性研究者支援モデル育成プログラム )
 学位： 博士（工学）
 職名： リサーチフェロー
 専門分野： 有機化学／ Organic Chemistry
 E-mail： tonoi.takayuki@ocha.ac.jp

フッ素／フルオラス化学／コンビナトリアル化学／アミノ酸／ペプチド
fluoroine ／ fluorous chemistry ／ combinatorial chemistry ／ amino acids ／ peptides

・Takayuki Tonoi, Aya Nishikawa, Tomoko Yajima, Hajime Nagano, Koichi Mikami, Fluorous Substituent-
Based Enantiomer and Diastereomer Separation: Orthogonal Use of HPLC Columns for the Synthesis of 
Nonproteinogenic Polyfluoro Amino Acids and Peptides, Eur. J. Org. Chem. 2008, 1331-1335.

　これまでフルオラス化学を基盤とした光学活性化
合物の合成・分離技術の開発を検討してきた。本年
度では、ラセミ混合系での光学活性含フッ素アミノ
酸類の合成・分離プロセスを開発した。その結果、
最終的に脱保護が必要なフルオラスタグを用いずと
も、ペルフルオロアルキル鎖長の異なる多種類の含
フッ素アミノ酸類をワンポットで合成でき、かつ、
フルオラス、キラルHPLCの連続的分離操作によって、
各立体異性体を完全に分離しうることを明らかにし
た。

　We have developed f luorous subst ituent-
based enantiomer and diastereomer separation, 
namely, the orthogonal use of fluorous and chiral 
HPLC columns for enantiomer- and diastereomer-
separation, demix and identification of fluorine-
containing target molecules. As a result, a variety 
of fluorine-containing amino acid and dipeptide 
precursors bearing different length of perfluoroalkyl 
chains were separated respectively into their 
stereoisomers by virtue of the orthogonal HPLC 
column separation. These results exemplify the 
applicability of FRMS for various “fluorinated” chiral 
products without introducing conventional cleavable 
fluorous tags.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　引き続き、光学活性含フッ素化合物の合成法の開発および応用に焦点を絞り研究を展開する。本研究は、効
率が要求される現代の有機合成化学に対し、フルオラス化学を基盤とした、多様な含フッ素化合物の効率的な
合成法としての可能性を提示するものであり、将来的には、医農薬・有機材料のビルディングブロックとして
合成上有用性の高い光学活性含フッ素化合物の合成・分離のための新たな方法論となりうると期待される。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 冨永　典子　（TOMINAGA　Noriko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1978　名古屋大学　論理博第 259 号）
 職名： 教授
 専門分野： 植物生理学、微生物学
 URL： http://carrot.skk.ocha.ac.jp/tominaga/
 E-mail： tominaga.noriko@ocha.ac.jp

好酸性単細胞緑藻／重金属耐性／重金属蓄積能／環境浄化
acidophilic green alga ／ heavy metal tolerance ／
heavy metal accumulated capacity ／ environmental detoxification

・川崎友美、冨永典子、川本真一「サルモネラ汚染卵の次亜塩素酸ナトリウムによる殺菌効果と鶏卵殻からの
クラッシュ法による回収法の評価、および有機物混入時の殺菌効率への影響について」　日本食品微生物学
会誌、24：171-177（2007）

・K. Nishikawa, H. Machida, Y. Yamakoshi, R. Ohtomo, K. Saito, M. Saito, N. Tominaga: Polyphosphate 
metabolism in an acidophilic alga Chlamydomonas acidophila KT-1(Chlorophyta). Plant Sci., 170: 307-313 
(2006)

・K. Nishikawa, A. Onodera, N. Tominaga: Phytochelatins do not correlate with the level of Cd accumulation 
in Chlamydomonas spp. Chemosphere, 63: 1553-1559 (2006)

・F. Akaishi, M. Satake, M. Otaki, N. Tominaga: The surface water quality and information about the 
environment surrounding Inle Lake in Myanmar. Limnol., Asia/Oceania report 7: 57-62 (2006)

・飯島久美子、小西史子、綾部園子、村上知子、冨永典子、香西みどり、畑江敬子：年越し・正月の食習慣に
関する実態調査、日本調理学会誌、39(2): 154-162 (2006)　資料

　好酸性単細胞緑藻 Chlamydomonas acidophila の 2 株、KT-1 株及び DVB238 株を用いて Cd の無毒化の機
構を調べている。19 年度は Cd の無毒化への関与が推測される酵素γ -glutamylcysteine synthetase(ECS) を中
心に調べた。好中性の Chlamydomonas reinharudtii の変異体を用い、野生型のγ -ECS、大腸菌のγ -ECS を
挿入した形質転換体を作製し、それらの Cd に対する耐性を調べところ、γ -ECS 過剰発現体が高い耐性を示し
た。今後 Cd 蓄積能の比較を行う。
　11 月に昨年度と同じくミャンマー最大の湖インドージー湖の水質観測を行う予定であったが、国内事情の
ため、1 月にずれた。湖の中心部にアオコの発生が今年度も見られ、聞き取り調査の結果、ずっと以前から見
られる現象であることが判明した。第二の湖、インレー湖の調査も行い、2年分の試料で農薬の調査を行ったが、
検出限界以下であった。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　生活科学部、食物栄養学科 2 年生に対し、「食品微生物学実験」を受け持った。19 年度は生で食べる野菜の
一般生菌数、大腸菌群数が部位および洗浄（水洗、次亜塩素酸処理）によってどのように変化するかを調べ、
それぞれから 1 種類の菌を分離し、性質を調べて同定した。また、純粋培養した大腸菌を用いて酵素の誘導実
験も行った。4 年生には「食物科学基礎演習、食物科学演習」で、英語文献の読み方、それを皆にわかりやす
く説明する事などについて指導した（食物科学講座教員と共同）。「食物科学輪講」は生活環境研究センターに
所属する 4 年生を対象にセンターの教員全員で、卒論に関係のある文献を輪読した。
　生活科学部食物栄養学科 2 年生に対しては後期に「生活環境学」を講義した（村田教授と共同）。冨永は環
境汚染の現状と保全対策などを担当。
　大学院人間文化研究科前期課程　ライフサイエンス専攻で「資源微生物学特論」、後期課程　人間環境科学
専攻で「生態環境科学演習」を担当した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 冨永　靖徳　（TOMINAGA　Yasunori）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士
 職名： 教授
 専門分野： 物性物理学、化学物理、ラマン分光、誘電緩和、構造相転移
 E-mail： tominaga@phys.ocha.ac.jp

ラマン分光／赤外分光／超臨界水／水素結合型強誘電体／水の動的構造
Raman spectrosopy ／ IR spectroscopy ／ supercritical water ／
hydrogen-bonded ferroelectrics ／ dynamical structure of water

・"Dynamical mechanisum of ferroelectric phase transition in KDP/DKDP mixed crystals and distorsion of 
PO4 tetrahedron"
Y.Kawahata and  Y.tominaga, Solid State Communications, 145 (2008)218-222.

[1]「水」の特異な性質の原因である水素結合について、
「振動と緩和」という観点から研究を進めた。超
臨界状態に向かって水の水素結合が破壊されてい
く過程で、蒸留水の THz 領域の低振動数ラマンス
ペクトルの解析から、分子間振動が消失していく
こと、また、THz ～ GHz にわたる緩和の緩和時
間が、最初は短くなるが途中で逆に長くなり、超
臨界状態では誘電緩和の緩和時間に近づいていく
ことを明らかにした。

[2] リン酸二水素カリウム (KDP) を代表とする「水素
結合型強誘電体」の相転移の動的機構が、歪んだ
リン酸四面体の秩序無秩序型であることを KDP/
DKDP 混晶系の常誘電相と強誘電相での高振動数
ラマンスペクトルの解析から示した。リン酸四面
体の分子振動 ( ν 4 モード ) の常誘電相での選択
則の破れから、局所的な歪みの程度を見積もった。
さらに、強誘電相ではν 4 モードの幅の逆数が、
混晶系の飽和自発分極の 2 乗に比例することを明
らかにし、秩序無秩序型の相転移の振る舞いと整
合していることを明らかにした。

[1] I have firstly observed the low frequency THz 
Raman spectra of supercritical water.  From 
the analysis of the THz Ramann spectra I have 
concluded that the innter-molecular vibration 
modes vanish toward the supercritical region 
and that the relaxation time of the central 
component becomes once shorter and then turns 
longer toward the supercritical region. Moreover 
in the supercritical water the relaxation time 
coincides with the dielectric relaxation time.  
This fact shows that in the supercritical region 
almost all the hydrogen-bond is destroyed and 
the relaxation time is due to the collision among 
water molecules.  

[2] Dynamical mechanism of ferroelecric phase 
transition in “KDP-type ferroelectrics” have been 
confirmed as the “order-disorder type” due to 
the distorted PO4 teterahedron. Through the 
analysis of high-frequency Raman spcectra of 
the ν 4 mode of PO4 tetrahedron in KDP/DKDP 
mixed crystals, we have shown that the PO4 
tetrahedra are already locally distorted even 
in the paraelectric phase.  Moreover in the 
ferroelectric phase the reciprocal width of the 
ν 4 mode of PO4 tetrahedron is porportional to 
the square of saturated spontaneous polarization 
in KDP/DKDP mixed crystals. These reults 
have shown that the dynamical mechanism of 
ferroelectric phase transiion in the hydrogen-
bonded ferroelectrics is “order-disorder type” , 
not the proton-tunnneling model .  I  have 
worked on resolving the dynamics of hydrogen-
bonded materials through Raman scattering 
spectroscopy. I have focused the study on the 
“liquid water” and “KDP-type ferroelectrics” as 
the typical hydrogen-bonded materials.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

理学部：
「熱・統計力学」「基礎物理学実験」「物理英語」の
科目の講義、3 名の「卒業研究」を担当。

大学院 :
「化学物理特論」「固体物理学特論演習」の科目、
前期課程の院生 4 名、後期課程の院生 1 名の研究
指導を担当。

　 「熱・統計力学」は思い切って「熱力学」の部分の
みを丁寧に講義した結果学生の理解が深まった。基
礎物理学実験は学生に実験の面白さと論理的な考え
方を教えることを目指した。
　物理英語は専門の英語文献が日本語に訳さないで
読めるようになることを目指した。英語の内容を書
かれた順序に従って、そのまま理解できることが大
切であることを教えた。 
　卒業研究では、ラマン分光の基礎の学習から初め
てスペクトル解析の実際まで行い、結果のまとめか
たまでの指導をした。 大学院生には研究題目を自ら進
められるように配慮をしながら、物理の面白さと課
題のまとめ方を指導をした。

博士論文題目：
「水素結合型強誘電体 KDP/DKDP 混晶系の水素（重
水素）および PO4 四面体モード　ーラマン散乱に
よる研究ー」

Undergraduate course:
 “Thermodynamics and statistical physics” , 
“Elementary experiments of physics” , and “English 
for physics” . 

Graduate course : 
“Advanced course of chemical physics” and 
“Seminar of Condensed matter physics” . Three 
undergraduate students and five graduate 
students are taken care of in my laboratory. 

　Since the evaluation of student questionnaire on 
“Thermodynamics and statistical physics” is very 
good. On “Elementary experiments of physics” we 
tried to give the interest of experiment and the 
logical thinking of science . On “English for physics” 
I put a special emphasis on importance of direct 
understanding of English not through translation 
of Japanese. I lectured undergraduate students on 
Raman spectroscopy from the very beginning to the 
advanced spectral analysis and encouraged to work 
out the experiments. I gave for graduate students 
the good circumstance to promote their thesis’ s 
by their own efforts. At the same time I tried to give 
the interest of physics and how to reach the final 
conclusion of their works. Doctor thesis:” Hydrogen/
deuterium and PO4 modes in  hydrogen-bonded 
ferroelectrics KDP/DKDP mixed crystals - Raman 
scattering-” .

 Master thesis:
” Low-frequency Raman Scattering of Water up 
to Supercritical State” , “Dynamiclal Mechanism 
of structural phase transition of hedrogen-bonded 
ferroelectrics  - Raman scattering spectra -” .

　現在、水素結合性物質の典型的な物質として、「水」と「水素結合型強誘電体結晶」に焦点を当てて、振動
と緩和という観点からダイナミクスを明らかにしている。超臨界水のラマンスペクトルを解析する過程で、水
分子の変角振動モードが超臨界状態に向かって、ほぼ完全に消失することが分かってきた。この予想外の結果
の原因を解決するために、ラマン分光と相補的な「赤外分光」を今後の研究計画としている。実は、超臨界水
の変角振動領域の赤外スペクトルの測定は、まだ、誰も測定に成功していない。最近、技術的な問題を解決す
る見込みがつき、2007 年度から超臨界水の赤外分光スペクトルの測定に取り組んでいる。この測定を成功さ
せて、水の水素結合状態とそのダイナミクスを解明することにより、水の特異性を分光学の立場から明らかに
したい。
　共同研究の可能性としては、超臨界水の赤外分光の他、超臨界アルコールの低振動数ラマン散乱（THz ラマ
ン散乱）、水素結合型強誘電体の構造相転移 、トレハロース水溶液のレーリー・ブリュアン・ラマン分光等が
ある。

　常にあくことのない知的好奇心を持って、自分の頭で考える意欲をもつこと。どんな事にもめげずにがん
ばれば、必ず報われます。 さらに詳しい研究室の案内は、以下のサイトで見ることができます。 http://www.
phys.ocha.ac.jp/tominagalab/home.html、 あるいは、http://www.dc.ocha.ac.jp/fukugo/tominaga.html 。
　理科系学部のめざしている受験生に一言： まず「自然」に感動できる感性がとても大切です。それと同時に、
持続的に科学的素養を身につけるための動機付けとして、「なぜ科学の素養と科学的な考え方の訓練が必要な
のか、あるいは、生きていくための必需品として、なぜ科学が必要なのか」をちょっとだけ考えてみて下さい。
　ひとつの答えは、「騙されないために生きていく武器である、つまり、騙さないために論理立てて考える訓
練が必要である」という事だと思っています。
　みなさんには、これよりもっともっと素敵な動機付けがあると思います。どうか自分で考えてみて下さい。
しっかりした動機付けがあれば、決してめげる事はありません。

　◆メッセージ

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 内藤　俊史　（NAITO Takashi）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 博士（教育学）(1998　慶応義塾大学）
 職名： 教授
 専門分野： 教育心理学、異文化間心理学
 URL： http://members.aol.com/naitot/morality.htm
 E-mail： naitot@aol.com

道徳性発達／道徳的感情／感謝感情／比較文化
moral development ／ moral emotion ／ gratitude ／ cross-cultural study

・内藤俊史　2007 生命観の発達心理学に向けて　上廣倫理財団編　「倫理的叡智を求めて」　東京 : 東洋館出版
　31-51

　2004 年から継続して、自然に対する感謝感情の要
因と関連変数について、日本とタイとの比較を通し
て検討している。本年度は、2006 年の予備調査にも
とづき、自然への感情と環境保護態度との関連を日
本の大学生とタイの大学生を対象として調査を実施
した。また、その結果の公表のための準備作業をタ
イの共同研究者とともに取り組んだ。

　Since 2004, I have engaged in collaborative　
research on gratitude with researchers in　Thailand. 
Based on the findings of our　preliminary study 
in 2006, a cross-cultural study was conducted to 
investigate relation between gratitude to nature and 
environmental attitude.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部では、教育心理学に関連する講義、演習を担
当し、大学院では、道徳性に関する授業を担当した。
学部の演習では、思いやりをテーマとしつつ、コメ
ントの作り方に焦点を当てた授業を実施した。

　I had classes of Psychology Course in the 
undergraduate course and the graduate course: 
lectures on Educational Psychology, Introduction 
of Psychology with other faculties, and seminars 
on Educational Psychology. In the seminars, 
moral development and pro-social behaviors were 
selectively focused as main themes.

　道徳的感情、なかでも感謝心について、その発達的様相を、アジア諸国との比較研究と観察や実験研究を組
み合わせることにより明らかにする。感謝心に関する共同研究。

　心理学のテーマは、私たちの日常のなかにも多く見出すことができます。大学は、それをより確かな方法で
探究する場です。心理学にはいろいろな方法があります。問題意識を大切にしつつ、方法を学んでいく意欲を
持ち続けてください。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 中居　功　（NAKAI　Isao）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1985　京都大学）
 職名： 教授
 専門分野： 幾何学（ＷＥＢ幾何学）、位相幾何学（特異点論、複素力学系）
 E-mail： nakai@math.ocha.ac.jp

複素同相群／関係式／複素葉層
holomorphic diffeomorphisms ／ relations ／ holomorphic foliations

　複素 1 次元形式同相芽の関係式を、その語の定め
るケーリーグラフのなかの図式のストカスティック
領域の面積、その高次のモーメント等を用いて記述
する。

　Characterization of relations of holomorphic  
diffeomorphisms of one dimension, in terms of 
the stochastic area, and its higher moments, of the 
Cayley diagram in the Cayley graph associated to 
the word defining the relations.

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

初等解析学 I
微分積分学 II 演習
特別研究
複素力学系特論
数学講究
線形代数演習 II （後期後半を担当）
初等線形代数学
力学系
微分積分学 II

elementary calculus 
Exercise of calculus II
Tokubetsu kenkyu
Complex dynamical systems
Sugaku Kokyu
Exercise of linear algebra II(second half of second 
semester)
elementary linear algebra
Dynamical systems
calculus II

　関係式を満たす一変数形式同相の収束性について考察する。

　正しいこと、間違っていること。これらをキチンと見極めることを大切にしてください。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 中川　千帆　（Nakagawa Chiho）
 所属： 語学センター
 学位： Ph.D（English)
 職名： 講師
 専門分野： 女性文学、ゴシック、英米文学
 E-mail： nakagawa.chiho@ocha.ac.jp

女性文学／アメリカ文学／ゴシック／イギリス文学
Women’’ s literature ／ American literature ／ Gothic ／ British literature

・“Fears of the Demon Lover: Female Paranoia in the Demon Lover Stories by Elizabeth Bowen and Shirley 
Jackson
お茶の水女子大学『ジェンダー研究』第 11 号
55‐71

・“The Displaced Body Part in Sir Arthur Conan Doyle’ s Imperial Gothic.”
Paper presented at International Gothic Association, 2007 Conference “Gothic N.E.W.S.” University of 
Provence Aix-en-Provence, France 6/26/2007

ゴシック小説におけるジェンダーの問題
　英米のゴシック小説において、女性が主人公とな
る主に女性作家の手による作品において、ゴシック
のモチーフがどのような意味を持つか探る。

Gender in Gothic literature
　Exploring the significances of Gothic motifs in 
both American and British Female Gothic, mainly 
written by female writers, with female protagonists.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

基礎英語、中級英語、総合英語等コア英語科目 “Core” English courses: Kiso (basic) English, Cyukyu 
(intermediate) English, and other English courses

　20 世紀初頭の地方主義作家、Mary E. Wilkins Freeman をゴシック作家として読み直す
― Dreadful yet irresistible “Luella Miller” : Horror in the Absence of Self ―英・オックスフォードでの学会、”
Fear, Horror, and Terror at the Interface 2” 9/3/07-9/6/07 にて発表予定

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 中川　直子　（NAKAGAWA Naoko）
 所属： 人間文化創成科学研究科 自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）(2007 年、お茶の水女子大学）
 職名： リサーチフェロー
 専門分野： 環境工学、環境科学
 E-mail： nakagawa.naoko@ocha.ac.jp

水循環／生活用水／環境負荷低減／水需要予測／健康リスク
Water Cycle ／ Domestic Water ／ Reduction of Environmental Load ／
Projection of water demand ／ Health Risk

・Nakagawa, N., M. Otaki, Life Cycle Assessment of a Decentralized Wastewater Treatment System with a 
Composting Toilet, Proceedings of the 5th International Symposium on Sustainable Sanitation,2007.

・Nakagawa, N., M. Otaki, Impact on Society of a Decentralized Wastewater Treatment System Case Study in 
Chichibu City-, Proceedings of International Conference on Hydrology and Water Resources Management 
for Hazard Reduction and Sustainable Development,2007.

・中川直子，地域の環境問題の解決に向けて， 明治大学商学部論叢，第 90 巻特別号，10-12,2008.
・Otaki M., N.Nakagawa, S.kazama, F.Akaishi, S.Tameike, Hygienic Risk Assessment and Control in Using 

Composting Toilet, Proceedings of the 5th International Symposium on Sustainable Sanitation,2007.
・Ishizaki, K., N.Nakagawa, M.Otaki, Y.Nakanishi ,Sustainable Improvement for Sanitation in Households, 

Proceedings of  WEPA International Forum on “Water Environment Governance in Asia” ,2007.

　2007 年度の研究は主に以下の 3 つに分けられる。
（1）トイレ・住宅水回りの改善により、生活排水負

荷を削減し、水環境の保全をはかる研究では、
提案した分離分散型排水処理システムのエネル
ギー負荷をライフサイクルアセスメント手法を
用いて定量的に評価し、従来の下水道処理シス
テムや浄化槽システムとの比較評価を行った。
また、フィールド実験場を選定し、地域連携型
研究の基盤づくりを行った。

（2）水需要予測の研究においては、節水機器による
家庭用水量変化の予測シミュレーションを行っ
た。東京都水道局からデータを入手し、東京都
におけるケーススタディを行った。また、世界
各国の生活用水・工業用水の統計資料を収集し、
工業用水のＧＤＰや発電量によるモデル化を試
みた。

（3）その他、日本橋再開発の一環である、日本橋川
水辺再生委員会に継続して参加し、日本橋川の
水質改善について検討した。

  The researches in  f iscal  year  2007 were 
categorized to 3 parts.
(1)In the research that reduces the environmental 

load from households by the improvement 
of the equipment concerning water use, the 
burden of the energy of the decentralized and 
separated waste water treatment system that was 
quantitatively evaluated by using the technique 
of the life cycle assessment and compared with 
the existing sewage system and the domestic 
waste water treatment system. Besides, the 
places of the field experiments were selected, and 
a basic circumstance of the regional alliances 
type research was arranged.

(2)In the research of the future water demand, the 
simulation of the domestic water change with 
the water saving equipment was performed. The 
case study in Tokyo was simulated using the data 
acquired from the Tokyo waterworks bureau.
Besides, the statistical data of the domestic 
water and the industrial water in the world were 
collected and the modeling by GDP and the 
amount of power generation were tried. 

(3)Additionally, I examined the water quality 
improvement of the Nihonbashi river by 
attending the Nihonbashi river waterside 
reproduction committee held regularly.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 7 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

都市環境工学 ( 首都大学東京）
地域連携支援学（明治大学）

Civil  and Environmental Engineering(Tokyo 
Metropolitan University)
Regional alliances support(Meiji University)

　トイレ・住宅水回りの改善により、生活排水負荷を削減し、水環境の保全をはかる研究においては、フィー
ルド実験を行い、要素技術を検討していく。将来的には、環境負荷の少ない衛生システムを普及させたい。日
本橋川水辺再生委員会の活動では、日本橋周辺の環境負荷低減対策について検討していく。将来的には、江戸
とエコを強調できるような空間になればいいと思う。水需要予測の研究に関しては、モデルの検証、また新し
いモデルについても検討したい。将来的には、全世界でどのくらいの生活用水が必要となるのかが論理的に示
せるとよい。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 永瀬　伸子　（NAGASE　Nobuko）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 博士（経済学）（1995 東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 労働経済学、社会政策
 URL： http://www.soc.ocha.ac.jp/Site/Teacher_Nagase_Results.html
 E-mail： nagase.nobuko@ocha.ac.jp

女性労働／賃金構造／家族形成／社会的保護
Female Labor Supply ／ Wage Structure ／ Famiy Formation ／ social Protection

・永瀬伸子 (2008)「女性の就業をめぐる状況：90 年代後半の雇用流動化と規制改革はどう女性労働を変えて
いるのか？」宮本みち子・船橋恵子編『雇用流動化の中の家族』ミネルバ書房　55-76 頁　全 198 頁

・永瀬伸子（2007）「少子化にかかわる政策はどれだけ実行されたのか？保育と児童育成に関する政策の課題」
財務省財務総合政策研究所編『フィナンシャル・レビュー』第 87 号 3-22 頁

・永瀬伸子（2007）「若年・子育て世帯の所得分布と課題　－平成 19 年就業構造基本調査が捉える構造変化」
『統計』58 巻 7 号

・永瀬伸子（2007）「正社員と非正社員のリスク」橘木俊詔編『リスク学入門 2　経済学からみたリスク』岩
波書店 123-145 頁。全 178 頁

・永瀬伸子・御船美智子編『家族・仕事・家計に関する国際比較研究　中国パネル調査　第 4 年度報告書』
2008 年 2 月　F-GENS Publication Series 29

1. ソウル、北京のパネル調査を用いた仕事と家族形成の研究。日本と 2 カ国とを対比した。
2. 第 12 回出生動向基本調査を用いた結婚および出産タイミングの研究、および結果の北京・ソウルとの比較
3. ドイツの雇用政策、特にパートタイム労働に関する政策のサーベイ（Heinrich 氏とともに）
4. 労働力調査を用いた労働市場の変化と安定雇用・不安定雇用の研究（継続中）

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 9 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　「労働経済学」「社会保障論」「労働経済学演習」、「労
働論」等を大学、大学院で教えています。まずは標
準的な労働経済学の講義をしています。雇用と労働
時間、失業と職探し、離転職や引退、労使関係、雇
用者保護の制度などについてです。「労働経済学各論」
は通常はテーマを決めた授業をしますが、今年は 2
年生の受講が多かったので企業での聞き取りを中心
としたもう一つの労働経済学分野についての標準的
な講義としました。社会保障論は家族と社会保障に
ついて考えます。大学院は主指導の修士学生が 5 名、
研究生が 2 名で今年は多い方であり活発な参加の中、
多様な分野の論文を読みました。博士は研究発表を
中心とした授業を持ちました。また東京労働大学で
は企業の人事部等のサラリーマンを相手に女性労働
の現状について講義をしたり、総務省統計研修所で
は統計を用いた計量分析の講義をしたりすることは
ほぼ毎年しています。

　I teach different level of classes for Labor 
Economics and Social Policy. Spring courses in 
general covers various topics in Labor Economics, 
such as employment, unemployment, job search, 
job turnover, while relating to institutional aspects 
of labor in Japan, such as labor union, changes in 
wage policies at various companies, increase in non-
standard employment, changes in law regarding to 
work rules and coverage of social protection.
　I had a course of labor economics  for masters’ 
students. I am a member of COE Program of 21st 
Century, and am conducting panel survey in Beijing 
and some of the results were also introduced at the 
class. I also had seminars for doctorate students.

　COE ジェンダー研究のフロンティアで、北京およびソウルのパネル調査の実施にかかわっていますので、こ
れらの他の東アジア諸国の女性労働と家族とのかかわりを日本と対比し、さらに欧米諸国と対比した上で、社
会的保護の制度のあり方について考察したいと考えています。その際には少子化、家族、労働供給、社会保障
などをキーワードとします。また労働組合の研究ももう少しすすめたいと考えます。

　女性が働くことと、社会的な制度のあり方、さらには社会規範や家族のあり方は深くかかわっています。仕
事と家族の両立支援策は、1990 年代から行われているように見えますが、なぜ実効を伴わないのでしょう。
なぜ日本の女性の出産離職は今でも大変高いのでしょうか。そのメカニズムについて考察するには、一方では、
社会への洞察が不可欠です。具体的には、企業の賃金制度や雇用慣行、法律の枠組み、税制や社会保障制度な
どです。その一方で、文化的な土台や家族の価値規範の研究も必要です。制度を調べ、聞き取りをし、大勢の人々
の選択行動のデータを計量的に分析することで、要因を明らかにするのが私の研究です。私の属する講座や大
学院のコースには、この問題を考える幅を広げるに良い学際的な土壌があり、この問題を真摯に考える人には
良い場所を提供すると思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 仲西　正　（NAKANISHI　Tadashi）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 工学博士（1987　東京工業大学）
  Doctor of Engineering (1987 Tokyo Institute of Technology)
 職名： 准教授
 専門分野： 材料物性、高分子化学
 URL： http://www.eng.ocha.ac.jp/matsci/
 E-mail： nakanishi.tadashi@ocha.ac.jp

含金属イオン繊維の消臭機構／高分子ゲルの溶質選択的膨潤／高分子膜の塩選択透過
Deodorization by the fibers containing metal ions ／ Solute specific swelling of polymer gels ／
Selective solute transport in polymer membranes

・仲西　正，青木　彩莉，コンゴーレッド水溶液中におけるポリビニルアルコールゲルの膨潤挙動，日本学術
振興会繊維・高分子機能加工第 120 委員会年次報告，58 巻，2007 年，印刷中．

　本年度は科学研究費補助金（基盤研究（C）、継続）
を研究代表者として受けることが出来るとともに、
研究分担者として 1 件を担当した。
　本年度は、「高分子ゲルの溶質選択的膨潤」、「銅
塩で媒染染色した繊維の消臭機能」、「ガスクロマト
グラフィーを用いた含銅染色繊維の消臭過程の追跡」
などの研究を行った。昨年度新たに行った「媒染染
色綿布の消臭速度」に関する研究については、本年
度は追加的な実験を加えた。
　本年度行った研究のすべてが、高分子－低分子間
の相互作用に関係したものである。高分子－低分子
間相互作用の積極的な利用が、有用な機能性高分子
の設計において重要であるとの視点から研究を行っ
ている。 

　I received Grants-in-Aid for Scientific Research 
as a head investigator and also received the grants 
as a co-worker.  In this year, I was researching 
in “Solute specific swelling of polymer gels,” 
“Deodorizing abilities of the fibers mordanted with 
dyes and copper salts,” “GC studies in deodorization 
mechanism for the mordant fibers,” etc.  For the 
research on “Deodorization rate for the mordant 
fibers with deodorizing abilities,” which was started 
in the last year, the additional experiments were 
carried out this year.  The interaction between 
polymers and small molecules is a main theme 
for all my researches carried out this year.  This 
interaction has an important meaning for designing 
useful functional polymers.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

（学部）
物理化学英語Ⅱ、環境材料物性、機器分析演習、
人間環境・科学実験実習、人間環境・科学演習な
どの授業を担当した。授業に際しては、わかりや
すく説明することを最大の目標とした。卒業論文
指導学生は 4 名で、卒業論文テーマは、消臭機能
繊維に関するものが 2 件、高分子ゲルの膨潤挙動
に関するものが 1 件、高分子膜中の水の状態に関
するものが 1 件であった。卒業論文指導において
は、理系的研究法を理解させることと、言葉によ
って、自分の考えをまとめ相手に伝える力を持た
せることを主眼とした。

（大学院）
環境生活工学演習、機能材料特論、環境材料化学
特論を担当した。指導した前期課程学生は 2 年生
2 名、1 年生 4 名であった。博士前期課程学生の指
導においては、研究の背景と方向性を明確に理解
し、自身の力で実験を計画し遂行でき、得られた
結果を合理的に説明できる力を与えることを目標
に指導を行った。

(Undergraduate) 
 I offered the following courses in 2007:  “English 
for Physical Chemistry,” “Materials Science for 
Human Life Environment,” “Exercise in Equipment 
Analysis,” “Laboratory for Human-Environmental 
Sciences,” “Exercise in Human-Environmental 
Sciences,” and so on.  I supervised the four 
students making their graduation theses.  The 
titles of the theses were “Deodorant properties 
of cotton fabrics dyed with reactive dyes and a 
copper salt,” “Solute specific swelling of polymer 
gels,” and “State analysis of water in membranes.”  
The chief aim of supervision for the students was 
to develop their faculties for scientific research 
and their ability for scientific presentation.

(Graduate School) 
 I had three courses in 2007:  “Exercise in Human 
Life Engineering for Environment,” “Special Topics 
in Functional Polymer Materials,” etc.  I supervised 
six master course students.  My objectives for 
supervision for the students were to give the 
abilities of searching and understanding scientific 
information from various sources, for example, 
the papers on journals, and to give the abilities 
of planning and accomplishing the studies by the 
students’ own capacities.

　消臭繊維については、におい物質の吸着や分解などの消臭機構の基礎的な点について調べると同時に、実用
的な観点からの開発的な研究を行いたい。高分子ゲルの研究については、環境対応などの観点から、天然高分
子ゲルへも拡張したい。特に、天然高分子ゲル固有の高い機能性にも注目したい。高分子と低分子の相互作用が、
機能発現にかかわる材料について研究を広げたい。

　現在、高校生や大学生の皆さんも、いつかは社会に出られ仕事をして活躍されることになります。社会に出
る直前で大学や大学院で学ぶことにはどのような意味があるのでしょうか。私は「未知の問題を解決できる力」
を備えることではないかと考えています。大学では、ひとつの専門について深く学びます。大学院では専門的
な研究も自ら行います。大学や大学院で学んだ専門分野は、将来の仕事と直接に関係ないかもしれません。し
かし、私は、皆さんがどのような専門を選ばれても、「深く」学び、「深く」考えることが大切であると考えて
います。「深く」考えた人には、その人にしか見えなかったり気づかなかったりするものが見えるのです。そ
のような能力こそが、皆さんが活躍される将来のどのような分野や状況においても、必ず役に立つのです。私は、
講義室や研究室で、自分の専門を通して、学生の皆さんが「深い」見方ができるように指導したいといつも考
えています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 永野　肇　（NAGANO　Hajime）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1974　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 天然物化学、有機合成化学
 URL： http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/index.html
 E-mail： nagano.hajime@ocha.ac.jp

有機合成化学／立体制御／ラジカル反応／天然物化学／テルペン
Organic Synthesis ／ Stereocontrol ／ Radical Reaction ／ Chemistry of Natural Products ／ Terpenes

・Photoinduced Diastereoselective Addition of Perfluoroalkyl Iodides to Acrylic Acid Derivatives for the 
Synthesis of Fluorinated Amino Acids, T. Yajima and H. Nagano, Org. Lett., 9(13), 2513 － 2515 (2007).

・Radical mediated stereoselective synthesis of meso-7,11-dimethylheptadecane, a female sex pheromone 
component of the spring hemlock looper and the pitch pine looper, H. Nagano, R. Kuwahara and F. 
Yokoyama, Tetrahedron, 63(36), 8810 － 8814 (2007).

・Conjugate reduction of α , β -unsaturated esters and amides with tributyltin hydride in the presence 
of magnesium bromide diethyl etherate, S. Hirasawa, Y. Tajima, Y. Kameda and H. Nagano, Tetrahedron, 
63(45), 10930 － 10938 (2007). 

・High diversity of Ligularia dictyoneura in chemical composition and DNA sequence, H. Nagano, Y. Iwazaki, 
M. Matsushima, M. Sato, X. Gong, Y. Shen, H. Hirota, C. Kuroda and R. Hanai, Chem. Biodivers., 4(12), 2874
－ 2888 (2007).

・Fluorous Substituent-based Enantiomer and Diastereomer Separation: Orthogonal Use of HPLC Columns 
for the Synthesis of Non-proteinogenic Polyfluoro Amino Acids and Peptides,T. Tonoi, A. Nishikawa, T. 
Yajima, H. Naganoand K. Mikami, Eur. J. Org. Chem., (8) 1331-1335 (2008).

［1］中国雲南省や四川省の高原に生育するキク科
Ligularia 属植物の遺伝的および化学成分的多様
性を解明している。

［2］キレート環形成が鎖状化合物の立体選択的ラジ
カル反応に極めて有効であることを見いだし、
天然物の立体選択的合成を行っている。

[1] Intra-specific diversity of Ligularia species 
(Compos i tae )  co l l ec ted  in  Yunnan  and 
Sichuan Provinces in China is examined from 
both chemical and genetic aspects, using 
furanoeremophilanes as the chemical index and 
the nucleotide sequences in the atpB-rbcL and 
the ITS1 regions as the genetic index.  

[2] We have shows the possibility for attaining 
reliable radical mediated 1,3-asymmetric 
i nduc t i on  i n  a c y c l i c  s y s t ems  and  t h e 
1,3-asymmetric induction is applicable to the 
synthesis of chiral natural products having 
1,5-dimethyl motifs.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

講義名「基礎化学 A」（1 年生対象）：
有機化学入門。将来、化学を専攻する学生はもとより、自然科学のいかなる 分野に進む者にとっても有機化
学の知識は必要である。多種多様な有機化合 物の構造、性質、反応を体系的に理解し、有機化学の全体像を
把握できるよう基礎から講義する。

講義名「構造有機化学 I.（化学科 2 年生対象）：
原子軌道、分子軌道、共有結合等の概念に基づき、有機化合物の構造を理解し、それらの性質、反応性、合
成法について講義する。

実験「一般化学実験（分担）」（全学部の学生対象）：
化学実験の基礎となる物質の合成、抽出、精製および滴定等の基本的な実験を習得するとともに、物質の状
態変化、酸化還元反応、有機反応を理解する。レポートの書き方についても指導する。

演習「有機反応化学演習」（大学院生対象）：
新着雑誌の講読と討論、研究報告など。

　化学が好きな人、化学は面白そうだなと思う人は勿論、化学なら出来そうだなと考えている人もチャレンジ
してください。そして、大学で化学を学び始めたら、とことん化学の楽しさを追い求めてください。

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 中野　美和　（NAKANO Miwa）
 所属： 教育事業部 ( 教員養成 GP)
 学位： 博士 ( 理学 ) ／ Dr. of Science
 職名： 特任講師
 URL： http://bios.cc.ocha.ac.jp/lab/chiba/
  http://sec.cf.ocha.ac.jp/cagp/
 E-mail： nakano.miwa@ocha.ac.jp

発生生物学／減数分裂／中心体／細胞周期／細胞分裂
developmental biology ／ meiosis ／ centrosome/centriole ／ cell cycle ／ cell division

・田村美和・根本心一「MAPKはイトマキヒトデ卵中心体の運命決定因子となるか？」日本動物学会第78回大会：
1F1030、弘前、2007 年 9月

・Tamura. M. and Nemoto S-i. “Paternal inheritance of centrosomes in starfish zygotes.” The Oocyte 
Maturation Meeting: Kyoto, 2008, March. ( 招待講演 )

「卵成熟過程における卵中心体の機能失活機構の解析
を通じた中心体父系遺伝のメカニズムの解明」
中心体は一対の中心粒とそれを取り巻く周辺部位

からなり、自己複製能をもつ細胞内小器官である。
分裂期には分裂極となり、ゲノムの配分と細胞質の
分裂に必須な分裂装置を形成する。一方、卵減数分
裂を完了した成熟卵が受精すると、卵独自の中心体
と精子が持ち込んだ中心体が 1個の卵内に存在する
ことになるが、この 2つが共に細胞分裂に参加する
と、染色体の配分の異常が生じ、発生は異常になる。
この危険を回避する手段として、父系中心体だけが
選択的に使われることが 1世紀以上も前から知られ
ており、卵中心体が選択的に失活することが想定さ
れていたが、その機構は全く分かっていなかった。
我々はヒトデ卵を使って、卵中心体の選択的な失活
は卵中心体に内在する要因によるものであり、2回の
卵減数分裂周期と密接な関係があることを明らかに
し、新たなモデルを提唱した。

　Animal egg inherits a maternal centrosome/
centriole from the meiosis-II spindle pole, and sperm 
can introduce another centrosome at fertilization. 
It is believed that in most animals only the sperm 
centrosome provides the division poles for mitosis in 
zygotes. This uniparental (paternal) inheritance of the 
centrosome must depend on the selective loss of the 
maternal centrosomes, as first proposed by Boveri 
(1887). Specific mechanisms must exist to control the 
paternal inheritance of centrosomes at the gamete or 
zygote level, but has not yet been fully understood. 
In starfish, no centriole duplication occurs in meiosis 
II, hence each pole of the meiosis-II spindle is formed 
by the splitting of paired centrioles of the inner 
centrosome in meiosis-I spindle into singles (Sluder 
et al., '89; Kato et al., '90). In order to investigate 
selective loss of the maternal centrosomes, it is 
necessary to trace the fate and reproductive capacity 
of all the maternal centrosomes / centrioles. We 
used two kinds of procedures: (1) Suppression of 
polar body extrusion, and (2) Transplantation of 
polar body centrosomes into artificially activated 
maturing starfish oocytes. Among the maternal 
centrioles, differences in intrinsic stability and 
reproductive capacity were found: (1) four centrioles 
are heterogeneous in reproductive capacity; two of 
four centrioles are reproductive and remaining two 
are non-reproductive, (2) reproductive centrioles are 
successively cast off into the first and the second 
polar bodies respectively, (3) and finally a mature 
egg inheriting a non-reproductive centriole alone is 
formed.  We are now examining on some questions 
about when, and how the non-equivalency in the 
reproductive capacity among the maternal centrioles 
are determined.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits



335

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

専門である発生生物学の分野では、卵減数分裂に潜む中心体複製制御機構の解明に取り組んでいく。自らの
研究を推し進めると同時に、学生の研究指導・論文作成指導にあたる。
　また、現代的教育ニーズ取組支援プログラム ( 現代 GP)「科学的思考力と表現力で築く『私の履歴書』」では、
学生の職業意識と自己表現力の両者を育成する場として、SNS 形式のWEBアプリ「キャリアレポート放送局」
と、学生主体の企画・運営の場としての「キャリアカフェ」を提供する。これにより、学生の科学的思考力と
表現力、企画実行力を研鑽し、自発的・積極的な人材資質を築くことを通じて、本学のキャリア教育における
人材養成機能の強化を図る。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 永原　恵三　（NAGAHARA Keizo）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（文学）（1999　大阪大学）
 職名： 教授
 専門分野： 音楽学、特に音楽存在論と、声を用いた音楽の演奏論
 E-mail： nagahara.keizo@ocha.ac.jp

音楽美学／キリスト教音楽／合唱／柴田南雄／観光
Aesthetics of music ／ Christian music ／ chorus ／ SHIBATA Minao ／ tourism

・独唱：2007 年 8月「永井和子先生の古希を祝う会」、Schubert, ” Liebesbotschaft” , “WandersNachtlied” , 
兵庫県立芸術文化センター小ホール

・合唱指揮：2007年12月「コーロ・パンジェリングア演奏会」T.L.Victoria, ”O magnum mysterium”, G.Palestrina, 
” Sicut cervus” , etc.　木下牧子『地平線のかなたへ』他、新宿区四ッ谷文化センター。

　研究内容は理論面と実践面の両方にわたっている。
理論面では、キリスト教音楽のとくにカトリックの
音楽について、第二ヴァチカン公会議以降の典礼聖
歌を中心に日本とドイツの状況を考察している。さ
らに、世界音楽化している現代の音楽状況において、
音楽美学はどのように可能なのか、という問題に取
りかかっている。従来の音楽美学は西洋音楽を中心
に構築されてきたが、そうした統一的な美学が崩壊
した現在、それでも音楽美学は成立するのかどうか、
もしも成立するとしてどのようになるのか、を検討
し始めている。他方、実践面では、合唱における発
声法の問題について、実際の合唱団での指導実践に
基づいて、従来の日本における合唱の発声法がもつ
問題点を取り出すとともに、音声生理学的に正しい
と思われる方法での発声法を見いだし、その練習法、
指導法を実践して、その成果が現われ始めていると
ころである。また、ルネサンス音楽の男声合唱によ
るカウンターテナーを使用した演奏も実践し、徐々
に成果が出ている。

　My subject of study consists of theoretical and 
practical fields. In the former field I study Christian 
music, especially Catholic liturgical music after the 
second Vatican Council in Germany and Japan and 
the possibility of aesthetics of music, in the condition 
of globalization of music and configuration of world 
music. In the latter field I study the voice-training of 
chorus members. There are a lot of problems in the 
instruction method of chorus in Japan. I have picked 
up these problems and search for the improvement 
of them. Still more I conduct male chorus which 
has a repertory of Renaissance music and contains 
counter-tenor members and execute a period style 
performance.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部の 1年生から大学院博士課程まで、それぞれ
の水準に合わせて、音楽学の諸問題を講義、演習し
ている。西洋音楽史の 16 世紀、17 世紀頃までの事
例をもとにして、音楽についての学問的な思考を教
え、その上で、民族音楽学も含めた世界音楽の視点で、
音楽学の研究方法や内容を教えている。つねに音楽
学の新しい研究分野や研究方法を伝えるように務め
ている。

　From the basic grade to the master and doctor 
course grade I teach various problems of musicology 
on the level of each student by lectures and seminars. 
For example I teach a history of western music on the 
material of the music from the period of Gregorian 
chant to 16 and 17 century. On such basis I teach 
musicology including ethnomusicology in new 
perspective and methodology.

1. 柴田南雄の合唱作品をもとにした合唱の場と生成についての著書の出版。
2. 観光研究の古典となっている、ディーン・マッカーネルの The Tourist の翻訳をもとにした観光研究の研究
書の出版。（安福恵美子氏との共同研究）

3. カトリック音楽の研究と典礼聖歌の合唱研究とによって、今後のカトリック教会での聖歌隊やオルガニスト
などへの指導実践をするとともに、典礼音楽の演奏についての規範を提示する。典礼学者との共同研究が可
能で、すでに宮越俊光氏とワークショップを開催。

4. 合唱団の指導を継続し、合唱における発声法と演奏法、指導法を開発する。今年度はすでに野田市合唱連盟
から指導の要請あり。

5. ルネサンスの声楽をカウンターテナーを含む男声合唱は、日本では希少であり、当時の演奏スタイルを踏襲
した現代的な演奏の可能性を目指す。

　日本の音楽教育のなかで音楽は鑑賞する対象や歌ったり楽器を演奏したりする曲、として教えられてきてい
ます。社会にあっても、音楽は娯楽の対象であり、コンサートや CD などで聴くものと見なされています。確
かにそれは事実であり、音楽の一つの側面を示しています。しかし、音楽が学問の対象であること、つまり音
楽学という学問があることは、日本の一般社会において知られていませんし、理解されてもいません。しかし、
欧米の大学では音楽学は総合大学であれば当然のごとくにコースが設置され、教育研究が行なわれています。
もちろん、日本や中国などの伝統文化の深い地域に音楽の研究の伝統はなかったのかと言えば、そうではあり
ません。音楽は世界の各地域の人々の生活に根づいています。世界音楽の時代に、アジアの高い知的水準をも
って、音楽を実践するとともに学問として考えることを、私たちは提案しています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 中村　妙子　（NAKAMURA Taeko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（人文科学）／ Ph.D. ( Islamic History )
 職名： リサーチフェロー
 専門分野： 中世シリア史
 E-mail： nakamura.taeko@ocha.ac.jp

シリア／十字軍／イスラム（イスラーム）／ザンギー／ジハード
Syria ／ Crusaders ／ Islam ／ Zangid ／ Jihad

・中村妙子「初期十字軍とイスラム勢力－ 12 世紀前半のシリアにおける協定とジハードの検討を中心に－
( 合同部会：生成される宗教的《境界》)」『歴史学研究』, 2007 ( 833 ), pp. 172-180.

　中世シリア社会（おもに 12 世紀）についての総合的分析をめざしている。セルジューク朝末期の分裂期に
あたり、西欧からの十字軍勢力の侵攻にあった 12 世紀のシリアは政治的混乱期とみなされ、その研究も地方
史や十字軍史などの個別研究に片寄りがちであった。そこで、十字軍国家とシリア諸都市の間に勢力均衡構図
が生まれたことに注目してその「対立」と「共存」の分析を行ない、ザンギー朝がシリア統一の端緒を開くこ
とができたのは、この勢力均衡構図を崩したからであることを実証した。さらに、北方に隣接するもう一つの
キリスト教勢力であるビザンツ帝国と十字軍勢力との関係や、シリアの在地のウラマー（ムスリム知識人）の
動きについても、併せて研究している。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　文教育学部の「東洋史研究法」と「外国史入門講読 I」を担当した。「東洋史研究法」（おもに２年生対象）では、
イスラム史研究に用いられる主要な資史料を紹介して、それらが書かれた背景や研究方法との関連（「史料が
語る」ということの意味）を講義し、その上で英語論文 S. D. Goitein, A Mediterranean Society, 1967. の第１
巻第１章を受講者で分担して輪読し、実践的研究方法を体得させることに努めた。「外国史入門講読 I」（おも
に１年生対象）では、初学者むけに「史料に触れる楽しさ」を伝えることを最大目標とし、イブン・バットゥ
ータ『大旅行記』の邦訳（家島彦一訳注）を輪読した。学生が背景や関連事項を自ら調べることで史料の扱い
方を学び、高校までの歴史学習とのアプローチの違いを実感するように努めた。

　12 世紀のシリアの政治体制の変化にザンギー朝が果たした役割を、すでに提起したザンギーの政治外交政
策のほかに、ウラマー層（ムスリム知識人層）との関係の考察を加えることで、総合的に明らかにしていく。
ウラマー層の独立的政治行動が中世西欧都市の「自治」との比較や同一の視点からの把握になるという、とも
すると西欧の研究者が陥りがちな論理を排除し、また十字軍勢力だけでなくビザンツ帝国も含めたキリスト教
勢力の相互関係にも注目し、ザンギー朝の政策の独自性を検証する。

＜大学院へ入学を希望する人たちの中で、とくに専門分野と直接関わりのない職業に一定期間就いたあと大学
院への進学を希望する人たちへ＞

　お茶大は、「学びたい」という意欲を実現させる場です。社会人経験のある学生は、その間に培った柔軟な
思考と多角的視野を生かして研究に取り組むことができるでしょう。ぜひチャレンジしてください。歴史分野
の場合は、歴史史料をベースにして研究を行なうため、外国語や写本等の読み込みに多くの時間が必要となり
ます。在籍には授業料等費用がかかるので、入学後の円滑な研究のためにも、入学前に聴講等で実際に研究の
入り口に入っておくことをお勧めします。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 中村　俊直　（NAKAMURA Toshinao）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士 (1979　東京大学 )、Ｄ . Ｅ . Ａ . (1982  ポール・ヴァレリー大学 )
 職名： 教授
 専門分野： 近・現代のフランスの文学と思想及び言語論
 E-mail： nakamura.toshinao@ocha.ac.jp

視覚イメージ／言語記号／記号論／詩学／一人称小説

・小林秀雄と一人称小説の問題

1　フランスの 19 世紀末から 20 世紀前半にかけて活躍した詩人･批評家のポール・ヴァレリーに関する多角
的･総合的な研究。さらに彼に関係する文学者や芸術家並びに彼の生きた時代に関する総合的な研究。

2　言語記号と視覚記号の両者の機能の比較研究。特に、写真、絵画、言語表現の三者の相互影響関係の考察。
3　自分自身を語る言説（自伝、書簡、日記、私小説など）の機能と形態の特徴の考察。
4　日本の近現代の文学者や芸術家の営為にフランスの文学や文化が与えた影響の解明。また逆に日本の芸術

がフランスの文学や美術に与えた影響の解明。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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学部
1　フランス語の初級文法並びにフランス語の中級程度の作文と読解の教授。
2　西ヨーロッパの文化や社会の特質の考察。
3　言語表現による「現実描写」の問題の考察。
4　ロラン･バルトの映像論、写真論を参照しながら言語記号と視覚記号のそれぞれの特質を比較対照的に考察。
5　卒業論文指導。

大学院
1　フランス 19 世紀のレアリスム小説の問題の考察。
2　ヴァレリーの散文詩集『アルファベット』の精密な読解。

　視覚記号と言語記号との両者の機能を総合的に比較検討する。文化史、社会学、記号論、美術批評、文学批評、
情報伝達論などの多様な視点から研究を進める。歴史的に見れば、現代のの社会、文化の特徴の一つは、これ
ら二つの表現･コミュニケーションの手段の共存並びに相互影響関係であると言えるからである。

　大学は自由にものを考え、探求することが出来る場所です。大学での学問の範囲は明確に限定されているわ
けではありません。従ってはっきりした一つの答えが見つからなくてもよいのです。思考や探求の結果ももち
ろん重要ですが、それと同じくらいに、あるいはそれ以上に重要なのは、結論に達するまでの過程です。その
過程において、たくさんのことを考え、調べ、さらにはいろいろ迷うことが、後々大きな意味を持ってきます。
そのようにして柔軟な思考力や幅の広い判断力を養成することが、大学を卒業してからの長い人生において大
きな力となることでしょう。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 中村　美奈子　（NAKAMURA　Minako）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 芸術学士（東京藝術大学）、人文科学修士（お茶の水女子大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 民族舞踊学、舞踊記譜法、ダンスとテクノロジー
 URL： http://www.li.ocha.ac.jp/geijutsu/buyou/
 E-mail： nakamura.minako@ocha.ac.jp

民族舞踊研究／舞踊記譜法 Labanotation ／舞踊動作分析／ダンスとコンピュータ／インドネシア（バリ島）
Ethnochoreology ／ Labanotation ／ MotionCapture ／ Dance ＆ Computer ／ Indonesia(Bali）

・NAKAMURA Minako, SHIBANO Kohji and HACHIMURA Kozaburo: "Computational Analysis of Balinese 
Dance Using LabanXML", 25th Biennial Conference of ICKL, Jul.29- Aug.5, 2007, Mexico(Proceedings 発行
予定）

・NAKAMURA Minako: "Corpus based approach to dance analysis - A case study on Balinese dance “Legong 
Lasem” ", International Symposium on Skill Science 2007 (ISSS''07), Sep.18-20,2007,(Proceedings 
pp149-153)

・NAKAMURA Minako: "Corpus-Based Approach to Dance Analysis:A Case Study of Balinese Dance Using 
Laban(Labanotation)XML", International Symposium Human Body Motion Analysis with Motion Capture, 
Dec.21, 2007, Kyoto(Ritsumeikan Univ.)（Proceedings pp53-61)

・小島一成 , 澤井麻奈美 , 小田邦彦 , 中村美奈子「舞踊における指導言語が身体運動に及ぼす影響」，エンタテ
インメントコンピューティングシンポジウム 2007(EC2007) 論文集 , pp7 -10、 2007 年 12 月

・神奈川大学 21 世紀 COE 国際シンポジウム「場の記憶・からだの記憶 非文字資料研究の新地平」セッショ
ンⅣ「身体技法及び感性の資料化と体系化」コメンテーター 2008 年 2 月 24 日（神奈川大学）

　筆者は、インドネシア・バリ島の舞踊などアジア
地域の民族舞踊を研究対象とし、その舞踊の技法、
表現特性、舞踊構造の分析を行っている。2007 年度
は、萌芽研究「舞踊の電子テキスト研究－文理融合
型の民族舞踊研究の視点から」の研究代表者として、
舞踊研究にコンピュータテクノロジーを方法論とし
て用いるとどのような研究が可能になるかというこ
とをテーマに、アジアの民族舞踊のモーションキャ
プチャによるデータ取得、データ分析を中心に行っ
た。また、ICKL 国際会議（メキシコ）スキルサイエ
ンス国際シンポジウム、立命館大学 GCOE 国際シン
ポジウムにおいて、舞踊記譜法 Labanotation の XML
化に関する研究発表を行った。また、中国の新彊芸
術学院舞踊講師を外国人客員研究員として受け入れ、
新彊でのウイグル舞踊のフィールド調査を行った。

　I am studying the dance technique and structure 
of Balinese (Indonesian) dance.
 In 2007, I took part in the COE research project in 
Ritsumeikan University as a COE guest researcher 
and read my paper on Laban(Labanotation)XML 
of Balinese dance at the International Symposium: 
Human Body Motion Analysis with Motion Capture 
held in Kyoto.
　And also, I read my paper on “Computational 
Analysis of Balinese Dance Using LabanXML” at 
25th Biennial Conference of ICKL held in Mexico.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　舞踊教育学コース所属の学生らは、そのほとんど
が、バレエやモダンダンスなど西洋の芸術舞踊を実
践してきている人たちである。筆者の教育目標は、
さまざまな身体表現、舞踊表現が世界には存在する
こと、また、舞踊は、その社会文化的背景と深く結
びついた表現様式をもっていること、そして、舞踊
は芸術的なものだけではなく、民俗芸能のように社
会的な機能をも果たしていること等を理解してもら
うことである。それによって舞踊創作の新しい視点
を与えてあげることができればと願っている。2007
年度は、筆者によるバリ舞踊の授業だけでなく、日
本在住の韓国人舞踊家（僧舞の人間国宝後継者）、ウ
イグル舞踊の舞踊家による実演とワークショップを

「舞踊論」の授業で行った。また、一般体育（スポー
ツ健康科目）では、2006 年度よりヨガの実技を担当
し、学生らの集中力の養成と心身の調整に力を注い
でいる。大学院の授業では、「多文化舞踊教育」に関
する文献の購読を行った。

　Most of the students in our dance education 
course only know Western dances such as Ballet or 
Modern dance. I am teaching those students that 
there are many more kinds of dances which have 
their own cultural background and that some of 
them do not appear artistic but perform a social 
function.
　In 2007, in addition to those lectures and 
practices, I gave a special lecture on Korean 
dance with live performances by a Korean dancer 
who is a living national treasure.
　To the graduate students I gave a lecture on 
“Multicultural Dance Education “from the point of 
view of Ethnochoreology (Dance Ethnology)

　文化人類学から情報学までさまざまな領域の研究者らとの学際研究を通じて、舞踊および身体表現に関する
研究を行ってきた。今後も幅広く身体文化、身体表現、身体運動の解明にかかわる研究をしていきたいと考え
ている。また、無形文化財のデータベース（アーカイヴ）化、特に舞踊や身体表現に関するデータのアーカイ
ヴ化についての研究は事例が少なくメタデータの整理も進んでいないことがプロジェクト研究を通して分かっ
てきたので、これらの点についても検討を行っていきたい。

　舞踊は、その社会文化的背景と深く結びついた多様な表現様式があること、そして、舞踊は芸術的なものだ
けではなく、民俗芸能のように社会的な機能持つものもあることを是非みなさんにも知ってもらいたいと思っ
ています。同時に、バリ島の舞踊は見ていると緩やかで楽しそうですが、実は中腰の姿勢で踊るのはいかにき
ついかということを是非実技授業で体験してください。そんな「伝統的」な舞踊の研究をしている私ですが、
実は大変な新しいもの好きで、共同研究のほうでは、1998 年頃からずっとモーションキャプチャという装置
で舞踊の計測をしてきています。舞踊とデジタル技術がどうつながるのだろうと不思議に思われる人もいるか
もしれませんが、科学技術は常に進歩しながら人文学にすり寄ってきているのではないかというのが今の私の
実感です。共通の関心として「人間とは何か」という問いかけがあるように思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 中村　弓子　（NAKAMURA Yumiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 修士（東京大学 1973、アミアン大学 1972）
 職名： 教授
 専門分野： フランス文学・思想（20 世紀）
 E-mail： nakamura.yumiko@ocha.ac.jp

ベルクソン／モーリヤック
Bergson ／ Mauriac

・発表：Morale du philosophe et《Les Deux Sources de la Morale et de la Religion》
（ワークショップ「生の哲学の彼方」ーベルクソン『道徳と宗教の二源泉』再読）
共催：東京大学グローバル COE「死生学の展開と組織化」、ベルクソン『創造的進化』刊行百周年記念国際
シンポジウム実行委員会

・論文：『蝮のからみあい』ー危機と恩寵
（お茶の水女子大学『人文科学研究』第 4 巻　2007 年版）

　主要業績 1 は、2007 年 10 月、東京大学で開催された、ベルクソン『創造的進化』刊行百周年記念国際会
議の一環として行われた『道徳と宗教の二源泉』についてのシンポジウムにおいての、フランス語で行った一
時間の発表である。ベルクソンの生涯を通じて、哲学者個人の生き方としてのモラルの変遷をたどり、『道徳
と宗教の二源泉』の宗教思想をその中に位置づけたものである。下記のシンポジウム記録に納められた。

《Au-dela de la philosophie de la vie》（東京大学人文科学大学院グローバル COE・DALS 発行）
　主要業績 2 は、モーリヤックの最高傑作『蝮のからみあい』を、この小説家が決定的影響を受けたパスカル
の思想の「気をまぎらわすこと」、「深淵」の 2 テーマを解読格子として用いることにより分析したもの。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　2007 年度は、通常の授業の他、博士後期課程の指導学生の以下の論文、発表の指導をした。

1：菊池博子　プルースト『失われた時を求めて』におけるギリシャ神話《フェトン》
（平成 19 年度『人間文化創成科学論叢』第 10 巻）

2：菊池博子　研究プロジェクト「ベルクソンとプルーストにおける記憶理論の比較研究」の指導（平成 20
年度の『人間文化創成科学論叢』に投稿する論文を準備中）

3：木下敏江「ガブリエル・ロワ《自伝的小説》における象徴的風景」（2007 年度日本フランス文学会関東支
部会における発表　2008 年 3 月　学習院大学）

　お茶の水女子大学は、きめの細かい少人数教育が行われ、学生の中に、伝統の勉強熱心でまじめな気質も、
現代的味付けをされて生きています。じっくり学びたいと考えている人にお勧めします！

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 中森　正代　（NAKAMORI Masayo）
 所属： 生活科学部食物栄養学科食物栄養学講座
 学位： 栄養学修士（2002 年）
 職名： アソシエイトフェロー
 専門分野： 公衆栄養学、国際栄養学
 E-mail： nakamori.masayo@ocha.ac.jp

公衆栄養／国際保健／エネルギー／微量栄養素
Public Health Nutrition ／ International Public Health ／ energy ／ Micronutrient

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 6 ）件

・中森正代、猿倉薫子．健康人のエネルギー必要量の算定．栄養評価と治療 24(4): 369-372, 2007
・Nhung BT, Khan NC, Hop LT, Lam NT, Khanh NL, Lien DT, Nakamori M, Hien VT, Kassu A, Yamamoto S. 
Resting Metabolic Rate of Elderly Vietnamese. Ann Nutr Metab. 2007 Mar 14;51(1):7-13.

・Nhung BT, Khan NC, Hop LT, Lam NT, Khanh NL, Lien DT, Nakamori M, Hien VT, Kassu A, Yamamoto S.  
Resting metabolic rate of Vietnamese adolescents. Eur J Clin Nutr. 2007 Sep;61(9):1075-80.

・Kassu A, Andualem B, Nhien NV, Nakamori M, Nishikawa T, Yamamoto S, Ota F. 1. Vitamin A deficiency in 
patients with diarrhea and HIV infection in Ethiopia. Asia Pac J Clin Nutr. 2007;16 Suppl:323-8.

・Kogirima M, Kurasawa R, Kubori S, Sarukura N, Nakamori M, Okada S, Kamioka H, Yamamoto S. Ratio of low 
serum zinc levels in elderly Japanese people living in the central part of Japan. Eur J Clin Nutr. 2007 Mar; 
61(3):375-81.

　◆研究内容　／　Research Pursuits

1. 乳幼児の栄養状態、保育状況、感染症の発症に関
する研究
ベトナム山岳地域の乳幼児を対象として、子供の
母乳・離乳保育状況が、発育状態、感染症の発症率、
身体機能・精神発達、微量栄養素の栄養状態（鉄・
亜鉛・ビタミン A）、免疫能に及ぼす影響について
の追跡調査を実施している。

2. 貧血の予防・改善に関する研究
ベトナム紡績工場就労女性を対象とし、まず、貧
血のり患に関状況の把握とその発症因子に関する
調査を実施した。その中から貧血者を対象とし、
貧血の改善により有効と考えられる鉄剤投与方法
を検討する臨床試験を実施した。

3. 亜鉛、鉄の投与が乳幼児の栄養状態および感染症
の発症に及ぼす影響に関する研究
ベトナム乳幼児を対象として亜鉛および鉄の補給
を 1年間行い、その投与が栄養状態の改善や、下痢・
呼吸器感染症の発症に及ぼす影響を追跡調査の計
画が進行中である。

1.Study on the nutrition status, feeding practice and 
infectious disease among infants: 
Among infants in rural Vietnam, effects of 
feeding practice including breastfeeding and 
complementary feeding to infant''s growth and 
motor development, incidence of
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部教育において、「公衆栄養学実習」、「公衆栄養学臨地実習」、「調理科学実験」、「教職調理実習」を補佐。
　公衆栄養学実習および公衆栄養学臨地実習では、学生が管理栄養士として保健所や小学校で働く際の実践的
な活動内容の指導および活動を研究として発展させるための手法を指導している。

　◆研究計画

1. 乳幼児の栄養状態、保育状況、感染症の発症に関する研究
追跡調査の結果を基に、母乳保育および離乳保育が乳幼児の発育・健康に及ぼすリスクを提示し、保育方法
に関する介入方法について検討する。

2. 貧血の予防・改善に関する研究
貧血者を対象とし、より副作用が少なく吸収性の高い鉄剤投与方法を検討する。また、貧血のり患に鉄の摂
取不足以外の栄養学的因子の関与が示唆されていることから、鉄以外の栄養素の欠乏状況（特にビタミンＡ，
亜鉛）の検討を加えて行う。

3. 亜鉛、鉄の投与が乳幼児の栄養状態および感染症の発症に及ぼす影響に関する研究
鉄を亜鉛と同時に投与すると吸収競合が生じる可能性が示唆されていることから、より効果的な同時投与の
方法について検討を行う。

　◆メッセージ

　今日、栄養と健康についての人々の関心が高まり、多くの情報があふれていますが、正しい情報というのは
意外と少ないものです。そして、それは日本だけではなく世界中で共通して言えることであり、正しい情報の
発信が求められています。栄養と健康に関する正しい情報を見極めるための基礎を勉強すること、また正しい
情報を発信するための調査・研究方法を学ぶことによって、活躍の場は世界に広がっていきます。世界の栄養
問題に、一緒に取り組んでいきませんか？
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 仲矢　史雄　（NAKAYA Fumio）
 所属： 教育事業部（文理融合 21 世紀リベラルアーツ）
 学位： 理学博士／ PhD
 職名： 講師
 専門分野： 動物生理学、酸素センシング
 E-mail： fumio.nakaya@ocha.ac.jp

スケーリング則／酸素消費／光学式酸素センサー／動物生理学／サイエンスコミュニケーション
Scaling law ／ Energy consumption ／ optical oxygen sensor ／ animal physiology ／ science communication

・｢ 科学コミュニケーション能力養成プログラムの開発 お茶の水女子大学の取り組み ｣
仲矢史雄、千葉和義
日本科学教育学会年会論文集 , 31, 57-58, 2007.

・｢ 理科の教材開発をマネジメントする重点 ｣
仲矢史雄
楽しい理科授業 , 496, 14-15, 2007

・「いかにして科学コミュニケーション能力を養成するか - お茶大の取り組み」
仲矢史雄、千葉和義
日本科学教育学会研究会誌・研究報告 (2007) 

・「新教育システム：デリバリー実験教室」による理科離れの解決と教員の資質向上 , 
宮本康司 , 和田重雄 , 池田まさみ , 仲矢史雄 , 千葉和義
日本科学教育学会研究会研究報告 , 21(5), 95-98, 2007. 

・理系職業観に対する「新教育システム：デリバリー実験教室」の効果
宮本康司、和田重雄、池田まさみ、仲矢史雄、千葉和義
日本科学教育学会年会論文集 , 31, 311-312, 2007

専門：動物生理学および酸素センシング技術開発、
および科学コミュニケーション

　動物のエネルギー消費量は、体重の増加に比例し
ない。体重とエネルギー消費は 0．75 乗という乗数
をもったべき乗関数でうまく表すことができる。こ
の現象は恒温動物でも変温動物でも広く知られてい
るが、なぜ成り立つのかは検証されていない。
　そこで、この現象に対して新たなアプローチ（新
しい実験装置、これまで調べられていない研究対象）
を開発することで、謎の解明に取り組んでいる。
　また、この問題に取り組む過程で開発した装置、
技術の応用にも現在取り組んでいる。特に微小スケー
ルでの迅速かつ高精度の酸素センシングに力を注い
でいる。
　科学コミュニケーションも研究の軸である。研究
内容の教材化や科学実験教室の運営を行い、方法論
の確立とその実践に取り組んでいる。

Specialty: Bioenergetics (Concurrent, cell biology)
Research interests: some of comparative and 
integrative biology, science education, etc.
Now, my research project is the micro-scale oxygen 
measurement by using the optical sensor.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

教育内容：動物生理学及び実験方法開発指導、
科学コミュニケーション能力養成

　動物の発生過程におけるダイナミックな形態変化
と環境との関わりを遺伝子発現と合わせて感動をも
って体験できる実習の構築方法習得を目標していま
す。
　科学コミュニケーション能力の養成方法を開発し、
実践的に指導している。

Graduate course education: The method to develop 
science education materials (Biology)
The method to develop science communication

　現在進めている研究は基礎生物学的課題を始点としているが、その過程で多くの派生的応用技術を生み出し
ている。最近開発した装置では既存の計測システムの1000倍小さいスケールでの酸素センシングが可能になっ
た。今後はさらに 1000 倍の微細化に取り組み、発生学研究や医療分野とくに受精医療に展開していきたい。

　科学はお好きですか？　わたしは科学の実験がとても好きです。高校までの理科の実験も好きでした。そし
て大学に入って本当の実験の醍醐味を知り得ました。
　大学では、不思議だと思うことに対して、自らテーマを選び、道具を作って、誰もやったことのない実験を
することが出来ます。
　自分で工夫した装置から、誰も知らない新発見を見つけることが出来るなんてワクワクしませんか？　この
ワクワクやドキドキする思いをぜひあなたも味わってほしいです。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 新名　謙二　（NIINA Kenji）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 修士（教育学）（1991　東京大学）
 職名： 准教授
 専門分野： スポーツマネジメント、特にスポーツ施設の立地とスポーツ消費者行動
 E-mail： nina.kenji@ocha.ac.jp

スポーツ消費／時系列分析／グレンジャー因果性
sports consumption ／ time series analysis ／ Granger causality

・Kenji Niina, The Relationship between the Consumer Expenditure on Sport and the GDP in Japan. 
Proceedings for The 15th Congress of the European Association for Sport Management.

スポーツ消費の時系列分析
　スポーツ関連支出の変動と経済全体の指標である GDP の変動との関連について分析を行った。これら指標
の相互の影響には時間的ずれがあると考えられるので、時系列分析の枠組みの因果性分析（グレンジャー因果
性分析）の手法を用いて検討を行った。1994 年以降の四半期データにより分析を行った結果、スポーツ支出
の変動が GDP の変動に影響を及ぼすことはないことが明らかになった。GDP からスポーツ支出については、
統計的に有意ではなかったが、影響が及んでいる可能性が示唆された。明確な結論を出すためにはより長期の
分析や、時系列の取り方を変えた分析を行う必要がある。
　この成果についてヨーロッパスポーツマネジメント会議において口頭発表し、共和分分析なども検討する必
要があるとの示唆を得た。

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部専門科目においては、「スポーツ人間学」、「スポーツ人間学実験演習」、卒業論文の指導を通じて、スポー
ツ及び舞踊分野におけるマネジメントの考え方を学生に対して指導した。
　卒業論文は 3 名の指導を行った。卒業論文の分野は下記の通りである。
プロ野球のマネジメント（2）
コミュニティダンスのマネジメント（1）
　コア科目においては、必修科目である「スポーツ健康実習」の責任者として、授業を担当するとともに複数
の担当教員間で円滑な役割分担ができるように環境整備を行った。

「スポーツ健康実習」はカリキュラム改正に伴う授業内容変更後の3年目であった。授業自体は順調に進んだが、
一部クラスで教員 1 人当たりの人数が多くなっており、改善に向けての検討を開始した。
　大学院博士前期課程においては「スポーツマネージメント演習」の授業を担当した。この科目は文化マネー
ジメント副専攻の選択必修科目である。また、平成 19 年度入学生 2 名の主任指導教員として指導を担当した。
いずれも舞踊分野におけるマネジメントに関する研究に取り組んでいる。

スポーツ消費を説明する経済モデルの構築
国家レベルのスポーツマネジメントの比較研究

　スポーツマネジメントの分野は現在多くの大学において取り組みが始まっている注目すべき分野です。残念
ながら、スポーツマネジメントに関わる女性の数はまだまだ少数です。スポーツに興味を持っている人が集ま
ることを期待します。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 西尾　道子　（NISHIO Michiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 学士
 職名： 教授
 専門分野： 英語学、特に語用論
 E-mail： nishio.michiko@ocha.ac.jp

語用論／同時通訳／映画字幕
pragmatics ／ simultaneous interpretation ／ subtitles

・牛江ゆき子、西尾道子「映画の字幕表現の具体性に関する一考察」翻訳研究への招待　2、日本通訳学会　
2008 年 2 月、75 － 91

　この数年、同時通訳における言語使用についての
研究を行ってきたが、本年は同時通訳と同じように
目標言語での表現に制限がかかっている媒体として
映画字幕をとりあげた。
　英語字幕（目標言語）の表現における具体性は通
常起点言語における具体性と同じものといえるが、
一画面に映せる字数に制限があるため、映画字幕に
おける表現の具体性は、起点言語における表現の具
体性より高い場合も低い場合もある。
　どのような表現が具体性の変更の対象になり、具
体性が変更になった場合、意味的に変化が見られる
のか、見られるとしたら、どのような変化なのかに
ついて考察した。
　結果として、変化が見られる場合、観客にとって
の処理が楽になるような方向にのみ変化が見られ、
しかも起点言語における意味は保持されることが明
らかになった。

　For the past several years, I have looked into what 
happens when a language (e.g. Japanese) with SOV 
order is simultaneously interpreted into another 
language (e.g. English) with SVO word order.
　In 2007, I researched movie subtitles that have 
to keep pace with actors’ lines, and that have to be 
concise while retaining the original meaning.  To 
meet this need, sometimes the degree of specificity 
of expressions in the original lines is changed in the 
translated subtitles. I have  tried to see if the original 
meaning is retained when the degree of specificity 
increases or decreases in the subtitles and the role 
the change in the degree of spscificity plays in the 
understanding of the viewers.
　It was found that that both increasing and 
decreasing of the degree of specificity serve to 
reduce the processing cost of the viewers while 
retaining the original meaning. 

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部では、コア英語と英語圏言語文化コースの専
門科目と両方担当した。コア英語ではリーディング
とリスニングの基礎として、一般的な内容の本、新
聞などに使われる英語が理解できるようになること
を目指した。特に、訳読によらずに英語の文章の要
点を把握できるようになることを目標とした。
　英語圏コースの専門の授業では、対照表現学では
英語論文の書き方についての理解を深めることを目
的とし、特別演習などでは、自分の専門の語用論の
分野で談話標識の使用についての論文、および男性
と女性の言語使用の特徴などについて書かれた最近
の論文を読みながら、英語が実際の場面でどのよう
に使われるのかについて議論した。
　大学院においては、談話の構造についての理解を
深めるために、会話分析の分野での最新の本を読み
ながら考察を加えた。

　At the undergraduate level, I taught both core 
curriculum classes and classes for English majors. 
In the former, I chose materials that would enhance 
students’ basic reading and listening abilities: 
authentic materials that reflected the language and 
culture of English speaking countries such as books, 
TV programs, and newspapers. In the classes for 
English majors, I taught a class that designed to 
help students write academic papers in English. I 
also taught classes that dealt with subjects which 
are close to my own field of study, pragmatics. In 
these classes, recent papers discussing the use of 
discourse markers,and papers that discussed men’ s 
and women’ s use of language were closely studied.
　In the graduate classes, in order to gain deeper 
understanding of the use of discourse markers, most 
recent papers that discussed adjacency pairs and 
discourse organization were critiqued and discussed.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 西川　恵子　（NISHIKAWA Keiko）
 所属： 理学部生物学科
 職名： 助教
 専門分野： 植物形態学
 E-mail： nisikawa.keiko@ocha .ac.jp

ヒイラギモクセイ／葉／形態学／発達／維管束
Osmanthus × fortunei ／ leaf ／ morphology ／ development ／ vascular bundle

　ヒイラギモクセイはお茶の水女子大学構内にたく
さん見ることができる。そのヒイラギモクセイの葉
の維管束は木部が師部に囲まれているという非常に
原始的な形であることがわかった。この維管束の形
はシダ植物において観察される。被子植物において
は師部は木部の下に位置する維管束を観察すること
ができるのが普通である。葉柄は三つの維管束を持っ
ている。一つは中央に位置し大きいもので中肋と呼
ばれ、残りの二つはその両脇に位置する小さいもの
で側脈と呼ばれる。中肋の形態は側脈の形態とは非
常に異なっている。
　私は葉柄と葉身における木部と師部に関する発達
を解明し、それからヒイラギモクセイとヒイラギや
ギンモクセイの関係を明らかにしたい。

　A lot of Osmanthus × fortuneiha is planted in 
Ochanomizu University premises.　It is generally 
thought that Osmanthus × fortuneiha is a hybrid of 
Leiognathus nuchalis and Osmanthus fragrans. And, 
the form of vascular bundle in leaf of Osmanthus ×
fortuneiha is very primitive. The xylem is enclosed 
by the phloem when I observe the cut at the vascular 
bundle of the leaf.  The shape of this vascular bundle 
is observed in the fernery plant. In the angiosperm, 
we can observe the vascular bundle that the phloem 
is located under the xylem.
　The petiole has three vascular bundles. One is a 
large vascular bundle at the center called midrib, 
and two of the remainder are small vascular bundles 
called the lateral vein. In the petiole the form of 
midrib is very different from the form of lateral vein.
　I want to analyze the development of veins in the 
petiole and the lamina.In addition, I want to clarify 
the relation between Osmanthus × fortuneiha, 
Leiognathus nuchalis and Osmanthus fragrans.

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

植物形態学実習、植物学野外実習、生物学実習Ⅰ

植物の形態を通して生命の大切さや環境とのつながりを伝えて行きたい。

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 野口　徹　（NOGUCHI　Tohru）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： Ph.D.（1995　マサチューセッツ大学アマースト校）
 職名： 准教授
 専門分野： 文法理論（統語論・意味論・形態論）
 E-mail： noguchi@cc.ocha.ac.jp

文法理論／統語論／意味論／照応／形態論
grammatical theory ／ syntax ／ semantics ／ anaphora ／ morphology

・Tohru Noguchi "A Conjunctivist Approach to Semantic Composition," English Linguistics 24, pp. 212-234.

　中心的なテーマである代名詞解釈を中心とした照
応の問題について理解を深めるため、統語論と意味
論の関係性を扱った文献に目を通し、考察を続けた。
特に、最近問題となっている現象について、生成文
法理論の枠組みで書かれた文献に目を通して、照応
の問題との関連性を探った。

　I looked into the literature on the syntax-
semantics interface,  in order to deepen my 
understanding of my major research interests in 
pronominal anaphora.  I focused on current topics 
and their relation to pronominal anaphora within 
the framework of generative grammar.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部においては、コア科目「基礎英語 I 文 Ac」お
よび「基礎英語 II 文 Bb」において英語の授業を担当
し、「言語学概論」においては、言語文化学科所属の
学生を対象に言語学の入門の授業を行い、「英文法演
習」においては、英語圏言語文化コース所属の 2 年
生を対象に統語論を中心とした英語学の入門の授業
を行い、「特別演習（言語研究方法論）I」および「英
語学特殊講義 IV」においては、同コースの 3 年生を
対象に統語論の中級レベルの授業を行い、「特別演習

（言語資料分析）II」においては、卒論作成中の学生
に対する専門分野の指導を行った。大学院において
は、「英語学特論（統語論）」および「英語学演習（統
語論）」において、比較的最近の統語論・意味論に関
する文献をいくつか取り上げ、詳細な検討を行った。

　For undergraduate students, I taught classes such 
as “Basic English I/II,” “Introduction to Linguistics,” 
“Seminar: English Grammar,” “Advanced Seminar: 
Methodology in Linguistic Research I,” and “Special 
Lecture on English Linguistics IV.”  For graduate 
students, I taught “English Linguistics (Syntax): 
Advanced Lecture” and “English Linguistics (Syntax): 
Advanced Seminar.”  I also supervised four BA theses 
in the area of English linguistics.

　これまで行ってきた研究課題により、再帰代名詞の中心的な性質がほぼ明らかになった。再帰形態素の意味
的性質と形態統語的性質との相互作用からほぼ予測できるからである。しかし、再帰代名詞には、談話や視点
に依存した用法や強調用法など、周辺的な用法もかなりある。また、言語間の違いについても十分考察を進め
る必要があり、また、他の統語的・意味的現象との関わりについても理解を深める必要がある。今後は、これ
までに得られた成果を基に、これらの研究課題に取り組む予定である。

　私の所属する英語圏言語文化コースでは、英語学と英米文学を専門に学ぶことができます。私は、英語学の
授業科目を担当していますが、理論言語学的な立場から、統語論、意味論、形態論などを授業では扱っています。
一言で言えば、英語を人間のことばの一つとして捉え、英語を背後から支えている仕組みをできる限り客観的
に明らかにしようという取り組みです。（一般的には、「生成文法」と呼ばれています。）英語に限らず、人間
のことばには、表面を見ただけでは分からないような深い意味を持つ仕組みが潜んでいます。そのような「無
意識の知識」を明らかにすることにより、英語とはどのような言語なのか、また、人間のことばにはどのよう
な仕組みが働いているのか、学生の皆さんと一緒に考えていきたいと思っています。このような事柄に興味を
持つ方を歓迎いたします。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 野田　有紀子　（NODA Yukiko）
 所属： 教育事業部 ( 大学院教育改革プログラム )
 学位： 博士（人文科学）／ Ph.D.
 職名： リサーチフェロー
 専門分野： 日本古代史
 URL： http://www.dc.ocha.ac.jp/dics-jacs/index.htm
 E-mail： noda.yukiko@ocha.ac.jp

日本文化研究／日本古代史／平安貴族社会／儀式・儀礼／日中比較研究
Japanese Cultural Studies ／ Ancient Japanese History ／ Heian aristocratic society ／ Ritual and Courtesy ／
Japan- China Comparative Study

・「唐代宮人に関する一考察―日唐後宮比較研究にむけて―」（『総合女性史研究』25 号、2008 年 3 月）
・「大唐元陵儀注試釈（8）」（『國學院大學大學院紀要 文学研究科』39 号、2008 年 3 月）
・「平安貴族社会における扇と社会的関係」（『大学院教育改革支援プログラム「日本文化研究の国際的情報伝

達スキルの育成」平成 19 年度活動報告書海外研修事業編』2008 年 3 月）
・「平安貴族社会における祭装束の分配と作製」（『同』シンポジウム編、2008 年 3 月）
・「唐代宮人に関する一考察―日唐後宮比較研究にむけて―」（遣隋使・遣唐使 1400 周年記念国際シンポジウ

ム「中日文化交流の源流」、於中国・杭州・浙江工商大学日本文化研究所、2007 年 9 月）

（1）大学院教育改革支援プログラム（大学院 GP）「日
本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成」に
おける、日本文化研究の国際発信および調査。

（2）平安貴族社会における社会的関係の研究
（3）日中比較研究

（1）Global Communications and Research of 
Japanese Cultural Studies

（2）Research on the Social Relationships in Heian 
aristocratic society

（3）Japan- China Comparative Study

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 7 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　文部科学省大学院改革支援プログラム（大学院
GP）「日本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成」
における、各プロジェクトの企画・運営・広報活動。
（ジョイントゼミ、国際日本学コンソーシアム、海外
研修、公開講演会、副専攻）

　Support Program for Improving Graduate School 
Education “Developing International Communication 
Skills in Japanese Cultural Studies”
 (Joint Seminar, Consortium on Global Perspectives in 
Japanese Studies,Overseas Training, Lecture, Minor

（1）本年度は国際日本学コンソーシアムに新たにパリ第 7大学を迎えるが、さらに米国の日本文化研究機関も
加えるべく検討中である。

（2）平安貴族社会における社会的関係の研究……科学研究費補助金若手研究（B）「平安期古往来の史学的利用
に関する基礎的研究」で古往来を史学研究により活用できる基礎研究を行ったのち、平安貴族社会におけ
る社会的関係についてさらに深く研究する。

（3）日中比較研究……主に日本古代および唐代の「後宮」をテーマとして、それぞれの社会構造の違いを追及
する。

　大学院教育改革支援プログラム「日本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成」では、主に比較社会文化学
専攻の大学院生を対象として、国際的コミュニケーション能力を練磨することによって ､ 日本の文化（及び ､
それを対象とする研究成果）を効果的に発信しつつ ､ グローバル化する世界の多様な分野でリーダーシップを
発揮し得る優れた人材の養成を目指します。具体的には「ジョイントゼミ」「国際日本学シンポジウム・コン
ソーシアム」「公開講演会」「海外研修」「副専攻」などのプロジェクトを実施しています。詳細な事業内容に
ついては HP（http://www.dc.ocha.ac.jp/dics-jacs/index.htm）をごらんください。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 野々口　ちとせ　（NONOGUCHI　Chitose）
 所属： 文教育学部
 学位： 修士（人文科学）
 職名： 講師
 専門分野： 日本語教育学
 URL： http://jsl2.li.ocha.ac.jp/index.html
 E-mail： nonoguchi.chitose@ocha.ac.jp

多言語多文化共生社会／対話／グローバル・リテラシー／協働学習／内省
Multilingual and multicultural society ／ Dialogue ／ Global Literacy ／ Cooperative learning ／ Reflection

・岡崎眸監修　野々口ちとせ・岩田夏穂・張瑜珊・半原良子編『共生日本語教育学』雄松堂出版
・張瑜珊・穆紅・小林（寺沢）久美子・野々口ちとせ「多言語多文化共生日本語教育実習での経験は個にどの

ように統合されるか－ PAC 分析による中国語母語話者実習生の事例研究－」『共生日本語教育の教員養成に
関する研究』31-68.

・野々口ちとせ「学び手の主体性を高める協働学習の意識化－大学生を対象としたアカデミック・プレゼンテー
ションの場合－」『北京日本学研究センター 2007 年国際シンポジウム「二十一世紀おける北東アジアの日
本研究」』92-97.

1）多言語多文化共生を目指す日本語教育実習を対象とした研究
本学大学院日本語教育コースで実施している教育実習で、個人別態度構造分析の手法を用いて、実習生の
意識変容を個別に分析・記述し、考察を行った。

2）留学生対象の日本語クラスにおける協働学習の意識化
学部留学生の日本語クラスでペア・またはグループによる学生同士の話し合い学習を行い、その活動を学
生自身に振り返らせることによって、協働学習の意識化を図り、学習活動に対する認識の変化を探った。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　日本語教員養成における入門期の教育と、留学生に対する日本語教育を担当している。

＜日本語教員養成における入門期の教育＞
1）日本語教育学：

教材や学習活動の分析を通して、外国語として日本語を学び、使うとはどういうことなのかを考える。
また、日本語学習者が直面する心理的・社会的な問題や、日本語教師の役割についても検討する。

2）日本語学：
身近な日本語にひそむ力関係や社会・文化との結びつきに注目し、ことばを多角的に分析する力を養う。
日本語学の中で社会言語学的な分野を中心に扱い、分析と考察を行う。

3）「持続可能な生き方」：グローバル化が進む現代社会において、自分の「持続可能な生き方」を考える。

＜学部留学生に対する日本語教育＞
　留学生が大学での研究生活を円滑に進めるために必要な日本語教育を行っている。特に、ペアワークやグルー
プワーク、ディスカッションなど仲間とともに行う活動を通して、レジュメを作って発表したり、レポートを
作成する力を伸ばすことを目指している。

　持続可能性教育としての日本語教育のあり方を探っていきたい。

　日本語教育基礎コースでは、日本語教育に関する基礎知識を学びますが、日本語教員を志望する人だけを対
象としているわけではありません。グローバル化によって価値観の転換が進む現代社会において、言語や文化
が異なる人々と共に生きる時代に必要な「リテラシー」について考えるコースでもあります。自分の持つ思考
の枠組みや言語や文化を振り返り、他の異なる枠組みとぶつかったときに、新たな枠組みをどう創り上げるか
を、一緒に考え話し合う授業をつくっていきたいと思っています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 萩田　真理子　（HAGITA Mariko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）／ Ph.D. in Science
 職名： 准教授
 専門分野： 離散数学、情報数学、暗号理論
 E-mail： hagita@is.ocha.ac.jp

組み合わせ論／グラフの彩色／暗号理論
Combinatorics ／ Coloring ／ Cryptography

・Makoto Matsumoto, Mutsuo Saito, Takuji Nishimura and Mariko Hagita, 
"CryptMT Stream Cipher Version 3", {eSTREAM}, {ECRYPT} Stream Cipher Project, Report 2007/028 (SASC 
2007), {http://www.ecrypt.eu.org/stream},(2007).

・Matsumoto, M., Saito, M., Nishimura, T. and Hagita, M. 
"A Fast Stream Cipher with Huge State Space and Quasigroup Filter for Software", Selected Areas in 
Cryptography 2007, 
Lecture Notes in Computer Science (LNCS), vol. 4876, pp. 246 - 263, 2007.

　これまでに、離散数学を利用して情報通信のセキュ
リティを高めるための研究を進め、暗号鍵更新方法
や電子署名強化方法や、乱数を用いて既存の暗号化
方法を強化し、文書の改ざん防止を行う暗号強化方
法、暗号用擬似乱数発生システムを特許出願してい
る。これらの離散数学を用いた情報セキュリティア
ルゴリズムは、現在使われているアルゴリズムより
も数学的に優れていることが証明でき、情報化社会
を支える重要なアルゴリズムとなることが期待でき
る。現在はこれらのアルゴリズムの性質の良さを定
量的に証明し、数学を知らない人でも簡単に使える
形にして提供することを目的とした研究を進めてい
る。2005 年度に eSTREAM標準ストリームサイファ
の募集に応募し、この改良を進めている。
　この他に、グラフの彩色アルゴリズムに関する研
究を行い研究集会等で発表した。この研究成果につ
いてはさらに研究を進めて論文発表を予定している。

　We propose two stream ciphers based on a non-
secure pseudorandom number generator (called the 
mother generator).
　The mother generator is here chosen to be the 
Mersenne Twister (MT), a widely used 32-bit integer 
generator having 19937 bits of internal state and 
period $2^{19937}-1$.
　One proposal is CryptMT, which computes the 
accumulative product of the output of MT, and 
use the most significant 8 bits as a secure random 
numbers. Its period is proved to be $2^{19937}-1$, 
and it is 1.5-2.0 times faster than the most optimized 
AES in counter-mode.
　The other proposal, named Fubuki, is designed to 
be usable also as a block cipher.
It prepares nine different kinds of encryption 
functions (bijections from blocks to blocks), each of 
which takes a parameter. 
　Fubuki encrypts a sequence of blocks (= a 
plain message) by applying these encryption 
functions iteratedly to each of the blocks. Both the 
combination of the functions and their parameters 
are pseudorandomly chosen by using its mother 
generator MT. The key and the initial value are 
passed to the initialization scheme of MT.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　研究室の学生は暗号の実装と評価、擬似乱数の乱数性の高さの評価方法の研究、グラフの彩色問題などを研
究テーマとして、離散数学と情報数学についての基礎知識を見につけ、積極的に研究を進めています。
　この分野では学部生が研究発表を行うことはとても難しいのですが、なるべく扱いやすいテーマを選び早く
から発表の場に立ち、しっかり研究をしていることをアピールできるように誘導したいと思っています。

　最先端の離散数学を用いて、情報セキュリティに必要な数学を研究します。理論から実用までを見通して研
究を行い、実際に高速に動くものをつくることが目的です。数学的には同一のオーダーの計算量を持つアルゴ
リズムでも、実装して実験してみると速度に大きな差があることも多くあります。本研究では、実際に計算機
実験を重ねることで先端的純粋数学理論のどの部分が実用に供せるかを探るという点で、旧来の研究形態を超
えた成果を狙っています。
　数学的に質の良さを保証された情報セキュリティアルゴリズムを提供することで、情報化社会の発展に貢献
できると期待しています。

　研究の場で活躍するためには十分な基礎学力を身につけることが必要です。高校の勉強はもちろんのこと、
大学に入学してからは授業で習うだけではなく、できるだけたくさんの専門書を読んで、幅広く学んでくださ
い。学術的に大切なものが何なのか、自分が面白いと思う分野、得意な分野が何なのか探して自分に合った専
門分野を見つけましょう。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 白楽ロックビル　（HAKLAK　Rockbill）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士
 職名： 教授
 専門分野： バイオ政治学、生化学、細胞生物学
 URL： http://hayashi.bio.ocha.ac.jp/　／　http://haklak.com
 E-mail： prof_hayashi@hotmail.com

バイオ政治学／分子細胞生物学
Biopolitics ／ Molecular Cell Biology

・白楽ロックビル (2007)　「ヨーロッパの日本人バイオ研究者⑥　田中智之」、蛋白質　核酸　酵素、52, 
77-84．

・白楽ロックビル (2007)　「ヨーロッパの日本人バイオ研究者⑦　シメレ恭子」、蛋白質　核酸　酵素、52, 
174-182．

・白楽ロックビル (2007)　「ヨーロッパの日本人バイオ研究者⑧　欧州旅行を終えて：欧州の台頭と大学の変
化」、蛋白質　核酸　酵素、52, 271-278．

・白楽ロックビル (2007)　「ヨーロッパの日本人バイオ研究者⑨　欧州旅行を終えて：エピソード編」、蛋白
質　核酸　酵素、52, 373-380．

・白楽ロックビル (2007)　「法人化　四歩下がって　一歩前進」、「特集：競争にさらされる大学」の 1 部、科学、
77, 520．

　海外の大学のバイオ研究者のあり方、バイオ関連の高等教育問題、キャリパスを研究した。また、日本の研
究者倫理に関する研究を行った。

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

●「現代生物学」
複数の現代バイオ研究者（例、ノーベル賞受賞者）の人生、研究キャリア、研究背景、研究内容を解説する。

●「分子細胞生物学」
細胞接着一般論から、細胞接着分子、レセプター、細胞伸展、細胞移動などの分子細胞生物学。

●「バイオ社会論」（林） 
先端医療技術・先端バイオ研究の生命倫理問題を、宗教、道徳、法的規制、社会経済、人間の欲望との関連
で学び考える。調査・口頭発表・質疑応答・評価の実践力を養う。

●バイオ研究者論
研究者になる道のハウツウで、学部生 → 大学院生 → 博士号 → ポスドク → 研究者のキャリアパスでの努力
目標、重要なポイント、危険な点を解説するので、研究室の選びかたの参考にする。実験科学者以外の進路
も解説する。海外留学 をどう考えるか？　

　バイオ政治学の基礎を確立し、その基礎の上に大きな展開をはかる。

バイオ政治学という魅力的で新しい学問を一緒に作りましょう。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 長谷川　武弘　（HASEGAWA Takehiro）
 所属： 教育事業部 ( チャイルド ケア アンド エデュケーション講座 )
 学位： 博士 ( 医学 )(2006 東京女子医科大学 )
 職名： 特任講師
 専門分野： 障害児保育、脳機能計測、発達神経心理学
 URL： http://www.fc.ocha.ac.jp/ccae/index.html
 E-mail： hasegawa.takehiro@ocha.ac.jp

障害児保育／障害児コミュニティ支援／発達神経心理学／脳機能計測

・長谷川武弘，小西行郎：埼玉県朝霞市における保育園巡回相談の取り組み―保育士による自主勉強会と保健
センター発育発達相談事業との連携―　日本特殊教育学会 第 45 回大会発表論文集 p.200,2007

　地域における障害児支援の臨床的研究と、発達段階における脳機能の成熟過程の基礎的研究の 2点を中心に
行っている。
1. 障害児の包括的支援システムの研究と実践
現在、埼玉県南部の中規模都市を対象に、乳幼児期から学齢期に至る、障害児を連続的に支援できる方略の
開発を目指して実情調査を含めて研究を進めている。

2. 脳機能の成熟過程に関する研究
注意欠陥多動症には衝動性を抑えきれないタイプと注意の持続が困難なタイプがある。このような衝動性を
抑えたり注意を持続させたりする働きは脳の前頭葉にあると考えられている。発達途上にある子どもの脳機
能を直接測ることは容易ではないが、前頭葉機能の発現であるこれらの行動を捉えることで脳機能の発達的
変化をみることができる。就学前の幼児 (4 歳児と 5歳児 ) に、衝動性と注意の持続を測る課題を実施した。
その結果、年齢が上がるにつれ、衝動性と注意持続の困難さは低減することが確認された。

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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現職保育士を対象とした夜間開設の授業として「障害児保育教育論 I・II」と「保育実践研究 I・II・III・IV」
を担当した。
｢障害児保育教育論 ｣では、前期は昨今頻繁に取り上げられる発達障害のみならず、従来からみられていた

視覚、聴覚、知的の各障害なども含めた障害種毎の特徴を説明した。また後期は、2007 年 4月に障害児教育
の場が特別支援教育へ移行したことを取り上げ、障害児教育の歴史、特別支援教育の内容を網羅した上で、各々
の受講生が属する地域の特別支援教育に対する取り組みを調べ、発表する時間を設けた。
｢保育実践研究 ｣では、受講生の持つ疑問、課題を取り上げ、それぞれがテーマを持って研究活動を行うこと
ができるよう指導を行った。本年度は、持続遂行課題の就学前児童における実施、子育ての場としての博物館
の可能性、障害児の絵本に対するかかわり方の変化の３課題について指導した。

　地域における障害児支援の臨床的研究では、本年度採択されたグローバル COE プログラムの小西行郎教授
とともに、当該地域における障害児の実態調査を進めている。今後、当該地域に現存するリソースの精査を行い、
現在のリソースと関連させ、必要とされている支援体制の形態を検討する。またその体制に基づき実践を進め
ながら、より地域に根ざした、かつ他の地域でも応用できるような汎用性のある支援体制のプランを検討して
いく。
　発達段階における脳機能の成熟過程の基礎的研究では、持続遂行課題を用いた幼児の脳機能変化を検討して
きたが、今後は可搬形の脳波計測装置を用いて成人を中心に前頭葉機能の脳波計測を実施していく。また可能
であれば幼児が持続遂行課題を実施している際の脳波の検討も行っていく。

　今障害児を取り巻く環境は大きく変化してきています。これまでのような分離教育のスタイルを見直す動き
も出てきています。障害児の保育、特に地域での支援に興味をもち、積極的にかかわっていくと、きっと新し
い、面白いフィールドがみつかると思います。また一方で、現場で行われる保育・教育活動を裏付けするよう
な基礎的な研究も重要です。私たちの行動を、脳の働きから説明する取り組みはこれからも重要な知見を提供
してくれることと思います。これらの知見が保育・教育活動に、すぐに短絡的に役に立つ知見となり得る訳で
はありませんが、地道に接点を探っていく活動は必要です。実践を中心に進めていくのであれば基礎的な知見
に、また基礎的な研究を中心に進めていくのであれば、その知見が応用される可能性のある現場に、それぞれ
に開かれた目を持って研究ないしは実践に取り組んでいって頂けることを願っています。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 服田　昌之　（HATTA　Masayuki）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）(1993　京都大学 )
 職名： 准教授
 専門分野： 進化発生学
 URL： http://marine.bio.ocha.ac.jp
 E-mail： hatta.masayuki@ocha.ac.jp

サンゴ／生物多様性／進化発生／生態発生
Coral ／ Biodiversity ／ EvoDevo ／ EcoDeve

・「漁業を中心にしたサンゴ礁の経済的価値」 調査研究報告書
・「バイオサイエンス」バイオサイエンス研究会編　オーム社　平成 19 年 5 月 20 日刊行

第 4 章 2 節「動物の発生と形態形成」p.110-115
・「ミドリイシサンゴ一斉産卵の謎はいまだに闇の中」

みどりいし 19:3-5 (2008)

　ミドリイシ属サンゴの幼生が着生変態を開始す
るには特定の環境シグナルが必要であり、生態発生

（EcoDevo）の好例である。海底岩盤上の特定のバク
テリアに反応して着生変態が開始されると考えられ
るが、環境中のバクテリアの 99.9％は単離培養でき
ないと推定されており、研究はあまり進んでいない。
そこで共生系を部分的に保持する混合培養法を開発
し、そこからミドリイシ幼生の変態を誘導するバク
テリアを効率的に単離することに成功した。単離で
きた計 20 株について 16SrDNA 配列による系統解析
を行ったところ、2 綱 4 属 7 種と分かった。岩盤上
の狭い面積から複数種が得られ、既知の分類群に属
さない種や変態阻害バクテリアと近縁な種も得られ
た。以上のことから、岩盤上の微小環境中にはミド
リイシ幼生の変態を誘導するバクテリアが複数種い
ること、変態に関わるバクテリアは広範な分類群に
またがり多様性が高いことが明らかになった。

　Biofilms on submarine substrata can act as 
efficient inducers for settlement and metamorphosis 
of Acropora larvae. Since micro-environments on 
substrata are very diverse, there could be more 
bacteria species capable of inducing metamorphosis. 
Then we tried screening of such bacteria by a new 
method. Each bacteria source was swabbed from 
tiles submerged in a reef for 3 months, merged into 
folters and incubated on agar media. We tested each 
mix-culture filter (MCF) for the activity to induce 
metamorphosis. Out of 32 culture lineages from 
16 sources, metamorphosis-inducing batches were 
obtained in 11 from 8. Every lineage contained 
one or more batches giving 100% metamorphosis. 
Some lineages retained their activities through 
passages. Next, a total of 230 independent strains 
were isolated from 12 active MCFs, and 19 isolates 
turned out to induce metamorphosis, including 17 
giving 100% metamorphosis. According to 16SrDNA 
sequences, 17 isolates fell into 7 species in 4 genera; 
Pseudoalteromonas, Alteromonas, Vibrio and one in 
alpha-proteobacteria. This study reveals that inducer 
bacteria spread over in wide taxa. In addition, we 
found two Pseudoalteromonas species that inhibit 
metamorphosis. These findings may suggest very 
high diversity of bacteria concerned with the 
metamorphosis decision of Acropora larvae.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

進化生物学、発生遺伝学、内分泌学、遺伝子工学、
生物学特別講義 VIII、分子遺伝学実習、海洋環境ダ
イビング実習

Evolutionary Biology, Developmental Genetics, 
Endocrinology, Gene Technology, Molocular Genetics 
Experiments, Diving Course

　サンゴ種苗生産によるサンゴの増殖を起点として、サンゴ礁域の環境修復と保全へと発展させていきたい。

　地球は水の惑星で、その表面の約 7 割は海である。その中で、日本は約 6000 の島から成る島国であり、古
くから海の恵みに支えられた海洋国家であるはずである。では、あなたは海のことをどれだけ理解しています
か？　海を大切にしていますか？　海の生物を出発点として、持続可能な社会や環境の実現に貢献できるよう
な、人類の知的財産としての研究と、人材の育成を目標にしています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 花野　泰子　（HANANO Yasuko）
 所属： リーダーシップ養成教育研究センター
 学位： 修士（学術）／ Master of Arts
 職名： 特任講師
 専門分野： マス・コミュニケーション、広告コミュニケーション、メディア
 URL： http://ocha-cosmos.com/xoops/
 E-mail： hanano.yasuko@ocha.ac.jp

女性研究者支援／ Career opportunity support for female scientists

・「女性研究者に適合した雇用環境もモデルの構築」平成 19 年度報告書

　女性研究者支援モデル育成プログラム「女性研究者に適合した雇用環境モデルの構築」は、子育てをしてい
る理系の女性研究者の研究を支援するという画期的な試みを通じて、女性が仕事と家庭の両立を図りながら、
優れた研究成果をあげるためには、どのような支援が適切かつ効果的であるかを検証していく研究である。ま
た、少子化や女性の理系離れ、そしてワーク・ライフ・バランスの実現といった現代日本の直面する課題の解
消に向けての可能性を見出す研究でもある。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　現在は大学における女性研究者の雇用環境モデルの構築に向けて研究を行っているが、将来的にはいわゆる
一般企業とは違った雇用環境を持つ特殊な職場、例えばテレビ業界や広告業界、音楽業界といったメディアの
制作現場等で働く女性たちの雇用環境問題に取り組み、子育てなど女性特有の問題で仕事を中断することなく
キャリア形成を行っていけるための制度や支援の提言につながる研究へと広げて行きたい。将来的には、メディ
ア関係機関との共同研究も可能性として考えられる。

　お茶の水女子大学で学ぶことで、他では得がたい財産を手に入れてください。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 馬場　昭次　（BABA　Shoji）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1971　東京大学）／ Dr.
 職名： 教授
 専門分野： 動物生理学
 URL： http://homepage3.nifty.com/Shoji_Baba/
 E-mail： baba.shoji@ocha.ac.jp

鞭毛運動／ flagellar movement

・Fiordelisio T, Jime'nez N, Baba S, Shiba K, Herna'ndez-Cruz A.. (2007). Immunoreactivity to neurofilaments 
in the rodent anterior pituitary is associated with the expression of alpha 1A protein subunits of voltage-
gated Ca(2+) channels. J. Neoroendocrinol. 19, 870-881.

・Satoe Sawai, Yoshihiro Mogami and Shoji A. Baba. (2007). Cell proliferation of Paramecium tetraurelia on a 
slow rotating clinostat. Adv. Space Res., 39(7), 1166-1170.

・Wood, C. D., Nishigaki, T., Tatsu, Y., Yumoto, N., Baba, S. A., Whitaker, M., Darszon, A. (2007). Altering the 
speract-induced ion permeability changes that generate flagellar Ca(2+) spikes regulates their kinetics and 
sea urchin sperm motility. Dev. Biol. 306, 525-537.

・Mogami, Y., Chiba, Y., Kastu, Y., Asato, E., Sawai, S. and Baba, S. A. (2007). Responses of bioconvection 
pattern to altered gravity. Space Utilization Res., 23, 335-338.

　ウニ卵由来の精子誘因分子であるスペラクト
（speract）の作用機構を解明するために、そのケージ
ド体を作製し、精子懸濁中でUV照射にしょってスペ
ラクトを解除して精子に作用させ、精子鞭毛内の 2
次メッセンジャーのキネティクスを独自に開発した
リアルタイムカルシウムイメージングによって研究
した。

　I studied how speract, egg-jelly-derived sperm-
attracting substance, attracts sea-urchin sperm. 
I used the caged speract to apply speract upon 
irradiation by UV light. I measured first in the world 
Ca2+ ions concentration changes within the sperm 
flagella by the method of real-time Ca2+ measuring 
tools which I invented using power LED’ s as a light 
source.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

平成19年度の学部教育として、専攻科目4科目（一
部は他教員と合同）コア科目として 1科目（他教員
と合同）、全学共通科目として 2科目（他教員と合同）
を担当した。また、他大学でも前・後期 1科目を担
当した。大学院教育としては5科目を担当した。また、
アフガニスタンからの留学生を 1名研究生として受
け入れ、同国の教育状況に由来する被教育水準の低
さにもかかわらず、その基礎学力を大学院前期課程
に入学可能なレベルにまで引き上げた。実際、この
留学生は、本学大学院前期課程に入学し、実際の実験・
研究に自主的に従事できるまでに成長し、ついに学
位を取得するに至った。

　In the academic year of 2007, I gave four lectures 
to undergraduate Biology students, three lecture to 
undergraduate students outside of the department 
of Biology, five lectures to graduate students. I also 
educated one visiting students from Afghanistan.

　細胞内での反応と情報伝達を独自に開発したパワー LED 蛍光励起法によって解明する。共同研究により，
GFP 組込タンパク質の蛍光励起によりハムスター精子の先体反応の開始をリアルタイムで可視化する研究に取
り組んでいる。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 浜口　順子　（HAMAGUCHI(TAKEUCHI ) Junko）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 博士（人文科学）　／　Dr.(Human Science）
 職名： 准教授
 専門分野： 保育学、幼児教育学
 E-mail： takeuchi.hamaguchi.junko@ocha.ac.jp

保育／理解／実践／教員養成／言葉
Early childhood Education ／ Understanding ／ Practice ／ Teacher Education ／ Discourse

・「育ち」観からの保育者論、風間書房　2008
・浜口順子・佐治由美子・塩崎美穂・菊地知子、保育を「見る」目を育てる―お茶の水女子大学「幼保プロジェ

クト」による保育現場と大学との協働的カリキュラム開発研究報告（2）―　お茶の水女子大学人文科学研
究 4、2008

・保育における「別れ」、幼児の教育 106-12、フレーベル館、2007、20 － 26
・佐治由美子・浜口順子、「保育臨床実習」の授業改革、幼児の教育 106 － 2、フレーベル館、2007、52 －

57
・浜口順子・佐治由美子・刑部育子、保育者の資質向上をめざした保育現場と大学の共同研究（1）―学生の

観察授業における iSD 方式の記録の活用―、日本保育学会第 60 回大会発表論文集、2007、790 － 791

1）特別教育研究経費「幼保の発達をみとおしたカリキュラム開発」プロジェクトリーダーとして、附属幼稚園・
附属いずみナーサリーと大学との共同研究を推進。具体的には；
①本大学の保育・幼児教育研究リソースの共同的研究システムの開拓
②総合的保育者養成にむけてのカリキュラム改革と授業実験
③学外の保育リソースとの協働的関係の開拓（文京区幼稚園との新しい授業協力、ドイツの幼保一体化施

設の視察など）　
2）戦後の保育研究における「生活」概念の意味の変化とその研究方法
3）保育・幼児教育専門誌「幼児の教育」（月刊）の編集主幹として、家庭・幼児教育の現場における本誌の役

割と効果について検討し、現代の保育関係者に貢献する研究的メディアの方向性を探る。附属図書館の協
力を得て、本誌の内容（明治 34 年創刊号から 100 年以上のバックナンバー）をリポジトリとしてＩＴ公
開が実現する（平成 20 年 6 月～順次の予定）。

4）学位論文の修正版を出版した。「育ち」概念の変化の意味を問い、その上で保育者の存在論を 4 つの相（言
葉、枠組み、文脈、構え）から検討した。

5）タカラトミー玩具に関するアドバイス監修プログラム（いずみナーサリー）への助言。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 8 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　「発達臨床基礎論Ⅱ」において、幼保プロジェクトの講師と共同で身体的総合的な子ども・児童理解をめざし、
ワークショップ、特別支援学校における実習、学外の講師による特別授業などを試みた。「保育臨床実習」は、
附属2園に加えて、文京区の10園の公立幼稚園に協力を依頼し、観察を始めた（成果は紀要等で報告）。「保育学」

「保育課程論（教職）」では、0 ～ 2 歳の発達との連続性や幼小連携について配慮し、また赤ちゃんとその母親
に参加してもらったり、絵本を省察的に読んだりする（専門の講師による）などの体験的な学びプログラムを
企画実行した（文科省「初等教育資料」2008.6 月号に掲載予定）。
　卒論は 2 名指導（内容：特別支援学校における実習生としての学びの変化、附属小学校児童の「道草」の研
究）のほかに、保育・児童系の教員ゼミは年 3 回の合同ゼミによる共同的な指導を行った。大学院においては、
保育・幼児教育関係の資料・文献を読むと同時に、現場における観察や参加もしくは職業的実践を交換し、研
究に実践を生かし、実践を研究に生かす方法を検討した。修論は主査 1、副査 1。

1 食育、女性、自然教育などに関する学内の研究リソースと対話しながら「幼保プロジェクト」研究のコンセ
プト、附属ナーサリーの位置づけについて、学内・外の関心を広げるための具体的なプランを実現させて
いきたい。

2）アジア、欧米における保育者養成と結びつく次期のプロジェクトにむけての研究計画を想定して、海外視
察（英、独、トルコ、韓国など）と具体的な交流を着実に継続させていく。

　お茶大は（いい意味でもわるい意味でも）わが国における現在の保育・幼児教育およびその研究の基盤を築
いてきた場所です。今という時代は、人を育てるということについて、もう一度基本から、そして子どものい
るその場所から考えることが求められているのだと思います。保育の現職者を受け入れる枠（大学院の保育・
教育支援コースやチャイルドケア・アンド・エデュケーション講座など）も充実しており、附属園も 2 つ、キャ
ンパスの中にあるので、子どもとも現場の人とも一緒に学ぶことができます。先生にならなくてもいいのです、

「大人である」ことを真面目に考えること、それが本当の保育学であり児童学だと信じています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 浜野　隆　（HAMANO Takashi）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 教育学修士（名古屋大学：1991 年）
 職名： 准教授
 専門分野： 教育開発学・比較国際教育学
 URL： http://info.pr.ocha.ac.jp/staff/detail.asp?staff=39513345
 E-mail： hamano.takashi@ocha.ac.jp

教育開発／比較教育／開発途上国／国際協力／国際機関
educational development ／ comparative education ／ developing countries ／
international cooperation ／ internattional organization

・浜野隆、「ベトナムの初等教育政策と財政的基盤」潮木守一（編著）『ベトナムにおける初等教育の普遍化政策』、
明石書店、45-98 頁

・Takashi HAMANO, The impact of international aid on educational reform：A review of educational reform 
in Ghana in 1987, Proceedings: Science of Human Development for Restructuring the “Gap Widening 
Society” , Vol.1, 2008, 57-70

・Takashi HAMANO, Regional disparities in Vietnam’ s primary education, Proceedings: Science of Human 
Development for Restructuring the “Gap Widening Society” Vol. 2, 2008, 116-124

・浜野隆「アフリカにおける教育政策課題と教育研究－初等教育を中心に」『日本教育政策学会年報』、査読あり、
第 14 号、2007 年、208-217 頁

・浜野隆、「多様な形態の幼児教育」全日本私立幼稚園幼児教育研究機構『私幼時報』Vol.285, 10-11 頁、
2008 年

・ベトナムの初等教育における財政構造
昨年度からの継続としてベトナムの教育財政構造
に関する研究を行なった。特に、初等教育財政に
関する研究をさらに深めたた。ベトナムの初等教
育には、地域間格差や階層間格差の問題が厳然と
存在する。このような格差を是正していくために
重要になるのが、政府による資源の「再配分」で
ある。研究の問題意識は、ベトナムにおいては、
上述のような格差を是正するための再配分政策は
あるのか、あるとしたらそれはどのようなものか、
といった点である。
それ以外の研究活動としては、以下のようなこと
を行なった。

・ベトナムにおける教育改革と教師教育
・幼児教育・就学前の子どもの発達に関する国際協

力の可能性
・ユネスコ「EFA グローバルモニタリングレポート」

の翻訳監修
・ベトナムの義務教育改革に関する研究

･ The financial structure of primary education in 
Vietnam 
In the primary education in Vietnam, there are 
problems of regional and family income disparity 
in terms of promotion to higher grades and 
completion of primary school. What is important 
in correcting such disparities is “redistribution” of 
resources by the government. My main concern 
is whether or not redistribution policies exist in 
Vietnam to correct above described disparities.I 
paid an attention to the structure of educational 
financing in Vietnam, particularly to the cost-
sharing structure of primary education because 
they are essential to understand the issue.
Other Research Topics

・The Educational Reform and Teacher Education in 
Vietnam

・The Possibilities of International Cooperation in 
Early Childhood Care and Education

・Supervis ing a  translat ion of  “EFA Global 
Mnonitoring Report 2007- Strong Foundation: 
Early Childhood Care and Education”

・Reform of compulsory education in Vietnam

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 7 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1. 学部
　学部段階における 2005 年度の教育内容としては、
以下の様なものがあげられる：①教育開発概論、②
教育科学特殊講義 1、③教育政策科学演習（教育開発
演習）、④社会科教育論、⑤教職概論、⑥教育原論（制
度・社会）の「制度」に関する部分（教育行政）。他
大学においては国際協力論（武蔵野大学）を担当した。
2. 大学院
　大学院の授業においては、学生たち自身の研究テー
マの報告、及びそれに関する討論を多く行った。共
通文献としては、” EFA Global Monitoring Report” を
読んだ。
　近年、国際協力において教育分野での協力が重視
されるようになってきている。教育開発に関する授
業においては、途上国の教育の現状、国際機関の役割、
日本の協力のあり方などを多くとりあげた。

1. Undergraduate course
　Classes given in Ochanomizu University during 
2005.4-2006.3 are as follows, (1) Introduction to 
Educational Development, (2) Advanced Lectures 
in Educational Science 1, (3) Seminar: Educational 
Policy (Educat ional Development) ,   (4)  The 
Theory and Practice of Teaching Social Studies, 
(5) Introduction to the Teaching Profession, (6) 
Educational Administration. Also, “International 
Cooperation Studies” are given in Musashino 
University.
2. Graduate course
　At graduate level, I took much time on discussing 
students’ reports written on their own theme. In the 
class, I gave some reading assignments: “EFA Global 
Monitoring Report” by UNESCO. 
　In the age of g lobalizat ion,  internat ional 
cooperation is very important. Recently, education 
cooperation is one of the most important topics in 
the field of development assistance studies. In my 
class (Introduction to Educational Development, 
Advanced Lectures in Educational Science 1, 
Seminar: Educational Policy, and graduate course), 
I gave a lecture on the real situation of education 
in developing countries, the role of international 
organization, the challenges of Japan’ s ODA, 
education for international understanding, etc.

1. 教育開発、国際教育協力のあり方をより具体的に検討する。
2. 発展途上国、特にアフリカにおける国際機関・国際援助の役割。援助理念・政策と現実との関連
3. ベトナム・カンボジアにおける初等教育および就学前教育の構造の解明。
4. 教師教育に関する実証研究および国際協力手法の検討。
5. 幼児教育・早期子ども発達（ECD) 分野における国際協力の可能性の検討

　グローバリゼーションが進む今日、教育学・教育科学は必ずしも日本の教育のみを対象にするものではなく
なりつつあります。教育を考える際にも、グローバルな視点が求められつつあります。
　私が専門とする「教育開発学」は、まだまだ教育学の中では新しい領域です。「教育開発学」はこれまでに
培ってきた教育学の知見を発展途上国など海外の教育改善に活かしていくという、きわめて実践的な学問領域
です。日本からの援助や提言が、発展途上国の教育政策や教育内容・教育方法の変容をもたらすこともあります。
また、途上国の教育について考えること、途上国に日本の教育経験を伝えていくことは、日本の教育経験を相
対化する(振り返る）契機にもなります。世界の人々ともに教育問題を一緒に考えていきたい人におすすめです。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 浜谷　望　（HAMAYA　Nozomu）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士 (1981 東京大学 )
 職名： 教授
 専門分野： 極限環境物質科学
 E-mail： hamaya.nozomu@ocha.ac.jp

高圧科学／ X 線回折実験／凝縮系物性／相転移／極限条件
High pressure science ／ X-ray diffraction experiment ／ Properties of condensed matter ／
Phase transition ／ Extreme conditions

・K. Fuchizaki, S. Kohara, Y. Ohishi and N. Hamaya,
Synchrotron x-ray studies of molecular liquid SnI4,
J. Chem Phys. 127, 064504-1~8 (2007).

・Susumu Shimomura, Kazutoshi Torashima, Nobuyoshi Wakabayashi, Kengo Nishimoto, Takashi Tonegawa, 
Nozomu Hamaya, Hiroshi Sawa, Yasuhide Tomioka, Yoshinori Tokura,
X-ray Diffraction Study on Charge and Orbital Order in Pr0.65Ca0.35MnO3 under High Pressure,
J. Phys. Soc. Jpn. Vol.76 No.12, 124603-1~6 (2007).

・青木真由、松浦文恵、浜谷望、渕崎員弘、草場啓治、亀卦川卓美、
ダイヤモンドカプセルを用いた粉末 X 線回折実

「放射光高圧研究における実験技術の新展開」 KEK Proceedings 2007-7, 10-13 (2007).
・松浦文恵、青木真由、浜谷望、渕崎員弘、浅野優太、亀卦川卓美

レーザー加工による液体回折実験用ダイヤモンドカプセルの製作と実験結果
「放射光高圧研究における実験技術の新展開」 KEK Proceedings 2007-7, 14-17 (2007). 総数（ 4 ）件

　高圧力下で表れる様々な新奇な相転移の実験的研
究が主要テーマである。適切な実験装置を選ぶとそ
れを顕微鏡を通して目で見ることができる。たとえ
ば、室温で水に圧力をかけていくと「温かい氷」が
成長するのが見える。
　近年はとくにアモルファスや液体状態などの構造
不規則系の中で起きる相転移に注目している。この
ような現象を実験的に調べるには強力な探査プロー
ブが必要である。そのために、研究室に設置されて
いる強力 X 線発生装置の使用に加え、大型実験施設
として共用されている放射光 X 線を利用している。
本年度は、修士学生の研究テーマに関する研究発表
論文 2 編と慶応大学との共同研究による論文（共著 )
を発表した。

　Our  p r i n c i p l e  r e s ea r ch  ob j e c t i ve  i s  t o 
experimentally study various novel phase transitions 
occurring under high pressure. Such phenomena 
can be looked by eyes through the microscope in 
situ. For instance, by applying the pressure to water 
at room temperature, we see ’ warm’ high-pressure 
ice crystals are growing in the high-pressure water. 
　In recent years we have focused on phase 
transitions in structurally disordered systems such 
as amorphous and liquid. To experimentally study 
this phenomenon, the use of very powerful probe is 
indispensable. We exploit extremely brilliant x-rays 
emitted from a synchrotron radiation light source as 
well as a laboratory apparatus capable of generating 
very intense x-rays.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

大学院博士前期課程の教育
書籍購読（週 1 回通年 ) とゼミ（週 1 回通年 )
研究テーマ :
青木真由 M2： SnI4 の高温高圧相の結晶構造解析
松浦文恵 M2：SnI4 の高圧液体相の放射光 X 線回折

実験

学部四年生の教育
輪講（週 1 回通年 ) とゼミ（週 1 回通年 )
卒業研究テーマ :
木村佳奈子：SnI2 の高圧下の結晶構造
古池真梨子

Education of graduate students in the master’ s 
program
Reading a text book (weekly for a year) and seminar 
(weekly for a year)
Research themes
AOKI Mayu(M2): 

Analysis of crystal structure of high-temperature 
high-pressure phases of SnI4

MATSUURA Funie(M2): 
Synchrotron x-ray diffraction study of n high-
pressure liquid phase of SnI4

Education of undergraduate students
Reading text book (weekly for a year) and seminar 
(weekly for a year)
Research themes
KIMURA Kanako: 

High pressure crystal structure of SnI2
FURUIKE Mariko

・液体－液体相転移の検証
・非晶質状態の相転移
・高圧単結晶 X 線回折実験の新技術開

　不思議なことに心をときめかせ、未知の世界に飛び込むことに物怖じしない気持ちをもち続けてください。
今の受験勉強に明け暮れる高校生活ではなかなか難しいかもしれません。しかし、皆さんが将来発揮するパワー
の源はそこにあるように思います

　◆研究計画

　◆メッセージ
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 氏名： 林　廣子　（HAYASHI Hiroko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 音楽学士（1967　東京芸術大学）
 職名： 教授
 専門分野： 声楽、特にイタリア声楽作品とベルカント発声法
 E-mail： hayashi.hiroko@ocha.ac.jp

・アルベリ演奏会〈オペラアリア〉企画・構成・指導
上野旧奏楽堂：2007 年 7 月

・グループ・ロブ 復活コンサート　出演
フィリアホール：2007 年 9 月

・アルベリ演奏会〈歌曲〉企画・構成・指導・指揮
上野旧奏楽堂：2008 年 3 月

・「イタリア語の発音と特徴について～イタリア語の特徴である母音の優勢とレガートによって生じる歌唱
においてのなめらかさとメロディー性～」日本声楽発声学会関西支部学会誌　2007 年度、第 19 巻 -1 号、
pp．36-46

グループ・ロブ 復活コンサート　出演
於：フィリアホール　2007 年 9 月
演奏曲目：ドニゼッティ作曲『ドン・パスクァーレ』より「愛の二重唱」、梁田貞作曲「昼の夢」等

アルベリ演奏会〈オペラアリア〉企画・構成・指導
於：上野旧奏楽堂　2007 年 7 月
主宰しているグループ「アルベリ」の〈オペラアリア演奏会〉の企画、構成、指導を行なった。出演者は 27 名。
様々なアリアを演奏した。

アルベリ演奏会〈歌曲〉企画・構成・指導・指揮
於：上野旧奏楽堂　2008 年 3 月
アルベリ歌曲演奏会を企画、構成、指導を行った。出演者は独唱 30 名、お茶大公開講座コーラス受講生メンバー
によるコーロ・フィオーリのコーラス 11 名、賛助出演の男声コーラスコール淡水・東京。曲目は様々な歌曲
とコーラスで木下牧子「うたよ！」の演奏と指揮を行った。

学会研究発表、及び実習
於：相愛学園本町学舎　2007 年 10 月
日本声楽発声学会関西支部第 38 回研修会において、下記のテーマで研究発表、及び実習を行った。

「イタリア語の発音と特徴について～イタリア語の特徴である母音の優勢とレガートによって生
じる歌唱においてのなめらかさとメロディー性～」
研究曲目 G.Giordani ‘Caro mio ben’、F.P.Tosti ‘La serenata’

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部：
声楽Ⅰ演習 (4 単位 )…声楽基礎、呼吸法、歌唱法の講義及び演奏。前期ｲﾀﾘｱ歌曲、後期日本歌曲。
声楽Ⅱ (4 単位 )…前期ドイツ歌曲、後期フランス歌曲の研究。
声楽Ⅲ (4 単位 )…ホールにおけるより表現豊かな演奏の研究。
声楽Ⅳ (4 単位 )…宗教曲を含む古典・ロマン派声楽作品及びホールにおける演奏研究。
声楽表現学 (4 単位 )…ベルカント唱法。イタリア歌曲研究。
声楽アンサンブル研究 A,B,C,D(2 単位 )…W.A. モーツァルト ｢ 魔笛 ｣ の合唱指導。
教職ピアノ (1 単位 )…1 コマ 3 人の弾き歌い、ピアノソロ曲指導。
教職声楽 (1 単位 )…コールユーブンゲン。独唱曲指導。
卒業演奏研究 (2 単位 )…2 月、徽音堂において行われた卒業演奏会出演者 5 名の演奏曲目 (10 分のプログラ

ム ) の作品研究及び演奏指導。
　各学年において以上の作品研究及び演奏実技個人指導を毎週行うと共に「演技をともなうオペラアンサンブ
ルのゼミ演奏会」の出演者 10 名の年 2 回の演奏プログラムの個人指導を行った。他にｻｰｸﾙ活動として徽音祭
に行われる恒例のオペラ、2007 年度は出演者全員の W.A. モーツァルト ｢ 魔笛 ｣ 全曲声楽指導を行った。

大学院：
前期課程；

声楽演奏学演習 (4 単位 )…イタリアのベルカントによるオペラアリアを中心とした声楽楽曲について、その
演奏表現を音楽的側面と身体的側面をも考察しながら実践的研究指導を行った。

修了演奏 (8 単位 )…2 月、徽音堂にて開催の修了演奏会出演者 2 名の演奏曲目 (30 分のプログラム ) の作品
研究、実技指導を行った。

声楽演奏学演習 (4 単位 )…履修者 2 名が徽音堂にて開催したオペラ、チマローザ作曲「秘密の結婚」の作品
研究、声楽実技指導を行った。

後期課程；
声楽表現論演習 (2 単位 ) 在籍者 2 名の論文研究指導及び声楽実技指導を行った。

　喉に負担のかからない、なめらかで自然な呼吸による美しい発声の研究をしている。この発声には横隔膜を
意識した支え、喉頭の安定と共鳴腔の広さの保持等が重要な要素になると考えられるが、この事を自ら体感・
実践し、音響分析等の検証も行いながら、生徒に会得させる事を課題としている。しかしながら、この発声を
総合的に会得する事はたやすい事ではなく、段階的に習得出来る方法をいろいろ模索し、検討を行いながら研
究している。近年中にこの成果についてまとめたいと思っている。

　本学、音楽表現のアドミッション・ポリシーに「勉強も実技もきちんとやってみたい、そんな贅沢な悩みを
抱えている人にこそ、本コースは開かれています」と書かれています。真に、総合大学の中に存在する音楽科
であるという条件を最大限に活かせる勉学意欲旺盛な学生を望んでいます。又、東京藝術大学音楽学部と単位
互換の協定が結ばれているので、その事も役立てていただきたいと思います。
　その上で声楽に関しては、無理のない発声、国際的に通じる発声と歌唱力を身につけていただきたいと願っ
ています。その為に声楽専攻者には 3 年次より日、独、仏、伊とそれぞれのエキスパートの指導者のもとで作
品を学べる体制が組まれ、常時、東京芸大や国立音大の大学院在学生あるいは卒業した男声の助演の方達を迎
えて、実際の演技を伴うオペラ・アンサンブルの授業も開講され、前期と後期に一度ずつ試演会を行っています。
そして4年次には演奏専攻者全員で、卒業演奏会を行います。又、毎年秋に開催される学園祭(徽音祭)において、
3 年次生がオーケストラ伴奏による手作りのオペラを上演します。今年は 46 回目の公演で、音楽科の伝統に
なっています。大学院修了者は 30 分のプログラムの修了演奏会の他にピアノ伴奏によるオペラ公演も行って
います。これらの科目・演目をこなすには、かなりのパワーと努力が必要になります。しかしながらこの体験
を通して得るものは、音楽以外の職業に就く場合にも大いに役立つものであると実感しています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 原　葉子　（HARA Yoko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 学術修士
 職名： アソシエイトフェロー
 専門分野： 歴史社会学／ジェンダー論
 E-mail： yhara@hkg.odn.ne.jp

老人・高齢者・エイジング／ジェンダー／歴史社会学
old/ ageing ／ gender ／ historical sociology

　◆主要業績

・「〈更年期〉概念の形成と認識枠組みの変容―ドイツ 18世紀末～ 20世紀初頭の医学言説から―」
Changing Paradigms and the Formation of a Concept "Climacteric": Medical Discourse from Late Eighteenth-
Century to Early Twentieth-Century Germany
『年報社会学論集』20号
The Annual Review of Sociology　
119-130

　◆研究内容　／　Research Pursuits

・ドイツにおける年金制度についての歴史社会学的・ジェンダー論的考察
・女性のエイジングに関する歴史社会学的考察
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・ドイツ社会国家に関する歴史社会学的考察、および日本との比較研究（共同研究）
・ドイツ近代における女性のエイジングについての医学言説

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 番　雅司　（BAN Masashi）
 所属： 人間文化創成科学研究科先端融合系
 学位： 理学博士（1987、筑波大学）
 職名： 教授
 専門分野： 非平衡量子統計力学、量子情報理論
 E-mail： m.ban@phys.ocha.ac.jp

非平衡量子統計力学／量子情報物理学
Nonequilibrium Quantum Statistical Mechanics ／ Physics of Quantum Information

・M. Ban, F. Shibata and S. Kitajima, Dynamical Suppression of Stochastic Dephasing of Qubit, Journal of 
Physics B 40, S229 (2007).

・M. Ban, S. Kitajima and F. Shibata, Quantum Master Equation Approach to Dynamical Suppression of 
Decoherence, Journal of Physics B 40, 2641 (2007).

・M. Ban, S. Kitajima and F. Shibata, Dynamical Suppression of Decoherence by Phase Kicks: Master Equation 
Approach, Physical Review A 76, 022307 (2007).

・M. Ban, S. Kitajima and F. Shibata, Dynamical Suppression for Decoherence of Continuous Variable 
Quantum Information, Physics Letters A, 370, 222 (2007).

・M. Ban, S. Kitajima, K. Maruyama and F. Shibata, Quantum Mechanical Model for Two-state Jump 
Markovian Process, Physics Letters A, 372, 351 (2008).

　量子情報のダイナミクスとディコヒーレンス制御：
量子通信や量子情報処理を担う量子系は外部環境と
の相互作用が不可避であり、外部環境によるディコ
ヒーレンスを制御することは量子情報だけでなく、
量子力学の基礎にとって重要である。本研究では非
マルコフ近似の量子マスター方程式を用いて離散変
数、及び連続変数量子情報のディコヒーレンスを調
べ、その制御方法を定式化した。従来の量子情報の
ディコヒーレンス制御は位相緩和が対象とするもの
であったが、位相緩和だけでなくエネルギー緩和を
伴うディコヒーレンスの制御も可能であることを示
した。

　Dynamics and decoherence control of quantum 
information: Quantum information processing is 
very important not only in quantum physics but also 
in information science. We have investigated the 
decoherence of quantum information by means of 
the quantum master equation method. Furthermore 
we have proposed the pulse-control method that can 
suppress the decoherence of quantum information.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 7 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部では、量子統計力学、及び物理学基礎研究を担当。
　博士後期課程では、量子情報の非平衡ダイナミクスの研究指導。

　量子情報の研究を通して、量子力学や統計力学の基礎に関する研究を進めていく。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 平岡　公一　（HIRAOKA Koichi）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 社会学修士（1980　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 比較社会政策、社会福祉政策論、福祉社会学
 E-mail： hiraoka.koichi@ocha.ac.jp

社会福祉／社会政策／社会保障／政策評価／社会学
social welfare and social services ／ social policy ／ social security ／ policy evaluation ／ sociology

・平岡公一「政策としての地域福祉計画」牧里毎治・野口定久編『協働と参加の地域福祉計画――福祉コミュ
ニティの形成に向けて』ミネルヴァ書房、43 ～ 54 頁、2007 年 10 月．

・平岡公一「貧困と社会的排除への対応」「地域と社会福祉」「イギリスの社会福祉の現状と課題」松村祥子編著『欧
米の社会福祉』財団法人放送大学教育振興会、23 ～ 41 頁、99 ～ 110 頁、149 ～ 159 頁、2007 年 4 月．

・平岡公一「社会保障・社会福祉政策部門 (2006年度[社会福祉]学界回顧と展望)」『社会福祉学』第48巻第3号、
162 ～ 170 頁、2007 年 11 月．

・「イギリス」小田兼三・竹内一夫・田渕創・牧田満知子編『人口減少時代の社会福祉学』ミネルヴァ書房、
212 ～ 220 頁、2007 年 12 月．

1) 科研費プロジェクト ：①「日本型社会福祉システ
ムの確立・変容過程の実証的研究――国際比較の
視点から」：②「介護保険制度における集中的在
宅ケアと施設利用マネジメントのシステムの開発
と評価」③「効果的福祉実践モデル構築プログラ
ム評価アプローチ研究」

2) 特別教育研究経費による事業の一環としておこ
なっている研究：①社会サービスにおける政策評
価に関する研究――研究動向の分析とセミナーの
開催②社会保障制度の合意形成に関する研究――
社会保障に関する意識の全国調査を実施

3) グローバルＣＯＥプログラムによる共同研究－－
教育・社会的格差領域を担当。

4) その他－－①招待講演：ノルウェー科学技術大学
における日本・ノルウェー合同セミナーで「介護
サービスの質」について講演、アジア・オセアニ
ア老年学会の在宅サービスの質に関するシンポジ
ウムで講演、②国際学会での研究報告：国際社会
学会第 19 研究委員会年次大会、および東アジア
社会政策会議で、介護サービス提供体制の再編成
について研究報告

1) Research project supported by The Grants-in-Aid 
for Scientific Research-----

a) Analysis of the Formation and Change in the 
Japanese System of Social Welfare Services.

b)Development and Evaluat ion of Intensive 
Community Care and Residential Care Utilization 
Management Programs.

c) Program Evaluation for the Development of 
Effective Social Care Models

2) Research project conducted as part of the 
Communication System Development Program---

a) Policy Evaluation in Human Service Programs.
b) Analysis of the Attitudes to Social Security.
3) Research project conducted as part of the Global 

COE Program
4) Miscellaneous: Invited Lectures in Norway and 

China. Paper presentations at international 
conferences in Italy and in Japan.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

＜学部＞
社会政策論Ⅰ：

社会政策の政策科学的な研究の分析枠組みの概要
を講義。

社会政策論演習Ⅰ：
新しいリスクに対応する社会政策の研究

社会政策論演習Ⅱ：
年金、若者雇用政策、介護政策等の国際比較較

社会学研究指導 1・2、卒業論文：卒業論文指導

＜大学院前期課程＞
社会福祉論演習：

各分野における最新の研究動向を示す論文の検討
社会政策論：高齢者介護のサービス評価
政策科学：

ヒューマン・サービスに関する政策科学的研究の
枠組みと手法を講義。

＜大学院後期課程＞
演習 1、演習 2：個別指導、研究発表と討議
　このほか、特別教育研究経費による事業「コミュ
ニケーション・システムの開発によるリスク社会へ
の対応」 (4 カ年計画）のリーダーをつとめ、新たな
教育プログラムの開発に取り組んだ。また、この事
業の一環として、国内でほとんど類例のないヒュー
マンサービスの政策評価に関する副専攻 ( 大学院博士
前期）をスタートさせた。

<Undergraduate courses>
Social Policy I: 

Outline of policy-oriented analysis of social policy
Social Policy Seminar I: New risk and social policy
Social Policy Seminar II: 

International comparison of pension, youth 
employment and long-term care policies

<MA courses>
Social Welfare Seminar: 
Review of journal articles for major topics of social 
policy analysis

Social Policy Seminar: 
Program evaluation in long-term care

Policy Science: 
Outline of policy-oriented studies on human 
services

<Ph.D. Courses>
Seminar I, Seminar II: 

Supervision of research and discussion.

　現在取り組んでいる研究、および今後取り組む予定の研究の主なテーマは以下の通りです。
1. 介護・福祉分野のサービス・プログラムの開発と評価に関する研究
2. 介護・福祉分野の質の確保策についての総合的な研究
3. 生活リスクの変容に対応した社会保障改革のあり方と、改革に関わる合意形成に関する研究
4. 社会保障・社会福祉に関する諸学問分野の研究史の検討
5. 社会保障・社会福祉の制度設計が、格差構造の再生産に及ぼす影響の研究

　可能な共同研究のテーマとしては次のことが考えられます。
1. 介護サービス分野の効果的なプログラムの開発と評価方法についての研究（自治体、福祉・医療施設等との

共同研究）
2. 合意形成可能な年金、医療改革についての世論調査の実施と解析（報道機関、調査機関等との共同研究）

　他の国立大学にはあまりみられない本学の特色の一つとして、①家族に関する専門的研究を行っている社会
学・心理学・経済学・法学等の教員、②社会保障・社会福祉・雇用労働等を専門に研究している教員が多く、
この分野の研究・教育が充実していることをあげることができます。特に、社会保障・社会福祉等の分野の研
究者、高度な専門性を持った職業人の養成に対する社会的な期待は高く、この分野の大学院レベルでの教育の
充実をさらに図っていきたいと考えています。これらの分野の研究者や専門的職業人を目指す方の入学を期待
しています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 平田　亜古　（HIRATA Ako）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 修士（栄養学）／ Master of Nutrition Sciences
 職名： 准教授
 専門分野： 給食経営管理
 URL： http://www.food.ocha.ac.jp/
 E-mail： hirata.ako@ocha.ac.jp

給食経営管理／品質管理／栄養管理／栄養教育／実践的栄養学
Food Service Management ／ Quality control ／ Administrative Dietetics ／ Nutrition Education ／
Applied Nutrition

・特定給食施設における業務改善・高度化のための事例集（2006 年 3月）第一出版
・特定給食施設の栄養管理に関する自治体の支援・指導システム構築ガイドブック（2006 年 3月）第一出版
・給食マネジメント論　 （基本から実際まで）（2007.4.20）第一出版
・特定給食実習施設のHACCP 管理システムに関する基礎的研究 - 大学教育現場の給食管理実習室における
HACCP システム導入の一考察 : 宮城学院女子大学環境科学研究所研究報告　第 37巻 p1 ～ 55（2005）

・厚生労働科学研究費補助金健康科学総合研究事業　特定給食施設における栄養管理の実施状況とその基準に
関する研究　総合研究報告 ( 平成 15～ 17年度 ) （2006 年 3月）

　病院、高齢者施設、学校、保育園、労働現場などでは、
毎日給食が提供されています。しかし、これらの食
事が喫食者の嗜好に適応せず、品質管理、栄養管理
や衛生管理もなされていない場合、喫食者を健康に
することはもとより、健康を害することになりかね
ません。そこで、これらを含めた食物サービスでの
良質な保証システムを研究し、社会に啓蒙していく
ことは喫食者の健康管理上、大変役立ちます。

　In hospital, schools, welfare facility for the elderly, 
nurseries and worksites, suitable meals are provided 
everyday. However, if these meals are not suitable 
for customers and do not have high quality nutrition 
management and sanitation management, they 
will not make customers healthy. Therefore, it is 
important that we study quality guarantee system in 
food service.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　The elderly population has continued to grow in recent years, and due to marked lifestyle changes, 
various lifestyle diseases now negatively impact people’ s lives. Increasing medical costs represent a very 
serious social and political issue, and emphasis is now being placed on primary prevention of diseases. The 
educational goal in Food Service Management field is to provide individuals with the knowledge and ability 
needed to meet the social demands for primary prevention of diseases.

　「食･健康」は人が存在する限りどのような時代でも、どのような場においても、最も基礎的で最大の課題です。
したがってこの領域の科学は日進月歩の進展を続けておりますし、社会のニーズも刻一刻と変化します。人間
栄養学の仕組みを明らかにするためには構成要素である人間、食物、そして地域・環境の各面からの解明が必
要になります。その解明についても、遺伝子レベル、組織・細胞レベル、生体・生理レベル、行動・活動レベ
ル、地域レベル等の各レベルやこれらの相互関係についてのアプローチ、別の言い方では個人、家族や小集団、
地域や国、地球サイズ等のそれぞれやそれらの構造についてのアプローチが必要です。

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits



390

　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 平野　由紀子　（HIRANO　Yukiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士（1970　お茶の水女子大学）
 職名： 教授
 専門分野： 日本古典文学　特に平安文学、和歌文学
 E-mail： hirano.yukiko@ocha.ac.jp

日本古典／平安文学／和歌／私家集／古今和歌集
Classical Japanese literature ／ Heian literature ／Waka poetry ／
Private anthologies of waka poems ／ Kokin Wakashu

・平安和歌研究　風間書房（pp1-528）08 年 3月
・国際化時代の中古文学研究　中古文学 79号　記念シンポジウム基調報告４(pp39-45)　07 年 6月
・和泉式部「日次歌群」について　永井和子編『源氏物語へ源氏物語から』笠間書院 (pp329-345) 07 年 9月
・玄玄集の三河入道　久保木哲夫編『古筆と和歌』笠間書院　08年 1月

　国宝「西本願寺本三十六人集」は三十六歌仙と称
された小町や貫之など、すぐれた歌人たちの私家集
（家集とも。個人を中心とした歌集）である。その
料紙の見事さ、書の美しさは平安文化の頂点を示す。
三十六人集の全注釈は未だない。
　このような未開拓の私家集研究に入って四十年近
くたった。これまでの論文 21 編を収録し、『平安和
歌研究』( 風間書房、2008 年 3 月、560 頁）を出版
した。第一部「私家集の諸相」は上記三十六人集の
小町、伊勢、朝忠のほかに、和泉式部、紫式部、能
因などの家集を扱い、新たな知見を加えた。第二部「平
安和歌の諸問題」は古今和歌集の技法の中心となる
掛詞の本質を明示し、贈答歌を集めた後撰和歌集の
特質を論じた。
　10 世紀から 12 世紀までに大量に生産された様々
なかたちの私家集の文学史的意義の解明にむかうつ
もりである。

　Nishi-Honganji-bon Sanju-rokunin-shu (The Nishi-
Honganji Collection of Thirty-Six Anthologies), a 
national treasury of Japan, is a collection of the 
“shikashu” or “kashu” (private anthologies of waka 
poems) of thirty-six waka masters  before the 10th 
century such as Komachi, Tsurayuki and the other 
who were considered to be the best of all. The beauty 
of the paper and the calligraphy of the collection 
illustrates the apex of Heian culture. No complete 
annotation of the thirty-six anthologies has been 
accomplished yet.
　Forty years have passed since I started my research 
on “shikashu” , an area not well developed then. This 
year I published a book, Heian Waka Kenkyu (Studies on 
Heian Waka Poems, Kazama Shobou, Tokyo, March 
2008, 560 pages), a collection of twenty-one articles 
I have written in the period. Included in it are my 
works on the anthologies of such waka poem masters 
as Komachi, Ise and Asatada as well as Izumi-shikibu, 
Murasaki-shikibu, Noin of the 11th century and other 
poets, I added my new findings and interpretations. 
　A large volume of the “shikashu” were produced 
in various forms between the late 10th century and 
the beginning of the 12th century. It is the aim of my 
studies to demonstrate the significant meanings of 
the “shikashu” in the literary history of Japan.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1) 大学院でゼミを 2、学部でゼミを 2、講義を 3担
当した。そのうち文学史の受講者は 50名強であっ
た。
2) 学部卒論 5名の論文指導をした。そのうち 2名の
論文は国文学の学会誌に掲載される予定である。
修士課程の学生 22人の担任をした。

3) 博士論文 2本の副査をした。
4) 博士課程の学生が以下 4件の学会発表をする指導
をした。
2007 年 7月日記文学研究会
　( 蜻蛉日記の表現について )
同 12月本学の国際日本学コンソーシアム
　( 源氏物語の贈答歌について )
同 12月本学国語国文学会
　( 源氏物語竹河の巻について )
2008 年 1月パリ第七大学でのフランス共同ゼミ
　( 源氏物語の自然観について )

５) かつて指導した博士論文、丁莉著『伊勢物語と
その周縁―ジェンダーの視点から―』（風間書房　
2006年５月　348ペ－ジ）が2007年度（第13回）
関根賞に選ばれた。

1. In the 2007 academic year, I taught two graduate 
seminars, two undergraduate seminars, and three 
lecture courses, one of which, the History of 
Classical Japanese Literature, enrolled over fifty 
students.
2. I was the main thesis adviser to five undergraduate 
students. All of them completed the required 
theses, of which two are going to be printed on 
academic journals.
3. As sub advisers, I read and judged two doctoral 
theses.
4. In the 2007 academic year, I gave guidance to  
four graduate students who were going to read 
their papers at four academic meetings.
5. In 2007, Sekine-award was given to Ding Li, 
associate professor of Beijing University, for her 
book. “Ise Monogatari to Sono Shuen” as the best 
study of the year by women. The book is based on 
her dissertation which I advised.

　私家集研究は、まだ始まったばかりである。伝本の所在の確定は昭和 40年代以降可能になった。
　私家集の中に他の資料にはない第一級の情報が存在することも少なくない。そのような資料としての私家集
研究の他に、もう一つ、なぜそのような多様な私家集が九世紀末から十二世紀にかけて多く出現したか、その
文学史的意義を究明することが、私の目標である。仮名書きの消息の出現とも深く関係する。また勅撰和歌集
からは見えない贈答歌の表現性の研究とその成果は、従来の物語や日記研究に影響を与えずにはいない。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 広橋　教貴　（HIROHASHI Noritaka）
 所属： 教育事業部 ( 特設遺伝カウンセリングコース )
 学位： 理学博士／ Dr. of　Science
 職名： 特任講師
 専門分野： 発生生物学
 E-mail： hirohashi.noritaka@ocha.ac.jp

受精／発生生物学／生殖／糖鎖生物学／卵成熟
Fertilization ／ developmental biology ／ reproduction ／ glycobiology ／ oocytes maturation

・Noritaka Hirohashi, Kaori Harada and Kazuyoshi Chiba, Hormone-induced cortical maturation ensures the 
slow block to polyspermy and does not couple with meiotic maturation in starfish. 2008. Developmental 
Biology in press.

・Noritaka Hirohashi, Noriko Kamei, Hideo Kubo, Hitoshi Sawada, Midori Matsumoto and Motonori Hoshi. Egg 
and sperm recognition systems during fertilization. 2008. Development Growth & Differentiation in press. 

・ANA-CRISTINA E.S. VILELA-SILVA, NORITAKA HIROHASHI AND PAULO A.S. MOURÃO. The fine structure 
of sulfated polysaccharides assures a carbohydrate-based mechanism of species recognition in sea urchin 
fertilization. 2008. Int. J. Dev. Biol.  Review in press.

・Kana Usui, Noritaka Hirohashi and Kazuyoshi Chiba. Involvement of mark and intracellular pH in the 
duration of the mi pause of starfish oocytes after spawning. 2008. Development Growth & Differentiation in 
press.

　現代の社会構造と相まって、年々高齢出産の割合
が増加し、それに伴い生殖医療の重要性が増してき
ている。本研究の目的は、この時代背景に加え、最
近目覚ましい進歩を遂げている「観察」するという
技術を融合させ、ほ乳類の受精現象を根本から問い
直すことを目的とした。
　本来なら女性の体内で起るべき受精現象を顕微鏡
下で再現させるためには、体内により近い環境を作
り上げることが重要である。さらに観察時に与える
損傷（光や蛍光）を極力減らすために、青色発光ダ
イオードによるパルス照射、および高感度カメラを
設置した。青色発光ダイオードによる照射は１０００
分の１秒間の照射を、１秒間に繰り返し行ない、こ
れまで懸念されていた運動精子への活性酸素生成に
よる機能傷害を極力軽減することに成功した。さら
に高感度カメラは、本来人間の目でほとんど捉える
ことに出来ない光さえ感知できるもので、これによっ
て微弱な光の照射によって観察が可能となった。
　このように顕微鏡下の体外受精が、容易に観察で
きるようになり、このシステムを使ってマウス受精
時の精子先体反応のタイミングの観察、および精子 -
卵の融合時のカルシウムイメージングに成功した。

　The average age of women who give birth for 
the first time has risen, in conjunction with a 
recent life style of working women, year after year. 
Consequently, assisted reproductive technology (ART) 
that refers to methods used to achieve pregnancy 
by artificial or partially artificial means, has been 
developed and employed more often than ever. Our 
goal is to understand the basic process of mammalian 
reproduction, especially in sperm-egg communication 
during fertilization and early events of egg activation. 
We have developed in vitro fertilization (IVF) system 
with a temperature- and CO2-controlled microscope 
that allow to record an entire process of mouse 
fertilization, i.e., from sperm approaching the egg 
investments to sperm-egg fusion. In addition, The 
LED fluorescence system that reduces production of 
reactive oxygen in living cells, abolished cell damage 
during exposure to green light. By this method, we 
could observe the timing of the sperm acrosome 
reaction for the first time.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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遺伝学実習（応用）
実習内容は、基本的な遺伝子取り扱い操作を学習
することを目的とし、臨床現場で行われる遺伝子
検査や染色体検査の原理や技術を理解するのに役
立つものである。培養細胞、および生体試料から
のゲノムDNA抽出に加え、バイオインフォマティッ
クスを活用した点突然変異の検索、PCR ためのプ
ラマー設計、変異解析と遺伝子検査に用いられる
一連の操作をおこなう。特設遺伝カウンセリング
コースは、博士後期課程を設置し、遺伝カウンセ
ラーの育成のみならず、遺伝カウンセリング学の
研究者や教育指導者を育てる先駆的な人材養成を
めざす機関であり、例えばわが国の現在の遺伝子
検査のあり方を倫理的•技術的な観点から、自ら考
え判断できる真に自立した学位修得者を輩出する
ための科学的思考のトレーニングをおこなう。

基礎遺伝学特論（発生、生殖、免疫）
ヒトならびにモデル動物の生殖様式、配偶子の形
成、性決定など基礎的な生殖医学と胚の初期発生
の仕組みと形態形成の概念を学習する。自然免疫、
獲得免疫とそれらに関わる免疫細胞のはたらき、
抗体や T細胞受容体の多様性を作り出す機序と自
己、非自己を認識する仕組みを学習し、自己免疫
疾患について学習する。また各自が生殖•免疫に関
連する遺伝性疾患を 1つ選びそれについて調べ、
15分のプレゼンテーションをおこなう。

Practical training of genetics (advanced)
This coarse is deigned for learning of basic 
techniques of molecular biology such as isolation of 
genomic DNA, primer deign, PCR reaction and DNA 
electrophoresis. Our program is aimed not only 
to understand such protocols useful for medical 
applications, but also to experience scientific 
discussions that is needed for PhD course. During 
this experimental training, we offer opportunity 
to visit The Tateyama Marine laboratory to study 
developmental biology and ecology.
Basic genetics (animal development, reproduction 
and immunology)
We study reproductive systems, gametegenesis, sex 
determination, early embryonic development and 
morphogenesis in human and model organisms. 
In immunology lectures, we deal with functions of 
the immune cells in innate immunity and acquired 
immunity. We study mechanisms of antibody 
production, T-cell receptor function, self-nonself 
recognition and autoimmunity.

研究計画：ほ乳類および無脊椎動物の生殖のしくみを解き明かす。
研究の展望：分子イメージング技術と高解像度ハイビジョン観察を駆使して生物現象の謎を解明してゆきたい。
共同研究：可能な限り、国内外を問わず異分野研究者とも研究を進めていきたい。

自分だけの興味、価値観を養うこと。自分が本気で取り組むことが出来るものを学生時代に見つけること。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 福田　豊　（FUKUDA　Yutaka）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士　／　Doctor of Science
 職名： 教授
 専門分野： 無機化学、錯体化学
 URL： www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/fukudaHP/index.htm
 E-mail： fukuda.yutaka@ocha.ac.jp

錯体化学／無機化学／材料科学／金属錯体のクロモトロピズム／示温材料の開発
Coordination Chemistry ／ Inorganic Chemistry ／ Material Science ／
Inorganic Chromotropism ／ Thermochromic Materials

（学術著書）
(B-1)Inorganic Chromotropism(Ed.by Y. Fukuda, Kodansha-Springer,2007)、

（論文―査読審査付）
(p-1)Y.Furuno, H.Sato, J.Yoshida, N.Hoshino, Y.Fukuda, A.Yamagishi, J. Phys. Chem. B, 111, 521-526 (2007): 

Linkage effects of Cr(III) acetylacetonato units on chiral induction 0f liquid crystal phases. 
(p-2)F.Miura, M.Arakawa, A.Nakao, K.Satoh, Y.Fukuda, Polyhedron, 26, 1570-1578 (2007): Syntheses, 

crystal structures and chromotropic properties of Ni(II) mixed ligand complexes containing N-methyl-1,4-
diazacycloheptane and various � -diketonates. 

(p-3)M.Arakawa, H.Miyamae, Y.Fukuda, Bull. Chem. Soc. Jpn., 80, 963-965 (2007): Synthesis, structures and 
properties of Ni(II) mixed-ligand complexes containing various � -diketonates and a phosphorous donor 
bidentate ligand. 

(p-4)M.Arakawa, N.Suzuki, S.Kishi, M.Hasegawa, K.Satoh, E.Horn, Y.Fukuda, Bull. Chem. Soc. Jpn., 81, 
127-135 (2008): Synthesis, crystal structure, and chromotropic properties of mixed-ligand Ni(II) complexes 
with 1,3-diketonate and P-N bidantate ligands.

　研究キーワードに示したように、第一遷移金属錯
体を合成し、溶液内や固体でそのクロモトロピズム
を研究した。主に混合配位子ニッケル(II)錯体である。
これら Ni(II) 錯体は、配位構造の違いのより顕著な色
変化が見られるため、クロモトロピズムの研究に最
適なものである。P-P, P-N, N-N 配位子を用い、相手
配位子としてβ―ジケトナトを用いた、いわゆる混
合配位子錯体である。含まれるそれぞれの配位子の
立体効果や配位力を考慮して最適組み合わせを作っ
てやると、配位子場強度をコントロールすることが
出来、狙った温度で色変化する系を作れる可能性を
持つ。それらのいくつかの例を実証し、論文として
報告している。

　Inorganic Chromotropism means that the 
reversible color change of the coordination 
compounds are observed due to outer stimuli, 
such as Temperature(Thermochromism), Solve
nt(Solvatochromism), Pressure(Piezochromism, 
Light(Photochromism) and Electron(Electroch
romism, redox system). In our research group, 
So l va to ch romi sm ,  The rmochromi sm ,  and 
Electrochromism of the first transition metal 
complexes have been investigated, especially Ni(II) 
mixed ligand complexes are interesting from the 
chromotropic point of view, because Ni(II) complexes 
show drastic color change with the coordination 
geometries of the Ni(II) moiety from octahedral to 
square planar or other coordination geometries.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 8 ）件／特許（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　私の担当科目は、基礎化学 B、基礎無機化学 II、構
造無機化学、反応無機化学であるが、基礎化学 B では、
化学入門で元素の周期性や物理化学の入門、無機化
学の入門を概説する。基礎無機化学 II では、無機多
原子分子やイオンの構造予測や、電子欠損化合物等、
基礎無機化学 I の続きを講義している。構造無機化学
及び反応無機化学では、錯体化学の基礎（前者）と
その応用（後者）に分けて講義し、また反応無機化
学では受講者とともに、外書講読をすすめている。

　My lectures in this year are  (1)Basic Chemistry 
B, (2) Basic Inorganic Chemistry II, (3) Structural 
Inoeganic Chemistry, (4) Inorganic Conpounds, 
Properties and Reactivity.
(1) is for 1st year students of Chemistry, Physics, and 
Biology, as an introduction of general chemistry, 
especially physical and inorganic chemistry. (2) 
is general introduction of Inorganic chemistry, 
structures and special properties of inorganic 
compounds. (3) and (4) are general introduction 
of coordination chemistry for 3rd year students in 
chemistry course.

　昨年度まで 2 年間の計画で、「大学発事業化計画：示温材料の開発と偽造防止インクの開発」のテーマの元で、
NEDO 資金（2000 万円強）ならびに企業資金（1000 万円強）で、われわれの研究してきたサーモクロミッ
ク錯体の実用化の開発研究を進めた。その中で、特許 5 件を申請した。こんごその特許を実用化するべく、企
業との連携を保ちつつ研究を進めたい。

学部受験生へのメッセージ：
理学部では、学部時代に幅広い科学の基礎を十分に学んでください。それが、将来、大学院や社会にでたと
きにきっと役に立ちます。また、語学（英語）は、発表のためのツールであり、使えて当たり前という時代
になると思われますので、是非、時間を見つけて勉強（慣れることです）してください。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 藤枝　修子　（FUJIEDA Shuko）
 所属： 教育事業部（女性研究者支援モデル育成プログラム）
 学位： 理学博士 ( 立教大学）　／　Dr. Sci.
 職名： 特任教授
 専門分野： 女性研究者支援
 E-mail： fujieda.shuko@ocha.ac.jp

非線形科学／熱量測定／微小重力場科学／開発途上国支援／女子教育支援
Nonlinear Science ／ Calorimetry ／ Science under Microgravity ／ Developing Country ／ Girl's Education

・梅沢香代子、藤枝修子、漢―少数言語－英語化学用語辞典作成の試み―アフガニスタンからの化学および生
物化学専攻の留学生のための実験室用語を中心に、広島大学教育開発国際協力センター（CICE）国際教育協
力論集、第 10 巻第 2 号、147 － 151（2007）.

・藤枝修子、森義仁、ＥＵにおける留学生へのフレームワークづくりの概念に学ぶアフガニスタンの女子教育
支援、広島大学教育開発国際協力センター（CICE）国際教育協力論集、第 10 巻第 2 号、153 － 157（2007）

　アフガニスタンの女子教育支援に関わりをもって数年になるが、平成 17 年度～ 19 年度の 3 年間の科学研
究費補助金 ( 基盤研究（Ｃ））の補助を受けたことにより、研究報告を 2 編まとめた。現地の女子教育現場を
自分の目で見た経験から、母親が家庭内で子育てをしながら、日常生活に即応する視点での科学教育の教材を
イラストを中心に読み聞かせ方式を想定して作成した。
　カブール大学から本学への国費留学生が自然科学分野に数名いるが、ダリー語による意思疎通は不可能にち
かく、英語の理解力にも問題があることから、実験室用語を中心とする用語集の作成を試みた。これは、ダリー
語に限らず、少数民族言語などへの適用も想定している。さらに、ＥＵ諸国では、数 10 カ国に共通する留学
生教育の規範を学部、修士の学生のために、実験科目、周辺科目などを含めて詳細に決めている。これらをド
イツの大学で留学生センターの教員と情報交換し、担当の教員には心理カウンセラーが役目をもつことなどの
意見もあった。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　女性が社会的役割を持つ立場に進出する事例は、最近増加しつつありますが、先進諸外国に比べれば、なお
一層の時間が必要だと思います。本学では、長い歴史の中で、大勢の女子学生を世に送り出しています。研究者、
教員をはじめ、その活躍の分野は多彩です。また、その活躍のしかたも、人それぞれで、多様です。
　受験生の皆さんが、本学の学生や院生向けのプログラムや女子教育プログラムを垣間見る機会があれば、そ
の充実ぶりには、参考になるところがたくさんあると思います。よく、「偉人の伝記を読みなさい」と言われ
ますが、多彩に、多様に、今を生きている先輩女性たちをロールモデルとして知ることができます。
　また、在学中の学生、大学院生の考え方や、どのようなことに興味をもっているか、などなど、きっと、受
験生の皆様には興味がもてると思います。

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 藤崎　宏子　（FUJISAKI　Hiroko）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 博士（社会学）　／　Ph.D.in Sociology
 職名： 教授
 専門分野： 生活福祉論・家族社会学
 URL： http://www.soc.ocha.ac.jp/fujisaki/
 E-mail： fujisaki.hiroko@ocha.ac.jp

高齢者／家族／福祉政策／社会的ネットワーク／ライフコース
Eldery ／ Family ／ Welfare policy ／ Social network ／ Life Course

・お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科藤崎宏子研究室　『ミドル期女性が歩むライフコース－ 3
年後の追跡調査－』　2007 年 7 月

・藤崎宏子・久保桂子　「ワーク・ライフ・バランスの変容」　『家族関係学』No.26　2007 年 10 月

①高齢者介護における公私の機能分有。とくに、介
護保険制度の導入が、高齢者の家族関係や高齢者
介護をめぐる家族的責任に及ぼした影響に関する
研究

②高齢期の家族関係、友人関係、地域社会との関わ
りや社会活動のあり方に注目した高齢期のライフ
スタイルに関する研究。

③中高年期の転機と危機的移行、世代間関係に関す
る研究。

① The functional sharing of elderly care between 
fo rma l  and  in fo rma l  s ec to r s ,  f o cus ing 
on the family ’ s  care provider role .  The 
impact of enactment of the Long-term Care 
Insurance(Kaigo Hoken) on family relations and 
family responsibility.

② The lifestyle of the elderly, including their family 
relations, friendship, social activities, and 
cosciousness of autonomy, based on the theory 
of social network and life course.

③ Critical transitions and turning points in midlife. 
Generational Relationship of midlife.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

〈学部教育〉
家族関係論：

歴史変動と文化比較を軸とする日本の家族の現
状に関する講義

社会福祉学：
社会福祉の法制度の概要とサービス利用の諸問
題に関する講義

老人福祉論：
高齢者の生活実態と高齢者福祉の現状と課題に
関する講義

生活福祉学演習：
社会学の基礎的文献の講読・論文指導

〈大学院教育〉
長寿社会論：

社会的ネットワーク論に関する文献講読
長寿社会論演習：

家族と福祉政策に関する文献講読
家族変容論：

家族研究の理論的基礎の強化と論文指導

〈Undergraduate courses〉:
Sociology of Family
Sociology of Social Welfare 
Social Welfare for the Elderly

〈Graduate seminars〉:
Aged Society Seminar
Family Transition Seminar

① COE で着手した中高年者の危機的移行と世代間関係に関する研究を、科学研究費補助金（基盤研究 B）に
よるプロジェクト研究に発展的に引き継いでおり、2007 年度に実施したインタビュー調査データの分析を
おこない、研究成果をとりまとめる。

②高齢者介護政策の動向と家族介護の実態との間に生じている諸問題に関するこれまでの研究を整理し、でき
れば単行本にまとめたいと考えている。

　「あたりまえ」の世界に安住しないで「なぜ？」という問いを発してみること。慣れ親しんだものの見方を
いっとき封印し、異なる視点からものごとをみようとすること。そんなちょっとした冒険が、あなたの世界を
広げ、より豊かなものにしてくれることでしょう。研究することと、自分の生活をつくっていくこと、そして
生きることそのものが、相互に密接にかかわりあっていると気づいたとき、社会学という学問の深い魅力にと
りつかれるとともに、自分自身の生き様が問われるようなしんどさも感じます。でも、閉塞感の強い現代だか
らこそ、自分自身について、周囲の人間関係について、そして社会のしくみについて、社会学的思考法の武器
をもって、深く掘り下げて探求していきたいものです。
　学部教育では、私が専門とする高齢者問題、社会福祉、家族関係などの身近な話題を切り口とした講義や演
習を通して、社会学的思考法の基礎を修得することを目標にします。要するに、足腰を強くするステージだと
考えてください。大学院教育では、学部教育で培われた強靱な足腰にくわえ、社会学的想像力・創造力にいっ
そうの磨きをかけ、学術的に価値ある研究論文の完成を目標に指導していきます。

　◆研究計画

　◆メッセージ



400

　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 藤田　宗和　（FUJITA Munekazu）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 修士
 職名： 教授
 専門分野： 犯罪非行臨床心理学、臨床心理査定
 E-mail： fujita.munekazu@ocha.ac.jp

心理査定／投映法（TAT) ／犯罪･非行／自己愛

1　投影法であるＴＡＴ物語産出の基礎過程を実験的研究し、その産出プロセスを形式的、内容的に分析し、
分析・解釈のための標準的な資料を収集した。現在、その資料を分析中であり、2007 には日本ロールシャッ
ハ学会において、「TAT の物語産出時の思考プロセスの検討」という題目で、標準的な物語産出プロセス、
物語内容の特色の一部を発表した。本年度も継続して、分析結果を公表する予定である。

2　「矯正施設における教育研究会」の活動として、法務省と協力し、少年院での教育について調査研究を行っ
ており、本年度は少年、職員に対して質問紙調査を実施し、少年院での教育の特色、効果を検討する。

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

生活科学部・人間生活学科・発達臨床心理学講座における教育内容：
「人格心理学」、「発達臨床基礎演習」、「教育発達講義購読」、「発達臨床論文演習」等を教授

大学院人間文化創成科学研究科・人間発達科学専攻（発達臨床心理学コース）における教育内容：
「非行臨床心理学特論」、「臨床心理査定演習（実践）」、「発達社会科学論」、「特別研究」等を教授
学部、大学院とも、臨床心理学における心理査定を中心に教授している

1　臨床心理査定のツールとしての TAT の研究
特に人間関係の問題に敏感であるＴＡＴ（主題統覚検査）の標準的分析、解釈法を確立する。大学では、
物語産出の基礎過程を実験的研究し、分析・解釈のための標準的な資料を作成している。今後は臨床施設
と共同して臨床群の資料を収集していきたい。

2　非行の背景にある現代青少年の意識についての研究
非行の裏側に見えてくる現代青少年の意識について、自己愛をキーワードとして、検討する。

　学部、大学院とも、臨床心理学、特に心理査定の理論と実践を中心に研究、教授しています。また、これら
の成果を援用して、特に犯罪、非行領域において、犯罪者や非行少年の主観的な世界を描き出す中で、その原因、
背景を解き明かし、彼らの更生を図るための手がかりを探求しています。
　具体的には、心理査定において関心のあるものは、ＴＡＴという投映法テストで、その標準的な分析、解釈
法を開発することが研究テーマです。また、犯罪の鑑定の実践を通して、最近の犯罪の質的な変化を検討する
中で、現代日本人の意識の変化についても関心を広げています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 冨士原　紀絵　（FUJIWARA  Kie）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 修士（1995　お茶の水女子大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 教育方法学（教育実践史、カリキュラム論）
 E-mail： fujiwara.kie@ocha.ac.jp

カリキュラム／教育方法／日本教育実践史／教育課程
curriculum ／ educational method ／ history of educational method　in Japan ／ course of study

・第四章「学力調査の意味するもの－学力調査は学習指導の改善に役立つのか」牧野カツ子・耳塚寛明編『お
茶の水女子大学 21 世紀ＣＯＥプログラム・誕生から死までの人間発達科学・第四巻・学力とトランジッショ
ンの危機』金子書房

・第三章－ 8「体験を通した実感的な理解」佐藤真編『教職総合特集　体験学習・体験活動の効果的な進め方』
教育開発研究所

・「教員養成系附属学校の史的意義」全国地方教育史学会紀要第 28 号『地方教育史研究』
・「教科課程・『学習課程』・教育課程」奈良女子大学附属小学校学習研究会『学習研究』430 号

　戦後初期の小学校のカリキュラム改革に関する研
究。1950 年代に展開されたコア・カリキュラム運動
の先駆けとなる、終戦直後の 1945 ～ 49 年の間に行
われた実践研究の特徴について、戦前からの影響の
有無も含めて検討を行った。従来のコア・カリキュ
ラムに関する研究は 1950 年代の実践を対象として
なされてきたが、本研究は戦前・戦中・戦後との時
間的連続性の中で検討することに特徴がある。具体
的には、戦前、1930 年代にカリキュラム改造に取り
組んだことで知られ、さらには 1950 年代のコア・
カリキュラム運動を代表する実践校として知られる
明石女子師範学校附属小学校の 1940 年代の実践研
究について、制度としての教育課程との関係性のみ
ならず、教員構成や学校経営、研究指導体制作りと
いった様々な要因も含めて、同校の戦後のカリキュ
ラム改革を支えた条件の解明を行った。なお、本研
究は現在の「総合的な学習の時間」にも示唆を得る
ことができる。

　Research on elementary school curriculum reform 
during the early post- war period. The characteristics 
of the studies regarding the educational practices 
during the early post-war period, between 1945 and 
1949, preceding the Core Curriculum Movement 
in the 1950’ s, were examined, including the 
influence of the pre-war era. Traditionally, studies 
concerning the Core Curriculum movement had 
focused on the implementation of the educational 
practices during the 1950s; however, my research is 
characterized by an approach based on the temporal 
continuity from pre-war, through war-time, to post-
war periods. Taking as an example the elementary 
school attached to Akashi Women’ s Normal 
School, known for its prewar efforts in curriculum 
reform in the 1930s and its leading role in the Core 
Curriculum movement in the 1950s, its educational 
practices were examined from the view point of 
conditions which supported its postwar curriculum 
reform including elements such as the composition 
of teachers, the management of the school and the 
process of implementation and teacher training 
as well as their correlation to the curriculum as a 
system. The study should give a useful indication for 
the presentPeriod for ‘Integrated Study’ .

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

（学部）
教育課程や教育方法、教職関係科目の授業を担当
した。教育課程概論では現代の教育課程や教育方
法につながる問題点を意識して、日本の戦前から
現在にいたる教育課程の特徴について講義を行っ
た。授業研究演習では現在の日本を代表する教育
方法について論じた文献をゼミ形式で購読した。
この他、小学校教材研究・国語、社会科教育論、
道徳教育の研究といった教職関係の授業を担当し

（オムニバス形式も含む）、教育実習の事前・事後
指導を担当した。また、小学校や少年院といった
実際の教育現場と学生との接触を図るための授業
運営や、NPO インターンシップのコーディネート
を分担した。

（大学院）
修士課程の「教育実践学」演習・特論では教育評
価をテーマにした。前期は日本の教育評価の歴史
に関する研究論文を購読し、後期は最近の海外の
教育評価に関する文献購読と、現在の日本の学校
に導入されている教育評価について検討を行った。
カリキュラム研究演習ではアメリカの最近のカリ
キュラム改革についての文献検討を行った。

(For Undergraduate) 
I taught classes regarding educational curriculum, 
educational methodology, teacher training 
and others. In the ‘Introduction to educational 
curriculum’ class, I ran a series of lectures 
regarding the characteristics of the educational 
curriculum in Japan from the pre-war era up to 
the present, highlighting the issues which lead 
to the present educational curriculum and its 
methods. In the practical teaching exercise class, 
we read materials regarding typical contemporary 
Japanese educational methodologies. In addition, I 
taught classes aimed at teacher training including 
the teaching material studies for elementary 
school, educational theories on Japanese language, 
social studies and moral education (including 
omnibus format), coordinating and supervising 
the students on-site teacher training throughout. 

(For Postgraduates)
 In the Theories of educational practices seminer 
class in postgraduate courses, I took up the 
theme of educational assessments. In the first 
term, we read research papers on the history of 
educational assessment in Japan, while in the 
second term, we studied materials regarding the 
latest educational assessment in other countries, 
as well as educational assessment methods 
introduced into contemporary Japanese schools. 
In the curriculum studies seminer class, materials 
on recent curriculum reform in the USA were read 
and examined.

1. 日本の戦前・戦後の小学校のカリキュラム改革の歴史的研究の対象を、戦後の中学校に展開させる。この研
究は、特に今日、中等教育で問題となっている「総合的な学習の時間」の現場での運営に寄与するものと期
待できる。

2. 教師の教育評価観に関する研究を進める。教育評価、教育測定、テストといった方法論は教師の中でどのよ
うに認識され、実践にいかされているのかについて、歴史的な研究とともに、現在の教師の意識調査などを
行い、授業に反省的に還元される評価方法について検討する。

　将来、教職を志望する学生を育てること、あるいは現職の教師の方の実践研究への手助けをすることが自分
がこの職に就いた理由です。学校に対する社会の期待は年々大きくなる中で、教師や子どもをめぐる様々な困
難が取りざたされています。しかし、教師という仕事は目に見えない子どもの可能性、そしてその子どもらに
よって創られる未来を生み出す手助けをするという意味において、社会の行く末を左右する重要な仕事である
のみならず、本来、未知のものを扱う創造性豊かな楽しい仕事であると考えます。そうした仕事に進んで携わ
ろうとする、そして現に携わっている人たちの期待や夢、そして直面している困難を一緒に考え学んで行くこ
とを基本的なスタンスとしています。これまで小・中・高等学校の教師と子どもたちと様々な問題に一緒に取
り組む中で多くのことを学んできました。研究対象は歴史的な実践ですが、歴史の中に登場する教師からも多
くのものを学んでいます。実践に即していれば時空を問いません、学校や教師について一緒に考えてゆきましょ
う。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 藤原　正彦　（FUJIWARA　Masahiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士　／　Doctor of Science
 職名： 教授
 専門分野： 数論
 E-mail： fujiwara@math.ocha.ac.jp

数論／不定方程式／楕円曲線／解析数論／代数的整数論
Number theory ／ Diophantine equations ／ Elliptic curves ／
Analytic number theory ／ Algebraic number theory

　不定方程式の代数的、解析的、代数幾何的な研究。
特に不定方程式の有理点の分布などについて研究し
てきました。例えば有限体上の有理点が一様分布し
ていることを証明した。ここ 10 年ほどは楕円曲線の
有理点の研究、とりわけ古典的な合同数の一般化と
してθ合同数を導入しその基礎的理論を構築してき
た。多くの結果が得られいくつかの論文になってい
る。

　Research on Diophantine equations by means 
of analytic, algebraic and algebro-geometric 
methods . Especially distribution of rational points 
on varieties. For example I proved the uniform 
distribution of rational points on varieties over finite 
fields. In the past ten years my research interest was 
around θ -congruent numbers , defined by myself 
, which is a generalization of classical congruent 
numbers .Particularly I established basic theory of 
θ -congruent numbers. Several of them have been 
explained in some of my papers.

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　この 10 年間毎年教えてきたのは基礎ゼミおよび数
学パースペクティブである。前者は新入生のための
読書ゼミであり毎週 1 冊の岩波文庫を読み感想を書
くというゼミである。後者は数学に関する哲学、歴史、
および発見の方法などについて学部学生に講義する
ものである。ともに聴講希望者が多いため毎年抽選
となっている。数学科の講義では主に整数論関係を
学部および大学院生に、代数学を学部生に教えてい
る。大学院生のゼミではほとんどの院生が楕円曲線
論と不定方程式論を研究している。

　In the past ten years , I had two classes every 
year for the general undergraduate student. One 
is a “reading seminar” in which students read one 
Iwanami bunko every week and hand out their 
essays on the book. The other was “perspectives 
in mathematics” in which I explain philosophy, 
history and heuristic arguments in mathematics . 
Both classes have been extremely popular and had 
to be restricted to the computer-chosen students. 
As to the lectures in mathematics department, I 
mainly taught number theory to undergraduate and 
graduate students. I also taught modern algebra. 
For the graduate seminar, most of the topics were 
around elliptic curves and Diophantine equations.

　不定方程式に関していくつかのやり残した問題を片付けること。θ合同数についてさらに研究を進めること。
すでに得られた結果を論文として発表すること。などが視野に入っています。共同研究については今のところ
特に予定していません。

　数学の成績が良いということも大事かもしれませんが、もっと大事なことは数学が好きなことおよび美的感
受性と思います。一つの問題を何週間でも考えられるような人、美しいものに感動できる人、が入ってくるこ
とを期待しています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 藤原　葉子　（FUJIWARA　Yoko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 学術博士（1993　お茶の水女子大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 栄養科学、脂質生化学
 E-mail： fujiwara.yoko@ocha.ac.jp

栄養化学／脂質代謝／食品成分
Nutritional chemistry ／ lipid metabolism ／ food factor

・FGF-2 suppresses cellular senescence of human mesenchymal stem cells by down-regulation of TGF-
beta2. Ito T, Sawada R, Fujiwara Y, Seyama Y and Tsuchiya T.  Biochem Biophys Res Commn (2007) 359, 
108-114

・Oolong Tea Extract Inhibits Melanogenesis in B16 Mouse Melanoma Cells and UV-Induced Skin 
Pigmentation in Brownish Guinea Pigs.  Aoki Y, Tanigawa T, Abe H and Fujiwara Y. Biosci. Biotechnol. 
Biochem., (2007) 71(8), 1879-85

・FGF-2 increases osteogenic and chondrogenic differentiation potentials of human mesenchymal stem cells 
by inactivation of TGF-&#61537; signaling. Ito T, Sawada R, Fujiwara Y and Tsuchiya T. Cytotechnology 
(2008) 56, 1-7.

・A pilot study of evaluation of the antioxidative activity of resveratrol and its analogue in a 6-month feeding 
test in young adult mice. Atsuko Matsuoka, Yukio Kodama, Kiyoshi Fukuhara, Sachiko Honda, Mikiko, 
Hayashi, Kimie Sai, Miki Hasebe and Yoko Fujiw

・骨髄間葉系幹細胞の骨・脂肪分化に及ぼすレスベラトロールの影響　伊藤友実、野口マリエ、長谷部未来、
池本真二、藤原葉子　日本農芸化学会関東支部大会、2007 年 11 月　宇都宮（ポスター賞受賞）

1. メタボリックシンドロームの原因となる肥満と食物との関係を研究している。脂肪細胞を用いて、前駆脂肪
細胞から脂肪細胞への分化・成熟過程に、食品成分としてがどのような影響を与えるのかを検討している。

2. 日本人が摂取する脂質は、その量だけでなく質、すなわち多価不飽和脂肪酸の割合やその n-6/n-3 比が重要
である。n-6 系と n-3 系の脂肪酸の個々の生理作用やその代謝について動物や細胞レベルでの検討を行って
おり、新たな生理作用の探索に DNA マイクロアレイやパスウェイ解析などの手法を加え、様々な観点から
研究を進めている。

3. レスベラトロールは近年、肥満抑制、寿命延長効果を持つことが分子レベルで明らかにされ、注目を集めて
いるポリフェノールである。我々は、レスベラトロールのいくつかの誘導体を用いて、脂肪分化抑制作用や
マウスでの抗肥満作用を明らかにして、国際特許化に結びついた。学会発表では 2 回にわたり記者発表の演
題に選ばれている。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 12 ）件／特許（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部では「代謝栄養学」、「応用栄養学」、「栄養学実験」を担当している。
　管理栄養士養成課程の基礎栄養学、応用栄養学にあたり、食物が身体に入ってどのように分解され、どのよ
うに利用されるのか、またどのような食物をどれだけ摂取すればよいのかについて講義している。
　大学院前期課程は「栄養化学特論」「栄養化学特論演習」で、栄養素の代謝と生理作用について、生化学的
な見地から、講義と演習を行っている。
　大学院後期課程は「分子栄養学」を担当。より分子レベルでの食品成分と機能を教育している。

　レスベラトロール誘導体は、国内及び国際特許出願することができた。これらの詳細なメカニズム検討や、
その他の化合物の作用を検討する必要がある。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 古川　はづき　（KAWANO-FURUKAWA Hazuki）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）（1995　東京大学）／ Dr.
 職名： 教授
 専門分野： 強相関電子系の中性子散乱実験（超伝導、ペロブスカイト型Ｍｎ酸化物等）
  Neutron scattering studies on Strongly correlated electron systems (Superconductivity、 CMR effects etc.)
 URL： http://www.phys.ocha.ac.jp/furukawalab/
 E-mail： furukawa.hazuki@ocha.ac.jp

強相関電子系／超伝導と磁性／物性実験／低温／中性子散乱実験
superconductor and magnetismlow temperature ／ neutron scattering experiment

・"Vortex Lattice symmetry in hexagonal superconductor CaAlSi probed by small angle neutron scattering", 
S. Kuroiwa, Y. Sugiyama, T. Muranaka, H. Kawano-Furukawa, J. Akimitsu, Journal of Physics and Chemistry 
of Solids 68, 2129-2132 (2007)

・"Competition between unconventional superconductivity and incommensurate antiferromagnetic order in 
CeRh1-xCoxIn5",
S. Ohira-Kawamura, H. Shishido, A. Yoshida, R. Okazaki, H. Kawano-Furukawa, T. Shibauchi, H. Harima, Y. 
Matsuda, Phys. Rev. B76, 132507(2007)

・"Anormalous flux line lattice in CeCoIn5", S. Ohira-Kawamura, H. Shishido, H. Kawano-Furukawa, B. Lake, A. 
Wiedenmann, K. Kiefer, T. Shibauchi, Y. Matsuda, J. Phys. Soc. Jpn 77, No.2, p.023702(2008)

　中性子散乱法を用いて強相関電子系の研究を行っ
ている ｡ 研究対象として近年取り上げた物質は ､
新奇超伝導 CeCoIn5､ モット絶縁体 ､p 波超伝導
Sr2RuO4､RENi2B2C(RE=Y and rare earth) とその関
連物質である ｡ 平成 18 年度の主な研究成果は以下の
ようにまとめられる ｡
(1)CeRh1-xCoxIn5 の磁性と超伝導の関連性

準 2 次元重い電子系超伝導体 CeRh1-xCoxIn5 の
中性子回折実験を行った ｡ その結果 ､ この系の超
伝導状態が ､ 系に現れる格子に対して不整合周期
を持った磁気秩序と競合していることが明らかに
なった ｡ このことから ､ この不整合周期の磁気秩
序の形成に寄与するフェルミ面の一部が ､ 系の超
伝導発現 ( クーパーペアの発生 ) に対してもアク
ティブであると結論した ｡

(2)Sr2RuO4 の磁気励起と超伝導の関係
Sr2RuO4 は p 波超伝導であると言われている ｡ し
かし ､p 波超伝導の発現に寄与することが期待され
る強磁揺らぎについてはその存在が明確でなく ､
逆に ､ 大きな反強磁性揺らぎを示す ｡ 我々は ､ こ
の系の強磁性揺らぎを超高エネルギー分解能を有
する RAL 研究所の ISIS の IRIS 分光器で観測する
ことに挑戦している。

　By using neutron scattering technique, we are 
studying strongly correlated electron systems, 
mainly CeCoIn5, Mott insulators (Ti and Mn 
systems), Sr2RuO4, RENi2B2C (RE=Y and rare earth) 
and their relatives. Recent progress in my research 
activity is summarized as follows:
(1) Magnetism and superconductivity in CeRh1-
xCoxIn5
　We performed elast ic neutron diffract ion 
measurements on the quasi-two dimensional heavy 
fermion system CeRh1-xCoxIn5 with x= 0.3,0.4, 0.6, 
0.7 and 0.75 and  found that the superconductivity 
of this system competes with the incommensurate 
antiferromagnetic (AFM) order, while it coexists with 
the commensurate AFM order. From the results, 
we concluded  that a particular areas on the Fermi 
surface nested by the incommensurate wave vector 
play an active role in forming the superconducting 
state in CeCoIn5.
(2) Magnetic excitation in Sr2RuO4
　Sr2RuO4 has been suggested to be a spin 
triplet superconductor.The system posses a huge 
incommensurate AFM spin fluctuations at  q =(1/3 
1/3 L) but any direct  evidence of ferromagnetic 
spin fluctuations has not been reported so far. In 
the present study, to detect evidence of FM spin 
fluctuations,  we performed inelastic neutron 
scattering experiments at the IRIS spectrometer at 
ISIS,England. We are still working on this project.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

（学部） 物性物理学序論、物理学基礎実験、凝縮系物理学、物理学特別講義、特別研究
（大学院 ) 磁性体特論、磁性体特論演習、揺動現象特論
（卒業研究・修士研究指導）研究室所属の学生各自に 1 つずつ研究テーマを与え個別の研究指導を行っている。
　これまでの研究課題は研究室の HP に記載している。各人、担当した研究テーマの試料を作成し、X 線構造
解析、電気抵抗、磁化測定、中性子散乱等を用いて物性研究を行う。研究の目的の熟知と最適な実験・解析法
の議論に徹する時間が長いが、その中で「新しい問題への解決法を、自分の手で、いかにうまく切り開くか」
といった研究のおもしろさを伝える様心がけている。

　最近、超伝導現象と磁性の関わりについて研究を行っています。
　現在の研究テーマは、強磁性超伝導に期待される自発的磁束格子構造の実証、および、CeCoIn5 で実現して
いると思われている FFLO 相を実証する事です。
　これら 2 つの現象は、ともに数十年前に理論的に予言された現象で、これまでに現実の系で実現しているこ
とが確認されていない問題です。
　これらの現象を実験で実証するのは非常に難しく、チャレンジングです。
　これまでに培った知識を生かし、可能な限りの集中力で実験の準備を進めています。

　将来的な人口の大幅減少を見据え、近年、女性パワーの活用が注目されています。個々の活躍の場を見つけ
るため、大学生活を充実したものにすることは大切なことです。自分が興味を持てる事を見つけることができ
る場所、そして、その興味を延ばすことができる場所を見つけましょう。
一番、大切なことは、ポジティブ思考をもち自らの意思で走り続ける事だと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 古瀬　奈津子　（FURUSE Natsuko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（文学）（1999　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 日本史学（日本古代史、特に日本古代の政治制度、儀式、平安時代史）
 E-mail： nishizawa.furuse.natsuko@ocha.ac.jp

天皇制／律令制／儀式／日唐比較史／日唐関係史
Japanese  Imperial   System ／ Code-Statute  System ／ Rituals  and  Ceremonies ／
Comparative  History  of  Japan  and  China ／ Historical Relationships  between Japan and China

・古瀬奈津子『遣唐使眼里的中国』武漢大学出版社、2007 年 10 月、149 頁
・古瀬奈津子「唐与日本的上表与奉表」戴建国主編『唐宋法律史論集』上海辞書出版社、2007 年 12 月、341

－ 349 頁
・古瀬奈津子「天聖令の発見と日本古代史研究」『歴史学研究』833 号、2007 年 10 月、43 － 45 頁
・古瀬奈津子「遣唐留学生と日本文化の形成」『東アジア世界史研究センター年報』1 号（専修大学社会知性

開発研究センター）、2008 年 3 月、43 － 49 頁
・古瀬奈津子「唐令研究の新史料出現―『天一閣蔵鈔本天聖令校證』」『東方』319 号、2007 年 10 月、20 －

22 頁

　2007 年度の研究は大きく 3 種類に分類できる。
1. 天聖令関係

新出の唐令史料である天聖令について、歴史学研
究会大会（6 月）、唐代史研究会夏期シンポジウム

（8 月）で学会発表を行い、一部は刊行された（主
要業績③⑤）。

2. 遣唐使関係
中国の武漢大学出版社から『遣唐使眼里的中国』
が刊行された（主要業績①）。
遣隋使・遣唐使1400周年記念国際シンポジウム「東
アジア文化交流の源流」（9 月、中国・杭州）、東ア
ジア世界史研究センター（専修大学）主催シンポ
ジウム「古代東アジアの国際関係と留学生」（10 月）
で発表し、一部が刊行された（主要業績④）。
日中歴史共同研究の外部執筆委員として、第 3 部
第 1 章を担当執筆し、2008 年 1 月の北京全体会
議において討議した。

3. 日唐比較史
日唐令と敦煌文書の書儀等を使用して、上表と奉
表の比較研究から、日本の天皇に対する官人の集
団性について考察した（主要業績②）。

1.The Statutes of Tian-Sheng
I presented a paper in June at the ‘Historical Science 
Society of Japan’ conference on the ‘Statutes of Tian-
Sheung’, which consist of recently discovered historical 
documents. In August, I presented another paper on 
the same documents at the ‘Summer Symposium of the 
History of Tang Dynasty’ .Extracts from these papers 
have been published in journals.

2.Imperial embassies to China
My book ‘China from eyes of Japanese Imperial 
Embassies’ was translated into Chinese and published 
by the Wuhan University Press.
I also presented a paper on Imperial embassies at 
the ‘The origins of the cultural communications in 
the Eastern Asia’ international symposium, which 
celebrated the 1400th year of Imperial embassies. 
I presented another paper on this subject at the 
‘International Relationship in the Ancient East Asia 
and International Students’ symposium that was held 
in the Center of the History of East Asia at Senshu 
University, Tokyo. These works were partly published 
in journals.
Furthermore ,  as  an external  member  of  the 
Collaboration for Historical Research of China and 
Japan, I contributed a chapter (the first chapter in the 
third section). I also attended the general meeting for 
this project in Peking in January 2008. 

3.The Comparative History of Japan and China (Tang 
Dynasty)
Utilizing the Statutes of Ancient Japan and Tang 
Dynasty, as well as shogi (a collection of document 
forms) in Tun-Huang Documents, I was able to 
compare Jouhyou and Houhyou &#8211; both were 
forms of documents used by officials to Emperor. Also, 
I considered the collective activities of officials against 
Japanese Emperor.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 6 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1. 学部では基礎ゼミ、古文書学を担当した。日本史
概説では、安田次郎教員と合同で日本古代・中世
史を都市に注目しながら概論した。日本古代中世
文化史では、律令制から平安時代までの天皇制の
変化について論じた。日本古代史料演習では『続
日本紀』延暦 2 年・3 年条を講読し、桓武朝初期
の政治・社会の変化について考察した。大学院に
おいては、『令集解』営繕令と『小右記』寛仁 3 年
条を講読し、律令制の基礎とその後の社会的変化
について理解を深めた。卒論・修論については発
表会と個別指導を併用した。歴史現地調査では、
古代東北の城柵である秋田城、払田柵、志波城、
多賀城、東北歴史博物館などを探査した。

2. 大学院教育改革支援プログラム「日本文化研究
の国際的情報伝達スキルの育成」による国際日本
学コンソーシアムで日本文学・文化部門を担当。
2008 年 1 月にはパリ・ディドロ（第七）大学およ
びフランス国立高等研究院で院生とともに共同ゼ
ミに参加。同 3 月にはロンドン大学 SOAS で国際
日本学コンソ準備会議に参加するなど、大学院の
国際教育に寄与した。

1.Regarding my undergraduate students, I gave 
lectures on basic research and paleography. 
Also, together with Professor Jiro Yasuda, I gave 
lectures on a course entitled ‘An Introduction to 
Japanese History’ , focusing on cities in Ancient 
and medieval Japan. I also taught a ‘Cultural 
History of Ancient and Medieval Japan’ course, 
in which I focused on the changes of the Imperial 
System from the Code-Statute System to the Heian 
Period. In addition, I taught a seminar, ‘Historical 
Sources for Japanese Ancient History’ . In this 
seminar, we read ‘Shoku-nihongi, Enryakunenkan’ 
For graduate students, I have taught a seminar 
on ‘Ryo-no-Shuge, Eizen Ryo’ and ‘Shoyuki, 
Kannin 3rd year jyo’ . I also supervised students 
completing BA and MA dissertations. Students’ 
presentations and personal tutorials were 
combined for my supervision.For research trips, 
I took my students to Ancient castles in Tohoku 
district. 

2.I was in charge of a research project entitled 
‘Japanese Literature and Culture’ , which is part 
of the ‘International Consortium for Comparative 
Japanese Studies. This project is a part of 
the larger project, ‘Developing International 
Communication Skills in Japanese Cultural 
Studies’ , for the education of graduate students. 
In January 2008, I attended seminars held in 
Ecole Pratique des Hautes Etudes and Universite 
Paris Diderot with graduate students. Then in 
March 2008, I attended the ‘Preparatory Congress 
of International Japanese Studies’ at SOAS of 
the University of London. Throughout these 
educational programmes, I am certain that I have 
made a positive contribution to the international 
education in the Graduate School of Ochanomizu 
University.

1. 東アジアにおける日本という視点から、日本古代の天皇制研究を進め、日本社会の特質に迫る。
2. 共同研究「日唐律令比較研究の新段階」（科学研究費による）を継続し、天聖令による日唐令比較研究から、

日唐古代社会の本質的差異と歴史的展開の共時性を明らかにする。
3. 平成 19 年度科学研究費に採択された「文書様式からみた日唐古代官僚制の比較研究」を進展させ、日唐の

上表文・奉表文を分析することにより、唐の皇帝と官人の関係と、日本の天皇と官人の関係との違いから、
日中における集団と個人の関係を考察する。

4. 共同研究「身分感覚の比較史的研究」により、従来とは別の見方で、日本古代における身分について考える。
5. 日本学の観点から、海外の日本研究者と共同で、日本の社会と文化について、異なった視点からの学際研究

を進める。

　女子大というと閉ざされたイメージがあるかもしれませんが、お茶の水女子大学の場合それは当てはまりま
せん。サークルだけではなく、ゼミや勉強会を通じて他大学との交流もあります。他大学の単位を取得する制
度もあります。お茶大の中だけに閉じこもらずに、積極的に外の世界とのつながりももつようにしましょう。
　ただし、国立女子大学の意義もまたあると思います。現代社会においては、まだ就職や、結婚をし子どもを
もった後に仕事を続けようとした場合などに、男女平等とは言えない部分があるのではないでしょうか。子ど
もの出生率が下がったままなのは、こうしたことに原因があるのではないでしょうか。本当の意味において男
女がそれぞれの特性をいかして生きていける社会を実現していくために、国立女子大学の意義はまだ大きいと
言わざるを得ないと思います。

　◆メッセージ

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 古田　悦子　（FURUTA Etsuko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）
 職名： 講師
 専門分野： 放射線計測学、分析化学 ( 中性子放射化分析）
 E-mail： furuta.etsuko@ocha.ac.jp

中性子放射化分析／即発ガンマ線放射化分析／放射線識別測定／
液体シンチレーションカウンター／プラスチックシンチレーター
Neutron activation analysis ／ Prompt gamm-ray activation analysis ／
Identification nuclides ／ Liquid scintillation counter ／ Plastic scintillator

・日本放射線安全管理学会における口頭発表が、座長推薦を受け、論文となった。
・日本保健物理学会学会誌に発表した論文が、編集委員会より論文賞の対象として推薦された。

　放射性コンシューマプロダクトの一つである「燃費向上材」に含まれる放射性同位元素を明らかにし、被ば
く線量評価を行った。極めて巧みな疑似科学といえる商品であることを明らかにした。
　中性子放射化分析及び即発ガンマ線放射化分析を行い、放射線ホルミシス効果を謳った化粧品に含まれ
る微量金属元素を分析した。この結果は、12th International Conference on Modern Trends in Activation 
Analysisにおける口頭発表、及び放射化学討論会におけるポスター発表により報告した。また、J.Radioanalytical 
Nuclear Chemistry に投稿中である。
放射性コンシューマプロダクトの一つである「脱臭材」に含まれる放射性同位元素を明らかにし、被ばく線量
評価を行った。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　放射線に関わる安全管理概論を 1 年生の実験系学生を対象に行った。講義では、放射線の基礎、メリット ( 利
用のされ方 )、デメリット（被ばく）と放射線事故例を紹介した。放射線測定器（サーベイメータ）とチェッ
キングソースを用いた簡易測定実習を行い、線源からの距離、遮蔽物の存在による放射線の減少、測定器の方
向依存性について学ぶとともに、サーベイメータの使用方法を習得した。
　ライフサイエンス専攻の修士学生であって、放射線業務従事者として登録されている学生に対し、講義及び
実習を行った。非密封放射性同位元素の取扱と測定器の詳細について説明後、実際に線源を探す、拭き取りを
体験する、液体シンチレーションカウンター、イメージングプレートの正しい使い方について実習を行った。
　放射線業務従事者として登録した者への、新規教育訓練と再教育訓練を担当した。新規教育訓練では、6 時
間の法定教育プラス 0.5 時間の安全教育（放射線の人体に与える影響：0.5 時間、安全取扱：4 時間、放射線
障害防止法：1 時間、予防規程：0.5 時間、緊急時の対応：0.5 時間）を行った。再教育訓練では、1.5 時間に
わたり、法律に関わる事項を伝達した。

　国内外の化粧品に含まれる微量成分を放射化分析し、安全性に問題が無いかを検証する。このため、原子力
開発機構における放射化分析の権利を確保してある。この研究は、武蔵工業大学、慈恵会医科大学との共同研
究である。
　放射性コンシューマプロダクトに含まれる放射性同位元素の素となる鉱石試料の分類を試みる。即発ガンマ
線による新たな試みである。本研究は、試料を放射線医学総合研究所から提供していただき、原子力開発機構
において行う予定である。
　放射線ホルミシス化粧品の生体影響を見るための動物実験を行う。本研究は、金沢大学との共同研究である。

　科学的な表現で説明され、実は非科学的な物が身の回りにあふれています。こうした疑似科学に振り回され
ること無く、真に有効な生活に役立つ物を見極めることのできる科学的知識を身につけてほしいです。放射線
に関し、学ぶ機会が極端に少ないと思います。しかし、私たちの生活圏内には、放射性コンシューマプロダク
トを始めとして、かなりの放射線源があります。受験には関係ありませんが、生活に関係ないものではないこ
とを知ってください。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 古田　啓　（FURUTA Kei）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士（1983　東京大学）／ Master in Japanese Linguistics
 職名： 准教授
 専門分野： 国語学、特に近代日本語
 E-mail： furuta.ke@ocha.ac.jp

日本における「国語」／日本語機械処理／漢字と日本語／近代日本語における訳語／話し言葉と書き言葉
National Language in Japan ／ Japanese word processing ／ Chinese Character and Japanese Language ／
translated words in modern Japanese Language ／ spoken language and written language in Japan

近代日本において「国語」はいかに成立し教育され
たかを、話し言葉と書き言葉の両面から研究してい
る。

I have researched how “national language” was 
formed and educated in modern Japan, in both sides 
of spoken and written language.

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

奈良時代から昭和時代までの日本語の歴史，
和語・漢語・外来語，
「国語」の成立と展開，
江戸時代と明治以降の日本語の比較

My lectures are following,
Historical Japanese language from Nara era Japanese 
to Showa era,
Japanese Chinese words and adopted words in 
modern Japanese language,
Formation and development of “national language” , 
Comparison of Japanese language between the Edo 
era and the Meiji era

　漢字文化圏において「国語」はどのように成立・展開していったかを、表記を含めて比較研究したい。

　「国語」という概念は自明のものではなく、明治時代に作られた言語および教科であるということを知って
もらいたいと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 古谷　希世子　（FURUYA　Kiyoko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学 )(1991　広島大学 )
 職名： 助教
 専門分野： 関数解析学（特に、発展方程式と偏微分方程式）
 E-mail： furuya.kiyoko@ocha.ac.jp

非放物型方程式を適切にする空間の研究／シュレディンガー方程式の経路積分の表現／
ディラック方程式の経路積分の表現
Wellposed  space of nonlineat parabolic equations ／ Feynman path integrals for Schroedinger equations ／
Feynman path integrals for Dirac equations

・Furuya, Kiyoko
Feynman path integral of Lebesgue type. Nonlinear analysis and convex analysis, 93--103, Yokohama 
Publ., Yokohama, 2007.

・FURUYA Kiyoko
Feynman path integrals as a kind of Lebesgue-Stieltjes integrals for Schrodinger equations.
International Conference on Free Boundary Problems in Chiba 2007
               Nonlinear Phenomena with Energy Dissipation:

・Furuya, Kiyoko
Feynman path integral of Riemann type. 
J. Math. Phys. 47 (2006), no. 7, 073502, 18 pp.

・MR2319608:Xue, Xing Mei Existence of semilinear differential equations with nonlocal initial conditions. 
Acta Math. Sin. (Engl. Ser.) 23 (2007), no. 6, 983--988. (Reviewer: Kiyoko Furuya) 34G20 (47D06)

・KOUMURA yukio, FURUYA kiyoko
弱収束に関する TROTTER-KATO の定理 .
 第 33 回　発展方程式研究会

ディラック方程式の経路積分の表現
　シュレディンガー方程式を作用素空間でのファイ
ンマンの経路積分により数学的に意味を持つ様にす
る。ファインマンの経路積分は直感的な定義により
物理の世界では市民権を得ているが、数学の立場か
ら見ると厳密な定義が与えられていない。積分を定
義する為の一次元の測度が存在しないためである。
空間を激しく振動していることを考慮して無限次元
空間（作要素空間）での” ベクトル測度” を定義する
事によりファインマンタイプの経路積分を定義する。

シュレディンガー方程式の経路積分の表現
　シュレディンガー方程式を作用素空間でのファイ
ンマンの経路積分により数学的に意味を持つ様にす
る。ファインマンの経路積分は直感的な定義により
物理の世界では市民権を得ているが、数学の立場か
ら見ると厳密な定義が与えられていない。積分を定
義する為の一次元の測度が存在しないためである空
間を激しく振動していることを考慮して無限次元空
間（作要素空間）での” ベクトル測度” を定義する事
によりファインマンタイプの経路積分を定義する。

　The idea of Feynman’ s integral is a topic of great 
interest in mathematics and physics.But rigorous 
mathematical treatment of this integral is not 
enough.We shall define a kind of operator-valued 
integration and define the path integrals.
　Reducing matrix-valued functions to scalar 
functions, we prove path integrals for Dirac 
equations are represented by an $L(L^2,L^2)$-
valued measure.
　Heuristic Feynman path integrals have  played 
a remarkable role in various aspects of quantum 
physics.
　But rigorous mathematical treatment of this 
integral is not enough.
　It is well known that Feynman path integrals for 
Schroedinger equations are not represented by 
scalar-valued measure.
　We shall define a kind of operator-valued 
integration and define the path integrals 
 Our class of potentials is wide enough:the real 
mesurable potential  should be locally essentially 
bounded except a closed set of measure zero

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

( 学　部 ) 関数解析
関数解析は無限次元空間における作用素解析であ
る。ヒルベルトの積分方程式の研究に始まり、20
世紀始めその重要性が認識され、ノイマンによる
量子力学の基礎付けに応用されて急速に発展した。
この講義では関数解析の基礎的なことを学ぶ

( 学　部 ) 数学演習Ⅴ
　関数解析の演習を行う
( 学　部 ) 偏微分方程式論

偏微分方程式の入門的な講義を行う。主に 1 階偏
微分方程式と 2 階の定数係数線形偏微分方程式を
取り上げる。波動方程式、ポテンシャル方程式、
熱方程式などを扱い、必要な基礎概念を学ぶ

( 学部 ) 微分方程式論
常微分方程式の解法と基本的な理論について講義
する

( 大学院）数学基礎演習
　数学研究のための基礎学力を養成する

Functional Analysis
A seminar on functional analysis
Partial differential equations
Defferential equations
A seminar on mathematics

　方程式の解が存在する より応用範囲の広い関数空間を構成する。
　量子力学など物理学の分野で重要な方程式を測度論的に記述し数学的基礎付けをする。
　( 物理学で使われているファインマンの経路積分は未だ数学理論が定まっていない。)

　10 年後、どんな状態でいたいのかを思い浮べながら自分の頭で考え判断し計画を立て実行に移してくださ
い。今、人気がある、高収入につながる、他人に勧められたといった理由では、大変なときに頑張りが効きません。
　辛い時には、苦労したことは無駄にはならない、何らかの形で身に付くということを忘れないでください

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： HAWLEY DIANE EDLA　（Diane Hawley NAGATOMO）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： Master of Education: TESOL(Teaching English as Second Language) 
  (1991　ニュ ーポート大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 英語教授法
 E-mail： hawly.diane.edla@ocha.ac.jp

teacher and learner identity ／ language learning/teaching beliefs ／
EFL teaching methodology ／ materials development

　I am interested in researching how second language learners can best acquire a language and how 
teachers can teach a second language most effectively. This research takes several directions. First, I study 
materials development to find what teaching materials are most effective. In particular, I am investigating 
how online learning may motivate students and improve their English accuracy and fluency.
　In addition to this, I am interested in how teachers develop their teaching philosophy and become good 
and effective teachers. I am also researching the differences in teaching philosophy between native speaking 
English teachers and non-native English speaking teachers.

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　Through my teaching I hope to enable students to develop the skills they need to become life-long users 
of English. They should be able to read both for pleasure (novels, magazine articles, and so on) and for 
information (textbooks, newspapers, and so on). They should be able to write for a variety of purposes 
(reports, letters, diaries, business) both accurately and fluently. They will learn how to express themselves 
in English in a variety of situations and they should be able to listen and understand spoken English in a 
variety of situations.

　One of the best ways to prepare for doing well in English is to read as much as you possibly can. Try to 
read books that are just a little big more difficult than what you can read, and try to understand the whole 
of what is written rather than each word and each sentence. Try to guess the meaning of a word through the 
context of the sentence and through the grammatical placement of the word within the sentence. Reach for 
your dictionary AFTER you try to understand.
　Remember, if you memorize long lists of English vocabulary words you will only remember the list. If you 
read a lot, you will learn a lot of vocabulary in context. You will also improve your understanding of natural 
English and you will learn to enjoy English as a language, and not just as a subject.
　Good luck!

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 堀　佳也子　（HORI　Kayako）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1981　大阪大学）
 職名： 教授
 専門分野： 物性物理化学
 URL： http://www.chem.ocha.ac.jp/~kagaku/Hori-HP/hori-j.html
 E-mail： hori.kayako@ocha.ac.jp

構造 - 物性相関／中間相／結晶構造／相転移
structure-property relationship ／ mesophase ／ crystal structure ／ phase transition

・日本化学会ディビジョンレポート『化学レポート：現状と将来』
16 有機結晶、大項目：材料、小項目：液晶

　液晶やゲル柔粘性結晶などの中間相の構造ー物性
相関をを結晶構造に基づき理解することを目指す。

　To find and understand the strucutre-property 
relationships of msophases; liquid crystals, gels, and 
plastic crystals, based on the precise structures of 
crystalline states.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部
　基礎物理化学 I（熱力学の基礎）
　基礎物理化学 II（熱力学の具体的事例への応用）
　物理化学実験（分担）
　卒業研究指導

大学院前期課程
　分子集合体化学（結晶構造、結晶成長理論の基礎）
　修士論文のための研究指導

Undergraduate
 Basic Physical Chemistry I 

(Fundamentals of    thermodynaics)
 Basic Physical Chemistry II 

(Applications of    thermodynaics)
 Experiments of Physical Chemistry
 Instructions of reseach course for graduation

Graduate (Master Course)
 Chemistry of molecular assembly
 Instructions of reseach course for master thesis 

　高校までの勉強は、「与えられたメニューを如何に効率的にこなすか」が重要なポイントかと思いますが、
大学では、自分でメニューを作っていく必要が出てきます。そのためには、基礎的な知識はもちろん必要です
が、それだけでなく、どうしてそうなるのか、自分は何をしたいのか、などと自分で考える必要が出てきます。
少しばかり、「分からず屋」になることを勧めます。

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 堀江　充子　（HORIE　Mitsuko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学修士（1981　お茶の水女子大学）
  理学博士（1990　東京都立大学）
 職名： 助教
 専門分野： 代数的整数論
 E-mail： horie@math.ocha.ac.jp

アーベル体の類数／岩澤理論／ 2 次体のイデアル類群
class number of abelian number field ／ Iwasawa theory ／ ideal class group of quadratic field

・On the narrow class group of the Z_p$-extension over the rationals, 2007 年度早稲田大学整数論研究集会

　Let p be a prime number. Let Z_p denote the ring of p-adic integers, and B_ ∞ the Z_p-extension over the 
rational field  Q, namely, the only abelian extension over  Q contained in the　 complex field  C such that 
the Galois group Gal}(B_ ∞ /Q) is topologically isomorphic to the additive group of  Z_p. For each nonzero 
element α of  B_ ∞ , let ( α ) denote the principal ideal of B_ ∞ generated by α .  The quotient group of 
the ideal group of B_ ∞　modulo its subgroup consisting of ( β ) for all totally positive elements β of  B_
∞ will be called the narrow class group of  B_ ∞ . We denote by C_ ∞ the ideal class group of l B_ ∞ , and 
by C*_ ∞ the narrow class group of  B_ ∞ . In this note, we  state several results which pose the following 
questions: Is C_ ∞ trivial?  Further, is C*_ ∞ $ trivial?

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

線形代数 III（ジョルダン標準形について解説）
数理逍遥 I（初等整数、とくに合同式に関する話題について解説）
代数学 III（群論、環論、体論、ガロア理論について解説）
数学演習 III（代数学 III に付随した演習）

　読売新聞社・文京アカデミー主催クリスマスレクチャー「折り紙と数学」では、一般成人向けに方程式と作
図の関係を折り紙に応用することにより、定規とコンパスとでは作図できない正 7 角形などが折り紙で折り込
んで作ることができること実演してみせた。

　アーベル体、特に、円分体の最大実部分体の類数について、今後も考察していくつもりである。関連して、
円分体の最大実部分体の整数環がいつユークリッド環になるか、という問題も同時に考察したいと思っている。
　その他、2 次体のイデアル類群の構造に関して、2 次体上の不分岐拡大が有理数体上ガロア拡大になること
を用いて、方程式のガロア群を調べることによってわかることを整理する必要性も感じている。

　「数学」というと皆さんはどういうものを想像されるでしょうか？　数学科を受験しようと思っている人は、
受験勉強の中で問題を解きながら「あっ！そうか、わかった！」と思い、それがとても快かったことはありま
せんか。この気持ちは、数学を続けていく上でとても大切だと思います。問題が難しければ難しいほど、解け
たときの喜びは大きいのではないでしょうか？　でも、より難しい問題を解くためには、それなりの知識や技
術が必要かもしれません。私は大学の教育を通して、皆さんが将来、より難しい問題（数学に限ったことでは
ありません！）を解決しようとするときに役に立つかもしれない知識や技術を身につけて、あるいは自分でそ
れらを開発するための努力ができるようになって頂きたいと思っています。そして、継続して努力を続けるた
めの原動力の一つであり、努力の報賞の一つであるのが「あっ！そうか、わかった！」の快感であり、その快
感を得るためには自分で問題を解く練習が必要なのではないでしょうか。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 前田　ミチヱ　（MAEDA　Michie）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（東京工業大学）
 職名： 教授
 専門分野： 解析学（無限次元空間上の測度論）
 E-mail： maeda.michie@ocha.ac.jp

シリンダー測度／可測ノルム／抽象ウイナー空間／ガウス測度／ヒルベルト空間
cylindrical measure ／ measurable norm ／ abstract Wiener space ／ Gaussian measure ／ Hilbert space
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　数学科１年生と３年生への微積と積分論が中心であった。積分論は集合論を補いながら行ったのでかなり効
果は上がったと思うが、集合論が１年生の科目であることを思うとなげかわしい。微積はあまりに厳密な論証
を省いたことがかえって失敗であったと思う。次年度からはある程度の厳密な論理を全面に出した講義をする
つもりである。

　実数空間の無限直積上のルベーグ測度（山崎氏の研究結果）の応用としてより広い範囲の測度の構成とヒル
ベルト空間上での新たな測度（ガウスに代わる）の構成が期待できる。

大学での勉強はそれ以前の高校また受験勉強よりはるかに大変であることを認識した上で入学して欲しい。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 真島　秀行　（MAJIMA　Hideyuki）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1985　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 複素領域における微分方程式論、数学教育、数学史
 URL： http://www.sci.ocha.ac.jp
 E-mail： majima@math.ocha.ac.jp

複素領域における微分方程式／数学史／数学教育
Differential Equations in the Complex Domain ／ Mathematical History ／ Mathematical Education

・砲家秘函附録測量篇について、
京都大学数理解析研究所講究録 1583「数学史の研究」（小林龍彦代表）2008 年 2 月，pp89-98

　複素領域における微分方程式に関する研究では、引き続き、微分方程式の解の漸近展開について特殊関数の
例の計算と、一般論としての超漸近解析の理論の研究を行った。数学教育における研究としては、引き続き「虹
の数学」の教材の完成度と上げ、東京都教職員研修センターの講座「数学Ⅲ」としても提供した。2004 年度
に発見した本学附属図書館所蔵の和算資料に基づく数学史的な研究としては、西田の残した資料で本学にしか
ないと思われる「砲家秘凾測量篇附録」について原典が蘭学者上野俊之丞の「砲家秘凾」であることを突き止
め、東北大学附属図書館資料や佐賀県立図書館資料と照合して、附録の位置づけであることを確認し本編がど
のようなものか推定し、京都大学数理解析研究所に於ける研究集会や日本数学会年会で口頭発表した。京都大
学数理解析研究所講究録に口頭発表予稿に加筆し論文としたものが掲載された。関孝和三百年祭記念事業実行
委員会委員長として関孝和三百年忌記念「浄輪寺調査資料集」や関孝和三百年祭記念出版「関孝和の人と業績」
の出版に参画した。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　全学共通科目として、数の歴史の講義、理学部数学科 2 年生向けに、数理解析序論の講義を行った。
　大学院前期課程向けに、関数方程式特論として基本群とそのモノドロミー表現、リーマン・ヒルベルト問題
について講義した。
　学部 4 年の数学講究では、フーリエ解析の英語のテキストを読ませた者と数理ファイナンスのテキストを読
ませた者があったが、いずれも発表させ、質問、演習を通じて理解度を上げた。
　前期専攻の 2 年生には、修士論文としての研究課題を与え、そのために必要な知識を本や論文を読ませるこ
とによって獲得させ、修士論文の指導に当たった。

1. 特殊関数を漸近解析の手法を中心を研究してきている。Bessel 関数などは様々な場面で応用されている。ま
だ知られていない応用があれば共同研究したい。

2. 関孝和三百年忌記念「浄輪寺調査資料集」を刊行するため江戸時代の地図や資料を調べたところ、幕府の江
東政策を知り、寛文年間に江東へ一旦出て貞享年間に江戸の西に戻って来た人々の存在を掴んだ。現在は数
学史の観点からの研究として行っているが、人文系研究者との共同研究で江戸時代の都市計画の研究ができ
るのではないか、それは現在の都市計画にも示唆的なものがあるのではないかと考えている。

　数学は元々人間生活の必要性から発祥し、発展し、人びとの生活を支え続けてきています。物を数えたり、
量を測ったり、形を作ったり、空間内の位置を表したりするのに必要な数の概念、図形の概念はもちろんのこ
と、それらを基礎として、関数の概念が生まれ、それを解析する手段である微分積分学が確立されてきました。
そのお蔭で、他の科学、技術とも相俟って、今日、人工衛星を打ち上げることなどが可能となり、より正確な
天気予報が可能になったり、衛星放送が見られたり、GPS（全地球測位システム）が開発されナビゲーション
ができるなど、人びとはその恩恵に浴しています。数学は地味な学問ですが、強力で、その良さを社会の多く
の人びとに知っていただきたいと思っています。今年が没後三百周年になる江戸時代の数学者関孝和の業績を
始め、日本では世界的な数学が生み出されてきています。数学を何らかの意味で人生に役立てていこうという
志のある方が、「虹の数学」などを学びに、そしてさらに研究を目指して進学して来てくれることを期待して
います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 増田　優　（MASUDA Masaru）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（学術）
 職名： 教授
 専門分野： 化学物質総合経営学、社会技術革新学
 URL： http://www.lwwc.ocha.ac.jp/　／　http://www.lwwc.ocha.ac.jp/saikyouiku/
 E-mail： masuda.masaru@ocha.ac.jp

化学物質総合管理・経営学／評価指標／社会技術革新学／社会人公開講座／知の市場
Integarated chemicals Management ／ Evaluation Indicator ／ Socio-Techno Innovation ／
Open University ／ Market of  Wisdom

・化学物質総合管理に関する企業行動評価指標、窪田清宏、神園麻子、結城命夫、増田優、78-116、化学生
物総合管理 3(2)

・化学物質総合経営の新展開－バイオから農・食や医・薬へ　そしてナノから地球まで－増田優、145-178、
化学生物総合管理 3(2)

・化学物質総合管理による機能強化策に関する研究（その 6）－化学物質総合管理法骨子の試案と今後の課題－、
星川欣孝、増田優、117-144、化学生物総合管理 3(2)

・「知の市場」への新展開に向けて：化学・生物総合管理の再教育講座－計画と実績－、1-32、ライフワールド・
ウオッチセンターＨＰ

・知の市場－化学・生物総合管理の再教育講座の新展開－、1-15、ライフワールド・ウオッチセンターＨＰ

　2002 年の持続可能な発展に関する世界首脳会議
(WSSD) において化学物質総合管理に係る活動の強化
と加速化が合意され、2006 年の国際化学物質管理会
議 (ICCM) において戦略的アプローチ (SAICM) が採択
された。このように、化学物質総合管理を巡る国際
的な動きは加速化しており、国内の体制の強化を図
ることが、喫緊の課題となっている。
 このため、化学物質総合管理において重要な役割を
果たす自主管理を促進するための方策について検討
を行い、化学物質の総合管理に係る行動を評価する
指標体系を開発し、企業と政府機関の評価を行った。
　また、国際的な比較を行いつつ、化学物質のもた
らすリスクを科学的知見と科学的方法論に基づいて
管理していくのに相応しい国内の法律体系について
検証し、成果を社会に提言した。
　さらに「知の市場」（化学・生物総合管理の再教
育講座）を開講して化学物質総合管理に係わる人材
の育成を中心に社会人の再教育に関する調査研究を
行った。
　その他、ナノ材料のリスク評価や技術革新と社会
変革の関わりについて調査研究を行った。

　Integrated Risk Management of Chemical Sub- 
stances are a worldwide issue since the formulation 
of UNCED action plan in 1992. Because of a pressing 
need to secure enhanced domestic structure when 
international actions such as treaties on persistent 
organic pollutants are accelerated, we examined 
domestic law systems appropriate to manage risks 
through scientific knowledge and methodology, 
and strategies to promote self-management by 
developing index systems to evaluate corporative 
efforts .  Market  of  wisdomwere opened for 
Human resource enrichment. nano-material risk 
evaluationsb and relationship between technological 
& social innovation were also studied.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 16 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　国際的な行動計画においても、キャパシティー・
ビルディングが最重要課題のひとつとして掲げられ
ているが、化学物質総合管理のためには、化学物質
の特性に関する自然科学的な知識から条約や法律に
関する社会科学的知識まで幅広い知見を身につける
ことが必要である。その出発点として、レギュラト
リー・サイエンス概論の講義を行い、科学的知見お
よび科学的方法論と法律や条約の関わりなどにつて
論じた。
　また、多様な社会人を対象に、化学物質や生物の
管理、或いは技術革新と生活や社会の変革の関わり
などに関して、実践的で総合的な学習の機会を提供
するために「知の市場」( 化学・生物総合管理の再教
育講座 ) を実施した。2007 年度は化学物質総合管理
学や社会技術革新学など 5 分野について、専門機関
や実務機関などから総勢 447 名の講師陣を組織化し、
55 科目（110 単位相当：1 科目当たり 90 分授業 15
回で 2 単位）を開講した。その結果、20 歳台から
50 歳台までの現役世代を中心に、企業人から教員、
公務員までの幅広い分野から総勢 1516 名の受講者
の参加を全国から得た。

　Capacity building of human resource is stated 
as the highest priority issue at UNCED & WSSD. To 
provide a broad range of knowledge from natural, 
social & cultural science essential to fully understand 
risk management, lectures on Regulatory Science 
were given to introduce students to relationship 
between scientific knowledge & methodology and 
law & treaties, while 55 extension lectures in 5 
fields with 447 lecturers introduced 1516 members 
of the society including students and graduates to 
practical and comprehensive studies on managing 
risk of chemical substances & living organisms, or 
on relationship between technical innovations & 
social transformations.

1. 化学物質総合管理に関する評価指標の開発を行い企業や政府機関の評価を実施するととも、評価指標の適用
範囲を専門機関などへさらに拡大する。また、評価指標を改善活動などへ応用展開を図るとともに、国際指
標化を目指す。

2. 国際的な整合性に配慮しつつ国内の法律体系を検証し、科学的知見と科学的方法論に基づいてリスク原則に
従って化学物質総合管理を行うのに相応しい法律体系のあり方などについて提言を行う。

3. 技術革新と社会変革の関わりについて現場を基点にしつつ、技術の視点、人間の視点、制度の視点、社会の
視点から検証する。

4. 化学物質総合管理学に関する教育体系の構築に関し調査研究するとともに人材の育成と教材の開発を行う。
5. 社会技術革新学に関する教育体系の構築に関し調査研究するとともに人材の育成と教材の開発を行う。

　技術革新は日々加速度を増しながら進展し、社会や生活の変革は激しさを増している。そうした中で、国際
社会は大きな変貌を遂げつつあり、化学物質総合管理に関するだけでも過去 10 年間に 3 つを越える条約が締
結されるほど急速に、世界的な枠組みの構築が新たに進んでいる。こうした内外の動きを的確に理解し主体的
に行動するため、現代社会に相応しい教養 ( ニュー・リベラル・アート ) を身につけることが不可欠である。
　しかし現代社会の教養は、基礎的な学問を学ぶだけで身に付くものではない。1980 年代以降の世界の学界
における論議を経て、学問そのものが Science for Society や Science for Policy の概念の展開の中で社会との
関わりを強く指向している。「現場基点」の視点を持って社会の現場との交流の中で「互学互教」に励み、学
問に溺れることなく産学連携を越えた「社学連携」の視点を持って活動し、大学を大学人のための「知の拠点」
から社会と世界のための「知の市場」へと昇華するため、学生・院生の存在は大きく重要な役割を担っている。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 益田　祐一　（MASUDA　Yuichi）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1984　名古屋大学）
 職名： 教授
 専門分野： 溶液化学、無機物理化学
 E-mail： masuda.yuichi@ocha.ac.jp

溶媒効果／分子内水素結合／プロトン移動
solvent effect ／ intramolecular hydrogen-bond ／ proton transfer

　プロトン移動反応に伴う電荷移動（ＰＴ）は、周
囲の環境とつよく相互作用する。特に溶液中におけ
る反応障壁の比較的小さい分子内ＰＴプロセスでは、
溶媒和の静的あるいは動的揺らぎが直接そのダイナ
ミックスに関与する。しかしながら、このような系
について、ＰＴ速度を直接観測した例は、今のとこ
ろ見あたらない。本研究では、核磁気緩和に対する、
ＰＴ過程による磁気的相互作用の揺らぎの寄与を抽
出し、溶液中で分子内ＰＴ速度を決定する方法を確
立するとともに、数種のＯＨ…Ｏあるいは、ＮＨ .. Ｈ
分子内水素結合系に適用した。得られた結果のうち、
もっとも重要なものは、ＰＴにおいて、極性溶媒は、
その反速度を増大、すなわち反応障壁を減少させる
傾向を示した点である。この結果は、これまでの電
荷移動反応に対する溶媒効果理論からは全く演繹で
きない点で、多くの電子移動反応とは対照的である。
この原因として、溶媒との局所的な相互作用の重要
性が示唆された。

　The charge migration accompanying proton 
transfer(PT) reactions strongly couples with the 
environment.  Static and dynamic fluctuations of 
the solvation directly contributes to  the reaction  
dynamics of intramolecular PT systems with low 
reaction barriers.  Nevertheless, there is no report of 
a direct observation of solventeffect on the the rates.
　In the present study, an method to determine 
the PT rates in solutions is presented: extracting 
the contribution of the fluctuation of magnetic 
interactions by PT to the magnetic relaxations.  The 
method has been applied to several OH…H and 
NH…N hydrogenbond systems.  The observed PT 
rates indicated a characteristic solvent dependent 
bahavior; polar solvents increased the rates. Such 
solvent dependence have not been predicted by 
any theories treating solvent static and dynamical 
contributions. The results may be attributed to an 
importance of local solvent -hydrogen bond system 
interaction.

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

＜学部＞
・「化学基礎実験」：

理系新入生に対して、大学における化学特に実験
に関する包括的理解と基本的な実験手法について
の教育を行う。化学実験を中心に、高大の補完的
な内容も含む。

・「基本化学実験 1」：
配位結合の概念を機軸におき、基礎的な無機化学
の定性実験を通じ、多様な無機化合物の反応を体
系づけて学ぶことをめざす。

・「基礎無機化学」においては、「無機化学」の範疇
を超え、今日的意味での、化学における様々なモ
デルやその背景についての理解を深めることをめ
ざす。また、「分子分光学」においては、分光学の
技術的、知識的側面ではなく、量子化学の実在の
分子への適用といった側面から、今日の化学が根
ざす理論的な背景の理解に努める。

・その他、各種演習、コアクラスタ（オムニバス）など。

＜大学院＞
・液体、溶液に関する講義演習。核磁気共鳴法を中

心とする分光法の原理と応用、測定技術に関する
教育。

<Undergraduate>
- “Basic Chemistry Experiment” :  

An  educa t ion  for  in t roduc t ive  chemica l 
experimental techniques and the comprehension 
of chemistry at undergraduate level including 
complementary subjects between undergraduate 
and high school chemistry.

- “Inorganic Experiment” : 
An education of the comprehension of basic 
inorganic chemistry through inorganic qualitative 
analysis and inorganic synthesis based on 
coordination chemistry as well as techniques for 
inorganic synthesis..

- “Basic Inorganic Chemistry” :  
A lecture for an education of basic concepts and 
models in (inorganic) chemistry

- “Molecular Spectroscopy” :  
A lecture for an education of understanding 
quantum chemistry as well as basic principle of 
spectroscopies.

<Graduate>
- lectures and seminars accounting for solution 
chemistry:  
Comprehensions of basic concepts and models 
for solution including applications of various 
methodologies and their principles.

　プロトン移動速度に対する溶媒効果の検証：　溶媒の特性を鑑み、ＰＴ速度の溶媒依存性について系統的な
実験を行う。その結果を基に、溶媒との相互作用の大きさ、及び、溶媒和の揺らぎのダイナミックスとＰＴダ
イナミックスの相互作用メカにズムについて検証を行う。これらの結果は、溶液中はもとより、動的静的に揺
らぎを持つ媒体中での電荷移動速度についても実証的な予測を可能にすることが期待できる

　自然科学の研究を行うことは、ある意味で、演奏家の行為に似ている。モーツァルトのある作品を解釈する
とともに演奏家の個性と融合させながら、楽器の演奏として表現することは、自然界のある事象について、観
察・実験を行いその結果を第三者に認識されうる形で表現することと相似的である。このような視点に立てば、
学部における様々な勉学は表現手段として、楽器の演奏に関わる様々な技法・技術の習得に相当している部分
が多い。しかしながら、演奏家にとってもっとも大切なことは、楽譜から何を感じ取り、またそれが脳髄のフ
ィルターを通して何を表現するか、といった内在的なところである。自然科学を志すものは、みずみずしく鋭
いセンサーと、センサーからのインプットと自己を融合させる柔軟な心を持ってほしい。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 松浦　悦子　（MATSUURA Etsuko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1982　東京都立大学）
 職名： 教授
 専門分野： 遺伝学
 E-mail： matsuura.etsuko@ocha.ac.jp

ショウジョウバエ／ミトコンドリア／老化
Drosophila ／ mitochondria ／ ageing

・ショウジョウバエのミトコンドリア転写因子 A の過剰発現個体におけるミトコンドリアの形態　日本遺伝学
会第 79 回大会 口頭発表（中村淳子，康東天，松浦悦子）　Genes & Genetic Systems 82:554(2007)

・ショウジョウバエのミトコンドリア置換系統におけるミトコンドリアの機能解析　第 30 回日本分子生物学
会年会 第 80 回日本生化学会大会 合同大会　ポスター発表（倉満恭子，坂元君年，北潔，松浦悦子）

・ショウジョウバエにおけるミトコンドリア DNA の選択的伝達に関わる因子の探索　第 30 回日本分子生物学
会年会 第 80 回日本生化学会大会 合同大会　ポスター発表（由比良子，松浦悦子）

1) ミトコンドリア転写因子 A(TFAM) と老化の関連：
mtDNA の転写因子である TFAM の遺伝子をショ
ウジョウバエ個体に導入し、全細胞で TFAM を過
剰発現させて、加齢にともなってみられるミトコ
ンドリアの形態の変化を調べた。クリステや内膜
の疎化、マトリクスの密度低下の程度は加齢にと
もなって増大し、生存率の低下と関連していた。
また、胸部の筋原繊維の損傷の程度とミトコンド
リアの形態の変化との関連も示された。これら
の結果は、TFAM がミトコンドリアの維持という
機能を通して寿命に関与していることを示してい
る。

2) ミトコンドリア置換系統の性質：
mtDNA が他種に由来するものに置換されている
ショウジョウバエの短命の系統を用い、mtDNA
の塩基配列の差異がミトコンドリアの電子伝達活
性に及ぼす影響を検討した。置換系統の mtDNA
は、呼吸鎖複合体 I のサブユニットタンパクの遺
伝子である ND5 と ND6 において、コントロール
系統と比較して高いアミノ酸置換率を示した。ま
た、呼吸鎖複合体のうち、複合体 I の活性が低下
していたことから、複合体 I と寿命の関連が示唆
された

1) Effects of overexpression of Tfam gene in 
Drosophila: 
TFAM, necessary for transcription initiation 
of mtDNA, has been shown to package mtDNA 
molecules with non-specific manner.   To 
understand TFAM functions in ageing, the 
effects of its overexpression on ultrastructure 
of mitochondria in adult flies were investigated.  
Changes in disorders in cristae and decreases 
in the electron density in matrix were increased 
with age.  Such changes in mitochondria were 
frequently observed with damaged muscle fibers.  
These results suggest that TFAM is involved in 
ageing through its function in the maintenance 
of mitochondria.

2) Characterization of the Drosophila strains 
possessing mtDNA derived from different species: 
It has been observed that longevity of the strains 
in which endogenous mtDNA is completely 
replaced with that derived from foreign species 
is shortened.  The sequence analysis showed 
that the rates of animo acid substitution were 
relatively high in the ND5 and ND6 genes of the 
complex I.   The activities of the mitochondrial 
respiratory chain were examined and the results 
showed that the activity of the complex I was 
decreased in the strains with shortened lifspan.  
The relationship between ageing and the activity 
of the complex I was suggested.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1） 学部（基礎）：
共通科目「基礎生物学 B」（分担）、および学科必
修科目「基礎遺伝学」（分担）「分子遺伝学」を担
当した。「基礎生物学 B」では、DNA の性質、複製、
突然変異などの分子的基礎、「基礎遺伝学」「分子
遺伝学」では、メンデル遺伝の分子的な解釈、遺
伝子の構造、遺伝子発現の調節、およびゲノムの
成り立ちについて講義した。

2） 学部（専門）：
「分子遺伝学実習」「生物学外書講読」を分担で担
当した。「分子遺伝学実習」では、DNA 断片のク
ローニングから塩基配列決定までの一連の実験を
行った。「生物学外書講読」では、「Nature」の記事、

「GENOMES 2」の一部、および論文 1 編を取り上
げた。

3） 大学院：
「オルガネラ遺伝学」では、最新の研究論文、お
よび「Annual Review of Genetics」からミトコン
ドリアに関する論文をとりあげ、講読を行った。

「基礎人類遺伝学特論」（分担）では、ミトコンド
リアに関連する内容を講義した。「生命情報学を
使いこなせる女性人材の育成」プログラムにおい
ては、実施責任者を務めた。

1)For Undergraduates (Compulsory):
In a part of “General Biology B” , a required 
subject for students other than Biology major 
in a teaching course, I lectured on the chemical 
structure of DNA, DNA replication, mutation, 
and DNA repair.  In a part of “Basic Genetics” 
and “Molecular Genetics” , required subjects 
in the Department of Biology, I lectured on the 
molecular aspects of Mendelian Genetics, and 
the structure and expression of genomes.

2) For Undergraduates (Optional):
In “Laboratory Course of Molecular Genetics” , 
the cloning of DNA fragments amplified from 
Drosophila and their sequences analysis were 
carried out.  I also talked about the guidelines 
for recombinant DNA experiments in general 
and in our university.  In “Scientific Reading in 
Biology” , I picked up some articles in “Nature” , 
some chapters in “GENOMES 2” , and a paper 
published in PNAS.

3)For Graduate students:
In “Organelle Genetics” , subjects in recent 
papers related to the students’ research interests 
were discussed.  In “Advanced Human Genetics” 
for the Genetic Counseling Course, I lectured  
on basic mitochondrial genetics and introduced 
several recent topics.   Further, I organized “The 
Training Program in Bioinformatics for Female 
Graduate Students” as a program leader.

　ショウジョウバエの実験系を用いて、ミトコンドリアのもついくつかの機能、伝達様式、ミトコンドリアゲ
ノムなどに関する解析を進める。ミトコンドリアのゲノム情報に基づく機能予測と実験による解析を対応させ
る共同研究により、さらにミトコンドリア機能についての理解を深めることが可能である。

　◆研究計画



434

　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 松浦　秀治　（MATSU'URA　Shuji）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1982　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 自然人類学（特に人類進化学、先史学、年代学）／文化財科学（特に年代推定学）
 URL： http://www.eng.ocha.ac.jp/anthropol/index.htm
 E-mail： matsura.shuji@ocha.ac.jp

人類の起源と進化／化石骨／年代推定／日本の旧石器時代人／ジャワ原人
human origins and evolution ／ fossil bone ／ dating methods ／
Palaeolithic homind remains of Japan ／ fossil hominids of Java

・ジャワ島サンギラン遺跡の年代観に関する現状と課題．徳永重元博士献呈論集編集委員会編『徳永重元博士
献呈論集』，パリノ・サーヴェイ株式会社，pp.443-463．

・鎌倉市由比ヶ浜南遺跡から出土した中世人骨の身長推定
Anthropological Science (Japanese Series), Vol. 116（印刷中）．総数（ 2 ）件

＜主要研究テーマ＞ 
1. 人類の起源と進化：特にその年代論、年代・環境

的背景 
2. 化石骨の年代測定・判定学 
3. ジャワ原人や日本の旧石器時代人類の編年および

変遷史 

＜研究目的＞ 
　大きな目的は「ヒトとはどういう生物か」を知る
ことである。それには多面的・多角的な調査が必要
となるが、私の場合は、地球における人類の起源と
進化という面に興味を持ってアプローチしている。
人類の進化を研究するには、進化の道筋をたどる具
体的な資料であり、様々な生命・生命体情報の宝庫
として「化石となった生」とも言える古人骨を対象
とした研究が不可欠である。そうした研究において
は、資料の「古さを特定し、編年をおこなう」ことは「古
人骨からのわかること」への基盤情報をなす。以上
の観点と興味から、主に上記の 3 つのテーマで研究
をおこなっている。

　The main purpose of my research is to understand 
the uniqueness of our species, “why a human” , 
and there should be diversified and many-faceted 
attacks to this problem. I have been approaching 
this problem from the palaeoanthropological and 
evolutionary perspectives, especially through 
working on human skeletal remains which provide 
many and various information for the reconstruction 
of life and the human career. More specifically, my 
main research subjects at present are as follows: i) 
human evolution and origins with special reference 
to the geochronological backgrounds, ii) dating of 
fossil bones.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　以下の授業等を担当するとともに、主に自然人類
学に関する研究を指導した。 
＜学部＞ 
  自然人類学（全学共通科目）
  生物人間論（生活科学部共通科目）
  人類進化史（生活科学部専門科目）
  人間・環境科学実験実習（生活科学部専門科目）
  人間・環境科学演習（生活科学部専門科目）
  人間・環境科学輪講Ⅰ及びⅡ（生活科学部専門科目）
＜大学院＞
  人類進化学特論（ライフサイエンス専攻）

　In the school  year of  2007,  I  supervised 
graduation studies mainly on physical anthropology, 
and instructed classes such as introduction to 
physical anthropology, general human biology, 
human evolution, experiment and training on 
human-environmental sciences, special seminar on 
evolutionary anthropology, and some other lectures 
or seminars.

【将来の研究計画・研究の展望】
　現在得ている主な日本学術振興会科学研究費補助金には、基盤 (A)「世界文化遺産サンギラン遺跡出土古人
類化石の評価にかかる年代学的検証」（代表者）、基盤 (S)「更新世から縄文・弥生期にかけての日本人の変遷
に関する総合的研究」（分担者）がある。前者では、ジャワ原人の年代論争について、現地調査を通してその
検証をおこない、東方アジアにおける人類進化史の解明をめざす。後者では日本の旧石器時代人骨の再評価と
編年の再検討を進めることによって、日本人の起源に大きく関与する縄文時代人の起源と形成史を考察したい。

【共同研究可能テーマ】
1：化石骨の年代測定（特に炭素 14 年代の前処理法）に関する研究

　受験準備としては「理系パターン」「文系パターン」への対処は必要であるが、そもそも理系・文系という
のは受験区分であり、学問にそうしたレッテルを貼る必要はない。入学後は、「自分は理系（あるいは文系）」
などという枠を自らはめることなく、広く「リベラル・アーツ」を身につけてほしいと思う。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 松﨑　毅　（MATSUZAKI Takeshi）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士（1985　東京都立大学）
 職名： 准教授
 専門分野： イギリス文学、特に 17 世紀詩
 E-mail： matsuzaki.takeshi@ocha.ac.jp

17 世紀／王党派／ Aphra Behn ／イギリス／ジャンル

・「私」の沈黙が語るもの ― “The World”における「説教師」のペルソナ　『英文学研究』第82巻 , pp.1-13 (2005)
・「我らが象形文字たる王」―１７世紀イギリス王党派詩と隠蔽の政治学　『お茶の水女子大学人文科学研究』 

第 1 巻 , pp.191-203 (2005)
・イギリス内乱期王党派の唄・俗謡・連祷―言論統制と大衆煽動　『お茶の水女子大学人文科学紀要』第 57 巻 , 

pp.177-88 (2004)
・川獺のゆくえ―『釣魚大全』の寓意  『博物誌の文化学―動物篇（鷹書房弓プレス）』所収（2003）

　17 世紀イギリス王党派文学をジャンルの使用という観点から研究している。内乱における敗北と議会派政
府による言論統制という抑圧的な政治状況下に、イギリス王党派文学は政治的に不穏当な言説を偽装する手段
として極めて巧妙にジャンルを使用した。これは、テクストの読みが社会構築された解釈の枠組みに依存する
ものにすぎないという事実を実証するとともに、解釈の枠組みがどのように社会構築されるか、またそれがい
かに意図的に構築されうるかという問題に手掛かりを与える。19 年度は、Aphra Behn の詩を中心テクストと
し、哀歌や賞賛詩などのジャンルが、ジャンル自体の持つコードを通じ、一見してアポリティカルなテクスト
のなかにどのようにして政治的・公的言説を生成するかという問題を中心に研究を行った。

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　コア英語科目は、近年の学部生の語彙力と文法理解の低下に歯止めをかけるため、昨年度に引き続き語彙・
文法について重点的に小テストを行い、全体的な英語運用能力の強化に努めた。
　学部専門科目は、「英語圏言語文化概論」で英語のポピュラー･ミュージックの歌詞を題材に、さまざまな地
域と時代で異なる英語文化の特質を論じ、「英文学史Ⅰ」では、古英語期からロマン派にいたるまでの英文学
の流れを論じた。また、「英米文学研究方法論Ⅱ」では、ポストマルクス主義批評、新歴史主義、カルチュラル・
スタディーズ等の方法論を論じた。
　大学院修士課程では、Aphra Behn の称賛詩や哀歌をテクストに、王党派女性詩人としての政治性を論じた。

　イギリス内乱期の文学を、テクスト自体にとどまらず、出版形態、読者層の設定、検閲への対処、ジャンル
をはじめとする多様な文化的コードの使用等、テクストを取り巻くいわばテクスト文化の総体として読み解く
ことをめざしている。

　外国語を学ぶことは、その言語の運用能力を高めるだけでなく、言語を通じてなされる人間の様々な文化的
営為を通じ、人間や社会や芸術について理解を深めることでもあります。言葉そのものよりも、言葉の向こう
に何が見えるかを常に探求する姿勢を持ってください。また、そのような学生さんが入学してくれることを願っ
ています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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 氏名： 松島　悦子　（MATSUSHIMA Etsuko）
 所属： 教育事業部（食育の実践と教育プログラム）
 学位： 修士（社会学）
 職名： 講師
 専門分野： 食育、食生活、家族関係学、家族社会学、消費者教育学
 URL： http://www.cf.ocha.ac.jp/shokuiku/
 E-mail： matsushima.etsuko@ocha.ac.jp

共食／家族関係／ネットワーク／子育て期の母親／食育
eating together ／ family relations ／ network ／ mothers with children ／ dietary education

・ 松島悦子「母親と父親の調理態度が、家族の共食と中学生の調理態度に与える影響」日本家政学会誌
vol.58(12),743-752（2007)

・ 松島悦子「母親・父親の調理と家族の共食が中学生の調理参加に与える影響」（2007 年 3 月）、食育プロジェ
クト ONESS（Ochanomizu Nutrition Education SOKUIKU Study）における研究報告

・ 松島悦子「食育とオープンキッチンの効用」『住まいづくり選書１．子育て日和』ミサワホーム総合研究所、
151-156（2007）

・ 『食育プロジェクト平成 19 年度活動報告書』（平成 20 年 3 月）作成、発行
・ 講演「家庭での食育は、家族皆の食の自立から」（2007 年 9 月 22 日）お茶の水女子大学本学主催「食育シ

ンポジウムと展示会」

食生活に関する社会科学的な研究を行っている。以前所属していた企業の生活研究所では、さまざまなライフ
ステージや世代などのセグメント別に食生活の実態を掴み、近未来の予測などを行っていた。2007 年 5月よ
りお茶大の食育プロジェクトに所属が変わり、以下のような研究を主に行っている。
1. 家庭での食育に活用するため、家族関係学からのアプローチで研究を行った。食育プロジェクトのONESS
（Ochanomizu Nutrition Education SOKUIKU Study）の一環として、附属中学校の生徒と保護者を対象とし
て調査を行い、親子関係を切り口に分析した。その結果、母親だけでなく父親の食への関心の高さが子ども
の調理参加意識などに影響を与えることがわかった。詳細は、「食育プロジェクト平成 19年度活動報告書」
参照。

2. 東京圏居住の中学生に対する調査を行い、子どもの調理への意識は父親の影響が大きいという１とほぼ同様
な結果を得た。

3. 企業からの受託研究で、児童に対する紙芝居による食育効果について検証を行った。未発表のため詳細は述
べられないが、ターゲットとした学年で顕著な効果が認められた。今後、学会で発表予定。

4. 子育て期の母親に注目し、共食の様々な効果について検討を行っている。

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆研究キーワード　／　Keywords
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1. 食育教材の効果に関する研究結果について学会発表するとともに、食育教材の開発をさらに行っていく。
2. 共食の研究については、社会科学的な視点で深く掘り下げ、ネガティブな面も抑える。また、昨年ある企業
と行った写真調査の結果も導入し、共食の効果についてさらに検討を進めたい。

　長く勤めていた企業の研究所から出身大学のお茶大に戻り、1年が経ちました。両者にはいろいろな違いが
ありますが、最も大きな違いは研究の発想の自由度です。企業には居心地のよい研究環境は整っていましたが、
会社に還元される成果が第一に求められました。大学では多々不便はありますが、自分の自由な発想で研究が
できます。その素晴らしさを、今しみじみと感じています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 松本　勲武　（MATSUMOTO Isamu）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 薬学士 (1967 東京大学 )、薬学修士 (1969 東京大学 )、薬学博士 (1972  東京大学 )
 職名： 教授
 専門分野： 糖鎖関連生物科学
 E-mail： matsumoto.isamu@ocha.ac.jp

レクチン・凝集素／アネキシン／アフィ二ティー吸着体

・Nishioka S, Aikawa J, Ida M, Matsumoto I, Street M, Tsujimoto M and Kojima-Aikawa K.
Ligand-binding activity and expression profile of annexins in Caenorhabiditis elegans.
J. Biochem (Tokyo) . 141(2007)837-848.
・Abe H, Kondo Y, Jinmei H, Abe N, Furukawa K, Uchiyama A, Tsuneda S, Aikawa K, Matsumoto I and Ito Y.
Rapid DNA chemical ligation for amplification of RNA and DNA signal.
Bioconjug. Chems. 19(2007)327-333

1. カルシウム結合タンパク質ファミリー、アネキシンの生物学的機能を明らかにすることを目的に、モデル生
物線虫に発現されている４種類のアネキシン（nex-1 ～ 4）について、レクチン活性、脂質結合活性を調べ、
遺伝子の発現パターンを解析した。その結果、線虫アネキシンもヒトアネキシンと同様なリガンド結合活性
を有することや、４種のアネキシンが細胞種特異的に発現されていることがわかり、線虫を用いる解析がヒ
トアネキシンの機能研究に有用であることを明らかにした。

2. 酵素反応を用いない、安定で迅速な RNA、DNA検出方法の開発を指向して、化学的な核酸連結反応をデザ
インおよび核酸試薬の合成を行った。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部では、主として生化学関連の基礎的および専門的な内容を紹介する授業と実験、ならびに化学の基礎実験
の指導を行った。授業科目は次の通りである。 
構造生化学 II
生体分子機能・認識学 
生物化学実験 
化学基礎実験 

大学院博士前期課程では生化学の専門分野、特に糖鎖関連分野の講義、ならびに演習を行った。 
糖鎖分子生物学 
生物化学 
生物化学演習 
大学院博士後期課程では学位論文の研究の指導を行った。

　本学は中期目標・中期計画の前文冒頭で『お茶の水女子大学は、学ぶ意欲のあるすべての女性にとって真摯
な夢の実現される場所として存在する。すべての女性がその年齢国籍等にかかわりなく、個人の尊厳と権利を
保証され、自由に己の資質能力を開発し、知的欲求の促すまま自己自身の学びを深化させることを支援する』
と言明しています。 
　若い方のなかには『学び→勉強→試験→受験→苦痛』という暗い連想をされる方が多いかもしれません。孔
子の学問の極意『之を知るは之を好むにしかず。之を好むはこれを楽しむにしかず』は、『知る→好む→楽しむ』
という 
　学びの深化を説いています。私は『学び→最高の遊び→至上の楽しみ』というホモ・ルーデンスの連想のと
りこになっています。お茶大とのかかわりにより、この連想がすべての女性にとって自己自身の現実の事とな
り、さらには真摯な夢の実現となることを願っています。

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 松本　聡子　（MATSUMOTO Satoko）
 所属： 教育事業部 ( グローバル COE)
 学位： 博士（人間科学）／ Ph.D
 職名： リサーチフェロー
 専門分野： 環境心理学
 E-mail： matsumoto.satoko@ocha.ac.jp

環境心理学／住環境／発達心理学
Environmental Psychology ／ Residential Environment ／ Developmental Psychology

・松本聡子・伊藤教子・菅原ますみ・岡林秀樹・酒井厚・内田伸子　幼児を取り巻く環境に対する母親の評価（2）
人間・環境学会　第 14 回大会，東京，2007.5.

・松本聡子・後藤憲子・酒井厚・高岡純子・持田聖子・菅原ますみ・小林登　“第 1 回　妊娠出産子育て基本
調査” －子育てをめぐる住環境要因について－　第 4 回　子ども学会議（日本子ども学会　学術集会），東京，
2007.9.

・松本聡子・伊藤教子・菅原ますみ・岡林秀樹・酒井厚・内田伸子　幼児を持つ母親の住環境に関する研究（2）
－住環境ストレスについて－　日本心理学会　第 71 回大会，東京，2007.9.

　子どもをとりまく養育環境について、主に住環境
と母親の子育てストレスに関する縦断研究を行って
いるが、2007 年度も継続して調査研究を実施した。

　One of my major research interest is  the 
relationship between child-rearing environment 
and child development. In our longitudinal research 
project, I am examining the relationship between 
residential environment and mothers’ parenting 
stress. In 2007, I continued this research project 
including data collection and analysis.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　心理学の研究で使用される多変量解析の手法につ
いて講義を行い、コンピュータを使用した実習も併
せて行った。

　There are various stat ist ical  methods for 
conducting psychological research. In this class, 
I introduced such methods, mainly multivariate 
methods. In additon to lecture, students experienced 
analysis using statistical software.

　住環境が子どもの発達や養育者に及ぼす影響について行っている経年調査の分析を進めていきたいと考えて
いる。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 三浦　謙　（MIURA　Ken）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 理学修士（1984　東京工業大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 科学哲学、分析哲学、論理学
 E-mail： miura.ken@ocha.ac.jp

知識の哲学／認識論／科学哲学／科学方法論／科学史
philosophy of knowledge ／ epistemology ／ philosophy of science ／
methodology of science ／ history of science

　ある知識の確実性、信頼性を検証するためには、
手段となる知識が必要となるという見解は、次第に
知識の哲学・認識論において認められつつある。私
はこの論点を科学のあり方に即して鳥取大学の科学
基礎論学会で発表したが、科学的知識の特徴づけに
関する特徴づけに十分な独創的論点を提示できず、
論文を完成させるには至らなかった。

　To confirm certainty or reliability of some kind 
of knowledge, another kind of knowledge is needed 
which is used for this confirmation. This point has 
been gradually recognized in the field of philosophy 
of knowledge and epistemology. I studied this subject 
with regard to scientific knowledge and made a talk 
on it at Tottori University. But it is not adequately 
clear to understand scientific knowledge. So my 
paper is not completed yet.

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　知識の哲学、認識論を主題とする授業、演習をお
こなった。大学院では、論理学についての講義をお
こなった。

　I had some lectures and seminars on philosophy 
on knowledge and epistemology and an advanced 
lecture on philosophy of logic for graduate students.

　これまでの研究から、日常的な信念体系と科学の
信念体系の相違が明らかになってきたため、双方を
特徴付けるための知識論を展開する。特に、科学に
おいて、未知の問題を明らかにすること自体が科学
的知識の重要な活動であり、そのプロセスを知識論
の新しい観点から解明する。

　Until now it becomes clearer that between our 
ordinary beliefs and beliefs in science there is some 
important difference and we must advance new 
point of view to characterize it. Especially, in science 
it is the unique activity in science to make clear what 
is not known and this process should be understand 
by new view in epistemology.

　哲学の中心的問題は、知るということの特徴づけ、内容を明らかにすることであり、私は人文科学・社会科学・
自然科学の領域を横断した広い観点から、知識のあり方や妥当性について研究しています。こうした問題を追
及することで、人間の持つ合理性や精神のはたらきが、明らかになっていくと考えています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 水野　勲　（MIZUNO Isao）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 博士（理学）、東京都立大学、1998 年
 職名： 准教授
 専門分野： 数理地理学、経済地理学
 URL： http://info.pr.ocha.ac.jp/staff/detail.asp?staff=78927827
 E-mail： mizuno.isao@cc.ocha.ac.jp

集積／地理的モデリング／パネル調査／職住関係／韓国
agglomeration ／ geographical modelling ／ panel survey ／ work-home relationships ／ South Korea

・水野　勲（2008）「職場と住居の空間的関係と家族」．篠塚英子・永瀬伸子編著『東アジアの少子化とエコノミー：
パネルデータ分析』、作品社、pp. 134-151.

・水野　勲（2007）「朝鮮半島の都市の存立基盤」．金田章裕・山田誠ほか編著『アジア歴史アトラス：都市
と農地景観』、朝倉書店、pp. 176-183.

・水野　勲（2007）「住まいの変化」．『家族・仕事・家計に関する国際比較研究　韓国パネル調査　第 4 年度
報告書』F-GENS Publication Series 32，pp. 20-29.

・水野　勲（2007）「住まいの変化」．『家族・仕事・家計に関する国際比較研究　中国パネル調査　第 3 年度
報告書』F-GENS Publication Series 34，pp. 23-33．

・水野　勲（2007）「転居と通勤」．『家族・仕事・家計に関する国際比較研究　韓国パネル調査　第 3 年度報
告書』F-GENS Publication Series 20，pp. 25-35.

①ＣＯＥジェンダー研究のフロンティアによる韓国
パネル 4 年度、同 5 年度、中国パネル 3 年度、同
4 年度の調査データを用いて、ソウルおよび北京
の職住関係の変化、特に居住、通勤、引越しにつ
いて、性別、年齢、配偶関係、就業形態などに注
目して分析し、4 冊の報告書に分析結果を報告し
た。

②ＣＯＥジェンダー研究のフロンティアの 5 年間の
成果を、人文地理学会大会で発表し、その後、5 巻
本の書籍の一章として出版した。

③アジアの歴史地理学を地図で表現した 3 巻本の書
籍の一章として、韓国の農村市場について論文を
出版した。

④特別教育研究経費「コミュニケーション・システ
ムの開発によるリスク社会への対応」で、災害、
事故、犯罪などの都市リスクに対する地理学的な
研究を推進した。

Ⅰ I studied home-work relationships like residential 
situation, commuting patterns, and intra-urban 
migration in Seoul and Beijing metropolitan areas, 
focusing on gender, age, marital status, family 
type, and employment pattern by using F-GENS 
Panel Survey data by COE Frontiers of GENder 
Studies in Korea and China. The results were 
printed in four of F-GENS Publication Series.

Ⅱ I made a presentation of five years’ results 
concern ing  F -GENS Pane l  Survey  in  the 
Association of Japanese Human Geographers, 
and those were published as one chapter in the 
F-GENS 5 volume books.

Ⅲ I presented the paper on Korean rural markets in 
Asian historical geography atlas.

Ⅳ I have proceeded in the geographical studies 
about urban risk on natural disaster, trafic 
accidents, crime, and so on, as a cooperative 
research program.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 6 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部では、地理学の必修科目である人文地理学、
地理学フィールドワークＡ（輪島）、同Ｂ（神田川、
江東区）の他、コア科目の基礎ゼミⅠで演習を行った。
また社会調査士の免許科目である、社会情報処理演
習、さらに地理学の専門科目である地域分析学演習、
地理学英書講読、卒論の指導を行った。5 名の卒論生
の指導を行った。
　大学院では、博士前期課程の地域経済論で、グロー
バル都市地域について講義した。修士課程 2 名、博
士課程 1 名の研究指導を行った。

　At undergraduate level, I delivered one lecture 
(Human Geography), two field trips (Wajima in five 
days, Kanda River and Koto Delta in each day), and 
four seminars (Basic Seminar, Social Information 
Processing, Human Geography Readers, and 
Regional Analysis). I made a guidance for five theses 
of undergraduate students.
　At graduate level, I had one seminar for global-city 
regions. I advised two graduate students’ theses and 
one doctoral candidate.

1. リスクの地域分析と社会調査の接点に関する考察
2. 都市空間の職住分離の地域統計分析
3. 経路依存性を考慮した地域発展モデリング

　ローカルな舞台で起こるさまざまな現象を関連づけて理解し、さらにそれらの関連をより広い文脈の中に位
置づけること、そして既存の人文・社会科学の理論を地図や地域統計の分析によって、多様性を内部に含んだ
理論へと拡張すること、これらが地理学の課題としてあります。理論的な思考と、ユニークな現象への愛着を
同時にもつために、私の授業が役立てばいいと思っています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 水村 ( 久埜 )　真由美　（KUNO MIZUMURA Mayumi）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（教育学）／ Ph.D in Education
 職名： 准教授
 専門分野： 身体運動科学（特に運動生理学およびバイオメカニクス）
 URL： http://buyou1.li.ocha.ac.jp/Mizumura/HTML/index.html
 E-mail： mizumura.mayumi@ocha.ac.jp

舞踊動作の科学／子どものからだ／柔軟性のメカニズム／健康科学／トレーニング科学
Dance Science ／ Physical fitness of children ／ Functional significance in Flexibility ／
Health Science ／ Training Science

・「心と体をきたえる「ゆいまーる」E-wellness アクチベーションプラン」（小林稔、高倉実、水村（久埜）真
由美ほか共著）平成 18年度国民の健康•体力つくり実践活動に関する調査研究成果報告書、2007.

・「ストレッチングによる適応現象の両極～一過性および慢性の可動性向上の比較から～」平成 19年度文部科
学省基盤研究 C報告書、2007.

・「上手な踊りの動作特性」2007、女子体育、49(7), p60.
・「女性のライフステージから考える運動とからだ」2007、MEDEX journal, 62, pp3-5.
・「身体から考える子どもの身体活動と表現」2007、保育問題研究

　2007 年度は以下の 3つが主要な研究テーマであっ
た。
1. 柔軟性の機能的意義に関する研究
2. 舞踊動作の自然科学的研究
3. 子どもの身体諸機能に関する研究
　テーマ１は 2006 年度までの２カ年で科研費採択
により取り組んだテーマで、柔軟性の向上に寄与す
る生理学的バイオメカニクス的適応現象を、慢性お
よび一過性の適応の両面から検討するものである。
本年度は実験データの収集および解析を行い、科研
費の報告書としてまとめた。
　テーマ 2は、私および私の研究室の主要な研究テー
マである。今年は主に２つの研究を行った。１つめ
は、科研費採択により取り組んだ共同研究で、日舞
およびクラシックバレエ熟練者の動作をモーション
キャプチャーシステムにより取得し、その動作特性
とその動作を鑑賞した者が受けた印象を質問紙調査
により検討することにより、表現の動作特性と認知
特性の両面から舞踊の独自性および個別性を調査し
た。２つめは、舞踊動作の動作解析と筋電図学的研
究の可能性を検討し、その内容を国際ダンス医科学
会議において招待講演として発表した（写真）。
　テーマ 3では本学着任以降、附属小学校のからだ
部と連携して行っている小学生児童の体力変化に関
する縦断的な調査を行った。またこうした研究調査
のデータを基に学校教育における体育および舞踊教
育の役割について検討した。
　なお今年度は、4月から 11 月まで次男出産のた
め休職したが、昨年度より、科学技術振興機構より
お茶の水女子大学が採択された「女性研究者に適合
した雇用環境モデルの構築」により、子育て中のモ
デル研究者として研究補助のアカデミックアシスタ
ントが採用され、研究支援を行ってくれたことから、
円滑な研究活動を続けることができた。

　Research project in 2007 was consisted of three 
main areas. 
1) Functional significance of flexibility in human
2) Biomechanical characteristics of dance movements
3) Physical fitness and health status in elementary 
school children.

　1) was granted from JSPS as Kakenhi and 2007 
was final year of the research project. In 2007, 
we have done testing again, analyzed and finished 
writing research reports. 
　2) was long-term research project for our 
laboratory In 2007, we focused on the biomechanical 
characteristics of Japanese traditional dance and 
classical ballet for skilled dancers.
　3) was collaborative studies with teachers 
of elementary school attached to Ochanomizu 
university.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 11 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　本年度は、出産のため、学部および大学院の授業
は開講しなかった。
　研究指導は、学部生 2名、博士前期課程 4名の卒
業論文と修士論文の指導を行った。また博士後期課
程 3名の大学院生については、引き続き学位論文に
向けての研究指導を行った。
　卒業論文、修士論文のテーマは以下の通りである。
卒業論文
「郡上踊りが中高年者のHealth Related Ouality of 
Life に及ぼす影響」
「ストレッチングが筋束長および筋の末梢循環に及
ぼす影響」
修士論文
「クラシックバレエ経験者の歩行動作特性」
「日本人洋舞家の予防的保健行動に関する検討」
「中高年者の自重スクワット動作の強度と下肢筋力
との関係」
「ボールルームダンス競技選手の体力特性と競技水
準との関連」

　なお研究室所属院生が、日本体力医学会にて 1演
題、日本臨床スポーツ医学会にて 1演題、国際ダン
ス医科学会にて 1演題、それぞれの研究テーマで研
究発表をし、その指導を行った。

　In 2007, I did not have any classes because of my 
maternity leave from April to November. I have supervised 
two under-graduate students, five master students, and 
three Ph.D students for their own research project. Three 
graduate students made presentation at both national and 
international conferences.

舞踊を中心としたさまざまな身体運動による人間の身体諸機能の可塑性を検討するとともに、熟練した舞踊
動作、いわゆる芸術性の高いと評される運動の成立のメカニズムを解明したいと考えている
これまでの企業・民間財団からの助成金による研究テーマ；
・ 中山隼雄科学財団研究助成 ｢ダンスが中高年女性の全身反応時間に及ぼす影響～リズミックな動きを模倣す
る点に着目して～ ｣2000, 80 万円 /1 年

・ 明治生命体力事業財団研究助成 ｢柔軟性の機能的意義 ｣2001, 100 万円 /１年
・ 中富健康科学財団留学助成「日豪の生活習慣の違いが運動による酸化ストレスに及ぼす影響」2002, 100 万
円 /1 年

・コンビ株式会社研究寄付金「運動の脂質代謝に対する基礎的研究」2002,99 万円 /1 年
・コンビ株式会社研究寄付金「運動の脂質代謝に対する応用的研究」2003,99 万円 /1 年

共同研究として考えられる研究テーマの例；
・舞踊動作の身体運動としての可能性
・芸術的動作成立のメカニズム
・ 子どもの健康および体力に関する研究
・女性のライフスタイルに応じた運動と健康に関する研究

　人間の行う動きは非常に複雑で巧みです。その動きや動きを起こす身体のしくみに興味をもって地道に研究
を続けられる若い人たちと一緒に研究をしたいと思っています。私が所属するコースは、国立大学法人唯一の
舞踊を専攻することのできるコースです。またその中にあって、私は唯一自然科学系の学問領域から、舞踊や
スポーツ、さまざまな運動を対象として、研究を行っています。「舞踊を科学」してみたい人にとっては、ま
さに日本で唯一の教育環境といってもいいでしょう。
　また働く女性とし、母として、女性のライフスタイルと運動や健康に関しても大きな興味をもっています。
エネルギー溢れた女性のライフスタイルをサポートする研究を一緒に行ってみませんか？
　老若男女を問わず、運動が人間の身体に及ぼす影響について、健康科学や身体表現の観点から、企業とも共
同研究を進めています。今後とも積極的に共同研究を行いたいと思っています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 御船　美智子　（MIFUNE　Michiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 家政学修士（1977　お茶の水女子大学）
  M.A.Department of Home Economics、Ochnomizu University
 職名： 教授
 専門分野： 生活経済学、家庭経済学、消費者科学、家庭経営学
  Everyday-Life Economics、Household Economics、Consumer Sciences、
  Family Resource Management
 URL： http://www.soc.ocha.ac.jp/mifune/
 E-mail： mifune.michiko@cc.ocha.ac.jp

家計／消費者／生活経営／ジェンダー／政策
Household　Economy ／ Consumer ／ Family Resource Management ／ Gender ／ Policy

・御船美智子「序章　家庭経済の環境変化と家庭経済主体」「第 16 章　規制改革と家庭経済の再構築」　（社）
日本家政学会家庭経済学部会編『規制改革と家庭経済の再構築』建帛社、2007 年 5 月 10 日、pp.1-4，
pp.212-226

・御船美智子「生活創造のフロンティア－生活協同組合の可能性」
大沢真理編『生活の協同　排除を超えてともに生きる社会へ』日本評論社 ､
2007 年 4 月 10 日，pp.61-83.

・御船美智子「夫妻の経済関係－共同性と格差」篠塚英子・永瀬伸子編著『少子化とエコノミー－パネル調査
で描く東アジア』作品社、pp.171-188．2008 年 3 月

・御船美智子「自立と共同性－家計をめぐるポリティクス」F-GENS ジャーナル No.10，pp.40-46．2008 年 3
月

・御船美智子「夫妻関係と金銭管理」御船美智子・永瀬伸子編『家族・仕事・家計に関する国際比較研究　韓
国パネル調査　第 5 年度報告書』pp.57-70，2008 年 2 月 29 日

1.COE「ジェンダー研究のフロンティア」における『家
族・仕事・家計に関する国際比較研究』の韓国パ
ネル調査、中国パネル調査に基づく家庭内経済関
係の変化と規定要因についての研究。家庭内経済
関係のジェンダー不平等は、家計フロー・ストッ
ク面、家事など家庭内生産面、家計管理面から見
られ、日本の不平等は特に家庭内生産面でみられ、
日本では夫妻の家事労働評価の高さを背景に妻の
貢献意識が高い。そのことが性別役割分業の強固
な維持につながっている。

2. 規制改革の民間開放へのシフトによる家計・家庭
経済への影響は極めて大きく、格差が拡大してい
る。自己責任を社会の基本とする方向にあり、そ
の基盤として、新しい金銭管理教育が不可欠であ
る。

3. 成熟経済社会での生活課題が変化している中で、
生活の共同による生活者のエンパワーの試みが生
活協同組合の組合員活動によって展開されている。

　I make the study of  household economic 
relations and factors by Panel Survey in Seoul and 
Beijing on Work, Family and Gender. I consider 
gender inequality from income, assets, household 
production and management. 
I also examine the present and factors effecting on 
household economy of deregulation. The difference 
in wages threaten to damage the household 
economy.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 14 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部：
消費者科学入門では、消費者、家計主体からみた
現代経済社会の仕組みと消費者のための知識、消
費者教育、パーソナルファイナンスのための生活
設計、金銭管理、制度としての消費社会、消費者
政策と消費者支援、消費者情報について講義した。
生活経済学演習では、生活の共同について概説し
たあと議論した。外部講師をパルシステムから迎
え、活発な質疑応答を引き出した。
マネーワーク論では、お金をジェンダー視点での
分析する方法を示した。主婦概念を例に、ＫＪ法
でのキーワード整理による問題の把握方法の習得
した

大学院：
生活経済論、生活経済論演習で、現代社会での生
活と経済の関係を社会的企業を題材に考えた。

　I suevey the Everyday-Life Economics, Household 
economics, Consumer Science, Family Resource 
management at falulty level. I teach personal finance, 
life planning ,money management, account excution, 
time use , cooperation and cooperative society. 
Students exercise organization technique by KJ 
method in class.We  take  the  lecture  by officer and 
consumer adviser.

　『家族・仕事・家計に関する国際比較研究』の韓国パネル調査、中国パネル調査の 5 年間の調査データが蓄
積されたので、ミクロの生活レベルのジェンダー分析を行う。特に、家庭内生産の意味づけ、位置づけ、近年
急激に変化している女性・男性の労働との関係、そしてジェンダー意識の変化と構造分析を行う。
　また、生協の事例分析によって生活の協同の新しい類型を抽出し、消費者・生活者が主役の社会構築につい
て明らかにする。

　急激に変化する現代社会、「生活」を切り口にすると、標準的な生活の時代から、生活創造の時代に入って
います。自分の身の回り 1 メートルから出発し、自分の生活を見つめるとともに、周りの人の生活をじっくり
見て、その関係やネットワークを観察してみましょう。すると、その共通の背景と生活主体の多様性がみえて
くるでしょう。それぞれの生活目標や生活資源は生活者の生活経営を左右します。共通に枠組されている経済
社会やその制度が、生活者にどのように届くのか、生活者はどのように認識し行動するのか、それを見極めて
こそ生活者の生活の質を高めることができるでしょう。消費者、生活者をキーワードにして、生活を社会科学
して産業を生活産業に、政策を生活政策に、支援を生活主体形成へと転換する社会の再構築に挑んでみません
か。遅まきながら、内閣府国民生活審議会の意見「消費者・生活者を主役主役とした行政への転換に向けて」
を受けて、舵を切り始めるようです。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 耳塚　寛明　（MIMIZUKA Hiroaki）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 教育学修士（1979 東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 教育社会学（特に学校社会学、教育選抜と学校組織、青少年文化、教育政策）
 E-mail： mimizuka.hiroaki@ocha.ac.jp

教育社会学／学力／教育政策
Sociology of education ／ Academic achievement ／ Educational policy

・耳塚寛明「小学校学力格差に挑む　だれが学力を獲得するのか」日本教育社会学会編『教育社会学研究』第
80 集、23-38 頁（2007）

・耳塚寛明「学力と家庭的背景」『JELS』第 10 集、1-15 頁（2007）
・耳塚寛明・牧野カツコ編著『学力とトランジッションの危機　閉ざされた大人への道』金子書房、206頁（2007）
・耳塚寛明「高校の現在」民主教育協会『IDE　現代の高等教育』No.489、4-9 頁（2007）
・耳塚寛明「教育における格差　学力格差の実態と政策課題」『教育展望』第 53 巻第 1 号、教育調査研究所、

30-38 頁（2007）

　教育社会学。とくに教育政策、学校組織、進路選択、
学力形成に関する社会学的研究。
1.　学力格差の社会的形成過程研究

「だれが学力を獲得するか」は、教授学上の焦点
関心であるのみならず、教育選抜の帰結を左右す
る中核的問題である。19 年度からはじまったグ
ローバル COE プログラム「格差センシティブな
人間発達科学の創成」（拠点リーダー耳塚）の中
で、「青少年期から成人期への移行についての追
跡的研究」（ＪＥＬＳ）を継続する。なお、学力
格差に関する社会学的研究は、平成 18、19 年度
文部科学省新教育システム開発事業に採択され、
20 年度中に報告書を刊行する。また 19 年度は、
中国、韓国における学力格差、学力政策について
現地調査を開始した。

2.　進路選択の社会学
だれが、どのように進路を選択し、選抜されるの
か。とくに高校生の進路選択の社会学的分析。高
卒無業者、ニート、フリーターにも焦点を合わせ
る。

3.　教育政策の社会学

Sociological Study of Education: Educational 
Policy, School Organization, Educational Selection, 
Academic Achievement.
Theme 1. Ecological Study of Student Achievement: I 
adminstered a empirical research on the relationship 
of students achievement, their career formation and 
family background.
Theme 2. Sociological Study of Student Career 
Formation: I analyzed changing patterns of youth 
transition from school to workforce.
Theme 3: Sociology of Educational Policy in Japan

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 7 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　学部、大学院において以下の授業を開講した。
1.　教育社会学、学校社会学の概論および特殊講義
2.　社会調査法、教育調査法に関する講義、演習
3.　教育社会学方法論に関する講義、演習
4.　教職課程における教育社会学を中心とした講義
5.　コアクラスター「ジェンダートラック論」

【2007 年度】
学部ゼミでは、「教育改革の社会学」を主テーマに、

『変動社会のなかの教育・知識・権力』を輪読し
た。各回とも、最新の教育関係の記事、番組等を
とりあげて議論するコーナーを設け、また夏合宿
も行った。大学院ゼミでは、Lauder, H. et.al(eds) 
Education, Globalization & Social Change を 素 材
に、新自由主義的教育政策の帰結について議論し
た。大学院生合宿を 2 回実施。このほか、単位に
はならないが、研究室構成員をメンバーとする「業
績ゼミ」を随時実施し、進行中の研究について意
見交換を行った。

1. Introduction of Sociology of Education, Sociology 
of School

2. Lecture and Exercise of Social Research
3. Lecture and Seminar on the Methodology of 

Sociology of Education
4. Lecture on Social Foundation of 

Education(Teacher Training Course)
  In the 2006/2007 term, major theme of  seminars 
in the undergraduate course and in graduate course 
was limits and possibilities of educational policies of 
the new right.

　だれが学力を獲得するのか。Japan Education Longitudinal Study(JELS2003、JELS2006) を用いた分析を
通じて、子どもたちの学力形成に家庭の経済と文化的環境が関わり、学力格差が生まれていることが明らかに
なりつつある。格差を縮小する上で、どこにいかなる資源配分が必要であるのかの分析を行い、業績主義の
衣を羽織った不平等を是正する方策を模索したい。青少年期から成人期までを対象とした縦断的研究である
JELS を継続し、育てたい。2007 ～ 2011 年度の間は、採択されたグローバル COE プログラム「格差センシ
ティブな人間発達科学の創成」が、優先的活動機会である。
　調査フィールドを受けていただける自治体との協働研究が可能となればうれしい。

　いま日本の教育は激動期にあります。義務教育は、長い間変わらなかった制度の根幹が崩れようとし（たと
えば義務教育費国庫負担制度や教員人材確保法）、「脱ゆとり路線」へと舵が切られました。行政の重点は、教
育条件整備から結果の評価に基づく資源配分へとシフトしつつあります。全国一斉学力テストの導入や学校評
価システムの整備はその一例です。こうした教育界を襲う変化は、子どもたちの発達に、学校の機能に、さら
には社会そのものの姿に、どういう帰結をもたらすのでしょう。とりわけ、格差が再生産される社会に日本は
変わっていくのでしょうか。教育と社会の現在に危機感を持ち、エビデンス・ベースにアプローチしようとす
る皆さんを歓迎します。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 宮内　貴久　（MIYAUCHI Takahisa）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（文学）　（2003 年　筑波大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 民俗学、文化人類学
 E-mail： miyauchi.takahisa@ocha.ac.jp

風水／大工由緒書／家相／街並み保存／建築儀礼

・「日本番匠記系本の展開－福井県越前市小野谷の事例から－」『歴史と民俗』第 24 号　神奈川大学日本常民
文化研究所　2008 年　91-113 頁

・「路傍に祀られる神々」『JAPAN NOW』2008-2009　独立行政法人国際観光振興機構　67-75 頁

　今年度は大工が所蔵する巻物について、①所在調査、②内容の解読を行った。
　今年度の調査で、建仁寺流の史料が青森県弘前市、福島県郡山市・南会津郡只見町、福井県、富山県に存在
することが確認され、全国的に展開していることが確認された。三輪神道系の巻物も兵庫県、徳島県に存在す
ることが確認された。特に徳島の史料は会津の史料とほぼ同じ内容であり、また 17 世紀中頃のもので、これ
まで知られている史料の中でも非常に古いことが確認された。
　資料の内容であるが、各儀礼の呪い歌のうち火伏せの呪い歌が全国的に分布し民俗として定着しているが、
その民俗が少なくとも 18 世紀中頃には存在していたことが確認された。
　今年度の大きな成果は①真偽はともかくとして、大永 5(1525) という中世の紀年銘を持つ『日本番匠記』と
いう大工由緒書・儀礼書が福井県で発見されたこと、②同書は古典的大工由緒書である『日本番匠記』系本の
写本であることが明らかになったことである。このことは福島県会津地方からスタートした共同研究が、①中
世をも視野に入れる歴史的研究につながったこと、②全国的な展開が可能になったことを意味し、本研究のさ
らなる発展と研究課題が明らかとなった。
　また、今年度の調査研究では、大工自身が積極的に、文字文化を得ようとする事例を取り上げ、版本から、
あるいは書写することにより文字によって、新たな知見を得ていることを明らかにした。このことは、譬え、
大工という職人であっても、高いリテラシーを持つ者は積極的に古典的木割書・儀礼書を書写することにより、
高い知識を文字文化を通じて習得し、さらにその知識を地域に伝達していたのであり、本研究テーマの大きな
成果となった。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　今年度、すべての講義をパワーポイント化することができた。また、新たに画像を加えることにより、より
視覚的な講義を行うことに努めた。
　演習と生活文化実習では、高度経済成長からの生活文化の変化をモノを通して考えることを試みた。具体的
には生活用具の変化を当時の文献史料と聞き書きから再構成することを行った。さらに、実習では東京都中央
区月島をフィールドにして、大正末から昭和 30 年代の生活の様子とその変化の聞き書きを行った。このこと
により、普段意識しない生活文化を相対化する視座の構築と資料調査方法の習得を目指した。

　職人巻物研究では、全国的に分布していること、中世も視野に入れることが確認できた。引き続き史料調査
を行っていきたい。
　風水研究では、明治大学でシンポジウムを行い文化人類学、歴史学、思想史との連携した研究を進めること
ができ、来年度も継続して共同研究を行っていく。

　大学はキャンパスで学ぶだけでなく、図書館や美博物館、術館といった学外の施設、さらにはフィールドワー
クにより広く学ぶところです。
　私は機会があるごとに学生を連れて色々なところに出かけています。昨年度は特に月島を歩き、そこに暮ら
している人から話を聞きました。お茶大に入って色々なところを訪れて学びましょう。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 宮尾　正樹　（MIYAO Masaki）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士 (1982 東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 中国現代文学
 E-mail： miyao.masaki@ocha.ac.jp

中国／文学／近代／現代
China ／ literature ／ modern ／ contemporary

・宮尾正樹「中国文論失語症論争について」『お茶の水女子大学中国文学会報』26 号、pp. 79-94

　グローバル化する中国における文学、文化の問題
について、海外在住作家や、インターネット文学、
文化的アイデンティティの問題などを題材に考えて
います。
五四時期の文白論争、30 年代の大衆語論争など、言
語（書き言葉）と社会の問題についても考えています。
　「木蘭辞」（ディズニーのアニメ「ムーラン」の題
材になりました）の、インターネット上で流布する
さまざまなパロディを分析して、そこにジェンダー
やナショナリズムの問題が見えることや、いわば隠
微なメンタリティの媒体としてのインターネット空
間のあり方を考察しました。
　グローバル化する中国における文学については、
ハ・ジンという在米の中国人作家の作品を取り上げ、
欧米の中国観を内面化／戦略化したものであること、
そして、彼の作品の中国語圏における受容のされ方
に、現在の中国社会の（グローバル）文化のあり方
／見方を見てとることができることを指摘しました。
また、グローバル化における中国文学のアイデンティ
ティ危機について、文論論争を題材に考えました。

　to study the transformation of culture and identity 
in globalizing China, focusing on exile writers, 
culture crisis, etc.
　to study the problem of written language and 
society, focusing on vernacular language movement 
in the May Fourth Era, the Mass language movement 
in the thirties, etc.

ex.)
　Chinese traditional Yuefu, Mulan Ci, based on 
which Disney made the cartoon film, Mulan, has 
produced a lot of her descendents in literature 
and in present days, in internet. They show us the 
notions of gender, nationalism, and so on, of Chinese 
people and culture, at the same time, reveal the 
characteristics of internet space.
　About the literature in globalizing China. Ha Jin, 
who went to US in late 80s, published stories written 
in English, and won many awards. His pieces and 
the way they have been read in the Western world 
reveals how in the age of globalization, Chinese 
writers/literature can and have to adapt themselves 
to the logic and the value of the Western world, esp. 
those of US.
　Also, through the analysis of the controversy on 
the literary theory, studied about the identity crisis 
of Chinese literature.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

○中国語
　中国語初級では、通常の授業の他、留学生を招いて、
学んだ中国語でネイティブ・スピーカーとコミュニ
ケーションをする楽しみを味わってもらうこともあ
ります。
中級の講読では、中国語の新聞記事を読んで、読解
力をつけると同時に、日本のマスコミではあまり報
じられないような、中国の社会や文化の問題を知っ
てもらうことを心がけています。
○近代文学史
　中国の近代文学、現代文学の代表的な作品に触れ
てもらうとともに、中国の近代、現代における文学
のあり方についても考えるきっかけをつかんでもら
うことを心がけています。
○アジアにおける国語問題
　中国文学の専門科目以外に、アジアの近代におけ
ることばと社会の問題、特に「国語」の問題につい
て考えてもらう授業も担当しています。日本、中国、
東アジアが中心となります。
ディベート形式でことばと社会の問題について考え
る授業も担当します。

*Chinese language
　Besides ordinary lessons, the class invites Chinese 
students and try to chat with them in Chinese, 
through which students understand the fun of 
communication with Chinese through Chinese 
language.
In the intermediate class, the class read Chinese 
newspapers, through which acquire the skill of 
reading, and at the same time get familiar with 
various problems of Chinese society and her culture, 
most of which Japanese media rarely feature.
*Modern Chinese literature
　In this class, through reading masterpieces of 
Chinese modern literature, students get to concider 
the functions of literature itself in modern China and 
her culture.
*National languages in modern Asia
　The problem of National language(KOKUGO in 
Japanese, GUOYU in Chinese) in modern Asian 
countries have a lot of common characteristics and 
at the same time show differences according to their 
history and process of modernization. This class 
deals with this problem, mainly focusing on the East 
Asia.
There is another class which also deals with the 
problems of the language and the society. Students 
think about them through debates.

　社会や文化の中に文学や言語を置いて研究していきたいと思っています。
最近では、近代や現代の都市の風景を形作るもの、たとえば、1920 年代、30 年代の人力車（夫）と現代中国
のタクシー（運転手）の文学における表象について興味を持っています

　何についてもそうですが、中国について、マスコミが流す情報だけを信じないこと。同時に、中国に旅行し
たり、身近な中国人を通じて作り上げた自分なりの中国イメージを過信しないこと。
　「中国は～」とか「中国人は～」とかいう言い方には特に注意が必要かと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 宮澤　仁　（MIYAZAWA Hitoshi）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 博士 ( 理学 )　東京都立大学　2003 年
 職名： 准教授
 専門分野： 都市地理学、 福祉地理学、 地理情報システム (GIS)
 E-mail： miyazawa.hitoshi@ocha.ac.jp

少子高齢化社会／福祉／地理情報システム (GIS) ／外邦図
aging society with a falling birthrate ／ welfare ／ well-being ／
geographic information system ／ Gaihozu

・著書（分担執筆）：宮澤　仁 2008 年 3 月．生活空間と福祉．小林　茂・杉浦芳夫編『改訂　人文地理学』
放送大学教育振興会，204-219 頁．

・著書（分担執筆）：宮澤　仁 2008 年 3 月．ジェンダーと都市空間．小林　茂・杉浦芳夫編『改訂　人文地理学』
放送大学教育振興会，220-237 頁． 

・著書（分担執筆）：宮澤　仁 2008 年 3 月．福祉事業と GIS．村山祐司・柴崎亮介編『シリーズ GIS4　ビジネス・
行政のための GIS』朝倉書店，139-154 頁． 

・論文（分担執筆，査読なし）：宮澤　仁ほか 4 名 2007 年 10 月．お茶の水女子大学所蔵外邦図コレクショ
ンの全体像．お茶の水地理 47 号，1-14 頁．

・招待講演：宮澤　仁ほか 2 名 2008 年 3 月．外邦図および日本軍撮影空中写真のデータベース化とその課題
－戦前期の地域資料の活用に向けて－．日本学術会議地域研究委員会地域情報分科会・日本地理学会主催シ
ンポジウム．

1. 少子高齢時代の生活問題と環境整備に関する地理
学的研究
高齢社会における社会保障事業と地方行財政
都市における障害体験とバリアフリー整備
女性の社会参加とジェンダー化された都市空間　
など

2. 縮小型経済社会の地域分析
都心回帰の動向と行政対応
都市郊外の衰退と再生への取組み
地方の経済問題と地域活性化　など

3.「外邦図」デジタルアーカイブの作成
今年度は、1 と 2 の研究に関して専門書・教科書
の執筆と放送教育教材の作成を行った。また、3 の
研究に関連しては、論文 1 編と 1 件の作品を公開
するとともに、3 件の講演を行った。

1.Geographical studies on welfare problems and 
living environmental planning 

2.Regional analysis of a shrinking economy and 
society

3.Gaihozu Digital Archive

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 13 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

・情報教育　情報処理演習
・地理学　都市地理学 / 人文地理学分析演習 / 地理情

報システム / 地理情報論 / 社会環境学

・Information Science　Data Processing
・Geography　Urban Geography,  Analyt ical 

Human Geography, Geographic Information 
Systems, Geographical Information Theory, Social 
Environment Study

1. 本年度より、厚生労働科学研究費補助金に採択をされた研究プロジェクト「医療・介護制度における適切な
提供体制の構築と費用適正化に関す実証的研究」に参加しており、地理学からの福祉研究を継続するととも
に、政策形成等への社会貢献に取り組む。

2.「外邦図デジタルアーカイブ」の構築作業に継続して参加し、今後は本学の外邦図のデジタル化を進め、イ
ンターネットによる公開のシステムを整備する。

　上記 1 と 2 は多方面の研究者・実務関係者との共同研究が可能である。

　地理学は文系と理系の両方の立場から取り組むことのできる学問です。文系的なテーマを理系の視点から、
逆に理系のテーマを文系の視点からみる。そうすると、これまでと異なった見え方をすることがしばしばあり
ます。一緒に、新しい世界の見方を考えませんか。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 宮本　惠子　（MIYAMOTO Keiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）／ Dr. Sc.
 職名： リサーチフェロー
 専門分野： 錯体化学
 URL： http://web.mac.com/p.l.miyamoto/Miyamoto/Welcome.html
 E-mail： miyamoto.keiko@ocha.ac.jp

無機化学／錯体／機能性材料／二酸化炭素吸収／可逆的色変化
Inorganic Chemistry ／ Coordination Compound ／ Functional Material ／
Carbon dioxide absorption ／ Chromotropism

・"Crystal structure of the µ3-bromo-µ3-hydroxo-tri-µ2-chloro-tris　(tetramethylethylenediaminenicke
l(II)) 　bromide ̶ di-µ3-hydroxo-tri-µ2-chloro‒tris   (tetramethylethylenediamine nickel(II)) bromide 
(0.70:0.30), [{Ni3Br(OH)Cl3(C6H16N2)3}{Br}]0.70 • [{Ni3(OH)2Cl3(C6H16N2)3}{Br}]0.30"
Ernst Horn, Keiko Miyamoto, and Yutaka Fukuda,Z. Kristallogr. NCS 222, 184 - 186 (2007).

・"Crystal structure of aqua(benzylacetonato)(R,R-dibenzoylstilbene-diamine)(nitro) nickel(II) ethanol 
solvate, [Ni(H2O)(C10H10O2)(C28H28N2)(NO3)1.9(C2H5OH)]"
Keiko Miyamoto, Tomoko Yajima, Ernst Horn, and Yutaka Fukuda,. Z. Kristallogr. NCS 222, 243 - 245 
(2007).

　ジアミン、ジケトンおよびハロゲン化物イオンを
配位子にもつニッケル混合配位子錯体は、熱や溶媒
などの外部の刺激に応じて可逆的な色変化（ソルバ
トクロミズム、サーモクロミズム）を示す。本研究
ではフェニル基を有するジアミンとジケトンを配位
子として組み合わせ、配位子内、配位子間、あるい
は分子間にπ－πスタッキングや CH －π相互作用
を発現させることによる、これまでにない色や形を
持つ錯体の合成をめざしている。ソルバトクロミッ
クな、またはサーモクロミックな挙動と自己集積化
とを組み合わせることにより、より多様な特性を持
つ機能性錯体の創製が期待できる。これまでに合
成した銅錯体はソルバトクロミズム（白黒写真では
わかりにくいが、実際は青から緑にかけての色のグ
ラデーションが見られる）を示した。ジアミンとハ
ロゲン化物イオンを配位子にもつニッケル単核錯体
[Ni(tmen)X2](X=Cl, Br) は空気中の二酸化炭素を吸収
してバスケット型の構造をもつ六核のクラスター（図
1）を生成する。結晶中にはチャネル構造が見られる

（図 2）。

　Nickel mixed ligand complexes having diamine, 
diketone and halide ligands show chromotropic 
behav iors  inc lud ing  so lva tochromism and 
thermochromism, due to external stimuli (solvent 
and heat etc.). Our current study is on the synthesis 
of new transition metal complexes having aromatic 
diamine and aromatic diketone as ligands, thereby 
inducing π － π stacking or CH- π interaction of 
intra- and inter ligands or inter molecules, leading 
to creation of coordination compounds having new 
colors and forms.
　Coordination compounds possessing both 
solvatochromic and thermochromic behaviors 
and self-assembling properties, can be expected 
to provide new functional materials with more 
diverse characters. One such copper complex 
shows solvatochromism (photo).  A mononuclear 
Ni complex having diamine and halide ligands, 
[Ni(tmen)X2](X=Cl, Br), absorbs CO2 in air and 
assembles into a hexameric cluster having a bascket 
like structure (Figure1). The X-ray crystallographic 
study reveals channel structure in these complexes 
(Figure2).

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits

（写真）

（図 1） （図 2）
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

立教大学非常勤講師
　講座名：化学英語 1（理学部化学科 2 年生対象）、化学英語 2（理学部化学科 3、4 年生対象）

立教大学大学院理学研究科非常勤講師
　講座名：化学英語（化学専攻 1 年生対象）
　　
東京医療保健大学非常勤講師
　講座名：化学 1、化学 2（医療情報科と看護科の 1 年生対象）

　引き続き、ソルバトクロミックな、またはサーモクロミックな挙動と自己集積化とを組み合わせることによ
り、より多様な特性を持つ機能性錯体の研究を進める予定です。また、空気中の二酸化炭素を取り込むクラス
ター錯体については、今後二酸化炭素センサー（色変化が二酸化炭素の吸収を示す）としての可能性、二酸化
炭素の固定能力、の観点から研究を進めたいと思っています。

　お茶大のミッションの一つは「学ぶ意欲を持つすべての女性のために”真摯な夢の実現の場“として存在する」
ことです。大学を卒業し社会に出た後で、さまざまな理由からもう一度学びたい、でも、実現は難しい、と思
っている方も多いのではないでしょうか？　私も大学卒業後 20 数年の社会人生活を経てドクターコースに入
学したものです。人生経験を積んでからの勉強には、若かったときには気づかなかった、新しい発見があります。
勇気を持って是非チャレンジしてください。お茶大は包容力のある大学です。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 宮本　康司　（MIYAMOTO Koji）
 所属： サイエンス & エデュケーションセンター
 学位： 博士（理学）／　Ph.D　(Science)
 職名： 特任講師
 専門分野： 理科教育、動物行動学
 E-mail： miyamoto.koji@ocha.ac.jp

科学教育／生態学／動物行動学
science education ／ ecology ／ ethology

・小学校理科支援員配置事業へのとりくみ
宮本康司・仲矢史雄・白石亨・高橋哲夫・千葉和義
日本理科教育学会全国大会発表論文集　第 5号　2007; 5: 342

・科学コミュニケーション能力養成プログラムの開発
仲矢史雄・宮本康司・千葉和義
日本理科教育学会全国大会発表論文集　第 5号　2007; 5: 351

・理系職業観に対する「新教育システム：デリバリー実験教室」の効果
宮本康司・和田重雄・池田まさみ・仲矢史雄・千葉和義
日本科学教育学会年会論文集　第 31号　2007; 31: 311-312

・西表島実験授業報告̶「自然科学科目の新しい取り組み」として̶
秋山豊子・宮本康司・池田威秀・片田真一
慶應義塾大学　日吉紀要　自然科学　2008; 43: 13-38

・ 大学と小中学校との効果的な連携に関する研究
（理科支援員配置事業に関して：
理科支援員運用システムの開発
効果的な支援員研修カリキュラムの開発

出前授業新システムに関して：
小中学生の理科離れを解決するカリキュラムの
開発
小中学生の理系職業観を向上させるカリキュラ
ムの開発
効果的な巡回型教員研修システムの開発）

・浅海の生態系に関する研究、正形ウニ類の接食行
動に関する研究
（浅海の生態系に関して：海藻の遷移
ウニの摂食行動に関して：
ムラサキウニ、ナガウニの摂食行動と日周活動
リズム
管足の長さ、棘の状態による行動推定）

・The effect of “Delivering programs of experiment 
schooling” on career consciousness
　Preventing students from moving away from 
sciences and training of teachers by “New educational 
system; Delivering programs of experiment schooling”
・Experimental and field studies on foraging behavior 
and activity rhythm of hard-spined sea urchin 
Anthocidaris crassispina ：
　Foraging behavior and activity rhythms of hard-
spined sea urchin Anthocidaris crassispina were 
analyzed in experimental and wild conditions. The 
behavior in captivity could be categorized into 
`biting’ , `migration’ and `resting’ . Biting was very 
slow (35.8 ±  3.8 s/bite) and never observed during 
migration. Biting and short migrations within 5 min 
were significantly more frequent in the starved 
group than in the well-fed group, although the total 
migration was not significantly different between the 
groups. Analysis of the behavior sequence suggested 
that foraging behavior consisted of a series of short 
migrations and bitings. Biting increased in the dark 
while resting showed the inverse tendency, suggesting 
a nocturnal activity rhythm. The tube feet at the body 
side were of medium length, while they were long 
during migration, and short during resting. During 
biting, some spines were observed moving, while 
all spines stuck out radially during both migration 
and resting. Diel change in behavior of the wild sea 
urchins estimated from the length of tube feet and 
movement of spines also suggested a nocturnal 
activity rhythm.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　　理科教育は、科学技術立国にとって重要な課題
である。しかし我が国では、諸外国と比較して理科
好きな児童生徒の割合は低く、教員を支援するアシ
スタントや、使いやすい教材の開発と提供などが必
要となっている。
　そこで、小学校の授業の中で教員を支援する「理
科支援員」や、放課後の学校などで自然観察や動植
物飼育、簡単な実験を指導できる理科に強い「学習
アドバイザー」などの養成を目指し、社会人向け講
座を実施している。

Science education for working people who hope to 
teach science to children

　小中学生の理科離れを解決するために、また我が国全体の科学リテラシーの向上を目指し、効果的な教育カ
リキュラムの開発、教員の資質向上に必要な研修プログラム開発、理科教育支援者の養成など、総合的に取り
組んでいく。
　また、棘皮動物の行動学を通して、浅海の生態系、エネルギー循環、漁場管理などについて研究を進める。

　社会に通用する確かな人間力を伸ばすことを、約束します。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

 氏名： 宮本　泰則　（MIYAMOTO　Yasunori）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1989　筑波大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 分子細胞生物学（特に細胞接着分子の分子細胞生物学）
 URL： http://www13.plala.or.jp/miyamotolab/
 E-mail： miyamoto.yasunori@ocha.ac.jp

細胞接着／細胞外マトリックス／ビトロネクチン／神経細胞／重力応答
Cell adhesion ／ extracellular matrix ／ vitronectin ／ neuron cell ／ gravity response

・武田萌絵 , 一條葉月 , 辻野絵美 , 宮本泰則（お茶大・院・ライフサイエンス）
「小脳顆粒細胞及び皮膚線維芽細胞におけるビトロネクチンの機能解析」
ポスター発表　第 30 回日本分子生物学会年会　第 80 回日本生化学学会大会　合同大会、
2007 年 12 月 11 日－ 15 日　パシフィコ横浜

・安倍寛子 1, 斎藤朋子 1, 黒田佳奈 1, 村瀬真一 2, 宮本泰則 1（1 お茶大・院・ライフサイエンス , 2 新潟大学
大学院医歯学総合研究科・医学部薬理学教室）

「マウス小脳顆粒前駆細胞分化におけるビトロネクチンの作用機構の解析」
ポスター発表　第 30 回日本分子生物学会年会　第 80 回日本生化学学会大会　合同大会、
2007 年 12 月 11 日－ 15 日　パシフィコ横浜

・宮本泰則、石川祐希、最上善広　お茶の水女子大学・人間文化創成科学研究科　
「過重力負荷による骨芽細胞株 MC3T3-E1 でのアクチンストレスファイバー再構成誘導」
第 24 回　宇宙利用シンポジウム　プロシーディング　(2008)

　細胞の周りにある不溶性成分である細胞外マト
リックスの細胞に対する作用（増殖・分化、接着、
機械刺激応答）解析を進めている。細胞外マトリッ
クスは、コラーゲンやヒアルロン酸に代表されるが、
細胞の周りにあり組織への物理的強度や水分保持に
貢献している。細胞外マトリックスの役割として、
さらに細胞増殖・分化の制御や機械刺激応答への関
与が知られるようになってきている。特に細胞外マ
トリックスは、空間的な構造をとることからゲノム
情報解析では取り扱えない空間情報を担うものであ
ることに、この細胞外マトリックスを解析する大き
な意義がある。具体的には、以下の 3 テーマに関し
て進めている。第 1 のテーマは、マウスの小脳顆粒
前駆細胞運命決定における細胞接着分子ビトロネク
チンの役割解析、第 2 のテーマは、マウス骨芽細胞
株における過重力負荷応答における細胞接着の役割
の解析、第 3 のテーマは、馬屈腱炎における細胞接
着分子インテグリンの関与である。

　Extracellular matrix, which has the property of 
insolubility and surrounds cells, gives physical 
strength and water-holding activity to tissues. 
Recently, besides these function, extracellular matrix 
is known to be involved in the regulation of cell 
proliferation, cell differentiation, cell adhesion, and 
response of mechanical stress. I am studying about 
the role of extracellular matrix. Especially, three-
dimentional structure of extracellular matrix might 
give spatial information to cells. This information 
could not be analyzed only by approach of genome 
information. I think this spatial information 
of extracellular matrix must be important to 
understand organisms. Now, I am running the 
following three projects. 1)  Functional analysis of 
a extracellular matrix protein vitronectin on fate of 
mouse cerebellar granule cell precursors. 2) Analysis 
of the gravity response mechanism mediated with 
cell adhesion in osteoblast cells. 3) Role of cell 
adhesion molecule integrin in the development of 
equine superficial digital flexor tendonitis.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　教育では、私が専門としている分野である分子細
胞生物学を生物学科の中で担当している。

2005 年度学部担当科目
「分子細胞生物学Ⅱ」

細胞外シグナルが標的分子までのシグナル伝達機
構に関して概説した。

「細胞生物学実習」
細胞外マトリックス分子に関する精製法、細胞接
着活性測定を含め、動物細胞への遺伝子導入及び
タンパク質発現などの実習を行った。

「生物学実習Ⅱ」物質分離Ⅱを担当
「特別研究」

3 名の学生を担当し、卒業研究発表会及び卒業論文
の指導を行った。

大学院担当科目
「動物分子細胞生物学」、「動物分子細胞生物学演習」、
修士論文指導・審査（2 名）

I deliver lectures about molecular cell biology, 
which is my major, for undergraduate and graduate 
students.
My allotted class in 2005 of undergraduate 
program.

“Cell and Molecular Biology 2” 
The outl ine of  s ignal  transduct ions from 
extracellular signal to the targeted molecule.

“Laboratory Course of Cell Biology” 
Experiments of purification of a extracellular 
matr ix  prote in ,  assay  o f  ce l l  spread ing , 
introduction of gene into animal cells, and 
expression of proteins in animal cells. 

“Research on Biology” 
I was in charge of three undergraduate students 
and supervised their graduation thesis.

My allotted class in 2005 of graduate program.
“Animal Molecular Cell Biology” , “Seminor: Animal 
Molecular Cell Biology” .
Supervision of two dissertations for master students.

　細胞外マトリックスの持つ空間情報が、どのように細胞により認識されているのか、その機構を現在進めて
いるビトロネクチンの解析を中心に進めていく。このことにより神経系におけるビトロネクチンの果たしてい
る役割が明らかにされることが期待される。また機械刺激応答解析では、骨量減少の機構解明に結びつくこと
が期待される。

　最近の生物学では、ゲノムプロジェクトやプロテオームに代表されるように生体の構成要素を網羅的に解析
する技術が急速に普及し、生物学に大きな変化を与えています。しかしそれだけで、生物を理解できるのでしょ
うか？生物は、それぞれ” かたち” を持っています、この” かたち” が、あるからこそ、生物として機能する
ことができます。この” かたち” に関わっているのが、細胞の周りにある細胞外マトリックスです。
　細胞外マトリックスは、細胞の周りに不溶性の 3 次元構造物を構築し、組織に物理的な強度を与えるだけで
なく、細胞内にシグナルを送り、様々な生命現象に関わっています。宮本研究室では、この細胞外マトリック
スが、どのように 3 次元構造を作り上げ、細胞の増殖や分化などの現象に関わっているのかを分子レベルで解
明することを目指しています。少人数の研究室ではありますが、一人一人を大事にしながら、各々の研究テー
マと各自向かい合いながら研究に励んでいます。宮本研究室で研究をしてみたいという方は、大歓迎です。お
待ちしています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 三輪　建二　（MIWA Kenji）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 1983.3.31　教育学修士　東京大学
  1993.3.17　博士（教育学）　東京大学
 職名： 教授
 専門分野： 生涯学習論、成人教育学、社会教育学、組織学習論、教師教育論、専門職大学院論
 URL： http://lw.cc.ocha.ac.jp/qube.li.ocha.ac.jp/hss/educi/miwa/
 E-mail： miwa.kenji@ocha.ac.jp

成人教育／生涯学習／社会教育／社会人大学院生／省察
adult education ／ lifelong learning ／ social education ／ postrraduate course mature student ／ reflection

・三輪建二（2007）「学生・院生が学習支援者として力量形成を形成するプログラム：演習と卒論指導の事例
をふまえて」『お茶の水女子大学生涯学習実践研究』No.5, pp.1-8.

・Ｄ・ショーン著、柳沢昌一・三輪建二監訳（2007）『省察的実践とは何か』鳳書房、440 頁．
・三輪建二（2008）「（解説）校種を越える教師・保育者の協働：省察的実践論の立場から」お茶の水女子大

学附属幼稚園・小学校・中学校・子ども発達教育研究センター著『「接続期」をつくる：幼・小・中をつな
ぐ教師と子どもの協働』東洋館出版社、pp.186-193.

・日本社会教育学会職員問題特別委員会（委員長：三輪建二）（2008）『知識基盤社会における社会教育の役割：
議論のまとめ』16 頁．

・日本社会教育学会プロジェクト研究ワーキンググループ（代表：三輪建二）（2008）『プロジェクト研究「専
門職大学院構想と社会教育の役割」中間報告書』160 頁．

　2007 年度は附属中学校長の仕事の最終年度であっ
たが、この仕事とは別に、生涯学習・成人教育・社
会教育の専門分野において以下の研究を行った。
　まず、社会人大学院生の入学に伴って生じる、大
学院生の実践・実務経験と大学院の学問知の間の格
差とその是正について、グローバル COE の中での研
究としてまとめた。
　第二は、学部から大学院までの学生・院生の学び
の組織化という観点から、先輩が後輩の学習を支援
するシステム（卒論チューター生徒など）を研究室
内に創り、振り返りを行った。大学・大学院での学
びを成人教育的に再検討する契機になった。
　第三は実践者・実務家・専門職の力量形成論に関
わり米国の組織心理学者ショーンの文献を翻訳、刊
行した。
　第四は、日本社会教育学会プロジェクト研究の代
表として「専門職大学院と社会教育の役割」の研究
をリードし、教職大学院と並立しうるコミュニティ
学習支援専門職大学院について、中間報告書を作成
した。
　第五は、日本社会教育学会副会長、職員問題特別
委員会委員長として、教育基本法改正に伴う社会教
育法改正の議論をまとめ、『知識基盤社会における社
会教育の役割：議論のまとめ』を公表した。

　Till end of March 2008, I was a principal of the 
Junior High School attached to the Ochanomizu 
University. During this job, I still continued to 
research about adult and lifelong learning.
　First with some postgraduate students, I studied 
about the relat ionship between ‘ ’ parct ical 
knowledge’ of mature students and ‘’ scientifical 
knowledge’ by universities, as a research project in 
the Global COE program of our university.
　Secondly I organizsed a system of a ‘’ cycle of 
practice and reflection’ at our institute of lifelong 
learning; namely senior students help younger 
students and after helping they reflects on their 
facilitator roles.
　Thirdly, I and Professor Yanagisawa (Fukui 
University) editited to tranlrate of the book ‘’ THe 
Reflective Practitioner’ by Donald Schoen and 
published it in Japanese.
　Forthly,I,as a vice-president of the Japan Society 
for the Study of Adult and Continuing Education, 
gatherd opinions about Revison of the Soial 
Education Law etc. and published the opinion of our 
Society as “” .

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　学部では、生涯学習の実践者の中で特に社会人大
学院生、現職者の学びと力量形成に注目し、実践の
省察をキーワードにしつつ、彼らの実践記録を読み
あった。実践知と学問知との統合について議論をし
た。
　大学院では、当の社会人（女性）大学院生の大学
院での学びについて、当初の参加動機、大学院で学
びつつ感じていることを検討しあい、それをもとに、
社会人大学院生向けのアンケート調査項目を作成し
た。

　At my seminar for undergraduate course students, 
we duscussed about the meaning of reflection, 
reflection on action, reflection in action (D.Schoen), 
and have read some protocols of professionals 
(nurses, teachers etc.).
　At my seminar for postgraduate course mature 
students, we discussed about the needs, motvation 
of studying at postgraduate courses and then some 
new scales for research about postguradutate 
mature students.

　第一は、社会人大学院生のための大学院養成プログラムの検討である。グローバルＣＯＥでの研究を発展さ
せ、社会人大学院生（特に女性社会人大学院生）の実践知・職業経験知がより活かせる大学院プログラムにつ
いて継続的に研究を進めていきたい。
　第二は、コミュニティ学習支援専門職大学院構想の発展である。第一の実践的研究の延長上に、生涯学習分
野の専門職・現職者や社会教育関係者のための専門職大学院構想（コミュニティ学習支援専門職大学院構想）
について、日本社会教育学会プロジェクト研究（2006 年度～ 2008 年度）の一環としてまとめ、お茶の水女
子大学を始め他大学とのコラボレーションによる試行を進めたい。
　第三は、大学における社会教育職員養成・研修の再検討である。日本社会教育学会職員問題特別委員会（委
員長：三輪建二）でまとめた提言をもとに、文部科学省との交渉を継続的に進めると同時に、現実に即した職
員養成と研修のあり方を試行し、プログラム案と評価のあり方を検討していきたい。

　生涯学習・成人教育・社会教育を専門とする立場から、学部や大学院に進学する社会人大学院生の学びのあ
り方について関心をもって実践的研究を進めています。
　さまざまなバリアを乗り越えて、晴れて社会人学生・社会人大学院生になった人々が、自らの人生経験・職
業経験（実践知）を十分に活かしつつ、それらを、大学・大学院で提供される学問知と結び付けられるような
カリキュラム・プログラムを一緒に考えていきたいと思います。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 村田　容常　（MURATA Masatsune）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 農学博士（1987 東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 食品加工貯蔵学（食品生化学、食品微生物学）
  Food Preservation and Process (Food Biochemistry、 Food Microbiology)
 URL： http://www.food.ocha.ac.jp/chozo/murata.htm
 E-mail： murata.masatsune@ocha.ac.jp

リンゴやレタスの酵素的褐変／ポリフェノールオキシダーゼとＰＡＬ／
食品におけるのメイラード反応／黄色ブドウ球菌とエンテロコキシン／乳酸菌によるビタミン生産
Enzymatic browning of apple and lettuce ／ Polyphenol oxidase and PAL ／ Maillard reaction in food ／
Staphylococcus aureus and enterotoxins ／ Vitamins production by lactic acid bacteria

・Browning of furfural and amino acids, and a novel yellow compound, furpipate, formed from lysine and 
furfural. Masatsune Murata, Hana Totsuka, and Hiroshi Ono. Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry, 
71, 1717-1723 (2007).

・Identification and some properties of anthocyanin isolated from zuiki, stalk of Colocasia esculenta. 
Naoko Terasawa, Ayako Saotome, Yuki Tachimura, Ayumi Mochizuki, Hiroshi Ono, Makiko Takenaka, and 
Masatsune Murata. Journal of Agricultural and Food Chemistry, 55, 4154-4159 (2007).

・Characterization of the brown pigment in sauteed onion by metal-chelating Sepharose 6B column 
chromatography and microbial decolorization. Masako Tamaki, Masatsune Murata, and Seiichi Homma. 
Lebensmittel-Wissenschaft und &#8211;Tecchnologie, 40, 144-150 (

・サルモネラ汚染卵の次亜塩素酸ナトリウムによる殺菌効果と鶏卵殻からのクラッシュ法による回収法の評価、
および有機物混入時の殺菌効率への影響、川崎友美、村田容常、冨永典子、川本伸一、日本食品微生物学会
雑誌、24、171-177（2007）.

・酵素的褐変とその制御、村田容常、化学と生物、45、403-410　(2007).

（1）酵素的褐変の食品学的研究：リンゴやレタスの
酵素的褐変を生化学的、食品学的に解析し、そ
の制御法を提案している。具体的には酵素（ポ
リフェノールオキシダーゼ）の単離、性状、クロー
ニング、アンチセンス法による発現抑制、ポリ
フェノール類の分析、フェニルアラニンアンモ
ニアリアーゼの役割、その抑制による褐変制御
などを研究している。

（2）メイラード反応：ビタミンＣやフルフラール関
与の褐変反応を食品化学的に解析している。フ
ルフラールとリジンから新規黄色物質 furpipate
を発見した。また、微生物を利用した分析法も
開発している。

（3）食環境における微生物制御：和菓子中の黄色ブ
ドウ球菌を調査し、その性状を明らかにしてい
る。また、野菜に付着した食中毒菌の殺菌法を
検討している。

（4）乳酸菌によるビタミン生産：乳酸菌を漬物から
分離し、水溶性ビタミン生産能の高い株を探索
している。

(1) Enzymatic Browning of Foods: We have analyzed 
the enzymatic browning of apple and lettuce, 
and have proposed the regulation method. 
Our group has isolated, characterized, and 
cloned polyphenol oxidase of apple fruit. We 
then repressed its expression by the antisense 
technology. Further we have examined and 
regulated phenylalanine-ammonia lyase in cut 
lettuce. 

(2) Maillard Reaction in Foods: We analyzed the 
Maillard reaction in which AsA or furfural is 
involved. We found a novel yellow compound, 
furpipate, derived from furfural and lysine. We 
also have developed analytical methods using 
microbes for the Maillard reaction. 

(3) Regulation of Microbes in Foods: We have 
surveyed and characterized Staphylococcus 
aureus in Japanese cakes, and have prososed 
a modified dectection method for enterotoxin 
A. We also examined the effect of disinfectants 
on food-borne disease bacteria attached to 
vegetables.

 (4) Vitamins production by lactic acid bacteria. 
We have isolated lactic acid bacteric having 
high potency of water soluble vitamins from 
Japanese pickles.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 6 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　食品は生物を原料とするがそのものではなく、加
工貯蔵して食に供される。加工貯蔵中に食品素材は
化学的、物理的、生物学的変化を受け、その制御は
食生活上重要である。食物栄養学科で食品保存・製
造学（農産物の性質と加工法、貯蔵法の原理、貯蔵
法各論）、食品保存・保存学実験（豆腐、チーズの製造、
水分活性測定、イソフラボンのＨＰＬＣ分析、食中
毒毒素のＥＬＩＳＡ等）、食品微生物学（微生物とは、
微生物学の歴史、微生物の生理、醸造食品、細菌性
食中毒等）等を担当し、当該分野の知識、概念を教
えるとともに、実験指導を行っている。博士前期課
程では食品加工貯蔵学特論を、博士後期課程では食
品貯蔵学を担当し、食品の加工貯蔵中に起る様々な
化学的生化学的微生物学的変化とその制御法につい
て論じている。ゼミにおいては学生各自が研究につ
いて報告し、それについて参加者全員で討論すると
ともに、英文の関連論文の紹介および討論を行って
いる。

　Foods are derived from organisms, which are 
processed and preserved. During processing and 
preservation, chemical, physical, and biological 
changes happen. The understanding and regulation 
of these changes are important from the standpoint 
of food science. I have taught food processing and 
preservation of agricultural products, laboratory 
course of food processing and preservation, food 
microbiology, etc. In graduate school, I have tauch 
biochemisry and microbiology on food processing 
and preservation, and supervised several students 
every year. All students give presentaions on their 
research in seminar and discusse each other. They 
also introduce novel informations on their reserach 
field and discuss on them.

（1）酵素的褐変の食品学研究：様々な野菜や果物の酵素的褐変を生化学的、食品学的に解析し、その制御法を
提案する。

（2）メイラード反応の解析：食品におけるメイラード反応関与の褐変反応を解析する。フルフラールとリジン
から生成したフルピペート類の食品中における分析。

（3）変色の食品学研究：小麦製品の変色要因を解明する。
（4）食環境における微生物制御：黄色ブドウ球菌の毒素産生を抑制する新たな方法を開発する。また、野菜に

付着した食中毒菌が殺菌されにくい理由を解明する。
（5）ビタミン産生乳酸菌：水溶性ビタミン産生能の高い乳酸菌を分離し、利用する。

（学部の受験生へ）：
食品を科学しましょう。食品は生物が原料ですが、生物そのものではありません。製造、保存の間に様々な
変化がおきます。化学や生物学を使い、食品のでき方、保存のし方を考えましょう。食べ物と実験科学の好
きな人には最適なところです。高校では、化学や生物、物理など理科の基礎や原理をしっかり勉強してくだ
さい。　

（大学院の受験生へ）：
食品の変色(酵素的褐変やメイラード反応）や微生物制御について研究しています。食品学、有機化学、酵素学、
微生物学などが基盤になります。食品の変化を科学の目で分析し、新たな発見をするのは何より楽しいもの
です。研究は継続が力です。毎日しっかり実験しましょう。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 村田　眞弓　（MURATA Mayumi）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士（1979 東京大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 17 世紀フランス文学
 URL： http://www.li.ocha.ac.jp/index.html
 E-mail： murata.mayumi@ocha.ac.jp

フランス 17 世紀宗教思潮／神秘主義／古典主義
French religious thought in the 17th century ／ mysticism ／ classicism

・「古典主義時代における自己愛ーークレーヴの奥方が希求した静穏とは何かーー」（お茶の水女子大学『人文
科学研究』第 4 巻 2008 年 3 月 pp.75-87）

　神学的地平で論じられることが多いフランス 17 世紀後半の神秘主義思想を、より広い文脈において理解す
るために、当時の自然観・人間観等を踏まえつつ、その表れの一つを文学作品に探る試みを行った。『人文科
学研究』第 4 巻に発表した論文はその成果である。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部：17 世紀フランスの文学作品の講読を通じて ｢ 近代」について考えるきっかけを与えると同時に、古
典的フランス語読解のすべを学ぶという基本的方針の下、2007 年度はラファイエット夫人の『クレー
ヴの奥方』を取り上げた。年度後半は同作品についての研究を各自担当発表することで、分析・考察・
発表の技術習得も行った。

大学院：ベルナール・トカンヌ『フランス 17 世紀後半における自然概念』の第 2 部「人間における自然」の
章を出発点に、フランス 17 世紀の研究を専門とする学生を対象とした討論重視の授業を行った。

　｢ 文学」に ｢ 思想」を読むというスタンスをもう少し継続する。フェヌロンが携わった静寂主義論争は、神
秘主義思想を神学的議論の場に持ち出したときの不幸を余すところなく顕わにしている。宇宙観・世界観とし
ての神秘主義思想は、むしろ ｢ 文学」にこそ、その十全な表れを示し得るのではないか。

　17 世紀フランスに関心を持つ学生はそう多くはない。確かに遠い昔の事柄であり、｢ 今」の関心と重なる部
分は少なく、「現在」の問題意識に対する即効性に乏しい。だが本当にそうだろうか。科学も学問も進歩し続
けるという考えの欺瞞性が暴かれて久しいが、まだどこかでこの神話を信じたがっている自分に気付くとき、
また理路整然と論述できることが絶対の価値であると教えられ、論理的整合性の枠をはめることのできない事
象には目を瞑り、見て見ぬ振りをしてしまいたくなった時、そうした考え自体が実は ｢ 近代」の申し子である
ことに改めて思いをはせるべきだと思う。そして現在われわれが直面している問題の多くがそうした ｢ 近代」
に根ざすものである以上、いったい ｢ 近代」とは何なのか、何であったのかを今一度自分自身で考えてみるべ
きではないだろうか。この ｢ 近代」が 17 世紀ヨーロッパのあたりから始まること、デカルトを生んだフラン
スにその一つの典型があることを考えるなら、17 世紀フランス研究が取り組み甲斐のあるテーマであること
は明白だ。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 室橋　弘人　（MUROHASHI Hiroto）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 早稲田大学　博士（文学）
 職名： アソシエイトフェロー
 専門分野： 心理学、心理統計学
 URL： http://www.es99.net/murohashi/
 E-mail： murohashi@es99.net

心理学／心理統計学／多変量解析／構造方程式モデリング／最適化アルゴリズム
psychology ／ psychometrics ／ multivariate analysis ／ covariance structure analysis ／
optimization algorithm

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　近年、心理統計の分野における利用が広がりつつ
あるMCMC (Markov chain Monte Carlo) 法という推
定法を用いた、新しい有用な統計モデルを開発する
ことを目指しています。MCMC法は従来用いられて
いた最尤法などに比べると、変数の多い複雑なモデ
ルでも容易に解くことができるという特徴がありま
す。特に縦断的データを分析するための代表的なモ
デルの一つである成長曲線モデルへのMCMC法の応
用に着目しており、なるべく結果の解釈がし易い形
でデータへの追従性を高めるようモデルを拡張する
ことを試みています。

　I continue research on developing new effective 
psychometric models by using Markov chain 
Monte Carlo (MCMC) method. MCMC method is an 
estimation method which can solve complicated 
statistical models with many parameters, and is now 
increasingly introducing into psychometrics study. 
I'm especially focusing on applying MCMC method 
to growth curve modeling, which is a representative 
model to analyze longitudinal data, and trying to 
expand that model balancing following capability to 
data and interpretability of parameters.
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部や大学院での講義は担当していませんが、グ
ローバル COE プログラム「格差センシティブな人間
発達科学の創成」や人間発達教育研究センター主催
のセミナーなどを通じて、社会の中に存在する様々
な格差をいかにして見出して改善していくかという
課題について、実際に行われている研究の報告を中
心として検討していきます。

　I don't have any lectures at all. However, I will 
contact with you in the seminars and symposiums 
hosted by Ochanomizu University Global COE 
Program "Science of Human Development for 
Restructuring the Gap-Widening Society" or Research 
Center for Human Development and Education.

　◆研究計画

　自分の専門は心理学ですが、グローバル COE プログラム「格差センシティブな人間発達科学の創成」には
社会学や教育学が専門の先生方も多いので、そういった部分で協力して社会的格差に関する包括的な研究を推
し進めていく予定です。特に心理統計において用いられる技法は、心理学だけではなく社会科学全般において
利用できるものが多いので、従来こういった手法が用いられてこなかった分野のデータ解析をすることで、新
しい切り口を見出すことができるのではないかと考えています。

　◆メッセージ

　心理学を含めた社会科学の分野では、直接目に見えるわけではないものを研究の対象としたい場合が多いで
す。そのためには、まず研究対象を見える形に変換しなければなりません。そのための方法として、数学や統
計学を用いたアプローチは非常に有効で、広く用いられています。文系なのに数学なんてと毛嫌いせず、便利
な道具として使い倒してやろうという意気込みを、ぜひ持ってください。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 室伏　きみ子　（MURAKAMI-MUROFUSHI　Kimiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 医学博士（東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 細胞生物学、生化学
 E-mail： murofushi.kimiko@cc.ocha.ac.jp

細胞分化の制御／細胞増殖の制御／ストレス応答／科学教育／科学リテラシー
Regulation of cell differentiation ／ Regulation of cell proliferarion ／
Stress responces ／ Science education ／ Science literacy

・Inhibition of transcellular tumor cell migration and metastasis by novel carba-derivatives of cyclic 
phosphatidic acid. Biochimi. Biophys. Acta 1771:103-112 (2007)

・STAT3 and PKC differentially regulate telomerase activity during megakaryocytic differentiation of K562 
cells. Cell Cycle 6: 1496-1501 (2007)

・Communication in science outoreach. J. Sci. Edu. in Jpn. 31: 410-420 (2007)
・生物はみなきょうだい　（冨山房インターナショナル）
・ストレスの科学と健康　（共立出版）

　我々の研究室では、主に、細胞の増殖・分化やス
トレス応答の制御機構について研究を進めている。
いずれも、独創的な研究であるとの評価を得て居り、
これらの研究成果を、社会に還元すべく努力してい
る。
さらに、社会における科学・技術への理解増進の視
点から、アウトリーチ活動のあり方について検討し、
種々の実践を行っている。

　We have studied on the regulatory mechanisms 
of cell proliferation, cell differentiation and stress 
responces. All prpjects are extremely original, and 
we intend to return the harvests from our research 
to the society.
From the standpoint of social understanding for 
the science and technology, we also research the 
outocome acitivities and perform some trials in the 
society.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 11 ）件／特許（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部・大学院共に、細胞の構造と機能について、
講義と演習を行っている。また、自分自身の研究成
果に基づいて、新たな研究テーマを設定し、研究指
導を行っている。学生たちが、研究方法や先人の努
力についても詳しく学び、それらを基礎に、しっか
りした知的基盤と高い問題解決能力を身に着けて欲
しいと願っている。

1. 細胞生物学 I & II
2. 生命科学
3. 細胞生化学特論 ＆ 演習
4. 細胞情報特論 ＆ 演習

　I have some lectures and seminars on the 
structure and function of the cell. And I supervise 
the dissertation for the undergraduate and graduate 
students on the new research projects based on my 
own investigations. 
　The goal of my education is to bring up my 
students to be excellent human beings with high 
intelligences and problem-solving abilities.

1. Cell biology I & II
2. Life science
3. Cell biochemistry & seminar
4. Signal transduction & seminar

　我々は、これまでに、新しい脂質性メデイエーターである環状ホスファチジン酸（cPA) とステリルグルコ
シド（SG）を見出し、それらが細胞の増殖・分化、ストレス応答の調節に働くことを明らかにしてきた。それ
らの物質の本来の生理的役割と、それらが機能するために必要な受容体や代謝調節のメカニズムを解明するこ
とが、現在の目標である。
さらに、cPA や SG の医療等への応用についても、共同研究により検討を行っている。
また、我々が開発したテロメラーゼ阻害剤・TELIN などの制癌剤についても、医療へ応用することを目標に、
研究を進めている。
　cPA や SG の医療や健康・美容産業への応用や、アウトリーチ活動について、共同研究ができると考えて居
る（現実に、いくつかの共同研究が進んでいる）。

　21 世紀は生命の世紀と言われています。おそらく、今世紀に、これまで分からなかった生命科学の多くの
課題が、解明されることになるでしょう。
　研究・教育を通して、生命の不思議さと素晴らしさを解明することの楽しさを、若い人たちと共有したいと
思っています。そして、美しい生命体に彩られる地球を守るためには、私達はどうしたら良いかを、一緒に考
えたいと思っています。
　生きとし生ける物を愛し、自然を愛する皆さん、お茶の水女子大学の生物学科は、そんな方々を待っています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 最上　善広　（MOGAMI　Yoshihiro）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1983　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 動物生理学、宇宙生物学
 URL： http://bios.cc.ocha.ac.jp/data/Mogami/MOG.html
 E-mail： mogami.yoshihiro@ocha.ac.jp

動物生理学／宇宙生物学／複雑系科学／バイオメカニクス／アロメトリー
animal physiology ／ space biology ／ complexity ／ biomechanics ／ allometry

・Niihori, M., Poynter, J., Nelson, S.G. and Mogami, Y. (2007) Small-package life support ecological system 
for long-lasting space experiment: Feasibility studies on the application to fish experiments. J. Jpn. Soc. 
Microgravity Appl., 24, 320-324.

・Mogami, Y. and Baba, S.A. (2008) Amplified expression of the gravity effect on the spatio-temporal 
formation of bioconvection pattern. Space Utiliz. Res., 24, 264-266.

　重力現象のサイズが小さくなるにつれてその影響
は急減する。従って、重力は地球上での生命活動を
規定する要因ではあるものの、生物の大きさやデザ
インさらにはそのマクロな行動を制限する拘束的な
作用力としてのみ捉えられてきた。この既成概念を
うち破り、個々の構成要素のレベルでは極微弱な応
答（重力応答）が、要素間の協同作用と、その産物
である動的不安定性を通じて、集団としての「思い
もよらない特性」が発現されるという、新しい概念
の検証を試みている。微生物の生物対流現象の研究
の一環として行った航空機の弾道飛行による重力変
動時の環流挙動の解析から、パターンの発現が要素

（細胞）間の協同作用に基づくものであり、空間周波
数の変動特性が重力変動に鋭敏に応答することを明
らかにした。また、単細胞生物の遊泳に基づくエネ
ルギー代謝の新たな測定方法を確立し、ゾウリムシ
が、そのエネルギーの 70％を遊泳に消費しているこ
とを明らかにした。

　Gravity has been considered as a kind of 
restrictive force providing such as the mechanical 
limits of growth and morphology of the organisms. 
I would like to reveal the possibility for gravity to 
develop new functions of the biological systems via 
collective interactions between the elements of the 
system. Collective interactions, which are ubiquitous 
in nature, and the resultant dynamic instability of 
the system itself are known to have an ability to 
amplify the subtle effects of external forces, such as 
that of gravity on the biological event the cellular 
dimensions. In order to assess this possibility, 
research attention was focused on the bioconvection 
response performed by aquatic microorganisms. 
Analyses on the circulatory movement in association 
with the attern formation response revealed that 
the spatio-temporal patterns of biocnvection were 
really sensitive to the alteration of the gravity 
performed by the parabolic flight of the air plane. 
In addition, energy required for the swimming 
performance in ciliate protozoa was analyzed using 
a newly designed set-up. Paramecium was revealed 
to consume 70 % of its total energy consumption for 
the ordinal swimming performance.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 7 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　平成 19 年度は学部生に対し、専攻科目として、生
物物理学、バイオメカニクス、比較生理学、動物生
理学実習、生物学実習 II を開講（実習は他教員と合同）
し、コア科目として一般生物学・臨海実習を担当した。
大学院生に対しては、細胞生理学特論、細胞生理学
特論演習、生物学演習（前期課程）、生命応答ダイナ
ミクス、同演習（後期課程）を開講した。また、特
別研究として、大学院前期 1 名、後期 3 名の研究指
導を行った。一部の後期学生については、その研究
内容が論文として学会誌に掲載された。

Educational activity for undergraduate students: 
Lecture: Biophysics, Biomechanics, Comparative 
Animal Physiology
Experiment: Animal Physiology, Basic Biology II, 
General Biology and Marine Biological Experiment
Educational activity for postgraduate students: 
Lecture: Cell Physiology, Cell Physiology (Seminar), 
Dynamics in Biological Responses, Dynamics in 
Biological Responses (Seminar)。
Research for thesis: one master course student and 
three doctor course students. Students in doctor 
course published joint papers for academic journals.

　微小重力環境下での生物の飼育と維持。特に長期宇宙飛行を想定した生物キャリアーの開発。これらをもと
にして、長期宇宙実験を企画運用する。

　私の専門は動物生理学。動物たちが生きるためにどのような工夫をしているのかを調べています。生命の長
い歴史の中で培われてきた工夫の数々は、生き物のしぶとさと繊細さ、泥臭さの中にちらっと見える何とも言
えない優美さを示しています。生き物の持つ不可思議さと素晴らしさ。それがなぜ不思議なのか、なぜ素晴ら
しいのか。それを「科学の言葉」で語ってみたいと思いませんか。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 元岡　展久　（MOTOOKA Nobuhisa）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（工学）
 職名： 准教授
 専門分野： 建築設計学、建築意匠・歴史
 URL： http://www.eng.ocha.ac.jp/architecture/motookastudio/index.html
 E-mail： motooka.nobuhisa@ocha.ac.jp

18 世紀建築史／建築教育／近代住宅論／建築表現論／ブルーノ・タウト研究
History of Architecture in the 18th Century ／ Education of Architecture ／
Modern Individual House Design ／ Representation of Architecture ／ Bruno TAUT

・建築作品の基本設計ならびに実施設計『桜山のカフェ』, 元岡展久 + 福田洋子設計 , 愛知県名古屋市
・秋山信彦、稲山正弘、元岡展久、他『スギ 3 層パネルによる梁部材のモーメント抵抗接合部の曲げ試験』、

第 58 回日本木材学会大会 ( つくば ) 、2008.03
・『 みんなのスマートハウスみんなでデザイン』公開セミナー発表、ヒューマンインタフェース学会 SIGUBI

研究談話会、2007.09
・『ユビキタスコンピューティングは生活を変えるか』公開セミナー企画、実施、司会、お茶の水女子大学本

館 2 階 209 講義室 , 2007.11

　「建築設計」に関する理論、手法、教育について、
18、19 世紀西欧の建築を中心に研究をおこなってい
る。建築家が設計する際に描く様々な図面を分析し、
これらと実際に建てられた建築物や、出版された理
論等と比較することで、設計過程において空間を「描
く」行為の意味を分析している。こうした「建築設計」
についての研究成果を、教育に反映させると同時に、
実際の建築物の設計においても実践している。具体
的な設計では、名古屋市の狭小敷地にカフェを併設
した住宅を計画した。また、ユビキタス・コンピュー
タを応用した実験住宅についても取り組んでおり、
新たな木質構造をもちいて、実験住宅を設計してい
る。この実験住宅は 2008 年度に完成予定である。

　Theories and design techniques on architecture 
in 18th and 19th centuries’ Europe are my current 
research themes. By comparing architectural 
theories and educational systems with concrete 
building works of these periods, I analyze the 
significance of “drawing” in the creation process of 
architecture.
At the same time, based on the result of these 
studies, I practice design skills in proper building 
construction. Last year, I designed a house+cafe 
in Nagoya. I am also undertaking an ubiquitous- 
computing house project which will be realized in 
2008.

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部教育：
建築分野の学問は多岐にわたる。したがって建築
に関する教育は、自らの研究分野のみならず、幅
広い分野での講義ならびに実習が必要となる。本
学科カリキュラムにおける「居住環境学」「建築物
理学」などの建築学関連授業では、幅広い領域を
カバーするよう、建築構造、計画、環境、意匠の
体系にそった講義をおこなった。「住居学概論」で
は、図面製図、住まい方調査などの実習を取り入
れた授業をおこなった。また、人間・環境科学実
験実習では、大手ゼネコンの技術研究所の協力の
もとに、構造材料実験の内容を整備した。

卒論指導：
5名の学生の卒業論文指導をおこなった。それぞれ、

「外部空間における着座に関する研究」「タンザニ
ア連合共和国の学校建設」「ドイツのジードルンク
の変遷に関する比較研究」「国産杉 3 層クロスパネ
ルを用いた木質ラーメン構造の有用性」「かみのや
ま温泉における観光客の景観評価についての実証
的研究」というテーマで論文を指導した。

UNDERGRADUATE EDUCATION
For architectural education includes a large field 
of studies, lectures and practices of a wide domain 
are necessary. In the class of “Introduction to 
Housing” , basic architectural and urban problems 
are lectured, including house design practices. In 
the other 3 lecture courses that I had in 2007, 
I concentrated mainly on the categories below: 
architectural structure, architectural planning, 
environmental engineering, and architectural 
design.

GRADUATION THESIS
Five students conducted their researches under 
my direction. Their thesis’ titles are: “Outer Space 
Sitting” , “School Construction in United Republic 
of Tanzania” , “Comparative Study on Transition of 
Siedlung in Germany” , “The Usefulness of Timber 
Frame Structure Using Three-cross-layered Panels 
of Japanese Ceder” , and “An Empirical Study on 
Landscape Evaluation for Tourists in Kaminoyama 
Onsen” .

　「建築設計」に関する理論、手法、教育についての研究は、いわば人々が建築をどのようにとらえ、何をも
とに設計していたかという点を明らかにすることである。
1）「建築の形態分析」では、建築家のデッサンや、実作品に現れた形態を調査比較し、建築家が空間を創造す

る際の思考や手法を解析する。
2）建築を専門にしない市民や子供たちを対象とした「住育」に関する国際比較調査から、「住育」教材開発を

試みる。
3）近代の都市小住宅空間についての研究をおこない、その研究成果から具体的な住宅設計を実践し、社会へ

の関わりを積極的に進める。
　現在、共同研究を行っているテーマ、ならびに共同研究、受託研究が可能なテーマとして、主として以下の
ものがあげられる。
木造建築の構法開発（古材、間伐材を利用した住宅建設技術）ならびに、木造住宅の設計
子供の「住育」の国際比較、ならびに子供の環境教育用教材開発
ブルーノ・タウトの住宅に関する研究（実測調査、ならびに保存についての検討）
ユビキタス・コンピュータを応用した未来住宅の提案と設計

　元岡研究室は、建築や都市の空間のデザインを専門とする研究室です。美しい空間とはどういう空間なので
しょう。建築にあらわれた「かたち」は、どんな意味を持っているのでしょう。建築を設計する際に、何をど
のように考え、どのようにデザインしていくべきなのでしょう。過去の建築から現代の建築にいたるまで、様々
な作品を対象に実例を分析し、作品にある美の根拠を探っていきます。巨匠建築家の作品についても分析し、
具体的な作品にあらわれた「かたち」から、その設計の思想や設計の手法を考察していきます。こうした研究
の成果を、自らの建築やインテリアの設計へとつなげ、社会のなかで建築デザインを実践することを目指して
います。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

 氏名： 森　義仁　（MORI　Yoshihito）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 薬学博士（1988 北海道大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 非平衡系
 E-mail： mori.yoshihito@ocha.ac.jp

非平衡／非線形／振動現象／パターン形成
non-equilibrium ／ nonlinear ／ oscillatory phenomena ／ pattern formation

・Pattern formation of a thin film is characteristically sensitive to chemical stimuli,
Nakata, Satoshi; Terada, Akane; Yamada, Akiko; Denda, Mitsuhiro; Mori, Yoshihito,
Materials Science & Engineering, C: Biomimetic and Supramolecular Systems  (2007),
27(4),  633-638.

・Congener profiles of PCB and a proposed new set of indicator congeners,
Ishikawa, Yukari; Noma, Yukio; Mori, Yoshihito; Sakai, Shin-ichi,
Chemosphere  (2007),  67(9),  1838-1851.

・PCB decomposition and formation in thermal treatment plant equipment,
Ishikawa, Yukari; Noma, Yukio; Yamamoto, Takashi; Mori, Yoshihito; Sakai, Shin-ichi,
Chemosphere  (2007),  67(7),  1383-1393.

・EU における留学生へのフレームワークづくりの概念に学ぶアフガニスタンの女子教育支援、
藤枝修子、森　義仁、
広島大学教育開発国際協力センター (CICE) 国際教育協力論集、第 10 巻第２号、153-157(2007).

　ニトロセルロースの有機溶媒液滴の乾燥に伴う、
液滴の形態変化について研究を行った。乾燥後の形
態は大よそ３種類あり、ドーナツ型、パンケーキ型、
メキシカンハット型である。特に、メキシカンハッ
ト型の形成について、湿度や温度に関する依存性に
ついて調査した。さらに、この形成における重力効
果ついても調査した。その成果を第三回国際宇宙物
理科学会議および JAXA 微小重力化学物理研究会に
おいて報告した。

　We have studied the pattern formation of organic 
solvent drops of nitrocellurose under drying. The 
three types of the patterns are observed after dried. 
They are a doughnut, a pancake and a Mexican type. 
Especially we examined the formation of the Mexican 
type depending of humidity and temperature. 
Moreover the gravity effects on the formation was 
examined . The experimental results  were reported 
on Third International Symposium Physical Science 
in Space and JAXA Meeting of Micro-gravity in 
Chemical Physics.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　乾燥、混合、分離などの化学操作には、しばしば
非線形現象が観測されるが、多くの場合には、この
ような現象が起こらないような操作に注意が払われ
てきた。このような現象を非平衡系の視点から再度
検討することを研究の方針とし、さらに、教育にお
いても重要視する。
　講義「非平衡系化学」、「非線形化学」。

　On chemical engineering processes as drying, 
mixing and separation, nonlinear phenomena are 
sometimes observed. But efforts have been made to 
control the phenomena not to appear in most cases. 
We again focus on those phenomena from viewpoint 
of nonlinearity, which is not only research driving 
policy but also is emphasized in education. Lectures 
are given on “Non-equilibrium Chemistry” , “Non-
linear Chemistry” .

　ペーパクロマトグラフィーや薄層クロマトグラ
フィーにおける分析物の展開パターンの解析、高粘
性流体混合における化学反応過程

　Analysis of developing patterns of analytes 
on a paper chromatograph and a thin layer 
chromatography, chemical processes in mixing 
highly viscous fluids.

　簡単な実験装置で観測される非平衡非線形現象に
はまだ十分に解けてないものがあり、それらはわた
したちの自然界に対する興味を刺激するものである。

　Enough Not solved are some non-equilibrium 
and non-linear phenomena observed with a simple 
experimental setup and they stimulate our interest 
on the nature.

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 森川　雅博　（MORIKAWA　Masahiro）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1987　京都大学）／ PhD
 職名： 教授
 専門分野： 宇宙物理学（特に宇宙論）
 URL： http://skycat.phys.ocha.ac.jp/hiro/
 E-mail： hiro@phys.ocha.ac.jp

暗黒物質・エネルギー／ BEC ／相転移／自己重力系／乱流
dark matter ／ dark energy ／ BEC ／ phase transitions ／ self-gravitation ／ turbulence

・Tadashi Nakajima & Masahiro Morikawa “An Interpretation of Flat Density Cores of Clusters of Galaxies by 
Degeneracy Pressure of Fermionic Dark Matter: A Case Study of A1689” 『The Astrophysical Journal 655』 
2007 p.135-143

・Akika Nakamichi, Takayuki Tatekawa, and Masahiro Morikawa ” Statistical mechanics of SDSS galaxy 
distribution and cosmological N-body simulations” 『AIP Conf. Proc. 965』 2007 p.267-272

・Masahiro Morikawa ” Dynamics of Collision-less Self-gravitating Systems and Dark Turbulence” 『AIP Conf. 
Proc. 970』 2008 p.269-287

・Yasuhide Sota, Osamu Iguchi, Tohru Tashiro, and Masahiro Morikawa ”  Self-organized relaxation in a 
collisionless gravitating system” 『Phys. Rev. E 77』 2008 p.051117-051125

　相転移の視点から、宇宙物理の境界領域をつなぐ統一論を追
及していく結果の概要です。宇宙における相転移が多彩に展開
していく可能性を見出しました。各階層における詳細は以下の
とおりです。
 
1.【ＢＥＣ宇宙論 (BEC 量子相転移 )】
ボーズアインシュタイン凝縮 (BEC) に基づく暗黒エネル
ギーと暗黒物質の統一モデルをそのまま初期宇宙に拡
張して、インフレーションの自然な始まりと終焉、再
加熱機構と宇宙項問題を解明した。特に、宇宙膨張が
一瞬止まるスタグフレーション時期がかなり一般に起
こることを見出し、この時期の一様 BEC 不安定性か
ら、宇宙項問題解決の重要な足がかりを得た。宇宙で起
こった 2 つの加速膨張期を暗黒物質・暗黒エネルギー
とともに統一的に記述するモデルとして重要である。 

2.【暗黒乱流 ( 層流・乱流相転移 )】
暗黒物質の揺らぎが非線系に成長していく過程で乱流状態に
なり、様々なスケーリング則を示すことを見出した。スモル
コフスキーの合体成長方程式とのアナロジーに基づいて、ナ
ビアストークス方程式からコルモゴロフ則を導出してこれを
応用した。特に、スケール依存する速度分散・M/L 比、角
運動量 - 質量関係、パワースペクトルなどの基本的なスケー
リングが統一的な視点から見出された。中でもスケール依存
した磁場エネルギーの冪的振る舞いが見出され、宇宙の中
でのダイナモ機構のかなり普遍的な存在が強く示唆された。 

3.【局所ビリアル関係 ( 重力の相転移 )】
自己重力系が示す準平衡状態を特徴付ける重要な指標とし
て、部分系に対しても成立する局所ビリアル関係を見出し、
それが各部分の一様蒸発率の過程から導けることを議論し
た。このことは 2. とともに、宇宙の様々なスケーリングを
説明するための大きな柱となる。

4.【ボイド確率と統計】
SDSS の大規模な銀河赤方偏移観測とN体数値計算から、宇
宙の密度揺らぎを記述する統計力学を選定する議論を行っ
た。これに基づくと、非加法的でロングテイルを持つ統計力
学が最も忠実に揺らぎの進化を記述し、これに基づいて現在
におけるボイド確率を予測した。結果として、最近報告され
ている 140Mpc サイズの巨大ボイドでも、標準的な統計力
学ではまったく不可能であるが、自然に存在しうることを見
出した意義は大きい。

　Phase transition from the perspective of the universe to 
connect the physical perimeter of a unified theory will result in 
the pursuit. Space is the transition phase will expand the range 
of possibilities 見出しました . Levels of each show is as follows.  
[1 BEC cosmology (BEC quantum phase transition)]Bose-
Einstein condensate (BEC), based on dark energy and dark 
matter in the early universe as a unified model to extend the 
natural beginning and end of inflation, reheating and Space 
Agency Section to investigate the problem. In particular, 
the expansion of the universe is a momentary period of 
stagflation stop it occurring headlines fairly common for this 
time of instability in a BEC from the space term problem-
solving gained an important foothold. Accelerating the 
universe's expansion occurred in a period of two dark matter 
and dark energy as a unified model to describe important.  
Two. [Dark turbulence (laminar-turbulent transition phase) 
fluctuation of dark matter is non-linear system in the process 
of growing state of turbulence and the various scaling law 
to indicate that 見 出 し た . Smoluchowski coalesced growth 
equation based on analogy with the law NABIASUTOKUSU 
Kolmogorov equation is to be derived from the application 
of this. In particular, depend on the speed scale distributed 
M / L ratio, the angular momentum - mass relations, such 
as power spectrum of basic scaling found in a unified 
perspective. Among the powers-scale energy-dependent 
behavior of the magnetic field was found in the space dynamo 
mechanism in a fairly universal presence is strongly suggested.  
Three. [Local virial relationship (phase transition of 
gravity)] has shown quasi-balanced system of self-gravity to 
characterize the state as an important indicator of a partial 
system to be established relationships with local virial 
headlines, but each part of the uniform rate of evaporation 
from the process 導ける to discuss it. This is 2. In addition, a 
variety of space to explain the scale and become a major pillar.  
Four. [] Void probability and statistics in the SDSS galaxy 
redshift of a large body of observations and numerical 
calculations N, fluctuations in the density of the universe by 
describing the selection of statistical mechanics discussion. 
This is based on a non-additive with a long tail in statistical 
mechanics is the most faithful to describe the evolution of 
fluctuation, which based on current forecasts of the likelihood 
of Boyd. As a result of the recently reported that 140 Mpc 
giant-sized void in the standard statistical mechanics is 
not impossible, but it can be naturally present in 見 出 し た
significance.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 4 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

【力学系】
大学での物理の基礎をほぼ概観しつつある 2年生の前期に、
教員から学生への一方向的な講義だけでなく、身につけた知
識を自ら再構成して発表していくスタイルの講義。従って題
材は自分たちで選択し、自分たちの基礎知識を論理的につな
げていって現象を解明していく。取り上げた主な題材は、ラ
トルバック、磁気浮遊独楽、波動としての音と光、など。

【物理英語】
1年生前期。高校までのほとんどが日本語で行われる英語の
授業とは異なり、英語の専門書を読みながらそれを英語で発
表しあう形式の講義。それを表現したくても適切な英単語が
思い出されない場合でも、その事柄を別の英語表現で伝える
技術や、英語のまま論理をつなげていく過程を重視した。

【相対論】
講義のはじめに相対論に関して知りたいことを、まず学生に
じっくり聞いて、それら多数の題材を論理的に自然につな
がるように並べて講義の流れや題材を決めた。特に、4次元
空間におけるベクトルやテンソルを単に数式として捕らえ
るだけでなく、相対的に把握するために、視覚的な工夫を
重視した。具体的には、最近導入された数式処理システム
Mathematica を用いて、可能な限り相対論を視覚化した。単
に視覚にとどまらず、音を使っての表現も有効であることを
見出し、徐々にその方面の表現も開拓しつつある。

【宇宙物理学】
講義のはじめに宇宙物理学に関して知りたいことを、まず学
生にじっくり聞いて、それら多数の題材を論理的に自然に
つながるように並べて講義の流れや題材を決めた。特に今年
度は、宇宙論の基礎を学びたい学生が多かったので、一般相
対論を中心に講義した。学生が自分で計算していけるよう
に、詳細な議論を展開し、特に複雑なテンソル計算には GR-
tensor II というフリーの数式システムを導入しその使い方も
講義した。

[Dynamics] 
Basic physics at the University of view, while nearly two in 
the previous fiscal year student, teachers and students to a 
one-way lecture, as well as wearing their own knowledge to 
reconfigure the style will announce the lecture. Therefore, 
they can choose any subject of their basic knowledge in a 
logical way to combine them to investigate the phenomenon. 
Major discussed the subject of the RATORUBAKKU, magnetic 
Top suspended, as a wave of sound and light, and so on.  
[English in physics] 
Lower first-year student. Most Japanese high school to 
be held in English classes, unlike the English, reading 
a treatise published in English, it's another form of 
lectures. I want to express it in the appropriate English 
words escape, even if the matter to another English 
expressions conveying technology and the English 
will remain logical to combine the process-focused.  
[ Relativity ]
Lecture at the beginning of relativistic want to know about 
it, first take the time to listen to students, many of those 
subjects in a logical way to be connected to the natural 
flow of the lecture arranged by subject matter and decided. 
In particular, four-dimensional space of just a simple 
formula as vector or tensor captor, as well as relative 
to grasp the emphasis on visual ideas. Specifically, the 
processing system recently introduced by a formula using 
Mathematica, relativistic possible to visualize. Just visual 
but also a representation of sounds to be effective heading 
gradually toward the settlers, while also represented.  
[Astrophysics ]
Lecture at the beginning of the universe you want to know 
about physics, first take the time to listen to students, 
many of those subjects in a logical way to be connected 
to the natural flow of the lecture arranged by subject 
matter and decided. Especially this year, students learn 
the basics of cosmology was the heart of general relativity 
to lecture. Students were able to calculate your own way, 
detailed discussions to expand the valuations are especially 
complex tensor GR-tensor II-free formula that the system is 
introduced, the use and lectures.

　引き続き相転移の視点から、宇宙物理の境界領域をつなぐ統一論を追及し
ていく。以下のテーマは密接に関連する。

【ＢＥＣ宇宙モデルの初期宇宙への応用】
我々が提唱している新しい宇宙モデルをさらに発展させる。特に今までの
解析で得られたモデルをそのまま初期宇宙に応用することを考える。特に、
インフレーションに対して新しい機構を提案し、宇宙項問題の解決を目指
す。すなわち、ＢＥ凝縮により自然にインフレーションが始まり、スタグ
フレーション機構によりインフレーションが終結する。同時に、後者の機
構、およびＢＥＣの不安定性によって、宇宙項が零に自動調整される。こ
の理論を発展させて宇宙項問題を完全に解決する。

【量子―古典相転移の発展】
今までに我々が解析してきた、量子測定と自発的対称性の破れの議論がか
なり一般的に成立しそうだということがわかってきた。この方面の発展と
して、初期宇宙における密度揺らぎの発生を議論していく。特に、一般化
された有効作用の方法を、宇宙膨張によってスクイーズされた真空に対し
て計算する。これによるＢＥＣ秩序変数のパワースペクトルを計算してい
く。観測からのＣＭＢスペクトルと詳細を比較検討したい。

【自己重力系の秩序構造の普遍性に向けての発展】
今までに提案された「局所ビリアル関係」の応用として、暗黒物質の乱流
モデル (CDT) を提唱したい。これは、暗黒物質が火面を通過して本質的な
火線形領域に突入したあと、乱流状態になり、特有のスケーリングを示す
というシナリオである。その方法としてスモルコフスキーの合体方程式を
提案したい。同時に、この方法を用いて一般流体における乱流の揺らぎの
性質や統計力学も解明していきたい。

【非平衡場の理論の方法で、不可逆性・動的相転移を記述する発展】
相転移のミクロな記述として、一般化された有効作用の方法の持つ仮定を
吟味することから始めたい。この方法は有効ではあるが、自由度の扱いに
関してひとつの重要な仮定を含む。この正当化がどこまでできるか吟味す
る。特に、付可逆過程の導出に繰り込みが必然であることを確立したい。

　Continue to phase transition from the perspective of the universe to connect 
the physical perimeter of the unified theory to pursue. The following themes 
are closely related. 
[BEC space to apply the model of the early universe ]
We have proposed a new model to further develop the space. In particular, 
the analysis so far achieved in the early universe as a model to apply them 
to think about. In particular, inflation for the proposed new scheme, aimed 
at settling the problem of cosmic terms. In other words, BE condensed 
nature of inflation begins and stagflation mechanism of the end of inflation. 
Simultaneously, the latter mechanism, and the instability of the BEC, space 
term is automatically adjusted to zero. This theory has been enhanced space 
term problem altogether. 
[Quantum - the development of classical phase transition ]
Our analysis so far has been a quantum measurement and spontaneous 
symmetry breaking the discussions are very likely to pass generally known 
that. The direction of the development of the density fluctuations in the early 
universe to discuss the outbreak. In particular, effective action by the public 
how to squeeze the vacuum of space for expansion calculation. This variable-
BEC order to calculate the power spectrum. More observations of the CMB 
spectrum and a comparative study. 
[Self-ordered structure of the system for the development of universal] 
So far it has proposed a "local virial relationship" as applied, turbulent dark 
matter model (CDT) proposed. This is the dark matter through the surface of 
the fire is essentially a form of firing into space after a turbulent state and to 
demonstrate its scaled-specific scenarios. Smoluchowski coalesced as a way 
of the proposed equation. Simultaneously, this generally means fluctuation of 
the fluid nature of turbulence and statistical mechanics and clarify the issue. 
[Non-equilibrium field theory of how the irreversible transition to describe the 
dynamic phase of development ]
Described as a micro-phase transition, a generalized way of effective action 
has to begin to examine the assumption. This method is valid, but the 
degree of freedom in the treatment of assumptions, including an important 
one. This could be justified to examine to what extent. In particular, with 
Renormalization reversible process is a derivation of the necessity to establish 
it.

相転移を視点とした宇宙の研究詳細は http://skycat.phys.ocha.ac.jp/app  をごらんください。

　◆メッセージ

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 森田　寛　（MORITA Yutaka）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 医学博士 ( 東京大学 1984)
 職名： 教授
 専門分野： 内科学、アレルギー学、呼吸器病学
 URL： http://www.ocha.ac.jp/healthho/index.html
 E-mail： morita.yutaka@ocha.ac.jp

気管支喘息／気道炎症／マスト細胞／好塩基球／吸入ステロイド
bronchial asthma ／ airway inflammation ／ mast cell ／ basophil ／ inhaled steroid

・Adachi M, Ishihara K, Inoue H, Kudo K, Takahashi K, Morita Y, Masuda K, Tkada Y, Kato R, Miyamoto T. 
Efficacy and safety of once-daily inhaled ciclesonide in adults with mild to moderate asthma: A double- 
blind, placebo-controlled study. Respirology 2007;

・Adachi M, Ishihara K, Inoue H, Kudo K, Takahashi K, Morita Y, Masuda K, Sakai T, Kato R, Miyamoto, T. 
Efficacy and safety of inhaled ciclesonide compared with those of chlorofluorocarbon beclomethasone 
dipropionate in adults with moderate to severe persistent asthma. Respirology 2007;12(4):573-80.

・森田　寛．気管支拡張薬、他．水島　裕、編集．今日の治療薬．2007 年版．東京：南江堂；2007. 
pp304-7, pp314-7, pp371-4, pp441-2, pp454-72, pp657-61, pp672-9, p682, pp685-7, pp694-5, pp871-2, 
pp877-82, pp901-4, p908.

・森田　寛．アレルギーとアレルギー疾患．近藤和雄、脊山洋右、藤原葉子、森田　寛、編集．疾患の成り立ちⅡ．
臓器別の病気．東京：東京化学同人；2007. pp199-213.

・森田　寛．喘息とサイトカイン．気管支喘息：最新の臨床と研究．日本胸部臨床　2007;66:S44-50.

・気管支喘息の本態である気道炎症の発症機序を好
塩基球、マスト細胞に焦点を当てて解明する。

・気管支喘息の治療法を研究する。

・to elucidate the role of mast cells and basophils 
in the pathogenesis of airway inflammation in 
bronchial asthma

・to study asthma therapy

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 10 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

・生活科学部食物栄養学科の学生に「病理学」、「臨
床医学概論Ⅱ」を講義した。

・人間文化研究科ライフサイエンス専攻の学生に「健
康医学特論」、「ライフサイエンス論」を、特設遺
伝カウンセリングコースの学生に「解剖学」を講
義した。

・I lectured on pathology, and clinical medicine in 
Nutrition and Food Science, Faculty of Life and 
Enviromental Sciences.

・I lectured on common diseases, and anatomy in 
Life Sciences, Graduate School of Humanities and 
Sciences.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 森光　康次郎　（MORIMITSU　Yasujiro）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（農学）　（1992　名古屋大学）
 職名： 准教授
 専門分野： 食品機能化学、食品分析化学、食品有機化学
 URL： http://www.food.ocha.ac.jp/foodchem/foodchem.htm
 E-mail： morimitsu.yasujiro@ocha.ac.jp

食品機能性成分に関する研究／食用植物中の機能性含硫成分／野菜の消費拡大を目指した応用研究／
ミャンマー果菜類に関する研究／酸化ストレスに関する基礎研究
Studies on Food Phytochemicals ／ Organosulfur Compounds in Edible Plants ／
Applied Studies on the Crusifer Vegetables ／ Studies on Myanmar Fruits and Vegetables ／
Basic Studies on Oxidative Stress

・Morimitsu, Y. and Kubota, K., "Bioavailability of flavor as a very small amount of non-nutrient", Aroma 
Research, 9(1), 58-62, (2008).

・Kurobayashi, Y., Katsumi, Y., Fujita, A., Morimitsu, Y., and Kubota, K., "Flavor Enhancement of chicken broth 
from boiled celery constituents", J. Agric. Food Chem., 56(2), 512-516, (2007).

・Miyake, Y., Mochizuki, M., Okada, M., Hiramitsu, M., Morimitsu, Y., and Osawa, T., "Isolation of antioxidative 
phenolic glucosides from lemon juice and their suppressive effect on the expression of blood adhesion 
molecules", Biosci. Biotech. Biochem., 71(8) : 1911-1919, (2007)

・Ohata, M., Kohama, K., Morimitsu, Y., Kubota, K., and Sugawara, E., "The formation mechanism by yeast of 
4-hydroxy-2(or 5)-ethyl-5(or 2)-methyl-3(2H)-furanone in miso", Biosci. Biotech. Biochem., 71(2), 407-413 
(2007).

・Jiang, L.-H., Shoji, T., Kanda, T., Morimitsu, Y., and  Kubota, K., "Stable anthocyanin compound and method 
for producing same", PCT Int. Appl. (JP 2005-323564), 24pp (2007).

　野菜を中心とした食品機能性成分を化学的に明ら
かにするとともに、その生理作用機構などを生化学
的アプローチにて解析を行った。2007 年度はアブラ
ナ科野菜を中心に研究を進めた。特にダイコンの加
工品への応用やベビーリーフに関する研究について
成果を蓄積できた。共同研究では香辛成分に関する
研究を継続して行った。
　研究題目は以下の通りである。
1. 食品機能性成分とその生理機能に関する研究
2. アブラナ科野菜に関する加工及び機能性研究
3. ミャンマー産食用植物の化学成分と機能性研究
4. 野菜利用拡大を目指した基礎と応用研究
5. 香辛成分と辛味受容体に関する共同研究

（その他、共同研究等による研究題目は秘密保持のた
め公開を全て省略する）

　Chemistry and Biochemistry of the bioactive 
compounds in food stuffs have been steadly 
investigated. In 2007, studies on the crusifer 
vegetables and baby leaves of vegetables were 
achieved well.
Our research titles in 2007 were as follows:
1 .  Chemi s t r y  and  b i oava i l ab i l i t y  o f  f ood 
phytochemicals.
2. The crucifer vegatables: constituents and 
functionality.
3. Chemical and applied studies on the edible plants 
in Myanmar. 
4. Basic and applied studies on vegetables for 
expanding the Japanese consumption.
5. Joint studies on the hot-taste compound and its 
receptor.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件／特許（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits



487

　学部教育においては、「基礎有機化学」と「食品分
析化学実験という基盤科目から「食品機能論」や「卒
業研究」などの専門科目までを網羅し担当した。さ
らには、全学共通科目として、基礎ゼミⅠ（教職総
合演習）も担当した。
　また、大学院教育では、「食品機能・分析化学特論（前
期課程：集中）」と「食品分析化学 ( 前期課程）」、「食
品生理機能学（後期課程）」を通し、一貫して食品の
成分と機能性に関する専門知識、最先端の研究内容
などを教え、食と健康科学の社会的必要性とその専
門性が要求されている現状を伝えた。
　研究指導においては、食品成分分析からの機能性
成分の単離と構造解析を含む各種機器分析、及び機
能評価法についての研究教育を行った。
　さらには、全学共通機器 ( 質量分析機 ) の管理を通
して、ユーザー学生への講習会とメンテナンスなど
の業務による関連・非関連全学生への奉仕を行った。
　また、危険物取扱管理者 ( 甲種 ) と第一種衛生管理
者の資格を取得し、学生及び学内の安全に貢献した。

　From the fundermental subject “Fundermental 
Organic Chemistry”  to the special  subjects 
“Investigation for Undergraduates” were taught to 
undergraduates. Through the subjects “Chemistry 
and Functionality for Food Factiors (master course)” 
and “Ideas of Food Functions (doctor corse)” , the 
special knowledges and advanced scieces of this 
research area, were taught to the graduated students 
consistently. And I commented to the students 
that the social necessity and requirement of high 
specialty for this research area of food factors were 
also very important. 
　At the experiment education, I taught and 
navigated the isolaton and identification of food 
factors from edible plants, and how evaluation for 
functionalities of food factors by using in vitro and 
in vivo methods.
　Also, I have administered the common equipment 
(MS) of this university for supporting all students’ 
experiments.
　On the other hand, I have gotten two special 
licences for the safety of all experimentations.

1. 食のおいしさを第一義とし、食の健全性を重視した上での新たな機能性研究分野のさきがけ的研究を試みる
（つまり、おいしくて健康というイメージ）。

2. 日本の野菜消費拡大を目指した野菜のおいしさ、成分化学的、そして生理機能的研究の展開と、実用化へ向
けての応用研究（地域農産物の振興や新食用素材の開発）。

3. ユニークな食品含硫成分の基盤的研究
4. においの生理機能研究
5. 酸化ストレスを介した生理機能性の二面性研究とその制御方法の開発

　2008 年 3 月に、京都大学の村上明先生と「健康一年生」（丸善出版）という拙本を共著で出版しました。
一般向けに書いた「食と健康」に関する情報（食情報）の本ですので、興味ある方は読んでみて下さい。TV
番組の捏造問題に始まり、食品の偽装問題や農薬混入問題など、昨今「食の安全・安心」が話題になり続けて
いますね。また、日本の食料自給率低下や農産物の価格高騰など諸問題がジワジワと食生活を苦しめ出しまし
たね。
　まず、「食情報」の真偽について、自らの手で科学的な研究をして調べてみませんか？食べものの機能性研
究は、身近な話題だけあって大変面白い世界なんですよー！ (^^) そして、正しい「食と健康」の在り方を一緒
に勉強し考えてみましょう。また、日本の農産物の生産と消費の将来を科学研究を通して元気づける方法を、
一緒に模索しませんか？
　とにかく、食品成分に関する研究を一生懸命にやってみたい人、また食べ物が大好きな人をお待ちしていまー
す。(^^)/

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 守谷　智美　（MORIYA Tomomi）
 所属： 教育事業部（コミュニケーション・システムの開発によるリスク社会への対応）
 学位： 言語文化修士
 職名： アソシエイトフェロー
 専門分野： 日本語教育、異文化間教育
 E-mail： moriya.tomomi@ocha.ac.jp

日本語教育／異文化間教育／異文化間コミュニケーション／コミュニティ心理学 
Japanese Language Teaching ／ cross-cultural education ／ cross-cultural communication ／
community psychology

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

・守谷　智美 (2008、印刷中）「中国人研修生の日本語学習意欲と研修環境の認識との関連　―実務型研修に
おける日本語教育への示唆―」コミュニティ心理学 11(2)

・加賀美常美代、守谷智美、岩井朝乃、朴志仙（2008、印刷中）「韓国における子どもたちの日本イメージの
形成過程― 9分割統合描画法による分析から」異文化間教育 28号

・岩井朝乃、朴志仙、加賀美常美代、守谷智美（2008、印刷中）「韓国『国史』教科書の日本像と韓国人学生
の日本イメージ」言語文化と日本語教育第 35号

・石塚美絵・宮副ウォン裕子・守谷智美（2008、印刷中）「メディア・リテラシーを育てる『現代大衆文化』
―参加者の多様性・多文化理解を促す本後授業実践―」桜美林大学教育論叢第 5号

・宮副ウォン裕子・石塚美絵・守谷智美（2008、印刷中）「参加者の多文化・多言語背景をリソースとして生
かした授業実践―メディア・リテラシーの育成を目指す『現代大衆文化』―」ヨーロッパ日本語教育シンポ
ジウム報告集

　◆研究内容　／　Research Pursuits

１．研修生を対象とした実務型研修における日本語教育支援
２．留学生を対象とした日本語教育支援
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

１．アジアにおける日本語学習動機・学習意欲に関する研究、特に現代大衆文化との関連の観点からの分析
２．技術研修生に対する実務型研修における日本語教育支援の可能性

・日本語上級レベルの留学生を対象とした「現代大衆文化」、読解、口頭表現
・学部留学生に対するアカデミック・ライティング

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 森山　新　（MORIYAMA、 Shin）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学博士（日本語教育学）、教育学修士（日本語教育学）
 職名： 准教授
 専門分野： 応用言語学（日本語教育学、第二言語習得、認知言語学）
 URL： http://jsl.li.ocha.ac.jp/morishin1003/
 E-mail： moriyama.shin@ocha.ac.jp

応用言語学／認知言語学／第二言語習得／日本語教育
Applied Linguistics ／ Cognitive Linguistics ／ Language Acquisition ／ Japanese Language education

・「認知言語学的観点を生かした日本語教授法・教材開発研究」（平成 17-19 年度科学研究費補助金基盤研究 C、
研究代表者：森山新）最終報告書、p.267

・『現代日本語教育の理解』（共著、ソウル：J&C）
・『ベーシック日本語教育』（共著、東京：ひつじ書房）
・「日本語の習得・教育研究への認知言語学の応用可能性」『「21 世紀における北東アジアの日本研究」国際シ

ンポジウム論文集』、北京日本学研究センター
・「応用認知言語学的な日本語教育の試み」『日本認知言語学会論文集』、日本認知言語学会

　科研基盤研究 C「認知言語学的観点を生かした日
本語教授法・教材開発研究」の最終年度として、日
本語学習者が構築する格助詞ヲ・ニ・デの意味構造
を実験的に調べ、母語話者と比較することを通して、
彼らの格助詞の習得過程を明らかにした。また 3 年
間の研究成果をもとに、認知言語学的観点から日本
語文法の教材化を試みた。これらの成果は国内外の
学会等の口頭発表や講演で発表し、科研最終報告書、

『現代日本語教育の理解』、『認知言語学から見た日本
語格助詞の意味構造と習得』、『日本語教育に生かす
認知言語学のレッスン』などで公開した。
　その他学習環境と第二言語習得との関係を明らか
にし、『多様化する言語環境とこれからの日本語教育』
として出版された。

　As the final year of the Scientific Research C “ The 
Research of Teaching Methods and Materials for 
Japanese Language Education” , I experimentally 
studied the semantic structures and the acquisition 
process of Japanese case particles; wo, ni, de of 
Japanese learners. On the basis of the study of these 
3 years, I systematized the Japanese Grammar from 
the viewpoint of the Cognitive Linguistics, and tried 
to apply to the teaching materials. These results 
were presented at the conferences in Japan, Korea, 
and China, and published in the Final Report of 
Scientific Research, “Comprehension of the Modern 
Japanese Education” , “The Semantic Structures 
and Acquisition of Japanese Case Particles from 
the Viewpoint of Cognitive Linguistics” , and “The 
Lessons of Cognitive Linguistics for the Japanese 
Language Education” .
　Furthermore, I clarified the relation between the 
learning environment and the second language 
acquisition, which I later published as “Diversified 
Language Environments and Japanese Education in 
the Future” .

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総数（ 11 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　比較日本学研究センター長として、海外の 7 大学
合同の国際日本学コンソーシアム、国際日本学シン
ポジウム、公開講演会、日中韓国際ジョイントゼミ
などのグローバルな教育プログラムを実施した。ま
た台湾大学との間で TV 会議を通じた遠隔ジョイント
ゼミを開催した。
　またグローバル文化学環の教員として、釜山外国
語大学との間で TV 会議システムを用いた遠隔共同授
業を実施した。
　さらに国際教育センター専任教員として、韓国の
同徳女子大学校から 15 名の学生を招き、第 4 回日韓
大学生国際交流セミナーを実施した。留学生に対し
ては、日本語、日本事情において日本人学生との交
流型授業を行った。

　As a director of the Center for Comparative 
Japanese Studies, I established the international 
consortium on Japanese Studies with 7 graduate 
schools in Korea, China, Taiwan, England and Czech, 
US, and the international symposium on Japan 
studies. I conducted joint education programs of 
graduate schools in China, Japan, Korea and in 
Beijing, and with the graduate school of National 
Taiwan University using a video-conference system. 
The result was published as “The Report on the Joint 
Education with a Graduate School in Abroad” .
　As a member of the faculty of the Global Studies 
for Inter-Cultural Cooperation I conducted a remote 
joint-class of Japanese language and culture with 
Pusan University of Foreign Studies.
　I, furthermore, as a faculty member of the 
International Exchange and Education Center, 
held “The 4th International Exchange Seminar for 
Japanese and Korean Students” , inviting Dongduk 
Women’ s University students, and conducted joint 
exchange classes of Japanese language and culture 
for foreign students with Japanese students.

　これまで 6 年間にわたり継続してきた認知言語学的観点からの第二言語習得研究をもとに以下のように日本
語教育への応用を試みる。
1）認知日本語文法（Cognitive Japanese Grammar）の構築
2）文法書や教材、学習辞書などの開発
3）文化を取り入れた総合的日本語教育の構築
4）遠隔教材を用いた海外日本語教育支援

　グローバル時代に私たちの言語（日本語）を再考し、それがどのような特徴を持っていて、日本人の子供や
外国人学習者にどのように学ばれており、どのように教えるのがよいか、といったことに関心のある方はぜひ
一度以下をご覧ください。
http://jsl.li.ocha.ac.jp/morishin1003/

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 八重樫　香織　（YAEGASHI　Kaori）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）（2001 お茶の水女子大学）
 職名： 助教
 専門分野： ソフトマター実験（特に膜 + 高分子複合系）
 URL： http://sofia.phys.ocha.ac.jp/imailab/index.html
 E-mail： nakaya@phys.ocha.ac.jp

ソフトマター／膜／高分子／構造転移／複合系
softmatter ／ membrane ／ polymer ／ morphology transition ／ complex system

・Yukiko Suganuma, Masayuki Imai and Kaori Nakaya, 
“Repulsive interlamellar interaction induced by addition of colloidal particles” , Journal of applied 
Crystallography (2007), vol. 40, s303-s306

・K. Nakaya-Yaegashi, L. Ramos, H. Tabuteau, and C. Ligoure 
“Linear Viscoelasticity of Entangled Wormlike Micelles Bridged by Telechelic Polymers : An Experimental 
Model for a Double Transient Network” Journal of Rheology (2008), vol.52,359-377

　新しい機能をもつウエット系ナノスケール構造体
を生み出す為に、界面活性剤（脂質）膜と高分子や
コロイド粒子を複合させるという手法が使われる事
がよくある。生体系は、界面活性剤（脂質）をベー
スに様々な機能性高分子・液晶・コロイド粒子が複
合化された高機能システムであり、このような生体
系を手本に新しい界面活性剤膜をベースとしたソフ
トマターナノ複合系を創成することは学術的に非常
に興味深く、また実学的にも重要である。これら複
合系システムのなかで、私は、特に界面活性剤膜と
高分子を複合させた系を研究対象としている。膜̶
高分子複合系では、膜弾性エネルギーと高分子鎖の
コンフォメーションエントロピーが織りなす種々の
構造形成が予測され、これまでに、実際に直感的に
は予測し得ない形状（例えば、球状膜に糸まり状の
高分子を閉じ込めた際、異方的な棒状膜に転移）お
よび階層構造を見いだしている。複合系における複
雑なキネティクスを物理的手法を用いて明らかにす
ることを目標に研究を行っている。

　Nowadays complex systems consisting of various 
soft materials, such as polymers, colloidal particles, 
liquid crystals and amphiphilic membranes have 
acquired great interests, because these complex 
materials are widely observed in biological systems 
and are extensively used in pharmaceutical, 
cosmetic, food, and other chemical industries.   By 
doping guest soft materials to a host soft material, 
the dominant interactions that stabilize the 
structure of the host soft material are modified 
by additional interactions originated from the 
restriction of translational degrees of freedom of 
the guests, which brings characteristic structural 
transitions. In particular, I have been focusing on 
the complex system of surfactant-menbrane and 
polymer because it is anticipated that it appears 
various phenomena based on a balance of energy 
and entropy, since each has large internal degree of 
freedom. I challenge understanding the complicated 
phenomenon in the membrane-polymer complex 
system by physics.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits



493

　界面活性剤膜と高分子の複合系は、その複合のさせ方によって、多様な構造形成および物性発現が予想され
る。これらのメカニズムを明らかにすることは学術的意義のみでなく、薬物送達の製剤基剤など新規材料への
応用への発展が期待される。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 矢島　知子　（YAJIMA Tomoko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（工学）（1997　東京工業大学）／ Asssistant Professor
 職名： 助教
 専門分野： 有機化学／ Organic Chemistry
 E-mail： yajima.tomoko@ocha.ac.jp

有機化学／含フッ素有機化合物／ラジカル反応／立体選択的反応
Organic Chemistry ／ Organofluorine Compounds ／ Radical Reaction ／ Stereoselective Reaction

・Photoinduced Diasitereoselective Addition of Perfluoroalkyl Iodides to Acrylic Acid Derivatives for the 
Synthesis of Fluorinated Amino Acids
Tomoko Yajima and Hajime Nagano; Organic Letters, 
2007, 9(13), 2513-2515.

・Fluorous substituent-based enantiomer and diastereomer separation: orthogonal use of fluorous and 
chiral HPLC columns for the synthesis of non-proteinogenic polyfluoro amino acids and peptides without 
fluorous tag
Tonoi, Takayuki; Nishikawa, Aya; Yajima, Tomoko; Nagano, Hajime; Mikami, Koichi
Eur.J. Org.Chem. 2008, 1331-1335

・A Short and Efficient Synthesis of Fluorine-Containing Dipeptides
Tomoko, Yajima, Aya, Nishikawa; Takayuki, Tonoi; Hajime, Nagano; Mikami, Koichi
Peptide Science 2007, 185-186

1）ラジカル付加反応を利用した立体選択的合成法の
開発
立体選択的反応の成功例の少ない、ラジカル付加
反応の立体選択的合成法の開発を目指している。
これまでに、ルイス酸による 7 員環キレーション
を利用したジアステレオ選択的な反応、α－メチ
レンラクタムへのジアステレオ選択的ラジカル付
加反応に関する研究を行っている。さらに、その
不斉触媒化を目指す。

2）含フッ素化合物の合成法の開発
医薬品や機能性材料として欠かすことのできない
含フッ素化合物の合成法の開発を目指す。
これまでに、電子不足オレフィンとヨウ化ペルフ
ルオロアルキルとの光付加反応、およびその方
法を用いた含フッ素アミノ酸の合成に成功してい
る。さらなる含フッ素化合物の合成法の開発、お
よび得られた含フッ素アミノ酸をケミカルバイオ
ロジー的に応用していく。

1) Chelation-controlled 1,3-asymmetric inductive 
radical addition.
I have reported the highly syn-selective radical 
mediated reaction of alpha-methylene-gamma-
oxycarboxylicacid esters with alkyl iodides in the 
presence of a Lewis acid. And a series of studies 
involving allylation with allyltributyltin and 
remote substituent effects was also conducted. I 
plan to investigate the possibility of asymmetric 
catalytic radical addition reactions. 

2) Development of new synthetic methods for 
organofluorine compounds based on the radical 
addition.
Organofluorine compounds possess unique 
chemical reactivity and unusual physical 
properties and are commonly employed in 
medicinal chemistry and material science. I have 
already reported the reactions of acrylic acid 
derivatives with perfluoroalkyl iodides under 
UV irradiation and have synthesized chiral 
fluorinated a-amino acids. 
Based on my results, I will extend my research to 
fluorinated peptides/proteins and the  synthesis 
of new fluorinated compounds.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　授業としては化学科 1 年生を対象とする化学実験の基礎についての基本化学実験、および 2 年生を対象とす
る有機化学実験を担当した。また、全学の安全管理概論の一部を担当し、本学における安全管理体制、危険な
化合物の取り扱いについての講義を行った。

1）ラジカル付加反応を利用した立体選択的合成法の開発
これまでに得られた、ルイス酸を用いたジアステレオ選択的なラジカル墓反応に関する知見を基に、ラジ
カル付加反応の不斉触媒化について検討を行う。

2）含フッ素化合物の合成法の開発
開発した電子不足オレフィンへのヨウ化ペルフルオロアルキルの光付加反応を基盤として更なる含フッ素
化合物の合成法を開発する。また、この手法を用いて、含フッ素アミノ酸、ペプチドを合成し、その展開
を図る。

　◆研究計画
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 安田　次郎　（YASUDA　Tsuguo）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（文学）（2002 東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 日本史学、とくに中世の寺院史や社会史
 URL： http://www.li.ocha.ac.jp/hum/yasuda.htm
 E-mail： yasuda.tsuguo@ocha.ac.jp

寺院／神社／荘園／都市／庶民
temple ／ shrine ／ manor ／ town ／ common people

・「記録の作為」（2005 ～ 2007 年度科学研究費補助金・基盤研究（Ｃ）「興福寺旧蔵文書による古文書と古記
録との関連についての史料学的研究」研究成果報告書。2008 年 3 月）

　2007 年度は、日本中世史のうち南北朝・室町時代の概説をどのように書くべきかを考えた。その結果、以
下のような編成で執筆を行った。はじめに（永仁―争乱のきざし）。第一章弓矢から打物へ（鎌倉幕府の滅亡、
公家統一の政道、尊氏と直義の離反、弓矢と打ち物）　第二章京都の幕府（幕府再興、苦闘する南朝、分裂す
る幕府、最前線としての大和）　第三章婆娑羅（婆娑羅大名、婆娑羅の芸能、身の振舞廉直、婆娑羅のちから）
　第四章中夏無為の代へ（九州の争乱、変わる荘園、義詮の治世、斯波と細川）　第五章日本国王（国内平定、
花の御所、東アジアのなかで、唐物趣味）　第六章（京と鎌倉、宋希けいの見た日本、くじびき将軍、民衆の
熱気）　第七章飢饉・一揆・合戦（将軍犬死、土一揆、和物・枯淡・抑制の美、寛正の飢饉）　第八章応仁の乱（家
督争い、大和の応仁、落日の幕府、地方の時代）　おわりに

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　一年生を主たる対象とした日本史入門講読では、佐伯真一『戦場の精神史』（NHK ブックス）を読んだ。い
わゆる武士道なるものは、近世末あるいは近代初めになって、とくに西洋的な教育を受けた新渡戸稲造によっ
て作り出されたもので、それまでの武士の戦い方がきわめて散文的なものであることなどを学んだ。日本史概
説の授業では、京都、鎌倉、奈良といった都市に重点を置いて中世史の概説を行った。比較文化史の授業にお
いては、中世の人々が戦争や飢饉といった危機をどう乗り越えたかを概観した。学部の演習では、醍醐寺三宝
院の『満済准后日記』を輪読し、将軍義教期の室町幕府のあり方について知見を深めた。大学院の演習では、
従来から続けている『大乗院寺社雑事記』紙背文書の研究を継続した。紙背に残された事実と、表の日記に記
されたことには落差があり、その差は『大乗院寺社雑事記』の性格について示唆を与える。その他、学位論文
の作成を指導した。

　ここ数年来行っている福智院家文書の翻刻・刊行を継続させ、成果を学界にひきつづき提供していく。これ
によって寺院権門としての興福寺や中世都市としての奈良の研究は、新しい段階へ進むことになるだろう。個
人的には、寺院と社会の関係について、あらためてまとまった考察を行う予定。
　寺院や都市に関しては、共同研究に参加する用意がある。

　ひとが今までどのようにして生きてきたのかに興味があり、じっくり材料を集めるのが好きで、自分の頭で
最後まで考え抜くことができるひとを待っています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 安成　英樹　（YASUNARI　Hideki）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士 (1990 東京大学 )
 職名： 准教授
 専門分野： 西洋史学、フランス近世国制史
 E-mail： hy@cc.ocha.ac.jp

フランス史／近世史／官僚制／プロソポグラフィー
French History ／ Early Modern History ／ bureaucracy ／ prosopography

　フランス近世国制史の研究。とくに絶対王政期の官僚制度（官職売買制度）を中心とする権力構造や、宮廷
を舞台に展開する儀礼の分析を通じて、当時の統治システムとその有効性を検討する。
　具体的な研究課題としては、
1 絶対王政期の官僚制の考究････国王権力の重要な柱である官僚制について、その二大類型たる官職保有者と

直轄官僚、この両者の特質を分析し、当時の社会に深く根を下ろしていた官職売買制度の実態に迫る。
2 権力を補完するものとしての権威構造の解明････支配の実際の脆弱さを補うものとして、国王を主体に展開

された各種儀礼の具体的分析を行う。
　平成 19 年度は、新規獲得の科研費基盤研究 (C)「絶対王政期フランスの宮廷構造研究」の中心テーマでもあ
り、上記 1、2 の問題関心が交錯するフランス宮廷の具体的な構造分析を行った。またその研究成果の一部を

「絶対王政期の宮廷とその国王役人の諸相―寝室部 Chambre du roi 諸役人を中心に―」というタイトルで近世
フランス史研究会において報告した。

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部の特講では、最新の社会史、とりわけ歴史人口学の成果をもとにフランス近世の民衆やエリートの日常
生活をとりあつかった。歴史人口学の手法、そこからえられる知見、研究状況などに触れた後、出産およびそ
れに伴う各種の儀礼 ( 洗礼 ) など、人の誕生を巡るさまざまな事象を中心に講義を行った。学部の演習では、
16 世紀フランスの宗教動乱前夜の社会についてのテクストを講読した。1 年生対象の外国史入門講読では歴
史研究のガイダンス的な授業を行い、全学年対象の西洋史概説では新たな試みとして、パリとロンドンの比較
史を協同で担当した。数年来継続しているフランス語テクストの輪読を中心とした西洋史諸言語の授業を行っ
た。大学院の演習では、昨年に引き続きル・ロワ・ラデュリの研究書をテクストにしてフランス宮廷の位階
秩序の分析を行った。また、学部 4 年生のなかで西洋史分野で卒論を書く学生 (9 名 ) についての指導を行い、
博士前期課程学生 1 名の修論副査を行った。

　フランスの宮廷の構成メンバーの計量的分析を行うことでその集団的特質を析出し、当時の宮廷の果たして
いた社会的機能について検討する。また、従来からの官職保有者についてさらに研究の進展を図り、あわせて
絶対王政期の権力と権威の問題を深く掘り下げる。

　大学で学ぶ（ことのできる）歴史は、暗記中心の高校のそれとは違います。年号や固有名詞を覚えることに
あまり意味はありません。ある時代のさまざまな事件、あるいは社会そのものがどうして生成されたのか、自
分でテーマを見つけて材料を集め、自分で考え、自分なりの解を見出すものです。そのために、大学で歴史を
勉強したい人には、できるだけたくさんの本（必ずしも歴史関連のものに限りません）を読み漁ってほしいと
思います。そのうえで、自分の取り組みたいテーマを見つけ出せばいいのだと思います。したがって卒論は自
由にテーマが選べます。やれるかどうかを含めアドヴァイスはしますが、基本的に自分がなにを取りあげ、調
べてみたいのかが重要なのです。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 柳井　佳奈　（YANAI Kana）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士 ( 理学 )
 職名： リサーチフェロー
 専門分野： 位相幾何
 E-mail： yanai.kana@ocha.ac.jp

複素変数の形式ベキ級数／関係式／特性曲線
formal power series of complex variable ／ relations ／ characteristic curve

・「形式ベキ級数の関係式と特性曲線」2008. 3. 18 伊豆セミナー 講演
・「ケーリー図形の特性曲線と形式ベキ級数の関係式について」2008.3.23 日本数学会年会 発表

　2 つの定数項のない複素変数の形式ベキ級数 f,g の
関係式 W(f,g)=id について研究した。ここで W(f,g) 
は f と g の語であり、id は恒等関数を表す。各関係
式に、特性曲線と呼ぶある平面曲線を対応させるこ
とができる。方程式 W(f,g)=id が解 (f,g) を持つ、す
なわち形式ベキ級数の関係式が存在するための対応
する特性曲線の条件を明らかにした。

　We studied  relations W(f,g)=id of two formal 
power series f,g of complex variable without 
constant term. Here W(f,g) is a word of f and g , and 
id denotes the identity function. For each relation, 
we can correspond a plane curve, which we call a 
characteristic curve . We clarified the condition of 
the corresponding charactreristic curve so that the 
equation W(f,g)=id has solutions (f,g) , that is, the 
relations of formal power series exist.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　関係式 W(f,g)=id を満たす複素変数の形式ベキ級数 f,g のうち、収束するものを探す。そのような f と g の収
束域をコンピューターを用いて追究する。

　自分のなりたい自分に向かって、元気良く大学生活を送って下さい。
　数学科では、数や式、関数、図形などの奥深い世界を学ぶことができます。

　◆研究計画

　◆メッセージ



502

　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 山田　眞二　（YAMADA　Shinji）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 工学博士 (1986　北海道大学）
 職名： 教授
 専門分野： 有機化学、合成有機化学、構造有機化学
 URL： http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/yamadaHP/yamadakenindex2.html
 E-mail： yamada.shinji@ocha.ac.jp

カチオンーπ相互作用による立体配座制御／新規不斉有機触媒の合成と利用／
位置及び立体選択的 [2+2] 光付加環化反応
Conformation-control using a cation-pi interaction ／ Synthesis and application of a new organocatalyst ／
Regio- and stereoselective [2+2]photocycloaddition

・S. Yamada, N. Uematsu, K. Yamashita, “Role of Cation-pi Interactions in the Photodimerization of trans-4-
Styrylpyridines” , J. Am. Chem. Soc., 2007, 129, 12100-12101.

・S. Tsuzuki, M. Mikami, S. Yamada, “Origin of Attraction, Magnitude and Directionality of Interactions in 
Benzene Complexes with Pyridinium Cations” , J. Am. Chem. Soc. 2007, 129, 8656-8662.

・S. Yamada, “Intramolecular cation-pi interaction in organic synthesis” , Org. Biomol. Chem. (perspective), 
2007, 5, 2903-2912.

・S. Yamada, E. Ohta, “(1-Pyridinio)perfluorophenacylide: a new stable pyridinium ylide in the enol form” , 
Acta Cryst. 2008, C64, o230-o232.

・S. Yamada, K. Yamashita, “Dynamic Kinetic Resolution of Hemiaminals Using a Novel DMAP Catalyst” , 
Tetrahedron Lett. 2008, 49, 32-35.

1.　カチオンーπ相互作用を利用する位置および立体
選択的 [2+2] 光付加環化反応
従来、アルケン類の [2+2] 光付加環化反応の位置
及び立体選択性の制御は、結晶場の利用、包接化
合物の利用、テンプレートなどの反応場を工夫す
ることが一般的であった。我々は、カチオンー
π相互作用を利用することで、分子間の配向を制
御した上で光反応を行い、位置および立体選択的
[2+2] 光付加環化反応を達成するという、新たな方
法論を提出した。

2. ピリジニウムーπ相互作用の理論的解析
ピリジニウムとベンゼンとの相互作用は、π - π、
donor ― acceptor、電荷移動、カチオンーπ相互
作用といった様々な名称で呼ばれ、混乱を来して
いた。これは、本相互作用の本質が解明されてい
なかったことによる。我々は、産総研との共同研
究により、ピリジニウムとベンゼン環との相互作
用を理論計算により詳細に検討することで、本相
互作用がカチオンーπ相互作用の特徴に当てはま
ることを明らかにし、これまでの混乱に終止符を
打つ決定的な報告を行った。

1.  Controlling the regio- and stereoselectivities 
during the photocyclodimerization of alkenes 
is one of key subjects in synthetic organic 
photochemistry. To this end, much effort has 
been directed toward the use of various organized 
media and supramolecular environments, such 
as crystals,　clays, cyclodextrines, zeolites, 
biomolecules, micelles,  hydrogen-bonding 
templates, self-assembled cages and hosts. 
Based on our recent studies regarding the 
application of a pyridinium- π interaction 
toward organic synthesis, we found that the 
pyridinium- π interaction between substrates 
plays an essential role in the selective formation 
of the syn-HT dimer during the photolysis of 
trans-4-styrylpyridines in acidic media (Scheme 
1). 

2. Geometries and interaction energies of a benzene 
complex with pyridinium was studied by ab initio 
molecular orbital calculations. The interactions 
in the N-methylpyridinium complex should be 
categorized into a cation/p interaction, since 
the electrostatic and induction interactions 
greatly contribute to the attraction. Short-range 
interactions including charge-transfer interaction 
are not important for the attraction in this 
complex.  

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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学部
「反応有機化学」、「合成有機化学」の講義では、有
機化学の教科書「ブルース有機化学下巻」、すなわ
ち芳香族化合物、カルボニル化合物、アミン等の
合成、構造、反応、さらに Wooward-Hoffman 則
について講義した。さらに、「有機化学実験」では、
基礎的な合成操作、分離精製、構造決定の方法に
ついて、実習と講義を行った。全学共通科目の「科
学情報検索概論」では、科学情報の種類と特徴の
理解、具体的な検索方法の学習を目的とし、研究
者にとっての基本的リテラシーを身につけるため
の講義と演習を行った。

大学院
「有機立体化学」では、有機化合物の立体化学の基
礎から立体選択的反応まで、最近のトピックスも
含めて講義した。さらに、学生に立体化学に関連
するテーマを選択させ、最新の論文も含めた発表
会と質疑応答を行った。

[Organic reaction chemistry], [Synthetic organic 
chemistry]. 

In these classes, I lectured synthesis, reaction 
and structure of organic compounds that have an 
oxygen containing functional group and amines 
and so on.

[Expeliment of organic chemistry] 
Basic methods for organic synthesis, separation 
and purification methods were instructed. 

[Organic stereochemistry] 
In this class, I lectured basic words related to 
stereochemistry, historical backgrounds of 
stereoselective synthesis, and modern synthetic 
methods.

　現在の主な研究テーマは以下の 3 つです。いずれも新しい有機分子の立体配座（コンフォメーション）の制
御方法やシステムを研究し、それを基盤とするものです。
1）カチオンーπ相互作用の利用
2）選択的 [2+2] 光付加環化反応の研究
3）新規不斉有機触媒の開発と利用

　ほとんどの研究は基礎的なものですが、将来以下のような領域で役立つことを期待しています。
1）位置および立体選択的合成
2）新しい構造や性質を持った分子の創製
3）生理活性化合物の創製

　私たちの身の回りをながめると、ほとんどのものは化学的に合成された化合物が関係していることに気が付
くでしょう。新しい化合物を創り出すことは、「化学」の最も得意とすることの一つです。現在までに数千万
の化合物が合成されて来ましたが、その可能性は無限にあります。あなたも自分の手で、この世に存在しない
分子を創り出してみたいと思いませんか？

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 山野　春子　（YAMANO　Haruko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 医学博士 (1982 東京医科歯科大学 ) ／ Doctor of Philosophy
 職名： 助教
 専門分野： 病態生化学／ Pathologic biochemistry
 E-mail： yamano.haruko@ocha.ac.jp

食品機能性成分／腫瘍抑制遺伝子／血管新生／血管内皮増殖因子 (VEGF) ／ VEGF レセプターファミリー
functional food components ／ tumor-suppressor gene ／ angiogenesis ／
vascular endothelial growth factor(VEGF) ／ VEGF receptor(VEGFR) family

・生活環境論
分担執筆（第 9 章 健康と病気の予防）
光生館　2008 年 3 月

　前所属先である生活科学部生活環境学科生活工学
講座においては、地球環境の悪化に伴って生じてい
る様々な問題のなかで、紫外線の影響で増加してき
ている皮膚障害の予防に関するテーマで研究を行っ
てきた。特に、皮膚障害を予防する目的で開発された、
紫外線遮蔽加工製品の効果について、生化学的手法
による評価法の開発を進めてきた。
　一昨年度から同学部食物栄養学科の所属となり、
食品機能性成分と腫瘍抑制に関する研究を企画した。
日常の食生活で摂取している食品の中で、これまで
に抗変異原性や腫瘍抑制作用が報告されている食品
機能性成分について、血管新生における影響を検討
する。血管新生は、がんの増大や転移の主要な原因
となり、がん治療の大きな障害となっているため、
この血管新生を抑制する効果をもつ食品機能性成分
を、動物の血管内皮培養細胞を用いて探索する。

　My research topic is the suppressive effect of  
food components on angiogenesis.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　学部の教育については、前期は食物栄養学科 3 年
生の「食品微生物学実験」、「食品製造・保存学実験」、

「食品化学実験」（いずれも受講生 37 名）の実験準
備ならびに指導補助、提出レポートの添削補助を担
当した。後期は同 2 年生の「分析化学実験」（受講生
38 名）の実験準備ならびに指導補助を行った。また、
4年生の管理栄養士国家試験の模擬試験実施において
試験監督を行った。所属研究室に在籍する 4 年生（3
名）に対しては、読書会やゼミでの文献紹介、研究
報告に対するディスカッションを通して、卒業論文
の指導補助を行った。
　大学院の教育については、所属する研究室に在籍
する大学院生（9 名）に対し、学部 4 年生に対する
と同様の方法で、修士論文の指導補助を行った。
　また、卒業論文発表会、修士論文審査会の会場設
営などの準備を行い、同発表会、審査会に出席し意
見交換を行った。

　I instructed undergraduate in Food Processing 
and Preservation Laboratory, Food Chemistry 
Laboratory, Food Microbiology Laborarory and 
Analytical Chemistry Laboratory as research 
associate.

　がんの増大や転移の主要な原因である、血管新生を抑制する食品機能性成分を探索し、その作用機構を分子
生物学的に解明したいと考えている。
　がんのみならず、生活習慣病の予防に効果のある食品機能性成分に関するテーマで、共同研究ができればと
考えている。

　最近、食品関連分野の企業の募集要項や大学および短期大学の食物学科の教員募集要項に「管理栄養士の資
格を持つ者」と明記されている場合が多く見受けられます。本学科は、国立大学法人の女子大学では唯一の管
理栄養士養成機関となっています。本学科で学び、国家試験に合格して、卒業後は資格を生かし社会で幅広く
活躍されることを期待しています。また、管理栄養士資格を取得したうえで大学院に進学し、より高い研究能
力を身につけ、企業や研究所の研究員あるいは大学の教員など、専門性の高い分野でも大いに活躍されること
を期待しています。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 山内　泰子　（YAMANOUCHI Yasuko）
 所属： 教育事業部（特設遺伝カウンセリングコース）
 学位： 修士（医科学）／博士（薬学）
 職名： 特任講師
 専門分野： 遺伝カウンセリング／ Genetic Counseling
 E-mail： yamanouchi.yasuko@ocha.ac.jp

遺伝カウンセリング／遺伝医学
Genetic Counseling ／ Medical Genetics

・Karita K, Yamanouchi Y, Takano T, Oku J, Kisaki T, and Yano E.
Association of blood selenium and serum lipid levels in Japanese pre-menopausal and post-menopausal 
women.
Menopause 2008: 15(1): 119-124

　◆主要業績
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 氏名： 山本　茂　（YAMAMO  Shigeru）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 保健学博士（1975 年　徳島大学）
 職名： 教授
 専門分野： 国際栄養学
 URL： http://www.food.ocha.ac.jp/publichealth/International%20Nutrition/6 月 11 日国際栄養 HP19_ 年 HomePage.htm

 E-mail： yamamoto.shigeru@ocha.ac.jp

・Ichikawa Y, Hiramatsu F, Hamamda H, Sakai A, Hara K, Kogirima M, Kawahara K, Minakuchi J, Kawashima 
S and Yamamoto S.  Effect of protein and energy intakes on body compositon in non-diabetic maintenance-
hemodialysis patients. J Nutr Sci Vitaminol (Tokyo).

・Wang MF, Yang SC, Yamamoto S, Wang CC. Effect of Monascus-fermented products on learning and 
memory in the SAMP8 mice.J Nutr Sci Vitaminol (Tokyo). 2007 Jun;53(3):253-60. 

・Pei-Ying Lin, Bui Thi Nhung, Nguyen Cong Khan, Nobuko Sarukura, Daisuke Kunii,Tohru Sakai, Afework 
Kassu and ShigeruYamamoto,　Effect of Vietnamese Common Diet on Postprandial Blood Glucose Level in 
Adult Females   J Nutr Sci Vitaminol 53, 247-252, 2007

・Afework Kassu, Nguyen Van Nhien, Masayo Nakamori, Ermias Diro, Belete Ayele, Getahun Mengistu, Yared 
Wondmikun, Takeshi Nishikawa, Shigeru Yamamoto, Fusao Otam. Serum retinol levels among HIV infected 
and uninfected tuberculosis patients in Gondar, Ethio

・Saito K, Sone H, Kawai K, Tanaka S, Kodama S, Miao S, Suzuki E, Kondo K, Yamamoto S, Shimano H, Ohashi 
Y, Yamada N.  Risk imparted by various parameters of smoking in Japanese men with type 2 diabetes on 
their development of microalbuminuria: Analysis fr

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 8 ）件
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 山本　直樹　（YAMAMOTO　Naoki）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 理学博士（1976　東京都立大学）／ Dr. of Science
 職名： 教授
 専門分野： 植物生理学、植物分子細胞生物学
 E-mail： yamamoto.naoki@ocha.ac.jp

植物分子生物学／光形態形成／タンパク質の核輸送／クリプトクロム／遺伝子調節
plant molecular biology ／ photomorphogenesis ／ nucleocytoplasmic transport of protein ／
cryptochrome ／ gene regulation

・シロイヌナズナ緑葉における青色光受容体クリプトクロムの遺伝子 (CHS と LHCB) 調節．日本植物学会第
71 回大会．

　植物が環境条件の変化に敏感に反応する様は、と
りわけ光環境応答は、感動的ですらある。環境応答
機構に関する遺伝子研究やゲノム研究は目覚しく発
達してきたが、細胞核を注目し遺伝子調節の主役を
演ずる転写因子等の核タンパク質の核内輸送・核外
輸送の分子機構研究は十分ではない。植物細胞の光
環境応答に関するタンパク質の核輸送の視点を導入
し、新たな展開を図りたいと考えている。

　The aspects in which plants sensitively react 
to the change of the environmental condition, 
especially to that of light condition, is impressive 
and interesting. Though genetic or molecular studies 
on the environmental response mechanism are 
remarkably developing, molecular mechanism on 
nucleocytoplasmic transport of proteins such as the 
transcription factor or signal molecules is insufficient. 
Our efforts from viewpoints of nucleocytoplasmic 
transport of proteins will contribute to the novel 
elucidation on light responsiveness of plant cells.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

生命の科学 ( 生命と環境 1)
遺伝子組換え植物を教材に取り上げ、その是非を
考える視点を示す。その過程で遺伝子のはたらき
やゲノムなど生命科学の基礎の理解に導く。
植物生理学１
受精から種子形成、発芽、成長、生殖、老化・死
に至る高等植物の生活環の個々のプロセスについ
て概説する。また、それらのメカニズムを遺伝子
や細胞のレベルで理解するために、最新の研究成
果についても紹介する。
分子細胞生物学（植物）
分化全能性を示す植物細胞は、細胞を取り囲むさ
まざまな環境要因に応答しつつ分化・発達を遂げ
る。これらの過程でみられるシグナル伝達のメカ
ニズムを分子細胞生物学的な視点から論ずる。

　“Science of Life” as liberal arts. In this class, GM 
plants are taken up as a main topic in human life.  
Thinking of GM plants is leaded to understanding of 
genome, gene, and DNA in basic biology.
　“Plant Physiology 1 (obligatory subject)” in the 
Biology Course of Faculty of Science.  In this class 
some main events in plant life such as embryogenesis, 
seed germination, growth, development, flowering, 
and death are explained from view points of 
molecular and cellular biology. 
　“Plant Molecular and Cel lular Biology” in 
Life Science Division of Graduate School.  Light 
responsiveness of plant cells is discussed in the 
molecular and cellular levels.  Molecular mechanism 
on nuclear import and export of proteins is also 
introduced for the understanding the gene regulation 
in the nucleus of plant cells.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 山本　秀行　（YAMAMOTO　Hideyuki）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士 (1972 東京大学 )
 職名： 教授
 専門分野： 西洋史学、ドイツ現代史、ヨーロッパ近代社会史
 E-mail： yamamoto.hideyuki@ocha.ac.jp

ナチズム／第三帝国／植民地／ナショナル・アイデンティティ／社会史

　ここしばらくは、ナチズムとドイツ第三帝国の諸問題を、複数の人種プロジェクトという観点からとらえな
おすことを課題としている。今年度これと関連して、ドイツ史やヨーロッパの歴史を 16、18 世紀まで遡って、
再検討する作業もすすめた。
1. 自発的アソシエーションに注目して、18 世紀から 20 世紀はじめまでの西洋史をとらえなおす作業の一環

として、今年は Stefan-Ludwig Hoffmann の『Civil Society』の翻訳をおこなった。
2. ナチス・ドイツによる東欧占領政策研究については、「クルコフスキの『占領時代の日記』を読む」（お茶の

水女子大学『人文科学研究』第 3 巻　2007 年 3 月　 pp.41-54）の続きを準備していたが、今年度は論文
にまとめる時間がとれなかった。

3. ナチズム研究との関連で、「植民地なき国の植民地主義」というテーマのもとに、東京大学で講義をおこなっ
た。いずれ、論文などの形で研究成果として公表したい。

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部教育では、学生の文献検索、プレゼンテーションおよびレポート作成の能力育成に力を入れた。外国史
論文講読、西洋史研究法、西洋史講読などの授業がこれにあたる。2 年生向けの授業がおおかったので、比較
歴学コースの図書室での文献調査やパソコンをもちいての文献検索などの実習を積極的に組み入れた。
　西洋社会経済史演習では、自発的アソシエーションに注目して、18 世紀から 20 世紀はじめまでの西洋史を
とらえなおすことを試みた。また、旅の文化史など受講者が 100 人前後の授業においては、図像資料を積極
的に活用した授業をおこなった。
　大学院ではヨーロッパ社会史研究と論文指導にあたった。また、博士学位論文の審査では、副査として 2 件
の審査を行った。
　学外では、東京大学文学部でナチズムと植民地主義との関係を、ナショナル・アイデンティティという面か
ら整理する授業をおこなった。

　ナチス・ドイツの人種プロジェクトについては多岐にわたり、現在は複数の系列について、それぞれ史料と
文献を収集し、調査している。今後はポーランドなどの文書館に収蔵されている史料などの調査も視野にいれ
たい。またナチズム研究と東欧占領政策、植民地研究を統合した研究テーマを発展させることも大きな課題で
ある。

　お茶大で学ぶ歴史学のいいところは、暗記物ではないことです。
　見えないものを、見えるようにすること、そのために、いろいろ工夫することが、歴史学の醍醐味のひとつ
です。
　また、西洋史のスタッフには、ドイツ近現代史の僕のほかに、イギリス中世史の新井先生と、フランス近世
史の安成先生がおります。お二人とも、いやといえない性格で、面倒見のよさには定評があります。3 人のス
タッフと 3、4 年生全員が参加する卒論指導のゼミは、毎回議論に花が咲き、時間を忘れる楽しいものです。
4 年生にとってはどうだかわかりませんが。ゼミのあと、近くのレストランで、ワインやビールかこんで、ひ
と息つくのも恒例となっています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 横川　光司　（YOKOGAWA　Koji）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 京都大学博士（理学）／ Kyoto University Ph.D
 職名： 教授
 専門分野： 代数幾何学、ホモトピー数学
 URL： http://www.math.ocha.ac.jp/yokogawa/
 E-mail： yokogawa@math.ocha.ac.jp

代数幾何学／ホモトピー数学／モジュライ／非可換ホッジ理論／圏論
Algebraic Geometry ／ Homotopy Mathematics ／ Muduli Ploblem ／
Non Abelian Hodge Theory ／ Category Theory

　非可換ホッジ理論は非可換群を係数とするコホモ
ロジーに対するホッジ理論の拡張である。一次のコ
ホモロジーはヒッグス束のモジュライスタックであ
り、その上のホッジ構造を調べることは大変重要で
ある。これまで高次のコホモロジーは定義さえする
ことが困難であったが、高次カテゴリーの導入によ
りそれが可能となった。この枠組みで非可換ホッジ
理論の展開することが研究内容である。また、高次
カテゴリーの導入は従来の層の概念をさらに広げた
高次のスタックの導入も可能にしている。これは集
合論を基礎として築かれた現在の数学自体を拡張し
たホモトピー数学の可能性を示唆している。ホモト
ピー数学ではこれまで無視されて来た情報を高次カ
テゴリーにより表現し、取り出すことを可能にする
と思われる。現在は、このホモトピー数学の基礎を
固めることが主な研究課題となっている。

　Noncommutative Hodge theory is an extension 
of the Hodge theory for cohomorogy theory with 
non-abelian groups as its coefficients. Its first 
cohomorogy are moduli stacks of Higgs bundles. It is 
very important to study Hodge structures on them. 
Thohgh it was difficult to define higher cohomology, 
higher category theory enables the definition. My 
research purpose is to develop non-commutative 
Hodge theory in this framework. Moreover, higher 
category theory enables us for introduction of higher 
stacks which extends the notion of sheaves. This 
means a possibility of homotopical mathematics that 
enlarges mathematics build up on the set theory. 
Homotopical mathematics seems well for getting 
and representing any information that we have been 
neglecting 
via higher categorical structures.

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　主として代数学に関係する講義を担当している。
４年の数学講究では整数論や可換環論、代数幾何学、
暗号理論などを教えている。大学院では整数論、代
数幾何学、複素幾何学、ホモトピー論などに関する
講義、修論指導を行っている。
　

My lectures concerns mainly on algebra. In the 
seminar for 4th grader students, it has been 
used textbooks concerning on number theory, 
commutative algebra, algebraic geometry and 
cryptgraphical theory. For students in master course, 
my lectures are usually concerns on number theory, 
algerraic geometry, complex geometry and homotopy 
theory.

　ベクトル層の理論を正標数の場合に完成させることをまず第一の課題とする。これはクリスタリンホモト
ピーをシンプソンの方法で高次のスタックを用いて表現し、その非可換コホモロジーを考えるにあたっての基
礎となる。そのためにはクリスタリンコホモロジーを導入するのにトポスが必要であったのと同様に、高次の
トポスを導入することが必要になると思われる。高次のトポスは最近の研究でいろいろな方法で考えられてき
てはいるが、いまだにどの方法が良いかは不明である。その定義を探すことは本研究の次の大きな課題である。

　数学は実用的なだけでなく、大変美しく神秘的な魅力に満ちています。物理的な法則ばかりでなく、経済現
象や生命、心の問題に至るまで突き詰めて考えれば、その中には数学の美しい法則が隠れていることが少なく
ありません。そればかりでなく数学的な美しさが多くの法則に影響しています。私は数学的な美しさこそが宇
宙の神秘を解き明かす鍵だと考えて研究しています。このような美しさを体験するには高校までの数学では不
十分です。是非、大学で数学の真の美しさに触れてみてください。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 吉田　惠子　（YOSHIDA Keiko）
 所属： 学生支援センター
 学位： 修士（家政学）
 職名： 講師
 専門分野： 臨床心理学、発達心理学、家族療法、
  箱庭療法、学生相談、特に内省心理療法に関心があります。
 E-mail： yoshida.keiko@ocha.ac.jp

学生相談／心理教育的支援のありかた／キャリアカウンセリング／ワークショップ型介入

　学生相談室での、相談活動の質を向上し、多様化した学生のニーズにより適切に応えるために様々な手法を
研究している。相談者のプライバシーに対する配慮から相談活動の内容に関する事例研究は、困難が伴う。し
かし、ワークショップ参加者に対する満足度および効果については調査・研究を行っている。

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　4 月に CMI(Cornell Medical Index) 健康調査を新入生に実施し、希望者に結果のフィードバックを行い、こ
ころと身体に関する啓蒙・予防的働きかけを行った。学部生・院生などにインテーク面接を行い、多様化した
学生たちへの個別ニーズにきめ細やかな対応をした。インテーク面接の結果、各窓口にリファーしたケースの
フォローアップも行った。さらに自己理解、他者理解を深めるワークショップ・自己表現力や対人スキルを高
めるワークショップ・進路選択を考える手がかりにするためのキャリア支援ワークショップ・ヨガなど健康増
進的・予防的支援ワークショップを企画・実施し、アンケート調査を行った。

　個別相談の充実および健康増進的支援をさらに発展させることを目指す。特に以下の領域における援助の充
実をはかる。
①個別ニーズに応える相談と連携：多様化した学生への個別ニーズに応え、特に、教職員と保護者との連携シ

ステム作りに取り組む。教員との連携による不登校生徒や引きこもりなどの学生への対応、問題行動を起こ
す学生の対応のための学内連携の手法をマニュアル化する。問題別対応の仕方を示したリーフレットの作成
と配布に力を入れ、メンタルヘルス全般に対する意識向上を目指す。

②キャリアに関する心理教育的支援：心理査定にスキル学習を加えたワークショップを企画し、包括的な心理
教育的プログラムを展開する。健康増進的支援に関しては、今後もヨガ体験などを取り入れた心身一体型の
ワークショップも継続し、言語を媒介にした支援よりも身体的な活動を好む学生にも学生相談室の利用を促
す。また、これらのワークショップの効果測定を行う。

　受験生の皆さん、お茶大には、皆さんが充実した学生生活をおくることができるようにサポートする機関の
一つに学生相談室があります。学生生活・進路・ご自分のことで、問題や悩み、心配事があれば、お気軽にご
相談ください。また、いろいろなグループワークも企画しております。例えば、「自分にはどんな能力や関心
があるのか詳しく知りたい。」「自分に向いている仕事を知りたい。」「自分の性格について理解したい。」「さわ
やかな自己表現力を身につけたい。」などのテーマのワークショップです。主に、昼休みを利用して行ってお
りますので、どうぞお気軽に参加してください。さらにヨガ体験を取り入れた健康増進のためのワークショッ
プも企画しております。学生相談室では、皆さんにお会いできるのを楽しみにしております

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 吉田　裕亮　（YOSHIDA　Hiroaki）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 工学博士（1988 大阪大学）
 職名： 教授
 専門分野： 非可換解析学、特に、非可換（量子）確率論および作用素環論
 E-mail： yoshida.hiroaki@ocha.ac.jp

大域解析学／作用素環論／非可換確率論／変形量子化
Global analysis ／ Operator algebra ／ Non-commutative probability ／ Deformation quantization

・Fujine Yano and Hiroaki Yoshida, Some set partition statistics in non-crossing partitions and generating 
functions, Discr. Math. 307, (2007) 3147-3160.

・Hiroaki Yoshida, Remarks on a semicircular perturbation of the free Fisher Information, Infin. Dim. Anal. 
Qant. Probab. 11, (2008) 97-108.

・伊藤里江 and 吉田裕亮 ,
ＭＤＳ法における最適次元の推定 , 情報処理学会研究報告  (2007-MPS-67), 53-56, 2007.

　変形自由確率論で重要な役割を果たす非交叉分割
上の分割統計の数え上げに関する研究を組合せ論的
視点からの研究を博士課程の院生と共に行った。 特
に、 分割ブロックのシングルトン的か否か、および内
部的か否か、に着目しそれぞれの分割統計に関する
同時分布の母関数を厳密に決定した。 さらに非交叉絡
み付き分割に拡張をおこなった。また、自由確率論
に関しては、自由 Fisher 情報量不等式ならびに自由
エントロピー冪不等式の別証明について研究を行い、
実際かなり単純化された証明を非可換条件付き分散
の応用で与えることに成功した。 

　We investigated the enumerations of some 
statist ics on non-crossing partit ions from a 
combinatorial point of view, with our doctoral 
graduate student. In this study, We gave the 
generating function of the enumeration polynomials 
for the joint distribution of the some statistics, 
explicitly. We extend this study to the case of non-
crossing linked partitions. 
　Concerning with the free probability theory, we 
have also given alternative simple proofs of the 
free Fisher information and the free entropy power 
inequalities by using non-commutative conditional 
variances.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 3 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　大学院博士後期課程のゼミでは、非交叉絡み付き
分割上のある種の分割統計に関する数え上げで新た
な結果を学生と共同で得た。また前期課程の学生に
関しては 2 名のＭ 2 学生の修論指導を行った。修士
論文の結果は情報処理学会のＭＰＳ研究会で発表を
行い関連研究者からも高い評価を得ている。
　講義に関しては、受講学生とコミュニケーション
を取りながら、学生の理解度ならびに習熟度を把握
しながら効果的な授業を展開するように努めた。

　At the seminar for Ph D. program, we have 
discovered the new enumeration result for some set 
partition statistics on non-crossing linked partitions. 
We are going to finish to write the paper on this 
result.
　At the seminar for the Maters degree program, 
the author has supervised two graduate students. 
The results in their studies were presented at MPS 
workshop of the Information Processing Society of 
Japan. The results have been highly evaluated by the 
related researchers. 
　In the classroom of the lectures, the author has 
tried to keep communications with the students and 
to proceed his lectures as effectively as possible by 
checking understandings and achievements of the 
audiences. 

　現在は、非可換確率論の基礎理論を研究しております。特に、自由独立性ならびにその変形独立性の下での
分布論が中心になっています。Fisher 情報量の変形量子化の拡張や、新たな分割統計に基づく変形合成積の導
入などが今後の発展として十分に考えらるかと思います。
　この分野での基礎理論の共同研究を歓迎することはもちろんのこと、計算機を援用した大規模統計的データ
解析に関する助言等の求めにも応じて行きたいと思っております。

　「数学や理科がキライ」って言う人は、いつの時代にもいます。そして、「数学や理科が好き」って人もまた
そうです。最近は、「キライだ」っていう高校生が増えたと言われています。しかし、一昔前より、最近の高
校生の方が、もっと多くの理科や数学、延いては自然科学の基礎理論の恩恵に与っています。
　インターネット回線にいつでもアクセス出来て、カメラ付きＧＰＳ携帯電話が当たり前のように街で使われ
ています。これら科学技術は自然科学の基礎理論の結晶とも言えるでしょう。
　理科や数学がキライな人は、これら自然科学の理論の塊で出来たものは見るのもイヤでしょうか？
　実は、科学には我々をもっとワクワクさせるような楽しみがいっぱいあるのではないかと思っております。
是非、次世代のワクワクのために、自然科学の研究に参加してください。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 吉村　佳子　（YOSHIMURA Yoshiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 家政学修士
 職名： 准教授
 専門分野： 日本服飾史（古代・中世）・服飾美学
 URL： http://www.aesthe.ocha.ac.jp/fukshokbigak/
 E-mail： yoshimura.yoshiko@ocha.ac.jp

日本／服飾／美学／文様／色
Japane ／Ｃ ostume ／ Aesthetics ／ Pattern ／ Color

・蜘蛛の巣に桐桜の文様ー「浮舟の模様」ー補遺 （『服飾美学』第 46 号、93-95 頁、2008 年 3 月）
・蜘蛛の巣文様についての一考察ー江戸時代を中心にー （『服飾美学』第 45 号、55-72 頁、2007 年 9 月）
・フリーア美術館蔵『地蔵菩薩霊験記絵』についての一考察ー蜘蛛の巣文様を中心にー
（『服飾美学』第 43 号、1-16 頁、2006 年 9 月）

・蜘蛛の巣文様の展開　ー中世におけるー （『服飾美学』第 41 号、37-54 頁、2005 年 9 月）
・五節の舞姫像　ー遍照の和歌の解釈を中心にー （『服飾美学』第 29 号、17-32 頁、1999 年 9 月）

　人びとが服飾に託してきた心情や美意識の解明が研究の中心で、日本の服飾を対象にしている。最近は蜘蛛
の巣文様について考察を行っている。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits



521

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　日本服飾史、服飾美学。日本服飾の歴史と美意識の考察。

　これまでの研究を深化させるとともに、服飾研究の面白さを伝えられるような研究を行いたいと考える。

　物語では服飾によって人物が示されることがあり、服飾は人物を語る役割を果たしています。また服飾は時
代や社会も表します。
　私たち日本人はこれまで服飾によって何をあらわしてきたのでしょうか。このような服飾の問題について一
緒に考えてみませんか。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 米田　俊彦　（YONEDA　Toshihiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系
 学位： 教育学博士（1989　東京大学）
 職名： 教授
 専門分野： 日本教育史（教育制度・政策史）
 E-mail： yoneda.toshihiko@ocha.ac.jp

教育史／教育制度／教育法
history of education ／ system of education ／ education law

・「進路指導の原点をさぐる―歴史を通底するもの」（単著、耳塚寛明・牧野カツコ編『学力とトランジッショ
ンの危機―閉ざされた大人への道―』金子書房、2007 年 12 月、pp165-182

・「戦後教育史の可能性を探る―高校教育史を中心に―」（単著、『日本の教育史学』第 50 集、教育史学会、
2007 年 10 月、pp154-160）

・「日本教育史の視点から」（単著、奈良女子大学プロジェクト「日本女子高等教育の研究」報告書『シンポジ
ウム　日本の高等教育に占める女子大学の位置』、2007 年 5 月、pp.11-14）

　『近代日本教育法集成』の編纂を継続しています（す
でに 10 年近くを費やしている）。大日本帝国憲法・
各学校令制定前後から日本国憲法・教育基本法制定
前後までの旧教育法を、一部抄録としつつ、主要な
ものの改廃を含め、すべて収録して、分類・体系化
したものを編集しています。作業は最終段階に入っ
ています。近代日本の教育法体系の構造や本質を明
らかにすることを目的としています。

　I am compiling “laws and ordinances in modern 
Japan” . I am collecting and classifying laws and 
ordinances promulgated in the period from the end 
of 19 century to the end of the World War Ⅱ .I want 
to explicate the structure and nature of system of 
education law in modern Japan.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部・大学院のいずれにおいても教育史、教育制
度論などの授業を担当しています。専攻科目のほか
に教職課程の授業も行っています。担当した卒業論
文の題目は「幼保一元化論の歴史的展開」、修士論文
の題目は「戦後教員養成の二年課程の考察」でした。

　I am teaching subjects about the history of 
education or the system of education in the faculty 
and the graduate school. I teach subjects of teacher-
training course, too. I led students who wrote 
graduation theses “the historical changes of the 
argument on unification of the education in kinder 
garden and the nurture of day nursery” , and a 
master’ s theses “the 2 years’ training course of 
teachers in post World War Ⅱ” .

　教育法制史の研究をまとめることができた場合には、戦後教育史、できれば農村地域にも広く展開した定時
制高校（高等学校定時制課程）の実態を明らかにする研究に着手する予定で、少しずつ準備をしています。

　私は教育の制度や現象を歴史的に考察する研究活動を行っています。歴史研究は、古い時代の事実を明らか
にするばかりではありません。現代に直接かかわることがらについても、その経緯をみる必要があるはずです。
歴史とは、領域であると同時に方法でもあります。歴史の事実を明らかにすることも大切ですし、ものごとを
歴史的に捉える力量も大切です。このふたつのことを大切にしながら、教育史関係の授業を担当し、論文作成
の指導をしています。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 頼住　光子　（YORIZUMI　Mitsuko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 博士（文学）（1994　東京大学）／ ph.D.in Literature
 職名： 准教授
 専門分野： 日本倫理思想史、仏教思想、比較思想、宗教哲学
 E-mail： yorizumi.mitsuko@ocha.ac.jp

道元／正法眼蔵／日本仏教／日本倫理思想史／比較宗教哲学
Dogen ／ Shobo-genzo ／ Japanese Buddhism ／ History of Japanese philpsophy ／
Comparatime Philosophy of Religion

・「中国禅宗の因果観に関する一考察――「罪性空」をてがかりとして」
（『人文科学研究』第 4 巻　お茶の水女子大学　2008 年 3 月　pp.1-13

・「道元の思想について―『正法眼蔵』をてがかりとして」
（東京大学仏教青年会講演、2007 年 11 月 9 日、東京大学仏教青年会、東京）

　頼住光子の 2007 年度の研究内容は、以下の 4 領
域からなり、その研究成果の一部については、学術
雑誌、学術講演、研究会口頭発表等において発表さ
れた。
①日本仏教の思想的研究　道元や親鸞などの、仏教

思想家の著作を厳密にテキストクリティークし、
その思想構造を探求し、日本仏教の独自性と普遍
的意義とを追及する。

②日本近代思想に関する研究　和辻哲郎など日本近
代思想についての再検討。とくに ｢ 超越 ｣「自己」
｢ 非還元主義 ｣ などをてがかりとして、日本近代思
想のもつ意義を解明。

③比較思想学、比較宗教学による研究　日本の思想
や宗教を考える上で、比較の手法を使い、他のア
ジアの思想（中国、インド）、ヨーロッパ思想との
比較対照において、日本の思想や宗教の特徴を解
明。

④道徳教育、宗教教育に関する理論的研究　日本人
の道徳性や宗教性を解明し、それらに適合する道
徳教育や宗教教育を行うための理論的基盤を明示。

　Mitsuko Yorizumi’ s study in 2007 consists of 
following four spheres.
① A Study of the thought of Japanese Buddhism　A 

Study of Dogen and Shinran and so on.
② A Study of Japanese Modern Philosophy　 A 

Study of Teturo Watuji and Kitaro Nishida and so 
on.

③ A Comparative Study of Japanese and Western or 
Asia Thought and Religion　 A Comparative Study 
of Japanese and Western Mysticism and so on.

④ A Study of Japanese Moral Education　Especially 
a Study of Japanese Religious Education 　in 
Public Education.  

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 2 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

①学部、大学院（博士課程、修士課程）における講
義とゼミを行い、日本倫理思想史、宗教哲学、比
較思想学について、入門、基礎、応用的教育を行っ
た。

②学部、大学院（博士課程、修士課程）の学生の、
日本倫理思想史、宗教哲学、比較思想学について、
論文指導を行った。特に、博士論文執筆中の学生、
学会誌投稿論文執筆中の学生に対しては、メール
などを使って、懇切丁寧な指導を行い、内容的な
アドヴァイスや、論文としての体裁を整えるため
の添削を行った。

③大学院ＧＰの運営の中核を担う教員として、大学
院副専攻の立ち上げに尽力するなど、各種関連事
業に携わった。また、その一環として開催された
外国人研究者を招聘しての国際的な講演会の運営
を担った。また、本学で 12 月に開催された国際的
なコンソーシアムに協力し、博士課程学生の発表
の指導を行った。

④大学院教育の実質化のために、博士課程学生に、
ゼミ等で指導を行い、また論文指導を丁寧に行う
だけではなく、TA、RA として各種の学術的活動を
行えるよう指導した。

Mitsuko Yorizumi’ s education in 2007 consists of 
following four spheres.
① Seminar and Lecture of Japanese Philosophy and 

Buddhism for Undergraduates and graduates.
②Guidance of theses and papers for Undergraduates 

and Graduates.
③ Guidance of Undergraduates’ Publication.
④ Guidance of various academic acts for Graduates 

and Undergraduates.

　将来の研究計画としては、東洋の哲学とりわけ仏教思想の現代的意義を探求する予定である。特に、現在の
中心的研究対象である道元にしても親鸞にしても、従来の研究は、宗門の護教的研究が主流を占めており、そ
のような中で、文献学的な正当性と思想史的背景を踏まえた思想研究を行い、東洋の哲学の普遍的意義を探求
したいと思う。そのために、現在、個人として行っている研究と平行して、現在進行中の比較思想的見地から
の国際的プロジェクトを推進したと考えている。

　私どものゼミにおいては、日本の（場合によっては、アジアやヨーロッパも含めて）古今の思想的な文献を
正確に読むことをまず訓練します。それを通じて、人間とは何か、また自己とは何かという問題を、深く広く
考えて行きたいと思っております。
　特に、現在、ゼミにおいて中心的に探求しているのは、仏教哲学など、東洋の思想伝統の中に、普遍的なも
のでありつつ、西洋近代の要素還元主義的な発想からは看過されがちであった関係主義的発想、非実体化的発
想をさぐり、それをてがかりとして、「自己」「超越」などの概念を再検討することです。それによって、従来、
無自覚のうちに固定的なものとして捉えられがちであった「自己」概念を解体し、諸関係の結節点として捉え
るという非要素還元主義的「自己」観念を明らかにするとともに、さらに、神として実体化された「超越」（い
わゆる西洋的超越概念）に対して、それ自身のうちにすべてを成り立たせる「場」としての超越概念を、東洋
の思想、宗教のうちに捉えたいと考えております。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 和田　英信　（WADA Hidenobu）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 文学修士（1987）
 職名： 准教授
 専門分野： 中国古典文学
 E-mail： wada.hidenobu@ocha.ac.jp

中国文学／ Chinese literature

・日本江戸末期至明治、大正期的文話（「第五届東方詩話学術研討会論文集」）

　今年度七月韓国において開催された東方詩話学会学術研討会に参加し、研究発表を行った。

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部においては中国語教育ならびに中国古典文学の授業を担当し、大学院においては中国詩学に関する文献
を講読した。

　中国詩学における思考様式の研究、ならびに日本における中国文学の受容のあり方について研究を進めてい
る。

　◆研究計画



528

　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 渡部　亜矢子　（WATANABE Ayako）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士 ( 理学 ) (2004 お茶の水女子大学 )
 職名： 助教
 専門分野： 計算物理、原子・分子
 E-mail： watanabe.ayako@ocha.ac.jp

原子・分子／イオン・原子衝突問題／可視化
atom-molecular ／ ion-atom collision problem ／ visualization

・Ab initio investigation of electron capture by Cl7+ ions from H,  PHYSICAL REVIEW A 76, 022701  2007 

水素原子に 7 価塩素イオンを衝突させたときの、1
電子捕獲現象について理論的に調べた。分子軌道展
開による緊密結合法を用い、量子論として取り扱っ
た。系の主量子数 n=5, 6 を考慮にいれ、衝突エネル
ギーが 10^{-4}eV/u ～ 1keV/u の範囲に着目した。
電子捕獲断面積および反応速度定数を求めた。

An investigation of charge transfer in collision of 
ground-state Cl^{7+} with H has been conducted, 
based on a fully quantum-mechanical molecular-
orbital close coupling approach. The charge-transfer 
process with n=5 and 6 is taken into account for 
collisi

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 1 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

総合情報処理センターで運用している全学向け教育用計算機の保守を担当。

　イオン・原子衝突問題は、その応用分野として核融合研究、放射線医療などがあり、種々の系でのデータが
求められている。Ni, Fe などの重原子、C などは、その系の複雑さゆえ衝突断面積等のデータが少ないため、
これらを含む多くの系のデータベース作成を目指す。
　また、衝突時における各粒子の振る舞いについては、詳細な解析がされていないことから、可視化手法を用
いることにより、衝突時間依存性などを動的過程に着目した研究を行う。

　お茶大は少人数クラスがモットーの大学です。先生方との距離がとっても近い、アットホームな環境があり
ます。自分の興味がもてるものを見つけ、それを探求することに、みんなが手を貸してくれますよ。
　また、お手本とすべきたくさんの卒業生（もちろん女性の先輩）がいます。将来の姿を思い描くときに、き
っと参考になります。
　とっても貴重な４年間をお茶大でいっしょに過ごしましょう。

　◆研究計画

　◆メッセージ
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 渡辺　知恵美　（WATANABE Chiemi）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
 学位： 博士（理学）（2003 年 3 月取得）
 職名： 講師
 専門分野： データベースシステム
 E-mail： chiemi@acm.org

データベースシステム／ Web マイニング／ e-Science ／データベースセキュリティ
database system ／ web mining ／ e-Science ／ database security

・Chisato Asaga，Yusuf Mukarramah, Chiemi Watanabe.: “ONOMATOPEDIA: Onomatopoeia Online Example 
Dictionary System Extracted from Data on the Web,” Proceedings of Asia-Pacific Web Conference(APWeb’
08),LNCS4977 2008.

・齋藤真衣 , 堀之内武 , 渡辺知恵美 :対話的な絞込み操作を考慮したP2Pによる地球流体データアーカイブサー
バの横断検索 , 日本データベース学会論文誌 , Vol.7, No.1 (to appear)

・新井裕子 , 渡辺知恵美 : データベースアウトソーシングにおけるプライバシー保護に考慮した範囲検索法 , 日
本データベース学会論文誌 , Vol.7, No.1 (to appear)

　本年度は主にデータベースセキュリティに関する研究に取り組んだ。アウトソーシングサービス等で外部
データベースを利用する際、データベース管理者に十分な信頼を置くことはできない。そこでデータベース管
理者に対しても情報の機密を保持できるセキュアなデータベースシステムの研究を行った。我々は特に暗号化
データに付与する索引データのより安全な構成法を提案した。
　また、Web 空間の膨大なデータを利用したオノマトペ（擬音語・擬態語）のオンライン用例辞典を提案し
開発を行った。日本語学習者にとって感覚的な語である擬音語擬態語は習得が難しく、用例を数多く知ること
が重要であるといわれている。我々は Web 上にある文書の中からオノマトペの用例の収集法、適切な文例の
選択法、意味ごとに組織化するクラスタリング手法について研究した。
　そのほか、地球物理科学者のためのデータアーカイビングツールの開発、ポピュラー音楽のための近親調を
もちいた類似度の定義と楽曲傾向のマイニング等を行った。

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 15 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　情報 1 年後期のプログラミング実習、情報 2 年前期のシステムプログラミング実習、情報 2 年後期のコン
ピュータアーキテクチャ II、情報 3 年後期の英文購読の各授業を担当した。プログラミング演習では課題を数
多くこなし、経験的に習得すること、問題点や不明な点が判明した際には、できるだけ教員や他人に頼らずに
原因を発見し解決させること、さらに演習した技術要素が実際のシステム開発においてどのように利用できる
かを想定できるよう工夫をした。
　本年度より前期データベース設計論・後期データベースシステムの講義を開講した。データベース設計論で
は実際にグループを組んでデータベースの設計から関係代数および SQL による問合せの記述、JDBC を用いた
アプリケーションの開発等を行いながら必要な知識を講義した。後期では前期の内容を踏まえ、DBMSにてデー
タの永続化、検索の高速化、複数アクセスの制御がなぜできるか、その仕組みを講義した。どちらも演習やテ
ストを途中に含むなどの工夫をした。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 王　傑　（WANG Jie）
 所属： 教育事業部（グローバル COE）
 学位： 学術博士／Ｐ h. Ｄ
 職名： 特任講師
 専門分野： 教育社会学、比較言語学
 E-mail： wang.jie@ocha.ac.jp

社会階層／教育機会／授業料負担／学生支援／キャリアガイダンス
social stratum／ educational opportunity ／ tuition sharing ／ student assistance ／ career guidance

・学術単著　王傑（杰）　東信堂出版社　『中国高等教育の拡大と教育機会の変容』2008 年 2月　計 206 頁 .
・学術論文　Wang Jie & Terasaki Satomi, Employability Improvement in Changing China： Universities’ 
Employment Support and Career Guidance　The Asia Pacific Sociological Association 第 8 回コンファレン
ス論文集（CD-ROM版）2007 年 11 月 .

・報告書　文部科学省先導的大学改革研究委託事業『諸外国における奨学制度に関する調査研究及び奨学金事
業の社会的効果に関する調査研究』第 8章執筆 2007 年 5月　173-192 頁 .

・論文翻訳　王杰「教育费负担和财政性学生资助政策面临的课题」小林雅之原著
和文中訳　第 3回日中高等教育フォーラム論文集　2007 年 8月 .

・学術共著　「中国の授業料負担と学生支援」王傑（杰）小林雅之編著『諸外国の奨学制度と現状』（暫定）東
信堂出版社　2008 年出版予定　計 20頁分担　執筆済み .

これまでの研究は、1）拡大と教育機会にかかわる
理論をレビューしマクロレベルで中国高等教育拡大
のプロセスと特徴、授業料徴収の制度化過程を分析
した、2）中国 4国立大学における質問紙調査のデー
タを用いて、教育機会の階層間格差およびその変化、
階層別の教育費負担状況、学生援助の階層間受給状
況および卒業後の進路志向と階層との関連などを実
証的に分析した。市場原理を導入したうえでの大拡
張は高等教育機会の獲得原理、教育費負担および大
卒の就職状況を激変させている。研究結果は単著『中
国高等教育の拡大と教育機会の変容』にまとめてい
る。また昨年から中国国公立大学の就職促進、キャ
リアガイダンスの取り組み状況に関心を持ち出し、
学内の耳塚寛明教授、寺崎里水 AFと現地へ研究調査
を行った。

　Up to now, I have been engaged in the following 
research chiefly.1)I analyzed the process and features 
of the expansion of Chinese higher education, the 
systematized process of the tuition collection.2)Using 
the data of a questionnaire survey that made in 4 
national universities, I demonstrated the class-gap of 
higher educational opportunities and its changes, the 
burdening state of educational expenditure among 
classes, the receiving state of student assistance, 
the educational continuation and occupational 
attainments among undergraduates, and so on. Then, 
owing to a passionate concern for the employment 
support and career guidance of universities and 
colleges, professor Mimizuka, AF Terasaki and I 
went to Beijing, Shanghai, and Sichuan in last year, 
and made interview surveys in 11 universities and a 
college. We will continue the study this year.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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グローバル COE 人間発達科学論Ⅰ
いくつかの文献を紹介し、教育機会均等の理論、
教育社会学における平等観の変容を把握する。国
内・海外の社会現象や調査データを挙げながら、
教育格差問題の考察視座を理解し格差の是正策を
考える。学生には教育機会均等の重要性と限界を
きちんと理解し、身の周りに存在する教育的・社
会的格差を敏感に感知してほしい。

グローバル COE 人間発達科学論Ⅱ
数人の若手教員とオムニバス形式で講義する。皆
さんは国際的な視点または格差の視点をもってそ
れぞれ自分の研究業績に関わった講義を行い、グ
ローバル化や格差問題の進行実態を考察する。ま
たグローバル COE が主催するシンポジウム・セミ
ナーの参加、議論を通じて国内外の研究動向を把
握する。国際的な視野、感覚を身につけ、格差問
題を敏感に感知する女性の養成を目指す。

Human Developmental Sciences Ⅰ
I plan to explain the theory of Equal Educational 
Opportunity and the changes of egalitarianism in 
the field of sociological education in this lecture. 
It is important to understand the studying angles 
of educational opportunities and to discuss the 
policy of reducing gaps, by producing the social 
phenomena and data in Japan and other countries. 
I hope that the students can grasp the importance 
and limitation of Equal Educational Opportunity, 
and feel all kind of educational-gaps, social-gaps 
that exist in the world.

Human Developmental Sciences Ⅱ
I lecture in an omnibus form with several young 
teachers. We will recommend the results of our 
research, and explain the present situations on the 
globalization and gap-widening. On the other hand, 
the students have a chance to understand the 
newest trend of the related research by attending 
the symposium and seminars organized by Global 
COE Project. We aim at the training of women 
who can aware of the gap problems sensitively, 
especially with an international viewpoint.

計画 1　キャリアガイダンスの取組状況に浮上した中国国公立大学間の格差に関する研究
耳塚寛明教授、寺崎里水 AFと中国へ渡航し、3都市 12大学のキャリアセンターを訪ね、中国国公立大学の
就業促進、キャリアガイダンスの取り組み状況を調査した。国立大学での調査結果は日本教育社会学会、ア
ジア太平洋社会学会において口頭発表し、さらに「中国高等教育におけるキャリアガイダンス発展の社会的
背景と実態」を題とする論文を『日本労働研究雑誌』へ投稿した（審査中）。公立大学は学生募集、経費確
保などの面で国立大学と異なる点が多い。所轄自治体の就職指導方針の違いもあり、キャリアガイダンスの
取組における国公立間の差の存在が浮かび上がってきた。公立大学におけるキャリアガイダンス取組の特徴、
国公立間の実態比較に焦点をあてた分析を行う予定である。

計画 2　中国高等教育における授業料負担と学生支援の新動向に関する研究
中国の大学の授業料負担と学生支援は激しく変化している。とりわけ 2007 年からの 6国立師範大学で師範
系学生を対象とする授業料・学寮費免除および生活手当支給の再開、「国家助学ローン」の利用急伸が学生
の修学（就学）に大きな影響を及ぼしている。諸制度の増・改訂の在り方、実施状況を考察した論文を日本
高等教育学会（2008.5）で口頭発表し、学術誌に投稿する予定である。国公立大学の学生援助センターへ
のインタビュー調査も予定されている。

　女子学生が自ら進んで行動できる、いろいろな面で鍛えられる環境はお茶大にあります。多くの外国人留学
生も活躍中。教職員は、意欲にあふれて専門知識と責任感をもった輝かしい女性の育成に日々尽力しています。

　◆研究計画

　◆メッセージ

　◆教育内容　／　Educational Pursuits


